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じ邮^&でおほん時に，か、女御更衣あま犮さぶら.^为まびけ^^^^ 
が優れて»■めき力まふ有3け^NP始よCN我はと思ひあがまべるあほ/I方々、め 

VD^t:^もの(C•あ^-.tめ猜みたまふ。同じ程、-其よう下Mの•更衣たちはまして安からず0朝 
夕の宮仕{C一つけて•.%人の心を動かし怨を負ふつもjにやあ办けむ、v>とあ〇しくな办ゆき 

物心ぼそげに里が.t>.なるを、sよいよ飽かず哀なる毛めに凝ほして人の謗をも得憚らせた 
まはずiの；^めしに戈な4ぬべき御もてなし^CS。上達部うへAなどもあいなX目ををば 

めつ* _vf;\*^と^ばゆき人の御おぼ乏なヶ*:0も^乙し(C毛か、るmのあ乙合に乙そ12:珞亂れM 
しか6けれと、やうやう天の下にもあぢきな5人の^てなやみぐSにな，CNて楊貴妃のため 

しも引き出てつべうなな行くにいとは^/2なきと多かれど、辱き御心ばへの類なきを賴に 

て交らCAたまふ。父の大納言はなくな，csて、母北の方なひいにしへの人の由あるにて、親う 

ち具し3しあたヶて世の.おぼえ華やかなるおほん方今、R-も劣らず何事の儀式をももてなし 

穴まSけれど、と6たて、はかばかしき御後見しなければ事とある時は猶よム阶なく心細 
けなう。3きの.世に名おほん契や深か.CNけむ、世(Cなく淸らな石玉のをの乙皇子さへ生JTLた 

. • 
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亏ひぬ〇いつしかと心飞とながらせ^まひてハ急ぎ參らせて御覽ずるに珍らか^るちごの為 
ほんかたちな6。一のみ乙は右大臣の女御の.>ほん腹にて1せ1£くMなきま〇けの君と世 

R名てか-Lづき即ゆれどZのおほん匂ひには並び給乂べあらざグけれ淑找 1^のや也ぱ/ 

となき御おもひにてこの君をば■私物1Cおぼ沒し^ 
^ITの±){^^老^まふべききはにはあらV0Aき。、お^ぇ、や^^之なく 50^かしけれ 

どわ6なくt〇ば§せたま、ふあまう；に、さるべき斬欠何事1Cも•故ある事の^^‘ 

^づ參う，上らせ/2まふ。あ^-時^は大殿韶1すぐしてやがて3ぶ"^せ^まふ衣ど、あ兔か 
にあ之去らずもて—せた轉妒缓把為容ネ邊^^以見ぇしをビの皇マ生れた 

爻ひて.後は$:t心殊に思ほし^^でたれば”坊ic^^^せ^^.-tの皇子の居^まふべきな 
めJとJ:の，みこの女御は篼し疑へ-^•先R參ま.ひてや-/iごとなき御思ひなべて 

^らす皇子^石なども坐^戈找ば^^^ぼ-/L方の御いさめ^のみぞ猶煩はしべ心苦しう 

思CAIifl免.Sせ.^まひける1蔭をばIIみ聞ぇ^がら^/?としめ疵を求め給ふ人は多く我 
が身はかょわく,-?珞;0はか:^^有檨に,1:^^^!か$る物思をぞ差^2まふ。御局は^^な4。 

數多のおほん方々^過ぎさせ*まひつ、隙なき御兹へわ/26に人の御心を盡し^まふも、 
.蓬に乙とわデと見ぇた^^參う上り/2まふに毛、あt6打ち頻石折々は內階、液^、此處彼處 

の道に怪しきわざを志つ\御送り迎ベの人のきぬの裾琺へ難うまSなき{どもあう。又あ 
5;-诗ょえ3ら兑めだ^办戶をさし乙め此方彼方心を合せてはし/2なめ煩はせ給ふ時も多 
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かも#*<c*れて數知らず苦し^iのみ增ればかと痛乃思Wわび 
て、後趙殿にも^よ^V3ぶち.a給ふ更衣の曹子をほかに、移させ^まa„て、うへ局にたまは 

す.-〇をの怨まし^や及む方なし？Zのみi一一〇になまふ年あほん待着の乙と一の宮の奉 
りしR劣らず、‘乂ふづか^を'^め殿の物を盡していみじうせさせ•給ふ？それに〇け'1:毛世の 

をし3のみ多かれど沪このみM,のおよすげ名て坐する御か^ち"心ばへありがたく珍しきま 
て見え給ふを得猜みf2b:へ^凌はず。も;0く心知务/2ま^人は、かVる人彳世に出ておはする 

洛のな:^け4と淺まし^^で-目を驚扣し/2まふ\をの年の夏みやすゼ乙スはかなき心地に 
煩；^^、^かでなむとし^爻ふを^暇更义許^せ^まはず〇年ごろ常のあっし^にな办たま 

へれば御-0馴れて.「猶暫し試みよ」と.0み.0:方^は.するに，日冬に赏$給ひ.1:犮-\:五六日の程 

にい^弱-5.なれば母君な:^な:<奏--1,てまかて5、せ奉3^まふ。か\^折にも、あるまじさ耻 
もこを：土心づかatてrみこ•?:ば留め奉力て忍びてぞ出で給ふ'-〇限あれば、3のみもえ留め 

させ^まはず、御覽じだに送ら^あぼつ：かなさをsふ方なく悲しと覺さ.る。いと匂aやかR 
美くしげ^る人の痛う面瘦せてい士哀と尧のを思-a先み^がもことic出で、も聞えやらず 

あるか次きかic消え入^-OAものしたまふを御覽ずるにハきし方行く末おぼしめされず萬 
の事.-5:なくなX契々のたtはすれど，おほんいらへ^え聞.tたまはずまみ-^-ifもsとy2ゆ 

げにVSと：Vな：よ^:::i4我かの氣色にて臥し^れば、いかさ^(Cかとあぼしめし惑はる。て 
ぐるまの宣旨なfめ^まはせても又入ちせ給；SVは更Rゆる3せたまはず、「限あらむ道R 

—'i編 



谋氏物s»榈逛 

一. 
，：• 

8■•••:• 

•..^後れ先だ-V--じ七契らせ*まaける打ち捨て、はぇ行きやらじ」七のたまはす 
るを、女もSといみじと見奉！て泛7ン 

•:‘/「かぎ$とて別る、道の悲しき((:いかまほしきは命な.^け$。5士斯思う給へましかば」 
と息も絕ぇ0>.聞ぇまほしげなるこ^はあ$げなれどいと苦しげに/2ゆげなれば、かくな 

がらともかくもならIfを：御覽じはてむAおぼしめすに”今日始Uべきいのうども3るべき 
人々うけ給はれる「今宵ょ^」と間t急がせば5わ$なくivもほしな•からまかで3せたまa 

つ。御胸のみつ^ふたが3てつゆまど/>まれず明しかね3せたまふ。御使の行きかふ程鴒な 
きに猶いぶせ3を限なXのた.tはせつるを「夜中うち過ぐる程になひ絕乏果て給；：SWる」と 

•て泣き騷げ一T御使^いとあへなくて歸參各ね。聞しめすあほん心惑a、何事も!ri;しめし 
わかれず籠-6坐します。み：はかスて名sと御覽ぜまほしけれど、か^〇程にSぶらa/2ま 

ふれいなき事なれば、まかで給aなむ^す。何事のあらむとも思ほじたらず" 3ぶらふ人❖ 
の泣き惑aうべ^-おほん淚の隙，なX施れ為は.しますを怪しと見窣办穴まべるを、ょろしき 

だ(?:か、る別の悲し.からぬはなきわざなるを、まして哀にいふがひなし^限あればれい 
の作法にを.'5め奉るを母北:01方1::同,1;-けぶJにネのぼ$なIf」;^泣きこがれたまaて御送の 

女房の萆に慕；3.乗、4給s<愛{石^sふ所-icいとIAかめしうその作法したるtr坐しつき^る 
心地いかばか6かはあ^>此:1;。17空し^•御かも-?:みるみる尙おはす^.ものと思ふがい^かCA 

なけれは、灰{Cな-^給はむ^見奉りて、今は亡き人と；3,たぶるに思ひな4な0」と3かしうの 



为ま3つれど、車よ$落ちぬべ、う惑；3たまへば、「ざば思ひ0かし」と人々もて煩；3聞ゆ。內 
よ6御使あ々、三位の位贈办たまふよし勅使來てをの宣命讀むなむ悲しき事な6ける。女御 

とだにsはせずな6ぬるが飽かず口惜しうおぼSるれば今aときざみの位^-だにと贈らせ 

たまふな6け30乙れ(C0けても惜みたまふ人今多か6。もの思a知ダ^まふは、S1Kか^ 
ちなどのめでた•かゲしMJ心ばせの^■'だらがにめやすく僧み難かりしMJなど今ぞおぼし出づ 

る。5ま惡しきちほんもてなし故乙をすげな5:猗みたま；Sしか"人がらの哀RなSけあ4し 
御心をうへの女房など^■'戀ひ忍びあペ^^なぐでぞとは、IVる折(Cやと見免^はかな 

X日頃過ぎて後のわざなどにも細かにとぶらはせたまふ。程經るま、にせ〇方なう悲しう 
覺3る、{Cおほん方々の御とのゐなども絕えてまたまはずたC淚にaぢ1:明し兹Sせ^ま 

へば、見奉る人Sへ露けき秋な々。「なきあとまで人の胸あく^じか6ける人の御覺乏かな」 
とぞ弘徽殿などには尙ゆるUな5:0.だまa-'.げる〇-の.宮を^ 

ん戀し-3のみおもほし出でつ、、親しき女房御めのとな：どを遺しつ、有樣を聞しめす。』野 

分だちて俄にはだ窪き^基の程、常よ^^覺し出づる事多くてゆげ；3の命婦とsふを遺す0 

夕づく夜のをかしき程に出し立てさせたまぅて、ゃがて詠めぉはします。かぅ々ぅの折は御 
遊などせ3せたまaしに、こぐ：ろ異なるもの > 音を搔き嗚らしfはかなく聞t-出づる言の葉 

も人よゲは異な6しげはaか^ちの、面影Roとそaて^ぼ3る.、も、やみのうつ、(Cは尙 
劣なけ60命婦彼處にまかで着きて門；51Aるぐよケけはび哀犮$•やもめずみなれど、人 

谏氏物55桐S 
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源氏物語桐铤 

1Aの^ほんかしづきicとかぐ繕64立て、、めやすき程にてすrし/2まへるを、間(tくれ 
てふし沈みたまへる程に草も高ぐな1野分にいとヒ荒れた5-1心地して月かげばか$ぞ八21 

莪に劣障らずさし入^x^aる。南^もてRお/5して、母君もとみRえものものたまはず。「今ま 
でとまヴ侍るがいと憂きを、か、る御使の蓬生のaゆ分け入ク72まふにつけても耻しうな 

ひ」とて實に£湛ふまじく泣い給ふ。「參6てliいとく心苦しう心ぎも、盡くるやうになむ 

と內侍のすけの奏し給Wしを、もの思61たまへ知ら2心地にも實に乙をいと忍び雛う侍.es 

けれ」と•てや、ためGaて仰事傳へ聞ゆ。r暫しは夢かどの•みたどられしを、やうやう思a靜 
まるにしもさむべ、き方なく堪へ雛きはいかにすべき：qざにかと名問a合すべき人だになき 

を.ハ忍び.ては參$給；3なむや、若宮のいとお.ぼ〇かなく露けき中にすぐし/2まふ毛心苦しう 
赍さる、をハ疾'<•■•參$給、へなど、はかばかしうものたまはせやらず1むせかへらせ^まao 

八'；->が〇は人^心满く見奉3--らむど遨しつ、まぬitしもあ^•ぬ御氣色の心苦し5に、承ょ$ 
も课てぬやうに1:な.Ifまかで侍1ぬる」とて御文奉-5-。「目名見爻侍らぬ^、かく畏き仰事を 

光に'-1:なむ」とて•見たまふ？：「程經ばす乙し打ち紛るやと待ちすrす月日に忝/てv> 

と忍び雛きはわ6なきわざ^な0-*0いばけなき人も如何にと思ひやうつ、、諸共には：^、ま 
ぬ^ぼつかなSを今は猶昔の形見になずらへてものし^ま.へ」など、乙^やかに書かせ^ま 

^ ^ ... *0 .V 
-VP,宮城野の露ふき〇.すぶ風の音に小萩がもどを® 



sv 
ず^命長3のVい^つら5思テたまs 

侍れば、百敷に行きかひ侍らむ事は^4て_い：と憚多ぐなむ。设ざ仰事を度.々承$ながらみづ 
からはぇなむ思ひたまへ730'まじき。若宫はいか^^ 

:^:v公ぼし急ぐめれば、•乙とねAに悲じぅ見奉、.^侍るなど、•ぅぢ5ちに思ひ/2まべる5ま^ 
奏した^^ゆ、し.き身扣侍れば、かくて坐1>-^す^-い^いましぅ辱く」などウ^ 

は大殿龅け見奉ゲて委しく御有樣も奏じ侍らまほしきを、待ちおはしますらむを、 

夜21け侍6ぬべし」とて急遝れ惑ふ心の間も堪.へ難^かたはじ^だ(Cばるぐばか 

閗ぇ冼ほじ5.侍石をわた.んじに>心のどかにまかで：た欢へ.0年ご/>嬉しぐ^ 

いで1Cの♦み立ち寄女*まひし^のを、か'る^ほんせぅも乙にて見奉る、かへすがへすつn 

•:^:ぶ命{Cも侍るかな。：生れし時ょ$思ふ心あ^v-l>人kて、故大納言いまはとなるまで、たC 

この人の{〇2仕のほい必遂げさせ奉れ、我なx.^6ぬとt口惜しぅ思--61くづほるなと、ilす返 

す諫め.IIかれ侍か-Uかば、：はがばかしぅ後見思ふ人なき交らひはなかながなるべき事と思 
ぅ/2^へなが¥:?2乂かの遺言を違へじとばか6に出し/2て侍6しを、身に餘るまでの御志 

の萬に辱きに、人げなき耻をかXしつ、交らa給ふめ.<^つ、る5:、人の^.ねみ深く積主女か>レ 

to事多ぐな6添：3侍るに、橫Sまな5..やうにて終にかくな.〇侍.CNWれば、却6てはつらくな 
セ畏き御志を思ぅ給へられ侍る。之れ毛わ6なき心の闇になむ1といひ毛やらずむせかヽも 

穴犮ふ程に夜も更けぬ。「ぅへ.も然なむ、我が御心ながらあながちに人目骼くばかダおぼさ 



J JJmi 
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海此物訊：桐壺_ 

れじも、長かるまじきな.csけ.CNと、今はつらか6ける人の契になひ、世にい3、かも人の5 

をまげたる事はあらじと思ふを、/2<乙の人ゆ焱にて、あまたさるまじき人の恨を貨；3しは 
てはてはかううち捨てられて^心治めむ方なき^^いとゞ人わ^くか为くなになうは〇る名 

§きの世ゆかし5なむと、うち返しつ、おほん患ほたれがちicのみおはします•と語々てつ 
きせず、なくなく夜い^う更けぬれば「今宵すCSず御かへ6奏せむ」と急ぎ參る。月は入 

方の空淸う澄み渡れるに、風いと凉しく吹きて叢の蟲の聲々催しがほなるも、いと立ち離れ 
にくき巷の7Pとな60•: V ' • . . : . - 

「鈴蟲の乙焱のかぎなをつくしても長き夜あかずふる淚かなLoえも乘$やらず。 
rいとeしく蟲の音患げき淺茅生に露おきそふる雲の上人。かごと,p間えつべくなむ」 

といはせ給ふ。をかしき御贈物などあるべき折(tもあらねば、たVかの御形見にとてか、る 
や5もやと殘しおきたまべうける御さう?:くaとくだり、みくしあげの調度めく物添へ* 

まふ2若き人々、悲しき事は更4Cもいはず、うちわた6を朝夕JCならaていと3うざうしく、 
うへの御有樣など思；5出て聞ゆれば、疾く參令/2まばむ乙とをそ、のかし聞ゆれど、かくい 

まいましき身の添；S奉らむ7PSと人ぎ、憂かるべし。又見奉ちでしばしもあらむは、いと後 
め^う思；3聞え給aて、す•かすがともえ參らせ奉^S/2まはWなうけ命婦は、まだ大殿籠 

らせ給はざヶけるを•哀に見奉る。御前の壷前栽のsとおもしろき盛なるを御覺ずるやうic 

て、忍びやかに心にくき限の女房四五人3ぷらはせ給aておほん物語せさせ^まふなうけ 



6.0乙の頃あけくれ御覽ず5:長恨歌の御繪、亭子の院の書かせ^まひて、伊勢、貫之にょませ 

穴まへるやまと言の葉をも、も/).•乙しのう^を7ゞ其のす；〇钇ぞまくらごとicせさせ* 

まふ。いとこまやかに有樣を問はせたまふ。哀なダ〇る乙と忍びやかic奏すC御返ら御賢ず 

れば、「Sとも提きは置き所も侍らず。か、る仰事(Cつけて毛かきくらすみ•たう心地にな〇。 

荒き風ふせぎしかげの枯れしょう小萩がうへぞ靜心なき」などやうに亂6がはしき 

を、心治めざ$ける程と御覽じゆるすべし。5/とかうしも見ぇじとあぼし^づむれど•更に 
免忍びあへ3せたまはず。御赀じ始めし年月のとさへ書き集め萬Rおぼし續けられて、時の 

まもおぼつかなか-CNしを、かくT::も月日は經にげヶと淺ましうおぼしめ3る。「故大納言の 

遺言過たず宮仕のほS深くものし^ゲし喜はかCAあるSま{Cと乙そ思；3渡6つれ。いふが 
ひなしや」とうちの^まはぜていと哀におぼしやる。「かくてネおのづから若宮など生a出 

で^まはぐ、さるべきつSVもあ$なむ。命長くとこそ思ひ念ぜめ」などの^まはす。かの 
贈物御覽ぜさす。なき人のすみか尋ね出で穴6けむ患るしのかんざしなら爻しかばとあも 

ほすもsとかaなし。‘'V 

.「尋ねゆくまぼろしもがなつてにても魂のあがをそrJと知るべく1-〇繪に#ける楊貴妃 
のか^ちは、sみじき输師とsへども筆かぎ$ぁ$ければsとにほaなし。大液の芙蓉、未 

央の柳もげにかよaた办しかたちを唐めSたるよをaはう^はしう乙をあ-^けめ。懷かし 
うらう*げな^Nしをあぼし出づるに、花鳥の色に^^日に珞ょそふべき方ぞなき。朝夕の乙と 

诹氏物2S桐壺 
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cさに、羽根をならべ枝$:'交さむと契らせ耠CAしに、かなはざ6ける命のほどぞ盡せずうら 

めしき。風の音蟲のねにつけてもの乂み悲しうあぼさる、に、弘徽殿(Cは久しううへの御局 
にも參う上力給はず、月の.おもしろきに、夜更くるまで遊をぞし給ふなる。いとすSまじう 

ものしと昍しめす。この頃の御氣色を見舉る上人女房などは、傍痛しとlip)きけ6。いと押し 
立ちかどかどしき所物し給ふおほん方にて、乙とにもあらずおぼし消ちてもてなし給ふな 

るべし。月も入-^ぬ。：A ,v . , /v , : ••- :•*•.. 

「雲の上も涙にくるV秋の月いかですむらむ淺茅生の宿」。4•於しや*^つ、燈火を挑け盡 
して起き坐します。右近の〇かさのとのゐまうじの聲聞ゆるは丑Rなうぬるなるべし。人目 

をおぼしてよるのおとゞに入らせ給CAて7P、まどろ玄せ給ふ事かたし。あしたに起きさせ給 
ふとても：、明くる^••知らでとおぼし出づるにも猶朝まつうどは怠^•■せ給awベかめ6。物な 

ども間しめさず、あさかれひのけしきばがヶ觸れSせ給；3て大床子のおものなどはSと遙 
に^しめしたればr陪膳にさぶらふかぎ >は心苦しき御氣色を見奉$嘆く。ずべ：て近くさぶ 

らふかぎヶは男女「いとわうなきわざかな」ど言CA合せつ、歎く。「5るべき契乙をはおはし 
ましけめ。备乙らの人のもし办うらみをも憚らせ給ばずN/のおほん事(Cふれ/2るMJをばだ 

う^>をも失はせ給a今はたかぐ世の中の事をもおぼしずて^5:やうにな^v行くはsとたい 
だいしき業なとaとのみかどの例まで引き出\しつくさビめき歎きけ^S。：』月日經て若宮 

參6給aね。sとレこの世のものならず淸ら•そ^1ずげ給へれば、いとyゆ、しうおぼし次 



茨佐抑j»>CT^gaRagwafiMBa»wwi_WMBffOTTin_mti_niniiiwn晒min 

的-<;る年のはる坊定ま-^給ふに^-，いどaきこざまほしう覺せど、御後見すべき人もな 
く又世のうけひく^じ含事なれ^ハ.•なかな.か危くおぽじ惯$1:-色iC冬出させ給はずな 

るを、一.：Sばかヶたぼ1>穴れど限1もあ$けれ」と世の人も聞え女御も御心おちゐ給ひぬ。か 

の御^ば北の方慰むか^なくS:ほし沈みて「むはすらむ所にだに尋ね行かむ」と願a給ひし 
表るしにや終にtせ給ひぬれば、又乙れを悲び5:ほすと限なし。皇子六つにな6給ふ年なれ 

忒乙の度はあぼし知$て戀a泣き給ふ。年ごろ馴れ睦び聞え給へるを見窣6置くかなしび 
をなむかへすがへ‘すの^まひけ^。今はうち^のみさぶらひ給ふこ七つにな6給へばふみは 

じめなどせさせ給aて世にしらず聰う賢ぐ^はすれば^ま6R恐しきまで祸贸ずJ3今li誰 
珞誰ネ免惽み給はじ。母君なく1:だにらヶたうし給へ」どて弘徽殿などにも渡らせ給ふ御供 

Rはやが1:-みすの內に入れ奉6給ふ4 sみじき^.0Vふ、あ^かたきな$とも見てはうち笑 
兮れぬべきさまの吏給へれば、えさし放ち給はず。をん^御子^ちふたど乙ろ乙の御腹にお 

はしませどなずらa給ふべき^iReなか$ける。あほん方々もかくれ給はず今ょ$なまめ 
かしう耻しげに^はすればsとをかしううち解け^あをびぐ5に誰も誰も思ひ開え給へ 

う？わざとの御學問ルさるものにて、琴笛のねにも雲居を響かし、すべて言ひ續けば乙とご 
とし-5う^てぞな办ぬべき人のおほんさまな女ける。をのz./>高麗うどの參*nる力中に力 

し乙き•相人あ6けるを聞しめして、宫の內に召さひ事は宇多の帝のおほん誡あれば、いみじ 

う忍びて乙の皇子をijll臚館に遺し^6。御後見だちて仕シ舉る右大辨の子のやうに思はせ 

源氏物SS桐壺 11 
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て率て奉る。相人驚きてあま^\ひ傾ぶきあやしぶ。「國の親と衣$て帝王のかみなき位に 
のぼるべき相^はします人のそな^icl:見れば亂れ憂ふる事やあらむ。^ほやけのか^め 

とな$て天の下を輔くる方にて見れば又その相違ふべし」とSふ。辨もいとざぇかし乙き博 
士にて、云；S交した^事どもなむいと典ありける。文など作-CN交して、今日明日歸り去6な 

むとするに、かくあ^Nが^き人にたいめんし^るよろ乙び、かべ$ては悲しかるべき心ばへ 
をおもしろく作6たるに、皇子もいと哀なる句を作$給へるを限なうめで奉ゥて、いみじき 

贈物どもを捧げ奉る0•あほやけよ$も多くもの賜はす。あのづから事廣ごみて、漏^せ給は 

ねど、班宫のおほぢあとVなど、いかなる事icかとおぼし疑61てなむあCNける。帝畏き御心 

に"やまとさう，をおほせてあぼしよ^>にけるすぢなれば、今ま<乙の君をみ乙にもな3せ洽 
はざ々けるを、相人は誠に畏か“けみと覺しあはせて、無品親王•の外戚のよせなきにてはた 

ゞよはさじ、我が御世もSと定めなきを、びとにておほやけの御後見をするなむゆくさ 
きも賴^しげなる事と避し定めて、いよいよ道々の：ざぇをならはせ給ふ。きは殊に賢くてた 

C人にはsとあたらしけれど"みことなヶ給aなば世のうたがひ負a給aぬべく物し給へ 
ば、すく免う0かし乙き道のAic考へさせ給ふ}:ネ同じさまR申せば、源氏になし奉るべく 

あぼしおきて/2$。年月に添べてみやすどころのお：ほんとをおぼし忘る、折なし。慰ひや 
と3るべき人々を參らせ給へど、なずらa(c^ほさるSだにいと難ぎ世かなと、うと'3:しう 

のみ萬にあほしなぅぬるに、先帝の四の宮の"あほ/Iかたち優れ給べる、聞念高くあはしま 



すoi v^'.sき世になぐがしづざ聞i--給^:を.%'5ベic§ぶらふないしのす^は先帝の御時の 
人Cてかの宮Ri親1>.う參6馴れたヶければ、一「Vいはけなく^は 

ほの見奉女て"失せ給CXにしみやす''^:てろ0-iぼんか^'ちに似給へるAを三代の宮仕に# 

まりぬるにえ見たてまつうつけぬに、さS-いの宮の姬宮こそいとょう覺えて生CA出でさ1 

給へ：々けれ:-〇あ6が^き御か**t>*人になむ」と奏しけるに誠にやと御心とまぅてねんごろに 
間えSせ給aけヶ。母きS苠fcなあをろしや，春宫の女御のいとさがなくて桐壺の更衣0 

わらはにばかなC-もてなされレ例もゆゆし-5;‘と覺しc>乂みて、すがすがしうもおぼした 

ざ6ける程に、含3きも亡せ給aa*°心細きさまIC1:おばしますに「唯我がをんな御子^ち 
と同じつらに思a聞tむ」とSとねんごAに聞え3せ給ふ。、Sぶちふ人々御うし/>見たち、 

御せうとの兵部卿のみ^など”かぐ•心ぼをく,1:おばしまSむょ^.はうちずみせ3せ給ひて 

御心も慰1;ベく费しな6.1:參らせ奉力給へ一々。藤壺と聞ゆ。實にあほんかy2ちあ$§ま怪し 
きまでど覺え給へる-0乙れは人の御^はまさ办て思ひなしめで/2く、人も爻おとしめ聞免給 

はねば、うけば-^て饱かね乙^なし。かれは人もaし聞乏ざ6しに御心ざしのあやicくなり 
しぞかし。あぼし紛るVとは次けれどあのづから御心うつろaて乙よ-'5:くあぼし慰ひやう 

なるも貧なるわざな办け$。源氏の君はあほんあ^多去公鈴はのを、まし1:繁べ渡らせ給ふ 
おほん方文えはぢあへ給はず。Sづれ0.おほん方劣われ人に劣らむ七赍い穴るやはあるCと 

6ど6にパとめ\したけれ^5ちぁと*3:び給へ.るにぃと若ぅ美くしげに1:切に-|1れ給へどぁ 

谏氏物sffi桐菊 
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淑氏物sss is 

のづか^漏6見奉る'..:〇母みやす所はかげだに邋il給はねを:nいとよう似給べ.Ojとないしの 

すけ0聞えける^若$御心地に，S:と哀と思a聞え給aて2佑に參らまほムうなづsa見奉 
らばやとあぼt給ふ:0うへネ限な^おほん思r>どちにて.rなうとみ給aそ.'〇怪しくよをへ問 

えつべ^心地なむする。なめしと覺Sで^；5/2うし給へ。つらつきまみ^どはいとよう以た 

:^^ゆ^通^て見え給*^も似げなか^ずな0」な-^聞え吿げ給へればを5なご、ちにもは 

かなき花紅葉につけて系志を見:1奉Jziな3心よせ聞え給へれば、弘徽殿の女御、又乙の 
，宮とも御中^ばそはしきゆ^うち^、へ.て素.:14のにべ.^も立ち出で\物しとおぼし2 6。 

'^に類なし:^見奉必給^名高^^-はす^宮の:^ほんか^ちに名猶^ほはし^〇は醬へむ方な 
X美{しげな；を、世.e)-AFCAかる^み間ゆぺ藤壺ならび給ひて.御^ぼ:-tもとぅど6なれ 

ば「-かVやく.Hの宮Jと聞ゆ。：Zの君の¥ほ/1费姿^ 
給ふ。ゐ*ち；：おぼし、Sとなみて限ある事‘'(t事を添へへさせ給ふ^ 

:にてあう:1>儀式の，よをほしか^:1.御ひ;\:^仅^^$せ，給はず、所々^ 

倉院など A ほや#r'^に••-ftr^私^へ^^^かな.る事^^^ 
して仕5ま〇れ^:?^はします.殿の以'^が^:011艰向^いし立1:‘>べわ*/1ざの御 

れの>冬:V:の御座こぜんKあ^申：の時に：ぞ源氏參办給ネ〇みづらゆひ給へる〇ふつき顔の 
にほひ5咬か：へ輪はむ{惜しげな.^;'.0大谶卿{^人仕うまつ--5。5と淸>ら^る御ぐしを仑ぐ 

港心苦しげなるをt.〔うへはみやす所の見^:Lかば;i^: 



1 ぐ 

♦ • ••.»••■**••. 

かへ3せ給ふ;0'がうぶ6じ給ひ1:み：やす所にま，かで給ひて細ぞ：奉^ . 
給ふ-3まに皆人淚落し給•ふ。帝ば^ましで£忍びあへ給はず。覺し紛るV折もあうつるを昔 

の.事とうか^-u悲し^：:あ•ぼさる::?い•と.が：.5衾び^ 

れつるを、淺玄し5美^じげ3:添a給へ本。：引入のあ'とゞのみZ1腹に唯一人かし•づき給ふ御 
むすめ••!春宮ょ：ヶも御けじ：きあるを覺;1>煩ふ事あ^けるば之0 

內にも御けしき給はらせ給aければ「•さちばZ:-の折の御後見無かめるを副臥にもIJと催させ 
給；sければ、さ赍^*A;oさぶちaにまかて給a.1;>人々おほみきなどま^るほどみ^たち 

の御座の末に源氏着き給へゲ？iと.\:けしきばみ聞i給ふ事あれど、物のつSましき程Rて 
と名かんもあへ)1>らひ聞え給はずポおまへょg侍の宣 

ふべきめしあれば"参6給ふ•。御祿の物(うへ；の命婦取办て^まふ。白きおぼう：ちきic御?：a 
とべだ々、例の事な九御盃のo.(y?でに一:i1 

メ「Sときな$初元結に長き世-5:ちfる心は結び't 
• V「結び〇る心省深きネと吵ひ^乙さ紫の色じあせずば」と奏し1:.〈長はしょ$お$て舞踏 

したまふ。；3•たうの〇がさの御馬1ベら人所の鹿す焱て賜は3給ふj御階のもとKみ乙^ち 
上達部つ.らね1:祿ど毛しなじなに賜は^.給ふ。をの日のお^<sの折櫃物己.毛のなど右大辨 

なむ承6て仕5..ま〇らせける。屯食1祿の辛Mど:%"など所せきまで春宫のあほん元服の折に 
‘數まされ女。なかなか限もなくぃかめし:5;なむ。その.夜ぁと5の御里に源氏の君まかで5 

源氏物K榈壺 



せ給ふ。作法世ic珍し^:^で爻てかしづき聞免給へろ。v>ときびはにてあはし^るを、ゆ\ 
•しう美くしと思也聞え給へ.CS。をんな君は少し過ぐし給へるほどにいと若うおはすれば、似 

げなく耻かしと覺い犮$。乙のおとvの御おぼえいとや/1ごとな含に、母宮內のひとつきS 

レ腹になむおはしければいづ方Rつけても物あざやか衣るに、iの君3へかくあはし添ひ 
ぬれば、春宮のおほんあほぢにて終に世の中を^6給乂.べ含右0.大臣のあほん勢は物にも 

あらずあされ給へう。御子どもあまた腹々ic物--L給ふ。宮のあほん腹はくらう人少將にてい 

と若うをかしきを1右の大臣の御中はいとょからねどえ見過rし給はでかしづき給ふ。四の 
君(Cあはせ奉う劣^ず，%vか:Uづき^•るは、あ••&まほしき御あはaどもになひ。源氏の君は 

:う-への常に召しまつはせば心安く里住もえし給はず、••>'心の中(Cはfl藤壺のあほん有樣をた 

ぐ；sなしと思a聞えて、3やうならむ人をNJ^見め、'似るものなくも^はしけるかな‘ほ 
.い殿の君いとをかしげにかしづかれたる人^は見ゆれど•••.\心にもつかず覺え給aて幼きほ 

どの御aとへ心にか\うて一いと苦しきまて？:あはしけ.る〇夸となに 

■•^うicみすの內に7PXれ給はず、御遊の折々琴笛の音^聞き通ひほのかなる御聲をなrs 
め,て•.うちずみのみ好ま:tう覺え給^五六日-3♦ふらひ給ひ¥あほい殿に二三日などたえ 

だえに戋かで給：へど、只今はをroなき御程に罪なく 4r'してsとなみかしづき間え給ふ。お 
ほん方今の人.令世の中lc^-:Lなべ*らぬを.t-^と、のへすぐ^ 

つくべ夕御遊をし、あ：ふなあふな覺しS/2づぐ夕うちにはもとの淑景舍を御曹子にて、母み. 



ギす^0¢:ほん方々e):A^t,如^散らずざぶらばせ 
•に宣皆下、てメ^:^ぅ改办造^せ输炎〇-^ど^木^^ 

VD.廣^u.^:-.して^^た^造ヶの^K^。^ 

0:..み欺.かじ$おぼし^だがで^貧ど•い；^各ば^^^ 

•-•;•* ノ •し：.••• - ' •,. 

^...,- #.K, 6 IV. % ..K.. i JJ 

光•!氏^炊^有と^とじぅ言a浒/2れ給ぶどが•め^ 

東の卿にもpan-が博.•へ1:-輕び/2.^ 
^•ひ^の物言队§:がな5;:ょ。3^|^い^ 

ii*vvにの^§.:i::^a力5;レ^CA-^-^.tf:^^^ 
ダじど疑び問^:る乙^^^yL;^ 

^^;^:の章以がら^微本性に1::、稀(2::{^^犯が^に.切 
f 14レレぐLV5:-;<:也^ひ、^；^:に<..:it; 
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せど、詞ずべなにてとか乂紛は1;つ^•••t女隱し給a.つ^ 
見ばゃ:.03て：なひ1の廚子も¥^-ん開べ^^ 

»••」など聞ぇ給ふ序にq女の^れは^ 

見給<s知る:'o唯.5-はべ：，ばか6の?:.§妙比、手走^書き；被節のい^ 

は随分：に:iろ-l>きも多か^^見給ふれどL%そ本誠にをの方を取々出てむ選R必漏るまじき 
キ:^と雛じ：ゃ。我が心得^る事ぼ.か^をおの：か七 

，事多.かj:rpl親など立ち添Wて^て；あが^て> 

き傅べ：て心を動す事もあめ4,*:0か为ちをか^ん:-5あぢほどき若^ 
がなきす-?:びをも人まねに心を入灸\事^«る允^^ 

あCNO見：る人後れ^る方そば言；5隱むさてあ-^ぬ^^方をば籍CAて、まねび出すにそれしか 
おらじど•そらに> s'が^は推し量か思s'<たさむ 

ぐなむある，ベーき」とうめき72る氣色:^.耻しげなれば:'いとなべ一てはあらねど我も覺し合す5 

乙とやあらむ、今ちほ^灸みて^私のかたかど省なき人ばあぢむや匕との^まへば^いとさ 
ばか^•'ならむあ^^;{Cは誰かはすかS-れ寄女侍右む？，取谷方な;-v口惜し：ききはと優なi.と 

覺ゆばか力優れ穴るとは數等乜ん乙そ侍らめ;,'0人のしな高乂生れぬれば、人に4てか1>^ 

れ!t:隱るVV乙と多;•<•じね4にそのけはび::Z1'ネなが^ 

の立一て：穴る趣名見一ぇて分がるべ含事か为が为多^^か^ 

谋氏物路：,;•-藤木 :: 
K 
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源氏物紐锛木 10 

殊R耳^\すかし」とて；sと隈なげなる氣色-7J:•る7Pゆかし：S、て、rその品々やいかR。いづれ 

を三つの品におきてか分くべき。％とのしなたかく生れながら身は沈み位短くて人げなき、 
又i[人の上達部などまでな6のぼ$たる我はがほにて家の內を飾ク人に劣らじと思へる、 

f:のけぢめをばsかぐ別べべき」と問a給，ふ程に••?左.の馬のかみ、藤式部の亟御物忌に籠ら 

ひとて參れな/〇世のすき尾のにて物ょぐ言a通れるを、中將待ちと6てZL-の品々辨へ定め爭 
ふ。いと聞きIfぎ事多か-OV。「な-^のぼれ上も，素•i:力Sるべ：さす^ならぬは世の人の思へる 

事も、3はいへ-ど猶異なゲ9又もとはやんごとなきすぢなれどr世にふるた〇ぎすくなく時 

世ぅつろひて^ほ乏衰：へねれば、心は乙、/)として事足らず、わ-7>び穴る事ども出で來るめ 
ざなめれば、レ」6どヶ(2:乙とわ：$て中の品にぞ置々べ^.?受領士言ひて人の國の事にか、.づ 

らasとなみて‘品定まAたる中1Cネ又きざみきざみあ、办て中の品の，けし.5はあらぬぇ5出 

でつべき頃ほaな4。なまなまの上達部m公•も，、非參議の四位^名の世のおぼぇ口惜し.から 

ずもとの根ざし賤しから.a•か安ちか{C身を^てなしぶるまひ为る,.> 

の.肉iz:足らぬ事などばた無か，めるまVRハ省かずまばゆ含^でもてかしづけるむすめなど 

の^と.1>め難べ生a出づるも數多あるべt.:o宮仕に出で 

づる例ども多か--:^かしjなど：^へぼ、nt,ベ、1:-脤は义じき^ 
を^^と人の言ばむ，やぅ：に心得ず仰せら^」どで中將に.ぐむ 

ちあひ1やんごとなきあた水の內々のもて^^:けはび後れ^ちむは更に^いはず、何をして 
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かく生び出fけひと的ぶが；aなぐ覺ゆべ< し¥ぢ教ひ、て優れ穴らむ 
さるべへき，^おぼえて珍かなS;事B灰心—驚くまじt-oなに一がUが及ぶベーき程ならねば、かみ 

の外こふ^たげな:^む^の閉ぢぢれたふひ：ミを限^::ぐ珍し今 

けむと思ふ^:^違へ一&事な^で怪しぐ心どまるわざなベM 

と办すぎ、せうどの顔比<げ^思ひや办ど^る事なき関の內にァ” 

かな々患出<为る事わざも故なからず見^^GUマか/2がどIC-C-.夺 
からざらむ。遜れ1:疵なき方の免らびに乙を及ばざ^め言る(か72'*にて捨て難き物^は」と 

昆-prl$^「我^味うどゞもの^^ろしきKl.^fc^^思CA-ての^まふにや」とやVも偽 

MI紅缝か————世！—i!— 
ど^.のなょV-かなるに直衣ばかヶを态どけな:X-着なB給ひて紐など毛うち捻で、添ひ段し. 

給へる御火影Sと^めて*ルV女1Cて見奉—ぼしパ乙の御爲にはかみ 
猶傯ぐまじく見え給ぶ。さまざまの人0.，うべ、ど^.li炎口せづN;、n大^ 

には咎なざも、我が物とう•ぢ賴ITべきを撰ばむにS•多がる中にもえな 

る？•をのrの^ほやけ1C仕5-奉ヶはかばかしぎ世のがためな各べき^■誠のうつばものとな 
るyきを、取V出さむ4Cばかたがるべしかじ。3れど畏じとても一人二人世の中をまつyご 

ち主るべきならねば、かみはし名に肋げもれ下は上に靡きて莊廣きにゆつ、ちふらむ、せ、ばき 偽 

诼氏物S5••格木 = 

rt靈^■を.f—i 
、 

• :••••••, •• / •. K f'•* t - y •••»%•/•、 •卜svv::.1^;?;-pv:^^^ し^>«-卜f;? 1ず 
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.ーパ"ば".“ 難！！！入は物—やか？と見气老た^ 

^ 0i^ 

け•卜べな..文をFと—とかにifぞも墨fほのがにVPもどなぐfせで、^ 

S刍入れ么とずべななるがいとよんもて隱すなヶけがぺ发^^ 

名き籠め攻れて餐かなせばあだめS蟲 

れfIf f I名—f—bf 進める 
—tiだ支羞—i一flf、耳—みが—びSチ 
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近ぐて見む人の聞きね旁思a知るベ(，か&むけ 
みfもしiあやな^Aほやげばらだ乂じ 

ょ聞かせばと思べぼ*5.^背がれて人知れぬ思ひ"い^^^ 

¢1こ椅事ぞt•とあばPがに含しあふぎ居たらむば^^^^ 

めきて柔がならむ人をハとが4引き_ひ^は犮どか見ざら父心ネとなくとも直し所ある心 
地すべ^>-0實に$じ向以て見ひ程ば^さて劣ぢぅ六き方に罪免し見るべ，きをい立 

汸るべ•き事をも言aや：$'折節に^出で1;.わ2Tのあ^ごとRもまめ2Tとに名我力心1思CA得 

る事なく深きv>、^なながぢむばVi之口惜し^*^ 
を^をばじ束&づきなき人の^折節容け孓备 

言GA右定めかねVか^^<;5ち歎ぐ？F今は唯しなRもiらじ〇が^ちをば更に冬^、^ 

J3惜ムぐねぢげ•かまし^尨ぼぇ^Kなくば唯偏に物まめ 

i4ベ—遂のたのみ所にla置んベfけ 
炙玄乙び—CA多し後れたる方あちむをもあながt).Iめ^它 

•こS又ベのなSけは^0づ：がて〇け^^べ^^^^ 

事を^見知ら^さまに忍びて^上は〇れなや操作令て:^心^〇に思ひ餘る時は言はむ方なバ 

言の葉哀なる歌を詠み置含、一忍ばるベ(ぎが/2みを留め1:深き一山里世はなれ;y2る海つ 
Sな^ははCA隱れ料かじ〇童代恃がし時女房などの物語謨みしを聞きてポ 

♦ • . _I .- — - — 
__ - - -_ I- - : m 

谏氏物！Rf辂木 
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fs氏物恐锑木 

深き事かなと；f冷へ〗なむ落;U侍办ムa息ふには^^^^^^ 

志深からむ男釔おきで見る目の前(?:0-らき事あかど咚人の.心を見知らぬや5:^逃げ隱1て 
人を或在じ•心をも見むとする程に/長き世の物患CA装るノいとあぢ^鲁事 

やなど#め犮てられて、あばれ進みぬれ.ばやがて尼に交ヶ，科かし。思ひ立つ1丈い 
♦るや■で世にかへ、！ずべ.ぐ！心：！ず。'いであな悲し、か！^ 

•とや5にあ3、知れる人來訪らs、以たす•ちic憂しとも思s離nぬ男聞^つげて淚^.とせM、. 
使HA古御達な考君の、餌心は哀な^け^:^0をあたら御身を^•どい1に^ 

か4姿，あべ、—心ぼそければ——みねがじ。•忍ぶれど^^^ 

とにぇ念じ免ず悔しき事名多がめるにバ怫^ながなが心ぎたなじと見給ひつ^し。^ 

1どょf、春5がびにてばか食Sじざ道に 
犮ら1にもなさで尋ねと^たら—、、や♦かてをの思CA公 

惡しふ克善4もあ3ぞびV.4どあちむ折もか.入らひぎざみ一 
Xあはれなちめ。我龙人名後め^き心おがれじやはf-o叉なの；め1(:ぅつ/3ふ方あを“laみ 

て氣色ばみ背がむいは.^を之がま.^か^5ひ？心ば移ろふ方あガとも見を，めじ志いとほU^く 
1は乂ざる方，の:Xすが.—ネあ冬はSや 

ざな，11へて萬の事なだ:Sが•に糕ずべ為^ 

む：ふしを•潘杞心辦らボか|:な」|、：ぞれ比〗夕け1:哀も增ぶ科べ，し。多くは.我が 
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がら治まヵネすベ-じ”あ嚏むげせ.3鬼ゆ多べ、見放玉*44 •心安く.らぅ力含：や巧衣れyお 
のづから座き方に？:逛玄侍^かじ.00;锻がぬ船の浮^农名例4實^あやな為 

とSへば中將$なづ交「さ.1>あ穴^^^ 
疑あ >谷—夫事I.ベVけれflが心—まちなXて見す直全^ 

らむとfたれど、.をrLS名あ^朵它ネかべ1 成ぶベ♦ふ^あ^ 

Vょ6外に^才事あ^^じ^々けg七^:我が妹の姬君は,zle>^ 

もへぱ、：君の5-.t>ねぶ{て詞tぜ狳Jiぬを^:5ざ^ 
の博Ifcになグてひゞちぎ居*表谇將は^.0^ぶわ3聞券^ズ^士 

居給；へ戈3の事^ュをべ七あぼせ采の道.0为ぐ^の萬の物^心代任 
時の名浪あ-2.&物：の^の物七跡^定まち^はそ.tfづ晏ざれ试見^名^質にか5もしつ^^^ 

ヶけ6ど«;->時につ：け0\さ凌をか：へそ，今 

&誠の物の止手は§ま-ZL^K見及わかれ侍る-:'〇又输所tt土手多かれど墨が^に選ばれて次 

かnるい•.玄:0すが在唐國:0烈七含獸のか允§售^見;£、ぬ 
乍り衣る物は、6に任せて、4きは人の目^驚か也て:eちには似ざらめどSてあ夕Sべし^^^ 

のつねの山の.feV*まCA产水めながれ—に‘^^^ 

诞氏物SS筇木 S 
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课氏物語漭木 兵 

びた石かたなどを靜にか洽兮ぜ；て：fすで_よ；か^ 
近き^の內をはパをの心-t^a^ぶてな^を..2:む上手はい.^勢殊ic、*i>るものは及ばVi所多 

かめ-^。手を.窨きたるに名深巻事はな4て此處彼處の點ながに走$がき、そこはかと衣く氣 

色ばめるはぅち見るicか：vかどしズけ:1>1たち^Hど、猶誠のすぢを乙まやかに審き得^ 

石は5はべの_消ぇて見ゆれど今：；一.度;i☆並べ:T:見れば猶じちtcな/1ょぅける。ょかなき 

事だにか-.K*乙そ侍ft。ま:1>て人''0心の時(C當3て氣色ばめ6む「見る目のな5^-をず之賴む 
まじく思；3給べ侍る。その始の事、す含ず$--1;乂^,^申し侍ら1/」とて近く居寄れば、君も目 

•3:まし給ふ。中將いみじ;<•.信-1:てつら杖をつ為て對W居給，へ先法の師の世のIとり 

聞かせむ所の心地する豸かつは^か:Lけれ^フか、-〇つ：v>rはちの4Pむ 
と^めずなむあ3ける^ばや3まゼ^ 

やうにかたちなど；^:どまほ(t---%侍ちざ：令し：かg 

にとも思ひ留め侍ちずパなるべ、とは思；5ながち^-.5^:5;1:て，てとか乂紛れあヶタ#6し夂 
物怨じをなむい^べし侍かば^§含なうい:^か^^^^ 

ク-\、あま令いとゆる.-Dなく疑W待^-心劣うる3Xて；>かく^ 

ふ1;.珞思ぷ它ひと^0苦しき折々も侍:3てで^ね儿奶心治め名名くや:5^^ 

女.のあるやぅ綦H.V6:思a.至ちざ-Aけ^事：^ 

れぬ洛すぢの心を乇猶口惜じ^;は見ぇ€^思.ひ勵み：つ_ 



後みi梁％R蜜f茂蟲なぶ^^ 

災來；^な^び•#ざ.MHXきが^-t>.を為^0A{c^ 
¥人比見.ば：あもてぶせにや思はむ，と憚がmぶみ含^ 

^け^’ばあ^ず待がUがど、难.Zの惟^方VI"^ 

じf、^:_^f応從念 
方もかしょろしぐもなiがなさ_めびそ錶 

if ^ 0$$ 
,>• V、かぎがど田3は'::が乂ねjなき物疑a*はせ-^行X;さぎ長乂見^uと思は^ 

お—5じ屯衣のめ比思^fてがg夸餐比失せな峰玄^ 

rにもな令少3-|豕びひ：|ぺて又並ぶ人$ぐ 

锒ひ給I、■れガげ 

七ぐb.て人數なる世も.やと待0方は•，いど長閑に思aな.§れて心やましぐもあらず..,%つらき 

なる事^劣を言ひ勵t侍袭卜女飞乞治めぬす^5秦ネび^^ 

»»,:*:• • •-,•/ - - • 4* V • # ••- *4 • 

が 

k. I mr — > I ► » 1■ • ^ 



源氏物語链木 
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あらずハ辱じめ給ふt官位fvし..何に：づけV:かは人めかむ、世—きぬべき身なめ公 
などs. sあど-Uてrsちば今B乙をはかぎ••/)•なめれ；とこのちょびを屈^^ 

.二’mを折女てあW見し？•とを數ふればZれWと 
侍ればさすがに夕ぢ泣刍で 

VV，/うきふB•を心a-.と9に數へぎて乙や君が手ゼね.かるYきをゲなど言aLろ；3はべ6し 
かど"誠(Cは變るベぎ事とも思；5給べずながら。日比經るまでせうを乙も遺さず、あくがれ 

罷ぅあぅ <に、臨時の.祭0:調樂夜更げて•，いみじヶみぞれ降る夜ゼれかれ罷女あかる、听 
1Cて^；3めぐらせば減家路と思はIT方ば又な：かゲけ;^;。うちね^4の旅寢もすさまじかる 

ベ；く5氣色ばめるあた6はそV'ろ寒ぬやと思う給：へられbがば、いか 

てら、雲をfぢ狒a.o:(—が、なt入 
は解け^む®思5-*給：へ-uit:r也ほのがi5壁に背け、なぇ^^ 

なる^icうちかけて引き上^-:''〇へき物のが^び^など^^上げてぶ 
さまな4されば^,と心為r;kti5;«ci;5*じみはなじ。さる；ベ、含女房ども，ば^^ 

親の家に乙の：夜ざ戈なむ渡4ぬるど答へ、侍名艶^ 
でv>とびだや•ごも々杞旮さけ^が女じが^:劣^^^ 

我^疎みね&思.ふ•方の^やあ^けむ：とノ §-1;名見給^^ S 



我が見捨1——へ——や—見さt4ぇ 

霞；^^“|1:屬；1;": 

る—か—ぁf II の——言a 11 
.一ら？、た'つ..—どい丈むにも.つきなfず——,手—劣—、そ”^^ 

HP紅を 
.1 き契に 114實^^の又^;^^^^^：:^ 

貝rlpI.I^卜 
^S^_HPU■涯 A 

人ぅせて後装—spfがf Ifはか.f 4444:tlrl uまfc、ib—につかw所—に—賴Vへく——力れ 
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家人鍫娑ぅ衾御君$ S g Lでば 
|.会.念彥轉宅您事I:ぼfにゼ上f :l f 

令:思がレざを念が令知％を•春二:じしる心 
かばi1:ゲ言なたs T ?、ら':が:づげ限地 
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I墓をぬ毛1 
急習?r夢かiA货I 2すI •心てにの5厶 

終諸 

m は、IA^ S I ml t/B-t 
fかt怨Eが物心誡女ら、うにク.ぬて 

ぱ^^.|; 



a#asaaac«jkwgaau«刪 ifwa 

事に觸れて思べ各§fもらラたげな^sv。か5のどけきにおだしくて久しく罷らざうし頃、 
乙の見給ぶるわ^ゲよ々な3げなぐうた1:fes;事をなむ§:る^よ:Vあレrてかすめいはせた 

6ける'10後^乙そ-間き侍ヶじが、さる憂き事やあらむとも知らず、心には忘れずながらせう 
INJなど^•せで久しぐ侍りしに、むげに思；5しをれて心細かがければ、をさなき者などもあ 

yしに思；S煩；31:褪麥の花^拆$て#乙せた力し」と1:涙rみ^^:。「さてをの文の詞は」と 
問び給へば、F，s§>、異なる事も^が$き：や”::ご^^ 

、山がつの扒きぼ荒^とも折々に哀はかけ^なでしるの露，思ひ出でしま、に罷グた6 

しかば、例のうkもなきものがらいど物思ひがほにて荒れたる家の蕗繁$をながめて"蟲の 
昔1C!ぎほ，へ^氣色 r普物語めき1:-^;•ほ £^.6,^-;:?'a^ 

c, 

ば5レ霞き^^づち^•■•ヒ^に私ど親〇-心$:-と备〇;^••(二士 . 
TV:.をち^-らふ«も露けきと乙なクにあらし暌ぎ^ふ秋も來に 

て、免故まめUぐ‘恨^た一る3ま^:見^ず。0彼^漏^落じて；もSと耻かしくつ、 
^隱じて^:らぎ幺^:-思a;知ムげヶ'と見^ひば^.&、なぐ苦じき^のと思a/2心しかば心安く 

て又とだ^置ぎ侍6Vしぽどに1跡ぐこ^加き消^て失せにレが4まだ世Itあらばはかダ 
ぎ世にe:§;-す以ぶ^:•ひ9哀れと思び^程に、煩は1>げに思ひ免どはず氣色見ぇ免しかばかく 

も^乙が^ざ^ぢt,じ0之よなきどだ^傲かず、S石ものに患^;し1:長く見るや5--も恃-CNな 



ま麥のらぅだ^侍^,^かばいか <尋^ 

らねP乙れだを^?2まび'つ 
味絕免S4G:もや：ks:ぎ片思^ 

味ず折令人；や知な^-*$.朐ぞが 
なぎ方*ヶけ.る。§れぼがのへ3がなもの.ネ思ひ^ 

に汰煩はbく、汰5ぜ«はあさ^き®^あ女なむや。琴の音すVめyけむかどかどしさも好 

|含^る.罪重か5-;べ〕|>9;乙0;6«どなき 

一る艺fc世の中や^〇唯か^^£^:どヶに交 
|艮し/|ずべ「|さは5«ぜぬ人はセ 

一げがぎ.ぐ_^からひ乙紅叉わび^かが$ぺ(けれ^^ 

る事はあち1!:^炎ち^.\語一々申せ^• 

所侍らむ.J^s，へ.ど^頭の君努fめや 
め？^もすに；^ま^文章0じやテに侍かし，唆广 

み，の；中じ給人る；や％に•^.ほやけ亊怒皇&一^^ 

ら含む方劣lp^-^深^ざ^^き^^ま贫まの博士耻Uくずべ、て 
ムし^?をれ：ば，あ谷愧±'の1^學問^どし侍をと^罷女通ひ心程に、、あ，るじの 

kボ弟含給：へゼはかS!ぎ«に^S、友也^ 
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道謠ふを聞けどなむ聞ぇrち侍ゲしかどハをさをr& 5ぢとけてもまからず、か0親の6を間 
て3すが«cが、づちCA侍ヶし程にr 5ど哀に思ひ後み寢蛩のかたらaにも、身の才つきあ 

，ほやけに仕5まつ‘べき道々しぎ事を敎へていと淸げにせうそ2:丈にもか/Lなといふ?>.の 
till;—まぜずむべむべしく言aまはし侍るR、^のづからぇ罷う絕±でをの者を師として 

念1;わづかなる.腰折文作る事など潜CA侍6--:しか•ば今にをの恩(1忘れ侍^：ねど'懷しきさい 

•しとうち賴爻ひk無才の人な甘心Aな^>むふる爻ひなど見ぇむに耻しくなむ见ぇ传6.し0 

まい•て君だちの‘御爲にはさしもはかばかしぐした、かなる御後見俅、何にかせさせ洽はむ0 
:•はが^しU惜しとか〇見o\--耆唯我が心に〇ぎ宿世のCAぐ方侍るめればをの乙しもなむ仔 

;細$'き7Pの，は侍るめる」と申せば殘をいはせひどて「§てSてをかしか6ける女かな」とす 

へか-S給ふを、、•心は•t,なが$鼻の•わ/2かをごめきて語.う^す； 

物のたVうに立ち寄々て侍れば、.常のうぢどげ居たる方.には恃で心：やまし％」物越Rてな 

.む逢a'1:-侍6し*〇ふすぶ5'-にやどを乙がま•しぐ^:又^•••きぶしな6へとも思^給ふ：に、乙のさ 

がし人ば^輕々しさ•物怨.じすべ';きに名あらず。世のだう4を思；3とうで恨みざ6け*0\。滯も 

一はや4かにて，ぃぷゃぅ>月比ぶ病重きに为：へが权て極ねちの萆藥をぶぐしてぃとくさき 

ず4な：むえ穴ぃめん：雜はら巧まのぁ犮力：ならずどちざるべから〇雜事等はぅげ給はら^ひ 

‘といと哀にむべ：むべじi一日a;侍ゲS 

ぢ出で侍るに、さぅざ5-じ*<';ゃ覺ぇげひ/-.>乙の：香災ぞネ17;時^立ちょガ聆べと高ゃかにハ 

を..； 
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? 

を谢きす苫む、:い占ほじ。暫立ち休ち.ふべsには衣侍ちねばItにをのにほasへ•華や 

かに立ち添，へ•、名劣求べ、•衣^ 

avfs:vがにの^るまaじるき：夕暮tt^^ 

やと、sa:ネ果TCず走:^出で侍:^ね^托追W系 し、 ， 色 
—逄ふ乙と〇夜をU.隔てね中ならばひ^問^なに一か 

尜は侍りきじとしづ^づ:^增ぜば、君尨ちあ令^し^思びて^ 
一M.のMる女かあr5真今い；らかに鬼七-Z.そ向a居たらめ^^^ 

し-C「言はむ方なし」と式部をあばめに一べみ1:、「少し1ろしからむ事を申せ」と责め^へど 
言れi衾しき—候i奪じ—を「すべて—女もわスもの—に知れる^ 

•0^を殘な乂見せ盡さむ|^1をぃ|心けれ。三史五經の道々じ為方を、明かに曉ふ 
あか卷，f愛敬なかち.め。衣どかは汝とv'はむからに成 

:知ず至らずし％あらIT—ざ上習a、まなばね^も少ム為かどあ4む人の耳にも目にもと 
凌る事Uねんに多かるべ'b,s:3ま-:Vにはまんなを定>被き1;-_、^名爻じさどちのをO/I411 ^ 

みU半過.^^畨きす次め^る、あtろ^て乙の人の^をやかならましかば1^見ゆ力し#>>L地 

.、こょさじも&3はざら：め^:.>^の：づかち乙は乙はし^聲 
.ダ。々nよi腌の中碎七多、か石^ぞかち歌詠む七思/:る人の.•>や^ 

ふる事を名始>4 士 >>み；つ：\rすさtじ会折.々’よみ，かけ穴る乙を物しき 

isJt物S鎔木 
S 

露一:^:^I 
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ねば——4 f芡ははしたなfむ。IベIfど音のf IIる 
あした何の.あやめ：名思ひしづめられぬ.に克犮^ぬ根をひ'さかけ、九-0の宴にまづ雛き詩の 

Vも，^思-.01•め乂らV痕なぶ折(C菊の露をかこちょせなどや5、のク 
なちてもiのづから實(C後(t思へ：ばをがしス名哀にもあべ•かう^ 

5*/sR7?とま^：■ぬなどを推し孝らず^;4出でたる、なかなか心後れて見ゆ。^0^こ、 
家1:て.Ifる折|時11.かぬばtのf 

^かなIT.めやすかるへ、きfへそ^.(C知^-bむ事^も知ちず顔'-(C名てなし、言は 

む事を芝.•： 2::一一-9の：ふ^ 

有様を心の中に思ひ綴时給ふp•乙nば足もず又さし過ぎたる亊なべ物し鈴ひけるか.なと、あ 

Jが力3«c4い：とぶ文为が表.何方it.ょう仗^^ 

4又明.b給.CA•つ、，』辛う;1:て今日は0*2 
御^、Sとほしけれはまか\」輪へ名t天方.$風色人のけは、ひ^^ 

所交^ず一猶それさそばかの火^の棄て雛；^取^•出でし^め人にほ 

东も0がらrあま4麗は:bき御有樣iけ難乂耻しげ(Cのみ1ひしづまヶ給、るを、5うめ 
うし{て中納言の君中務などや>:0冬^$ベ.左4ぬわが 

;••,.Giジ人：畚•'^•ic亂れ給^る御有樣%見ふか以^:3^^ 

“為げ給：べ|1^御几帳§で.查ねま.1;^^^^ 
^1. ■ ---L._ —•••• ' 



らf,あなかま！脇息^寄か^はす。^lk安^^ 
「令资中«うんx^;&灰穴がかて像^^ 

^とど乙悚かれ問ゅ？'「紀，の{す^.て親じぐ仕う咬つる入 
頃氷せ^:入^';1:凉しきがげに侍る」と聞ゆ>.0.^^ 

no-ベ*v^::む所^Ll:どのy2まふ。：忍CX--忍びの御方拯 
度う鈴ぺをに方ぶ穴げys—毕へ外ざ^へん费或むはV?とほしぎなるべしで^^^ 

給 >忒5;;け：給ま6^がら‘ぞ、き^® 

nるWに1:;せばぎ所に侍ればWめげ 

也からひな^5nじかるベ'%•女遠^:旅寢は物恐しき心ちすべきを唯ぞの儿帳のうしろR」 
どのさまへぼTfictろしぎ>まし所にiとy入走らせや今 

3かGね听をど急ぎ出で給べばおどゞitん即ぇ給^ず、御供にもひ 
爻しね。守®.にど侘义れど人も聞ぎ入れず。寢殿のひんが^ 

御考0ら；5じ*力。水の心ばへなど§み方にをかしぐ矣なした6。田舍家だ0柴垣して前栽 

など653めて报^^か..011--凉じぐで^乙ぼかとなき蟲の聲々問ぇ盗繁べ飛ひま力ひてを力 

しき心^S。人—殿f出ぞたるfの1酒飯む。あるじもfとひと乙ゆるぎの 
Sをぎあ々乂ほど篆はのどやがに.詠め給^1:、かの中2 

®氏物galt箱木 
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らむかしと设し出づ;o思aあがれるm色に開き/9ぎ鈴/へるむすめなれば"ゆかしくて耳と< 
め給へるに、乙の西おもてにど人のけはひする。きぬの音なひはらはらとして若き聲どもに 

くから•ず。ざすがに表のびてわ>^:ひなどするけはひ乙と^らびた办。格子をあげた6-け1 
ど、かみ、心なしとむ〇.がAておろしつ：れば、火ともしたるすき影Sうじの紙よゲ漏6/2る 

に、やをら寄ヶ給61、て.、見ゆやとおぼせど；3ま^なければしばし間き給ふに、乙の近きもや 
に銀&i居たるなるべし、•うちさ：Vめ皇Sふ事ども^即ぎ締へば、我が御うへなるべし「いと 

S/2うまめKちてま^きにやんごとなきよすが定ま6給へるZ:をさうざうしかめれ。5n 

どざるべき隈にはよぐ乙をかくれ^&&••給ふなれ」などいふにもおぼす亊のみvcv(cか、$ 

rへればま、つ胸溃れて、かやうの：、つsでに珞人の言a漏Sひを119きつけたらむ時な 

給•ふ。異な5:事なければき >5し給ひ.<^式部卿の宮の姬君に、朝顔舉6給；5し歌などを、少 
し類ゆがめAし•語る，7PI1Hゆ。くつ^ぎがましく歌ずんじがv{cもあるかな。猶見劣6はしなむ 

かしとあぼす。守,41:でき1:、と5'/>かけ^.-へ火あかくか〜げなどして御くだものばかヶ參れ 

ケ〇Rとば6ちや5-*?>いかに。ム/はさる方0::心 
へば「何よけむと^得うけ給はらずjと畏ま女て侍ふ9端づ方の、：おましに、假なるやうRて大 

殿ごもれぼ人々もきづまクa。あみじの子どもをかしげ•にてあう。m'^ 
じ馴れだ^もあ☆。伊豫の介の子%:••あもあまたある中に、い：4jけばaあではかにて十二三 

ばかゲ夺るも-あIP、いづれ^^ 



せし、pill 4 
、 pヂ〇なま0「下篆にかぐて物し侍るな*^0世の中七いふものさのみ乙仑/-飞 

yLa H f.1。卜iつiい1女の宿世fがびfなひ哀に恃る」なと聞免さ 

づM君tと1ら1。「いfは—し1己—思ひて恃j 

P禮■魏 
Iつきづきしif 〕し<$ 

け VI ら 

以れレピfいど—知ひ—か。ミ 

ル—^か条が」每ふ。契4る聲のしどけ—いと能く似通ひ穴れはいもぅ 
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冏き給ひ_.o:r租にぞ大殿籠71'ぬ.る0音に開会つる.御有榛を見漆Aつる、赏にこそめ 
うけれJとみをかHv>ふor#•ならましかばのぞきて見奉wryてまし」とねぶ/2げにいひて顔ひ 

き入れつる乙^す'〇ね/aう、心留めても問aPHけかしとあぢきなくおぼす <:「ま/>は端に膝# 

•$ひ。あなく•らししとて火か、げなどすべし。をんな君は、唯乙のさ.うじPすぢかひたる程 
.に^臥したるべぎ。一中將の君は：いづぐに•ダ。人げ遠き心-il!iして物恐し」といふ衣れば長 

しも^人令臥していらへすな令。「しもに溢にあ4て只今參らむと侍2といふ。皆靜ま 

るけはaなればがけがね-$:試に引きあけ給へ.ればあなたょ6はさ\ざ6けダ。儿限を3う 
じrち{C立て >火はほのぐらきに見給べば避概だつ物ど省を®きたれば、亂6がはしき中 

を分け入Agsてけはa'奉つる處に入ゲ給へ.れば.「唯，一.•入^ 

煩はし：けれど上なるきぬを押じやるまで党めつる人と思べ4C「中將めしつればなひ、人泊 
れぬ思Wのじるじ^る心地，して、jとでた^ふをv>^^ 

心地してFやJど^びゆれど々：顏1Cき^の争は女 

の程と見鈴Hらむ、Iとわ办なれ:•<?:、，年比思a;わた.る心のう 
る折を待ち出V.衣るも、]£に淺-<;はあらじと思aなし給へ11といとやはちか 

刺も荒立•つ，まじき御けtはaなれば.'ばしたな.く力此處に人LL.ともぇの\じらず、，6ちまた0 
，び-し乂ハあをまじざ事と思へばHあ♦まbく J人たが，：へ.kf 

JとS •ふも息のした 
な气涫ぇ惑べAけし—S.•と心苦した.げなれば.'—しと見給a,て 



らぬ窝311Sず1—め爲 

ム1#谢#べ(きit 

党^-t4r!將落A:きあひたる襄 

Kfrl^.s— 

11Ifひばい$ 
hに人6給びa。：さ各をa.きたて，、S 

Mひ真んベ死仰ばか-^*^なきに流るVまで汗にな々ていとや^^ ^ 
ど、^佐，、つセtとぅv鈴i一S葉にかあも 

，穿論す齡めれど、fいとあ—し長、「現と蠢參 
ぐだしける卸の程もい'かV淺べは思：ひ給へざらむ5 

’1れ」"と)ま抑し，f給深ん！け：f憂し^ 
，ましぐVひ耻しさナ本aなれ珲ぞのきはぎ.はを欢穴思a知ら^初印をやf 

.1落.———怪じIV名」など、まめ•—義にのたま.へ.. 

•い<^s考翁けf餐わびじけn食才べ屢忘づ秦し态見免fと,‘ 
• • • • _ . 11 _--:- _ ■ _ 
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るが^のSふがCAなきにて寸ぐしてむと思；5て、つれなくのみ7Pてなし*$。人がらのた 
をやぎ*るに强き心を强ひて加へたれば、なょ竹の心ちしてさすがに折るべくもあらず0誠 

に心やましくて强ちなる御心ばへを言ふ方なしと思ひV泣く SまなどSと哀なう。心苦し 
くはあれど見ざらましがば口mしからましと^ぼす。慰め雛く憂しと思へれば、「などかく 

うと^しきもの(Cしも逊すべき〇赍ぇなき次るし7P..Zそ契あ$とは思；5鈴はめ。むげに 
世を思a去らぬや5ICあぼ、れ給ふなむいとつらき」と怨み.■られて、「いとかくうき身の程 

の定らぬあかしながらの#にてか：> る御心ばへを見ましかば、あるまじき我が賴にて見直 
し給ふのちせもやと思ひ給へ慰办ましを、sとかう假なる浮寢の程を思a侍るにたraな 

く思う給；へ惑はる、な6。—し今は見き士なかけそ」とて、思へ•るroま赞RSとr.Jとね6な 
ク0.かろかならず契y慰め給ふこと參かるべ•し。と> も蟛きぬ。人令起き出で、「いといぎた 

ながぅける夜かな。御311ひき出で.ょ」などSふな々。守も出できて、「女などの御方違乙そ、夜 
深X:-:急がせ給ふべぎかは」などSふ。君は3又かや5のついであらむ事もSとかたし、さしは 

へ：Vは)いかでが御文なども通はむZ-とのいとわ6なきをあぼすにいと胸いたし。奥の中將 
も出\じ\:いと苦しがれば、.ゆるし給ひて.名又引さ留め紿びつ\「い^ 

らぬ御心の0ら5も哀も淺からぬ世の.思出は5まざま珍らかなるべき例かな」とてうち泣 
き給ふ御氣色Sとなまめき"々。鷄も患ばしばな•<:に心あわたセしくて、：，.•： 

Jrつれなsk恨f.はて：a离のVめ(C-と.ヶ.あべぬ^で 



關と見—ぅ。體衣など着給ひてsfにしばし—めJ f 

1^て人々观くべかめ办。赞子の中のほどにたてたるiのiiun 
る御有f身にしひばか—へるす—も—九月は有明に^^Uく 

^^流免てな—か—し.4f。何心|_|も|バ入;^0^^ 
い見ゆるfけ6.。人知れS心に—と胸f、I零gょす 

tがちにて出\l—にかへ—a—とみ—給",^^ 

:;と^こ義ほしあはせられけ-。乙のほどはSい殿にの—はします。猶いとか^絕。 

「かのft—慕子f—5や。ら—げJh 
に名我れ奉ちむ」とのたまへば「いとかじ—仰奮侍るf Iる人にの4ひ—」 

源氏物§5:锛木，• 

u^1>rl.a--r_ fiwfs 
• . •u:l. 
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•作.1q胸”七れて^ぼ策ど、—をの姊歡はあそんの.弟やもたる」。Hさ名侍らず、.乙の二年4か 

V打i 戈しぐ一問免知人ぞかし。誠に*^しや」士の为まへ.ば、「けしぅは侍らざ .る.へし''.もては省れ.てをとぅとし.5侍れば、世の允とひにてむつ 

4^、；」こf子？.參れち—やか.—^ 
•^1^泛ん3ぞし入れて」いと懷か玉ス語らひ給ぶ。萤心地に.、いとめでたく嬉しと思ふ 

一ぎぐし—どらず御文—てIれば、女淺まし——出で 
_齡㈣㈣__㈣：f!意.fし-1! 

巧、5そあふ夜fや邊く兮にめ声^ 

::謂1に—て〜vf:afそへ—るbお，;^：: 
V ^ ^ i^o ^ i 

もよ」とQ—へば、ぅち蓉て、Sふべく味の1と—をいt I 

M錢譜、心1し次••意べの*まa知^ 



文‘いかVか參-^於ザ龃の守す心炻その繼毋の有檫をあた 
^H0^sp 4-. 

Iai5ふまじ—Is怨—•へ—顏f赤めて居f思づ，b」とのたIに「。じt 
じか—申f、sふが—聖七や絮—し」差 

伊豫S13は先に見发ぞ。直瀛名げ—頸細戈てぃふっ1な?^ 
けvかべぁなづ久gふな.め.み：さ*^と囊奮我が子k-v.を先れ^ 

先短か令なむ一とのたま：へぼ—兄やあ杳セひいみ^ 

と备す£，の.壬をまづは、し給ひべ3嘴に德十ズ參4犮ど七給春わが御S司殿にの穴ま 
び--1:、：夸;5?んなどネせ>^せ給^^0#^^^ 

re.の壬も'ぃと•をr&な尨芯よ森竑散力4ば5じ态名褒^ 

とつきなか$.ベ々思へ：ば"めで^き寧名我が身から之を七思ひて 
谢ぇず、iのかなI御けはひぁ1•まは齒装べそ 

ど、をか1ぶ：.3まを見戈奉.1vも何R:かはなる<<!|思^ 

時の♦間ネな，く、：心苦しぐ^戀:1>く^逛七出ジ。思^ 

なぐ逛し渡る。かるがる匕くはaま茗れ立ち寄力給は1;も人め先げか一ら1;所*1(:•びん.な‘きソ 
4Uやii贫人一のS含と—ぐ—し—至。— 

重待あ出V撥0H俄：疼まかで徐ふま私し.H道.のS ♦也上务お，は 

诞氏.物賭一.资冰 

一.S .ベ/r'.cH-'.•む•レ r 

老务r:〈。•ド：{r---.-ま」— 

WKS>黯;^一’ 



澉氏物語镕木 

嘴水のめいぼ/-と.かむ乙—よろこぶ0小きみkは「6るよなかくなひおもひよ谗る」と 

4Sれ办。明雜まつはしならし給sければ今宵も兔つ召し出でf。女もさる御せうを 

之あ咨る沁覺したぼか名らひ程は淺べp赢；5■れねど、Sヶとてうちとけ人げな 
さ有様を見え奉力ても味氣なく夢のやうにて過ぎにしなげきをまたや加へひと思a亂1 

て、、猶さて待ちつ•け間え^せひ,sjとのまばゆければ、小君が出で、いぬる程に、ハとけ£け 

れは傍いた'(;.なやましければ忍びてうち叩がせなどもせひにほどはなれてをと'1:、渡设こ 
中湘といaしがつほねし^^か-*C4ICうつ••/)ひぬ。3る心ちして人疾く表づめて御せうそ 

乙あれど小君*£尋ねあはず:0萬'0所^とめあ$きて渡殿比分け入6て辛うじてたど6來た 

1「，い表あさましく-?匕し上思^てい；^ 
くけ.Lガら$?もばへはつ力ふも•.の/か。幼さ人.0か、る事言CA傳ふるはいみじぐ忌むなるも 

め^jと言ひ•あど心て「心ち衣や^しければAノs避けず、抑べSせてなむと間えよ。あや 
し>雖名誰為—志」と言S放ち'て、心の中kは:V:土かく品定まみ？ 

過苦し親の御けは髮まれ々故鄕ながちノたまさかに^ 

^ら4知；强;^て思ひ孕3ぬがほに見消っ；名^かにほど泛らぬゃぅに^すらむと、心なが 

•^7?胸痛べさすがに思Sみだ.、るぞイ名かxfて？^今はいふが以なき宿世とな.CSけてば6 
在心づや—•む备ひはてf?.君はいかに彦か— 

於乂待^'ユじ給へ..1不用—よし七開ゆればあ1ズ珍らかfける心の程名身4 



いとキノくごt真れどsと，いどほしき御氣色f。とばか4ものたまはず、いたくラ 
»■•きて憂しとおぼしたも：：：/5ふ^^^ 

-「はいき木の心を患ちVSは、客道容やなくまどS 

れJAJの^まべば、女もさすがにまどろ^れざ6けり、：：/:、.： • 

_?「殷Isふせ屋に生f名の爹にあるにもあ參消ゆ-る链木」と間美6。小君ゾと 
し—わ—」くもあ套惑aあtを、人あやしと見るらむど佗び給七 

•篆娶きに一所す篇にすSまじぐ备じ續けらるれど人に似SVOまの猶泊ぇず立^' 

のぼりけるもねy2々、か、：るに•ひけて^V$7Pとま 

らければ§••ばれどおぼせどもSもぇおぼしはつ^じぐ「隱れ穴らむ所にだに猶率ていけ」と 
容まへゼr siむつかしげ—し繁られて人あ—侍る•めれパけ^げ。j」 

パとほしと思卜ぅ。「よし、あごだRな猞てそ」との允まひて、御傍に臥せ給へ4名く懷 

•fれ—at’Hr我はかぐ人に—れて墓らはぬを、今赞—祐めてぅしとft 

_I氏物晤8 
• ’•/ - ^ • • 

1:^^1:^_菜^^^ぎ is藤 



w,1说；••l'.ll,パ.,.1 

^n^^':*].1 

:.':vl.‘：^^::-3"T^ 

■■• 

■:r.:i^; 

海氏物餅—： 

UA MPVLF/人おほす。手scぅの細く小きほど髮のいと長からざ办しナ 

]1“？运“ i.aそに.If。强ちにか、づら另ど！ら？人ゎ^ 

含へとjし明しで例の、Tにもの給ひまつは李fかぅ出で れほ乙の1はいとほ1ぅしと思ふ。女||らず け 
jt—。——迄けf f f、やがてつれfて止 以h 

强ひ.てtほ—御f‘Iの絕—,6名^^^ 

けtいバて，止心1沒右 

ね異が、———つはすは！ 

校證^^間のfど，—れ——VIIき 

^_、{っ，方‘f引！れて'—し奉るi I 身).—卞ゴ薄サし。s<かしの凄戶に立てfて我は南の隅のり格子叩 

一。惠§4入|,::御達,|はなぷと！！0?||||格子は幻。 
I . . , .. . : ___I 



允.る」と問へば、(「皆ょ女西の御方の渡らせ給ひて蓊打たせ給ふ」といふ。さてむかひ居六ら 
むを見ばやと思ひてやをら步み、出VV簾垂.のはざ1WRA給a巧^ 

•たさS位忒；st見ゆをに]:•ヶで西ざまに見通し給べぼ、'乙のきはに立て^る屛風も端の方 

靜し燕まれたる(!:、まぎをべき几張なども暑ければにやうちかけていとょく見入れらる。火 
•}£うどもしたダ:'0もやの中柱にをばめふ人や我が心かくるとまづ目と<め給へば、濃き綾の 

4七、がさねな：め办、何にかあらむ.上tt着て、頭つきほをやかに小き人の、ものげなき姿ぞ 

毒^る。かほなどばさしむかaたる人などにもわざと見ゆまじうもてなしだ6。手つきやせ 
やせどじ1:いたう^ぎかくしためな。今1人ば64んがしむ 

劣ののひど.へ•かSねふ^あゐの乙うちきだつ物ないがし/>に着なして、紅の腰ひきゆへる 
きはまて向0あらはにぼう?:'ぐなる^,て^;しなヴ。.Sと白ラをかしげuoぶつぶと肥ぇて 

を^:^がなる人〇:頭つきaたaつきものあざやかにま^口つきいと愛敬づき華やかなるか 
^ちなヶ。發はsとふさやかにて長ぐばあらねどさがうば肩の程いとfplげに、凡ていと拭け 

たる听なベをがじげなる人と見ぇ^公:0うべ乙^*親の世になく思ふらめとをかしく見給ふ。 
，心地e猶雜なるけ、匕_へばやと、ふと見ゆるがどなき1Cばあるtじ、蘇打ちはて、けちSす 

一〇 ,2会1>とげに見え1:•きばきは•ど35:どけば、奥の人ば)sと靜にのどめて「待ち給べやを乙 
は串にtをあらめ。ど0わたかの劫を乙を匕などぃへど『いV乙の度は負け(Cげら。隅の所 

•々，いirsvL.とゞよびを屈めてと^はたみをよを^ど數ふ5さま、伊豫のゆげたもたどた 

，源氏物狃.空抑 g九 
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淑Jt物Is空«?l 一;10 

どしかみまじう見ゆ。小ノし品おくれた6。たとしへなく口おほaてSやかにも見せねど、目 
をし〇とつけ給へればお0-づからをばめに見ゆ。目少し腿れたる心地して、岛などもあざや 

かなる所なヲねびれて匂はしき所劣見ぇず。言ay2つれば、わろきによれるかたち乞いとい 
たうもて〇けて此の勝れる人ようは心あらむと目と，てめ〇べきsiwした^N。脤は、しく愛 

敬づきを.かしげなるをいよsよ誇6か1Cうち解けて笑aなどをぼるnば匂ひ多ぐ见免て3 
る方にsとをかしきひとざまなら0あはつけしとはあぼしながら"まめならぬ御心ばこれ名 

.5:ほし放つ^じか6け^^見給ふかぎ-ovの人はうち解けたる世なくaきつく/>aをばめた. 

るうはべをのみ乙そ見給へ。かくうち解け/2る人の有樣か.いまみなどはま;2し給はざ60-. 

る事なれば、何心ネなうさやかなるはsとほしながら久しう見給へまほしきに、小君出\」來 

る心地すればやをら出で給sぬ。渡殿の戶口に寄6居給へsと辱しと思ひ1:「例ならぬ 
人恃6そ免近うも寄6侍らず」H3て今宵もやかへしてむとする。いとあ3ましうからうこ 

をあべけれ」とのたまへば「などてか、あなたに歸う侍6なばたばか6侍うなひ」と間ゆ。S 
毛靡かし〇べき氣色に乙をあらめ、费なれどものの心ばへ人の氟色見つべく靜まれるをと 

おぼすなゲけ莊灯ちはてつるにやあら1;、う^'そよめき61:とびとあがる、けは；3など 
すなCN。「我が君はいづくにおはし^すならむ、乙の^格子はSしてむ」とて鳴らすな6-°, 

「靜まうねな办。入うて§らば/2ばかれ」との給ふ。乙の子も妹うとの御心はたわひ所なくま 
めだちたれば言a合せひかたなぐて人ずくなならひ折(L入れ奉らむとBふな6け^^ 11紀の 



,:.•''v:yf/,Av,,r>.i;-ty.>ll::,.vvvu- 

守の妹うとも妄荏あるか。.晋かSませ卷.よ」との給へば「ぃかVか盒侍らむ" 

格子には儿張そへて侍り」とき乙ゆ。さかしされどもとをかしぐおぼせど、見つとば知らせ 
MVC,とほしとおぼして、夜H.くをさの心7PとなSをのy2まふ。乙の度は蒌戸を叩きて入るC 

皆人々しづま6寢にけちo「；のさう子口に^スは寢72らむ。風吹きとほせ」とて^、みaZ一 
デで臥す。御達aんがしの廂にsとあま*ね^るべし。戶放ちつる觉もそな^(C入りて臥 

しば、とばか6をらねして火あかき方に屛風^aろげて影ほのかなるにやをら入れ窣 

る〇 sか乙eをZ:がましきZ:と省1をと^ぼすにいと〇、令しけれど、^くま、UもやシJ 

皮〇かたびら引き上げていとやをら入うたtふとすれど、皆靜まれるよの餌^のけはひや 

よらがなるしもsとしるか$けり。女ばSZ.ぞ忘れ鈴ふを嬉しきに思aなせど、怪しく夢0 

やうなる事を心に離る、折なき乙ろにて心解けたるいだに寢られずなむ、迸はながめ夜は 

分ざめがちなれば落なら^乙のめもいとなくなげかしきに、^打ちつる君今Wは乙なたに 

とsまめがしくうち語らaて寢にけ办。若き人は何心なくいとよくまどろみたるべし。力、 
るげはaのsとかうばしく.うち句ふに顔をもたげ^るに、a、とへうちかけたる几帳のすき 

)まに暗けれどうちみじろきよるけiiaいとしるし0わさましく役之てともかくも思aわ力 
一Jrlずやをら起き出で、すゞしなる軍衣を着てすべ6出Vにけ6。若は入う給aて、唯一人臥 

ハし^る^心安ぐ3>ぼす。ゆかのしも1C二人ばか6ゼ臥し穴る。きぬを押し遺办て寄6給へる 
:、ぁぅしけは；3艾6はものものしぐ错ゅれどぁもほしもょらずかし。ぃぎ^なき3嗦など 

:说氏物S1J“空蝉 

^•iri^に*-i^ru^r-^.J^iを t 
• . ••: ノ 

l-Lj:_*.Lri>l>r;JU:-,3 33 
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らせば乙をtめ。Mの小iへ人など£へて間免む。氣色fも1し鈴へ^ 
置きてrかの脫ぎす；ベ,Uたる薄-¥ぬを取4て出で給CAぬ。小君近く臥したるを起し鈴へば、 

うし/>め*5おもa•つ、寢ければふと驚きぬ。戶をやをら押し明くるに老い^る•御達の^ 
こ1:「あ1立*e」と^^'/>おど/)しく問ふ。わづらはしぐてnま/,^」といらふ。「夜中にこ 

は犮どありかせまたふ」^さかしがりV七ざまべく。にく\て「あらず乙、もとへ出づる 

ぞJとて君を^し出で窣る^、曉近含月限なくさし出で.Vふと人のかげ見ぇければ、「たまお 

よするよ^£と問ふ。「民部の^もと^め义けしうはあらぬおもとのたけ•たちかな」とい 

まPハ今trち並び•給aなむJといふSふ〔我名乙の戶よら出て、く。侘しけれど免は^あし力 

，へ渡殿の口Rか\p添aてIIれ立ち給へれば、乙の公もとさし寄うて「おもとは今宵はう 
/•こや痔ひ鈴aoる〇をと\ひより腹を病みていとめらなければしもに侍ら〇るを"人ずX 

ななヶど1:召しVかばよベ.參う上々しかど、猶ぇ堪ふまじぐなむ」と憂ふ。.いちへも掛かて 

rあな文らはも、今問ぇひ」とて過ぎぬるに、辛うじて出で給ふ。猶か、るあ6きはかろが/> 
し4dふhりけ，^と；siぃよあぼし微Tぬべし。小君御取の尻にて二條院に公ばしましの。 

6办さ嗦の給ひて、幼かみけ$とぁばめ給ひ.1:、かの人の心を、爪はじきをしっ、怨み紹ふ0 

•Sとほしうて屯のも聞交ず，「•い4深う惡み鈴ふべかめれば身も憂く思aはてぬ。などかよ 
をにて4懷かし含いらへばか办はし給ふま七き。伊豫の介に劣りけ石身こを」など、心づき 

褰—'座^|| 

id:.ド、!•:• 
U 



源Jt物鉗空撕 

なしと思ひての*まふ。あCNつる乙うちきをV3すがに御ぞの下ic引き入れて大殿籠れう。 
小君Viまへに臥せてょろづに怨みかつは語らCA給ふ。「あごはらうたけれどつらさゆか$ 

に乙をえ思；5はつまじけれ」とまめやかにの給ふを、いとわびしと忍aたう，。暫しうちやす 
み給へど寢られ給はず。御砚急ぎ召してさしはへ^る御文(Cはあらで、y2v手潛のやうに^ 

きすさび給ふ。ノ ： ':•-:•;• .: ••. 
「空禪の身をかへてける木のもとになほ人がらのなつかしきかな」と彼き鈴へるを、懷 

Raき入れて劣穴6。かの人もいかに思ふらむといとほ-Lけれど、かたが*おtpほし返して 
御乙とづけもなし。かの1Wぎぬは乙うちきのいと懷しき人番に先めるを身近くならしつ、 

見居給へ小君かしこにいきたれば、姉君待ちつけていみじうの鈴ふ。「あさましかりしに 
とかくまぎらして7P人の思はむ事さ6所なきicいとなむ心$なき。いとかう心幼き心ばへ 

をかつはいかにおもほすらむ」とて耻かしめ給ふ。左みぎに呰しく思へどかの御手習と6出 
でたさすがにとうて見給ふ。かのもぬけをいかicいせをの海士のしほなれてやなど思ふ 

も^Vならず"いとょ/>づに亂れ为6。西の君名物恥しき心地して渡6鈴aRけ6。又知る 
A7Pなき乙となれば人知れずうちながめて居た60小君の渡4あ6 くにつけても胸のみふ 

たがれ^j御消そ21名なし。あさましと思a得^方.もなくてざれ^る心にもの哀れなるべし0 
〇れなき人.^Sこをしづli'れど、SとあSはかにもあら^御氣色を、あ6しながらの我が身 

な^ばとr取6返す％:の/iらね上忍びが六ければ：の御た、うがみの片つか^R、 



「うつせみのぼ£く葱為くれ5のび含び货る、制力な」 
%#••‘■•_ 

. •••••,••—•'**.•*•，.. ; . - • 

：广夕:•.•顔：..•でん^^^ 

J、岩…の御しのびあ6きの頃、うちょ-^まかで給ふ中やど6に、大成のめのといた/煩 

^|なヶにけるとぶらは1、五條|家尋ねて|し交。御堪入るべき門(!! 

したう子れば、人しv惟光召Sせて待穴せ給aけるほど、1;•つかしげなる大路のさまを見t 

じ給へるに、乙の家の傍に檢垣といふもの新しうIて、かみは半都四五間ばがうあげ0'/$*して 
すだれなどもハと白う凉しげなるに、をかし^額つきのすきかげあま^見.免てのぞく u4ち 

!!らむしもつかた思ひ—に、—がち运け高き心地ぞする。い51い 
ならむと、や—らて—。御車もいたうやつし給へう。—1は七締{す.戴れ^ 

か知らむ」とi解け給？少しSしf鈴へれば、門は都のや1るを押しあげたる 
れの程なく物はかなき住兮ひを、哀にいづてかさし-て.と言ほしなせばkのうてなも^ 

dとなかけだつものにSと靑や.か—かづらの心地ょげにはひかSれるに 

Sのれひと办焱みの眉ひらけた石。「をちかた人に物ま乃す」とひとり—撕ふをみず;^ 
Mん〇S居て「かの白くさけるをなむ夕顏と巾し侍る。花の名は人めきて、かうあやし？fe 

眩にな—き(#うける」.と申す。げにyと小家がちSつ.かしげ衣る^^のてのも客 



3SU六.： 

::^>怪し-5打ちよろぼaてむねむねしからa軒の〇まなどにはaまつはれるを、「口をしの花 
のちざ6や、二房折4て參れ」との給へ•ばr乙の押し•あけたる門に入.cnて折る0 3すが(Cざれ 

为る遺戸nに贸な：るす;S:.しの單骑長く着なしたる量のをかしげなる出で來てうち^ねく 0 
白きMのいたう-Zがし^るを、「乙れに锻きて參ら"せよ。枝もな3けなげなめるはなを」と.て 

取kせたればi：あけて惟光の朝臣の出で來たるして奉らす。「かぎを骰きまどは1>侍りてい 
上ふびんなるわざなヶや。物のあやめ見給へ分くべき人も侍らぬわたうなれど、らうがはし 

き大路に立ちあはしましてjとかしこま6申すで引き入れてお6給ふ〇惟光•か兄のあざ6、婿 
の參河の守ハむすめなど渡6集aたる程(Cでかくおliしましたる#，でまたなき事Ttかしこ 

凌る。尼君7P起き上：^て「惜しげ^き身なれど捨て難く思ひ給へるさは唯かくおまべに侍W 
御IせらるV事の：變ヶ侍^なむと$:口惜しう思a給へたゆたaしかど忌ひ事の志るしによ 

みがへヶてな.む、•かく渡4おはしますを見給べ侍$ぬれば今なひ阿彌陀ほとけの御光も心 
淸ぐ待たれ侍るべき」など聞tて弱げに泣く。「日頃をこた6雛く物せらる\vx女からず歎 

含渡^vつるic、.*く世を離る\:r&.tR物.L給へばSと哀に口惜しうなむ0命長くて猶位高く 
なども見なし給べ。r&てこを乙、の品のかみにもさは6なく生れ給はめ0この世に少し饭殘 

るは、わ/>ぎねざとなむ間く ど淚rみての給ム。かたほな：をだRめのとなどやうの思 
•ふべき人は淺唛しうまほに見なすものをましてsと而だくしうなづ3a壮うまつ-cnけむ身 

も痛:^し3辱:C>もほゆべ.かめれば、す、ろに淚がちなう。子ど苓はいと見苦しと思aてそ 

一 



於^^r::、vrvへ:；. 

へ 

，はす:-:〇君 
II世の去4雛きやうに客づから—み御覽ぜちれ給ふ,？じナ— 

fいと哀と避して「いぼけなか3秒る程に思ふべき人令の---5ち捨:1:\物しもじーナダ〇^ 

(iIぐ、•父あまたあ.—'ぅじかど親し乂思aむつぶ要1又なくなむ1ほ免しL 

A(き矣後は限ぁれi夕龙！見奉らず，心のま、にと^^^ 

ど.a猶久しう對めんせぬ暁は心細べ恐ゆるを、さら.ぬ別はなくもがなとなむ」fど釉やu; 

語らひ給ひて•押bのr參へる御柳の匂爻いと所せきまで1嘉ちたる.に、^ 

1おしなべ穴らぬ人の御すベせぞかし上い尼君をもどか-bと見つ-a子ども、右うち遛ブ4 

け6-AOず-i$:^など叉々始むべき(となf^き^の給はせて、出で給ふとて惟光に患そく召し 
てrあうつる搨御覽ずれば、：名Xならし力るうつ*^♦かいL患み深うなつかしうてを力しう 

す§び^含た力。••マ...:•• 

I1じあて1Cをれかとど見るあら^のaかhをへたる夕がほの花」。そ乙はか七^く^き-t 

ぎらはしf毛あ：てはかに故づきたれぼいと思の外にをかしう^Al集 
る家1C;|ょ可人の.住むど。問ひIlflきたらや」とのたまへば、例のうるさき御心とはJi1へど3は 

まう卷「乙の五六—、に侍れど'ばうざの事を思ひ給へあつかひ侍る程に隣の事 
蟲らず每どはし1げに間ゆれば「僧しとこ—ひRな。されど— 

あなて見ゆるK猶：，」Q.あ穴Aの心知れふひ者V呑して問へ」土の賢へば*てスタ 
f SI呼•びて問ひ間.く。「やうめS介f •ける、人の家装む侍りける。力 

翌麗夕領• 

vv trrrr.-^--^ 



源氏物3rt夕顼 

に蛩か6.て、女なむわかぐ事好みて、はらからなど宮仕へAicて來通ふと巾す。くはしき事 
は志も人のえ知り侍らぬ(Cやあらむ」と聞ゆ0「5らばその宮仕へ人な、60泛た$顏に物な 

れてSへるかな」と、めざましかるべききはにやあらむと覺せど、3して問えか、UるVレの 
惽からずすrしがたきど"例のCのかたには重からぬ御心交めかし。御た、ぅ紙にいた 

5あらぬSまに#きかへ給aて、 . • 
「よ4て乙ををれかとも見めたをがれにほのぼの見つる花のゆふがほ」あ6つる御隨身 

してC)かはす0「まだ見ぬあほんな6けれどいとしるく思CAあてられ^まへる御Ifめ 

を見すぐさで5し驚かしけるを、御いらへもなく程經ければなまはし^なき(0、かくわざと 

めかしければ、あま「ていかに聞えむ」などいひし/)ふべかめれど、めざましと思ひて隨身 
は參$ぬ。御さきのまつほのかにていと忍びて出で給ふ。はじとみはあ/)してけ办〇ひまび 

兮よ6見ゆる火の光#よ.CNけにほのかR哀な6。御志の所には木立前栽など^ベての所に 

似ずいとのどかに心憎く住みなし給へ$。ぅち^けぬ御有樣などの氣色異なるに、あ6つる 

垣极思ほし出でらるべくネあ^bずかし。つとめて少し寢すrし給aて日さし出づる程(C出 
で給ふ。朝げの御姿はげに人のめで間えむもMJわぅなる御樓な$け.^。今口も乙の都の前り 

た6し給ふ。きし方7P過ぎ給；5けむわ^6なれど唯はかなき一節{C御心とCま6て、いかな 

る人のすみかならむとはゆき、に御目と^:6給ひけ3。惟光日頃あ$て參れ60「頃ひ侍る 

人猶よわげ{C侍ればとかく見給；Sあつかひて^む」など聞えて近く參6寄办て诏少0「卯^ 



一！！！ 

られし——管VI?問はせfしか•と、はしく! 

と忍びてsitろほひょ4し給.ふ人なひあるべけれどをの人とは更；：；ほMu 
こ^こらせずとなむ中す0時々中垣のかいまみし恃るに、げに若き女どもの透m見f 

::rホ^^iかごとばt—かけvかしづく人fめう。昨日P日パ 
\公て侍6しに文被くとて居て侍らし人の顔乙をいとよく侍うし力聆田jへ‘けN 

有る人々も忍びてうぢ泣く#などなむしるく見ぇ恃.6」と诎ゆ。君うち焱み^|1ひ1:匆>1 

とtまし卜。誉！mかる.べき御身の程なれど、御齡の程人のfめて 
給—らむもf く—fしかるべしかし。人のう1か4にMた 

こ、qベ—fの在fし41と思af。「若し見給へうる，侍 

ると^6かなきついで作ら出で、消tなど遣したらき0嘗測れ穴る手して口疾く汇d 

どし侍らきOSと口惜しうはあ^*ぬわか人どもなむ侍るめる」ときこゆれは、「猶いひ!!:"、 
尋ね知らでftか—どとの給令かの下が下と人1てしす1f;:と. 

110外に口惜しからf見つけ？は」と珍しIt,11 

へIt妬く！ゃ！—にか、—fし;かrb 
並々嗦\」はおもほしかVらざ6つるを、Lりし雨夜の品さだめの後いr力く左‘も""^パ 

1品々のあるに、sと—なく—る御心—-"'かし。うら1 く待ちt蠢なる 

汲Jt物§5夕傾 

:!-•.;• m 
If I 
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digと—•ぬに11髮、つれな4ffらむミの恥かしければまづ1 
ばて\と—f、伊fのぼI。兔つ—!れA I fのWわざとて 

姿、いifか？—なし。義ど人！しか-?fか？ 
パ，び」り— てた/名ず—iづ—|16|。§篇など中すに 

t/f は—しぐ$€ぁいなくまばゆ4御心の中に芒出づる事— 
こ1”6聆まめやかなるあ上なをか/思ふ达答を己がましぅ後めたきわざな办や0デ i乙4をなの.めなVぬか力は1めると、<まのかみのいSめおぼし出で、ハとほしきこ、つ 

44.1*Jrは妬けれど人¢7)爲は哀と资しなSる0「むすめをば3るべき人にけ をず 

は？fに、一方11$七4「今一度は——じ—M や1,:,:^君をffへネ人の心を合せなわむとにてだに輕ら•かに免しも紛れ.給ふまじき 
け1て似——ひて今更に見苦しかるべしと思a離れ〒。孕が—しt 

;.忘iなむ乙と戈、、いとい>が—く憂かるべ々乙とに思Wて、.—べき折々の狎いら 
しくfつ、、—Sづか运つけたる言I怪し？b之げ旨止るべきふ 

4てぬべ文Mけはa褒ば、つれf fの、忘—资 

^1給へと御>也|かずぞtける。f—名。人や—らず心づくしに—し—、 
事.^もあ65ほか殿にはfま篮きつへ恨めしくのみ思anぇ給へ/。六庵わ^^も 
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5 
解け雛からし御氣色を^免むけ問ぇ給aて後aきかへしなのめならむはVとほし力し 

n-どよをな6し御心惑aのやうにあながちなる事はなきもい.かなる事にかと見iた公。女 

ょSと物をあ^AなるまV赍し志めたる御心ざ^にて、齡の程も似げなく人の漏4IH1かむ 
ic、：いとぐかくつ.らき御'Iがれ0 

きあしたいたぐをVのかされ給aてねぶたげなる氣色にうち歎きつ、出<給ふを、中將の 
もと御格子.一間上げて見奉A送う給へ.とあぼしく御儿帳引きや$たれは、御ぐしも九W 

て見出し冷へ九前栽のいろいろ亂れy2^を過ぎがてにやすらa給べる樣げにたくひなし 
_の方べきよすa:に、中將の君御供に.參る.。基をん色の折にあaたるうすもの、裳あざや力 

ntc引きゆひy2る腰つきさはやかになまめき/2-公。見かべ6給aて隅の間の勾报に©し弓き 

ず袅給へガ。打ち解けたらWもてなし、髮のさが6ばめざましくもと見給ふ。 
.'-•:•■.「暌く它こうつ5--てふ名はつ、めども折らて過ぎうきけSの朝顔。いかVすべき」とて手 

を捕へ給へ.ればsと馴れて疾ぐ、，，•、プー…：^ へ 
r•「朝霧のはれまもま/2ぬけしきicl:花に乙、ろをとめぬと^見る」と^ほやけこと{::を 

•き乙£なす。をかしげなるさぶらひ>}>らばの姿乙のましう乙とさらめきたる、さしぬきの据 

露けvtc花の中にまじ$て朝顔折がで參るほど^ど鉋に^かまほしげな6。大方Rうち见 
奉る人^1C心^め奉ら«3--ぼ/tし5物の情知ら^やまがつも花の影には猶やすらはまほしき 

;?ゃ、乙の御光を見奉るあ穴4ほどほどにつけて我が悲しとおもふむすめを仕う定づら 

源氏物鉗夕顔 
六一 

vr.ju/免一 

れ 卜 u-mi 



源it物f?f夕ef 

六11 

せはやとMa^*しはくちfBし力らずと思ふいもうとなども^る人liEしきにても猶乙の 

餌あ/aう(C侍はせひと思aょらぬliなか^^け^N。ましてぬべき序の鄉言の^达岌かし 

き御氣色を暴る人の少し物の心を思；3知るはs令は艺か货31之む。明^ 1うち 
解けてしもおは皆ぬを心もとなき事に思ふべかめ6。まことやかの椭光がぁづか々•のかい 

^みはいとよくあない見取りて中す。「をの人とはHにおもaより侍らす。人にいみじく隱 

れ忍ぶる氣色icなむ見t.はべるを"つれづれなるま、に南のはじとみあるながやにわ2^r 
來つ、艰の音すれば若き漭ども贶きなrすべかめるに、一乙の先うとおぼしぎ名tひわたる 

時はへ\める力/2ちなむほのかなれどぃとら5たげに恃る0ひと日3き/1>;5て>「、」る の 

侍みしを—わらはベの急ぎ來て、右近fまづ物見給へ、—殿fli嘴 
々給awれといへばハまたよ/>しき^どな出で來て、あなかまと手かくものから、いかで5よ 

まるど、いで昆ひとてはaわたる。打橋だつものを路にてなむMひ侍る。急ぎくるものよき 

伏グ'据を物に弓きかけてよ/>ぼa倒れて、橋よ6も落ちぬベければ、いでZ:のかづらきの# 

乙そ.さかしぅ志fsき/2れとIroが办て、名ののぞきの心も3めぬめ60君は御な5し^こ^} 
街R7a身北〈もあ$し、なに，がしくれがしと數べしは、頭中將の隨身をの小舍人わらはをなむま 

るしicssff6し」など間ゆれば、「方しか(Cその^を見まし」との/2まひて、もしかの哀れ 

に忘れざらし人にやと思ほしよるもいと知ら^ほしげなる御氣色を見て「私のけさぅもい 
士よく志おきて、あない宅殘厶所なく見給へ椴きなが^、唯我れどちと知らせて物な•といふ 



若きあもとの侍るををらおぼれしてなむ謀られまかりあゲく。いとよく隱し^6と思aて 
如き子どもなどの俜るが、ことあやまちしつべきもsひ紛らはして、又人なきさまを强ひ1: 

つく 6寺る」などか^りて笑ふ。「尼君のとぶらaに名のせむ序にかいまみせSせよ」との^ 
1HCAけ^陧Rて珞宿れる住嗦ひの程を思ふに、これ乙そかの人の定めあなづりし下の玄な 

ならめ、をの中に思；5の外にをかしき事もあらばなど思ほすなうけ6。惟光、いさ、かの事 
も御6，違はじと思ふに、おのれも隈なきすき心にて、いみじくたばかう惑a步きつ、、忍 

びておはしまさせをめ1:け乙の程の事く^くだしければ、例のもらしつ。』女を3してそ 
の人と尋ね出て給はねば我も名のりを^給ばで、sとわ6なうやつれ給aつ、、例ならず為 

6立ちあ.CNき給ふは、あ/>か(Cはあぼさぬなるべしと見れば、我が馬をば舉りて御ともに走 
-CNあ6 く。懸想人のいと物げなき足もとを見つけられて侍ら{;時、からくもあるべきかなと 

わぶれど、人に知らせ給はぬt、に、かの夕颜の去るベせし隨身ばかり、さ1;はMひげに^ 
るtじきわらは一人ばか率ておはしける。もし思ひよる氣色％やとて、とな中やど 

うを^ic^給はず。女もsと怪しく心将ぬ心地のみして，御使に人を添へ臉の道を窺iiせ、 
御ありか見せむと尋ぬれど、を乙はかとなく惑はしつすがに哀に見てはぇあるまじく 

この人の御心(C-か、うたればびんなくかるがるしき事ど毛思ほしかへしわびつ、いとしば 
しば坐します。か、るすぢばまめ人の亂る、折もあるを、Sとめやすく^づめ給ひて人の咎 

めきこゆべきふるまaはk給はざ0O-るを、怪しきまで今朝のほどaるまのへ;2ても赀來 



源氏物；11II.*备 . 益_ 

なくなど思ひ煩はn給へば、がつはsとものぐるほしく、：H/tAし心と^むべき事のさま^名 

あ^>:ずどいみじく思；5さましたまふ'-0ひとのけは^いとあさましくやはら.かにおほどき 

て、物深べisき方は.後れて、CA/2ぶるに若びたるものから世をまだ知らぬicもあらず、いと 
.やんごとなきic*は^るt-じ，、Sづく(C-いとかくしもどまる心^とかへすがへす^ぼす。V/*と 

乙とさら办ざて御さうぞぐを7^やつれ^るか$の御ぞを舉グ、3まをかへ顔をもほの见せ 

給はず、夜深ざほどに人をしづめて出入などし給べば、昔あ6けむ物の變化めきてうたて思 
a歎かるれど-、入の御けはWは/2手さぐクに%■'•ぎS--さわ.ざな6ければ、誰れば•かぅ(Cかぼあ 

らむ猶乙のずきもの、M出でつるわざなめぅと太夫を疑aながら、せめてつれなく知らず 
顔にて;•>かけて思；5ょらvaさまic槐まずあざれあ5けば、VVかなる乙とにかと心得がたく、 

女がたも怪しうやう違ひ^る物^もひをなん患ける。、君もかくう；なくたゆめてはひかく 
れなば”sづ乙をはかぅとか我れも尋ねむ、がめのかX:れがとは^見ゆめれば、いづか 

穴に各う〇ろ；3行かむ日を、saと^:•知らじとあぼすに、；姐；3まどばし1:なのめ{C思CAなし 
.つべベは、唯かぱか$のすさび«(:ても過ぎぬべき乙とを-51に5てすぐしてむと恐3れず。 

人め-5:おぼして隔て置ぎ給ふょな•よななどは。Sと忍びが^く苦しきまV思ほぇ給へば、猶 
:Mとな，ぐて二倐院K迎へてむ”若しき、；爻あ女て•びんなかるべき事な6ど名さるべき(C乙 

そは;:^我が•心^.がちS士がく人にしむとばなぎ.を、^ 

よる。「いざ：S:と心、やすき所t'c:てのどかに間冬 



j-二ど#づ與^;御父x;«^^:^當恐^f 

-れ綠@で「げ後v?.1>:れか狐^ 1殘ひ 

1靡ぎて•>3,--^私がねべ貪思び/21。‘世^^ 
翁f及げ5::5;:人と見：給ぶ{^ 

ぢれ絡：•ベ^「忍：ぶる令ぅ女ちはU 
そへ—心高ま^どは：^ければrが/れがれrにど^• 

^ぁぢめ？心^:がらも少1>-'味ぅク4ぶ事^^^ 
:“五夜限なき丹がげS貪多•かざ板屋^€ヶをぐ漏グ 

ぢしぎ(<、險近ぐなゲにげる，なるべ岛 
/い；と寒&^0今年^ぞギだば认：^ 

,拖殿「こぞ，聞ぎ給^やぺ，、な益3-ひがは^を間ゆ0」^ど哀^-4 

そXぞ>&ぎ3ねぐル程なきを;:>女妗と耻じぐ風發ジ 

©〕ヘ^^^*^^:;のさf-な^^-加し。S れど0'iAJ^^(t^き7p^jn!>*ip^^541if jf^pg.CA入nnc 

":雲.^な<〇で::>我がも1::なし0レさ爻ぼぃと«>'でば 

ぎ_の一用意なざ^、^か在を事と^附^;知R/2^5^^;^ねば^ 
女ぱ罪免されて^見•!けを。：^;ほ：2:sil 

0音も枕がみぉ务ぼゆ。あな？:'^ 

谏圯物節^:顔 

鱗^^^^ 

*;*:>: -4ILL， 
pi 

;' •て. ••• て•：， 二 • -. 
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ボ〇一いど怪g4?.:目WまL:羞备a. 
つ砧の®炎かず^ 

か、务ば3近ぎ.為ましど乙ろ^••ひければ避戶も引蠢け緣a 
に^移た.る奥竹；-r前栽のEは猶かV,る所V同じごと^らめぎたヶ。蟲の聲々み^^ 

く、壁'(7)v.中，0蟋蟀だ^tどほに間きななa給：へ^ 

聲かなかS,.まか^て•错さるVも御志：-Tつの淺か^ぬ(r萬の罪免^ 
あは.せ，5.束い/>.の^•ょV•かなる^重ね1:華やかならぬ姿いどら：ヲた 

て、も.?;'と仅力*':で^優れfeる事もなけれど、ほ¥やか 
は«*:>あ在心苦しと^>;いとら乏たぐ見\9):/0心ばみ^ 

なぼ5:^もとげ^風まほじぐ^:§:§:れば、二。いざ 
か^；:1:.1のみ^い右苦じがヶ•げ^ 

な:^C己の他の•み1な；：^ぬ契^どまで/2:ウ^ 
:. 1:-1y:«れ.たf^ど說5Eぇね戎人の思はひ所^:■•ぇ#()*給择 

せ：4队.(て御m引¥入れぎせ給^。乙の^^^ • 

ぼめかじながら»■*•'^-かげ晒えだ？。あげが^^ 

牙ふ茨tfeばれ^朝の露^^ 

/ /」 
/i .1 

一：一 
て一 

•一一 
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ザ. 

一 
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r 
1 

もたぅちyの^師；Jtl拜む-^る。n•かれ聞き給べ。乙の世とのみは思はざ-^け々」とあはn 
J:.- ^ A \ - - / / .: 

GJI3ば；く：^行ぶみ：-^を^る，ベ(Cて來む世もふかきちぎりたがふな」0長生殿のふるきた 
めし'st;:>しく七、liね欠かはさひとは.引きかへ七彌勒の世をぞがね 

必いと•^••^yaし.〇〆-^こ^^^^ - - : ’ ； •. 

ハr*^^,0;lil:のち^A 知もる〜身のぅ s:.ivw 
も-^V3は、心名iなかめ.办。•い.ざ;iふ月にゆく6なくあ人かれ 

か;<:0-'錐^ほど、:Sか(C雲が <れ：\し朋け行く空.いとをかし。はした 
例の急普迪で給^て輕ふがに^% 

の院:(?:炎はしま:-L着きV,、；あづ.か^召し出づ^ 
れ^^汶士しへなバえで^士霧^ 

れ：に：#4。ま^か％う本^乙^を.習はざ 
V】tい^し：へ4かべや^ 

•V. F:UJ..e)/te0rt^ 

うず-rザに思:a.:^れ•ば、か;0:s^o^ひ^ 
班• A'Jft>せ：v、迪め鱗に^ましmど.^ 

;git物sf. .夕傾： 六七 
• . • . • ‘ • • . . - . • • .•- • . . • • 二 



六八 

:^心地^Hぶ：^方'0事なども人知れず思a出^ 
;べ氣色'[C:?Lの御^*^s;t知力はVぬ？ほ.^ 

なれぼ淸ザゼ奉O-'AGA•ぬ:/>:°御供R人名侍はざ:/)け6。「ふ.びんなるめざかな」とて、睦しき 
:^^^い：し：に；^殿，に^仕うま0るものな6ければ參-^ょぅて「さるべき人召すべきにや」な 

ど申ru:tれ'^--7:1殊Mれ人xaじきかべ；れが「求めた，るなう？.Hに心、^^ 

奶：穿せ給ふ。御かゆMどi;ぎ參ち%ガれど驭夕つぐ肺まかなaうち合は^^^ 
名御旅'寢Iti令なか川と契ら給.ふ4な外の：之^ 

%止げ給ふ->いと痛ス^れて人目もなく植名ばると見渡され¥てだ;^:^と跺ましく物ふ6 
後9ゾけ近3華末％どは：殊G見所な乂r皆秋の.野.らにて池1みくさに埋れたれ 

ザ1C突^はける所がな•。赛^なぶ：のがたに^ざうしな^し1:人住む^かめれど、こなたは 
衣：れた$/-:orけ練々もな;^•■k*#る所かな^^ 

は猶隱I給：へれ^(女の：Pいiつらじと思ふべ、ければ、「、げはかば^々 
”の^ま違^^ゴ上おぼして、.-:.、*;-..^ 

ひス「夕露にび劣と，ぐ花は^まほ^の 
の給べ：ばハし沒••i.^-見•お、之せ；h 

•^，，「沒から.あ$と見し夕顔のうは露はたをがれどきのをらめな6けぅ」とほのかにいふ。を 
.か•じとあぼ:bなす？げに岁ち：とけ給へ.るさt (世^^ 



ふ^つきせず’へ^て給べ？るつら.3比顯さじと思^^^ 

むぐつげ匕」との給べ^「あまの子，^^^ 

ri:じi-れ^-我がん^め.ゲ」■ t怨みかつは語ら^^ 

ど拳：〇すa右近がUSはびと次すが^いとほじければ、」近 

办ヒき給ぶt J:•か：じうもあyねべ.会有^は^^ 

思aかかWベ^6:,じ^^讓1113私1:-心a;^さょ'などめ、ざ 
ぐ靜灰る夕の容^;眺め給び光「奥の方は關ふ物むつかし」と女は思；5たればはじのすだれを 

上げて添ひ臥1<給へ：^;:。.夕ば^|ゼ見'か^ 
し，なが>^與^'なげぎHれv小\しうちとけ行ぐ氣色いと^3穴し，づ^^ 

を：s•と恐しと思认/2'をさま若う心苦じ。格子疾ぐ^るし給；3V、大となぶち參らせ.て名殘な 
ぐ^.^にたる御有樣にてT猶心の中のへ尨て.殘し給へ^ 

Sかに*めさせ給 <らむを夕いづ^に尋ぬらむ：ど覺じ遺$て、「か.つ 
たゲ¢2:;7P〆か.に斑：S.亂れたま^ら'0。怨みられむ 

|^^^.っ思^|111-^.給ふ。^心.^-*^きさし^か^を哀^0ぉ^す^、(!:'ぁ^^-0^^深^見^人も^2. 
じき御有檄t:>少し取ケ拾てぼやとど思a.<:なべられ給；3、ける。宵過rるほどに，少し寢入6 

給へ：るに^.御躭がみにいどをかUげなる女居て^おのが. 
おもほ3でか•<■•乙とな-5:*^き人をゐて；あばして時めかし給^Iそいとめざましくつらけ 

诨氏物靳夕顏 

• . 

:^'--g:をv/k也^.Lsv;-Y;.u:t- 
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i«氏物3/f夕/s CB 

，れ上てこ.の御傍の人を搔き起さむとすと見鈴ふ。物におをはる、心地して驚き給へれば火 
も消1にけが。5たておぼさるれば太刀を引き拔きてうち镫き給ひて右近を•起し給ふ。これ 

皂恐L/と思ひ*るさまにて參かよれ-CNOr波殿なるとの£)びど起し1:しそく 3して參れとs 

ベーIとの給へばハ，「v>.かでかまからむ、闇うて」といへば、「あな若令し」とうち笑ひ給Wて手 
ヒ叩き給へば、山響の答ぶる聲sとうとまし。：人は堯聞きつけで參らぬに、この女君sみじ 

5-わなV-..ぎ惑CAで、いか^まicせむと思へ-^。：汗も^と>にな6て心れかの氣色なぅ。「7P 

の^^をなlrわヶなくせさせ鈴ふ御本性にていかにおぼ3るvicか」と右近も^b乙ゆ。いと 

がよわ<::て盤も空をのみ見つるものを、s•どほしとあぼして、rわれ人，であ乙さひ。手叩け 

ば、山#0.答ふるsとうるさし。乙、(;:志ばし近ぐ」とて、-右近を引き寄せ給ひて、M-の妻戶 
にal--で.V:戶1押[>-わけ給へれば渡殿.の火も消ぇにけ6。風少しうぢ吹きたるに人は少(<'.て 

恃ふがぎゲ皆寢た点。tの院の•预の子のむつ.ましくつかひ給ふ若きを-C7)乙^^うへわらは 

1•人例の隨分ばかゲどあ$けを。石せば御答して起き^れば、「紙燭Sしてまゐれ。隨身7P 

クるして絕ぇずtわづぐれと仰せよ。.人離れたる所に心とけてv»ぬるものか。惟光の 

朝臣のきたyつ^\むは」と問はせ給べば、「侍ら•ひつれど仰事もなし。_に御迎に參るべきよ 
し申して、なひ罷で出て侍6ぬる」ときこゆ。乙のがう申す、のは瀧口な办ければ、ゆづるい 

とつぎづきしく打V鳴して「火危し」といふい：ふ预が曹司のかたへにいぬるな6。內を覺し 

やろて、•なだいめんは過ぎぬらむ'，ii口のとのゐまうし今こそと推し1:0給ふは、まだS/2 



’5更け沿に^全ば.r歸y入ゲて搮}給rへば、女君はさながら臥しv右近は傍にうつぶし臥し 
、たヶ。「こはなぞ。^な冬のぐるほしのものおぢやン荒れ^る所は狐などや-5の物の、人おび 

'やかざ1/とて‘®おをろし5*思ばするならひでま/>*あれば§•やう，の物icは^どされじ」とて 
引き起L>給ふ^SAi5^2てみだゲ心地の惡しう侍ればう〇ぶし臥して侍るなぅ。あ^へ(C 

•乙ム>わ'6;^ぐ^ぼ5-るらめ」とい.，へば*->を1、^'^かラば」とてかい探り給^ 
ぎ動じ給へ•ど/な•ょなょとして我にもあらasまなれば、sと痛くわかびたる人にて物に氣 

取られぬるなめ6とせUかたなき心；地し給ふ。しをくもて參れゲT右近もIIくべき^ま1C 

もあ，b-ねぼ近き御儿帳を引き寄せてr猶もて參れ」七の給ふ。例なちぬ乙とにて、♦あ凌へ近く 
もえ參らぬつ，Vまじさに、なげし•にもioぼらずつ一:猶乇てN1や。所(C從ひてこそ」とて召し 

寄せて見給：へば”唯乙の枕がみに#ic見つる形したる女面影に見免Hふと消ぇ失せぬ。劳物 
語などに'こら斯る琪はきけ」とSと珍らかにむくつけ、れど"まづ^の人はS.かになうWる 

ぞとあ名ほす心®に身の上も知ちれ給はずヴ添；3臥して「.や、」と驚かし給へ^、^<ひえ 
に冷え.入6て息は疾く絕えばて{:••け4。.Sはむか穴なし。たのもしXSかにと言ひふれ給ふ 

べき人もなし-.〇法師などt乙kはか、る方のたのもしきものには费すべけれど、さ乙そ心强 
が6給.rど若^御心地に'てVIふがひなくなAaるを見給ふに、遣る方なくてつと抱きて「あ 

が君生ぎ出で給へ;〇いみじきめな見せ給aぞJ上の給へど，冷え 
•レ行ぐ;P右近は啦あなひづかしと思CAける心.地k醒めて泣き惑ふさts上sみじ。南殿の 

.術«:•物 gr、々M 七一 
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鬼の：なにがじの.かとでを#したるためしを避し出で：；V、；心づ：ょく「さ令ともいたづら{Cな.CV 

ばて給はじ0^;るの盤はおどろおどろし。あなかま」^い$め給ひて、い：とあわだ>しきに呆 
れだる心地表給ふ。乙：の男を召して、こゞにぃと怪し5物に{お；そはれたる人の惱まじげなる： 

VJ、PC,今惟光の朝•&の宿れる所{C罷りて.急ぎ參るべきょしいへと仰せ^-^〇なにがしのあざ 
夕、を.こにもの;t--$;程な^ば1>此所に來べき<xし忍びてsへ〇:かの尼君など.の|1«かひ^备^ 

ろあどるしくい.ぶな。■がVるあ.^き許さa人なず」など、物の給ふや：うな 
て>::の，人を空し又なじ1:む乏の5，みじ々赀:3る\に添( 

たなし。：夜中t過ぎにけむがじ、風や、荒々'じ：ぅ吹き：たるば。^して松のaiき木 
乙免一で、氣色あそどヶの(からご^に：なきた^も、枭は乙れ 

^、乙な^か^たげ^ぼ义ぅと^じぎにひと聲せずへなゼてか^ 
ぞと悔しrc^-fむかた：なし。右近ば^の^おぼぇず君(Cつと添a窣 

し〇叉乙41/IいがなGむと心をらkてとらへ；給^ 
な毒や。次はほ0纪にま六«きて龙やのきは.に立^ 

し、く避^給ふic‘、物の足.音Gx-^w匕-^蹈み嗚らじ，0夕 
參らなli!と#ぼすvc^か、か定‘めねも 

千Wをす“さむ心ぢじ給、ぶ。辛ぅじ*と表の渫遙に聞ゆる^:ハ命をが 
を見み^.む。我が心ながらか\*名ずぢにおほけなぐあるまじき心の.報に/,>か丈きし方行^さ 



き-0.•ためじ:•e^-r.^tベ‘^«.ば 
ざれむぞ七始めて-Aの：思％いぼび事ハ上か^ぬわらは^^ 

6あ$1:::七：^!が^じ杏名をJDC•各べぎか 

曉と5;ぼず御心(〇-隨>へメ。#.0:.\;今宵じ^侍はで召し-にさへ怠及クるを 
ら召じ^れて-§ 

に'始ょぅの部5:ぢ思权出<6;%てな1矣 
•，へ「がけふに舍の-Aic.息をの^ 

とXめザ泣き給^-P•や:\^めf^て「♦こ:V- 

ズなむある"一が义^.^みの：事にほ：ず袅や5贫ど仝一^^^^ 
なども立てざせ1;:^.飞、阿閣梨物せiと言a遣が〇るばU1-玉の 

け/)).〇まづいど珍^がなる事に达侍石がな。.か.ねセ；例，な旮^^ 

夕^Ir;」^^^事^なが•女つ」士て泣き給ぶ-Sま^ 
悲しぐ.で^のれも上A七，泣き似-^ 

2::^'物の^ケぷbば賴;^じ-*ガけれ？いづil;4い贫 
乙;e),院^>;ダな^:^聞かせむ：乙どば：.^^^ 

め,9WQ/づから物售a漏し^ 

しねJとい；ふ^さでとれtlaと^x:^:.なる所は^か 



fffi氏物f?f.:夕® 起 

キリ： 

む。がの故鄕は☆房などのかなしびにiiへず泣き惑a侍らむに、隣皂げ义咎むるM人多く侍 

らむ^;、Aのづがち問えはベらむを、IIJ寺Z.を猶か4.5の事Aのづから行き戋じ6物紛る、 
{侍^-•めと思ひまばして、昔見給へし女房の尼mて侍るaんがし山の：へんに移し奉らひ。惟 

光が父の朝臣の乳#に恃ヶし若の•みづはrみて住み侍るな-CNPあた6は人繁きやうに侍れ 

どいとかごかに侍る」と聞夂て明け離る、程のまぎれに御堪.寄す。乙の人をえ抱き給ふまじ 
げればうは>y:しろに押じく、みて惟光mせ奉る。sisくやかにてうとましげも矿くら5 

たげなう。した.、か(Cしもえせねば、發ばCぼれ出でたるも.、目恶れ惑CAてあさまし5悲し 
と^せば、な^-はて〇3ま^見ひとおぼせど、「はや御•梅にてII條の院へ，おはし^■5な1;"人 

騷じ◊なゲ侍ふぬ程に：」とて右近を添べて乘すれば、君tc馬は奉りて我はかちょ$ぐ、6引 

きhげ/J:-'どして出で立〇。かつばsと•怪しぐ、.覺*tぬ^く 6なれど、御氣色のいみじきを見 

奉れば身を捨て、行ぐitハ君ゆ物もあぼえ給はず。われかのさまにてあはし着き^$。人々 
n$づ乙ょうおはじ^す：にか：、惱ましげに見泛•させ給ふ」など：い^ 

V、胸を抑へて思：ふに^:とIPみじければ1などて乘办添51:行かざ：^.0:^む、生き返<^たら 
び時いかなる心.•地ぜむ、見捨てV VSき別れにけダと〇らんや思はむと5 

^ぼすに、御胸ぜきあぐる心地レ給ふ。御ぐ^も痛ぐ身も熱き心地し$^ 
ベ^、かぐばがなくで我を^たづG(tな^-ぬを^め6とおぼす。a高ぐなれど起き上りたま 

ば^^:人々あやしがヶ^御粥^どを、、のがし聞ゅれど;-->苦しスていと心細ぐ资5る\4(:、 



1 象r'r 

1. 

ぅち御使あガ:〇昨：：：^免尋ね出< 奉らvoi;しょ本覺來な.がらせ^^:ふ。，あほとの、君^ 

ち參な給ベど.、M•中將ばか6をF立ち^■がら此方に入$たまべjとの給3.て、みすの內ながら 
の鈴ふ^めのとにて侍る'%••の、のさつ会の比ほCA*x$mぐ煩び侍ぅしがMそ々忌む事受け 

などしてをのじるしにや'ょみが：へす^すしを、.「ふ 
二.度とぶらひ見^.ど电じた6しがぼ3い：ときなき-1ヶなづ^ひ：し％の、今はのきざみにつ 

らしとや思はむと思S給：へ，て罷ダしに、flの家な$ける下びとの病64•しけるが俄に 
あへで£:<•:•なずiLけるを：おS憚ヶて日をぐvbしてなひ•と•■*()•出で侍.〇ばるを間きつけ侍.CNし 

がば、かみわざなるt/3は$£ふびんなる事と思ぅ綠へかし乙.ま办て、>!參 >らぬなヶ。この 
曉ょ々しばぶ^やみにや.f#らむ、頭いと痛くて苦しく侍れば、.いとITらいにて間ゆ」る事など 

の給ふ.。中將、「ざ >卜ばざa--^しを乙も奏し侍らめ。上べネ御遊びkかし.乙•乂求め奉らせ給CA 

.て御銀色あしく侍丸き」と即泛給ひて"立ち、かへi—いかなる.いきぶれに‘が\らせ給ふぞや。 
陳？へやらせ給^t'-とズぞ誠と戈思ぅ鈴へ；ら^ね」と^? 

にばあ&で•た-V:-覺ぇぬけがちGAに觸れたる由を奏し鈴へ,;0Sと*2.をた^だSしく侍れ1-.とつ 
れなぐの給へど、：/心の中にばVSぶがSなぐ悲じき事を；あぼす枝御心地 

••に目も見合せ給はず、藏人の辨を召L;-寄せてまめやか(CかVる由を奏せ§せ給ふ。おほ殿な 
どicもがVる事^'女ぬぇ一參らぬ御消ももなど間克給ぶ。日蓀れて惟光參れ6。かVるけがら 

ひぉゲどの給ひで、參を火厶も皆立ちなが^まがづれば人しげか.らず召:1,寄せ1:「ぃかにぞ 

0^0 & 



f 

淞氏物雅夕顔 :fe{ 

今は•と見は1:-つや」との給ふ^^{.C1Wを御顔it押uあ：て\泣き鈴ふ。惟光名なXなく「今は 
かぎゲi?:乙^.は物じ給ふ•めれ1長：^と籠ヶ侍ちむ^びんな^を？明日な1;日ょ^しぐ侍れ 

ば:■>とか々の.■’Sと■#ぎ'老僧のあS•知女て侍る昼一!Bひ語:^ひつけ# 
*yつ5:女ば.いか.に」，との^束へばrf 

ひ恃女て今朝は.谷にも落ち入がぬべ：<:,なむ見給へつ5;。がのふる3$びとに吿げ，遺らひと 
H1;せど、^ぼし思Sしづ；めょ••■'I■乙とのrct*思 

語す[H1ゆるま、に、SとSみじ^覺して、「我？^S•と心 
ひ赀吵る，」どの船ふ。「何か更(Cあ糸ほじもの；せさせ鈴ふ泠ふ，べきに.乙を^ 

に：も.漏§じt思びだt-:ふれ试惟光おL立ち 
思认なせ^浮^たる心のずざびに人^いたづら^な^〇んかごと負^^ 

なゲ？^將:.e>命婦などhも閗かすな。尼君まし:1:かや--5;•の攀など.S3 る'.を心耻し.くな 
む迸ゆべぎ」と’口がため鈴：ふ。「ざらa法師ばちなどにもみ^ 

るにぞか(Vゲ給へ，る。ほ.の聞く女房など、怿じく何事なちむ；けが，ら；sの1し^や 
此;^)參//>•給li*ず-^又か<■•-'§•>.め^歎^給Xとほのぼの 

と^の、ほど-0さほふの；*まへ友、rなにか之と^としくすべ会ic 

悲しぐ骰S;るれKび/t:^t-'^思ふべ，けれど^今.-- 
かるべ含をS;馬に.て^:のせtrJ^-の^^を、.^ 



か浼せむ.種冷尨は^聋;0て、梗更砂 
れR設讨給^石狩の御^i着、か^などじて：出^辑 

、ければr;かべ怪也^'路：代出で：立f戈危が々趙 
、悲.相另-0戋る；か*な^古ハ今の，かふを見では逄穴於 

:、ぼ也念PV.例め大夫顏身^具^光出で給ふ-0路遠^お 
,ほ€み^き0:火名ほの游なるれ鳥部野のか/2など見や戈た.る^^ 

•%®ぇ；給は‘ず？；か#.みg:s'^ 

建味:\行^;5尼、のす笨3^とぁはれな$义み：ぁか 
dli泣く盤の：み-t无、免の：方に法師ばふの乙^^^ 

寺々0をや免皆行W、はて&いib於^ 
が功け签fの尼君の字な'5:だい^乙の聲たふとぐて經ぅち輝みた 

:备？*冬給snぼ、火取ゲぞ.むけて右近は屏風， 
鈴H、。.恐^ネけ省あぼぇfs£らぅたげ 

力我に命v虚聲公だ^間^せ給、為 
农eあぼえ^を，■、うも猞て惑はし.鈴Hが-V!み事Wと聲 

/$土乙；^ち戈誰ど(1知ふぬは、怪じと思64て皆媒為^^ 

;'^が^比をさなぐ侍が--1;.:^>片時立ぉ離れ奉ちず馴れ聞^'っる人^俄に別れ奉ゲて、ぃづ 

:进it物餅夕；g ま 



诹氏物is夕m 

I乙にかがべ岑侍らむ：^いかになヶ給ひにきどか人に瓜^^ 

一て、人‘に.言ひ鱗がれ後：;£>^'かい^^ 
IひJどいふ。，「乙'とわ6なれど、さなむ世の中はある。別れといふもの.V悲しがらぬはなし。と 

|あ多もか\5!^同じ命の限あ名-^のへにな、ひある。思ひ、慰めて 
【もへ.1:^--、「かくv>ふ身Zそは生きと^るまじき心地すれ」:Lしの^^ふも^のもしげなしや.0 

一惟光1パ夜は明方をな•ゲ侍6ぬ、ちむ。はや歸らせ給^なむ，5聞ゆれば、顧みのみせられて朐も 
;つとぶ^が：6て；；出で鈴ふ。路；5と露けきに‘5とゞしき朝霧^.いづてともなぐ惑ふ心地し鈴 

-ふ。あ々しなが^ラち臥したダつるさま*5-ち.交し給へ^•しが1恐、我が紅の御ぞの着られた6 
マQ.る.多どい.か交合けむ契に•が士道すがらおぼSる？；：御馬icもは.かばかしべ 

一含御さ1wtれぼ又惟光添ひ扶け12:#はしま3するに、堤のほどに.て.馬ょiすべ6おかてい 
み:1:く御心地惑ひけnば、：Fs:vる路の空にてはふれ.$-< 

IU会心•地なむずるJiめ給Hに、惟光^心地惑.CAて(我がは^ 

|石道に.串て出^奉るべ^:がは：と思^に、一い 
Iて：r淸氷，の觀音^念じ舉>本多、すべな々思CA惑ふ。君.も强aて御心を起'U-て、心の中に佛を 

一念じ紿6(て^又と，か.(;助け^れ給01_てなむ‘1|條院へ_ 

!^々「晃苦ゼ^ゎざかな*--*-0艺の:2:^例24もしづ心犮き御:1>の：び 
一，%、昨日；の御氣色の:と惱ま*:L-5费じ7^2々しRば、い^ 



一あべ.¥。，;«に.臥し給ひ«る金、^:い 
るや$にし給ふ^'5vt>:(:cも聞しめし*»く事 

一る；。まつyはら.ベ/ずほ^^ど、、m 一ic長ぐ^はし：まIs-:まじきにや」と、天の下の：人^5わぎな•水^ 
召し寄せ；て局など近ぐ給は女て俸はぜ鈴ぶ。惟光心地も騷ぎ惑べ.•ど，思a办 

jたづ^$:し；と思sたるを私てなし助けつ、人恃はす-;-〇君は聊a^あ仏^ 

:出でて®a•などし給べぼ 
”かたはば見苦しか*.b;ぬq•か、ケどな力。「あやしぅ短か力げる御契に 

『る^じ含なめ；年比^^の：Msで心ぼeく思ふ：らひ慰めに 
:、貪むとこを思aし'か。程iなぐ又立?>:も；sぬ^)，きがくち惜しぐ^あるべき‘かな」としのび 

一やか.にの：給.ひ1:ょわげ(に泣き鈴へ：ば:^^^ 

|ゆ。殿の.內.の人、足.5:-空にて思a惑ふ。5ちょぅ卸値雨の脚ょヶもけに.li;:げし。覺し歎きおは 
|し-^ずを問き給ふにい老かたじけな:<':てせめて强ぐ覺しなる。大殿もいみじ：くけいめいし 

i•給aて命にわたち給ao-もさまざ免の事をせ5;せた爻ふしるじにや^ 

一一わ/づ：£a.給へ；c:ど：異なS.各殘の乙らずを乙 
Iとつに滿ちぬ(る，去なれば赀束なが>b'せ給H-,°御心わかなぐて’ちの御どのゐどご/>(c參6 

十給S*どす。天との我が•卿取Rて迎ベ.奉}給ひて、御物忌なにや 

淑Jt'物語夕顔. 七九 
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，:い々::鱗斑 

質 

親^^低卑イ亡せ鈴a卞違一1、莅冲將4^l^ 
しふ必我亦身p尨^:0-*:^13隹芽必;*>: 

^;0.\\龙'-1ぅにて、頭中將爻だ少將に7^のし給；sし時見そめ奉らせ給aて、三年ばか$は志 
あeさま求狐似^GA-ん浚/:2.ぞの#::0現が;^^^^ 

嗽^,の^^^戌^へ.L輪s-t還 
4所衣^^is4パれ^へ：#て茗机^:v> 

心^遭^匁:^;Lそ^:#从0は^衣が:/>为ふ方に^ 
1を•、混顯;a^れ舉3ぬ^雖嘵嘞，し歎;<め、^':.〇世70^ 

嘯绝1混方心は砸<-L4^の衣.b输:6i在••sn^ 
ネ妁^;t>J'^僉六A切づ.^i>され^ 

惑從讥％乃漆將^薆’心せ^名人芑:£-慨似給ふ^も^^^^し办奉ど物:1>'^^心 
女に.V::い ％>:b^ 

あ4從§な-，<かみ;D^思ふ御か^み^sと■,L-•か 
汰ベ：対れ^^，ふがa';5:含^ぶ負ひ■$■ひ。^ 

そ、^の本4セ奶め泛浓ど吣4異ざ兮:(cいa^:l>て物せ4かし凌ど誰^s給■ふ。マ名 
1=议か必嬉4ベ^沿待るベ為かの哂2風々W生はむ肚^^^ 

あつか仏认夕9% Vか4」と>^ゃ。夕.第めし 

«氏物••K.^初 
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々思見き♦ぼびなし棄2れぁとサ 
•うU :む.•かやれW ^ X tは:.！} f f 
う給に3 Vるに思•擔:t 1冷をf 
ちふ恨すく'物ひ.ぎ‘t年院思た 
な•るしがす：をし給てヂはにひる 
がにうIこ：ぐ女給へ侍々幾乙电ヤ 

势 >ベ:：め:、も逛物よはひ出，Mナつのづ乃 

餅 

备 

1 

_• j: 

V 
} 

Mi 

S 



みSかじがましか^心破の音Viぼ敗出^るrc; 4戀\uくて. 

し給へ：A.0かの伊豫®:家.の:/J>君#石^ 
费しは-rcicけるを.ほ心^思^に(か-;<煩：ひ給ふを聞きて6文9がにうち歎きけう_ii 

办なむ^するを,:§す：が代心ぼ^ければ”盌1忘れぬ名か之試にハ「うけ給は.务なやむを乙と 

問はぬをも^ 
とき^乏/24パめづちし.^に乙れもあはれ忘れ給はず。「.生けるかひなきや、誰がいは爻しご 

- , :rrn^rA f ^ v^,.- ^ ,• . - ... * ....... .7* V - .* •.. 
「う-〇せみ0.世は、う.令ものと知iicbを^た言の葉^か > る命ょ。はか次しや」と御手$ 

うちわな人か令.\'.に亂れがき給へるい土;-5^ 

とほし：う兑をかしづ^思ひ妙^^かやうに惜からずは間ぇ交せどけぢかゞとは思^ょらず、 
さすがR;いぶが.CAながちずは-ia^奉て止みな^^思^ 

將をなむ通はすと拙る給ふ。.あやじやノい.かに思ふ名0^^^ 
の人の氣色ネゆかしければ、/J>君し.y;rしにか，：へ：合思ふ心は知办た爻 

^9soi • : . • • »;- • 

、'^ほのかにも軒端の玻を^すばずは露のネで^女^^、か^ 

て「忍び^^との給^れぶ^取シぁ^ 

淞氏物骈【夕傾： <1“1: 
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«氏物語夕顔 八3 

とも罪.許してむ^思.ふ_心-為ご-^;？fあいなか：^ける。•> 
うしと^もへど、かぐ^ぼし出<^2るもさすが^て御か.へり、口ときばか6をかご^(Cて取 

•らす。：. ：' . .ゞ 

ぃ/, rほの.めかす風42:つけても， 
らはじざればみて雖い力るSま^な無し。ほかげ(C見し.MA-^--u出VAる。うちと付-1:1/か 

W居^る人はぇ練みは-〇まじきさ兮もし^^--1>かな;:.°.何の.心ばせあ$げ珞なく r&>5どきほ 
乙^/2トノしょ七あぼし出づるにに‘'<:からず？猶义‘1ずまに；又名あだ名は立ちぬべき 

すSびなめ冬-9か.の人の四f九日忍び.て比溆の法華堂にて事：をがずS5束よ办始為てさる 
yきtの^も^まがicずきやう^どせさせ給ふ。經佛-0かぎ$までお-/>かならず、惟光が兄 

の阿閣梨いと尊き人にてになうしけ6。「御文の師にてむつまじくおぼすもんざうはかせ召 
して頸文作らせ給ふ-1,0での人となxdあはれど思61し*Aのはか^きさまR^^ic^るを"阿 

彌怩佛kゆづ々奉るすし哀れげ'1C潘さ出で給べ•ればTWかべながら加 

ネ1::申す？忍びたまへど御淚もこぼれていみじく5:ほしたれば、「何人ならひ。をの人とは 
llBf戈な乂てか-5:覺心败か-1:ばが;^な^-付む？，-すべせの^かr&u」七：saけ-^。忍びててう 

ぜ-3せ給：へ々けるさ5朿の拷^^7^寄せ給ひて,：.ぐ如 
1:9なくな;<:名％:^;0は我が-f- 

4よぶ，な*:sを：Sづれの道R定まiv?赴Kiちむとあ^ほし令，^つへ^ 



_v 
•Twr ♦，• • 

r. •. 

^.'•: 

界... 

ふ？.f霜を見給劣に‘あ^^ 

ごとに颜衫て5.:尨出で給ぼ.ず)か.0夕韻，ゆ^^^ 
t.尋ね開泛ずプ有近だ：に^文 

荽ばが^:艰やとさ^:め^t&:ば、雁光をか*2:劣けれ^ 
疋9猶同芯で之す^あ！，ければと；^^ 

し^が頭の君にMぢ問ぇVやが:1:律て下-:-6けるにやとぞ思ひょ6ける。tの家あるじぞ西 
の京のめゆゼのむ麵：めな>ける。三人々の子はあ合て、右近はことびと^6ければ、「思ひへ 

♦たて〜御有^•を:119かせa^lけと泣^戀aけ$。右近はたかしがましく言a騷がれひを 
思sv^君,:%令®-{t漏さじと忍び給へば、若.君の上^だ-{^ぇ 

1:溫令行^，界は夢にだに見ぼやと•おぼ1彼； 
あ力し陵^:が;-6添a7a洛^女の-,Sま洛同じや:5屯^見，車 

戈の^:我IcみIhfrけむた^力，にか々な嚐ぬ名^^ 

神紙^の〇:.い；为ちご^に下る。，•女房：の.下ちむi:c本 
に4わざ•:^し給ひ^へ^ま^か^をかしきさ^攻^ 

/「■逢ふまで、の：かたみばかりと見し程に-a/2すら軸の朽ちにけるかな」。^^- 
或あれ芒"：5るさければ嘗かず。御使かへうにけれど小荇してこうちきの御かべりばかりは 

源皮物？s,:,;夕傾. 八在 

隱謙一^ 



; 4. S - し•！> , • i 、vr•二…、攀7? . \ 二，，ぎ•• .-ゞ.、；lv. •，** i- T_*. •，7 %. ! k - 

;诹氏物ssyf紫 八六 

「蝉の羽各穴:t>*がへ：てけるHごろもかべすを見てもねはなかれけ6」。思へど怪しぅ人に 
似ぬ心づょ3に，てもふ6離れぬるかなと思aつCけ給ふ。今日e冬立つ日な$けるもしる 

で？クちしrnて空の景色いとあはれな办〇ながめぐらし給；3て、.へ.：.：..：：： 
:::;::^過ぎにし名今日別る\もふたみちに行ぐがた知らぬ秋の菇かな」。猶かく人如れぬ事は 

苦*Uかiけち^^し知4ぬらむかし。Vかや5のくだぐたじぎ事はあながちにかくろベ忍び 
給CAし^s^tfしVて皆漏し古yめた.るを、；な£帝の御子ならむか>btC見IT人Sベかたほ 

なちず名のほめ♦かぢなる.と••>•つ：乂 ごとめ会て：と.6なす人もの^給ひければな1;、あま办も 
;の：い^.声が及含罪;3ダどこ^本:<;プ:-^ 

^^ - •-V* * ^ v.:v •• 

わち峰やみに'わづらひ給ひ.て^スづに坌じな^加持など^^ 

72び起^給''5-ければM-A「北山«cなむな^が^#と^ぶivrは 
H%世--^.あでeてv人^まじ§煩：ひじ 

はうたて侍るを疾X;こ-a試みさせ.給はめ；jなど聞ゆれば召しに遣したるにr老いか-^-ま6て 
む^、の：とに4まがてすyと中じ^れば:?Sか^:は^ 

-.§ ^.” 
讎 % f • •• # 

へ.ペ 



かお阻丑A-ばが()VGや^^:^;^^はボ。'や‘V/ 
贫か庀盥ば钯溫を跆：^。|14;;0.樱ば玄だ.搬眨^^^^ 

^奴^••:^見紙れ&^如^を有歡船^シ^:給ば 
ず私い慕ばれ本g敬高£深ぎ岩.ゆ稼か^$ 

ばず4*^ぬた安-4:久れ給ベ成ど^^ 

，おず0ひ。4.は^番0事^^ 
^^^v?-^l^b;tD': 

左^へ；1^も0:'作^てisかせ#a*〇加摄など^ 
^^.0 ^ < z ^ 0 ^- 

吖釔安に、同レむ數む枚ど»>を泰渡し1敢げなを屋らぅなど續げて、木立 
M;'人の，住(i;i:^私〕七除a;.^;へ)峰 

^傲石®51じ、r^:w5R•し^: 

一ぎ%'^おす舉3^どの‘綠ム:<>;節げ^る，れらばなど奴また出で 
•ぢSばに見吹#^vr6ば，女^:^^ 

私安^fどロゲ^J^*昝ぃ'で^^ぐ^ 
吹^『と^ぶ。^ 

なば^^>給CA:^#^-ぼ^ 

- 

• • r , • 

n^^iK 

八七 

11 一^^^^__響議麗議匿^^ 



SLIJ 一••• •. ，•： •: 1-•••. :h # I •«••••«#•• A A«5* 1•*%>« . J% • » 

イプ、_•卜すずjA7o*r^vr,'-II冬 

，•- .， ： - • • • ••-:•:*:•♦• . , • \ - • • . • : « . •. 
• •••••: - ♦ • 

二nr.# ..tr!冷•#•‘••• 一, 

-•:1:…000. S 八へ 

七見输ふVSに-かt-4れだ；叫^ 
t似ぬ?;かを。奴、る所に#む人、心に患 

办在<7侍ヶ々人〇:國^どに•侍5,海山のあhs*^どb 

じ、5;t§iをせ給はひ。富士の山^^^:L;の歇Ll-.'-t;'ど語.^吼ゆる 
3/ysil-ル、礎の：ぢへ^がル纖<-:な^あゲ1:;^/)^に^ 

のi;こも尙ことめ侍れ。Mの^た^深が隈 
1>;ぐbと肺に似ず呶ぼ汰加なが所^;侍み。^の*SM2'寸 

い’たし私し—巧大臣0J後に，て邸 

近衛の##,を捨^>^t>*'給ばれ^:，ける 
の^-かぼ^ぬ^:か文都に^離^3^ffat:,風^^ 

みもそでS:を海づらに出<>居た^aがa:がGき命^ 
k^:«>">:^-所^も^^^^が\\深ざ迎ばAAば^れ®すr-ぐ若ぎs*:v>レ9敗 

上^rぐか〇:ば^を命れ.が^t,^だ^む侍(^。へ^ 
ぬ^^で•俄(),!lu加ばハ京(r;:七^ぞ所得权龟 

衣免、3:|11'，^隞0;^にで教置ざけ^歌 
li)rたが吹6.〇:後0':世0;愈-も^:^^^!段^«が^ 

• $“ば^!§;;で10:•娘ば」どms紙^。 



ふ^Uあぶ^での^V•人咚；系龙れ、思*w 
趣び霞き〇各衍「1#ば/^釀• ^入y^;i:! 

:fc聞ふ給ぶ义：'^f派龍王0.:辰に^::をべ•ぎ瑞^ 
■ ^s^-l^*-磨:-S-寸^赛 

かの入道^,--«!弓職上0べ7ぎ心{1鉍だ^かし次 
や■«矽尖七も田舍び为らむ、，をさがくょい§;•次所に生s出ずV;ぶ^め.0 

たGひは难(乙レ>,^>成$>:,灸べけれ一？#きわか.3;ぶ:^^ 
にふれて蒸私^;>-c;^rゆぐ^f t-c.rt/r'沒• °: 

b省^為をた：^じ:^や3忠£かみ%'fey。#嘆何^-.^ヶて海の底 
の«.-方め也^のひ0.私じ.^」ぽゼの>^狄^^ 

ボも14僻み尨'.6--琳好み給ぷ御心取机ば御耳ど々ま.&むやど見#^^^ 
らせ給社ずな乂«;^^;ごを•ぱあめれ 

及-M一はKる:'3免に*はじ免しけ^を今宵はなほ靜 
「#屯お:5/-*^^嘴人^ぅす。君もか 

■ぬ」ど;^給ぶ,:'^ぃと恳:.^にっ.れづ 
の炎と••^^^出で鞭ふ。V-A;,fば^ヘ^^ 

淞攻物gHII.荞紫 八九 



•:诹攻物3It'i-yr紫 九0 

交に，し.ル捧侧す表良^'..て伊ふ政を 

獻の上1C經^'殷ぎて^;ど惱じげ(c'm^^^o>形君^ 
らでに哽せ力れ^つらつぎふぐら^:(ct.»;のぼど發の5;つくしげ(c^r-'がれ^^ 

:か長ぎJ;;*^-もK/lな5^今めかしきものが初t亦^^ 

が：^Vぼわら；^べぞ出<いへ々遊ぶ。な 
:ダなれ#:舂で定^':來たん女び數參見ぇ0.各'^:ど%;に似をべ 

見fで獒◊しげなを^たぢ贫：ぅ。髮ぼ腹ビ认/>げが5-^^^^ 

ずゲなじて立て何il^:^ちれらばべと暇だt>:-給へるがj^ 
ぎたが所ぁれば、子な坆んと見給4「雀0:子^S 

グ3:^0:5:>，じ>?^^:〇--惜し^:艰^ 
?:w^^5 V冬を^ギiづぎな：け^ 

を，の^ハ®；が f.乙 V見つせ)IrytvAr;^ 
め卜。少槪霉0;?1:-母^ど^-#^^^ 

が犹な於tのじ％^如の；かがぐ命 
撕險ぶほ％^一ft得^乙^ぞ£■常S献^ 

6〇;ぎぺ^--&ブた^.に^曆0わた^ラぢげ^か$，味 
1--いみ^$%0し^2び'ゅ^:饮§|1?ゅ如^ぎ^^^ 



陬4衣人に..Sと—デ似奉れ各がt^ジる、なぃけ()..^:您ふ^;も淚ぞ^^^ 
あ仓ひ^「呔づをざど1ん5-&5於卜 

^哀に5/^/>办^けれ。^皤が於ゆ^ 
殿に後れ給びu IどSみじ5-1 物ば思び®5;給ゞ 

がで側^乾ぽせ^-&^ら^いどでいみじ^:泣ぐぞ見猞 
すがK!5-^:^^t1:/^じ*に^; 

- ,* ^V.- 

• VてF冬び龙た^ぢなが扪知^ぬ莳草紀ぁぐらヤ^ぞ浒免む空赘^ 
にとデV泣ぎv^ 

取0'-生‘认咖必求を細らぬ免にかがでか聲の消WむとすをMど 

の靡0'がた[C酿氏の巾脒の&^ばや^贪1:,^^{£-物&絡一^ 
^^•1>;5,忍.伏給ひ：^れば1免知5恃^\レ^所に恃^心^ 

0;f^へばT好なぃ^じ$;， 
リじ及給ぶ光源氏がV;ふ序m見舉^給はむや。iorg捨て於^;法呢^ 

うれべ^:れ齡のぶ：人0御有檫な^。、Sで御消ぞむ聞ん 
あはれなる人を見◊るがな、がVれば乙のす^もの^7pft-か 

和 

源At物茆：荞紫 九1 
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-.: —葙汜榭gt l狩紫. 

I 

:空 

在贪Bぎ人を^^つぐ6;な1げんrたまs:•か{c立、V出づ•*§.た 
ょab加し5::なぼす。ざTCV腎Wと美くし和角分^ぢ2riか^、何人贫らむ:>ネ 

に明荪0;:欺めぬ—1ばや七思ぶ心深が〇:ぎぬjiv臥(>■給へ.-^^fr孤^撕弟チ"惟光を嘧び 
出で各す？*贫各所^れば.君もギがて聞ぎ鈴ネ。「1ぎ.ゲぉはじ免以げ1上じ只今な1;:人申 

10:に驚き^加^次ぶ^ぶ^ぎ.を、^:に菸以^^^ 
せ瞼へ^k5)れぱし〇思视給へて^'-^^ 

私^V敬L,\-x-rtcじ給べ:^^:-« 

侍れ^火叹敫ひ#に俄に-»议入レ侍^:0れど、^ぢや5:ぁる人の.し^ 
なが^べ^G%;r^々なる：^4はs上ほしぅ思CA給へつべみてなむsたぅ忍び侍6CVる。今そ 

な允忆も：^9;.給へ處v;ov即弩侰都參ド給べ^ 

他に思；&れ給へ，る人^れば、かるがるしき御有樣1はし^なぅ费す。'かく籠れる程の御物語 
贺拉一龙給汸.でつ岡忆齊の^ぼiれ:£ 

觀夕^於0;-^-だ見ぬ人^ 

兮翁PWAな^;:既を你ばに德火ど如^ 
び^ベ^:V.°••ををだぎ；^0'®に^ 

购碎&異怎ればiぢ吹及れ身¢外：がat 



滅 
氏 

'物 
語 

紫 

会 

:ぉになiぐ4 (もかS fとでiははつねま/ひてど 
ほ選4 Hむ:し繫聞ね'、ベ世け聞ほ惱:聞 
し.::くけ:1'ゲ，るあ、:こだ沒ば•るリに.1H •しむ人え•. 
立、、ir侍を:び5也•給た☆'な轉 

ものH :f aか貧H 窨::し：H牌 
% % ;L (しHぎ巧;は；レ鎏A語'•き！給や離 

言でづ:思宗Hg秦紐を貪侍貪〔の1各黎 
意にパ。以玄に’をす5り齒 > 44 す m XU、f 或:5本:f 
i tit|f：|：|i :i ti 無 %；m 

If felt ill 

|f:_l鱗修秦ぁ痛料參 
で部H聞母 
；>：il $勝を 呼f:瓣袭域M$. 

||f|fp轉iM翻■戈 
y'k^% W^ m IS難m零 

緣_齡解㈣■lll_ 
f I如111 ㈣If!錢 fit 
t f i f a 11 1 ^ I ^ Ml!| f ! Uff翁f念IK為誠豪f| 

|. 



淞北物gi 紫 九3 

か」^シ§なか^.つる行くへのな！^律-(C知ら^ほ心べて問a給べばrなく^6侍$し程{C之 
そ侍か.vo^'n^女^-1:ぞ。それi.t*oけて7pの-ma.0催七になむ齡の末R思-a給へ歎き侍 

名め.るjと-la^瀚ふゴれば4^炎ぼ^る；T 

間爻給以てむや。思ふ心あ連し狩きかへ：づちふ^^ 

..a-^☆すみfc,1:、Q;^^;lr*:-^^似けな^程^、•常のAi^^.:b^ず^へ^^ 

の給へばn;sと*しか•!へき#事な^i 

嘵御驚む雛1や^Wも士,1>女收人::1!:飞允な^れて為上な此^^:6給ふ 
ぇ^:^申.Sず。かめ 北の^-(C#ら；5待ぅて^^ 

.:t-f 1>給:-ix:nぼ赛き御•心:(c恥'L、ぺ V^'-I:< 
石漆-^:^乙ろに^セ〇^ゃぃ^:龙屬め待ちず。^ 

地多い，と^や^::L;^^»小ノし•々^そ^^ 
高^仰:^。少-^ぬ^^げ，な1航經.:0^^^^^^ 

^はわ犮^^土て>^炫:1.あずらす斟多べズ坌必スまれ輪はず^ 

如^ぅ更讨R竹，icB^も• Aの韻• 2ガ 
s:av 音:^の僩免、^の>し:-?ぅ^:^ょめ 

妙v;n议冼に-*,1:渡^^.ssmの；中^^^ 
べ.かめ抵^聞さ1^$ゃレ^^1:^^^ 





琴 

てとみ^f;5ち出：で:#はず？「妙北.思心給へ：寄4 
淺べは.，い/かさ」^の給ふ。，‘「滾Wろ討給は^御有樣玄办め過^給办^ 

，ないHむ^、かふがひなち為め齡杯ズ^ 
,乃さ*るや令：に,^部月を乙そ:-SLぬ侍れ.S伺;1:;^ま^物如舞 

S 土冏戈龙ほん令^、か、:5折^ぁ女が农乂本な七い^ 

ぬ:54t問t給^域〔分^: 
や侍^む^lo\^兄^ぶむ？^^.1.^身ひ^^^ 

いふが;aな^程に,•£御驚Pゆ.る3る、方も侍◊雛ければぇな:-ITぅけ給はぅ留めら.nざりけ 
る1 .法の:^^^^⑦攸^か^如;^ず^5财^は:6;?)の..$:〔^名4せ:5ぉぼ心憐^ 

彡多ま異な^心め瑕^:御凝ぜJ」:ip:走滁へを 
.冗.心解姑ta4御^泰4冰匁,1.1猶鄱4 

4'1.:5^^•戈て抑ic泣^給*aつ f 曉方私 
セつ•泠d湖1«匁が^^ふ迭；^澈の層览着ぁ以：；4%呤^^ 

•fてr吹$tJふみ山:^/>しi-c夢さ.:a6<淚も:-1ほす瀧のおとかな」。 ：." 

ふ：沒し5Xみ其®管:L妙石.a!#也^妁-5 
•£給ふ。明け、狩く空は4とぃ、た3霞みv,山の鳥^^へ^之はかとなJ<m1^ 

5於^^撒逢0f毋石蓋—庇1ずみあ--ベネめづ 

謹 



らBK:見^ふに1慯D.:3:^^ぎれはてね。聖ぅr• 

^科た5*聲の；れどぃ/2-5;すぎ^:^ 

女1:-念V--#.へ各.ルるIびlifl.乞r內 
:忠谷の^乙^：V掘^出\-^;い.どなみ聞ぇ給ふ--0.「今年ばが^(7)-- 

侍名まじき事^かな.か:-R:もm.a;給^&-•るべきか^': 
比心どま-:6侍.ぬれど两允$あぼ0>ムな•からせ給/へ/ふもかしどげればなび。^• 

^^^ - ^^ .--0 - - r -.•.^ -.. 

ム.C•宮人に行ぎてかたらび山樱風ょヶ、3きに來ても見-5-ベぐ」との^; 

Sそへ目¥知命^るに.VVぶ/で 

V礙最華の花^ち得たを乙^:-ち(>•て滦山樱に冷U卜 
「時あyて：_1度開<-,なるば雛かなるがのど」どの^ 

，，'•「奥山の松のとぼぞ^まれにあけてま於見ぬ花のがほを見るかな 
璺御まも.力にどこたて免つ5!?迅紙ひて潛都135'とぐ太子の百濟16得給へりける金剛子 

のず^の玉の:3うどくしたる、やがてをの國よ-CN入れたる笪の辟めいたるを透き/2る袋(C 

Kれで五葉0枝につげ心、*瑠璃の壷ども(S:御藥どを入^ 
ざ御«物^•も〕WV げ舉6給^0,君ll3?.i:,6,•味 

貪ざtJV;取すド遺した-^ければ、その、わたye):山於^ 

:澉忠物誑バ§ 九七 



[«•!ft-、物||5-:淞紫ゥ|:' 

r. _ 

1 

%ど1>.で^:\し货人|^に僧都太1給.ひで^ 

只命：&剛ぇむ)5vy2なu-。若1/御志^匕ば，今ra:3t 

:さ^^と同じ5;:^:;に(!).卜あ5:.^:($-^^ 

::/i:^:夕ま。れ•ほ '• 
.H'^-clrti?-^它^;あだ卜ii:立t>,5:き^:•-.か1-^:4容 

とお^:1な-3^:^ぢすで窗1^:^^ 

二る事&负御迦^-ん今公逄など數 
!,:^,か：卜の#從ば仕5,あつ合像らむと歡ひ給ふるを、淺ましぅあくら3せ給へる事」と恨み問 

ぇ^-rl:-*^とIW'みじぎ花.0 
一^まA.-。^:^:<-n0-苔のJ1になみ居てかはらけまゐる”落ちくる水の5まなどゆ^ある浠の 

もbをtm中將#kj、s犮な点げ，枳嚴 
な1>;で4ど1&、の聲の^な^黑^既 

'■:.••.惱み私^•:に*:6--:•思臉 
一一Iの嚴集夂#:藏#'•を^^笛捧/2象名ず^も0など^:ゲ:°-僧都き/t<を自らもて參备て「これ 
|唯氣第矿貌久遊ば^す同じ^は^.0^ 

•一と■へ雛^もが&ど聞^化へどげ^ 
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1. 

1^ 

と、^ぶ♦かCA-なぎ法師ねをは^も淚を落じあ：ベ• F 

觅.か^&人の御有檻$:'••:’見ざ次つればfこの世、の物ども.鸯 
「^ぱれ何のyぎfに七か• v$-!g»-^ 

礙〇S見るば^と次む悲by3どで目の^^ 
が^^^給rir&「宮0:瓶^的^^1々も勝6給へ5^か?-'」^:どの/2:^-ふ^ 

子0な^で# ば^^せ^M-:ど聞ゆれ®vy5;^ 

恭遊は^繪がいへ給ふにも源两の君どつぐ^-出で^ 
づテちに參卜給ひで日ざみ：の御物語&どざ艺^^ 

覺-b;めli:たゼ，•〇聖の尊が^げ«-乙どなど問11せ給冬 
をべぎ^のにご^お-めれ。|作^ 

输味せ吹ゲ〇大殿參^>あS給，びて「御迎ic‘£思a給s q 

思认慨ゲてなむ。0'-どゃがに-ニーぼぅぢ体み 
給べ^-、'さじ‘极ネねどぴか3-%て黽で締ぶ、。我が御車にめ^ 

奉れが。知免が1>/づぎ即も雖^ 
にもあば！>:±すら^.と心づがa:し給ひて、：久しぐ見鈴：ば 

クらa衡fe'.ど‘V.の'ベ給べf o< 女君れの^^ 

乞铪认4辛^:^でゎたゲ給べ$。^々^ 

余 
ブ 
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じ/y含給ふ事も雛ぐ11しうて7Pのし給へば「思ふ事かすめ山みちの物語をも問ぇIT 

に，SAが64あゲてtかしう： 5ちS,らへ給はy乙を哀れならめ。1H:には心も.解けず疎く耻 
バがしき^:のにあもほして年のか3なる(C添へて碑心^へだてもま5るをSと苦しく思はず 

:•にf#/vは世の常なを御け.しき11'ばや..0堪へ卿う'わ.づらひ侍りしをも、いか<とだ 
給はねrje:?珍しからぬ/sJとなれと猶うらめし：うJ,と聞ぇ給ふ。辛うじて「调はぬはつらき 

.%:の{CやあらむJとしりめに見おtせ給へ^まみSとはづかしげ(<:けだかううつくしげな 
，を御かたちな6'-,.-0「まれまれはあ3.¢しの物:#•や-0tばぬなど言ふきはli乙とにこを侍るな 

れプ心憂.<;もの鈴64なt,がな。世と.共にばしたなき御もてなしヒ、もしおぼし直る折もやと 
:とざ玄•かうざまに試み聞ゆ：をいとV 4Aぼじ陳ひなめりかし。よしや命だに」と^.よるの 

，おまじに又ヶ給；$ぬ。女哲ふと7^<か給はず。聞わ煩；3給ひて$ち歎きてふし給.へ.るもなま 
心づぎなきにや^らむ、ねぶだげ{Cもてなし：てとか5世を覺しみだる、亊多かぅ。Jかの若 

草の生；5出^ひほどの猶ゆか，じぎを似げなき程と思へ6しも乙とわ6.ぞかし、•いCAより雛 
S事(CもあるかS.J:>いが(C構へ1:-唯心やti'ぐ迎へ取办てあけくれのなぐ.3めにも見む、兵部 

卿の宮ばいどあてになまめい給へnど匂64やかに7XどもあらぬをSかでかのひと？:うに覺( 
:ぇ給a::o;もIf、ひとつ-含さ'いばtなnばに 一 

セがど深$ネもぼす。又の日御文奉れ給べゲ。僧都にもほのめがし給ふべし。尼上にはTも 
セUなれた，ゲし御氣色のつぐt''us:に 

冗 
备 

4 
M 

fM 
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17,かばか6刖ゆるにて戈、、あしなべ-y2らぬ志の程を御贺-1:まらばいかR嬉し，うj衣どあう。 

なかRふひ3く•引き結び、V、：••： _ :' へン. 
「顶かげは，身^：^はなれす山楼心:0か:^^とめてC:しか:if。ょのまの風も後め^くなむ」 

とあ^^御手などはさるものにて、唯はかな-5おし包み輪：へるさまも、S•たすぎたる御めど 
もに、は目もあや'{C-Zのまし-5見ゆ。あなかたはらいたや、いかC聞ぇむと^ほしわづらふ。 

「ゆくての御亊はなほざ々(.(:も思；5給へなされし文、ふ6はへ；させ給へるに聞ぇさせむか 

穴なくなむ。ま龙^(;:はづをだにはかばかしう續け侍らざめればかひなくな1;。さても 

あ^'-Lふ-:<尾上の樱散ら^^を心とめけるほどのはかな-5。いとぐうし/>め'^う」とあ 
4。僧都•の御かへ6TP同じ-'sまなれば口惜しX.て、| 士二Hあ.CVて惟光をe奉れ給ふC「少納言 

のめの土といふ人あべ七。尋ねて委し乂語らへ.」な*£の/2まひしらす。^もか、らぬ限なき 

御心か^。-Sばか60sはけなげなりしけ.は:-CAを^ほならねども見し程を思ひやるもをか 
し。；QV&AJかう御文あるを僧都名かしこまり聞ぇ給ふ.〇少納言にせうを:C1してあひた6。委 

し乂>もほしの/2^:ふさま大汸の御有檨など語る。詞多かる人にてつきづ夕しう言ひ續く 

•^ど、S とわ^^名1a^ほ*^5:いか:(c^ほすにか-A'^'-Lう^む雜もffTP^ぼしける。御文(<: 

もsと懇に;#$給ひて、rかの御はなちがきなひ赦見給へ.まほし^」とて、卿の•中なる(Cは、 

「あ§か山あ3 くも人をおもはぬicなど山の井のか-itは^るらむ」。御かへし.0 

「汲みをめてくやしと間きし山の井の淺きながらやかげを見すべき」。惟光も同じ事をき 

源氏物gi荞紫 101 
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乙ゆ。「，ての煩a給ふ事.:!/>しくはzの，ご：/>すぐして京の殿に渡6給ひてなむ間ぇ 
あるを、.心も：<!:なう，/?もほす。』藤壺の.宮惱み給ふ事あ6てまかV給へぅ。うへのあぼ 

りかなが6歎き間't給ふ御儀色もいといとほしう見奉-CNながら、斯る折^にと心もあくが 

れ惑ひ^かづ.くにもいづくに屯詣で給はず。內にて省1|1にても#はづくづぐと詠め藉して、 
怒石れば圧命#^せめあぅき給ふ••°いかゞたば•かぅけむ、いとわぅなくて 

は^免ねぞわ，びし.きや？宮戈あSま-Lか6;Lをおぼし出づ，るだRょと典の御物思ひなるを、 
SV?だに々みなむと深.う盈しy2v9.に、'い4心憂4て^ 

う72げ苁、^6;<!:ズうち:^けず心辉う耻，わ^げ^る御も'.1:なしなどの猶人に似^せ給はぬ 
••'$:"な、どかなの妁な.る4と*^:(cうち交^.鈴はざ.办.け.むとつらうさ：へどおぼさる、。何事をか* 

は間ネつ乂し鈴はむ。•ぐ'らぶ;0山reやど々イ取6まほしげなれど、あやにぐなる-M 

:-|^イ'^^'^m乂液まれ^る夢の.中に^がて^^るV我が^^ 

給^^^^がに'玄，：J けれは、f :'V 
:へ^世がた，Jに-Aや*#/.む'*^ 

ま7Pいと乙^力^4:か%でけ^し。命滌^ 

I•て^^ぬに臥;'Lメ^Np給CAつ。御文なども例の御覽じ入れぬょしのみあれば、常の事な•か 
らも.つち--'5:いみじうおもほしほれて::.:->うちへ^參ら\土一兰 



にか4御^.かせ輪aベ'か:fe-:5^ 

功とおぼし欺•*•<•に惱.u;s^^$';.6.#*'gav、4^^ 

ず。誠に御心^例のや^に冰^乜;1.^^.ぬはい.かなるセか上^知 
ば、心*5く^Vかな^む4の，み^ぼ:'-t亂る。•あつき ！ 

，な1給へ.ばいと七る名ほど:^^人々見奉4咎むるにハあ^爻しき御すくせの鹿 

思^ょちぬz4^:^:^、：:z:の月^V、奏 
はしるう：あぼ:L分くi;^-あ：^分 J-:-*o.御湯殿^,^(c;.^親し3壮-5^つ:.{>:^^ 

もしるく見奉ぅ知-ni^御め:©:とrめ辨命婦-^^ぞ怪-L 

ちねば、猶遁れ難かクけ义御宿世:5:ぞ命熵はあ3嗦しと思ぷ。孢には御4の、けの^ぎれに 
セ^みにけ心^な;5あは七^;.1>け^^''5^ 

哀(Cがぎ6なう说され.<御.使^^の：ひ爻な含もそち恐,1>う物:5:->^ 

•の，君も^ゼろ>どろ^-5令攻異な，る夢や」見給ひ1:--、、合す，るも.のを召して問はせ給人 
なうJi-L-も；かけぬすぢの»を合せけ： 「士のなかにたが；ひ 

侍る」とsふに、mしく覺免て「み：づからの恭^ 
V•爻た人R^:似ぶ^」么-0給び^；^心 

:宮の御^[iaぶ給.Wてい飞t:3る^み4ゃ，;^视し.合せ給ふ(C7いとくしく V 

盡.し[1[1ぇ給へど〔命猶^^ふ；に5.とむ、 

:w;J3t物？5>苦紫 5 
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淞氏物giハ^紫パ Is 

か-^き一く:^うの御返6のたまさか'^$じも絕^はて代た60七月にな$てど參6給ひけ 

る。珍-Lう“あはれにて‘いと^!しき御思aの漉かぎりぶし。少しふくらかにな6鈴ひてうち 

惱みおもやせ給べ^、は.^げに似るも，の.な<め.でたし"例のあけ茲乙なた(Cのみおはし甘し 
て、お遊もやうやうをかし'^乙スなれば、源-ftの君もいとまなく：§しまつはしつ、御琴笛な 

ど^^ざまに仕うまつらせ給ふ。いみじうつ\み給へ:^忍び難きけしきの漏6出づる折み、、 

宮もさすがなる事どもを多く覺しつ:A-け、4。』かの山寺のAはょ/)しうな办て出で給；3JC 

け；^。京の御すみか尋ねて時々の御せうを乙な：：CIあり。同じ3まにのみあるもことわうなる 
う-t>に、この月比はあ6し(Cまさる物Maに異：となくて過ぎ行く。秋の末つかた，いともの 

心ぼそくV撒き給ふ。月をかしき夜忍びたる所に辛うじて思a立ち輪へ.るを、時雨めい•てう 
ちを>ぐ。おはす;5所は六條京極わ:/2<=>に:1:、內ょ^なれぼ少し程遠き心ちする{;:、荒れた 

る、家の•木立s:>^の.ふ点てNJCらう兄^:-^るあ6。例の御供--(C離れぬ惟光なIf「故按察大納 

言.の家(C侍40二：日物め72ユ:^にとぶ^CA-1: 

ば何事も銳ぇずとなむ^して侍6し」上側ゆれば、「あはれの义や。とぶらふべからけるをな 

ど如•$なむとも物せざうし。*A.i--1:消*^乙せょj七の給へば、人入れてあ犮いせさす。「わざ 
とか,<立:^>每;6輪〈.^*事」と言はせたれば、入-CN1:「かく御とぶちa{cなむ^はしまし*る」 

といふ卞、驚^て-1い土かたはちいたき乙とか^。乙--0日ご-/>むげにい^たのもしげなくな 
:>:せ給^に太れ虹御對为ん衣ども龙るまじ」.へ^7PT-Eし奉；bl;はかしこし|とて南の 



廂.^きつく;/>以:1:入.れ事^。「いと-1;つか-1.げに待れ^か;1..乙まヴ七^^^てなむ。ゆく6 
な..5物，深きお:tし所ic^む」上聞ゆ。げにか、る所は例に違ひて.あぼ^.る。r常ic思ひ給へ立 

ちながら、か以^^3^北のみも.てな*3せ狳ふ妃つ\^れ侍“てなむ。惱^せ給ふ|をもか 
•くともうけ給は >しざ^けるおぼつか衣^」な:^聞ぇ給ふ-:〇「み^<\心ちはいつと^ 

み侍.；。限の-^まにな';6侍^ズSとかたじけ^く:Ar.ち寄らせ給べるR、みづか^^卯爻3せ 
ぬ事ハの力せはす-^事のすぢフ为ま；^か^^；Uめ:bかは>.bぬやう侍らばハかくわ6なき齡過 

..f.lc侍•必ず >ずまへ^せ給へ::'0'いみ*.1:乂心觚げに：見給^ 
U]心a給へ.られぬべ夕」など聞ぇ給：へ6°いと近ければ心細げなる御聲絕兗絕ぇ聞爻て「いと 

忝—わ^--ii:^)待；か^。^の君方tcかし之ま6免聞免給aつべき程ならましかば」との給 

ふ。あはれに聞き.給ひて、「何か淺く思ひ給へむ乙とゆ焱か3す§ずきしきさ^を見ぇ奉ら 
ひ。Sかなる契(Cか••.'%見奉らそめし >ょ^\哀に思a間ゆるもあやしき-1で"乙の世の事には 

费ぇ侍らぬ^の給ひて、「かひなき心地.のみし侍石'5:、かのいはけなぅ^の.し給ふ御一猶 
Sか<か」との，給へば、「$でやょろづお兑ほし知らぬさま£c^ほとのごち4入ぅてJなど聞 

ゆる折し^、あなた;16 くる音して「うへ乙を、この寺にあAし源氏の君こ>VおはLたなれ。 
など見給はぬ」と.:e)たまふを、人々SとかたはらSたしと思CAて「あなか先」ときミゆ。「いr&. 

見しかば心地のあし-S慰め.きとの給ひしかばどかし」と、かしZきでと聞き得た6とおぼし 

ての給ふ。いとを；かしと聞.き^ま.へど、人々の若しと思aたれば、聞かaやうにてまめやか 

诹氏物|3矜紫 lg 
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なる御とぶらひを聞え置き給aてかべ6給aぬ〇げにいふ♦かひなのけ.はaやOS6ともいと 
ょぅ敎ベ'1::lrとおほす。^たの'日もsとまめやかにとぶらa聞え給ふ•• 〇例のち；3さくて、 

「$はけなきたづの一聲聞き-1.-ょ4あし^((:なづひ舟どえなら^。同じ人(2:や」と、殊更 

を.ro^x省き/J:し給へる？^3みじラをかしげなれば、「やがて御手本に」と人々き乙ゆ。小ノ納 
言ど^えた石。「問はせ給へるは今日をもすぐし雛げなる5まにて山寺に擺.0わたる程に 

て、かぅ問はせ給へ;5か:L乙ま6はミの世ならでも聞えさせひ」とあ6。いとあli.れと办ぼ 
す。秋の夕はましイ心.0やとまなくのみ覺し亂る、人の御あ力办に心をかけて、あながちな 

るゆかV6'T^尋-^まほし^心も增み給スな--5べし〇「消免む空なき」とあ6し夕べあぼし出< 

Aれてr戀しま/2見劣〇やせむとさすがにあやふし。：-::…：' 〉 
:「手に.〇みてい〇しがも見む紫のねRかょSける野邊のわか草H十月に朱雀院の行幸あ 

■るべ^。-ta人な，fやんrとな.さ家の子ども上達部殿上人どもなども;f.の方に〇きづきし 
:-^ば紫え^せyaまへ；nば、み乙^ち大臣ょ^初めて士 Aど.csのざ*iども習a給ふいとなし0 

山1人に;^、久し.5tザれ給はざら.けるをあ：ぼし出< 
へ6ご士のみあ4。•：立ちぬる月の％日のほどに^む翁^空L乂見給へなして、せけんのだ 

う6なれ;^悲び思a給ふる」な；vある^:見給ふに、世の中のばかな^も哀に後めたげに思へ 
1し^もsか爷:-bでハ幼^程^戀ねゃすちひ、教み^ 

もか>*bぬど思-a出y八揭か-^ずとぶ^,CA給へjc;少納言^^なかちず御返6など聞ぇ'/2办0 

ザ 



いみ^ど過^^京の殿に^むと.間、せ給、へば韹 

•rげ:{c^れ^る所め人沙な^るにsかに.幼き*A恐しか 
少納耆御有獠:^どぅち泣令つ.：人聞克續:-<--る^、、あ^ 

■むと侍^:^姬思のか上骑なバ憂き^ 

.の*:>-、^たはかばかしa-Aの >飞;^け.5:名見知：4給はず、なかど^^ 

ふな-.^中の.、あ在づXはし^人に-Cやまじ6給は9なぞ過ぎ.給aぬる名iliと典 
欺含-9る.名しるき事多メ传るに、斯かたじ付な^なぜの御言-0葉は、後の.御心も/2ど々間-t 

させずsと爝しぅ思a給へ•ちれぬベ含：折^しに侍りながら、少しもなず^ 
物し給はず”御部ょ.^^若びて潛ぶ給<h.•ば、いと傍：く侍^」と開ゆ。「何かか 

し-1!9£しらす^心の程--VOAみ給ふふむ0その.かひな含御有樣の哀にゆかUぅ覺1給 
ふも、:t>ぎ6殊1Cな-1;心なが^思:W知られける。猶人づてな，ちで!H]^知らせばや0 

:いゾあしわかのIili(cみるめはかたくとも^は，立ちながらかへる波かは。めざましからむ」と 

の*まへば、「げ、に•乙^^ 

「寄，石波の;>6もしらでゎか;0湔苁玉藻な'びかむほどぞ--5きた 
兮のな*n^2るに少L罪許;'Sれ給ふ。「•衣ぞ越:-tざらむ」とうちずじ給へるを身に--Lみてわか 

き-Ab思.へり。»は上を戀a間え給ひて泣き臥し給へるに、御遊びがたきどものなほし着/2 
•る人の公はする、-??のあはしますなめ6」：と問ゆれば起き-mで給aて"「少納言よ、直衣着た 

1 : • 一5g 
,• • • *:•!•*••• -‘ ， • ’ • • • 、 

: .-- ‘ 

隱謹^類議雲«, 



•$o>:bむはいづら"宫のおはするかJとて寄ぅあはしたる御聲い士らぅたし。「宮にはあらね 

ど又^、もほし放つへぅもあらす。乙ちjとの給ふを、恥かしか6し人と3すがに聞きなして 
あしぅ言；3てけ？とあぼしてめのとにさし寄りて「いざかし、ねぶ^きR•」との給へば、「今 

さらなど忍び給ふら.If。乙の膝の上(C御とのごもれょ。今少し寄6給へ」との給へ^、乳母0 
「3れば乙そかぅ世づかぬ御程Rてなむ'とて押し寄せ奉れば何心もなく居給へるに、 

手をさし入れて揲6給へれば、-^:ょ、かなる御ぞに髮はつやつやとか、6て末の^ふさや 
かにさぐ{つ对られた^ほどいと美1ぅ思ひや^る。手^執へ給へれば、ぅ?2て例ならぬ人 

のかく近づき給へ::5は恐しぅて「寢なひとSふものをIとて忍aて引き入-〇給ふに〇きてす 
ベ6入6て「今はま/>ど思ふべき人。な疎み給ひそjとの給ふ。乳母「いであなぅたてや。ゆ> 

しうも侍るかな。昍克知らせ給ふとも觅に何のしるしも侍らじ劣のをとて苦ムげに思ひた 

ねば「§6ともか-\:5，程をいかメはあら1;。猶唯世に知らね志の程を見はて給へ」とのた 
まス。锻降6荒れ>1:すごき夜の5まなひ。-1いかで 

,'5ち泣い給ひ：<いと見猞て雛き程なれ.ば、「御格子まゐ$ね。もの恐しき夜の5まなめ^を、 
との^人^て侍>:b-lfc人々近う侍らはれ,-J:かし」とていと馴れがほに.み歡の內にか含抱きて 

••AJ#へば-.>漉/tぅ思ひのほかic;^土あきれて誰も誰名居^乳母は後めたぅわ6なしと 
思：へど、あらましぅ聞^騷-rべきならねば.5ち^ruo、居たA若君はいと恐し乃、いかなら 

むとわな八かれズへ:^^ぅ〇くし^御はだつ^もそゞ八寒げにあぼし穴石を-らぅたくあぞ 
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ぬ。ま-/2人も出V來ねば蹄る本情なけれど明け行く空もはしたなぐて殿へiはしぬ。をかし 
かす〇るA-の名.^戀し:<:獨袅みbつく，臥し給べり。日高う大とのごもりおき♦て、文や6たま 

ふに#んべ>-•言の•葉兑例在らねば浓う'ち谠さつ;\:-すさ.び居給へをかじさ输^:どをやり 

給^。へか^でせぼ今fnbl).宮4た々給：へ、；年比よぅもこよなう 

rの'^とやA'-^^i.c寂し&れは^見渡じ給^^「ふへ^所にばいかで 
す^し.給はひ〇猶：かしこ(.2:渡じ奉ヶてむ；0何の所せき程に.もあらず。^^ 

H3ぶふひな.0?君ば若さ人ネな.どあれば諸典に遊び1::^ 
近〇呼び寄せ•奉6給->Nる(Cがの御5つ かのSみじうt-ん(Cしみかべt給.へれ 

の；御に•ほび^〔御ぞは：い：左なぇv^j;6 

6石人(tぞa給べ、る：よ.ず時^がじこは 
a-il:.人冻心聆ぞめ飞Wをぐか折Kじち物し給はむも^:苦b,うじな^ 

ぼ蚤々と;%'暫eはか^t«はじまじなIT。小ノじ物の：心^^^^ 

条4>ふ、は侍る^けれL1:-と聞ゆ:0-夜邀戀ひ聞ぇ給ふ{Cはかなき物名問しめ3;ずとてげにいとい. 

た543やせ給^saど^V?-ぢあでic:_ぶ^ 
.^なき.人め御事ばが«'5:し。:^ 

si心細1?*を思びV泣• S給へぼへ宮も.-5ちな 
明Bわたじ樂がむ」な艺返す返す乙じ叛へ^きて出て給ひ^。名殘も厲^^ 
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会じ•ぇに侍獅泛哀•間け;人:給:穿書# ? 

:好:■雾!::1餐鈐 
:%てばEるどが替▼裏名績き氏言兔油 
^ £ & 哀.在を2 g ^ f f : ^ ^: 
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麟|茗:轉If场M:轉if悉 
_簡 
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i f 01： ^ 11 | l ^ 1 f 11 i|, 
II!域 f_l|lt 鶴呼 I 
-1 rl |i'I l：t f till t ^ 
屋 |ffp 轉 _ff__11 
蚤を今n _暴、: は歹含つHをnz 
ど噛7*-f ^御ぶす給4ぃン4 k S ft* 2 f 
も迎会ろ冷すネVるは5 $备b 2咏樂I 
のべ，I參kき仑もSざに，坆憇ミ奔条 
f;:s、|をれ！”ぱ_”钱妓 
4^ fぁぃも次なも：念:坌i fルJ货浐 
全：^ tうた思くるあ納な宮A序，く ？レ 
參もて、3うaも御ら言く•聞と惟しと：な 
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’:-<fiM-aB:aa一^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 
^-.rJ^jlr^^^T^"^~:T^IJ-」•»'V、- v「---^1-rT-^7n-.*lir4 i .-•: 
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方來ぬ，を.灸ろが.にや」などあ如^由r6:「明盱俄に御迎人^ 
•^^^:ぐてなむ。年ご/>0蓬生をかれなひも-§:ずがに心ぼそう、恃ふ人<、も思ひ亂れて」と 

:wとずんな(C言‘ひてをさ^}さあべし^(iず物縫a營ひけばaなどしるければ參6ぬ0』君は 
失殿ル坐しけるに例の女君.とみicl^めんし給li:ず。物1;つ、かしく逛え給aてあづまV】す 

二が.vきて.na*ちには田をこぞ.作れ」と1/\ふ歌を聲ば&ど^玄めきてすさび居給へ6。參ぅ 
为れば’召^寄せvglsla給ふ。「朱か^かなむ」と聞ゆればP惜しう/'ほしH 

なばわざと迎べ出でむ^;す^ずきしかるべじ、を^なき人を盜み出で/2ぅ土、も^き為ひ 
な.ひ：その先に暫し人にを口がためて渡してむと銳して、「嘵かし.乙にものせひ。車の3う束 

•冷衣がち、隨身1へ人二人仰せおきてたれ'jとのたまふ。うげ給は6て立ちぬ。苕降 
まじrrfta-i:あヶ1:^<5Vかましきやヲなる.べき事■ハ人のほどだに物^-思a-知ゲ、女の心かliしけ 

名取•と推U-;!:られねベぐば^のつねな，c>、父宮の尋ね出で給べ>b_びもばしたなうすビ/>な 
ギきをぼU-亂るれど、ざ‘てはづし1:.びはいと□•惜しがるべければ^だ夜 

女普例0:俊ぶじぶに心'^-.解けず孓のし給ふ。「かし乙に^どせち^.路 
:が給：へ出^Vなむ。立V歸-6*'參，令^な^Jどて出V 

方に，で御直衣55:-^は奉る>:o惟光ばが^s^馬に載せ1:*おはじぬ。門打ち敵かせ猞へば心も知ら 
ね者^^け^るに御準を^をら引きA-れ3;せ1:.;v大夫妻戶 

知6て出で：來たゲ。：「 
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為、ろし給ふ夕少納言「tsぶ夢0心ii!i:b侍る^ 
「务は心^、4'*0齦みづからは鴻,|>奉>つれば、還4攻むとあ.:^>ば送6せ.むか.1;*」士の給 

わ々なくて•お^.a,?俄{tあ：声まし:5:)Ife)ぁ靜ならず 

給ふべ：^有梭i!:か;:0と^尧か 
ベ会ち^をさずが1C'#\し.けれ.ば念じ居た6-'o此方ば住み輪はぬ對なれば御帳など^なか 

为.好4。惟光め：し：ぱみ 
スル為ま:^衣ど农乂5].さ々く/.ふば、亦づ[ivB..れば:• >以^ 

办ボ大殿籠戈ぬ.-〇若君は^とむ^つけ，ぅ，、分^ 
立て:\洛1'.泣含給は’ず>^少納1か許.に寢>」^9^ 

、.#ち&な»:•と.敎へ•、聞ぇ鞒へi、ば51俺^でて泣き臥.し給へ，1 
ず泣含居穴^!^.明け行く受ふに見渡そば:;:>おとく0つ¥ヴ含凌泛つ：>^ひ.ざま返に 

庭^すが/ごA玉を®ねたらIT.:や^^見ぇ：て輝^心地す^^ 

にほ女など%•••さぶらはざ淡け:^t疎令凌>あぅと衣ぶの參るを^^P.の方な々け 
ぞみすの.と•に、あ^,け：る。"nが-^人迎：，<smベ；^ど間T人は誰^ 

:siめガ>.細先つ‘御が乙及たにt;ゐる#U商^ 

§兔へf入^夕.-〇欧てtをは迎^ 

す劈小力殊更に參れじ士あ女ければv>とをか:1>げはて四人參7>たA 



一れH臥し給へ.る^せめて起しで；ハT1(か5芯蔌！.^はせを。すゞ7>^ 
や。女は心やはちかnffむ，よ^jなど.^^方敎べ，聞t給ふ^ 

“：.办も^みビ-$.淸ら^^、なり^.-1>^^^ 
見せ奉>:^御41につ)ん％今」乙と^^を皂給ふ。や5やう起き居て見給ふ。にび色のこまやか 

•なるがうちな免たるども^•着給；S1:何心な乂うち：灸みなどし1:思給へるがいとうつくしき 
:に我もみち笑まれて見給ふ？aんが:1;のた，Sに渡：ヶ給へ■るにg 

ど贶含給べ、ば、霜枯の俞栽紿に畨け^や、う^あも.1>スくて、見芩知6ぬ.四位五位乙き^ 

Wまな5'出セ入ぅ0^(げにをか^き所がなと^ぼす。御屛風ど-%などい^をかしき繪を見 
.-?v慰めて^はする冬ばかなしやr君は二三日內べも凌ゐ6給は\し乙の人をなつ，け語ら5: 

間ぇ給ふ。やがv本ic名と•あ.ぼ•す^令'、.手潛繪在どrcまざまR番きっ、見せ舉6給ふ。いみ 

じうをかしげに锻ぎ集め給.へ•夕。.「.^3じ野セSへばか乙たれぬ：Jと紫の紙に# s給べる墨 

つ.き©S:と乙となるを取4て.見居たまべ^ぷノ:1;ち^3くてで 
极ば見ねどあはれとぞ思ふ武藏野のEわげわぶる草0ゆか4VL:土あ办。「いで君も趣 

S給^Jと•あれぼい「受だようはfかず‘」とて見上げ•給へ，る.が何心^乂 
ちほy^^で17X.からねどむげに铿かぬ；そわ•/)けれ。敎ヘ間免むかし」：との給へばうち.そ 

ばみて进い、給ふ丰つき、'鱗と^;給，ベるさま(のをさなげなるも 
らあやしとおもぼず。rn#き损ひつJと恥ぢて隱じ給ふを强Wて見給へ.ば，： • V/ 

1一- ■- ■ ■ - : •: ド—I .MMMHH 
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;)源氏物，餅，：、若紫 1 …：：ナ--^ 

•;:.ぐ「か，こ〇べき故をしらねば^ぼつか^いかなる草の^-かうな号らむ^^ 

お以'^:き見あ1::ふくょかに#い給へ.之故尼君^ゼ似^办ける^^ 
一ど1ゥ帯シ給ひてひと見給ふ:°ひ\::ななどわざと屋ど^作-グ續けて諸北ハ{(:遊びつ、乙ょ 

な笤物思の‘まぎちはしな$。かのと噠り.にし人>/、宮渡6給び^ 
らむ方な：ぐて：?:,わびあべみける^暫-l>火,R知らせじ」と君.も•の給a少納言も思ふ事なれば、 

せちに口が/2め^クつ:S.唯「行ん一:へ、冬知らず少納言がゐて隱し問免た 
: に〈宮兑いふか^な5;4ぼして、「故尼君もかむ1に波6給はむ事を3と物し^お^ 

I じれば、めの^--V?とざ'じすぐし^る.心ばせの2b.ま々--^おV?らか^わ/23むをびんなしな 

どは^はで^むにまかせてがてばふ^か^Pるなめと泣乂泣ぐ歸ヶ給aぬ。「もし聞き出 

; で，Gば吿げ1-Jとのたtぶも^.^ち.^ 

一•く，でJ-->あ^feじかず-U御'か^ちなH戀じく悲tとあ^^ 
I ひげる心も失せ1:.我が0に任せつ：ベ：3:A毛ほcけ々に^^ 

ゃう.やう人參な集>to--;oi御fe.^びが^きのわらばべ：ちごども'いと•めづ^^ 

有樣どもなnぼ、思ふ事な4て遊びあへぶ.。君は男君のおはせ，ずなどして 
i などばか妒ぞ括君を戀ひ間£給が1:•う：^泣ぎなどし給べ 
| ず1も；と伞す見な&ひ聞泛給は^な^び給'へ-^ 

一本じ银乏聆ぶ。物|办おばすればま：づ出で向ひ尤^^^ 



か竦く恥L*¥灸思^た^ず、^る方はば^ 

ゲ何ぐ取と:?/0一かし含すぢにな-$ね孔ぼハ我が心地も少した：がふ 
れハ人も々ちみがち(.t思の外0'-事7P尨のづかち出で來るをd Sとをかしきも1:あそびな'4。 

むすめ：などば：^、かばが^:•に5 
えし.%すさt:じ’ざ^、rてれは〔S、之^戈かは汸*るがしづさr Sなケと^^ 

•，末^摘^ 
:•••‘•«•% ••,: •』：，：• 

-•ノ. •««* j • ノ • • «• •; 
:^ 

思べど洛猶飽かざ--.6,1>.夕顔の••露に後れし程の心ちを年月經れぞあぼし忘れず、••乙S毛^ 

乙：もぅ、ちとけaかぎらのげしきぼみ.心深き方の御sどまし;3に。け 
あはnR似る^の；なラ戀し^*^:ぇ給ぶ:0V?がで上とごとしき^ぼ£はな 

らむ人0;、つ>:會じ含事ながもむ見つけ.てしがな；.とこヶずまに存ぼ^ 
づきて卵ゆるわた1;は，御耳と:^6給ばぬ隈な：きに^ 

るぁた办[-(:てをは，ひ石^-^^をもほの，め^ 

Sを^あ兔.^じぎ^-^^.目馴れ^石や。つnなう心づ，よきは4た•とし 
かさなど、あまA物のほ：と§bぬや^けr.wてし%.過ぐ：tはてず名^ 

ほ:1>き方1C定Iな^す‘るもあれば、.の^凌WさしP 

碑it物SS!末摘花マ 一一七 
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襲^^ 

淑氏物訪•末摘佗 二八 

は妬う览し出づ•。荻の葉ネさ；ヶぬべき風の穴よ6ある時は驚かし給ふ折4あるべし。ほ影の 
亂れた6しさまは又さやう.に、て.も見まほしくおぼす。大方名殘なき物忘^」ど1乏.給はざ6 

ける。左衛門の乳母とて大威の尼君の3しつぎに、覺いたるがむすめ大輔の命婦とてうちに 
恃ふ。わかんどぼうの兵部の大梛な^:がひすめな力げう。いとい.たう色好める若人にてあ6 

けるを君名召じ使GAなど•ま給ふC:母は筑前の守‘のめ“てくだ.cvtcければ父君の.^とを里R 

て行さmふ。故常陸のみての.末にまうけて^みじうかしづき給CAし御むすめ心細くて殘6 
居給sたるを事の序に語々聞え.ければ、r哀0/や」とて問CA聞き給ふ"「心ばへかたちなど 

深き方は£•知〇侍らず。かいaぞめ人疎，多てなし給へば、さべきWなど物ごしにてぞかた 
、b-ひf#.るPきんをど愷がしき•fbaAと思a^-^Jと聞ゆれば、5 

たてあらむ」とて、「我(C問かせよ。父み乙の3やうの方にsとよしづきて物し給ひければ、 
办しなベ-G',の毛づが；3にはあらじと111心ふ，-と語らCA給ふ。「さやうに問しめすばかりには侍 

らずやあらひ」といへば、「Sたうけしきばtしや。この頃の朧月夜に忍びて物せひ。tかで 
よ」とのたtへば、煩はし^思べどうちわ*6も.のどやかなる•森の、つれづれにまかでぬ。父 

の大輔の.君は外R;e住み.ける.。乙*v(c--は睁 

ずr贩君の御あた々をむ〇びて：2:.->(cは\<-るなりけヶ。のたまWしもしるく sざよaの月を 
かじきほどにおは，したう,:0「いとか为はふい^^;や 

kざめる(CLI:ど閲ゆれX、「猶あななに：心たヶて唯-*聲催し聞ぇ义ズ 



を〕と：の为建へ：は、為ち^け^るすみ：かにす承泰4て^ 

、たれfだ格糸名さ杳がら梅のか^か#きを見いだして物し給ふ。i、き折かなと思ひて、 
「御琴の••一:?い"かie途SX侍^^ 

おた.ゞじき出^{£^う时^まはらね乏，そ‘口をしけれ」といへば、「問き知る人乙をあなれ。も 
ベ > しき行さかi火の；聞•スばか4やは」と^召^寄す-6名あ1>>なう、いか < 聞含^ 

;_夕ぶ石/0ほ：のか'(C掻^な总じ給ふ:：0をがL5I1Bゆ。ハ何ばか深き手ならねど物のね‘♦からのす 
:ぢ異なる物なれば聞き^'^、^おぼさ>れず？い、ネ^^5荒れわ^/>てさびしき所代、^^ 

冬の人のふ，るめかじ.ダ所せ^か1>づきす焱た々けIT名殘なべついが 
らHかや^のWに^-そは昔物語^ 

ま^-^，おぼせど；r;•う•ち^けit，やmぼSむ^^^^ 
セ、^た5#なSさせ•奉ムじS忍CAけれ^^ 

る厭びがほ{£吨乙そ7-0入r心のど-か；にを.\°み格子爻ゐi 

fenば「ながながなる程に^もitみぬ名かな-'-〇物聞き分、ベ程に-iあらで妬う 
色^:か^セお•ぼ^た6}§ぁなUてばけ^か*^程の：けはa* 

,-R乂 VてA思へ〖ぼf.nいでやs去かすが^る有樣に思a消え.1:心葙しげに物し爺 

後ろめ^き-3ま12ゃじ士^\ば、「げに冷克ぁる^1^ 
:人の含はは.名はど之冬あれなどv>哀(.C钱さ今\fAの^ 

泥氏物3S末摘花 1U 
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せ运語もa給ふ？又契6給べ名方：やあ^む0> 

すi戈て、な^-み路；免させ，為ふ;tそをがじ5思；ぅ給^^ 

.を、• sかVかは御劈^つけ1?」と聞，ゆればハ立ち返:5/5ち笑aて、^ 
とが^あらぼ^ftを.〇これをあだ^だUきぶ名；ま；^ 

ば"あま^.色め^没3洚£ほし‘て折々：か乃0^ 
比^の.#难ひ：卯くやぅ名や、と4ぼ1;1:や玄^^ 

多か•でれの方に.立：ち寄4給ふ.に公本と'x.^其でる男あ4け々-0 
の.(の：あ力け|方左銳して/陰；に；つきて立ち隱れ給べ，ば'、頭，中 

|共に、まかで給^け；石、やが^大殿(2:;ネ4ら丈 

ちなち^とへたべ犮らン气我^行々方あれど跡にっきで窺3、け>。，あや^:き^^ 

が為7>に^き：け：れば.ぇ見知3給は 
思ひげるほゼぺ物のねに聞きないて立てる馬かべ：七^^ 

離^^欠見^芝給,^ぞか我:^知石れ-1:と沿^足.に步みのき給ふに^^,1:^ヤ^ 
n* ^ .,v.f... -^-V A- ^ :.: 

i -f.乃どぷ天E:山读出Hつ*f ^ 

ど、.衣'0君芝見給ふに少%をかも^:-3:^;ぬ^火^^ 

:.;s「里：わがaかげ^ば見れ;<!:行^ 
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返:^见ぇず^mな•や心やましき(:;;>あま^•う*て^あるかな、さやうなるすまひする人は、 
.物思び知うたるけしき、はがな^木萆空•の氣色に〇けて：も么6なしなどし.て心ばせ推し贤 

セる > 折々あらひ乙そ哀なるベけれ4mしとてもい.とかラあま6うもれたらむは6づきな 
くわ乃びた--^と中將はま'い1:心srb-れじけ^^。例^べだて聞^給はぬ心^てハつしかじかの 

返^は見*#ふ.や。'試(£:■かすめ*^•し^そはし*な；v>V•止みに.レか」と憂ふれば、さればょ、い 

ひょダにけ石をやとほ、焱^れ:(:^.い§,、見む^.しも思はねばにや見るとしもなじ」といら 

ベ給ふ-？:.、人心きしける^•妬5思ぷ。^は深--5*.1.飞思はぬ乙とのが.う情な窆をす5まじく 
思GA^か給ひR-^がど、か•ケ乙の：中將の；s:^ 

靡かむかし〇一考た久節にてもとの^を思^放反たぶ 

、じ.rcl命婦を«.め^か(C語らW給ふ^おぼ.Pがなべ兑てはなれ% 
すきずきし^•方it疑CAょせ鈴^Rt^.あちめ。5*3とも短き心は之〇か：は^ 

ののどやがなると^くて思はず^0みあ^ほな〇‘おの：づがら我が 

一(のど.がにて、、親ば，^.がらの系^あつかa恨IT.る^無 

がるべぎを」とのたま各ば、0いVi'や^:Sぬ；^kをかしさ方の御かさやど$には±し兑やと、 
| づき在げに：>玄へ見東侍れ。偏^物づ^みし^ 

一な.^」一と見るお々さまが?2ヶ聞ゆ^ざう^$じ-5*が^めきたる.心味 
;uj>ほ^かなら^こ、^ら;5.^^;はあるべ好れ」と覺も 



給CA又知れね物思の紛れ^:御心の.い上まな^やV5(cて赛夏過ぎぬ。秋の頃ほa 

續^て、がの，きね^0音も耳Ro.-き1:開きにくか令し^^ 
贫陸ひ君にぼaば*L;ば聞ぇ.給べどハ猶為ぼ'つかな5.のみあれば世づかず心やtしぅ...\ 

ぱ止まじの〖御心.？へ‘添ひて命婦を責め•給ふ爲：Sがなるや 

p 一と r‘s£ ものし.どur:3.^: 

おもひけ侍らず。•唯大方の御物づ、みのわ今なきic手を^^じ出て給はぬと^^ 

ど問ゆnば、「をれ乙をは.世づかぬ乙^なれ。物思ひ知る^^きほど獨身^^心(C任せぬほ 
ど^をさやデにか.、夕かし>兔乙とわーゲなれ。何事も思ひ;1>づま-^轉へふ 

ぞ乙はがとな^•つれづnに：心細5のvみ^ゆ^そ商,1;心にsふ^^ 

なむすベS。何やかや咚世づけるす^^旮V、备:0荒れた^,すの^ 
$ o/sぶおぼつかな.3$#ぬ心mするを;?かの御ゆ^し^く七劣^ばかれかし。心 

ぅた^:あるもてなじ^はょもあら’お—語^ひ給ふ-〇猶世に在る人の有樣を大方な^やぅ 
にて聞き銀め耳と^*め給ふ癖の0#:給へァるを.、5 

1ネる；人>」を」^:ばが少さ^堯出^*々.1>^かべゎざとが甘しぅの^寸ひゎたれ 
ばしぐ、.姬君の御有樣も似；っがは1;-てよ^め：きなど 

.とぼじき乙とや見ネな：0と思ひけれど:vv忍の：か41Wめやかにの.たfふに聞き入れざらITも 
aがaがしかる.ベ，し。父•ダ乙の^はAける折•に.だ 

振氏物glul•:•末掐花 SW 
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.入iか4るをへまし$は康わく X蟲絕ぇ？〆、かく贳珍しき御け丈ひの，も 

• Hla:く名をはな.ま女ばらfも產み嗦けてr「猾間ぇ給べじ乏そ、のかし奉れど、淺ましぅ 

物づぐみし給ふ芯KでCA-/2ぶる{C見も入れ鈴はね 

祈に物ごし1C間^鈴ばむほど御心につかずばさても止みねかし、.又さる；ベ•き.にてSCネ？ 

はし通はむを谷め給ふr<きaとなしなど、あだめきたるはや々 >じはぅちH3CA 

Sる事など，PSはざぅ：^。八月廿餘0ris過一^名爻で待たるし月の心もとなき代^星の 
へ光•ばか力さやけ乂松の梢歌：乂風の/おと心細^て^古のさ語ぅ出で:^打ち泣きなど患給“。, 

一とょき折かなと思aで御せ今そ乙や聞ぇ0:ちむ‘、例の〗いと忍びてあはした6。月やぅ^ぅ出 
でで；、荒れ^る籬のほど疎まし/(,打ち眺め給^に、夕ん、そ、のかされてほのかic番ざ鳴-L 

ふ程けし仓ぁ拳。少艾rめi含專けばやと麗矣fだは心—fmi 
为洛5大めムなき所なれぱ4安ぐ入ぅ給ふ:0#癤を呼ばせ給ふ。今し％ 

はらいたiざ—:-P-Lか^か— — 

T*-^i-;tをのみ掛• it念W侍れ•ば':み^か^iとわぅネき乙冬.知ら^む^^ 

マ^ゞ分晶聲返さむ■み衣み^ 

-l$.l>-^:t:s^&;r-:Bけ A 
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乙とわ：灰/t:れ。がばかゲ>!!>ほそき御有樣にな(f世を〇きせず銳し憚るはつきなう乙全 
ふべ聞ゆioざすがに«の^;ふ 

格子などWUVばあちなむLJとの：^凌ふ^赞fl1などは.び>1なう恃ヶな，む'0あ^ 

•は&き御ふる聲ひなぞ«よ.本」夺ど：いぎ^4^^^ 

と强ぐ：含Uて：御じどねグち置^,aきづぐ：ろぶ。いとつ>ましげHfeぼ 

人に物言ふちIT心ば^なども夢(tも知ガ給はざ々けれぼ,',%命婦のかう• sふを、あるやうこそ 
はと思：sて物'1>給’ふ-.0:め：の^だ〇お：s^ 

若き人二•三Afeるii世にめ^られ給^御有樣をゆか^ 
丸。：宜しぎ御ど奉$か(へらく^ひ聞ゆ)n:ば、〖夯うじみは何^心 

•Sとつきせぬ御ざiをうち忍び：用意し給^ 

乙^見せめ荷のは乞'あるまじきわ^^^”fe:なsと，ほしと命婦は思へど，唯なほどか(C物 
じ給ふを/七-;5:し/>やすう、^.し過ぎたる事ii見ぇ奉が給はじと思aける。我が常に责められ 

奉る〇み--3久r-^(cs.心苦し芝人0•、御物®W療 
御程^^ぼせば.Voれぐ〇がへへる今.やうのよしぱみよ-^li之ふ在う，奥ゆかしと&ぼしゎ^る 

itいiか’そ乂0か3.れてゐざ$寄ゲ給^^ 

ん出\し.>-.おほどかなる1:.〈ざHばよ^*ち^^ 

a镄fれど/.•'.\ま-u:v;>近き御ぃ奋：へぼ絕乞右な 

ie氏物辟：末摘佗 i 
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ぃ：〒s 4そ^び君が患、：まiCまけ-:ぬ>りむ物ないa7でと.いはぬたのみに--?• 
ょかし。玉だずき/、るじ；；：14の：たまふ。；女君の御めのとご侍從とていとはやヶかなるわかう 

ど7$と心もとな.う，かたはら.痛しム思ひて一、さし寄“て聞ゆ。、ぐへ广 
• 鐘つきて.とぢめむ乙土はSすがにてとた，へまうき?：かつはあやなき」とねかびたる^ 

の乙とにおもうかならぬを人づてにはあらぬや夕に間1なせば、ほどょ6はあまぇてと阳 
き給へど"めづらし^irJS:*かなか口isたがS:わざかな^:';•:•■:•: • ::•:.:• 

••♦1Sばぬを，も：sふにま3ると知$なが^.為G乙：め^る 
なきMJなれ•どをかしきさま(c:^玫めやかに名•磐まへど、R 

かへ：.で思ふ：かた；，と记物し給ふ人にや^1妬ぐてやを^ 
あなうたてたゆめ給へ；る：といとほbければ、知らず顔 

もは/2、世に'類な^御贫檄の音ぎ^;に罪許じ聞ぇておど/>おどろし.うも嘆かれず、11^ひ 
もネ故す俄に1:さる御心もf Tiをぞ思；5け：る。5うじみは唯我にもあらず耻しくつ、まし 

き炎6外の事又なければ、今はか乂るどあはれなるかし、まだ世馴れぬ人のうちかしづかi 
たると見許し給ふものか6、心得ずなま！いとほしと^ゆ^御さまなヶ。河事につけてかょ御 

心のとまらむr..うぢヲ•めがれて夜^-か及出で給.ひぬ茶婦はゾ.い，かなら 

せAけnど、知ゲがほな6じと•て御送に.ともミわ^又らず、君もやvjち忍びて出で 
ヶ.°二條院に•おはし-1::うち•ぶし給^C戈、猶思ぶに適ひ雛き世に乙そと气ほ^ 
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4かならのXの：御ほどを;5苦し^ぞ鉛bけ，るa)^ 

ょ^:き御朝いかな。)故あちむかしと乙を思^給べ^,るれ」^ 
安き亂蔽0'床It;^■-ゆるび.に&••々：.〇「うちょ：^かJとの給へ^ 

院の行幸今日攻む^や人ま：ひ&と^衣めふるべきょ;1>*承.ふしを>と\に戈つたへ申 

て念Ifまか^侍ぎダがV歸办參らぬべ、5侍3」と忙-L;げなれば、「.Sちば諸共:it」七 
で劣いWめし.1:ま—どに味參ろ給ひて\>引^'續け为 

ぞ一と咎办出^驾かん〕いた'まふ一^^^ 
て(々ちに恃ひ荔.b給Bつ•■••9かし-2:^は文：を^にとい 

る-;0雨隙1 6'出rc'ゞ所せ々戈あ:5庵かさ^どヶせむとは*^^ 
寺〇ほ^過ぎ'1:,备婦$s生s:i-ほt名御Sまかなと.心憂:<:思CAけさう-1:みU網心のう 

ちにはづかし$^ひ賴け給ひて、今朝.0御文の菇れぬる^^^^ 

^ .*■，- • ;: .V - . .V,- 
••一 •：「夕Sの^-,5、«^き兑^だ見^に^ぶせ^^^^ 

かk心•.*とな5;u;と.あ弋あ'はし^すま:c 

給へ(•:泛そV:のかし^へ：；れど..:>$.と^思a亂れ給 

ねば、夜更けぬ七て侍從ギ例の数へBaゆるぞ^ 

>「*れ^:夜の月待づ).11^^も：^ゃれ冏;1:心に^ 
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の紙：の”年經に：ければは3おくれふる、め：いた：る((:、御芋は*3すがにもじ.つょう中3だのすぢ 

•にてかみ主^等しく#い給.へ；先見るかaなううち撮き給ふ。如何に思ふらむと思びやる，^ 

•安からず。か\名2を悔やしなど.はいふにやあ^む、さ6とていかレはせむ、我さ6とも>ひ 
長5見はて：V-むと‘ぼしなす_心を知ら-ねばかじ：icは;y'みじ令?:嘆V?鈴aける0おと^ 

夜に入ネて浼かで給ふに^かれ:^て爻つ少てへ大殿^^^ 
名技し‘-Cきんだち錐$ての^まaおのあの舞ども習ひ給ふを、をの乙/>のことにて物のね 

ど名常は^:名耳か.Lが^;1>くてか穴が.衣いどみつ\例の御あそ 

4は^の箱などの夫盤^吹き上げ：つ：>、た^^ 

ら打ち呜，し遊び>はさうず'.:-〇物暇なきやう 

ベ：：かのわた4には^と魘束なくて秋暮れはてぬ茇ほ賴み乙しかaな■<••て過ざゆく。』行幸 
近ぐ•赛「試樂な^の-',Vへしる^/>?:#婦は參れる.-0「：がか^ 

はおぼ,U/2愚：有樣聞全V、••安^ 

どfiy:さぬばか：嘴hお誇令4心にベ，ダ令て環しで.止み.tひと思：べ^^^ 
心^;«ゃ1の人の：思ふちひ玄脊 

筆3«^$給，ホネ^とほ1;^れば3^^^^^ 
^角らぬ-:^'*5^る.心ざまをこら^むと^ 

れば、我戈打囊まる¥心地UV石 

f:r 
1-VV 

.1 



御心の^\t^む劣乙とね-^と思^。乙の御sをぎの程過ぐし.てぞ時>坐しけ.冬。かの紫の 
唢かか尋ね.と々給ひ乂はその:;5-つ乂七.みに：心久力.給ひ1:六條わ穴$にだ 

めれぼハまし1:荒れ^る宿(i哀にあぼし怠必ずながち物憂夕どわ，6なか：^ける。所せき物は 
ぢfc見顯5むの御心？心殊に：な‘べて：過ぎ行くを、打ち返し見ま^ぅするやぅもあ4かし。手 

3^6のたど犮どし^に怪^ラ心#の事.もあるにや見てしがなとあもほせど、けざやかに 

どふな•§-.むもまばゆし。打ち解けたる：l-aIQe)程，や^ら入方給CA.1:格子のはざまよ,'/>見給 
びけヶ。されどみづからはliぇ給ふべ；ベ^あちず。X帳^:〇い穴く損はれたるものから、年 

經にけるたちど變もず押しや6,など亂れねば心も士なス.て御達四五人居/2A。御^いひを 

*<'や5の名/Dでし0木のなれど、人心/)き(C何の乂令は；3免なスあはれげ农る、まかV、人 
•々くふ。すみ0まばかAにデSと寒げなる：女房白会衣のSひしらず媒けたるにきたなげな 

るしびらtA会ゆひづけ/24腰つきか/2乂な1对衣{。^すが.に櫛おし垂れて3したる額つ 
き，內敎坊內侍所の•(■!どにか > る者ど^のある.は•やとをかし。かけ‘ても-Aの.あた6に近ぅふ 

石まふ渚と7P知^給はざ方け^•。「あはれ_3$寒き年かな*'°命長ければかへる世{(:冰逄ふ7^ 
のな：^けUとてう^泣:<•もあ^V。〔故宮尖はし^し\世を、などて辛:Lと思ひけむ。かく賴 

み^<て名過,^るものな：」とて飛び立ちa、ベベふるふ^あ4。-5.まざまに人わろき事 
ど <を褒へあべるを間き給^も.か^はちぃ：方ければ、立ちの含て只今命は 

ぢ敲き給ふ。「そ.V®などいaて火とりなほし格子放;t>て‘入れ奉る。待從は齋院に參6通ふ 

泥氏物S5末摘花 •111九 
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わか5ど{{:1:、乙の頃はなかりけ办。いょいょあや^う鄙び穴るか茗りにて見ならはぬ心地 
ぞすao.sとぃ5-れふなヶつ各霄か会穴れぃ^-^ 

お^となぶ^:消え1Cけるをともしつベる人もなし。かのものに^そはれし折^ぼし出てら 

れて、荒れたるSまは劣らざめる$:程のせば-5人げの少しあるなど代慰めたれ^、すごうう 
たCいざ•とき心地す.6ょの-Sまな^\:'°をかし.1^あはれ^7^やうか'へて.心と^合^べきあ 

办さまをsi-^もれすくょかにH何のはえなきを？:口惜しうあぼす。辛うじイ明けぬる氣 
色心れば、格子手づからあげ給av前の前栽の雪を見給ふ。-Xみあけたる跡1なくはるば 

5と荒れわた女.1:いみじ53びしげなるに-.'>ふ^:出で、行かむとも哀にて「をかしきほどの 

空7^見給へ-.〇盡きせ似御心の隔乙をめ々なけれ」と恨み聞え給ふ。まだほのぐらけn.ど雪の 

行又いと^淸らに若5':見え給ふを、^い人ど^灸みさかえて昆奉る。「はや出で5せ給へ。 
あぢきなし。心令つ.<••しさZそ」な^敎人聞.ゆn*ばご^すがに人の聞ゆ^:^^ 

ia御心にてハとか5引含：つx/>atDざ‘6ffi;で給へ々。昆gやうに't:との 

ど茗办めはたやならず。^かにぞ5^:ち^け嗦34の聊ネあらば嬉しか^む士あぼすもあ 
な:.^;Vなる御心なivや，。^づゐだけの/2かう;5:せながに見克給ふ 

か〇^おつぎであなかたはと見ゆる^のは御^な，ヶけ.か。ふ 
物と覺ゆ-〇龙さ爻し-5;高5の：.びち•かK先0.方V少し垂41:色tつ^^るほど殊の外1Cう^てあ 

如P色U-雪耻かしぐ白うて3を.に额つ刍：よなうはれ沱名'^、猶史もがち^る、あもやうは大 



0. 

方4どろあど/>しく長きなるべし。瘦せ給へる乙とい•とほしげ1Cさらぼaて肩の程などは 
痛げなる^でさ^の上まで見ゆ。なに.V.の乙^なち昆顯はしつらむと思ふものから、珍らし 

vぎ31Wのしたればさすがにぅぢ昆やられ給ふ。頭つき髮のか' ☆はしもぅつくしげにてめ 
でたしと思a聞ゆる人々にもをさをS劣るまじぅうちぎの裾にたま々てaかれたるほど一 

;尺ばが今餘办72らむと見ゆ:.°着給へる物どもをさへいひ/2つるも物いひ3がなきやぅなれ 

ど.-%昔物語に^人の御3ぅぞくをZLをはまづいa.ためれ。ゆるし色のわヶなううはじらみ^ 

各•が-さね、なごヶなぅmき娃3£ね.1:、上着にばふ'5きのかはぎぬいと淸らにかぅばしきを 
着給べ^。乙;2いの；故づき^る(御さぅぞくなれど"猶若やかなる女の御ょをaには似げなぅ 

おどろかどろしきKJとSともてはやされたぅ:o'sれどげ{CMの皮なぅては寒からましと見 

••へゆる御顔ざまなるを心苦しと見^まふ。何事味v>はれ給はず、我さへ口閉ぢ穴る心地し給へ 
ど例の奉Vまも試みむ七とか5間ぇ給ふに、.い：たぅはぢらaVP4ほaし給へるさべ鄙び 

ぶる.めがし5、乙とごとしんぎしき官のね3出て^るCAぢもち^ぼ•£て、Sすがにぅち笑み 
給へ：るけしきはし/2なぅす、/>び^^^ VSとほしメ哀IC1:いA C急き出て給ふ。「たのもし 

き人なき御有樣钇見^め.y2る人には、疎からず思6ひつび給はむ乙そほSある心地すベけ 
杵0ゅるしなき御けしぎなればっら-5」などことっけて，>.¥ 

马朝日5す軒のたるひは解けながちなどかつら\*のむすほA.るらむJAJのた爻へど、唯む• 

\.と5--ぢ笑ひてぃと口重げなるもぃとほしければ出て給ひぬ。御車寄せ六る中門のぃとぃ 
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たうゆがみょ/>ぼひて夜目に乙を志るきながらも萬かぐろへたる乙と多か$けれ。いと哀 
に寂しう荒れ惑へるに松の雪のみ暖かげに降6積める、山里の心地して物あはれ/J:るを、か 

の人々のいWし雒の門はかやうなる所な々けひかし。げに心苦しくらうたげならむ人を乙 
VICすA1:後めたう戀しと思は.V:や、あるまじき物思はをれに紛れなむかしと、思ふやう 

な^.すみかic合はぬ御有檫は取るべき方なしと思aながら，我ならぬ人はまして見忍びて 

ひや、わがかう見馴れけるは父み乙の後めたしとたrへ置き給aけひたましaの乏るべ.^ 

め4とど.^ぼさる、。橘の木のうづもれたる、御151!身召して挪はせ給ふ。うらみがほに松の 
木の^のれ起きかべ6.1:、さとこぼる、雪も名にy2つ末.のと見ゆるなどを、いと深からずと 

劣な^tかなる程4Cあひしらはむ人もがなと見給ふ。御車出づべきかどはまだあけざ6け 
れば錐のあづか•//尋ね出\し穴れば翁のsとSみじきぞ出て來为る。むすめRやうまごicや" 

はし^なる大会Sの女の、きぬば鎏にあ.aて煤け惑a寒しと思へる氣色深うて、怪しきもの. 

に火をたCほのかにAHて釉ぐ'\みic-^た办。翁かどをえあけやらねば寄办てsき助くる. 

いとが六くな\办。御洪の人寄:!)-てぞあけつる。へ'/:: 
;•*「ふ$にける頭のゆきを見.る人も劣ちず^.らすあS.のをでかな。若き者はかたちかくれ 

ず」とうちすじ給aて.、花の色に出で、いと5むしと見えつる御面影ふと思a出でられてほ 
ぼ^まれ給ふ。頭中將に乙れを見せ^らむ時如何なる.事をょそへsはむ。常R窺ひくれば 

今見'〇けられなむとすべなう^ぼす。ょの〇ねなるほどの：乙土なる乙となさな.らば思ひ捨 



てVも止みぬべきを、Sだかに見給aてはなかなか哀に$みじぐて、まめやかなる3まに常 
H音づれ給ふ。ふるざの皮ならぬ絹、あやわ^などおいびとどもの着るべき物の類a、かの 

おきなの^め玄で、かみ^:もあぼしや各1:奉ゲ給ふ。かやうのまめやか事も耻しげならぬを 
心やすく、さるかた0:うし/>.みにてはむとおもほしとうて、さ爻乙とにさならぬうち 

解けれざも表給6げ6。，かの空蝶のヲち解けたりし宵のをぼめはSとわろか6しかたちざ 
ま^れど、^*てな^Rかくされ1:口惜しう(1あらざ-^きかし。劣るべきほどの人な6やは。 

げに患なic名よらぬわざを$け6。心ばせのなだらかに妬げな6しを負けて止みにしかな 
と物の折ごとicは^ぼし出づ。歲も慕れぬ。内の御とのゐ所Rおはし兮す{C大輔の命婦參 

れ御けづゲ樹などにばけざ5*だつすぢなう心やすき者の、Sすがにの給ひ戯ぶれなどし 
て使61ならし給へれば、召しなき時Tp^v^-べき事あ^•折は參5上6け^CN.°「怪しきMJの侍る 

を聞'±*させざらひも6がひがしう思ひ給べ煩；5て」と、ほ>焱みて冏ぇやらぬを「何ざまの 
ごとe心我には包ひ事あらじとなひ思.ふ」とのたまへば、「いかくは。みづがらの憂へはかし 

てくとも爻づ乙そは。乙れはいど陬免^&せ.にく、なひ」といたう乙と乙めたれば「例の免ん 
なと惡み給ふ0か0.宮侍る御文とて取^Nffi-でた「まして乙れは取うIIすべき乙と 

かはL-とて取.6給ふも胸つぶる。みちのぐに紙のあつr免^るににほaばか6は！う志め給 
'へ.か？ sとよ5*迸き為ほ-せだん歌も、’ ••'.; ノベ？^ 

:Tがらご/>も君が >むのクらければ袂はがぐ?:そぼちっ>のみ4-心得ずぅち傾ぶき給へる 

源氏物®末摘花 一曼 
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に、〇Vみ1C、ころ^:當の^.も6がに古代^:-るiち^;^•:て推し出てたり。「乙れをいかでかは 
か^はらい为く思a給へ^レむ。されどつい^ちの御ょをaとてわざと侍るめるをはした 

なナはぇかべし侍らず。ひと$引き籠め侍らU•も人の御心違a侍るベければ御覽ぜさせて 

乙をば」と聞ゆれば•「引き籠められ//•むはからか6なまし。秈爻きほさむ人も〗なき身にい 
と嬉じき志にZ:そは」との^^；Sで之とR物言はれ給はず。3てもあさましの口つきや、乙 

nz.をは手づからの御事のかぎうなめれ、侍從乙そばと6なほすベかめれ、ま^諮の^4と 
る愧士ぞなかるべきといふかCAなくおぼす。心を盡して詠み出で給へらむほどをおぼすに、 

いどもかしこぎか穴とはtれをもSふべか4け6とほVAみて見給ふを、命婦あもて赤み 
で見^る。今や5色の£•••ゆtoすまじくつやなう>るめき/2る商衣のうらうへひとしう乙咬 

やが^るSSぐとなほ^*•ほじう-9.^::づまE見免たる。あS-ましと^ぼずに、乙の文をひろげな 
が^:はDに手習CAすさび給ふ5:;をばめに見れぼ、■•••• :こ 

-V「^つかしき色と^なしR何Krのす^つむ花を釉にふれけむ^ 

など截きけがし給ふ。はな0-どがめ^、猶あるやうあらむと思CA合はする折々の月かげなど 
V3、：い•とほしきものからをかしシ思aななぬ0'W•、ーパパy 

ぐ「Mのひとはt-衣5:すくと^ひたすらくy2す名？:'し^てずは。心rるしの世や」といとい 

たう、馴れて.ひへと•ゲごつを、善ぎにばあらねズかうやうのかいなてicだにあらましかばと、か 
べすが/ず口をじ0人のほどの心苦しきに名(7)*朽ちなむば§すがな3。人々參れば「取6蹯 

i —; .. — I二 



$•むや-:0^、^.粆ざばXの:t5'も〇にやあちひw 

0、我3.^心な^や'5-にとい^耻-1>:<-;^や^^ 

の?:き給ひて：nx7はや"昨*Hのか：へj•ごとあやしく心 
为ち何事な：らむとゆかしがる。r.た,V:梅の花の色のごとH笠の山.のをとめそ^ 

:びすさびて出て給以灼るを、猶命婦はい4,?:か，しと思ふ。心 
みは」と咎めあ.•.へ5.;0「あちず。寒きま本あSに、かいね':/)好める鼻の色あひや見えつらむ。御 

•cv Cしみ耿CDSど^がしき」^•いべば、^あ 
凌かめV。、左近の命婦肥後の來女や交ちaoらむ」など心もえずsひ患らふ。御かへ6窣$ 

六れば宮にば女房-P、ど61’て見めでけ之ブ^-: 
•こT•逢はぬ夜を；.へだつる中の衣手にかさね.1:いとX見 

，ベ5--しもぞなかなかをかしげなる0クご务6の日夕〇方ハかの御NAろもばZ1に御料とて人の 

•奉れる御？vaと'-r£びぞめの織物の御^又山吹か何ぞい/)いろ見えて命婦ぞ窣ぅたる。あ 
fし色：あひをわ/>しとや見給CAけむと思ひ知らるれどTかれば*紅の重々しかぅしをや。 

3女4も消免じ」とね•ひ人^もは定む；る。「御歌¥乙れよ々のは乙と•わケ間えて患^、か{C 

てそあれ.？御かべ6は唯をか:1;き方に之そ」など13々：にぃふ。姬君も^ 
給べ：るねざなれば物R#:^-つけV:置き給べ-^けりい^ちのほど過ぎて、今年をと'Z1蹈歌 

あるべければ、例の所々遊びの、ケし給ふに「物Sわ•かしけれどさびしき所のあはれにあぼ 

is氏物gsan■末摘花 S 
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しやふるれば、七日の.11:1の.節會はて>夜に入-^て御前よ4まかで給ひけるを、御とのゐ所 
uやがてとま6給aぬるや3{2:七夜ふか;1.て坐し-/2ダ。例の有樣ようはけは；3うちそよめ 

き世づいた:.6'。.君も少し/2七やぎ給べ.る氣色もてつけ給べヶ。いかにど、改めてひきかへた 
らひ時とど.覺し續けら:5、。日$し出づる程にやすら64なして出で給ふ。ひんがし，の妻戸押 

しあけ：たれば、向ひ六る廊の上も.なくあばれたれば、日のあしほどなく3し入みて雪少し降 
力たる光(C•い.とけざやかに見入れらる。御直衣など奉るを見出して少し3し出て\傍らふ 

し給へる頭〇きZ.ぼれ出でるほどい：とめてたし。生；Sなほ6を見出でたらむ時とおぼされ 
て格子引さあげ給へガ。'い.とほじが力しも0ご$に上げもはて給はで脇息をおしよせてう 

ちかけて、御.びんぐきの^どけなきをつくろひ給ふ。わうなうふるめき^るきやう，たい、か 
ら< しげ、かVげのはて衣ど取か出て^う。3すがに男の御具^ベぼの•ほのあるをざれてを 

かしと見給ふ。女の御Sう束今日はよづき72ヶ^JE儿ゆるは、あうし営の心ばへを3ながらな 
众け*/)'-。さもおぼしよらず^.5ある紋つきて泛るき上着ばか6ぞ怪しとは銳しける。「今年 

だ记聲少し聞かせ給へかし。待为名>兔のはさし遛かれて御氣色の改ま.らむなむゆかしき」 

と0六まへ*、「Sベづ名春は」AJ辛うじてわな、かし出てた^:。「3もや、年經ぬる急るし 
よ1と5,ち笑5输；5て^>「夢かとぞ見る」と5ちすじ-1:出1:^まふを见送$て添6臥し給へ 

み/0口おほ.ひの^ばめよ3猶か，の末摘む花，Sとにほaやかに5し出で犮か。見苦しのわざ 
やとおぼ§•る。.二條の院に：なはし^れぼ紫の君いとも美くし，き.片おaにて、紅はかう懷かし 



ぎもあ、けゲど見ゆるに，無絞の機の細長なょVか(C着なして何心もなくて物し給ふさま 
•Sみじうらう^し。古代の^ぼぎみの•御な？公にて、齒c/>め^^^^ 

せ输へれば、•眉，のけざや^■にな$た各も'美ぐしう淸らな.^。心かちな 
おつかぶLむ。かく心苦しきVのをも見て&-^2らでと^ほしつS例の諸典にa-、^遊^給 

ふ/0输^，ど畫きて色^ゲ給七萬にをかしシすざび散し給aけヶ。我^•#き添へ給ふ。髮いと 
長き女を#き給a-v*.'%鼻にベにを〇け.て見給ふに、が^に書きて毛見まうきさま泛*6。我 

が御かげC7).きやうだいに5ヴれ5'がいと淸らな3:を見給aて、手づから乙のあかはなをか 
ぎつげicぼはして見給ふに、か<■'■■ょぎ顔だ(Cさて交れらlr:ば見苦しかるべか方けな。姬君見 

て「Sみじ<•:笑ひ給ふ。「ま/>ががぐか/2はになかなむ時いかならむ1.-とのたtへば、「う*て 
乙^;おレみ」とて•ざも#しみつかむと危ぐ思ひ給へ.办0空のごひをして「更に乙ム&ろ爻 

Hなきず次びをAや。內に，いかにの^咬はlr-とすらむ」とsとまめやかにの^まふを、-s 

といとぼしと^ぼ、レ1:寄がてのごひ給へば、「へいちうがやうにい5^ 
か >らITはあぇなひ」とたは•ふれ給ふさまいどをかしきS本せと見ぇた嗦へ々。日のいとう 

ら、かなるicsoしかとかすみわたれる乙す^どもの心もとなき中にも、梅はけしきばみ 
ほ、Aみわ穴れる、‘匕$わきて見ゆ。はしがくしのもとの紅梅いと疾く暌C花に<色づきに 

け办〇 
「紅の花？Vあやなぐうとま各、梅のたち枝はなつかしけれど。いでや」とあいなくうちう 
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源氏物S紅葉55 0 

めかれ給ふ。か-Vる人々の末々v>かな6けむ？， •• •て 

紅葉.賀人*::►«ノ..ン^^ . 

すざく院の行幸はかみな〇きの十日あtゲなょのつねならずおネし/>かるべき^びの 
事な6ければ、御方々物見雜ば$^とを0惜しが.ヶ給ふ。上も藤壺の見給はざらむ1飽かず 

あぼさるれば"試がくを御t;へにてせさぜ給ふ。源氏の中將は靑海波をぞ舞a,鈴CAげる。片 
手にば大殿の頭中將か^ち用意人Rは異な^を、立ち並びては花の傍の深山木な6。入方の 

日影Sやかにさしたるに樂の聲fざ^::物のあもしろき程に同じ舞のあしぶみおももち世に 
見えWSまな^N。えいなどし給へるは、tれや佛の御迦陵Ifl伽の聲ならIT.と聞ゆ。おもし/> 

<あばれなるIt.帝淚落し給ふ。上達部皇子だち名皆泣き給ひぬ。え > はて、釉うちなほし給 
「へ、るに、待ぢとゲたる樂の賑は、し^に顔の色あaまさ6て常ょうもaかると見£•給ふ。春 

霞の女肺、かくめで^念にクけでもたCならず5:ほ•して、「神など空にめでつべきかたちか 
夂。うたてゆ\^し」との；たまふを、若き女房などは心うしと耳留めけ々。藤壺はおほけなき心 

tがらましかばtしてめ1T-たぐ見^ましと思すに、夢の心地な1;し給aける。宮はやがて御 
とのゐな$けゲ。r今日，の試樂(1靑海波に事皆つきぬ。いかゞ見給；5つる」と聞え鈴.へばあい 

なう御い&'へ聞企にt >.て^殊に侍ゲ0」どばか3聞免給ふ:?^ 



見toれ。舞のさま手づがaなむ家の子は乙となる。この世に名を得*る舞の師のをの乙ど 

も\',實に.いどかし乙けれど、乙、しうなまめS*るすぢビぇなむ見せの。試の日か-<--盡しつ 

れば紅葉の影やさうざうしくとBlr-ど見せ奉らむの心にて用窓せさせつる」など間ぇ給ふ。 
つとめて中將の：君「.いかに御覧じけむ。世{C知らぬみだり心地ながら乙を。 . 

物思ふに立ちまふべくもあらね身の釉うちふ6しZ:乂/Dt6きや。あなかして」とある 

御かへう1目もあやな-^し御さまか*ちに見給ひ忍ばれずやあ$けむ、 
:.「から人の袖ふ各乙とは遠けれど立.Qにつげてあはれとは見き。大方には」とあるを、限 

なうめづらしうかやATNの方さへ^ど^どしからずひとのみかどまでおもほしやれ各餌后言 

葉のかねてもとほ：\表まれて、持總のやうに廣げて見居給へ6。』行幸にはみこたちなど世 
1C殘る人なく仕うまつ6給へ春宮もおばします。例の樂の船ども漕ぎ廻6て斑土高麗と 

つくしたる舞どもく^-■あほか$。樂の聲つ<みの音世をひ士かす。ーブ日の源氏の御夕影ゆ、 
しケおぼされ1:•、みず經など所々にせS.せ給ふをZ:とわ6とあはれが6聞ゆるに、春宮の女 

御ばあながちな令とIfみ聞ぇ給ふ。かSしろなど1殿上人ぢげ劣心殊な6と世の人RSLlはれ 

た^いうをくの限5整べさせ給べう。宰相二人'、左衛門督、右衛門督、左右の樂の事を行ふ。 

舞の師ども^•ど世にをべてならぬをと办〇乂、あのあの籠々居て文む潛ひける。：•たかき紅 
葉のかげに四十AのかSしろ、saしらず吹き立て/2る物のねど名Rあひ^る松風まミと 

のみ山^ろしとIMえて、吹きまよaいろい/>に散りかふ木の葉の中よ6、靑海波の輝き出で 

谋氏物語*:蕖焚 0 
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^1 

诹氏物1!}紅mK i 

たるさま、いと恐しぎまで見ゆ。かざしの紅葉s/2う散ゲすきて顏のにほひにけおされたる 
心地すれば、あまへなる菊を折6て左大將Sしかへ給ふ。日snか、るほどに氣色ばか6う 

ちしrれて空の氣色さへ見知みがほ次る^^さるいみじさ姿^菊のい^い^うつ^ひ堯な 
>b'ぬをかざして、今日はまy2なき手を盡し力る入綾のほどそv/^寒くこの仳の事と名赍± 

ず。物見知るまじき泛7P人^どのこの7Pと岩がくれIIJの木の漉Rうづ7pn/2るSへ少し物 
の心知るは淚落しけ60玄ょ-5'きやう殿の御腹の四のみ子^だわらはkて秋風樂雜a給へ 

るな，むSしつぎの見物なゐける。乙れらにお省しKTSの盡きにければ異事に目もうつらず、 
か：へもては乙とざtしにやあ6けIT。をの夜源氏の中將正三位し給ふ。頭中將じやうげの加 

階し給ふ--0上達部は皆^るべき限の^*ろ乙びし給ふもZ1の君R引かれ給へるなれば、人の目 
をも驚かし心をも悦ばせ給ふ。昔の世ゆかしげ^$。宮はをの頃まがで給aぬれば例のひま 

もやと窺aありき給ふを事にてあほい殿1CはSわがれ鈴ふ。Sとゞかの若草尋ね取6鈴；3 
てし?:-^二條院にば人迎へ給べ6」と人の聞ぇければ、いと心づきなしと气ほいた4。「うち 

うちの有様は知$給はずS7PおぼさむはrJとわ6なれど、心ラつくしう例の人のやうに怨 
みのたtばC我支うらなくラち語^:V慰め問ぇてむものを、思はずにのみと6ない铪ふみ 

心づ^v^:-さに、さもあるまじきすさび事も出で來るぞがし、人の御有樣のか/aほicその茚の 

飽か^■とおぼ^る疵右なし、人ょ女さぎに見ぞめてしかばあはれ.にや/Lごとなきか^1C思 
CA聞ゆる心をも知給は.ぬ程乙.をfeちめク遂にはあぼし直$れなむと"おだしくかるがるし 



かちぬみ：心の程冬み^づからと/2の^るA.方は異石•讨•次』幼き人は.見つ-v>給ふま、にい. 
とよき心ざま.か/2ち^•て何心も^くIro.れま^iiし113え給ふ。；.1?し殿の內の人に-l)誰と知 

せ.じと.气ほ:1.乂、猶離れた石對に御しつら^苁なくし<"我も朋暮入^おはして萬-0御亊ど. 
もを敎、聞免.給ふ。丰本饿|て習從せなどしつ>*、喺ほか攻4ける御^すめを迎へ給へらむ 

やうRぞあぼ:L/2る。嗦ん所けい^衣£を.初め、てとにわかち:1:心もと*rからず仕うまつ:^ 

せ給ふ..〇惟光よ外の人は覺涑なくのみ思CA聞え^う。•かの戈宮名え知6聞±給:aざりけ 
i姬君は猶時々思ひ出で間え給ふ腌は、尼君?:戀S.聞え給%^^多か^。君のなはする.ほ 

ぶは紛は-L給ふ^、夜'tどU膊-^乙そと^4給べ。此所被所め御いと^なくて溶るnば也で 
給ユを淼ひ_次鈴.ふ祈な*£あ；を、いとらう^く思ひ调え給.へ彳。二三日う.ちに侍^ひ大殿 

にも^はす^を^はい^い:^乂-..<しなどし給へば、心苦^づて1毋なさ子ネ^^;^心地して. 

あ3^^しづ心なべお嫁え給ふ。惯都.はがく^む^拙刍給ひ.てあや:^き.ものか、ら嬉しとな 

む為ぼ.:bける：パがの御法事な^し鈴ふR名いかめし，うとぶらひ聞£給へ 
給へ」る三條の宫に御有樣名ゆかしう1:,參6給べれば、命婦中納言の君中務などやうの人‘々 

*いめんもた-^。#ざやか^もVなし.給%か^と安かちず思へど，^づめて大方の御物語Ilfl 

え铪ふ程にc部，卿の宮參力給へ•う。この君おはす上聞き給.sてたいめんし給，へ^。いとよし 
あ^さまし；て色めかじう^よび給へ.る^、女^,1:見^ばをか;1.^う^べ，く人知れず見琴^ 

給ふに^方々む：.つ^しう气ほ•え.給.aて：£まやかに御物語な^； 

.; -■ …h ---…1 . -:ilhl 

源氏物語紅猪K.一四一 
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1 

常上，cn殊に恨し5うちとけ給へるをsとめでたし^j見奉3給aて、婿よなどはお-lrしよら 
で女(rて见ばやと色めき^^御心-{Cはほす。落れ.ぬれば御簾の內R入ヴ鈴ふをうらや 

ま€く、昔は上の御、もて.なしkいと.H-近X人づてな^••で物を.TP聞ぇ給；3しを、乙よなう疎み 
給へるもつらく^ぼゆるぞわ6なきや。「矣ば^ばも侍ふべけれど事ぞと^恃らぬ程はあの 

.づから•怠ヴ侍^を、3るベタ學などは仰事^侍^-l;zそ嬉しく」などすぐすぐ-tうて出で雜 
aぬ:〇命婦もたばかJ聞免む方なく、宮のみ氣色もあうしよ办はいと< うきふしにおぼしあ 

きて心解けぬ御氣色名耻し5いAJほしければ^何の急名;ltp-^くて過ぎ行く。•はかなの契6 
やと思し亂る'\事かたみ{C盡きせず。J少納言は、登ぇずをかしき世をも見るかな、これも故 

尼上の^の御事をおぼして御行代も浙み聞泛給；：3じ佛の御嚴にやとあぼゆ。あ^い殿$と 
やん-r-士な{.てぉばし此所被所あまyaか\、つらひ給ふ上ぞ、誠に^と攻び給はむほど苁は 

0つがし^事もやとおぼぇ计る.'05れどか-:<>办わき思^給へる御おぼぇの程はい.とたの 
•i'uげな夕かし。御ぶく母方は三月/SVそはとてつご7pうkは脫がせ奉.CS給ふを"又親もなく 

て生a出で給aしかば、まばゆき色にはあ：^でスれなゐ紫山吹のぢのかぎ$織れる御小桂 
などを着鈴.へ^^^い；みじう今めか-Lうをかしげな为。男君は朝拜に參6給ふ之て5しの 

ぞき給へヶ。r今日.よ-cnはあとな.;1>くなj給へ3や」とて3ち^み給へる$とめ<たう愛敬 
づき給へ令？い.つしかaAなあしす^てムVVき居給へ4。三 

6ひす^て又小き屋^Jrp作々集めv奉6鈴へ'5を、所せきまで遊び廣げ給へ「なやらふ 
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とていぬき♦かこれ^/0ぼぢ侍グにければ縷ひ侍る^jとてl/>とだSじとAぼsた「げに 
いと心^ぎ人の*1>-わざic;も恃るか^? •午つぐろ 

CAム、Jと.x出て給H氣色si所せきを，人々、は：しに出で-:V見 
が給ひで、ひ\.なの中の源氏の君繕3/2て\うちに參ちせ^:どし給ふ：。「今年だ^少 

^.びS-せ給へ•*■■•0と^1¢あま-^ぬる人ばa、な遊は忌み侍^^のを、かぐ御を七乙な•ど儲け奉 
1鈴aて>はあるべかしう奉めやかに1ぞ見乞奉らせ給ばめ。みで1まゐる程をだ 

せSせ紛ふ.一など少納言閗ゆ0御遊にのみ心入れ給-へれば耻しと思はせ；奉らIfとて：sr 

心の中(C我はさはをとrまうけてけ^^乙0-人々のをと < とhあるは醜べこをあれ、我はか 
くをかしげに若き人を名もた^':けるがな^今^:おぼし知 >ける'0さはsへ，ど御年の數そふ 

患るしなめうがし。•かく幼き御けはsの事に觸れてじるければ殿の内の人々ネ怪--1;と思び 
けれど"sとがう世づかぬ御をaぶしならITとは思はざかけ•公。うちよ3大とのにまかで給 

ベ，ヶ。例の5るはしうAそほし^御^!爻{ct心美しき御氣色ネな < 苦しければ•今年ょ6だ 
1C少し世づきて改め粉ぶ御心見乞ばs.がit婿しからむ」衣ど聞え給へど，わざと人す焱てか 

し、づき給^と問3給；3し上-^はゃんごとなんぉぼ^定め^る乙とに.ミそはと心のみ置かれ 
1!いと^踩;<;耻しくおぼさるべP。强av見知らVi"や5にもてなし1:、乱れたる御けはびに 

は:£しも心强からず御いちへなどうち聞^給へるは猶人よAはとな;^0.四年ばか6が乙-0 
かみ比ぁはすれば35ぢ過ぐじはづかしげ-(?:盛^と\のほ6て.見£給ふ。何事かは之の人 

源氏物fsfe^K !i 
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:ぬ氏物賠紅葉议 

の傯かぬ所は物し：給ふ、我心のあま6けしかちぬすきびにかべ怨みちれ奉るぞかし.と^ほ 

し知らる。同じ.だいじ/iと聞ゆるにも‘おぼえやんrとなくおはするが宮腹に一人いつきか 
しづき給ふ御心あごヶい：と乙-*X.なくて、少し^•あ/i•かな-るをばめざまし^思a聞え給べ：5 

を"男君はなどかいとさしもとならばひ給ふ御心のへ.♦たてと名なるべし。おとゞもかべ^の 
もしげなき御心^Qらしと思W聞^給aながら、見奉t給ふ時は：怨み^忘れてか-Lづきい 

となみ間え給ふ。0とめて出で給ふ所にさし靦き給ひて御裝束し給ふに、名高き御帶手づか 
ら持^せ.てわ^ヶ：給ひて，、御ぞの御ぅしろ；3き0んる61など御くつを取らぬばか$-(2:し鈴 

ふ；'?v>とあはれな办or乙れば內宴などS,ふ事本侍るなるをSやぅの折にこそ」などli}]え給へ 

ど-n^.れはまs-れるも侍乙れば唯目馴れWさまなればなむ」一とて^ひてSAせ舉$鈴 
ふ0げ1¢萬にかしづき立て、、も見泰•ヶ給ふ(C生けるかa^^^^2ま3かにてもか、ちむ人^ 

出し入れて見むにます乙：どおらじど見え給ふ:〇一參座患に土てもあま犮所もありき給はず、 

內说兹宮、ム院ばかf..\さては藤壺の三條の宫icぞ參*■/):給べ〕る^^ 
ふかな-^^び給ふまVに•ゆSUきまでなゲ締ふ御有樣かな」上人々めて聞ゆるを、窑 

は卸几帳のWまょ：:$:ぼの見給ぶに^け.でi夸もほす.事繁かヶけ3;°乙の御事の^はすも過 
ぎに.しが心.^と/1^に、:'.乙の〕月|^さ々土もと宮人も待ち聞爻.內にもさ-5御心設けどもあ^ 

に^^Aなぐ，rc:立ち^。細も：のkけにや•と世の人.% 
$身け徒らになHaベを事ど覺し歎“に御心地もV/?:と苦じゃてへ惱み給ふ..0 



.•-■. 

:v' 
一' 

y:思6i合せて，みずほふなど^ざどはなぐて所々にせ3せ 
かぐはかなぐV,やifcみなむど%••レ錐めて歎ぎ餘 

給ひぬれば、各殘^ぐ內ft-fc宮人を#び蚍わ鈴ふ。.命長むもと^ 
殿などのうげは^げにの給ぶ■とm^:しをf •空'tぐrxrTきなレ鈴は^しかば人笑は 

ぼし强ゲてなひノや5争5-,少し^ぃがぼ^；^給GA;げ^ 
召したる事かぎヶ^し:.Pが0:人知れぬ撕ic>-*fcダ^ftじう•心^.と^;く1::人ま(C參ヶ雜aて^^ 

上の銳束なが6--:眼^させ絶ぶ^^;ヴ見奉ゲで奏1>:侍らむ」と聞：ぇ給 
なればとて見せ舉ゲ給はぬ^と打か^ム*:0さるはいとあま免し>珍らか、なる^で寫し取： 

一6鈴へるさま^がふべくをお6ず。.宮の撕心の鬼(Cいと苦Lう，人の見舉る 
:程のあや^ちを、まさに人0:思ひ咎めじ免。S:らぬはかな^事を^ 

“•なる名の〇,ひに漏ヶ出づべきにか、と咚ぼ1>-:續ぐるに«*0:み琴 

|ざかに^W給ひてs.^,じき事ど^.^龜し給へ.どM.;のかびあるべきにもあらず^^^ 

:一をわななぐ覺束ながグ聞え給へば-:>「などか5^^^ながぢ^の鈴ぼ 
見奉らせ給3てむ」と聞1;ながら思へる氟色かたみにた1^ 

まほにもぇ0:給ばて、rいかならむ1H:,にAづて 
^ ^ - • .. •' . • . 

かさまi(:香lr:t.:ベ5;;ちぎゲにてz:*:-^世にか^ 

海氏物語舡葉K 一寧 
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けてJ匕のた免ふ。命婦V宮のおもぼじ亂れた各をまなfをra.琴るにぇはじたな5 

ソ「.見てもふ見！^はた.い.かになげくらU .乙 

「なき御事るもかな.一と忍びてfげゲ。か公 
:の物言；3も§らばじぎを、れ 

iにもうちとけむつび給はず人—fじぐなだ >客にもてなし給ふ急から心づきな^ 
とあ定す時も,fべきVラとわびし0m芦 

ようM±*きにあよすげ給ひ-cやうやう起きかへ.6:などし給ふ。おさましきまでまぎれ所な 

$0tK^txi^ 

.おもほしけとハみじう^もほ一しかしづぐ事かぎりなし。源氏の君を限なきものに各ほし召 

しながら¢0*人の許じ^ゆfじかLしによヶて坊にもぇす^奉らずなりにしミ飽かず口 

:惜しう、穴^,人(C1:-;かた1:;けなき御有樣かたVにねびもて坐すa:を御览ずるま\に、心 

5;*备しめす¥かうやんごど户ド御瞄に费光にでさし此で^ 
ジ。LIづCこ、宮はS.•か^•るにつげ:^%;胸のひま^:く易か 

bぶ：y御遊などし^ふに一、抱^:出V黎^:ぜ給a-て「皇乎 
、る•：ほ^rゲ明菇見し〇,あれば思ひ^.をるSに^•あらひ"いとよく乙ぞあほ£:たれ。ちひさ 

き文どは皆が.<;••，のみある心ざにやかレむ」とてい^ 
:•:-!• __ - ! 



.君，：お名ての色かはる心地して恐し：うもかたじけ^くネ膳しくもあはれにも方々うつ^ぶ 
; 心地して涙落ちぬべし。物語などして：うち焱み給へるがいとゆ、しう美しき5我身.ながら 

rzれ，に似^らむはいみじう'Sたはしう覺免•鈴ふぞあながちなるや0営はわ 
一汗:%•流れセ.ぞおはしける。中將はなかながなる‘心地のか刍亂るや、うなればまかで給aね。我 

•I •御方に臥し.給；sて胸のやるかたなきをS過ぐじてあほい殿へと.おぼす。お^への前栽の何 
-と^く靑み渡れる中に床夏の華やかに睽き出で*るを折らせ、給aて.、命婦の君の許に鲁き 

.. vy ^ . .V ^ • ソー；，：：？ 

二.•■•..、「4そへつべ見るに心はなぐ3爻で露けさまさるなでし乙の花"花に暌がなむ 
へ-1;ネかCAなき.世に侍うければしfあう。:Sヶぬべ：含ひまに^*あ办けむ、御覽ぜきせ 

| :座ばか々乙.の花びち：に」と問ゆるを、我御心にも物.いと哀におぼし知らるVほどにて、：，：,:. 

一 /,「1础Wる.入露のゆか3 士思ふに-^なほうとまれ^やtとなでし乙」とばかヶほのか{C# 
き^した^や-5なる^喜びながら泰れる，：例の事なれば患るし♦あらじか-Lと々づほれて眺 

:め臥し給へるに、；胸うち騷ぎ.1::いみじう嬉しきにも餸落ちぬ。つくづくと臥し^るにもやる， 
方な^心ちすれば例の；なT's妁には西の對Rぞ波4給ふ。患どけな乂 5ちふくだみ給べる 

:C)c/Lぐきあざれ：た.る桂姿にてmを悛しう吹きすさびつ、覗き給へれば、女-君、あ4つる花.の 
:露に^れ^る心地:Lて.添a臥し給.へる3ま美'Lうらう^げな$。あいぎやう乙ぼる、やう 

jJ-てあはし及がA疾/.7^わ为み給は$、攻戋うちめしか3ければ、例ならず背き給へ.るなる 

淑氏物SS缸菜ti!l^ ^ 
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ig氏物s&紅梁K. 一S八 

べし。ばしの方につい居て「乙ちや」との給へど糠かず。「入ヶぬる.いをの1-:と口ずさびて0.あ 
ほaし給へるさま？sみじATS、ざれてラつぐし。「あなにく。か：る事口なれ給aにけ6な。み， 

る.め1Cあくばま'$なき事^ょ」とて人召して御琴取ヶょせて彈かせ奉6.給ふ。「筝の琴ば中 

の細緖.0堪へ雛き乙>七所せけれ」とて；3や5てうに押しく;2して調べ給ふ。掻き合せばか夕 

彈きV.さLや合給ベれば、ぇ為じもはてずいと美くしう彈き^まふ。小き御程(c*$しやヶ 
てゆし給ふ御手つきs七美しければらうた-uと為ぼしで笛吹き鳴しつV敎へ給ふ。S:と3 

とく:1:難き調子^J7P.を唯一わた4に習aとう給ふ。-大方らラらうしうをかしき御心ばへVJ 

思ひ,1:事叶；ふと^ぼす。一ほムへ-/>ぐせうどい：ふ名のば名はにでけれど.あ名し/>う吹き.すまし 
鈴へるは、：かきあはせ1wだ若けれどはうし違はず上手めきカゲ。：おほ士なぶら參6て^どち 

など御覽ずるkF出V給ふべし」とあヶつれば、人々乙心づく{聞戈て「雨降ヶ侍かぬべしし 
•などsふk、il君例の心ぼをくてくし給へ6。繪も見さしてうつぶして^はすれば、sとら 

う*く V御rじの：sとめi:たく乙ぼれか、女たるをかきなで 

る[Iとの給’へ，ば、う^づき給ふ < 我も—日.%:見舉らぬはいと苦しう乙を。' §れど幼ぐあ 
石程は：心やす乂思apiHぇてま，づXねVねしう怨むる人の心破らじと思aてむ^が 

Wし：か^1-^.あクてどっおとなしん見なし-1:は外べも更に一S くまじ人の5らみ負はじ^::ど思 
ふ各世ic長*5あダて思ふさまに見ぇ泰らひど思：ふej^-ど乙まごまと語らa聞£給べ 

すがに耻し：乂そ^もか乂^いらへ間ぇ給はず〇やが 



~.: 

"V,.: ■ 

•:••. 

拭い^心箝:t,;5て^「今窗は出で•ず；^力ぬ」との給、^^^^ 

せ衣克姬蔣起：ム舉3輪、以て「出^ず^;ぬjと聞±給へば慰み•て起さ給、へみ。諸共Kネのな 
ど，まゐる。^とはかなげに.才‘3び:1:^は$ 

:\^汝見輪^:\はぶみ-1>き道次？^名赴令難べ^ 

な^^多かるを:^の^^ち漏31ぐ>人^抵いと.0に聞免^れば、^^ 
巻^;(cもあ^か^X一今まで备の：人と,^聞^ず冷や^に^つ.はし戯れなど-tも.IPはあてやか. 

た.心-1C♦ぐ^人-kはあちじ'。ぅちわ力どK1:はが衣乂見給aけむ人をもの 
人や咎めむ■と隱し給ふ^,>办。心なげぞいはけ.て.聞ゆるはJ.など侍ふ人々も間 

に^か;>る：入あ4と間^めしてい^ほじ乂「系とv•の 
Jしほ^をr->^ふ^^ふなかべ物し^る心を，Sばか-;CV0 

か情^くは劣:1:なすAむ1と々たまはすれどV畏まtたる冷咬に1:御いらへも聞^給はね 

•ば、：心ゆかぬ^めJlsとほ''Lくおぼしめす。「Sるばすきずさしぅ打ち亂れて艺^ 
.女房-^まれ又Zなた：か在农の人.々Mどな.ベtcな右ずな^:も見ぇ聞免ざめるをづ 

*0隈RI1れあ4多Vかく人に^恨みら冬^む」との^まは.す。帝の御年ねび3せ給；3ぬれど 
务ゃぅ.©方は泛過ぐさせ給はず-〇うねべ、に^X基うどな^を^かたち心あるをば殊に本て 

•'はや^おぼむめp-^れば、••]:しある営仕人多かるZ.ろな.々でば.かな^事を本言Wふれ給ふに 
はネてはなる\取^ぁ1かたき'に>目钏.るゞ忙.ゃぁらむ、げにぞ怪しぅすぃ給はざめる七試 

谏-JS:物]Isfe菜贺 一52 
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源氏物SS舡椠钉 i 

{CV2.はふれ•ごとを間え•かVダな:(!:する折あれど、情なか^^程にうちいちへて誠には亂n 

給は^を，まめやかKr&:5ざうしと思aBaてゆる人名あ^N。』年S.た:5老い/2る^いし.のす 
一^、人もやんごと^く心ばせあ办てあ.1:-(c>ぼえ高くはあ公ながら" 5みじうあだめい^る 

心ざま.にてそなたには31かもぬあるを、かうさだ過ぐるまでなど^し义亂るらむといぶか 

し乂^ぼえ鈴；3ければ、戯ぶれ言SWふれて試み給•ふに似げなくも思はざCNけゲ.0あさまし： 
上從しなが>b、§すがにか、るもをかしうて物などのたま；3てけれど、人の漏6間かむ兑ふ. 

る^かしき•程なればつれなく見て：なし•給へるを、女はいとつらしと思へ会。上の^けづ.办ぐ 
しに侍-aけ-5をはて.にけnば、上はみう:t>き-0人召して出て3せ給ひぬる程に、ま为入劣5. 

ベ:t:z:の內侍常ょぅ^淸げにやうだSかしちつ含なま.めきてSう？：くあ々さまsと花やか 
R:r;cのましげic見ゆるを、Sもふみが^.5も七心づきなく見給ふ劣のから、Sかド思，ふらむ： 

:^ぶすがに過ぐし.がたくて裳の.f-r^引^骼か:L>給.へれば、かはほ{のえならず#き^るを 

荽;1>隱して見办へ4*るまみい^う見延べ六れど、^かははい为く黑み落ち入3ていみじ 

ス•はづれ^、け.たぅ。似つかはしからぬ1の5まかな士見給ひて、我が屯給へるにさし代へ 
て見給：へば、赤3紙，の胁*6ばか々色深-きR木高き淼-0か72^塗$か<し^力。片っ方に手は 

^:^さだす言^れどょし^かちず^森の下草^ねぬればじなど觀^す^び^る^^亊しも/〇 
そ:/〇れう*ての心ばへ.や.と意^れ-^がら「森Milioと見ゆSる」とて何くれとのy2まふ^P、 

观妨な>：：人序見.つ^怎苦しき女女は—思S力らず-〇ミ 

i射 



•"へ^君七tば手^れの駒にか力^はむ：^か？過ぎた^' 

色めき721r?-•.ベ 
?「§、めけば人や支かめむいつ、とな乂.駒^ 

給：ふをび‘かへ；て、「：まだかV^TP,のをて^^ 
•^といみ^?「今冏ぇむ。思ねなが石ゼや」と-1:.引会放ちて出\」給ふ:?:いせ 

ばし.^」• >-恨みかくるを、土はみ桂ば1:、ペ御為;5:Uの.內:J:''5Mかせ給aけぅ。似〇かはしか 
啗ぬあは.aかな•どsと：をかしうあぼ:Uめされて^すき心なしと常にもて惱む 

いへ：^過r*sベ-^け^UJiて笑はせ給へば、內侍はな^^ 

ぬれ^ぬをだに.養まほしが^たでひもあ泫ればにや、10^ 

「思の外な:^乙と.かな」^あつかふめ名を4頭中將聞-^つ付V至^ぬ隈なき心にて^だ思a 
ょらざ；<?&るょ七思.ふに、盡せぬ之：のみ心龙見^ほしうな4にけれは語らひつるは^ 

の君名人ょム.は.s七異な^をかの.つれ念含人の御5V.Sめに之思aつれど、見まほしきは 
限6あ'^ける111:とや、ぅ.*ての^■©みや;?い*う忍ぶれば源氏の.君はi知-CN給はず、見つ‘け 

聞.ぇズは爻づ报み間ゅるを:1はねの程ぃ^设^.ければ慰めむと覺せどかなはぬ物憂3にぃ 
違久'^*.5な；^{Cける M、ゆふ^^じ^名殘谅-L:^*Q^ぶれ-Kう•/!め.V-C. 

人ずみあう^給べ试この内待莪售^ 
遊;{2:^^4.な^^て：殊^戈5る人な.き±手，なれ试ハ物め-5らめ11.5啜 

is 一^; 
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38V 

If 

谋苁物-Irs^養 ■5:一一 

1C側^。「う-^つV6に.な杏や先^^•■Lp.:^聲は：が^ 

に^乃#IT昔め-A多かくや%办^か1砂^と其之^4--1:拙含給ふ。彈き止みV V 

，思-W亂れ为る，竹はc>な:-/)。#「あづt,や」を忍びやか化謠；3て寄6居給へるに「あ^6 .ら^ 
.省ませJ上う.ち>.へ渋る'も例に.iiひ.^る心^ 

;•:•■•V「立ちぬ：\人*tもあふ••:!;あづ忒や仏^为ズ^命 
人41>名-pflき^ふま'1:#れxこうと^:Lやr何事;?:か乂までは^ 

tr. :j人づ爻はあな^づr;b:(iしあづ戈や0;:ま 
一^;sJl>けれ V •、あ^ヶは-t.^なく や^^々か；へ^ 

^逐なぞ言ひ：かは:1.て.、^れ^珍:1>,き心地ど：患給ふ^ 

芯,:1:常^もど会給ぶがね^きを、：つれ^ベ.v,'5.^>ぅちに忍び給人方夕^ 
:顯のみ思ひわ穴，るに;-N乙れ^見つ好^る心地；いとうれ^'-〇か 

::V御心惑は：七.て彐乙：cvぬや」と言li^t思ひてたゆ,36間ゆ9風冷やか1Cうち吹^-1:や；-A 

行X程れ：、少し.^どろ^-^やと見ゆ^氣色なれぼやをら入：1#名^、君は.解けてしネ寢給は： 
m^x^^-nば^.:i間^〇•けて〔：^の中將^« 

K;そあ'も妁土>ぼすに:Vあ土：な 
:む^は-耻ムければ、「あなわづらはし出でなむよ。く tpのふるまaは患るか-csつらむものを 

心禝■<<すか11>給'aけ^^」2yk衣稼か >を取4て.屛風め 



ソ•• 

r 

で、 

念じ^引^y2i:給へ:SB風の1&^^寄^■!芯^rほ:?:盤み寄せ ^ 
ぢ內侍は#びたn-^痛べ*^:Dぼみな#び^るAの：、•さ 

^•■ければ、次ちaて$み-1;:(心あわ^ズし^に為：/.^z.め^ 
し;Sに；、；ふるふふるふ，つ，と.a、^>へ^^ 

かう^6などうちゆがめて定らむうし/>で思ふにいとを乙なるべしとあぼしやすらふ。 

•巾將，い：かで我^しられ聞ぇじ令：思び，て、物ネいはず唯，い；みじう怒れ石氣色にネ^ 

力を引き拔けば、女rあ•か君ぁが君^^向aて..手を褶名に、ほとほと笑*aぬべし'.-°好ま.しう若 

や^vt^'て^^た.るうはべこを^.-t也fe方けれ9五十七/\e>人の-5.ち^ 
:けばねへぇならぬは^ちのわかう^^^め御中にて兑の枭ぢ七た：るいとつ^^し-〇か 

负^ま仳%.てひ：がめ^恐^げ.なる氣色を見オれど、攻^^ 
て殊更Rす^な:-6サ4とそ之1^^1ぬ。そ-0人攻め1乏見鈴；^ひとをかわ讨れば、±刀拔 

态たるかひ衣を捕へ；てS七い/2う摘み給へ.れぱ妬き毛の：か^ 
うつ：心ご人ろかとょ。戯ぶれRx,vや9い：で 

.ゆるし間ぇず。rsらば諸典にも乙を」とて中將の.帶を引き解きてHかせ給へば、ぬがじとす 

ま^を七か乂ひき^スふ程にほ乙みびはほ/>ほ/>泛絕么ぬ。中將、：:.-汚^^ .:':■•-•> 

••••;••..「ゥ\'む.める名や^4出でむ0 
らセ J^.1^ふ*^0君、-v;-*ビ，ハ V)令；VV;:」. ;;•*> ;V; 

谏氏物gsfe龙K 

i —•！餐售§■ 心 w^.l>'>_:lr:-^:-•ン rvI/-lr, 
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U3 

A- r•かべれ衣^%のと患る患る夏ご/>もき^るをうすき心とぞ見るjといひかiしてうら 
ゃみなき矣ゼけ^^姿ic引^^Sれ.1:皆出で給CAぬ0君はい•と□•惜-Lくiilつけら1ぬる事 

企思5ふ1給へ：ぇ內侍はあ^-^-Lう^ぼ么ければ、Sち^ 

•• . •i-.vr..- ...*•，- - ^ 0^ • vr ^ •...- ^ • ..•• - - - . - . •-•/• 

C「恨みて.もいふか.Wぞ攻;^たちかさね^|夕てかへ-6し波のな-^65そミ名あ&はに」と 
あ4あ名泫のru^:や士見鈴ふ名に;-<*けれ^、め^'なしと思•へうI • 

つへ.「あ>;b^ちし波に乙、^は.^わがね^ょせ.付む磯をいかV恨みぬ」^のみなむちみける？ 
帶•は中將のな.6妙A我が御なほムは色深:1>と1給ふ.icは^?111冬^:か.ヶけ 

ゼ味や、あ3立ちて亂る、人はむべを之が^も^事も多からむとい士乂御心をさめられ哙 

ふ审將、‘とのゐど乙ろょう「；れ爻ヴ.とぢ；つけ:^せ給べ」iて押し包みてtせ*/2るを•ハ 
かて沖3つ*^むi心.やまし。'ZLの帶を::^ざ^^ 

力ぇば•かrとや 

.; * • V « V:- O VV - :v.v- J;. ^ ^ - : .•- 
,••]:「君1Cかく•引含とられぬ^帶欢ればかベ、て絕1'ぬる^か义か乙たむ。ぇのが 

あ-^ 0:旧衣けておの為の殿上*it參4鈴べ4:-::°v?一と靜(C物遠き.3ましておはする'巧 
い$;?:ふ-a竹れぞ；為^やけ>r:i為-^く奏^7す旧舛^ 

:^か^み^ほ^:ぶま^,?^ 



1. 



■HPiiirr ii 一 丨]r 

v...，•ソ:••.マ:，::い••: .':::.，？へ W ':.，..•.•••，•、.•-：•• ：•••• 
• •こ…' •パ： 4 …：• •• •- • * ••• 

ふ;1.'每 Jm ■•1--JJ、•.:.]'•、.••■•て.•，厂 

逋氏物諶花裳 

，•••••一 ♦ノ• •• •ノ \ •♦’• ：♦•:•‘•; 

0 

と例のやすからず世の人4拙ぇ姑^V。；參j給ふ夜の御俄に宰相の君も4ぅtc>$*^まふ。同 
uきさきと間ゆる中に7pi-sい：^v.^>の皇子•玉の；5か々輝きて^ぐaなき御おぼぇi-cさ/ 

物:L給へ、ば：、人.も.Sと殊に思；^かしづき間ぇた：CNO.tしてわ^なき御心にはみZしのぅち^ 
i-maや.^-nて：い士-v:及びなき心m;l>給ふ:R々.\:スは:bさまで攻む。. 

，ラ「盡 せぬ心*0.，やみにベ^>か龙# 

又^のか^あ:^れ犮う。皇子.(3:お*i:tげ給ふ月日^ 

.:^苦し4^ぼせ.^思^ょる人な^'.なめ々かし9げに，ぃかさま:^作^かへて.かは劣らぬ御 

有樣は泄に出でもゎ^給は爻:^〇”：月汨め^か为の空にかょびたるゃぅにど 
► 〇 

1 ” 

.;v- v>. •，-. ^:.v. . - ^ ^ . ^ 

• 、 - ( - •/ • \ : vv* 1,* ヂ••二:... 

爸§ら苦の#(0あま3南殿の權の宴せ•§せ給ふ。含さき春宮の御局左右(tして參ぅ上り給 

•^*••.0•弘徽殿の女御、中宮の：かぐ.て^Uするを折節ごと^安か^ずあ^ 

•P输m^參ガ鈴ふ。:Hいと能ぐ睛れV空の氣色鳥の鄧も心地'iげなる代 
そは^めてをの道の；は皆探韵給はJてふみ〇ぐシ給ふ•斤^^ 

在の为まふ部3へ，例の人ic異なす笑社頭申將4火の.•め^つ-し 



を. 

い一士めやすX冬で靜(めてこ、わザか^&ど物乞(>ぐすCれたtoSK 

良白/>める多か^.:。地下0.もんicんば^じて帝褰宮の御ざ£'如じC:*ぐ'すCれてぉはします。 
か、る方(2やん.ごとなき人多ぐ％の.じ输ぶ頃なるにはづかしぐて遂々と暴な'ざ庭に立ち出 

づる程は1;たなぐて易き事なn£苦しげなん。年老sたる博士、どもの、な6あやしぐ迤れて 
例なれたる重找れにきまざf-御覽ずるなむ'をかし^ 

と乂：の.へさせ給：へ冷。.令う^ 

•1C源氏：の御紅葉の贺の折あぼし出でられで、春宮かざし：給ばせてせち(C黃めの給はする{C 

遁れがたtて::-.^立ちてのどかに顧かへす所をa-とをれ氣色ばかヶ•舞a瞼べ：it 
の：な1見^。左の^と^うらめしざ省忘れて淚落し給ふ。r頭中將いづら•連し」とあれば、柳 

花苑Aいふ舞を、てれば今少しうぢ過ぐしでか、る事もやと心づか认各げひ4いとおもしろ 

け，れば、御ぞ賜は$てsと珍しき乙とR人思、ベみ。上達部皆亂れて舞a;給^ 
殊にけ*1:めも見ぇ•すcふみなど講ず5.にも源氏e)貧の御をば講師もぇitみやらず、句ごとに 

ずじの/>しる博士どもの心R'も.いみじう思へヶ。がデギうの折((::も、^づ乙.の君を光にし給 
へ、ば帝ちsかでかおろかにおぼされむ。^ 

に僧み給ふらむも^やしうわがか5思ふ^>;心ぅしとみづからぁぼしかへされげ：。..；' 
.:•「大かた：に花の.す’かた^見ま1>かばっゅも心の命かれましゃ味」、御心 

かで漏AI?けむ。夜Sた5更けでなむ事ばてける。上達部あのおの^:がれきさき赛宮還らせ 

通.氏物語•花孥 
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♦ •給aぬればのどや(Cなりぬるに月sと明うSし.sて、^かしきを源氏の君^a心地に見過 
rl雛べ^ぇ給aければ、上の人々.？^>ち休みてかや一う1C思；5かけぬ程に.、4しぬべき 

sまもやあると藤壺わたうをわうなう忍びて窺aあ6けど語らふべき戸口もさじてければ 
うち歎きて.猶あらじに弘徽殿の細殿に立ち寄6給へれば、三の口あき：た6。女御は上の御局 

，にやがて參う.上^給aにければ"人ずくななるけは；sなA。奥のくる、戶もあきて人音も 
せず。かや：うにて111:の中のあやまちはする；vかしと思a'1:やをら#^vて^き鈴ふ.。人は皆^ 

たるべし。い^}若うをかしげなる聲のなベ1:-の人とは聞!•ぬ「朧月夜(C似るもの?:■なき」と 
うちずじててなたざま1C來るものか。いと嬉じくてふと■をとらへ給ふ。女恐ろしと思へる 

氣色R\し「あなむぐつけ、乙はた^jとの給へ：ど、「何かうと^しき」とて、 •' 
•••:::一「深き夜の哀を离るも久月のおぼろけならぬ契とゼ思ふ」とてやをら抱きお 

押し^てつ.• °淺tしきicあきれ^るrot.いと懷しうをか.しげな办。心な、くわな、く「乙、 

i に人の」との^まへど「まろは皆人にゆ^され^ればV召し寄せ/2办ともなでう乙とかあら 

一む。/2,\:-忍びて^そ」との：たまふ盤に、乙の君な•ヶけAと聞き定めて聊か慰めけ$。わびしと 

思へ，る？pのがらなさけなくZ:はごはしうは見ぇじと思へ.0,。灸ひ心地や例ならざ6けむf許 

•3む/^とは口惜しきに、女？p•若う/aをやぎて强き心も知らぬなるべし。らう^しと見給ふに 
程なく明け行けば心あわたぐし。女はまして：3爻ざま('C思6i亂れ/aる氣色なう。「猶名の.CS 

患給へ。いかでか聞ゆべき:-〇か,5で止みなびとはと；p^ぼされじ！などの/2まへば、.： 



Y「うき身世icやがて消ぇなば尋ねても草：0原をば之はじとや思ふ」とS.ふ 
:めぎたヶ*:-0「てとわ6や聞ぇたがへだ5;もしかな」とて：へパ 

•;.:「s'づれぞと露のやど 
"•なちず(i--何が•つ、まむ。若しすかい給ふか」とも冬いaあ.へず人々起きさわぎ上の御局に 

.;6ちがふけじきども患げぐまょ：へば1いどわりなくて、扇ばか6を患るしに取卜替へて出で 
給びぬ。桐齑汉は人冷多くさぶら；3て、驚き*るもあればかぐるを3-も72ゆみなき御患のび 

:あヶきかなと〇きじ/Dso、をらね，を^^あへる*.0スk給；5て臥し給ベれどねSられず。を一 
か'1>かりo'る人の5音かな、女御の御おとうとたちに乙をはあらめ、1だ1|1-に馴れ^は五六 

の君^ら•むかし”^ちの常の北の方、頭中將のす^め^四の君^:•ど乙そょしと間きしか、な 
かな♦がをれならましかば今少しをかしからまし、六ば舂宮に奉ら1/と志し給べるをSとほ 

し.5もある：ベsかな；煩ばしう尋ねむ程もまぎちはし••>ぎて絕ぇなむとは思ばa氣色なヶつ 
:5をかなれば乙と通はすべきrcまを敫ぺ•ずな办ぬらIfなど：萬に思ふも心のとまるなる 

ベし。かやうなるにつけてもまづかのわ^$の有■の乙上なう奧ま6たるばやとあ6難う 
思W比べ.られ給ふ-〇をの日ば後宴の事^らて紛れ暮し給acv。第の琴仕う奉6給ふ。昨日e) 

尠よふ%なまめがしう而白し。藤壺は曉に參う上6給aにけう。かの有明妝でや.Lぬらむと 

.心^そらにて、思a至らぬ隈なき良淸惟光をつ.け.て媒ばせ鈴Wければ、御まへ1'ケまかで鈴 
Wけるほど^「只今北の陴よ6隱れ立ちて侍3つる車ども罷ウ出づる。御か为が^の里人侍 

術氏物SS花^ 0 
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ヶ0-る中に四位少將右中辨など急ぎ出で、送りし侍う0るや、弘徽殿の御*:がれならひと 
尾給へつ.-5。け‘し.:5-はあら^けはひど.もしるぐて$二つばか$尙ヶク」と甜ゆるにも胸うち 

つぶ.n給ふ。いかにし-.1:いづれと知らひ、ち\おと<など聞きて匕^ 
戈いかに^や，、兮だ人のあ$さま能く昆定めぬ程は煩はしかるべし、さヶとて知らであらむ 

は/aいと口惜しかるべければ、如何にせましと^ぼし煩；3てつくづくとながめふし給へ6。 
姬君sか-{C徒然ならむノ日頃になればぐし1:-やあらむとらうたく思しやるc^の^るしの 

扇は樱の兰31が$ねにて濃きか*に餒める月をかきて水に5つしy2る心ばへ目馴れたれど 
ゆ；ぇなつしうも\しならし^な。草の原をばとSCAしさまのみ心にか、6給へばハ • 

〆•「世に知らぬ心地こをすれあ4あけのH:の，ゆくベを空にまがへV」と書きつけ給aて置 
一、^給べ.ゲごおほ.s殿にも.久しうな^:にけるとお.ぼせど若君も心苦しければ乙しらへIf 

，ぼじて、二條院へ坐しね。尾るま、に：S、と美しげに生；5.な4て^いぎや5づきらうらうしき 

|心ばへい：を異なダ。飽かね所なう我が 
一御を:-1>.?ぺなれば少し人驯れたる斟や爻じら.1;と思ふ1をうしろめたけれ。.日ごろ0.御物靜 

i御琴な^敎へ憨して出で給ふ^、例のと□-惜しう覺せど、今はいとよう習はされ 

一は慕atoはさず。^ほい殿には例のふと^^^^^ 
一れ1:箏の御琴まさ：rAてrやは4かi?ぬる夜：ii.なぐて」と謠ひ給ふ。おと <渡合給aて一日 

への典あ々し事聞え給ぶ。「乙Vもの齡に，てめV?.お50.御^四代をなむ見侍々ぬれどこ0'度^ 



r.- 

1V v ": 
r. 

で 

^ 

うにふみど名きやうざくに、まaがぐものVねどもとVのほ.csて齡延cる乙となむ侍らざ 
60る•。道々0物0'.上手ど7P多かる頃ほ；3委しうしみしめしとVのへさせ給.へるげな60翁 

名ぼとほと：舞CA出でぬべき心地なびし侍ヶし」と聞え給へば、「殊にと、のへ行ふ事も侍ら 
ず。^公事Rをしテなる物の師どもを乙Aかし乙尋ね恃6しな-CS。萬の事ょ.0,ば柳花苑誠(2:. 

てデ^sの例ともな$ぬべく見給へし^、まして3か13)く春に立ち出てさせ給へら$しか 
ば、世のめsぼくに令侍らまし」と聞え給ふ。辨、中將など參うあaて高欄に背中おしつ、と 

などうに物の音ど7P調べ合せて遊び給ふ、いとちもしろし。かの有明の君ははかなか.〇し夢 
5:.思し出で、Sと物なげかしうながめ給ふ。春宮にば卯月ばか-CNとあぼし定めたればいと 

わうなう思し亂れたるを、をと乙君も尋ね給は.ひに跡はかなくはあ^:vねど孰n-とも知らで• 
殊にゆるし給はぬあ^か、づらはIT7PA心/)く思aわづらa給ふに、三丹の.二十餘日 

みぎのおとCの弓のけちに上達部み乙/2ち多くつどへ瞼aてやがて藤の花の宴し給ふ〇花 
盛は過ぎ(c^るを、外の散らなむとや敎へられ六{けむ、後れて暌く樱二木ev>とあもしろ 

き。新し5;造y給へるMを宮達の御裳着の日磨き^〇らはれ穴40華ケと7^のし給ふ殿のや 
うにて何事も今めかしう^てなし給べう。源氏の君に％-一日うち^て御/2いめんのついて 

に聞え給a-しかどおはせねば口惜しう物のはえなしとおぼして御子0.四位少將t窣6たま 
ふ〇.て:;.*.T;-:- ^vvv r:: , V..'• 

「わが宿の••花しなべての色ならば何かは3らに君をま^まし」內にあはする程にて上に 

诞氏物語花宴 一六一 
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麥b給ぶ。「各たり顔^-5や一J’と笑It:せ給aて「わざとあめるを、•早うものせょかし。をんな^ 
てy2ちなども生a出づる所なればなべてのさまには思ふまじきを」^どの給はす。撖ょをa 

釔ど引ぎクくろa給び1:痛5.淼る > 程にまたれてど渡ヶ給ふ。槛e)*麼0-ぎの御i:'衣、蒲雒染 
のし为が3ね尻いと甚ぐ引きて"皆人はうへ"のき似なる^、あざれ^るあほぎみ姿のなまめ 

きたるにてsつかれ入々給べ：る御次まげにぬと^ 

どざ免しにな>^o遊^どsとおもしろうし給sて夜少し更け行くほどR'源氏の君い^う醉 
ひなやめ55玄にもでなし^ひ發ぎれ立ぢ給ひぬァ聽殿に女一0.窑、女三の営のおはしま 

ずびんがしの戶nにおはして寄々居給へ6。藤は乙なたのつま(C當グてあれば、御格子ども 
上げわたじて人が出で居/aう。?ill口など蹈歌0.折あぼ免て？とさらめき名て出て/2^.を、ふ 

ざばしからずまづ藤壺ねた6をおぼじ出で^6',。「惱ま1>'きにいと痛う强ひ^れて 
侍ゲ〇かじ：乙げれど乙の•御tへに7jとは蔭にも隱さぜ給はめ」と•て妻戶の御簾をfl- 

ば「：お^煩ばレ。1:-から^人こぞやんごとrぎゆ.かヶはか乙t>-待るなれ」といふ氣色を見給 
ふ，にフ^^^%)じうは^らねど^しな^て 

ばCA:^:るし*o'ぞらだきものいt:けぶたうぐゆレて一きA 
a5;;'^y、'心にL V奥文；^た^げはaば立t>;後れみ 

なれ♦と、ざすがにをかじ}^ぼされていづれならむと腩うち潰れ1:1菸を取られ 

si^n. 4i 
ii^ 



VJ見る」とうちおほどけたる^{CSW-なして寄$居給へな。「怪し5もSまかへ^るこまう 
、どかな」iいらふるは、心知らぬにやあらひ:'-°いらへ：ばせで、唯時々うち歎くけはひするか 

たに、ょ办か>夕て1儿帳ごしに手をとらへ，て、：；.• .•？•：：‘ン。 . 
::「あづさ弓Sるさの山にまどふかなほの.みし月のかげや旯ゆると。何故か」と推しあてに 

,0为まふを、免患のばぬな.-5ベ:Uブ.•-•'•-•ぐ… • i :; 
‘ • >贫るか^なら$ばゅみはぅの還 

いとうれしき克のか^^。: • .*:'パ • •; 
• •- •: % • • •• • >..:<• .••.:し'-.• ' ’ .•: -. 

/• . ^ ^ -. 
• , t, • >•••••“♦ •••• ., •••へ • ••，パ * • W 〆 ，•*•'••• *:* • I • ♦ 、 • 

世の中かは6て後ょ/>づ物うくあぼ3れ、御身のやんごとな3も添ふRや、かるがるしき师 
忍びあ6きもつVまし-.5て、之、もかし乙もあぼつかな-3の嘆きをillね給ふ報にや、猶我に 

〇れなき人の御心を'Pきせずのみfeぼしなげく。今はましてaまなく、たて人のやうRて添 
a坐します^、今き5きは心やましうおぼすにや、うちにのみ侍CA給へば、立ちならi:人な 

5心安げな6。：折節(C隨aては御遊など^.乙のましう世の饗くばか$せ3せ給aつV今の 

御有機しも.めでたし。唯峩宮どぞいと戀しう思a聞え給ふ。御後見のなき1後め^う思a聞 
免て、大將の避icよろづ聞免.つ.け給ふ劣、傍瓶き名のから嬉しと^ほす。誠や、かの六條の御 

淑氏物^ヴ终 i 
.•••••,"•> I, ••• •• * • . »• • i ^ » -I b- • •« ••» • • . ( . . . •. 
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やす所の御腹の前坊の姬宮齋宮に•居給；3にしかば、大將の御心ばへもSと賴もしげなきを、 
かく幼き御有樣の後め穴SにrJとづけて下6やしなましと、かねてょAおぼしけ院にtp 

か、るとなど聞しめして「故宫のいとやんごとなく5:ほし時めかし給aしものを、かるがる 
しうおしなべたるさまにもてなすなるがいとほしき乙と、齋富をも乙の皇子逸の？bにな 

0思へば、Sづ方につけてもおろかならざらむZ.そょからめ。心のfSびic任せてかくすき 
わざするはいと世のもどき渙aぬべき事なり」など御氣色あしければ我が御心地Rもげに 

と思a知らるれば、かし乙ま$てさぶらひ給ふ0「人のため耻ぢがましき^なX、孰れをもな 
だらか{Lもてなして、女の怨な负aを」とのたまはするに、けしからぬ心のおほけなさを111] 

しめしつけ*らむ時と恐しければ设嗦$てまかで給aぬe又かく院(C7P聞しめしの^まは 
するに、人の御名も我が爲もすきがましういとほしきに、いと<やんごとなく心苦しきすぢ 

には思ひPHぇ給べどまだ顯はれてはわざと^pてなし聞ぇ給はず。を/Lなも似げなき御年の 
程をmかしうあぼして心とけ給はぬ氣色なれば、をれに隨ひたる3ま(Cもてなして院に閗 

しめし入れ、世の中の人ネ知らぬなくな$に^るを、深うしもあらぬ御心の程をSみじうあ 
ぼし歎きけ6。か、る事を聞き給ふにも、朝颜の姬君はsかて人に似じと深うおぼせば、は 

かなきさまなりし御返6-犮どもをさをさなし。さうとて人にく >はしたなくはもてなし給 
.はぬ御氣色：を哲も猶Zとな6とおぼしわたる。大殿にはかくのみ定めなき御心を心づきな 

しとおぼせど、あ噯6つvtg御氣色のいふかaなければ1Cやあらひ、深うしも怨じ聞t給 

Iち—^契逢 s^ssyhisjf !3wy 一^w9?8T?vw®:4w?;51>»:3l-.iKk:i「 r_! 4ぎ 



はず、心苦しきさまの御6地k惱み給ひて物心ぼをげにおぼSた珍しう哀と思ひ聞免給 
ひズ、嫱.bきものかち#:も誰もゆ、し:5おぼしてさ^ざまの御つ、しみせ3せ舉6給ふ0か 

やうなる程はSとC御心の暇なくて、おぼし怠るとはなけれどとだえ多かるべし。をの頃齋 
院-^お4居給ひてきS S腹の，女三の営居給ひぬ。帝きさきSとZ:とに思ひ聞え給べる宮な 

ればすぢことにな$給ふをSと苦しう-5:ほし^れど、乙と客穴ちの3るべきおはせず、儀式 
なy一常のかんわざなれどSかめしうの、しる。祭のほど限ある公事にそふと多く、-;1所2:よ 

なし。人がらと見免^$。ごけいの日、上達部など數定ま办て仕うまつり給ふわざなれ：^ 

•^ぼ^!こと{Cか^^あるかぎう^/2がさねの色うへ'0持の紋馬鞍.*3:で皆整へ^6。と^わ 
:^穴る宣旨にて大將の君rp仕うまつ6給ふ。かねてよ-^物見:^心づかひしけ一條の大路 

所^くむくつけきまで騷ぎ穴6。所々の御さじき心々(r去つくしたるしつらa人の棚口さ 
ベいみじき見^のなう。大とのには、かやうの御あ6きもをSをさし給はぬK御心地Sへな 

やましければあぼしかけざ：'./)けるを、若き人々「Sてや己がどち引き忍びて見侍ら1;乙そは 
えなかるべけれ。.4_ほよを人だに今日の物見に.は、大將殿を乙そはあやしき山が〇さへ見奉 

らむとすれば、遠き國々ようめ乙を引き具しつ、參うで來なる?:御覽ぜぬは$とあま-^も 
降^かな」AJSふを大宮聞しめして、「御心地^?よ/)：Lきひまゲう。Sぶら•ふ人々もSうざう 

しげ^め々」上て俄にめ厂らし仰せ給ぅて見給ふ。日たけ行含てけしきもゎざとならぬ5ま 
にて出で給.へ^V。ひまも無う立ち渡みたる1Cよをほしう引き續きて立ち煩ふ。よき女房朿多 

- - - ....• '• - : • - •••• •' • -•■-.:• -. V'.■'•..:•......:.二. •■.?• ••■■• . 
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くて《ざふざふ?)人^きひまを思a定々て皆さしめけsする中に、網代の少しなれ^る、し 

•^す^れのさまなどょしばめる1Cい72.う引き入6て(fのかなる一袖口裳の据かざみなど物の 
色かと淸らにて、'铢返に逛れたる妙はひしるく見ゆる311:二つあ^^「乙れは更にさやうに3 

しのけなど:.fベ:^御取に省あらず」と口ごはくて手觸れさせず。いづ方K本若きものども酢 
a過ぎ立ち騷茗穴る程の乙とは免した,:vめあへず。おとなあとなしきごぜんの-A々は、「か 

く^」といへどぇとvめあへず。.齋宫の御母御やす所、物おぼし亂る、慰めiLもやと忍びて 

出て給.へるな6けつれなしづくれどおのづから見知6ぬ。「さばか$にてUさないはせ 
を、大將殿をぞがうけRは思ひ問ゆらむ」などSふを、そ0御方の人々省交れくばいとほし 

^見^から用^'せむも煩はしければ、患らず顏をつくる。遂に御取ども立て薇けつれば、ひ 

とだまaの奥におしやられてものも見ぇず。心やましきをばさる^のにて、か、るやつれを 
ふれと知られぬるがいみじう妬き£限^な:1>。榻なども皆押し折られてすゞろなる苹の胴. 

にう^かけたれば又なう人わろく悔しう、何に來つらひと思ふ{Cかひなし。物も見で歸らむ 
士--'1.給へど通4出でむひ^もなきに、「乙とな6ぬ」といへば、5すがにつらき人の御まへわ 

犮うの待^る-S名心弱しや。さ、のく爻にだにあらねばにや、つれなく過ぎ給ふ.につけても 
衣かなか御心づくし^办.-0げ;^常ょ,'()も妤み整へ^る取どもの、飛も我もと乘6乙ぼれたる 

^^すだれのすき間£も\3らぬがほなれとほ、^みつ->泛6目にと<め給ふもあ办0大 

と0入はしるければまめだちて.渡^N給ふ。御供の人々うち提ま$心ばへあ60V渡るを押 

13陰藝 .li.uiii— 
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しけy2れたるあ：爻ミななぅYゎぼ各石^き、S 

人の見る7fteし友衣けれ劣め;^あやな；御-3^か^-t):^ 

1かK秀^掀さネ。ほど凇义^0对:1:¥ 
K^.i達部は.が^殊灌る:?:、；ひ士-rfの御^ 

殿上のざぅなどのずる之土は常の弗せもあ^:ず〔珍^き珩幸犮どの折0わざ攻石を、今日は 
右近の谶人のざ--5聲ま0れ^令$%御璐身^飞:\か为^^ 

;%つ;^:n給•へ^^兮木牌f.^>靡かぬはあ；st<^v:^多^^ 
羧bかちぬ^^尼なTの.世^背き付^な£^仆*nま 

がち％^，？あな-Rぐと見ゆる;tt今旧は之とわ4;ic-nぅちすげ•みvf髮さZ.めたるあやしの 
者匕珞の手上つべ^ズか犮ひ沘あズっ乂見摩^あ对穴る飞、支又がましげ衣る賤の夫まて 

己が颜;0な^セ/§-^をば细^で:^み^か1^九何^%!スれ給ふ 
め5どさ一へ—心：*0.か孓ガ盡したる薄ぶもic乗令、^^义と 

レ^クゃぅ;0見戈の攻$ける。^^て;2.\:^し.乂:^立;^忍びィ通 
次^ぬ微鬯汶333も多か;-6け沙聋部卿宮^七^肚-;1:?:溫給-1>ける。ぃ^^ばゅ^ 

i5ス人 Qふ^：^が^飾ぶ^UB4 
渡^.給^御沿ばへ》の:®のA- 

丨源災物S5;;葵:::■ 至 



写.• 

l1:s^^3_l通.1脅讀a策^l 

泥氏物龉葵 一六< 

B心^-t-c\^j。い^近xi:見ぇlr.tで'^-^ぼしJ>.c\ず、若き人々は聞きにくきまでめでlia 

汶あ•<•ヶ.*c-.^つ'力の日.は大殿Rは物見給はず。大將の君1かの御車の所あらそひをまねび聞 
妙る入あ^ければSとい-iほし-:5憂しとお破Lて、猶あ力らおもらかに坐する人の、ものに 

次§付後れてすくすくしき所つき給へるあま办に自らは3し名あぼSVめれど、か、るな 
亦^pは惝かはすべ.き^.0と7pおぼs7aらぬを御心おきてに從ひて、つきづきよからぬ人 

:0せ;sせ^るなら沿かし。御やす所は心ば甘のs、-:>はづか,Lくよしあ办ておはする名のを、 

•V:かRおぼ-:Lぅんじ'.(Cけむといとほしぅv#-:5で給へ办けれど、齋宮のま^もとの宫にあ 
ぼ心ませば、綱めは.V:か^に乙とづ妙て、心安く 7p力いめんし給はず。乙とわ合とはおぼし 

1が•^r^v:^かべか^みic:--^ば^ばしからで坐せよかし」とぅち〇ぶやかれ給ふ。今日は 

こ滌院北離れあはしV.潦見に出で給ふ。西の.對にわ穴ぅ給ひて•惟光(C取の事仰せたぅ。「女 

漏出vi-Jt,oや」上の,y2まaて、姬君のいと'澡I 
!奉^^^-'0「君^.いざ給.<、詻其:^見む^」^て御ぐしの常よ6も淸らに見ゆるを、か^な 

で給;a'rt:17久し3そぎ‘輪.liざめ^を今日:(iよ夕日ならむかし」とて、歷.0if±石して時問は 

せ^:^名締A程に「嗖づ女房出Vね」とVJMの姿^名の••?: 
ガ龙/5發ぞ爲の媚.やかに1卞わ:y2:Lて浮絞の.うへの箱icか、れる程けざやかic見ゆ。「君 

の御rl你我^か-trJ^て「ぅ犮て.所せ:'5もある^な。如何1Cあひやらむとす>bむ」とそぎわ 
づAひ鈴ふ？「か--'^長^人^ひたCA髮は少し短くぞあめるをむげ1C後れ^るすぢのなきやあ 



•*^.:^^^け^かちlr」^v:^ぎば:1::\「^.CA;^」と祝a聞ぇ給^^、少納言哀£csyaじけな• L 

;"-;:..rliかうなき:？)ひ7>の底-0み^ぷSの^ひゅく末はわれのみぞ見-0」と聞ぇ給へば 

々，/:「斤.尋^^いかで.か知らむさ龙めなくみちひる潮のの 
;て坐する5.^、らうらうしきものから若う七かしきをめてたしと^ほす。今日も所もなく立 

ふ2みに.け.^。う^儒のおとべ.0ほ：^に^:て煩ひて、「上達部の祺ど毛多くて物騷しげなる 
力^^办^」*^体ら'a給ふ'、ょ/):LきをAな車の、い^う乘6てぼれ^るょ6扇を3-L出で 

，、人を招き寄せ:.<「»にゃは立/2せ給はぬ。所3$聞免む」と聞ぇ^ゲ。いかなるすき渚な 

名むとあぼ3れ-1:、所^げにょきわた1なれ：ば引き寄せさせ給ひて「いかでか得給へる所ぞ 
4ね:^さに^む」との;/2まへ.ば、ょしある扇のつま^折6て、 

•..「はか^しや人のかざせるあふ,64ゆA神の^るしのけふを待ちける。急めのうちicは」と 

あ;'-5手-?:-5:ほし出づれ.ば、かの源內侍のすけなうけ6。あさtしうふう難くも今めくかな 
上恨3にはしたな-:5、 ....ニパ'•*.' 

「かざしける心ぞあだRおもほゆる八十氏人Aなべてあふひを」。女はづかしと思CA問ぇ 
^会'.0.: ... .. ..... . - - . -. •>.. - ^ •... • 

.卜—「くやしく名かvo:Lけるかな名e)み:Lて人賴めなる草葉ばか6を」と11}]ゆ。人とあa乘6 
てすだれ•.?:♦たに上げ給乜ぬを心やtしう思ふ人多か6。一-.0の御あまの麗はしからし 

遊氏物賭.紫 
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に、今日ばうち亂れズあ$き給ふかし。誰なら..1;、乘3並ぶ人けしうはあらじはやと推し量 
う聞ゆ。桃ましから^かざし爭sかなと、§う-^うしくあぼせど、かやう^.1/'土^本次から 

ぬ人はた、人あCA乘6給へるにつ、まれて、はかなき御sらへも心安く間えむもまばゆしか 
し。』卸息所は？pの.をおぼし亂る、事年比ょぅも多く添；3にけ6。一つらき方に思-aはて給へ 

ど、今はとてふ6はなれく^6給aなむはいと心細か6^、へく、世の人ぎ、も人笑へ1Cなら 
^.-事とあぼすOS-CNとて立ちとまるべく^もほしなるには、かく乙ょなきさまに皆思；3 くた 

すvかめるもやすからず、釣する海士のうけ次れやと、おきふしおぼし煩ふけにや御心地も 
うきたるや:5におぼされ'1:なやましうし翁ふ〇大將殿itは「下り給は1;とをもてはなれてあ 

るまじ^事ど达幼げ聞1鈴はず「數ならぬ身を見^憂くあぼし猞て1;名乙とわ./)なれど 

今ば猶いふか以，なき^ても、御释它你1:む^淺からぬにはあらむ」^聞 
定め兼ね給へ/る.御；心7fや慰むと立ち出で給^ 

と：うべゐぼ^$.られ为办。大殿には铜:^,0>对めきて痛べめづらひ 
歎-;<R御あぅき*？:,:'^びんなさ頃なれ议二滌脘にも時々ぞわ瀨ふプさ总V'へどや-Aと 

き方は殊に思a聞え.給へ：る人の珍•し^え；へ‘添ひ給.へ 
御修法や何や^；U、我が;®方にH多^行はせ.給ふ。7Pの、け、Sきすだまなどいふもの多く 

ffirr來てS1HVDまの名の6する中-{2:、人に更にうつらず唯自らの御身につと添ひ^る5*ま 

亿ArL殊亿あ:£る4どろし^煩ばし聞ゆ义事^な付れ-^、ま农片時離る\折もなきものひと 

♦ ^ 
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〇あう。いみ-1:夕げんざどもに味從はず泰うねき氣色おぼろけの物にあらず>見免たう。大 
將の君の御，かょひ所乙、かし乙と>ぼしあつるに、「ての御やす所二條の君などばか6乙そ 

•はおしなべての5-t(cは思し^らざめれば、恨の心t深からめ」とS、めきて物など問はせ 
洽へどroして诏ぇあつるZ.と名なし。ネの、けとてもわざと深き御かたきと間ゆるもなし。 

すぎkけ名御めのとだつ人、名しは親の御方Rつ.けつ、傅はるもの\ょわめic出で來 
^るなど〇ねむねしからず亂れ顯はる、。唯つくづくとねをのみ泣き鈴ひて折々は胸をせ 

きあげ〇みじう堪•へ雛げ1C惑ふわざ%し鈴へばVかK坐すべきにかとゆ、しう悲しう 
おぼしあわVけ$。.院ょ6も御とぷらひひまなく御祈のと^であぼ^ょらせ給ふさまのか 

たじけなきにつ讨ても、いと:^惜しげ^る人の御身な6。世の中普く惜み開ゆ_るを聞き給ふ 
にも御やす所は^らずおぼSる。年頃はSとかくしもあらざうし御挑み心を、はふなか 

6し所の取#aに人の御心の動きtt妙るを、かの殿にはS咬ても思しょらざりけか、る 
御物思；sの亂れに御心地猶例ならずのみおぼ3るれば、ほかkわ^h鈴ひて御修法などせ 

令せ給ふ。大將殿聞^給avいかなる御心ちicかとsとほしうおぼし起してわたり鈴へ 
列なちぬたび听攻ればぃたぅ忍び給ふ。心ょり外なるを乙た6次ど、罪ゅるされぬべく聞免 

績讨給；5て惱み給ふ人0.御有樣もうれへ.聞え給ふ。「自らはさしネ思a入れ侍らねど親72ち 
•のい士乙とごとしう思；3惑你る.入が心苦-1.3にか>る程を見，過ぐ5むとてなむ。萬をぁぼ 

しの.どめ穴^御心.2:^は.s‘と嫱しうなむ」な^語6W開え鈴ふ。常よらも心苦しげなる御氣 

:1激•華 
一七一 
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色を乙と心$に哀と見奉6給^。うちとけね廟ぼらけR出て給ふ御Sまのをかしきにも猶 

ふぅ離れな.ITぶはおぼしかへ3る。やんごとなき方にいとC志添a給ふべ^とも出で來に 

为れば一つ方に為ぼし靜ま6鈴aな〇を、かやうに^ち聞ぇつ、あらひも、心のみ盡きぬベ 

き乙と^かなか物思aの獠かさる、心地し給ふに御文ばか6ど苺つ方ある。「日比少し怠る 

^ま:^4クる心地の俄にいと苦しげに侍るをぇ引きょがてな1;」とあるを例の乙とづけと 

見給ふものから？V. .:.:*. .: . . • 
「釉ぬる、乙ひぢとかつは知ぅ:^がら—$たつ田子のみづからぞうき。山の井の水もこ 

:^心.$icJ上どある。御手は獬乙、らの-Aの中に勝れたうかしとうち見給aつ、如何にぞや 
名ある世かな。心もか^ちも.と4どりR捨つべき^なくま/2思ひ定むべき毛.な3を？苦しう 

おぼさる。御返办いとく.らうな办にたれど「釉のみぬる、やsかに-〇深からぬ御乙とにな1/〇 
•「あさみにや人はおヴカつ我がかたは身毛そぼつまで深き乙ひぢを。あぼろけにてや〇乙 

の；御かへ$を32ら問ぇさせぬ」などあヶ。大殿には御物のけ痛く起ぅて^みじうわづもa紿 
ふ。Zの御いきす•たま故父お•とvの御趦次どいふものあ6とBa免鈴ふにつけてあぼしつ< 

スれば、身一つのうき嘆^:よ4外に人をあし•かれなど思ふ心もなけれど、物思ふにあくがる 
なる^^し*aはさ？^やあらむとあぼし知ら^>事もあ6。年頃i/)づに思ひ殘す4なく過 

rしつれど、かうしも碎けぬをはかなき事の折R人•の思aけち、なきものにもてなすさまな 

6しみそぎの.後、ひと節に憂しとおぼしうかれにし心靜ま$難う5;ほ3る、けKや、少しも 

^iilpill_ 



1 
r-: うちまどろみ給ふ^には、かの姬君とおぼし^：人のいと淸らにてある所にいきてとかくひ 

きまrur6、現にも似ず武く sかきa/2•ふる心いできてうちかなrるなど見え給ふ事たび 

mな-^にけ6。あな心yや。tに身を捨てVやsicけlrとうつし心ならず^え給ふ折々も^ 
れば"Sならぬ乙とだに人の御^めにはよざまのZ:とをしも言a出でぬ世なれば、ましてZ. 

nはsとよく言aなしつべきたような办とあぼすにいと名，た、しうひたすら世になくなう 
て後にうらみ殘すはよのつねの事な6、をれだに人の上Rては罪深うゆ、しきを、うつ、の 

我が身ながら3るとましき事をsaつけらる、宿.111:のうき事、すべてつれなき人に爭で 
心もかけ問えじとおぼし返せど思ふも物をな6。齋宮は去年うち(C入り給ふべかりしを、3 

まざま障る事あうてZ:の秋入う給ふ。ながつきにはやがて野の宮R移ろa給ふべければ、再 
の御はらへの.sそぎ取6mねてあるべきに唯怪しくぼけぼけしうてつくづくと臥し惱み給 

ふを、宮人SみじきだSじにて御祈などSまざ^仕う舉る。おどろあどろしきさま{Cはあら 
ずZ.乞はかとなく煩；5て月日を過rし給ふ。大將殿も常Rとぶらa聞え鈴へど、まさる方の 

痛う煩a給へば御心のいとtなげなう。まださるべき程icもあらずと皆人も/2ゆみ給へる 
に"俄に御氣色あ6て惱み給へばいとCしき御祈の數を盡してせさせ給へれど"例の忘うね 

き御もの、けaと2]£にIIかず、やんごとなきけんざども珍らかなり^■免て惱む。さすがに 
いみじう調ぜられて、心苦しげR泣きわ：びて、「少しゆるべ給へや。大將に聞ゆべき事あ$」 

とのたまふ。「5ればよ、あるやうあらむ」とて近き御儿帳のもとに入れ奉6穴6。むげに限 

诞氏物is S 
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の3まに物し鈴ふを"fillえあかまほしぎと？^坐するにやとておとV ?P宮も少し^？Vき給へ 

6。加持の僧ども聲1づめて法華經を讀み^るSみじう穴ふとし。御几帳のか^びら引き上 
げて見奉$給へば、いとをかしげ(Cて御腹はsみじう高うて臥し給へるさ爻ょを人だに見 

舉らむに心亂れぬべし。まして惜しう悲しうおぼす、ことねりな^^白き御どに色あひいと 
花やかにて御ぐしSと長うZLちたきを引きゆ61てうちそへ^る7^、かうて乙をらう/2げに 

なまめきたる方添；Sて、をかしかうけれと見ゆ。御手を執へて、「あないみじ。心憂含めを見 

せ給ふかな」とて物もえ閗え鈴はず泣き鈴へば、例はSと烦はしくはづかしげなる御まみを 
Sとたゆげに見上げてうちまもう間え給ふに、淚の乙ぼる、3まを見給ふはSかC哀の淺 

からむ。あま6 Sたく泣き給べば心苦しき親*ちの御事を^ぼし、叉かく見給ふに.〇-けて口 
惜しう赍え給ふに.やとあぼして「何事もいと斯うなおぼし入れを。16ともけしうはおはせ 

じ。いかな;^とも必ず逢ふ瀨あなれば7^いめんはあうなむ。おと1呂なども深き契ある中は 
めても絕えざなればあひ見るほどあうなむとあぼせ」と慰め給ふに.、「いであらずや0身 

の上のいと苦しきをしばし休め給へと聞えむとてなむ。かく參$來むとも更((:思はぬを物 
思ふ人の^ましaは货にあくがる、もの{Cなむあうける」となつかしげにsaて、 

r歎き杉び空にみだる> 我が六^を結び•とくめよし^かひのつ爻」との^まふ猓けはひ、 
をの人にもあらずかは6給へ々。sと怪しとおぼしめぐらすに唯•かの御やす所なうけ办。淺 

ましう人のとかくいふを、よからぬものどもの言a出づる事と聞き(Cく、あぼしての^ま 

...» V.:.: 

•• •マ 
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■ 

a-けつを、目ttみず^ず世にはか、、る事z:ぞばあヶけれとうとましうなうぬ。あな心うとお 
ぼされて「がぐのたまへど誰と乙^•知らね夕たしか(にのた貪へ」との給へば唯それなみ御有 

樣にあさましとばょのつねなヶ。人令近う参るも傍痛5-'sほさる。少し御聲も靜まゲ給へれ 
ば、aま坐するにやとて、宮の御淠もて寄せ給へるにかきを，乙され給a*て、程なく生れ給a 

ぬ-〇媳しと思すどかぎ6なきに:.,%人にかりyつし給-る御ものぐけどもの妬が公惑ふけはa 
$と物S心がし$て後の事iwy2sと心もとなし。言ふがぎ‘なきぐわんどもたてSせ給ふ 

けにや、/2ひらかに事成うはてぬれば"01-の座主何ぐれとやんごとなき僧ども去^り,に汗 
為しのごao、急ぎまかでぬ。多.c;0-人の心を盡しつる日此の名殘少しうちやすみて今(1 

さヶともど^す。御修法などは、又々始めf--へSせ給へどまづはけ5-あ6。•珍しき御方し'ク 
きに昔A6ゆるべ院をはじめ奉-^てみ乙^ち上達部殘なきうぶやしなひどものめづら 

かにいがめしきビ夜ごとに見の、しる。男にてさへあはすればそのほどの作法脤は、しく 
めで穴し〇かの御やす所はか乂る御有樣を聞き給ひて毛穴ゞならずノかねてはいと危く閗ぇ 

しを/2ひらかにもはたとうちあぼしけ办。あやしう我にもあらぬ御心地をおぼし賴くるに 
御どなどもII芥子のかにしみかへ$穴6。怪しSR御ゆするまゐ$、御?f着かへなどし給ひ 

て試み給へば撒同じやうにのみあれば"我が身ながらだにうとtしう^^る、1C、まして人 
の言ひ思はむ事など人にの为嗦ふべき亊ならねば心ひとっに思し歎くに、ぃとで御心がは 

-c\^:^'-sケ行く。大將殿は心地少しのどめてあs-^::しかりし程のとはずが^かも心^く思 

i 

i 



し出yられつ\ sと程經にけるも心苦しく、またけぢかくて見窣らむにはいか(Cぞやう^ 

て赀ゆべきを、人の御ためsとほしう-ょろづにあぼして御文ばか6ぞあ.^ける。痛う煩a給 
aし人0御名殘ゆ、しう、心ゆるびなげに誰もおぼしたれば乙とわ$((:て御あ6きもなし。 

猶いと惱嘹しげにのみし給へば例の31HRても凌だ^いめんし給はず。若君のいとゆ、し 

きまて見え給ふ御有樣をsまからいとさま殊に名てかしづき聞え給ふさまおろかならず。 
乙とあひたる心地して公と<も德しういみじと思ひ間え給べるに、啦乙の御心地怠6はて 

給はぬt心もとなく公ぼせど、さばかいみじか6し名殘に乙をはとおぼして、いかでかは 
さのみば心^も惑はし給はひ、若君の御まみの类し5などの審宮にいみじう似舉$給へる 

を見窣$給ひて名まづ戀しう思ひ出でられ3せ給ふに忍び難くて、參$給はむとて|卜內など 
にもあま6久しく參6侍らねば、いぶせsic今日^'ひうa;tちし侍るを、少しけぢかき程(C 

て間えさせばや。餘办おぼつかなき御心の隔かな」と怨み開£給ベれば、「げに唯偏に艶に〇 
.みあるべき事かは」とて、臥し給へる所に、おまし近ヶ參ク穴れば入6て物など間え給ふ0御 

いらへ時々聞え給ふも"猶いと弱げな☆。されどむげJCなき人と思a聞えし御有樣をおぼし 
出つれば、^の心iiLして、ゆ、しか^■しほどの事どもなど聞え給ふついでicTPかのlrげに息 

ネ絕え7^2るやうに坐せしが引きかへしつぶつぶとの/2'まCAし事ども思し出づるに心憂けれ 
ざや聞えまほしき事Sと多かれどtた：Sと/2ゆげにS.しためれば乙を」とて•「御湯參 

;れ」など5へあつかひ聞え給ふを、いつ習；3給ひけ1;と人々哀れがう聞ゆ。いとをかしげな 
，• •：/• I • • • 馨 ••••：.• 
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る人の痛$弱-CN傷itれてあるが^きか0氣色にで臥し給へ：るs;^::;sと&ぅたげに苦しげを” 
J。み：^、じの亂れ为るt,t;'もなぐ：：bをはらとか：Vれる枕の：程あゲが^ぎまでic見ゆれば、年 

頃何^を1かW事^ダてs^a;^らひtあやじきまてぅ?>.^もられ給ふ「院などに參りてい： 
L疾暮かでなび。かや-5:咚て覺柬なからず見窣^ 

{C心な•<•.やとつ\--.みて過cuoる«苦しぎを、•猶や5令 
所にて，そ:0一あ文^:若ぐ7^てなし：給へばノか存へば^ 

•ど淸げにテちさぅ.どきて出で給ふ$:,'、常^^:ぱ目ど，やめて見いだして臥し給|^ 
あるべき定め：ド1:--大との^參か給べ«-;、君?Cぢ7PSたは令 

たか離作給はねば皆引き0ぐぎ出V給a似。殿の5'ち-Aずぐなに患めやかなるぼどtcv®(t 

例の御胸をぜぎあザて^tsたぅ惑a;給ふ。內(t;鉀ぜ5::k^ 
s $。足tをiにて誰も誰^-:まかで給a:ぬれぼ、除^0'夜な6け^ 

なれ.ぼ皆事破れy2るや5;な：ヶ:〇0.\:-じ’騷く程に!•'.なかばかぅなれば山 
y2t>-^え；3-5じあへ絡はず。今は3ヶと.もど思a^iゆみ^々〇るに^-st 

の人：^:のic?:fe:^'rcN惑ふ。所々0'-御とぶらaの使^ど立ち匕み^れどを聞t'oがずゆす办 
'みぢていみじぎ御心惑びども、い^恐しきまで見え給ん;？> 

jし^私ぼし.て御枕などもSながら二三日.見奉ケ給^ど：や5やうかは6 
ば限ダと气ほし仗つる程誰も誰もいとv>*じ-〇大將殿は悲しき乙とに事を添へて世の中を 

澉疋物龉癸 一七七 
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いどうき^:^に©し志み^れば、たs^^^l御あた々のと•ふらaどもV心う.しとの^？：な 
ベておぼ^;るS。院に•おぼしなげ含とぶちa間免させ給ふざま、かへ"ておもだ、しげなる 

VJ嬉し.きせもまじみてit>'とヒは御淚のsと文なし。.人の申すに隨aてsかめしきZとCも 
を生きやがへ.ヶ給.Aとざまざま殘る乙となくかつ損はれ給ふ事どものあるを見る見るもつ 

きせず為ぼし惑へ，ど、かaなくて：日頃になればsかぐはせむとて鳥野邊にゐて奉るほどs 

みじげなる事：多か：ヶ。此方彼方の御送の人ども寺々のねんぶ.つの惯などを乙ら廣ぎ野に所 
も^€。院を^-更にも：申3ずき3$の宮赛宮などの御使、ざらぬ所々のも參6ちがひて飽か 

ずいみじき御吊ひ^*聞ぇ給ふ。おとゞはえ立ち^:あが6給はず、か\る齡の末に若く盛の子 
に後れ泰がて.、^-乙ょう事•と耻ぢ泣き給ふK、らの人悲しう見奉る。ょもすがらいみじう 

のVしうつる儀式なれど、いともばがなき御かばねばか：$を御名殘にて曉深•くかへ6給ふ。 

常¢7)-事な.れど人aと6か、あ•ま/2しも.見給はぬ事なればにや^^aなくおぼし乙がれた 
A月廿日餘の有明なれば空の氣色各哀すくなからぬにおとyのやみに遝れ惑ひ給へるさま 

を見給ふ名てとわ^にい：みじければ空のみながめられ給aて， 二：•..：. 

ノ>nのぼ^:^る煙はもれとゎかねどもなべて雲居^^^ 
ど.^^れ給ばず。.年比の御有樣ゼ為ぼし出でつVなどてつaにはお0づから見*i:し給CAて 

むとのどかに思a'¥•等閑のすさびに，つげてもつらしと覺えられ奉'^:け1;-。世^經て疎く耻 
■しき.も©.h思a^:過ぎ(iて給a-ねるなど悔しき事多くかぼし續げ>[>•.るれどがa-なし。icば 



す 
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める御ぞ舉れるせ夢の心地して我sさだ、ましかば深くそめ給は^しとおぼすsへ、 
「限jあればうすtみ衣あさけれど淚ぞ釉をふちとなしける」とてねんずし給へるroま 

SとYな^めかしさ^さ^vて經忍びやかに請み給aつ、法界三味普賢大士とうちのたまへ 
る行64馴れたる法師-.14はけな$。若君^一昆.奉6給ふにも、何に患のぶのといとぐ露け、れ 

どか、るかたみさへなからましかばとSほ-L慰む。宫は泛づみ入うてそのま、に起き上6 
給はず、危げに尾ぇ給ふを、またちぼし：騷ぎて御祈なぞせSせ給ふ。はかなく過ぎ行けば、御 

わざの急.^在どせ5せ給ふも、おぼしかけざ$し;z^なればつきせずいみじうなひ。なのめ 
に，か^ほなるをだに人の親はいかC思ふめる。ま-.Lて乙と心ヶな办。又^ぐひ坐せぬだにS 

うざうしくあぼしクるに、铷の上の玉.0碎けた々けlrょ6も淺ましげな.CS。大將の君は二條 
の院^たにもあからさ^に戈渡办給はず、あはれに心深く思ひ歎きて珩ひをまめにし給ひ 

つ、明恶し給ふ。•所.々には御文ばか々e奉う給ふ。かQ御やす所は齋宫の左術門の司K入 
6給ひにければいとゞかつくしき御令ょ-tは6に乙とづけて聞ぇも通a給はず.0憂しと思 

CA吏みにし世もなベていとはしくな^給aてか、るほだしだに添はざらましかば願はしき 
SまにもなAなましとおぼすtcは、まづ對の姬君のSう.ざうしくて物1給ふらむ有檄ぞふ 

とおぼ^やらる、。よるはみ帳の內に一人臥し給ふに、とのゐの人々は近うめrうてSぶら 
へどr傍さびし‘くて時しもあれとねざめがちなるに、聲すぐれ力るかぎ$撰びさぶらはせ給 

ふ。念佛のPが/2など忍びがたし。深 <0秋のぁはれま-3$ゅく、風の音身に表みけるかな上 

泥氏物訝：癸 Pん 
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なち(1ぬ御獨藤R明し：かね給へる朝ぼらけのきりわ^れるに菊の氣色ばめる枝に濃き靑に 

びの紙な.5文つけてSしお$ていicけ6。今めか.Lぅ^とて見給へば御やす所の御手なぅ。 
「•聞ぇね程±§おぼし知るちむや。へ./:^ • 

，人の-111:をあはれときぐも露けきに^くる\軸を思az.をやれ。唯今の空に思a給へあ 
ま.CNて*む」^あ办。常ょぅも優にも#$給へ"るかなとさすがに置き難ぅ見給ふものからつ 

作なの御とぶらaやと心うし。S6とてか含絕1おと/j:alis]ぇざらむAいとほしく人の御 

名の朽ち$ベ：き事VJあぼじ亂るi過ぎ1Cし人は^'てもが:.<てもさるべきに乙をは物.L給a 

けめ、何に5.る乙とをさださ-^とげざやかに既閗^け:^と"悔-.1.きは我が御心ながら、猶ぇ 
公ぼしi:すまじき^め办かし0齋宮の御きょまは:^も煩はしくやな-^、久しぅ思ひ煩ひ給 

へ.ど、•わざとある御返々なくぱなさけ^くや4て、•紫の汶ばセる紙.に「乙ょなぅ程經侍6ic 

ける^思a'給へ怠らずながら"つ.\まし-^ぼどは更におぼし知るらむやとてな1/。 
、/;,と^-る身劣消爻しもおな;1;露の世{<:^^ 

か^。御赀ぜず名やとて乙.れ{!:;^」上煳ぇ給べ^。里に坐する程ななけれ议忍びて見給(>て 

ほのめかし給へ，-3氣色を心の鬼にLるく見赭^.てさればょ^ 

限$::•含身のぅSな^:-ホグ、かやぅ^：間^あうて院;i^も，いかに^ぼ-*sむ/;故前坊の同じき御 
はらからとい•ふ中にも：いみ..Uぅ.思ひかはし•聞*^§せ.給以て;>この齋宮の：御事を^ねん^ 

に開:•£つ.げさせ給6しかばを0御かは.Jicもやがて見舉力あ夕かはむなど常Uのた兮はせ 



雷 

1 
assどべ:.*へ 

てやが.1:-^ちずみし給へとたびたび間えSせ給ひ:LをだRいとあるiじき事と思ひ離れic 
CLを、か;•<•心よ6外に若夕むき物思をして遂k浮名をさへ流しはつべき事とおぼし亂る、 

に猶例:^^1Wに^坐せず••■'°^.るは大方のillricつ.けて、心にく，、ょしある問えあぅて‘^ょ.^ 
名高く •物•:(>給へば野の'宮の(御;5つろaの程にも、をかしぅ今めき^る事多く志なして殿上 

人^名.0好ま,Lき.-t;^:は朝夕の-露分けあ-c> メをその®の役R^むするなどII}]き^*ひて；^大 
將の君はてとわ6ぞか•し。ゆ灸は飽パまでつき給へ.る物を^>し世の中1Cあきはて、くだ6 

給ひなばきうざぅしく^あ.--5べき.かなとSすがにあぼSれけ办。』御法事など過ぎぬnどし 
やうに.ちまで猶籠ぅおはす。ならはぬ御つれづ-nを心苦しが6給ひて三位の中將は常に參 

$給ひつ、世の中の御物語など1Hめや；か：^るをネ又例の亂jがはしき事をも間え給CAつV 

慰め聞え給ふに、かの內侍ぞぅち笑a.^2^ふべ^は；3にはな_るめる。大將の君は「あないと 
ほ-Lやで^ば炎とゞ0上なvn/25,かろめ給CAそ」と諫め給ふものから常{Lをかしとおぼし 

/23。かの.十六夜'0':5^かな^^し秋の事など、さらぬも3まざまのすきごとビも^|か*みに 

隈なべ言ひ顯し給ふ。は-1:はては哀なる世そいa.、いa.てぅち泣きな，どもし給ひけ6。時雨ぅ 
ふし.て物哀攻.る慕つか穴中將の君Kび色の直衣指貫薄らかR衣がへしてを、しくあざやか 

纪心耻；嗦しズ參1給へ；：^VO君は西の.妻芦の高■に押しか、3て霜漱の前栽見給ふ程 
な4け办。；風荒ちか名吹>時雨3とし/2'^程、淚^爭ふ乙乂ちして「雨とな6雲とやな6に 

妙む1今^匈らず」と5ちひと办ごちVつち杖.つき給へる御Sま女にては見捨てなくならむ 
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•た^しひ必ず-iまりなむかしと色--a6かしき心ちにぅち^%られつ >近ぅつい居給へれば" 
-Lどけなう打ち亂れ給へるSまながら紐ばか$をさし直し給ふ。乙れは今少し乙まやかな 

.る芨の御直衣に紅のつややかなる引きmねてやつれ給へるしも見てもあかぬ心ちどする。 
中將もいとあはれなるまみにながめ給へ^^。 

rMとな$しぐる、空のうき雲をsつれのか^とわきてながめむ。ゆくへなしや」とひと 
J Aj とのやう るを*.-A• ••，.•ベ:,..,::,-」， * 

r見し人の雨とな^VICじ雲，QSへ、sとC表r*nにかきくらすZ:ろ」との給ぶ御氣色も浇 

からぬ程しるく見ゆれば怪しう、年頃いとしもあらぬ卿志を院など居立ちてのtたはせ、お 
とどの©もてなしも心苦--Lう、大宮の御かたざまRもてはなるまじきなど、方々に5しあa 

たればぇしもふ$捨て給はで物うげなる御氣色ながら、あ6へたtふなめ6かしといとほ 
しう見ゆ^折々あ$つるを、誠にや'Aごとなく31き方は殊R思allllぇ給61けるなめりと見 

しる(CはSょSょ口惜しうおぼS-3。萬につけて光り失せぬる心地してくしい^か6け 
枯れ^る下草のなかR、i-Aどう褪麥などの咬き出で^るを折らせ給sて中將の立ち給ひ 

$る後に若君の御乳母宰相の君して、;-:‘..\:パ 
「草がれの1wが^に殘るな\ししZをわかれし救の形見とぞ見る。にほひ劣6てや御赀ぜ 

らるらむ」と聞ぇ給.へ4。實に何心なき御焱みがほど$みじ5ぅっくしき。営は吹く風にっ 

.けてだにA木の葉よ6け，に^7,き御淚はましてと.りあへ給はず、 
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r今名見てなかなか軸をく/2すか^かきほ荒れにし.やまとなでし乙」。猶sみ.1:うつれづ 
れなれば朝顔の宫に今日のあはればSク士も見知6給ふらむと推し覺らる、御心ばべなれ 

:ば暗きほどなnど.聞え^1^ふ。絕間遠けれ^、さのものとなうに^る御文なれば、とがなく 

::;•::「わきて乙の雜乙そ釉は露け:\れ物尨本ふ秋はあ咬た^^ 
御手などの心と^*めてかき鈴.へる「常ょ6も見所あ办てすぐし雛きほどな办」と人々も開免 

自ら芩おぼされければ、大內山を思やり問えなから「えやは」とて 

「秋立ちおベれ^と聞きしょ$•しぐるS空名Sか.^^^思ふ」とのみほのかなる 
墨:〇き^V思；3なし心にくし。何事につけて^^み^さ^は難き世なめるをつらき人し名乙 

をは哀に覺i給ふ人の御心ざまな6。つ‘nなながらSるべき折々の哀をすrし給はぬ、N/n 

-ZLをか^み.tcなさけも見えつべきわざなれ。猶ゆ^ょし過ぎて人目に見ゆばかりなるはあ 
•^6の雛名出で^付$。對の姬君を;§は^ほし立てじとおぼす。徒然にて戀しと思ふらひか 

しと忘るス折^けれどた> め>やなき子-^®き^ら-IJ'心地.Lて見ぬ程うしろめ*く、いか 
V思ふらむと覺えぬ;e心やすきわざな令ける。^れはてぬれば^ほと.なぶら近くま£)らせ 

給ay5るべ会かぎ$の人々おまへにて物語などせさせ給ふ。中納言の君と$ふは年頃忍 
びあぼし、かど1乙の御思aの：ほどは:^办なかさやうなるすぢに7pかけ給はず、哀な石御心 

かな4見奉るR大方1Cは懷か:Lベうち語らa給aて.「かう:'Zの日比あ々しようけに誰も誰 

S 

馨：歷 
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もまざ.るVかたなくみなれみぶれてぇ'じ1常にか、らずば戀しからじや。.いみじき事をば 
Sる珞の一にて唯うち思ひ廻.らす：乙そ琺へ、雛き事多か6けれ」との給へば卞とゞ皆泣きて" 

「いふか；3なき御事は唯かきくらす•心地し侍ればさるものにて名殘なきさまにあく•かれは 

て.5せ給よむ程思以給ふる乙そ」と聞tもやらず。あはれと見渡し給ひて「名殘なくはい力 
に.か-9いと心淺ベネ上公なし給ふかな。心長き人だにあらば、見はて給ひなむもの^，命"」を 

はかなけれ」とて、火をう:^^がめ.給へるぜみのうちぬれ給へる程ぞめでたき。となわきて 

らうたくし給ひし小きわちはの親yも、なスいと心ぼをげに思へるZ:とねうに見給ひて 
r：あてき忒"今は我を-Z.士思ふべき人なめれ」とのたまへla::いみじくなく。ほどなき柏人よ〇 

は^く染め-1:黑きかざみくは^ういろ•の持など着たるもV」かしき姿な6。一 背を忘れざらむ 
人は徒然を忍びて.もをさなき人を見捨てず物し給へ。見し世の名殘なく人々さへかれなば 

たづさな§も增4ぬ’、へくなむ」など皆心長か^べき事ともをの^tへど、いでやいとV待^ 

に-?：な办給よむと思ふにい^Y心ぼをし。あほい殿は人々にきはぎはほ^ほどをEきつ、 
はかなき翫び物^戈又誠Kかの御か:*み穿るべき物方どめ•ざと衣らぬさまに取々なしつ、 

皆んばらせ齢；3#义：君はか^て-のみもいか<かはつくづくと過ぐし絳はむとて院へ參$ 
輪^/0御車さし出て、#ぜん:sど參集るほ^折し力顔なる時雨うちそ、.ぎて木の葉-Sそ 

ふ風あわ^ゞしう吹き拂ひ穴るに^まへに侍ふ人々物い士ゞ心細くで少しひまあ6つる•吊 
ゼも馄aわたうぬ0夜^ヶぱやがて二^ 
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て待ちlirlえp.^1なるべし。お：のお•の立ち出づるR今日ic.L^とぢむまじき事なれどまたな 

X物悲し。おと'V:毛宮も今日の氣色に又悲しさ改^ておぼさる。宫の御前に御せうそ乙間え 
洽へ6、「院代>欲：つ■かながJの給はするにょ力今日なむ參6侍る。あからさまに立ち出V 

#るに0，けて.も今日ま\しなが'^へ侍なにけ^^^み龙6心地のみ動きてなむ。間え5せむ 

毪なか^かにば><るべけれぼ^:J5:たに.も參幼侍ら 
はず沈み入6て御かへ^^も^聞-t-給liず。^とY?:やがて渡6給へ^。いと堪へ雛げにおぼ 

•し:1:御釉も.Uき放ち給はデ。見奉る人々もかなし。大將の君は世を^ほし續くる事いと 
s^ざま|5:ズ泣会鈴；§^哀に心深き^のか^いとさ^ょくな^めき鈴へ$。あと、ゞクし 

う*めち；3鈴^て「齡のつも6には3し省あ^爻じき事につけ.1:だに淚も/>なるわざに侍 
3を、まして干る^無う思；S給へ惑はれ涛る。心を之のどめ侍らねば人めもSと亂6がはし 

vr心溺きr&まic侍る■ベければ院などにもえ參$恃らぬな.6。乙とのつい<lcは、5やうに赴 

け奏せさせ給へ。幾何本^るまじき老の末itうち捨て^れ犮るがo>-b•くも侍るかな」とせ 
めてma沈めての^まふ氣色いとわななし。君もたびy2び菸うちかみて「後れ先立つほどの 

■?.ためなSは世のさがと見給へ-知-^ながら、Sしあ^6て覺え侍る心惑ひは類あるまじき 
ゎざになむ。院にも有樣奏心侍らむは推し景らせ給ひてどと間ぇ鈴ふ0:「さらば時雨もひ 

まなぐ侍るめるを、-暮れWほどにLJとそ、のかし聞え給ふ。うち見まはし給ふに御几帳のう 
し/>さうじのあな^などの明け通i^2るなどH女房三十人ばかすおし*z^て濃き1#きにび 

5 
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色どもを着つ、皆いみじう心細げにてぅちしほ*れつ、居錐$*るをいと哀とJri給ふ。r思 
し捨つ嗦じき人もとま$給へれば、さりとも物のついでには立ち寄らせ給はじやなど慰め 

捧るを、偏1C思aや^なき女房などは今日をかぎ6に思し猞つる故鄕と思aくつして提く 
別れぬるかなしびょAも唯時々馴れ仕ぅまつる年月の名殘なかるべきを歎き侍るめるな1; 

乙とわ6なる。ぅちとけ坐します事は侍らざ办つれど^办とも遂にはとあいなだのみし恃 

$つるをげ.1C乙を心ぼを•き夕に侍れ」とてもまた泣き給.aぬ。「いと淺はかなる人•々の嘆き 
に-.^侍るなるか^。誠にい：かなぅともと、長間に思CA給へつる程は、.おのづから御目かるk 

折も侍$.o>-bむを、なかなか今は何1賴みてか怠6恃らむ。今御1じてむ」とて出で給ふを 
あと^見送-^聞•免給；SVA6給へるに、.御しつ、らひょ办はじめあ$しに變る事もなけれど 

ぅつせみの空しき心地ぞし鈴ふ。御帳の前に御砚などぅちちらして手習ひすて給へ.るを取 
4て目をしぼ3つ、.見給ふを、若き.A々は.悲しき中に％ほ、^ひもあるべし。哀なる乙と 

.'^も、：：からのも倭のも書きけがし0:'\、さぅにもまなにも、さまざま珍しき5爻^喾きまぜ 
給べi。かし：-ZL;0御手やと空を仰ぎて^がめ鈴ふ。ょを人R見奉4な3むが惜しきなるべ 

、％「ふるき枕ふ^きふす^誰と共にか」とある所^;:.*• 
:「• •..「なき力まぞいとV悲^き寢し床のあくがれが穴き心ならひに」。又「霜の花泛^し」とあ 

:::「君なくてちぅつも^\ぬると乙^'つの露ぅち怫ひいく夜寢ぬら1/」。ひとひの花なるべし 

.•••• 

Lvinurfvu H3- 
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枯れてまじれ4。宮化御覺ぜさせ給；sて「Sふかa..なきr>をばさるものicてか、る悲しき/2 

ra世になくやはと思Wなしつ;V契なが、ちでかん心を惑はすべくてZ.そはありけめとか 
へ4てつらくさぎの世を思；3や^vつ-、：なむさまし恃るを"11^顷に添べて戀し5の锻へが 

穴きと、Z.の大將の君の今はとょをにな$給はむなむ飽かずいみじく思a鈴へらる、。ひと 
ひ二日％見え給はずかれ•かれにおはせし?:;たに飽かず、胸痛く思び侍6しを、朝夕のaか6 

失al:はsかてかながらふべかちむ御聲-^え忍びあへ給はず泣き給ふに、網前なる^ 
と^おとなしき人^どsと悲しくてさとうちなき^る、をCろ寒き夕のけしきなヶ。若き人 

々は所々に群れ居つV己がどち哀なる事ども打ち語ら；sて「殿のおぼしのたまはす，るやう 
ic，若君を見黎ゲ;1::乙.をは慰むべかめれ七思ふもいとはかなき程の御かたみに乙を」とて、 

「各あからsiwにまかで、參らひ」と.sふもあ-nばか^みRわかれをしむほど已がじC哀な 
る事ど^,多，か院へ•參6給へれば、「Sとsたくおもやせにけさうじにて日を經るけに 

や」と心苦しげに思しめしてお前にて物などま£)らせ給avとやかくやと5:ほしあつかa 

間えさせ給：へるさま哀に.•か^じけなし。中宮の御方に參ヶ給へれば人々珍しが6見奉る。命 
婦の君して「思；3つきせぬ事どもを程經るRっけ1:もぃかに」と御消そ乙聞ぇ給へ$。「常な 

き世は大•か*にも思ふ鈴へ奉々JCし^、目杯近く見侍-^つるに厭はしき欺多く思う給へE 
れしも^び^びの御せうをZに慰め恃41:なむ。今日までも」とてさらぬ折だにある御氣色 

政ケ添へ七心と心苦しげな6。無紋の5へ0御ぞに、にび色の御し^がSね纓卷き鈴へるや 

7®氏物語癸 1< 七' 



議____:'戀 

..ド，... 

• •• - .• 

く，，:.:.. 

ぐ.• si i\ 

• • - A* 

氏ぐが 
物んV 
an… 
s»a 

後-M 

に:：:I 

I 
：jj 

i 

• V 

•调 

r _ 

へ…一 ^ —一 一_ 

〇れ姿華やかなる御ょそaょヶネなまめかしさ增4給へ「春宮にも久しう參らぬ心ぼつ 
かなさし.：など聞え給aて夜更けて？fまかで鈴ふ。』二條院(Lはかたがy2彿a磨きてをとこを 

ん衣待ち聞え^4。，上M-<!:名皆參うのぼうで心れ？pわれもとroうぞきけSうじ^るを見る 
につけてもかの居並みくんじた60る氣色ども?:'哀に思a出でられたまふコ御さう束奉$ 

かへて、西の對に渡6給へ3。乙/>もがへの御^つらひ羅なぐあざやかに見えてょきわかう 
どわらはベ、な3姿めやすくと>のベて少納言がもてなし：心もとなき所なく心にくしと 

見鈴ふ。姬君5と美くじう61きつく7>;5ておはす。「久しか办つるほどにいと父ょなう乙を 
お上なび鈴aにけれJとてちSさき御儿帳；3きあげて見奉う給へばうちそばみて恥ぢらa 

給へ.る御31K飽かぬ所なし,..〇ほかげの御か^はら目かしらつきなど、唯かの心づくしI1Hゆる 

人の御Sま:-.'違ふ所なく^成6行くかなと見給ふにいとうHし。近く寄$給ひて、おぼつか 
•なかうつ、るほどの事どもなど聞免雜ひて「日頃の物語、のどかに聞兗まほしけれどいまいま 

しう赍t侍れば暫しは乙とかたにやすらaて參A乙む。今はとだえなぐ兑窣るべ.ければ厭 
は.1.う.さへ.や思されむ」と語らひ問え給ふを少納言は嬉しと間くものから猶危く思ひ昍ゆ。 

;.やん2;^な^御忍び所多う：か、づら；3給へれは又わづらはしきや立ぢ代6給はむと思ふ 

?:に々き心なる。：我が御方に渡^V給Wて中將の君といふに御あじなど參办すさびて大殿ご 
も-6^。あしたに.は茬君の：御許に御丈舉6たまふ6哀なる御かへ6を見給ふにもつきせぬ取 

•£.光のみな.1;°$^つれづれにながめがちなれ^J.何とな刍御あ4きも物うぐ^しな6てお 
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ぼbt立^れず。：姬君の何事.%•あらまほじう整aはて\ sとめ•でたうのみ見ぇ給ふを似げ 

•なからa稃にぼ'/2見なし給.へれば氣色ぼみ^るZとなど折々聞乞試み給へど見も知り給は 
ぬけじきなか。0れづれなる爻\:に"唯此方に：で藉うち偏づきあど夫給ひ0、日をくらした 

まふ.にTvo-ばへ0ち5ち5'し5:あSぎやネ、つきはがな洽た，はぶれ事の中1C 

ぢを吏いで給へぽ、5:ほ.U放ちた：る年月乙^たVVさる方のらうたさのみ 

ぐ^^:-t:心苦しげれどいかCありけむ。人のけぢめ見奉.々分くべき御中にもあらぬに男君 

は^◊起き給；3てを/iな君lllLii:起き給は^^^^あゲ。人々い.かなれば•かくちはします 
ならむノ御心地の例ならずおぼ5る\:にやと見奉4歎くに、君は渡$給ふとて、御硯の箱を、 

御帳の內に3し入れてあはしにげ6-'0人まに辛*5じて頭名为げ給へるに、引き結び穴る文御 
秋の名とにあか。何心^な•く引きあけて見給へ•ばブ.；，3 

*.-:•:;「あや^:<•■珞隔てけるかな夜をか-SねSすがになれし中の衣を」と嘗きすさび 
う私^-。^Vる御心坐すらひどはかけても思しょらざうしがぼ、などてかう心うか6ける御 

心|:'5ら^ぐ賴屯しきものに思64聞1け{/'.と淺ましうおぼ§:る:0戡つか/2渡6給“て「惱し 
げ{C主給ふらひはSかなる御心ち？:。今日は藤も5/2でさうざうしや」とてのどき給へばい 

^.vい^御？:•引きかづ含て臥し給へi。人々返ぎつ^3ぶらへば寄$給64心「などかくぃぶせ 
^御も1:'なは^:。思の外に心焱ん乙そ為はしげれな。人も5办に怪しと思ふらむ」とて调衾 

?:•引きやk給へれば汗におしaたしva;たailも痛うaれ給べ合。1あなナ 

K/*- 
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だに^J.とい.へばおやしと思べど「あだなを事は^だ習はaもの^」とて取れば「誠に今は 
§ i本じ.いませ給へ;0よもまじ〇侍らじ」とい：ふ。若き人にて氣色も^深く思ひよらねばも 

て參りて御まぐらがみの御儿帳iさしXれたるを君ぞ例办聞え知らせ給ふらひかし。人 
は免Uちねに〇■とめて.乙の，箱$:まかで3せ給へるに^親しきがぎゲの人❖思a合する事ど 

ネあ彡ける々御さらど洛などいつの間にか急出\」げむけ^.<-いと淸らにしてもちひの5ま 
も乙とSらびSとをかしうと\-.のへ^^N.0.少納言はいとかうし7Pやはと乙そM'-a聞えさせ 

aれ、哀にか%'じけなくおぼし至らぬ事なき御心ばへ；^まづうちなかれぬT3てもうちう 
ちにのたまはせよかしな。かの人もsかに思aつらIT」とさ、めきあへかぐて後は、內に 

名院にもあがらさまに參6給へる程だに％つ心なく>もかげに戀しければ、あやしの心や 
と我ながらおぼ-Sる。通ひ給；sし所々文-6は、うらめしげに驚かし聞え給CAなどすればいと 

ほしとあぼすもあれどにひ^ま<>bの心苦しべて夜$:•や隔てひと為ぼしわづらはるればs 
士ものうくて惱しげにのみ名てなし給ひて「世の中の\>と憂く覺ゆるほどすぐしてなむ人 

にネみえ.舉るべき」とのみsらへ給ひつ、過Cし給ふ。今きさきは御櫛匣殿の、猶乙の大將に 
'のみ心つけ.給へ5:を「げ-icはたかくやんごとなか々〇る方も失せ給aぬるを5てもあらひ 

になどかPをしがらむ」などおとての^まふにいとItしと思a糊免給av、宮壮もをS-を3 

し<だに志なし給へらばな•<!:かあしがちひと、參らせ奉らむ事をおぼし勵む。君もあしなべ 
てのさまにはおぼtざなし：を口谐しと.^-ほせど、只今は乙とさまに分くる御心もなくて何 

诹氏物訝 UI 
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.かよかぼかヶ短かVめるig:-にかぐて思a定まヶなむ、-A0-恨も負ふまじか{けらといと 

おもほし乙iにた-^かの、御やす所はいといとほしけれど誠のよるべと穴のみ聞え 
/によ必ず^あかれぬべし、年頃のや5'-にV見過ぐし給ば るべきを$ふしに物聞え 

あiする人にてはあらむなど、さすがに殊の外には思じ放たず。乙の姬君をfで世の人も- 
をの人とも知6|11]-え«、ものげなきやうなゲ。父宮に知らせ聞えてむと覺しなヶて、御裳着 

のZ.と人に普くはのたまはせねどなべてならねさまにおぼし設くる御用意などいとあ办が 

为けれどをん攻容はこよ—ff給ひて年頃よろづに賴み聞えてまつはし聞乏ける乙 
を：—ましIf各れと、悔しうのtぼして$か—見合せ奉.4はず。間—は 

ぶれ給ふ名苦しう^かなきものに思しむすぼVれVあ办しにも^らずな公給べる御有樣 

を-1を一かしうもいどほしう枣ぉぼ5れ1:年頃恐か閗えしほいなぐ、な.れはまさらぬ御氣色の 
I含事と怨み—給ふ程に年もかべ真邊 

bど—參女給ふ。をれより_s殿にまかで給へう。—ゞ新しき年ともいはず昔の御^ 
ども诩え出で給ひ1:さうざう1;く悲--^と思t-icいどか5:-§-ベ^办給ヘ各 

r ノな口べ、ど賍へ雛く^ほじ^久御年0'加は 

しよ々けに.淸らK尾え給ふ^立ち出で，V御方に入ゲ撥へれ 
へ/す？若君——.へば乙—ぐ本妾げ奚び^^^ 

宮の同じ怂爻なれば人劣だ兔事か咎むれ1見給ふ。海泰^ 

idAW? し i rい'！:.ra \/: rパ.，• 
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の御さぅ來^:^例のやぅ：にしかけふれ^るに女のがならばぬ乙そなべてさラざぅ^くはぇ 
無付れ？；宮.の御消そ，乙に.1:0今日はIAみじく：思a給.へ忍ぶ^ 

衣かJな^聞ぇ.給^て*.-1昔になら：ひ恃jにけ：る御ょ^ひ？？.月頃はいと^.^ 

色あひなべ御1:ぜもれ侍るらむと思ひ給ふれど、今日ばかjは猶やつれさせ.給べJとてい^ 
じく泛つくし輪べ，る.名の^,?>ま々$ねて奉れ給べ>°必ず今日奉るべきと思しける御した 

が^ねは色ネあみざま毛;1*のつねならず、心乙となるをか；ひ^くやはとて着かへ給ふ。來ざ 
ら爻し.かば口惜し5あぼ3れましと心苦しA御か^ヶには「春やきねるとも1Wづ御览ぜられ 

■{(:なひ七參心はべーヶ〇れど思ひ铪へへ出で^ 

• •、>あ^^土し今日あらため^色r/>もきXは渡^ 
^ A .- /-V.-. V - ^ - 

J:0新し；き年と冬い：はずふる，戈のはふ力ぬる人のなみだなぅけぅ」。^ 
ぞあちぬや/-V.•ぐ 

^ V ^ - •-. 
•: 、•ブ，••••パ«r. ••へ*.* • # ^ • #..• - - •».> • ••* • • f 、 ：•‘ •••：•, • • • 

C;:: :i •.••.•.し：：：•••_•...’*•• :..••••、■•••.-• , ••:;.**>.•,.•**.:•:, •*、..♦... * 

齋宮の御く^う近5-な^V行くま:V-にみやす听物心細く^もほす。やんごとな煩はしき75? 

の：におぼえ給へりしおほvy殿の君も；亡せ給(>'1:後、さ4ともと世の人も聞ぇぁっか 

f I- I 1 
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內に啥心時めきせしを、をの‘後し7Pかぎ絕't-'-淺ましき御％てなしを見給ふに、誠に憂しとお 
ぼすと乙をあぅけめ•と知ぅはて給ひa•れば、萬のあはれをSほしすてvaたみちに出で立 

ち給ふ。潮添aて下ぅ給ふれSも殊--Rなけれど、Sと見放ち雛き御^!なるにことつけてぅ 
き世をゆきはなれなむとおぼす{(:、大將の君5すがに今はとかけ離れ給ひなむも口惜しぅ 

あぼされて御せぅを乙ばか合はあはれなるきまにて度々通ふ。^sめんし給はむiをば今 
更にあ.5まじぎとと女君もお•ほす。人は心づきなしと思a置き給ふ£もあらひに、我は今少 

、し思.a亂る、.V乙との增•るべきを、あ$なしと心強くS:ほすなるべし。名との殿にはあから 
«^.に姚1給.ぶ折々あれどS/2ぅ忍び給へば大將殿ぇ^$給はず。たはやすく御心に任せ 

てまうで給ふべ^あほんすみかi£はたあらねば覺束なぐて月日名隔た.$ぬるに、院の上あ 
Xろお^ろし^多ほん惱1Cぼあふvn.sならず時々惱ませ給へば、sとC御心のい 

♦けれどつ^含-.^'のに思:aはて給6なむ？P.SAほしく人ぎ、なさけなくやとあぼしあ乙し 

て.rslfの倉-(ct-ぅVたまJv::°なが月七日ばか'6'-なればむげに今日明日とあぼ^^ 
あわ^<しけtlぞ立ちながらと度•々御せぅを-2:あ$けnば-'いでやとはおほし煩；3ながら 

v>4あまヴれ‘S-*刍を劣のご心ばが力のた..Sめんは上•人知れず待ち聞免給r>けり。遙 
'•け^野邊;^分^•入4給^1-女V?と物あはれな；^。秋の花皆衰ベつ、淺茅が原も枯々なる蟲 

め音に松風すガぞ吹会合せズぃム&て^とも開き分れぬ程化^ 

パい达艶な：^?•む^:或eき:2T-ぜん十■人ばかAみ隨#■己とごと.しき姿ならで 

0^^ .-• 
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れど殊R引さ辚p給へ•る.御用意Sとめてたく見ぇ給へ.ば、御供なるすきものども所から3 

へ身にしみV思へう。御心:i-z:もな^て今まで立ちならつらむと過ぎぬる方悔しうあ 
，ぼさ-^心物はかなげ.なる小柴を大埴(Cて板屋ど^あた6•あた—いとかグをめなめり。黑木の 

•:i:力bど？pばSすがにか:5がうしく見免渡5'れて煩はし^氣色なる^、かんづかさの者ど 
ネ此處彼處1Cうち.支は、ぶきて，かどち物言ひ^るけはaなども外には'S会變6て見ゆ。火 

.燒屋幽かに光$て人^少ぐ泛めぎめとし1:、此處に物思はしき人の月日を隔て給へらむ程 
^おぼし.やるに：いと：いみじうあはれに.心苦し。北の對めさるべき所に立ち隱れ給ひて、御せ 

••5そrjliaぇ給ふに遊は喈や^て.心にくさけはaあまy2聞ゆ。何くれの人傳の御せうそ乙ば 
:か6にて*CEら•はたいめ，-/Lし給ふべ^Sま'Rもあらねばsとものしとおぼして、「かやうのあ 

4き名今はつ^^^ほどになみ(Cて侍るをおぼし知らば、かう^めのほかicはもてなし給 
はで，いぶせう侍る乙とを名あきらめ•恃々にしがな.；とまめやかに間 

か^はらS72う立ち煩はせ^まふに；！「いとほし」などあつ，かa問ゆればいざや此處の人目 
も見苦し-5,かの&ほさむ乙ともわかわかしう出で居むが今更にづ>ましき乙と、^ほす 

に、：$と物憂けれ^犮さけ‘な5もてな，さむに戈たけからねば、とか*5打ち嘆き体らひてゐざ 

6出\し給べ名御けは^ぃと心にくし。「乙なたは赞子'ばか^の許されは恃：るゃ」とて、のぼ6 

居給へ^V。花^かにさ*b.出で、たる夕づく，夜にうちふるまひ給へるさまにほIN似る物なくめ 
で^し。月頃の〇7P-CNをりきづきしラ聞え給はITも^ばゆきほどにな$にければ榊、をいさ 

谏氏物SSK木 1会 
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、か析う.てもyaま.へ^sけるをroし入れて「變らぬ色を患るベJcて乙そいがきをも越±侍，リ 
にけれ。さも■心發ぐ」と間^給へば、：：：'3 

「神垣は^^しの杉^なきものを.Sかにまがへて折れるSかき^」と聞え/2まへば、 
「をとめこがあ/26と思へば_葉の香5:な.つ一かしみとめて乙を折れ」大方のけはい煩は 

しけれど御簾ばかりはひききてなげしic:*^し懸“て居給べ6。心(C任せて見奉$つベく人 
も慕ひざまに：おぼした6つる年月は長閑な6つる御心4ご6にさし珞おぼ5れざ6き0又 

心-'0う^{Cはsかにぞや、きずあ6て思a聞え鈴CAにし後はたあはれもさめつ、かくあほ 
ん中、^隔たぅぬ-sv%^し^おほんた^めんのむかし.あ•ほえたるにあ(iれとおぼし亂る、 

iかぎ；^なし。きしか^行Xさ^おほし續け^〇れて心弱^^泣き給01ぬ。女はさしも見え. 1:と 
あぼし:^'-0.办れ^-え忍び給はぬ御氣色をSよいよ心苦しう猶おぼしと、-2:るべき5まをぞ 

•'••聞え#ふめる。月も入ゲぬるにやあはれ^石空をな•がめつ、怨み聞i輪ふに、乙、ら思a集 
め給.へる：つら3ネ消えぬべし。やうやう.今は^思a離れ給へる(C、さればよとなかなか心!1IJ 

:きて•&ほし亂る。殿上の若きん達攻どうち連れてとかぐ立ち煩ふなる庭の/2、ずま；5もげ 
iに艶なる方にうけばな/2る^^なう;0思ほ:b殘す乙となさ御中ら；3に聞えかはし給ふ{ど 

もまねびやちWかたなし。や^やう明け行弋空の氣色殊更につぐ6出でたらむやうな6。 
\ へ.cあか‘つ：きの別•はsつ.^露けきを乙は.1H:に知らa秋のをらかな」出で♦かてに御手を 

てやす^-a鈴へ^、ぃみじ*5犮クかし。風ぃとひゃ\かに吹^て松蟲の嗚きからしたる聲も> 

雪_ 
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折知6顏なるを、さしてmふZなきだに聞きすr.しiiげなるに、爻してわ-^なき御心惑aど 

r大かy2の秋.の/Qかれもかなしきに嗚くねなをへを野邊の松蟲Jo悔しき乙と多かれどか 

ひなければ明け行く空もはし^なくて出で給ふ道の程Sと露けし。女もえ心強からず名殘 
あはれにて眺め給ふ。ほの見奉6鈴へる月影のおほ/1か^ち猶と^れるにほひなど、:-?:V刍人 

ふは身にしめて過ちもしつべくめで聞ゆ。Sかばかヶの道にてか斯るなほん有様を見棄て 
\しは別れ聞乞むとあいな乂淚rみあへ^S。御丈常ょ6も細やかなるはおぼし靡くばか6な 

れど又うちかへし定めかね給ふべきCJならねばいとかaなし。男は3し毛おぼ3ぬ{をだ 

になさけのyaめ(Cは能XSS績け鈴ふべかめれば、ましておしなべてのつら(Cは思ひ111]え 
給はざ6し御中のかくて背含鈴；sなIr^Jtるを、口惜しうもいとほしうもあぼし惱むべし。 

旅の、おほんさう柬ょ4はじめ人々のまで何くれの御調度など嚴めしう珍しき5まにてとぶ 
らひ間え給へど何ともおぼされず。あはあはしう心憂き名をのみ流して淺ましき身の有樣 

.^今始め-/2ちむや5:此程近くなるま、に起きふし嘆き給ふ。齋宫は若きおほん心にふぢや 
つる御出立のかく定ま4行くを嬉しとのみおぼし/2う。世の人はれSなき乙と、も 

どき名^はれ•((:も樣>に昍ゆべし。何事も人にもどきあつ.かはれぬきはXやすげな^N、なか 
次か世にぬけ-Hiでぬ^人の御あ^6は所せき事多くなむ。十六日旌川にておほんはらへし 

铪ふ•:•:c常の儀式«cま^4てちやうぶ送使などさらの上達部毛や-/iごとなくあぼえあるを念 

源氏妫sr.K木 一九七 
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诼氏物恶赀木 一九八 

らせ游.へう。院の御心よせもあれば々るべし。出て給ふほど大將殿よりれSの盡きせぬ{ど 
も聞't給へ-^。「かけまくも畏きお1^へに」とて木綿につけて「^る神だに乙そ、 

.•，.八洲も.6國つ御神も乙\/>あらば餾か^わかれの中をことわれ。思ひ給ふるに飽かぬ 

心地し侍-5かな」とあSとさ^がしきほどなれど御かへ6あ6。^;み^ほ/Lをばによ別 
當して#かせ紿へ力。:':::ン_乂^^ 

「國つ#をらに.乙とわる中ならばなほざ办ごとを兮づや72<3む」大將は御有槪ゆかし 
5て內速にも參ら爻ほしうおぼせど、うち棄てられて見送らむも人わろき心地し給へば、お 

ぼしとま^N1徙然にながめ居給へ-CN。宮の御返6のおとなおと7J:しきをほ、^みて見居給 
へ >。御年の：ほどよヶはをかしう免あはすべきかなと/2<をらず、かやうにれい((:違へる煩 

はしさに必ず心か.>る御癖にていと能う見奉6つべかりし、sはけなき御程^見ずなうぬ 
ろ乙^妬けれ、世の中;Sだめなければた.Sめするやう：：Pありなむかしなど^ほす。心icく、 

よ:bある，御けはaなれば物見車多か^日な6。申の時にうちに參う給ふ。御息所御與に乘6 
給へ.るに'つけて.も、父^とゞのかぎりなきす^におぼし心ざしていつき奉6給aし有梭か 

は6て.末0-世に內を見給ふにも物のみ〇きせずあはれにおぼSる。十六{C1:故宮に參6鈴 
;5て、は-/2:ちに-1:後れ奉5給ふ々三十にてど今日爻た九重を見給64ける。 

ノ. Rをのがみを今日はかけじと忍ぶれど心のうち(Cもの^かなしきJ齋宮は十四{(:ぞな-CN 

給.；aける。いV.美しうおはするさま^:ぅ石は'bうしたて奉办給へる^いとゆ、しきtで見 

R’vv 

iiii—. 一^^ •J;y •.••>:, —i— 
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ぇ給ふを1帝御心動きて別れの御櫛奉り鈴ふ-cいとあはれにてGほたれさせ鈴*wぬ。出で鈴 

ふを待ち奉る^-てはせう(C立^績讨.^るsだし車どネの釉口色あひも目mれぬさ嗦R心# 

き氣色なれば、殿上人^も.夕私の：わかれ惜む多かヴ。間'5出で給CAて、.二條ょゲとぅゐの大 
路を折れ給ふほ£1」條院の前なnば大將の君いとあはれにおぼ5れて、榊に3して、 

:>:;「ふ^す.1:v今aは行く：ども鈴鹿川やをせのなみに釉はぬれじや」と聞ぇ給へnど' いと 

亂7物騒がじき趣^れぱt/2;及日關のあ^た^ヶぞ御返し.あるフ..•:;*••レ^^ 

^•飞鈴鹿;||*ん十_ひ浪にぬれぬれずいせま\」^れか思ひ1:せむ 
し7手4•どょしょししぐなまめ、たる(Cあばれなるけを少し添べ給べらましかばとおぼ 

わ0^いた5.-除ヶ1:た^^レ$朝けに5:,ちながめてひとぅごちおはす。 

「行<:••'かた^ながめもやらむZ.-.C7)'秋ば遂坂也をき6--なへだてそS西の.#に^ 

入やり七ず物淞しげ京眺め恭し給ふ。^して旅の空はいかに御心づくしなる摩多か6け 

む.0』掠^;御他み神無:^に^4で;|^いと揽く^:します。世の中に惜み聞ぇぬ人なし。內にも^ 

し嘆きて行幸あ^。弱^御心地-ic:^家宮の御事を^へ-:t---^ 

の御事r侍4つ.る.世，にかはらず大、小の庫を隔てず、何事為御うしスみと>ぼせ。齡の程よ6 

もKをまつ、う、KJyaむに毛を5を3は-V:か々あ^兮じ:5なp見給ふる。必ず世の中保つべき 
相ある人な女、さるRよ6て煩はしさicみ^((Cもなさずたべ人にてぉほゃけの御後見をせ 

源氏物S5SJホ i 
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•rtlせむ七思；s給べ卩)な6。を：の：心違へ5せ•給ふなI•と>9はれなる御ゆ，qごんども多か$けれ 

ど•'•:>女のまねぶベ：^;事icしあらねば乙の片端だにか^はらS/2し。帝もSと悲しとAぼして 
.Mに違へ聞£§すまじきょしをかへすが(す聞ぇさせ給ふ。御かたちもいと淸らにねびま 

Sらせ游人，るを嬉し',:•<•賴も-Lく見奉らせ給ふ。、限あれば急ぎ還らせ鈴ふにもなかなかなる 
事多:;<衣むパ春宮もひと穴びにとおぼし召しけれど物3わがしきにょ6日を疋へて波らせ 

給へ1。御年.の漉\16はあとな:2势しき御さ'^にて戀しと抄ひ聞ぇさせ給ひけるつもぅに、 
R心7^なべ蹬しどおぼして見奉6紿ふ御氣色sとあばれなり。中、宮は涙に沈み鈴へるを、見 

泰らぜ輪；に名Sまざ贪御心亂れてあぼし召さる。萬の事を聞t知らせ鈴へどsと物はか 
なき御ほどなればうし/>■■:めたぐ悲しチ見%らせ給ふ。.大將に右おほやけに仕うまつ6給ふ 

Vぎ御心づ紅，6ごの^;の御後見し給ふべき.ことを返す返す.のまたはす。夜Mけてぞ歸らせ 
鈴ふ。aる人^SC仕う先つヶてのぐしIsま行奉に劣るけぢめなし。飽かぬ程にて還らせ鈴 

ぶを^:-み1::$^ぼし召す。おぼきさぎ%:參6給は1;とするを中宮のかく添ひ^はするに御 
心mかれておぼしやすらふ程に、あどろ尨どスしきsticもあはしま^でかくれさせ鈴ひ 

ao足を空にmひ惑ふ人多か令。御位を去らせ給ふといふばかうにこをあれ、低の政をしづ 

あほぢおとと急にSがなうあはして^の御ま\に^-^なむ世をSかな：bむと"上達部 
殿土人皆思a,なげく心中宮大將殿^どは^してすrれ.て物:.%5:ほしわかれず。後々の御わざ 

〇ペIs:しi_slf311 叢ぬ 
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けうじ仕う兮つ給ふさ今^を乙らの御子raちの御中にすぐれ給へるを乙とわ6な力 
名5とあはれ^世の人^見奉，る。藤の御ぞにやつれ鈴へるにつけても限なく淸らに心苦し 

げな^^tぞ今年と:-5ちつVさか、るZ•とを見給ふに世名いとあぢきなうおぼさるれば、か 
かる序に^まづあぼし立^るはあれど又樣々の御ほだしおほか6。御な、なぬかtて 

ぼ女卸みやすrfr/2ち皆院:ic集ひ給，へみ〇るを、過•§'ぬればちぅぢ6にまか\した爻ふ。十二月 

:の二十日なれば大方の世'-0中.とぢむる空--0氣色u-oけてもまして晴る、世なき中宮の御心 
.の.うち^“ 0iほきさ-，^の御心を省知6給へれば心に任せ給へらむ世のはしたなく住み憂 

か^ひ^あぼすょ^■も、馴れ間え給へる年'J:b0御有樣を思ひ出で間え給はぬ時の3:なきに、 
か*^ても^はしますまじう皆ほかほか•へと^で鈴ふ^-1C、悲しき^かぎりなし。宫ii三#の 

宮に渡み給ふ◦御むか，へに兵部卿の宮參ぅ鈴べ雪うち散4風烈しぅて院の內やうやう人 
めかれゆさてしめ^か^るに、大將殿Zな^せ參ら給al:舊き御物語き乙え鈴ふ。公まへの 

五葉の雪にまをれて下枝枯れ^るを見給CAて、み/CV:. 

./•「かげa^み^の^し.松や枯れにけむ下葉散$ゆく年のくれかな」何ばか6のとにもあ 
らぬに折から物あはれに飞大將の御釉い^うぬれぬ〇池のひ^なぅ乙ほれるに、 

.•「さえわ^る池の鏡のさやけきに見なれしかげを見ぬどかなしき」と'-feぼすま、にあ^ 
.1 石々じうぞあるや*-0王命婦、：v:;:---.f *.—— 

「年基れて岩井の水毛こほかとぢ見し人かげのぁせ毛行くかな」をのっ^\」にぃと多か 

淑氏物S5K木 i 
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れどSQみ#^續べべきことかは。渡らせ給ふ儀式變^ねど、思aなしにあはれにてふるき 
宮はかへ6て旅の心地し給.ふにも御里住絕ぇたる年月のほどあぼしめr•らさるべし。年か 

へ^ぬれど世の中今必かしき£なく靜な^.。大將殿は物薆くて諝6居給へ办。ぢもくの頃な 
ど院の.御時kば更にもいはず、年比劣るけ^めなくて帝Qわた6所なく立ち込みた6し馬 

車薄^-^て‘、-:*jの-b物の袋^Sをさ見ぇす、親し^けS.Lはか6殊it急Cことなげにてある 
を見給ふにも、今众ぅはかべ乙をはと思aやられてものすさまじくな；；P。みくしげどのはき 

さらぎになS.しのかみにな3給CAぬ。院の御思；sにやがて.尼icな6給へるかは6な办け6。 

や；/Iごと^く名て^しV人抦もいと善ぐおはすればあ^^參{錐-^給ふ中にも優れて時め 
J鈴ふ。后は里がちK為はし爻いて參う給ふ時の御局には梅壺をし*れば、弘徽殿icはか/1 

の君住み給ふ。登花殿の:5もれた4つるに晴ればれしうなりて女房など名數知らず集a參 
$て今めかし--5花や¥給べ^、御心，の.う^は思の外な^し事どもを忘れ雛う嘆き給ふ。いと 

忍.CXV通はt給ふz^猶同じさ^なるベ.L-?物の聞^名あらばSかなちむと•おぼしなが 
ら例；0御癖^れば今-.t^御志ま.Sるべかめ/ 一院の>はしましつる世Z:そ憚う給；3つれ、后 

の御心S•ちはやかたがた^ほしつめたる--CE*^も:^ 
てはし农犮き事のみ出で來れば•か乂るべき事とはft偉しVかど、見知々鈴はV3世のぅさに 

立:t>まふべ：ベ；^Aぼされず。左の^ほSと.の.もすro,^ 

給はず。故姬君を引きょ！ V之の大將の.君:^聞ぇ'〇け給a:t御心を、后はあぼし&きて宜し 
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うも思a聞え給はず。^とKの御中名素ょ々をばそばし‘うちはするに、故院の御世には我檄 
(c‘liせしを時移ヶ >しし/2:ヶ顏に知はずる-5:'、あ^きなしと^ぼしたる％乙とわヶな^^。大 

將はあ6Uに變らず渡ヶ通ひ給ひて侍aし人々をもなか^かti:こまかにあぼし為きて若君 
をかしづき思；3聞え給へる士限なければ、あばれicあヶがたき御心とsとV S/2づき問え 

給ふとども同じさまな.ヶ。限なき御覺tのあ^6物騷しき^て暇なげに見え給aしを、通a 

給ひし所々毛方.々に絕え給ふ事どもあかるがるしき御忍びありきもあいなう役しな6 
て殊に.U給はねばS4.のどやかに今しもあらまほしき御有樣なゲ。西の對の姬君の御幸を 

世の人もめでI1H-ゆ。少納言なども人知れず故尼上の御祈のしるしと見黎る。父み2.も思ふ3 

まにIIHえかはし給ふ。'むかa腹の限なくとおぼすははかばかしうもえあらぬにねたげなる 
と多くて史、母の北の方は安からずあぼすべしヂ物語に殊更に，作ぅ出でたるやうなる御有 

樣な6。齋院は御ぶぐ(tて»屏給aにしかば、朝顔の姬君はかは6に居給aにき。加茂の 

いひ含には、そわうQ居給ふれ$多くもあらざhけれどさるべき女みこやおはせざらけむ。 
大將の君年月經れど猶御心離れ給はざ^>0るを、か^■すぢ乙iに>J:ム給ひぬれば口惜しと 

あぼす々中將に音づれ給ふ事名同じごとkて御文などは絕えざるべ.し。昔に變る御有樣など 
をば殊に何ども.Aぼしたらず、かやうのはかな;U事ゼ飞を、紛:5'vzlとなきま、に此方彼方 

と^ほし惱めケ。，帝：は院の御ゆ&ご^違へずあはれにおぼしたれど荇うおはしますうちに 
も御6なょび*る方に過ぎ'1:.强3所ぁはし爻さ^^名べし:0母き5きぉほきぉと<と6ど 

源.I6-物Is;•贤氺：. 擊 
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なにし給ふ'てとは，ぇ背き給liず。代のまo6ごと卸心.icかなはぬやうな煩はし5のみ增 

•れ£がんの君は人知れぬ御心ざし通へば、^ヶ次くても^ぼつかなくはあらず。五抱のみず 
法の.はじめにて愼，みお.はしますひまを伺；S1:例の夢のやうに聞ぇ給ふ。かの背お•ほ之^る 

細殿の局に、中納言の君まぎらはし1:入れ奉う^人めも繁き頃なれば常よりも端近なる 
をそら.あぞK--Uうおぼゆ。朝夕-U技奉る人だ(C飽かぬ御3まなればまして珍しき程^のみ 

ある御たい：.めの'いかでかはお/>か、ならむ。女の御3まもげに2:めでたき御盛なる。お乇6か 

攻.るかたはいかくあらむ、をかしうな^めさねかび7^2る心ちして昆まほしき御けは；Sな^^ 

辟なく明けゆべにやと错ゆるに「唯乙\にし名との£)申し侍ふ|..と2:わづくるな$。又乙の 

わた6にかくろベたる近衛司どあるべき。腹穢きかた人の敎へおこするeかしと大將は冏 
#給ふ。.をかも含ものからわづらはし。此處彼處尋ねありきて「寅；：3とつ」と申すなう。女君， 

/‘，：「心かちかたがた釉をぬらすかなあくとをしふる聲につけても」とのたまふさ爻、はかな 

於ちてSとを.かじ。•；：てン^^^ " ••:,♦• • • 

VV:「なげきづ乂我身はかX:て過rせとやむねのあくべき時ぞ•ともなく」^づ心なくて出で 
給aぬVO夜深き曉づ•<,夜のぇ咚いはずきり渡れるにいといたう铤れて人るまひなし給へる 

€名似る物な3御有欉JCV、じよ，うきやう殿.の御せ.5との頭中將、藤壺より出でぃ月の少し 

隈あ0立都のもとに、立てヶけるを知らで過ぎ給5けむ乙そ5とほしけれ。もどき間ゆるや 
うもあ.;()なITかし••°かやう•の2IC,つけ.て名も.てはなれつれなき人の御心をかつはめでたし 



^:.-, 
冒で 

IP.' 

一 

•V:7/• 

一い：I.: 

¥ -r .. 

一 

1 

^•■•.. 

r.:v; 

1 
_ 

吹-:. rソ 
•:V、 

fc:.v 

A思a問免給ふ：名の；から我心のa*(方に1:ば猶っらぅ-心憂しと覺え給ふ折多か6。內に參 
4給は:1;乙と^ぅひぅ以しく所せく^ぼしな力て〔春宫^見奉公給はぬを覺束なくおもほ 

給ふ。：又たの^^含iA-^物し給はねば、唯乙の大將の•君を?:萬に賴み問え給へるR猶この 

に-:<^御心の止まのに土もすれば御胸を溃し給ひづ\-聊枣氣色を御覽じ知らずな6.にしを 
.思ふだにsと恐七‘^に：ハ今更に又さる乙との聞、之あ6て我身はSるものにて春宮の御ため 

K必ず善からぬ.事出V來念♦むifeぼすに、sとおをろ-Lければ御祈を5へせさせ給；5て、乙 

の思；3止ませ奉；Ifとあぼし至らぬ乙となぐitれ給Hを"如何なる折にかあ6けむ"あ 
•s^lうて近づ^囊り給へ：。心深べたばか^..給；5けむ.Aとを知る人なか6ければ夢のや 

う；にeあ6け：る。まねぶべきやう：もなぐ聞え續け給へ.^い宮Sと乙ょな.くも1:は.なれ聞え給. 

ひてば：1:.はては御胸をS*:う惱み給へば、近う侍aoる命締辨などぞあさましぅ.見奉6あ 

つかふ。男ば^;:1.つらしと.思ひ1え給ふ2限なきにきしかた行乂5きがきくらす心地して 
50L心7f失せfeければ明けは-CRけれ.^出て給はずなりぬ。御惱icmきて人々近ぅ參6 

て^げysまがへ.ばわれ(••:もあら<逾ごめに押し入れられておはす。御eどTfliしも^る人 

.0心など^Sとむつかし■•:.〇へ宮は物^いと佑しとおぼしけるに御けあがゲて猶锻しうせ5せ 

給：ふや兵部卿宫大夫など參力て「惯召せ：！-Z3:どさわぐを、大將Sと侘しう聞きあはす。辛うじ 
て雜れゆXほ£{cぞ息6給へ，る。かく籠6居給ひっらむとはぉぼしも.かけず、人々も又御心 

まどはさじとてかくなむともH3Sぬな^ベ_t.,o遨のお•まし4Cゐざ6出て入あはします。「よ 

，说氏4vsits'K木.' i- 



t/Dし？なぼS6-Vなめとて：宮もまかで給aなどしておまへ人ずくなになぅぬ。例もけぢ 
か彳?:bs.せ給ふA少ければ此處彼處*0.物のうしろなどにぞ侍ふ。命婦の君などはいかに 

たぼか-^て:lii,u舉ムひr今宵さへ御けおがらせ給はひsiほしう」な^うちS、めきあつ 
かふ。君は霞ごめの^の細0-に開き/2るをやをら押し開け'1:御屛風のはざまに傳a入办給 

•awo.珍し.ぐ媳しきにも淚は瞠ちて見舉力輪ふ。「猶いと苦し5乙をあれ、世や〇きぬらむ」 
とてとの方を見出し給：へ^か^はらめ言a;.l>らずなまめか-bう見ゆ。「御くだものをだに」 

Aて參 >す焱*4。箱の鉴省どk劣.懷しき-•$ま(C1:•あれど見入れ給はず。世刃中をいたう 
«ほ^惱め.る氣色，にて畏問に眺め入力給へ^、^ 

しの.か：八令^るさま限^きにほはしさな.どr#かの對の姬君に違ふ所なし。年比少し思a忘 
れ微、4つるをあ^ま^^まてte•ほぇ給へlるかな 

-る心地U-給ふ::-°け高^耻しげなる^噯なども更に：と人と思aわき難きを、なほ限なく昔 
思ひしめ聞免；てし心の思ひなしにや、^ま'Z:とにsみじうねび^S 3給びにけるかな 

•と類なベSほ爻給ふU-心惑CAしV.や：をら御張の內にか >づらひょヴて御ぞの德を引きなら 

•1>給ふ,.:0:0ぼaしるぺさとにほ以为^ 
給べネ:^見^に时き給•へか，し」--t心や；ましうつ、ら 

1:,、ゐざゲのき給ふに;'V心itもあ 
•程^'ぼじ知ちれて：いみじ七あぼした.う。男も乙へ、ら世|:.もて裘づめ給ふ御心皆亂れてうつ 
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t>ざまH•も•あちず脔の事をなくな >> 恨み聞え給へど，誠に心づきなしと气ほし1:御いらへ 
i間ぇ給は黑唯心地,e)--si惱しき^.か\らぬ折^;あらば聞えてむ」との犮令へど諶きせぬ 

御心の程r-f'a續け給^?§すがにいみ.じ^聞き給ふ^ 
あらね^改«>•.て(いど口惜じう^ぼさるれば懷しきものがら's•どょうのたまa遁れて 

明けゆぐ。せめて從ひ問えぎらIrtか穴じけなぐ心耻しき御けはCAなれば『唯がばからにて 
龙時fいみ杉き發へ^;だに晴け恃らS 

給ふべ；し。；なQめ^'Xとだに：か^^ 

:tA■なげt-.う。明げli0れば二人して.Sみじ.ぎ事.どもを^ 

のが苦じげれば、：世の中にあ^'•と聞し召されむも：いとUづ 

、屯又^:の世^らぬ罪と^;():侍令ぬベ—とな，ど聞允給ふ一も、む^ 
•'•'〔逄ふ之とのか/2為を令日に.かぎらずば今幾世5:;かなげきク 

と聞え給へばさすが{!:-うぢ歎き給ひて;:'.分 
..•;,:•「長き世の5-:らかを人にのてしてもかつぼ心'^あだと.Uらなひ4ばかなくいひなさせ給 

.へ5--;§まのSふ：1-じなネ心地すれど「人の；#^ 

あkで出1::输^^。'ぃづ乙をぁも1;に、かは叉:^見ぇ奉らむフ!0七ほしとぉぼし知るばか 
おぼじて^文味問-£•給li:ずうち絕免て内3春宮にネ參6給はず、1うあはして起き臥-Lいみ 

•'じ〆冬げる人，の御—心れなと人わ/>x;戀しう悲しきに心だましひネ失せにけるにや惱しうさ 

iK成物餅妓木： I 
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一：•へ公ぼ.さる。物心細々^eや世にふればう3-fl3nとあぼし立りkは、乙の女君のいと 

ら5y2げにておはれにうち賴み間ぇ給へ^を振4捨てむといとか^し。宫も^の名殘例R 

も/iしま冷ず、かう乙とさらめきてrliり居音づれ給はぬを命婦などはいとほしが办捌ゆ 

{f^a-の•御穴めをおぼすには御心遛き給はむ乙といとほし <世をあぢきなき名のにis 

•ひなヶ給はca穴みちにおぼし立つ乙と名や上、•さすがに苦しうあぼさるべし。か、るふ絕 

ぇず尤いとVし令litにうき名さ、へも々出でなむ、大きさきのあるまじき乙とにの^まふな 
る位をも去令なむと、やうやうおぼしな.5。院のおぼ^のたまはせしさまのなのめならざ办 

しを^-ぼし出づるにも„、海の事あ々-1.にもあちず變ヶ行く世に乙そあめれ、戚夫 

めのや：うに乙全あらデと劣、必人笑ぺなることはあらぬべき身にZLをあめれなど、疎ましう 

過rし雛う7rほSるnば"背きなむ事をあぼ•(>取るに、春宮見奉らておもかは$せひとあは 
n-5M£—るドば忍びやかにて參う給べ々。大將の君はさらぬ事だk 

仕—つ4ふち御心地惱し1乙—けズ御送はず。大方の御とぶら运 

じや' -:5なれど「ITげにおぼしく-L;にけるIと心患るどちばいとほしが6間ゆ。宮はいみじう 
美しうあど.なび給ひ11^しう嬉しと^ぼし：て、...む^ 

あ玄し立•つす：ぢは：ハと雛げなれ^， 

く翠办狻&と0み多か^。大会5きの御心も，いと煩ばしくて出で入久和ふに^はし^なく 

亊に觸れて苦しれば、宫;0:御ため(Cネ危;<:ゆ-;\-Lう萬-1Cつけて^ぼ 

: 
七 



久しか^むほど(Cか72ちのZとざまにて.う*てげ1C鐘^vV侍らば,v>か:s:>ぼさるべ.き」と 
聞^輪へば、御顔^うちまも4給r>て‘「式部がやう:icやいかで% 

の./2まふ-v0:^ふかaな.ぐあはれに.1:「それは老いて侍れば醜きぞ、さはあらで髮はをれょ$ 
^短べて黑きき^^ど::V着て夜居の僧の^;:5にな6.待らむ士すれば見奉ちむ事7いとゞ 

久しかるべ^？：」と, 1:泣^給へば、まめだちV-「久しう>は 
今つ-'nば观かし^おぼし；1:さすがに背^給へる。、' 御£は，ゆら..^らと淸ら农てまみの饱.1. 

げ-{C句ひ給へる-3ま、公となび給ふ爻'.に唯かの御颜をぬ方子べ)給：へ.6>1猶'0少し朽ち*-.1: 

口の历黑みて笑み給べるかを功美-^^は女に,1:、見奪らまほ^う猜^な为。いとかうじも，覺 
^給へる.乙そ心憂けれ士'3£の瑕に：あぼ^石：べも"世の煩はしさ力そら恐しうあぼぇ給ふな 

6•け-ft--':0大將の君は宮をいと戀しう思ひ間£給へどあ5^しき御心のほどを時々は思ひ^ 

る^^にも兑せ奉らむと念じ.つく過ぐし給ふに人わスくつれづれにおぼさるれば、秋の野 
ネ見給(>がてら、-:53ん院にまうで給へ：6,。故母みやす所の御せうとの律師め籠ヶ給へ.石坊 

にて法もん在^讁み.、行ひせむと > ぼして二三日 > はする{C#はれ、なる事多か-^紅葉のや 
••5^ぅ色づきゎ^26て秋の野の^とな.1めき^るなど見給ひっ、故鄕-^忘れぬべく怎ぼさ 

.る。法師ばらのSえあv^かぎ4;し.出で\:論義せ-3せて聞し召:3せ給ふ。所がち^ぃ 
,の中の常^令を.ぁぼし明してもハ猶ぅき人し^ぞと>设七*91てらる、〇^しぁ討方:0月影犯 

法師ばらの閼伽奉るとてかちかふと鳴しつ^菊の花、濃き薄き紅葉;J:*if折-ONちら.Lたる名 

1 0 
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はか^付れど••乙の方のいとなみはての世もつれづれならず後の低は*たのもしげな办。さ 
もあぢきなき身V」7Pて腦ITかなな，ど"おぼ,t續け給ふ。律師のいと尊き碟にて•念佛衆生接取 

不捨とうち述べて行f>給へるがいと-.5らや^しければ":/J:ぞや.とおぼしなるにま：づ姬君の. 

6にか、办て思a出てられ給ふぞいとわ/>き御心なるや。例ならぬ日數もおぼつかなくの 
み^ぼさんれば御文ばか6.ぞ繁うIIB1論ふめる。「行き離れぬべしやと試み侍る道^れどつ 

れづれも慰めがyaう心ぼそ3まてなむ。問きさし*るとあうてやすらa侍るほどをい 
かに」などみちのぐに紙に•うちとけ:#き給べるさべぞめで7aきC •/ 、 

「あさぢふの露のや^りに君をおきてょ^のあらしeしづ心なき」など乙爻やかなる.R 

女君ネうち泣き输ひぬ。御かへ^HHき色紙に、二：：■ :..;; 

「風吹けば^づどみだる、色かはる淺第がつゆにか、るさ、がに」とあう。「御手•はいと• 
をかしうの4なみるtpのかな」とひ上办ごち--1:肩しとほ、^み給ふ。常に#^^liし給 

/忒我が御手に”と能く似て今少しなまめかしう女しき所書さ添へ給べ何事icつけて 

名けしわらず3>ほしたて^6かしと>も^す。吹きかふ風も近き程にて齋院に免liat 

給ひけ^^中將の君に「かく旅の^になむ物思ひにあくがれにげるをS:ほし知るにもあらじ 
かし」なゼ恨み給ひて"為兮へ.には、： ，':.,^^; :;て 

「かけ.^くは'^し乙けれど7^:^のかみ'0^-^もほゆる木綿德か-^。昔を今にと思(>^ふ 

るにもかr>:^乂とう返-Sれむもの、や3に」^なれ:55:れじげにからの淺綠の紙に、»に木綿 



w. 

s 

一:- 

没： 

だ... 

oけなどかうがう''.bうしなして參らせ給ふ。御かへ々、-^將「紛る、乙となくてきしかたの 
取を^ひ給へ出づるつれづれのま、に抵思:CAや力聞え:3する"：v多く恃れどかひなくのみな 

む」と小ノ.L心と乂めておほか丸^まへ^■••• 

:'■'「そのかみやSかVはありしゆふだすき‘心にかけ卞^ 
卸手乙ま^vかにはあらね-^らうらうし.うSうなど5:かしうな办に^ぅ？まして朝Mもねび 

^ro-/)'給へら-^かし4思c>逍名-^^ヤダらず。おそ^しや。あはれ乙の.頃どか:-t/o野の^の 
あはれな4し义おぼし出でV怪しうやうの珞のと、神うちめしうおぼさる、御癖のみ苦し 

忌どかC.0わりなぅ气ほ3•ば*S來あみぬベか6し、年比は長閑に過C-L給ひて今は悔しうあ 
ぼさるべかめるもあやしき御心なぅや。院.^かくなべ-1:ならぬ御心ばへを見知$聞え給べ 

れば、たま§かなる御返しなどはえし^*も1:はなれ聞え給ふまじかめ6。少しあ-IPなき^な 
$かし。六十卷といふ文截み給：5赀來なき所々解かせなどしてなはしますを山寺にはいみ 

じき光行，ひ出し舉れ3と怫'0御而目あ：^とあやしの法師ばらまで喜びあへ^^患めやかに 
て1H:の中七為tPほし續くるに歸らむ.と物憂か$ぬべけれど.，人CAとぅの御爭あぼしやるが 

ほ^しなれば久しうもえ^はし^Sで#にもみず經ぃかめしうせSせ給ふ。あるべきかぎ 

6かみLもの僧どもその•わ^4の山がつまで物たび#き事のかぎ6を盡して出で給ふ。見 
舉i送るとてZのもかの尾にあやしきしはふるU人ども集^'居て淚をあとしつ；、見奉る。 

m¥御illの內にて藤の御缺にやつれ給へ：れば殊に見免給はねどほのかなる御有樣をilfcにな 

源氏物SLlK木 一三 
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く思6問ゆべかめ6。』女君は日比の程-tcねびまさ々給へる心地していとSたう患づまり給 
aて、'世の中sか.V:あらむと思へる氣色の心苦しうあはれ(Cおぼえ給へば、あいなき心のさ 

iwざまEるV•や^るからむ。色かはるとあ6しもらろたうおぼえて常よ6殊に語ら；：s聞え 
給ふ。山つどにもたせ給へ6し紅葉iまへのに御覽じくらぶれば殊にをめましける露の心 

も過r--kがた3、赀束なさも人わろさまでおぼ£給へば唯大方にて宮に參らせ給ふ。命婦の 

許に「入らせ鈴；sにけるを珍しき事とうけ給ばるに宮のあ61だの事赀mなくな$侍6Rけ 
れば、靜心なく思a給へ^がら行aも勸めむ^思a立ち恃ぅし日數を心ならずやとてなむ 

日比にな4恃6ける。紅葉は一人見侍るに錦くらう思a输ふればなひ。折よくて御覽ぜさせ 
給へ，L--などあ6。げにいみじ^枝どもなれば御咽とまるに、例の聊^るものあ：^けぅ？人々見 

奉るに御顔の色^•うつ/>CAて、猶か\石心の絕え給はぬ乙そいと乃と爻しけれ、あ犮ら思遣 
3深うものし給ふ人のゆく6な，くかやうなるMJ折1兮ぜ鈴ふを人もあやしと見るら1;かし 

と、，心〇きなう..&;^され;1:、瓶に$乂せて廂の柱の名とに办しやらせ給ひつ。大方の事,^も 

二呂の御亊に觸れ/2る事^どはうち.賴める：$■まにす：く；よかなる御竭ぅばか々聞t'給..fるを、 
さも6かしてく盡きぜずも士う.>らめしう見瀚ベど、何事も後見iiflえなAa給atcたれば人 

怪し4み咎龙爻乙をすれと>ぼLv、^かV給ふべ、き日參う給へみ。まづ內の御方に參6締 

へ：ればのぞヤかにおはん免す'程にて昔今.の 
;^給^て今少しなまめかし^け添ひて-^つか-[:う衣,^やかにぞ^-{1し^す。か.^みに^は 

圓隱__iへ 

一： 

|_^:一 
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れど見奉ゲ鈴A。'かんゆ君0;御石4猶絕免が灰ま^ 
•加.乎始私たを事な貧故^:•を如^め、l^:■め 

.かる*^^>火の^'-(^认なヶ如】とど^ほ^な.1>;で；咎め3せ鈴^は 

••衝办贤衆?;--ダ5::ほじ&を各、公ど.も釔ど甜ばせ*給ひて、又すきずきしき歌が/26などもか 
允取^■卿卜沢ばさせ槪•ふ？いでに、如^ 

vi&ど靜レせ鞭んに我^:•今ち解げて3rfの宫のfell-れなヶしあけぼのも皆聞ぇ出で給aてけ 
^•夕：一：，丹や—'：-5さし出でV 

t:li-:..t.:p「中.宫0-今；犯M-で給ふ^ると 
がば叉密見圯ラ^〇る人%:#らXみるi.c春宮の御ゆかゲい^ 

と奏u綠ル。へ「兼{sbばんrのみこlc^:し1:--などのたまばせifきじかば、取ぅ分きて心ざしも 

れど殊化S,し>bl;:た-5;さ^.::に毛-H-:事-^-かはとて乙2-ヘ^^^^ 
とかじ心tこ1物し猞ふべかれ。ir.事にもば：かばかしか&a自らのなもて起しにな^ 
た爻ば、すれ_大方レ紿ふ心ざなどい.とさ上くおとなび六る5まに物し給へど、文たいとか 

たな..6-:ic;:なひ」とぞ0;御有樣など奏じ給Sてまかて絡ふに、^ 

のM'0f難どV?'*ぶ於世にあS花や^ 

•、，通•&物恶，/焚木 
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かば-p-.ぎざきの御氣色はいと恐みし’煩は•しげにのみ聞ゆる^、かう親しき人A、も氣色だち 
,5ふVがめる事ども、あるに烦ばしうあ•ほされけれどつれなうのみもてなし鈴へ「御ま 

べに陡队て今ま\」んかし侍乂にける」と冏免給ふ。月の華やかなるに昔かやうなる折は御遊 
ぞ5せ給ひて今めかし5-もてなさせ給ひしなど^ぼし出づるに、同じみ垣の內ながら變れ 

る乙と多くれなし。パ：ソ 

•;;>「NJ、のべにぎうやへだつる雲の上の月をばるかに思aやるかな」と命婦して間え傅へ 
給ふ。御けはCA;7^ほのか^れど懷しう問ゆるに、つらぶも忘られてまづ淚ぞあつる。 

ン「序如げは見し世の秋にかはらぬを隔つる霧のつらくもあるか^.。餒名人のとか、昔も侍 
kけ3-:欺に^;」などき乙え給ふ。{Sは寐宮を儆かずD1心a聞え給aて萬の事を間えSせ給べ 

どノ從うも%;ぼし.入n:-*らぬをいとうしろめ^.く您ひきこえ給ふ。例(1いととく大殿籠れる 

k出で給ふ^：で一一起きたらむとfeぼすなるべし。うらめしげ(CおぼしたれどさすがRえ慕 
认開^!紙は^^sどあはれと見舉办給ふ。大將ば頭の辨のずしつる思ふに御心のあに 

V比0:中^心しぼえ給ひて、かんの技に^-l^;づれき乙え給はで久しうな$にけ6•。初時 

雨sつじかとけし笤だつにSかゞあぼしげむrかれよ办广： ：、 
:?:.T木拈の吹くにつけつ、待^しまに5 

fe(i;i、ばあちかkに忍び#:ぎ給べ^む御心ばへ屯にくからねば御使とCめさせ給びて、か 
かのかみど枳入れざせ鈴へをみ厨子おげ3せ給CAて、^ベてならぬをえ6出<つく箱など 

•• v.-^ - - ••- -•. • ► I • • • : ^ • 
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l:tr,R引^つぐろCA•給べる.氣色^/i^.-るヒ：^. 

ムg聞ぇざせてもがa-な^屯のごi),ばこぞ無T,にぐづほに 
レ5^あ^,見ずてじのぶる..て/>の渡ど^なべ.て〇秋0、じぐ.れ か 

icながめの空^物忘れし侍らむ」など乙まやかにな^,にけ6。かや5'に獠し間ゆる^ぐ；s多 
かみれどなさ：6なからずうぢ返1rち給av#心にば深うしまざるべしM中宮は院の御は 

ての華にラぢつゞき御八課の^らぎをさまざまに心づかひせさせ給びけ-^しも月のつい 
，たちご/>:^こ总な5:'it雪”sた5-降-Kたかa大將殿1-.ぅ^に問ぇ給ふァ「• •.ュ 

別れにしけふはくれども見し人に行きあふほどをsoと^の^む」。いづ乙ic免今日は 
物悲じうおぼざる、ほどにて御かへなあ-二.\ J 

•CT^-•から•ふる程ば54げれど行きめ今日ばぞの世に逢ふ心ちレて」殊につくろaても 

.あbぬ御戴ざざtなれどあてにけ一高きば思aJ5:;しなるべし。^ぢかはゲ今めかしうはあら 
ねど人にはでとに番かせ給へヶ。今FJ-.(i*乙の御事^思a•けぢてあはれなる雪の帮にぬれぬ 

れ•行ひ給ふ。しはす士餘日ぱかガ中宮の御はかうなか。いみじう^ふとし。日々tc供養せさ 
せ給ぶPへ御經ようはじめ玉.の賴羅の表紙ぢすのかぎyv世Rなきさtlcと、のへさせ鈴へ 

>0••ざkvaLtの.；淸ら圮によの〇ね字bずおはしま^ 

6花机©おほaiなどまでt:乙との極樂思ひやらる。初の日は先帝の御れう、次の0-は母きS 

をの御^办パ又の日ば.院の御れう、五卷の&交れば上逄部なども世の.ク、ましSを乏しも憚 
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がか給はでいとあまた參令鈴一へ3。今日のかうじは心21-とにえらせ給へばたきcこる程よ 

$•5-ち初め、向じうSA言み葉も：いみじうた•うとし。御子•たちも、樣々のほ5もち捧げてめ 
ぐ々給ぶit大將殿の御用意など猶似るも0-なし。常に同じとのやうなれども見奉る度ごと 

に珍しか--.^むをばいかCはせむ。はてのHは我が御事-1:けち願にて世を背き給ふよし佛に 

啪させ給ふ((:皆人々驚き給；3ぬ。兵部卿の窝.大將の御心も動きてあさましとあぼす。み乙 
はなかばの港.k立ちて入6給；sぬ、。心强う费し立つさまをの^まaてはつる程にa!の座主 

.^じて忌む事うけ鈴ふべきよしの*まはす0御を^の橫川の僧都^•う參6給aてみCしあ 
/>b給ふ程に、宮の內ゆすりてゆVしう泣^滿ち^ゲ。何となき老い袞へ^る人だに今はと 

他$::背ぐ程11:怪しう^はれな^:わざを、ましてか^て御氣色(Cも出だし鉛はざ60.るiiiな 
れ试み乙もSみじ5;.泣ぎ給ふ,0參6、給：ベる人.々も大方の事ざ^:もあはれに尊ければ诤軸ぬ 

A;uてぞ歸ヶ給aけS故院のみ^達ば昔の御有樣を；feぼし出：つ：にいと^，あはれに悲し 
うあぼ含れて皆とぶ^a聞え給ふを、)大將は立ちとt6給；5て聞え出で給ふべぎ方も^く 

ぐれ惑^ておぼざるれ、ど、などかさ^^と人見奉るべけれ^み子など出で給认ぬる後に.ぞ 
為前に參水給べ.今や5.やラ人皂づ-tゲて女房どもなど鼻うちかみつ、所々に群れ居たク〇 

月はぐま^:ぎに雪の光ゲあCA72る^•の有樣^昔の事思ひゃらる、にぃと堪へ|1.ぅぉぼ§.:5' 

れば^tよ5;怎ぼじあづめて、/:「、いかや；^^^ 

•「今始め-rc-'思a鈴ふるi-(c•もあ>b.vi:を、物騷しきやうな$っれば心 1 
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婦して聞^給^:0;•みすの^].のけばなを乙ら錐ひ鈴ふ人のきぬの音なひ^めやかtcふ 
む砂で欠^みじ/>,ぎづt悲じげ次ゆ懋め雛^に^ 

昝太〇風孤^^:-吹^-:ふ^-^で、^^^ 

%:*ぽ0*かな^:^°;大蔣^.御'にぼ61-さ^^ 
宮ゆ撕肥も參れザ〇^た會^:しさま思び肚で聞^ざせ給ふにど御 

レも晰iさせや:^せ給ぱ拟ば”大將ぞ、言加へ間'£3せ給ひけるamも誰^^ 

女ら、W程^.ればおぼす£,ど^;「V5-.V出で給ばず；0Y ^ 
V.ぶ「月のすむ#并^ 

かびな*hぼ;;江たせ給へる羨しざばかぎ*^なう」とぼかy間ぇ給^ひ^ 
ば$t-^.t:亂るをC'のうVちたictirzf]-ぇあらは1>.-'給はfいぶせレ^^^と^ 

.•ll太がたの-,5-きにつけてぼ厭."> 

'>#;,、がガへは御使の心1>:らひなるべじ。あはれのみつきせねば胸 
にl:*-^'我が御方^:一人うt)'1ふbi鈴Sて、御目^': 

0:御事の^ぞ心苦Dぎ。母宮^'-だ^^ほ^げ^ 

dvぐ^ケ綠aIC:だればもどの御aic 

す^•どかrがなじ^rばか〕Vるかた、ざまの御調度ども?:•乙をはとおぼせば、年の內にと急が 

せ^ふ。命婦.の君も御^.ic--^-kにけれは、rれも心深うとぶ>b-.a給ふ。委し5言aつCけ1; 
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;乙とごどじ'きさt^-'れば愧らしてける^,めゲ。3:ふはかうやうの折 

故で來>5-やうもあれへ5:5;ざ5し^ 
rr;、tfe:ヶ吹6。思びL/みてしことは更に御心に離れねどましてあるまじき事なりかし。年も 

かぬ^.ゆれば5:^-わた6花ゃかに內宴蹈歌など冏き給ふにも物のみあはれにて、おほん行 
一a;b;め^かにU給aつ、後り世の^をのみ^ほすに^のもしくひつかしか6し事離れてお 

ぼさ％也^卸饶/tt-#^ばさるもの(Cて乙とicaてられたる御堂の西の南にあ^6て少 
し11*^;た5:(*G渡らせ給a:て取りわきた5.-行せS:ぜ給ふ。大將まゐ6給へ60改まる^るしも 

tぐ给の內〇:どかに人めまれにて宮づかS:どもの親しきばか々うちうなだれて、見なしに. 

せう參トケど^給ひし'上達部^ども道をょぎ.a>a.%&ぎてひかびの^ぼい股ic爆a給ふ 

k、か.ベジをとなればあはれicをぼ^ 
參fr.偷/一るを^5.;にあい釔ぐ淚(-:まる。，すら$どもいとものあはれなる氣色に、ラ^ 

1>:給^でとみに物珞0.^まばずァざ免かばれ3;御住ま^;にみすの端み^ 
ま；^^ゲほ0-見乞たざf#^:び<.知なしの'釉口など^ 

B€ks鞭ふで膝け渡る池の薄7JC'M0>柳0漱色ばか$は、^^ 

れ能汸て「サベ^心あると3 
vrt':かめ私る、海^^ 
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屯あらボ皆嘟&规妙聞ぇ給へ.る.あまじ所なれば少し氣近ざ心ちして、r:' • 

一vrあyし1&-のなごになが?ill;島i.G:;^ぢょる、浪0'冷ヴ 

喚れば、tぶれどM-rろぼ/)と，Z.-•ほれ給as:へ111:?:: 
•た^げ作@言ずぐ象にてli},で給a# 〇.•「ざ^••類なぐねCXま§6給ふがな。心もとなき所なく 

呢に榮が時にあび給ぴし時は吝る以どつ表のにて、何につけてが世をあぼし知ら0と推し 
&がれ絡び1>-'を、今ば.sとsた5/そ 

色さへ)添はせ給へるはあSなう.心^しうもあるかなJなど老い七らへる人々うち泣きつ 
めで間ゆ。^もおぼし妬づる事多かう。乳召の頃、Z.の宫の人は賜はるべきつかSも得ず、大 

太^'た5:-6にても宮0:御/2うばヶにても必ずあるべき加階などをだにせずなどして歎くた 
じ^iと多かも加Uてもsob:^ 

づ呔で變ると彖かち皆かねV5:ほじ捨て、し世なれど、宮人どもVょうど乙ろなげに悲し 
&您一へ^氣色どもに〇けてe:御心動<:-挢々あれど、我身をなきになしても束;?; 

队レかに^ば1>/まS,,ばとのみfe'ぼし〇;、御^ 
ぐ#vLyう思a:間ぇ•給ふ事じあればねれに^^^ 

ぶ佐®ヒ尉芯給ふ。大將^-しか見恭卜給CAて乙^^tとかぼす。乙.の殿の人ども、^ 
免に奪き乙とゆ4あれば、佌の中11-したなぐhぼをれ-vgiyお•ばす。左のおと < もあほやけ 

4たぐほ弘ぎか一へたる世の有糙(r,物憂Cおぼして致仕 «•• • •»«■•着» 
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^く常¥御後見とおぼして長き世のか犮めと聞ぇ傲き給^し御ゆゐごんを5:ほし召すに、 
捨て雛ざも：のに思；SIH1ぇ給へるにかaなき事と度か用ゐさせ給はねど'せめてかへさひ申 

し給队てm:6思給ひwM「li-いとVひとe-うのみ返すがへす榮1給ふ事限なし。世のおもし 
と物し給へる為とベ0;かく世^-•遊れ給へば、:feほやけも心ぼをう气ほされ世の人も心ある 

がぎ6"-:ば歎きけヶ。御T-どもはいづれとも^:-く人がら36-やすく世に用ゐられて心地ょげに 
物^:給a-し^、こょなう患づま6て三位中將なども世を思ひ老づめるさま乙ょなし。かの四 

の君をが猶かれがれ{Ltr-ぢ通CAつVめざましうもてなS;れたれば心解けたる御智の中にも 

入れ鞭はず、思；3知れとicや乙の度の司召(C*も漏れぬ、れどいとしも思ひ入れず。大將殿かう 
患^私にでWはするit--世{!•はかなぎものと見^ねるをまして乙とわ办とおぼしなして常に 

參^■€•沈输a'o>一學刺bb邂をも訴^ 

汰しをがぼし壯で>、が：たみに今もばかな^^ 
^經ヒぼさふ7p0(cて'臨晚にも3-まざま錄ぎ事ど7P$:,せSせ給aなどして、又徒に暇あ6 

げ-^^.滞±;-'(*:^'s--レ集めて文作r韻^^ぎ^どやう•のず§■び^ざども$:TP^など心をや*^ 

^'1 そう^名S•• 

べき集ど^數多tたせて參f給へ被。殿(L-も、ふ殿^げ3ぜ給びて^ 
の珍.じぎ古錄ゆ吵炎ながら^少D'ぇゲailでS:ぜ餘认 
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た召したり.-〇殿上人も大學のもいと多う集CAてひだらみぎにZLK七:1)にか^わか/2せ給 
へt掛勿ども$どいと二な彳て挑C^-Bへ.匕ふたぎもく•ま、1C雛^韻の^宇どもかと 

多ぐて.ちぼぇあるif±どもなど0惑ふ所々を、時々うちのたまふさまいと乙よなき餌才の 
一程なら0rv?かてか5しも足ら；s給CAけIf、猶さるべきにて萬の事人に勝れ給べるな6けう」 

一とめで冏ゆ。遂に右まけに付4。二日ばか^あ合-1:中將兮け心ざ乏输へら。乙とごとしうは 
あらてなまめ令^るひわ >ごど^褂物などru^:ざtにて、：•今日も例の人々多く召しV •丈し 

一.など作らせ給ふ。liしのもとの-Sうび氣色ばか$暌さて春秋の花盛よりも患めやかにをか 
|会程な.るに.う-t,解け遊び.給ふ。中將の御子の今年始めて殿上す.5八つ九つばか6に1:聲い 

一と^もし/>く.？ゥの笛吹きなどす--5をうつくしみもて遊び給ふ。四の君腹の二郞な6け-•/) 
oi一の人の思へるよせ重くて^ぼ^殊にかしづけ6。心ばへもかどかどしうか/2ち^をかし. 

くて、御遊の少しみだれゆ< 程に高渺を出だしてう/2ふ、いとうつくし。大將の君御ぞぬぎ 
てかづけ給ふ。例よ./)はうちみだれ輪へる御顔のicほひ似る戈のなく見ゆ。うすもののなほ 

しひとへk着給.へるに透き給へる肌つき:tしていみじう見ゆるを"年老い/2る博士どもな 
ど遠く見窣らて淚落しつ、居^う。「あは^しものをさゆ6ばの」とう衣ふとt;めに中將梱 

「それもかとけ5sらけ允るはつ花{c劣らぬ君がにほaをど見る：Xほ、么みて取ぅ給ふ。 

「時ならV今朝さく花はSの雨に；L:?rれ(cげらL匂ふほど^く。あとろへにたる物を」と 
• • - - 
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5.ち^ぅどき^らうが(i-しくきZ-US-しなすを咎め出^つ、」强CAI10ぇ給A。多力め6しホ 
どもかやぅなる折の^ほ^らぬ事數々に密きつ.くる心な会わ•ざとか、m之が諫めy2ぅる、 

卞こてむつかしければと*:/めつ。皆2.の御事を#め^るすぢにのみ倭のもからのも作6績 
け^6。我が御6地にもいたぅ^ほし^ゥて「文王の子武王の弟」とぅちずじ給べる御名の 

へぞげにめで^き。成王の何とかのたまは•むとすらむ、をればか6や又心^vなから 

む。疾部卿宮も常R渡り給ひつく御遊^^、^,かしぅ^はする宮なれば、今めかしき御あは 
ひどもなか。一をの頃かんの君罷.\」給へ々。わらはやみに久しぅ惱み給ひてま:1:なCAなども 

>じやすくせむとてなけ^CN。ず法など始めて、怠6給ひ^nはmも誰も£しぅ^ほす1C好 
の沴しきCAまなるをとliB-tかはし給CAてわりなきさまにてよなよなたいめ:L給ふ-:°いと盛 

icMよ、しきけはaし給べる人の.少しぅ；？)惱み1:瘦々(Cな6給へる程いとをかしげな合。 
き3いの宮も一所に為はする頃なればけはaいと恐ろしけれど"か、る事しも^さる御癖 

なIM" sと忍び1:度かさな力行けば氣色見る人々名あるべかめれど、煩はしうて宫にはS 
なむとは啓せず。^とcii.ya思ひかけ給はぬに"雨俄におどろおどろしぅ降$て神いたぅ嗚 

ぅさわr曉に、殿のきんだちみや〇-かさな.ど立ち3わぎて此方彼方の人目志ザく女房ども 
、公ぢ惑ひて近5銀びま6るに、sとわ4なく出で.給はむ方^ベて明けはてぬ。み帳のめr 

りに:^人々泛げx^み居y2ればsと胸つぶらはしくおぼさる。心^りの人二人ばか$心を 
惑文すで#な6やみ^少し^やみぬるほどに尨^<渡り給ひて、まづ當の御方におはしける 

画..••. 
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^村雨のまぎれic^免^1給.はぬit輕らか，-uふとはひ入6給ひてみす引き上げ給ふま、に 
FSかにぞハとう^.1:あ-^つる夜の$爻农、思ひや力聞之ながら參办來で'なひ、中將宮の亮 

なぜ侍ひつや」な^のた爻ふけ，は办のし^^に：あはつけ^を、大將は物の.^ぎれ此も左の 
〒こ> の御有#ふと^ぼしく^れて/2七しへなうどほ、^まれ給ふ。げic入4はて、： 

ネの^ネへかし^-0か.-/1の君いと侘しうおぼ^れてやをら£>ざ6出て給ふ{2:、あも.ての赤み 
^る^猶惱ましうおぼ3る:-\にやと見給ひ'1:「など御氣色(/>例なら^もの-\け^:どの1;つ 

かしきをずほう延べさすべか&けとのた咬ふに、薄二藍^石帶の御ぞに寸つはれ.て引さ 
出<knたるを見0け給ひて怪し^おぼす;1Cハ又/2人:5紙.0手習などし^る御^帳のもと* 

に落ち/2々げ办:1°こ.れば如何なる^の^もどと御心驚かれて、「かれは/2れかぞ。氣色殊な 
る名のVSまかな。賜へ。をれと.力-1:たが.でと見侍>-blr-.Jと.の 

れも見つけ給へ^、紛Uすべ^方もな.ければいか)はい^ベ聞ぇ給はむ。われに^あらでお 
(iするを、子ながら名恥しとおぼすらむかしとさばかうの人はをぼし揮るべきどかし。され 

どSと急(Cの^めたる所あはせね^^Vのおぼし^まはさずな々V遜•紙を^〇給ふま、(C 

•儿帳ょ、見入れ給へるに•い土い^うな^1びて〇乂tしからず添ひ臥し/2る男も 
やをら顏引含隱して：0かくま茗，ら_はす〇あさ^.1.う目ざ爻しう心やまし^れど、1>/2お名て 

Rはいか，てかM-t給は0。目もくる.\心地すれば.^の^紙^とぅて疲殿.へ、?&^^給ひぬ力ん 

:0,君はわれか0心地して死ぬベべ^ほ^る。大將殿省い士炫しう遂によう•なきふる^ひの 

i $ 
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敏6•て人のもどき^負はむ•ilする土とおぼせ:^パ女7?•の心苦しき御氣色を-Vかく慰め聞え 
給ふ。.おと-V:は思、s:0まくに龍め^る所あはせぬ本じやうにsとぐ老の御aがみ3へ添a 

に^れば何事にかは滯う給はむ、ゆく妙くと宮Rも憂へ聞え給ふ。「かうかう0事な.1;侍る 
•を己の凝紙は右大將の御手なう、.昔も心免され\しあう々めにける事な.れど、人柄に萬の罪を 

免して:sても見むとs a侍6し折li心：^留めずめざ-tしげにもてなされにしかば安からず 

思a給へしかど、さるべきにZ.をはとて世に穢れ农$とも5:ほし棄つまじきをたのみにて 
かく:{5いの如ぺ奉6ながら、猶をの.はゞか4あうてう妙ば6/2る女御^ど7^$はせ侍らぬ 

幺だ,(C飽かデロ惜^:-5思ひ給ふるに、又か八石ことさべ侍ゲければ更にいと心うべなひ思 
ひなう侍らぬる。男の例とはいひなが>:b大將もいとけしからぬ御心な$けク。齋院を戈猶聞. 

i犯し〇く忍びに御文通はし.などして氣色あるtとなど-Aの語办侍办しを名、世の^めの 

みit名あ^ず我が.*め*Rネよか.る/まじ^1;亊衣れば、よも.3:思；5や6-^:さわざ七出てら，れ 
じ^^む、時のい.うそぐと天の下を靡かし給へるさ爻乙となめれば大將の御心を疑ひ侍ら 

ざ6つる」tど:0^2まぶRハ.宮はいとぐしき御心なればいとtPのしき御氣色,5Cて「帝と聞.V5) 

れ-^昔よ^皆人思ひおとし間えy致仕の為と なくかしづくひとつ1Tすめをミの.か 

み.の坊にておはする北は¥らで、弟の源氏に.て雅きが元服のを^ぶ 
tも宫仕にと志：U•て侍$しにハ：^^が.tしか3し有樣な3しを誰も誰もあや^上やおぼし. 

衣^:1>、皆かのみ.かy2に^そ御心一よせ侍るめ4しを、そのほぬ 
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降c>給ふめれど、いとほしr&ic.sかV3る方Kvも人(c劣らぬroまにもてなし聞えむ。3ば 

:か1ねたげな6し，人の見る所名あぅな^^をは思!>侍ふつれど、强ひて我心の入る方に靡 
き給ふにz.v'vrは侍らめパ齋院の御事はま-L>てS:もあち^。何事につけてもおほやけの御方に 

後やすがちず見ゆる.は、春宫の御世心ょせ異なる人なれば-.2.とわりになむあめる」とすくず 

くしづのたまa續:•<••るにr&すがにいとほし”う、など聞えつ^事e士あぼさるれば「3ばれ表 
ばし乙の事もらし侍^じ。內にも奏せ^せ給ふな。かぐのごA罪侍^•とも^ぼしすつまじ含 

をた•のみにて、あまえて侍るなるべし。內>に制しのたまはひic聞き侍らずば。をの罪には 
みづからあた6侍らむ」など間えなほし.給へど殊に御氣色:^なほ&roかく一所におはしv 

ひ凌もなきにつ、む所なぅさ.て入ぅ：物せらるらむば、殊に輕めろうぜらる、にこをはとお 

ぼしなすにSとゞいみじぅめざましべ;>乙の序に-25るべき事.どもかまへ出てむにょきたょ 
4な4と^ぼしめぐらすべし。*:;-..-ノ;::^^ ' •*.. 

- ^ ^ - • . ; • v.^ r- A- . •.••,.::, ••二..“ • ： .•.*.»..••. : • ., •.«•: •• r 

ft . •• .•- - V.V • - • - ^ ... - V • •. 

人患れ.a御心づからの物思はしSはい〇とな含てと‘なめれど、かく大方の18:につけてSへ 
煩は'1>.ぅぉぼし亂.る\之とのみまされば！：物心ぼそ乂世の中なべて厭はしぅ务ぼしならる 

.くにさすがなる事多か6。麗景殿^聞え:Lは.宫たち名^ばせ.ず、院隱れさせ給ひて後いよ 
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いよあはれなる御有機を唯ての大將殿の御心にもてかべされて過ぐし給ふなるべし。御弟 
の三の^,うちわたりにてはかなくほのぢき給aし名殘例の御心なれば3すがに忘れもは 

て給よず'わざとももてなし給はぬに人の御心をのみ盡しはて給ふべかめるをも、乙の、ごろ 
殘る乙となく^ほ，；-亂る、世のあはれのくさはひには思ひ出で給ふに忍びが/2くて、五月 

雨の空珍>匕う賭れ——运专給ふ。何ばtの御——くうちやつしてごぜん 

なども殊になく忍び給へ6。中川のSはするにさ、やか—家の木妾どよしはめるに、 
能くなるfあづ苫製V播秦せ脈は、しく彈暴すな6。御耳とま左門近なる所 

"なれば少し亡出\」、見人れ給へば、大—越の木の量运ぼし出でられてt 

よかとなくけはひ5:-かしきを、唯一目見給aしやど6な々と思ひ出で給ふに^くならず程 
iにけるを—めかしくやとでましけれど過ぎが兵やすら—ふ。折し—公—て 

わたる。もよ3し119免がほなれば御事推し返させ給ひて例の惟光を入れ給ふ。 
「をちかへりぇ^忍ばれねほと、ぎすほのかy2らひし宿のかきね1C」寢殿とふぼしき屋 

の®のつまに入々.居/2う。sf1間き知る聲な々ければミ：わづくぅ氣色と6て御せう 
をこ阳炎〇界やか衣る氣色*(?:名あ^たしVおぼめくなるベL..°: I. 

「出公乙と、ふ^はぞれなれどあな£ほつかなさみだれのを >わ」。殊更にたどると見4は 
「よしjよしうとV出づI、人知れ妬i—れgsけ.9。—つ 

、むべき；とどかし。乙と'わりにもあればさすがなA。かや-5のきは(C筑紫の五節乙そら- 
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穴げしはやとまづあぼし出づ。いかなるに0.けて令御心の暇なく尔月を經ても苦しげ) 
な3。檄かうやうに見Lあた6のなSけは過ぐし給は.ぬにしもなかなかあまたの人の物思 

arsなう。Sてかの.ほいの所はあぼしや6つるも去るく、人めなく去づかにてあはする有 
檻を見給ふもsとあはれな々。章づ女御の御方にて昔の御物語など聞え給ふに夜更けにけ 

々。二十日の月さし出づる程に、いどゞ木高^かげども乙ぐらう見えわた6て、.近き橘のか 
をAなつかしく匂；5て女御0御けはaねびic^れどあ.くまで用®ありあ•てにうたげな 

すぐれて花やかなる御おぼえ乙をなかうしかどむつ^じうなつかしきにはおぼし^$ 
し7P.のをなど思W出でfiHえ給ふにつけても、昔の事かきつらねおぼされてうちなき給ふ。郭 

公あ-cyつるm极のにや同じ聲にうちなく。慕aきにけるょとおぼさる、ほども艶な6かし。 

:「いかに知ヶてか」など忍びやかにうち誦じ給ふ。- 

「橘の香をなつかしみほと、ぎすはなちる里をたづねてeとふ。Sにしへの忘れが/2き 

なぐ3めにはまづ參6恃Aぬべかりけ6。乙1なう乙を紛る、事も數そふ事も侍りけれ。大 

方の世にliふ？pのなれば昔語もかきくづすべき人少うな^行くを、まして.いかにつれづれ 

も紛る、乙となくおぼ'S•るちむ」と[19え給ふ1C、いとさらなる世なれど物をSとあはれとお 

ぼしつゞけ穴る御氣色の淺からぬも人の御SまからRや。多く哀ぞ添ひにける.。 
「人め•なく荒れたる宿ばたちばなの花ZLをのきのつまとななけれ」とばか公の为まへる 

/も、3はハへど人にば•$と異な6け$と為ぼしくらべらる。西面(Cはわざとなく忍：びやか1C 

®氏物2sr'.r花敗m S, 
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うちふざta給ひで贶き給へるも珍しきにをへて、よをにめなれぬ御Sまなればつらさも 

忘れぬべし。何やかやと例のなつかしく語らW給ふも^ほさぬ事にJiあらざるべし。假にも 
見给ふかぎぅは押しなベてのきはにはあらねばにや。'Sまざまにつけてsふかひなしとお 

ぼさる > はなければにや。にくげなく我も人もなさけをかはしつ、過ぐし鈴ふな6け6。を 

れをあsなしと思ふ人はとかくにかはるも乙とわうの世のさがと思ひなし給ふ。あ办つる 
垣mも3やう(Cてあ令3まかは6icy2るあ^$な办け合。 

* , • • :. 
• •' • - * »- •. • • . ♦- 1-...*•’ ,.../ . ... . 
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也の中ハと煩はしくはしたな含とのみまされば、せめてしらず顔にありへても乙れよ$優 
る^もやとおぼしな^:\ぬ。かの須磨は普乙を人の住かなどもあAけれ今はsと里はなれ.1: 

すごくて海士の家だに稀になど聞き鈴へど、人しげくひ^Vけ穴らV住aはsとほいなか 

みべ1、さヴとて都をとほざからむも故里あぼつかなかるべきを、人わろくぞあぼしみだる 
VO萬の事きしか72行く末思a續け給ふに悲しき事いとさまざt16-。うきものと思a捨て 

〇る世も今はと住み離れなむ、とを^ぼすにはSと捨て雛き事多がる中icも、姬君の明^に 
をへ\しも思a歎き給べるさまの心苦しさは何事に？pすぐnてあはれなるを、行きめて 

もま^逢ひ見>とを必ずとおぼさむにて^に、猶ーニ日のほどよをよをに明かし暮らす折 



'冷だに"^來なき^ものおぼ1、女君名心細うのみ^う給へるを、幾とせをの程と限ある^ 

:にもあらず、逢ふ^かぎりic隔たヶ行かむもさだめなき世にやがて別るべきP1]出Rもやと 
，•い^じ'赍え給へば、忍びて諸典にもやとおぼしよるを6あれど、さる心細からむ海づらの 

、波風，よ6外に立ちまじる人7^なからむに、斯らうたき御さまにて弓き與し鈴へらむもレと 

ろぎなく、我心にもなかなか物思aのつまなるべきをなどおぼし返すを、女君はいみじ力ら 
■Ar^c%後れ聞えずだ1Cあらばとおもむけてうらめしげに公ぼい*ちかの花散1IL1L毛公 

ばじ通ふ^乙を稀なれ、心ぼをぐあはれなる御有樣を乙の御蔭に11れ1:物し鈴へば、いみじ 
ケ欺ぎ2:ほしたるsiwsとことわり^ら。なほV06にてもほのか(C見恭b通.a給aし所々 

人しれぬ心を碎き給ふ人^多かヶける。入道の宮よ;^も物の聞えや又いかてと6なされIT 

と閱が御ためつ、ましけれど、忍びつ、御とぶらa常にあう。昔かやうKあひおぼし哀れを 
L見せ鈴はましかばとうち思ひ出で給ふに、5も$まざまに心をのみ盡すべか6'ける人の 

御契かなとつらう思ひ間之給ふ。やよaはつかあ^:$の程になむ都離れ給aける。人に今と 
しも知らせ鈴はず、，唯v'iis-う仕う嗦つう馴れ*石かぎ6七八人ばか6御供にていと力す 

かにて出で立ち給ふOSるべき所々に御丈ばか6うち忍び給ひしにも哀れと忍ばるば力$ 

截き盡し給べるば見どz;/3^)*あり«ベか6-しかど、をの折の心11の^ぎれには力は力しく 

も，paき骰かずなりにけ6。二n百かねてあほい殿1!:世に隱れて波6給へヶ。網代車のうちや 
づJrt/aるに女の，やうにてかく/>へ入う鈴ふ珞いとあはれに、夢とのみお•ほゆ。御方いと寂し 

••: • . • • • I 
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げにうち猫れ：たる心地して、若君の御めのとてもむかし侍；5し人の中に、まかで散ら«かぎ 
会、かく渡^'給べるを珍し♦かう閗^てまうのぼ名橥ひて見奉るにつけてもV殊に物深から 

«若き人.々さへ#の常なS思a知られて硬にくれた6。若君はいと美しうてざれ走6おは 
した6。「久しき程1C忘れa乙を哀なれ」とて、膝にす焱給へる御氣色忍びがたげなおと 

な；たに渡6給aてたsめし給へ601 •つれづれに籠らせ給へらむ程何と侍らぬ昔物語も 

,參6來て問ぇさせ1;と思a給ふれど、身の癖おもきにょ6おほやけにも仕うまつらず、位を 
も.返し奉$て侍る.H、私ざまには腰のベてなど物の1111ぇ；5が；Sがしかるべき^、今は世の中 

憚るべき身にも恃らねどいちはやき傲のsと恐しう恃るなか、る御事を見給ふるi:つ 
けV命長きは心うく思5'給へらる、世の末に？P侍るかな。天の下を3かさまになしても思 

ひ給べょ>bざうし御有機を見給ふれば、离いと^ぢきなくなむ」と贈£給aていたうしほた 
れ給ふ。「とあるCE-もかVる士もさきの世の報に乙を侍るなれば、sa-^て行けばIt自らの 

怠になむ侍る。Sしてかく宵ざくを取られずあさはかなる取にか、づらひてだにおほやけ 
のかしz.^:-^^る人のうつしざまici:世の中にあ6•ふる13:とがmき^ざにaとの國にもし 

侍•^•:なるを、遠く放ち逍すべきさだめなども侍るなるはさま殊なる罪に當るべ.きに乙そ侍 
るなれ0濁なき心に任せ1:-つれなく過rし恃らひもsとはぐかケ多く、乙れよ64< なる恥に 

臨.まぬさきに世^遁れなむと思う給：へ立ちぬる」など細やかに間之給ふ。昔の御物語院の御 
事あぼしの^まはぜし御心ばへなど聞え出て給aて御i;衣の釉もひき放ち給はwtc、君•も 

iill^liiii 
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•え心强くももてなし紿はず。苦君の何心なく紛れありきてこれかれに馴れIISえ給ふをレみ 
>\と气3し^60「過ぎ侍^sicし人を世に思う給へ忘る、世なくのみ今に悲しび恃るを乙 

の御事忆なむ、もし侍るiH:ならましかばいかやうに思ひ歎き侍ら^し。よくぞ短くてか、る 
夢を見ずなり^けると思テ給へ慰め侍る。幼くものし給ふがかく齡過ぎぬる中にと < 吱6 

給；sてなづさひ間えね月日や隔たり給はむと思a給ふるをなむ萬のr>l--6'も悲しう恃る。 

いにしへの人も誠にをかしあるにてしもか、る事に當らざ6けり。猶3るべきにて人のみ 
かどに：もか、るM多く恃6け6。されど言ひ出づるふしあ6て乙を5る琳本侍6けれ。とざ 

まかうざまに思a給へ-Iらひ方なくなむ」など多くの御物語開え鈴ふ。三位中將も參う合ひ 
•給ひ•てfeほみ>などまゐ6給ふに夜更けぬればとま6給aて人々御前に待はせ給ひて物語 

•などせさせ給ふ。人よヶはげicrjよなう忍び^ぼす.〇中納言の君いへばえicirしう思へるさ 
:まを人知れず哀れとあぼす。人皆靜まむぬるに取りわきて語らび鈴ふ。乙れにようとま6鈴 

へ-るなるべし。明けぬれば夜深う出で給ふに有明の月いとをかしう花の木どもやうやう盛 
•過ぎて僅なる木蔭のSとあもし/)き庭u薄くき6液6穴るそ乙はかとなく餒みあひて1の 

夜の&はれに多んたち爻され九隅のまの高欄にぁしか、ぅてとばか6眺め給ふ。中納费の 
哲見察^•送らむとにや麥戸押しあけて居^う。「又^いめ/Lあら〇と乂そ思へばいと雛け 

れ〇:か人6け-aIB:を知 >しで心安くもあ6ぬべか6し月比を^しも急がで隔てけるよ」など 

への給へば1物名問え•十なぐ。若君の御乳母、宰相の君して宫の御tベよ6御せうそ乙間え給 

:..術氏物餅.：、須谐 111= 
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、へ^V。「自らTPraBえ^ほしきをか<Uベらず.みだ$心地ためらひ侍る程に、いと夜深う出で3 
せ給^なる劣變$y2る心地のみ*L侍るかな。心苦しき人のいぎ^なき程はMし7^>やす 

もはせ給はでjと聞免給へれば、うちなき給aて" 
*:.. r鳥部1Uもtし煙？^まがふやと^'まの鹽やくうらみ1Cぞゆく」。御かへしと7P^-くうちず. 

し給aてr曉の別はかうのみやは心づべしなる。思ひ泛6給へる人％あらむかしjとの*爻 
，へば「いつとなく別とsふ文字乙そ5/2て侍るなる中に劣、けさは猶*raある^.じう思CA 

鈴へち^、稃かな」と^聲にてげに淺からず思y 6。「聞ぇ3せまほしき乙とも返すがへす 
思-;5給へながら、唯むすぼVれ侍る程一推しMらせ紿へ。いぎたなき人は見給へひにつげても 

衣かなか浮世遁れ雛う思a給へられぬベければ、心强く思う給へなして急ぎまかで•侍り」と 
間ぇ給ふ。.出で給ふほ£を人々^きて見奉る。入方の月いと明きに-いと<なまめかしう淸ら 

.icて物を^ほいたるs-t虎狠だdなきぬべし。ましていはけなくあはせし程ょ6見奉6 
•/Cめ，てし人々なれば、たとしへなき御有樣をいみじと思ふ。まことや御かべし。： 

，浪「な3人の；わかれやいとvへだぐらむ煙となJし雲居ならては」。取6.そへてあはれのみ 
:〇きせず出.-1:給ひぬる名獲ゆ、しきtて泣きあべ.CN。殿に/?はしたれば、我が御方の人々％ 

戈^^嗳’さCNけ^氣色にヤ所々に群れ居て、あさましとのみ世を思べる氣色なみ。さi:らひ 
には親^5仕うま0:--5かぎ6<は御供^參0べき心まうけして私のわかれ惜むほど^や、人 

め:%なpo_§.:bぬ人はとぶらa參る^*きと•かめあ^^煩はしき事tされば所せく獾aし馬 
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革のか大もなぐ？びしきに」世は憂きものな0けぅとあぼし知らる。裘はんなどもか/2へは 
ちりばみV盤所々Sきかへし/2力。見るほど^にか、\まして如何に荒れゆか 

す。：西-0fiRmA滁1nば^かうしも參らでながめ明かし給attれば赞子などに若きわら 
はべ所夕に臥じ:1:今1v起きさわC9との£)姿どもをかしうて出で入るを見鈴ふにも心ぼを 

う、年2Tへばか-)る人々も1*し^•あ.CVはてVや行きちらむなど、Sしもあるまじきrvさへ御 

目のみと•ま',{>げか。「よべ.ば表か玄かして夜更けにしかばなむ。例の思はずなるSまにや銳 
しなしc>る。如Xて侍る程だに御めかれずと思ふをかく世を離る、きはには心苦しきこと 

の^のづかち多か"けるを、ひ^や.ご冬Aicズやは。常なき世に人にもなさけなきものと心 
あかれlii:-lrもSとほしうてなむ」と間え給へば「か、る世を見るよ6外R思はずなること 

は：、何^1Cかj 士ばか6,の鈴CAて、sみじとおぼし入6たるさま人よ$異なるを、乙とわぅど 

かし、父み-Zはいとあ/>かにて•毛とよ办5:ほしつきにけるに、まして世の間えを煩はしが合 

て音づれ間え給はず。御とらぶaにだit渡り給はぬを人の見るら1;事も耻しくなかなか妇 

ちれ舉らでやみなまじを、繼母の北の方などの世に俄なぅしさいはひのあわ^くし5、あな 
抄、しや。思ふ人々か^が^につけて別れ給ふ人かなとのたまaけるを、さる便あうて漏合 

聞き給ふにもsみじう心苦しければ乙れよ^^絕免て音づれ聞え給はず、又たのもしき人 

味なくげにどあはれなる御有樣なる。「猶世に免され雛うて年月を經ばい•はほの中、1Cも迎へ• 
奉らむ。只今は人ぎ、のいとつきなかるべきなあほやけにかし乙ま$問ゆる人は坝なる 

源氏物S5(須磨 111 
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月日の影をだに見ず、安らかに身をふる免ふZ:ともいと罪おもかなみ。あやまちなけnどs 

るべきに乙をか、る^もあめれと思ふに、まして思ふ人具するは例なきことなるを，ひたあ 
•.もむきに物rるほしき世{Cて立ちtさる事もあ6なむ」など11Hぇ知らせ給ふ。日たくる、3:で 

大殿籠れ4。をちの宮三位中將1どおはし7^6。たいめし給はむとて御なほしなど泰る0位 
なき人はとて、無紋の御[t衣なかなかいと悛しきを着給ひて打ちやつれ給へるいとめで^ 

し。御狻かき給ふとて鏡蘂に寄6給へる((:、而瘦せ給へる影の我ながらいとあてに淸らなれ 

ば、「乙よなう？•そ衰へにけれ。乙の影のやうにや瘦せて侍る、哀なるわざかな」とのたまへ 

: ば、女君淚をひとめうけて見あこせ給へるSと忍びが^しe 、 

.V::「身はかくてroすらへぬとrP君があ*り3ら$狻の影ははなれじ」ときrcえ給へ•ば、 
•■•V「別れて名影だにとまるTPのな^:ば鏡を見で％なぐSめてまし」。いふともなくて®かく 

,れに居隱れて淚tまぎ>:bはし給へるさま、猶こ、6見る中にたぐひなか6けりとなぼし知 
:ちるV人の御嗜樣な^S。み乙はあはれなる御物M聞ぇ給aて菇る、程に還6,給aぬ。花散里 

の，心細げ{Cぉぼして常に聞ぇ給ふもことわ6にて、かの人も今一度見ずばつらしとや思よ 
\ :むAJおぼせば、をの夜はt/2出で給ふものからいと物うくていたうふかしてあはしたれば、 

女御かく.かず^ベ給aて立ちよらせ給へるMJ」と蕃び聞ぇ給ふ5^、#きつVけむ？^うる 
'Sし。sとsみじう心細き御有樣、唯乙の^かげに隱nてすCい給へる年月、いとぐ荒nま 

“ ：|§ち-IT程^ぼしやられて殿の內.いとかすかな6。月气ほろにさし出で、池炭く山こぶかき 



F.、. わた-CN、• >レぼそげに見ゆるに7^住み離れ^らむ$はほの中あぼ，しやらる。租而にはかうしも 

わ*ゲ給はずやとうちくしてあぼしけるに、あはれ添へたるH影のなまめかしうしめやか 
なるicうちふるまひ給べるにほa似-5'•ものなくていと忍びやか1C入6給へは^しゐざ6 

出で：ゞやがて月を見てぉはす。又乙、に御物龉のほどに明方近うな6にけ$。「短夜のほど 

やでかばか6のたsめんも又は^しもやと思ふ乙を事なしにて過ぐしつる年比もくやしう 
來しか^.行く §aiの例(Cな6ぬべき身(cて何となく心のとtる世なくZLをありけゎ」と 

過^にし方り51^どもの*ta1:、Bも^ば患ばなけばよicつ、みて急ぎ出で給ふ。例の月 
の入なii-つる辟•よそへられてあはれな"^女君の濃き御ぞ(•?:うつ6てげにぬる、がほなれ 

^ ^ . V - .. ' • - . 

「月がげのやどれる秈はせばくともとめても見ばやあかぬひか6を」。いみじとおぼレ^ 

るが心苦しければ.かつは慰め聞え給ふ。 
•「行きめつ；3にすむへき月影のしばし逯らむ空なながめそ。思へばはかなしや。た< 

知らぬ涙のみこそ心をくらす名のなれ」などの給ひて明逃のほどR出'て給ひぬ。^の事ども 
した、めさせ給ふ。親しう仕うtつり世になびかぬかぎうの人々、殿の事と6行ふべき上下 

定め®がせ給ふ。御供に险ひIIHゆるかぎ$はt、/2え6出で給へヶ。かの)11&1の御すみかの具 

はえさら•ずと卜驱ひ給ふべきものど名殊更によをaもなく乙とをぎて"又さるべきふみど 
もぶんじふなど•入れたる箱"3てはきん一つどもたせ給ふ。所せき御調度花やかなる御よそ 
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ひなど更に具し給はず。あやしの山がつめきて7Pてなし給ふ。侍ふ人々よ3は-1:め萬の^皆 
西の對にB9えわたし給ふ。領じ給ふみ庄御牧よ6初めて3るべき所々の券など皆奉^s灸き 

給ふ。^れよ6外のみくらまちをmめどのなどSふことまで、少納言^はかばかしきもの{t 
見磴き給：へれば、親しきけいしども具してしろしめすべきSまどものたまaあブく。我が御 

方の巾務中將などや$の人々、つれなき御もてなしながら見奉る程乙そ慰めつれ^:何事ico 
けてかと思へど免「命あクて乙の世k'又歸るやう珞あらむを待ちつけ1;と思は〇人は乙な 

たic侍らへJとのた：まCAて、上下皆まう上らせ給；3てさるべきものども品々くばらせ給ふ。 
老君の網乳母達花散里など(Cもをかしき3まのは3る？pのicて^めまめしきす^に^ぼし 

よらぬことなし。ないしのかみの御許Rわ^:Sなくして聞え給ふ。「.問はせ給は^もZ-とわ 
•^■思ひ給へながら、今はと世を思う給へ侍るほどの憂さもつら$も類なき乙とにて乙そ侍 

んけれ。'....:.ソ斤；ン..'^^^^^^ .... 

Vィ*;^瀬なきなみだの河icしづみしや流る、みをのはじめなりけむと思ひ給へ出づるの 
みな^:罪遁れ難う.侍6ける」道のほど7Pあやうければ乙爻かには聞え給はず。女いといみじ 

今あぼえ給aて忍び給へど御釉よ6あまるも所せくなむ。；*::. 
VV「なみだ河うかぶみなわも消えぬベ-L流れて後の瀬をもま^ずて」。なくなくEnかき給 

へる御手い士:1かしげなヶn今一度^いめなく1:-やと^ぼすは、猶CI惜しけれどあぼし返し 
て憂しと^ぼし'^すゆか6多くておぼ/)けならず忍び給へば、いとあながち(2:%聞免給ま 
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ずな〇ぬ，明日とHの暮には院の御蕊拜み奉6給ふとて北山へまうで給ふ。晓かけて月出づ 

る比なればまづ入道の宫に參うで給ふ。••近き御簾の前におtし^:ゐりて御みづから聞えさ 

せ袷ふ。靡宮の御事をSみじべうし4めた含ものに思CA間え給ふ。かたみに心深きどち0銜 

物ITSはた萬のあはれ^iりけむかし。懐しうめでたき御けばaの昔にか-^らぬに、つらか6 

し卸6ば'へもかすめ問えさせt-.ほ1;けれど今更にう^てとあぼさるべし。我御心に^な力 

なか今ひときは亂れ嗳さ*^ぬべければ念じかへして「唯かく思ひかけぬ罪に當6侍るも扭 

う給へあはする事、の'マふしRなむをらおを^しう侍る。をしげなき身はなきになしても宫 
の御世だに事なく^はしまSば」上のみ間免給ぶぞZ:とわ6なるや。宮も皆おぼし知らる、 

事にしあれば御心のみ勸きて聞えや〇給はず。大將萬の事がき集めおぼしつCけて泣き給 
へ：る氣色、いと盡含せずなまめきy2Ao「御山ic參ヶ侍をを御rJと〇てや開え給ふにとみ 

に物も間え給はず、わ$なくためらひ給ふ御氣色なぅ。 

、「見しはなくあるは悲しき世のliてを背きしかaもなく/tぐ？Tふる」。いみじき御心惑a 
どもにおぼし錐む：乙と^*もえぞつ•ゞけさせ給はぬ。 

• •「別nしに悲しき乙とはつ—1^しをま^ぞ乙の111:のうSはまされる」。月まち出で、出で 
給^。凋^に唯五六人tf加ぅ、し??>•人7PO01Wしき限して御馬Rて?:お忍する。さらなる事 

なれどあぅし世の御あ$きに異な^:。皆いと悲しう思ふ中1Cかの御禊の日假の御隨身にて 
仕}まつ“し：右近のぞうの藏人"うべきかうふ6も程すf•つるをつひにみ^たけづられて 

. •• • •- . •. 
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‘つがS7P取られ■てはし^なければ、御供に參るうちな6。贺茂の下の御社をかれと尾波すほ 
どふと思S出でられて、あ合て御馬の口$:とるf .」.：：.： .*/. • 

aきつれて葵かざし、をのかみを思へばつらし贺茂のみ，づかき」といふを、げにいかゞ思 
ふらむ、人よ"^けに花やかなうしものをと^ぼすも心Cるし。君も御Mよ^sお6給aて御i; 

の方を拜み給ふとて、神にまか6申し家給ふ。. 
「うき世をば今?：わかる、とVま、bむ名をばたゞす0-神icまかせて」との給ふ3ま物め 

でする^き人にて身にしみてあはれにめ<たしと見舉る。御山にまうで給CAておはしまし 

、御有樣喷目の前のやうにあぼし出\」らる0かぎ办なきにて.も世になくな6ぬる人ぞ言よ 
む方なく 口惜しきわざな公ける。^の事をなくなぐ巾し給；5てもをの乙と/|>らをあらは[C 

え承6給はねば、さばか各為ぼしのた爻はせし3まざまの御ゆいごんはいづちへか消え失 
せ4C^むといふかaなし。御mは道の車しげぐな6て.分け入う給ふほどいとV露けきに、月 

も雲がくれて森の木立ご、ぶか，く心すごし。歸4出でむ方もなき心地して拜み給ふに、ち.CVし 
御而影^やかに見え給べる；、^>/>裝きほどな-^0:.-.\ :;..■*•.: 

:•.「なきか^やいがv見るらむよをへ：つ、ながむる月も雲がくれぬる」。明けはつる程に歸， 

り翁^て^-^^^御せうそ乙辟え給^〇玉命媒^御かはうとて侍はせ給へばをの寄^とて 
「今日なむ都はなれ侍る。又參iCN侍ちずなうぬるなV數多の憂にまさ^\て思5給へられ杂. 

る。よろづ推し蛩6て啓し給へ：OV:*を :..• 



soかまた赛のみや乙の花を見む時うしなへる山がoicして」。樱の散办すき穴る枝に 
つナ^./ヶ4か.くなむと」御赀ぜ$すれ_は、幼き御心她にもまめだちておはします。「御か 

へしい；か <物し恃らむ」と啓すれは；、「暫し見ぬだに戀し^ものを"遠くはましていかにとい 
へかしjとの^まはす。，もの：ばかなの御か：へ，ヶやとあはnに見奉る。あぢさな^ 

辟き給(>し昔の事折々の御有#•思6緻けらる、にも、•物思a•なくて我克人も過rし給ひつ 

ベか6けるIB:をV"レとおぼし歎きけるを、くやしう我心ひどつicか、らむ^のやうに？：あぼ 

ゆ*る。「御返^-は更に昍ぇさせやヶ恃らず、おまへには啓し侍りぬ。心細げにおぼし召し/2る 

御氣色もSみじうなIT」とを乙はかとなく心の亂れけるなるべし。 

「暌き：とく散る13:うけれど行く寐は花の都を立ちかへぅみょ。時しあらば」と聞ぇて名 
獲もあはれなる物語をしつ.\、aど宮のうち忍び.1:泣きあべ6。ひとめも見舉れるAは、か 

くおぼしくづほれぬる御有機を歎き惜み聞£ね人なし。^して常に參6馴れ^$しは免ぅ 
及び給ふtじきを3めみかはやう•£まで^あ4がたき御かへダみのし.たな6つるを暫しに 

ても見奉らぬ程や經むと思a歎きた6。大方の世の人名誰かはょろしく思ひ聞ぇむ。七つに• 
なり給ひ^ょ〇乙のかぺ帝の御前に^るひる侍ひ給ひて奏し給ふ事のならぬはなかりし 

かば、乙の御い^はうにか、らぬ人なく御徳を¥•ばぬ•やばあ6し.。やんr-iなき上達部辨官 
などの中にも名から。をれよなしもは數知らず0思a知らぬにはあらねど5しあ/2公1:はい 

ちよやち_氐をルひ雖6て參り寄る人^なし。世ゅす々て惜み聞免、し/2にはぉほゃけをそし 

源JX:物^須荽 堯.. 
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ぅ恨み求れ'^、身を捨て、とぶらひ參4むにも何，のかひがはと思ふにや。か、る折は人わろ. 
乂うらめしき人多く世の、中はあぢきな.き.tPのかなとのみ萬につけておぼす。•その日は女君 

6御物語のどやか(C聞え荔し給.ひ，て、•例の夜深く出で输ふ。假の御ぞなど旅の御ょそひい^ 
ぐやつし給aて「月出<に讨6な::.,1猶少し出V、見だに送4給へかし。sかに聞ゆべき事多 

.•くつもらにけ6とのみS:ほえむとずらむ。一日二日たまさかに隔つる折だに怪乙ういぶせ 

•令心地するものを」とて御簾^き上げて端の方^いざな;a.聞え給へ.ば、女君泣きしづみ給へ 
る、力めらひてゐざ6出で給へる。月影rsみじうをかしげに.て居給へぅ。我が身かくては 

かな夕世を別れなばsかなるさまi45すらa給はむと後め^く悲しけれど"おぼし_い6犮 
るがか上々しかるべければ、•、： /… ：•.,;•: 

:rいける世0わか-nを知ら<契$つ、命を人Rかぎみけ^かな々はかなしなどあさはか 

へ「をしかちぬ命Rかへ-L目の前の心かれをしばしとVめてちかな1-0けにさぞAほ 

むとsと見拾て雛けれ^;、明•けはでをばはしたなかるべきに1 試ぎ出て給aぬ。道すが 
A而影につ^そa''-l:胸名^^が：^^亦ら御船{C乘ケ給aぬ。*H長き頃^れば、追風-3ベそa 

vrtた申の時はかゲicかの補に着^輸ひぬフか力そ妁の道KてtかVる 
心地•に.,--,%心rを§もをかし:3もめ：つらかなj。公ほぇ威^ 

‘からどし必じな$げる0:.:*:.;"-:-'一.ゾ么^ 
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う恨み^nど、身^i捨て、とぶらa參らむ(cもWのかaかはと思ふ{Cや。か、る折は人わ^. 
くうらめしき人多く世の中はあ^きなきものかなとの^萬につけて^ぼす。を0*0:は女君 

に御物語のどやか{C聞え茲し給aて、例の夜深く出.で給ふ。假の御ぞなど旅の御ょそaい^ 
くやつし給；$て「月出でにけ6な、猶少し出で、見だに送り給へかし。sかに聞ゆべき事多 

くつも6にけ6とのみおぼえむとずらむ。一日二日^まさか(c隔つ5折だに怪しういぷせ 
き心地するものを」とて御簾^き上げて端の方-Rいざなa問え給へば、女君泣きしづみ給へ 

る、ためら；5てゐざう出て給へる。月影|ィsみじうをかしげにて居給へう。我が身•かくては 
かなき世を別れなばsかなる，3サ、にさすらa給はむと後め^く悲しけれど"Sぼしい 

るが-いとvしかるべけれ^、 
「Sける世の/bかれを知らて契6つ、命を人-icかぎ6け”:<>かな。はかなしなどあさはか 

{C聞え^し給へば''....:: . . 

•. 「をしからぬ命にかへて目の前のわかれ.5:しばしとぐめて^がなSげにstfAぼさるち 
むといと見捨て雛けれど、明けはて^ばはしたなかるべきにょ6急ぎ出で給ひぬ。道すが 

•^而影につとそaて胸もふたががら御船に乘6給aぬ。-0長き頃ぶれば、追風-3へを；3 
てtた申の時ばかりにかの(111に着$給ひぬ。かふをめの道HV.も.か、る旅をならCA給はぬ 

心地に、心ぼをSもをかし3もめづらかな$。あほえ殿と言ひける所は、い^く荒れて松ば 
か6どし-5しな.公ける。；：...:V:.. .■•_ .•■; 
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nli:*,v;「か^國C名をの^し.妙^火•ネ遺^^ 

.『る七見#-aセ”う^や^;U;<:.^J^ 
欠观$な1れい部し达めみ御供•の孤々怠•ベ3。ぅち顧み給へるに”來し方の山はE 

.:#誠£二千强の外:0^地.すふゼ 
.:-「^る里を聲のか;fみB 

•xr.:°:^は，^ベ^所はIf年：9中 
名は^^A4てぁは1aK^す:rげ•なる.山 

:ぞ4苹ふ分る廊め，乂や^义文かし-5奉つち^ 

*、^哳ならずば^かし，!.5もあ:;6%-^しと：昔の御^ 
3の司^七 H¥^へ，^#^ 

太.時•のJ^^;:lp:と^所^冬な^せ給ふ'-.〇水深ぅ逍6な-U 

••;^4給^^^ぅづべならず;-〇國の守:.%栽11^'殿人龙れば忍び--1:心^ 
所と飞なべ^^;^が^けれ^;?>、はかばかしく物女モの犮まひ合すべ^ 

:づ行、'に長-Mの頃に.な飞％京の事ど^おぼ‘しや^る、に戀 
, 6し^^»宫の、御て之、若君の何心も^べ紛れ給ひ.し^どをは:1>ぁ、此處彼處届；5ゃぅ聞 

そ铪ふパ京へ：人出:^したて給ふ。二條院へ奉$給ふと、入道の宫とはかきもや6給はずくら 
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'::,「松岛のあ嘹の;4戋やも:v>か^らむすまの浦人しほたる、ころ〇い 
ふ：かた#く^き^^s>らし、.みぎはま^令てなむ」。な‘いしのか 

冷私B^%:^;(c;-1:中なるic「つれづれと過ぎにし方の思う給へ出でらる、につけても、 
:?*M:/>ずまの浦:0みる，めもゆか七き^ 

法一一一;0.葉#^や石^^ 
に^^;0御文所々^見給ひ0八.御心亂 

起^:^^がう翁はず盡きせぬさまR^:t乙がるれば、侍ふ人々も乙しらへわびつ、心細う 
思61,あ：へ：：.之，ネて犮ちし給61し御^度ども彈き鳴し給^し御琴ぬ言抬て給へる御ぞのにほ 

似な^につけてス今は土世になくな 

うit-パノ納言^僧都(C御い.Q.^の事^どiilrjゆ。二か为 

ぼん歎.ベ御.心を瓣め释SV^T.さめ又もとの如くに返J給ふべき^まになど、 .心苦しきま 
、-icrr-p^^給^。•旅の.御殿居物^:^調じて^4給ふ。かと$の御直衣指貫Sま變合々る心 

地®:■^•^•••v>み;l:^ticv\.冷七ね鏡^のたま^^^ 

$給•s;卞か-^ハ寄飞居給3:u眞木柱^ど七見給ふ(C 

ぐ^&^*«^*L*i5cみぬる齡の入だあへま 
聞ぇ:>ほ^:立て.杳Aは1給ヘムば、俄に引き別nて戀し:5思CA聞ぇ給へる乙とわAtクoa 



な，.： 

龙すら世-Rなく:^:-^なlrは言はむ方なくていふかひなきにてもやうやう忘草も生ひやすら 
む、诎べ程は近けれどい0までと限ある御別にもあらぬをおぼすにつきせずなむ。入遨の宮 

，にも.、.海;fの御事にょ*^^ぼ-L歎くさまいとさ^^り。御宿世の程を^ぼすicはいかC淺く 
は气ほされひ。年比は唯物の聞ぇ龙どの0、爻しさに少しなさけある氣色見せば、をれにつ 

けて人の咎め出づる.取も乙そとのみ偏(c^ぼし忍びつ、あはれをも多う御覽じすrしすく 

すくL^^てな:L給S;しを、かばか力に.浮世の人言なれどかけても乙の方には言ひ出づる 
一一事なベ七‘止みぬるばかう•の人の御おもむけも、あながちなうし心の引く方に任せず•かつは 

めやす，V：7^てIIしつる^かしと.あはれに戀しう省いかゞおぼし出でざら1;。御返$も少し 

乙まやか^て€の乙/>はSと乂ヘ 、： .：：： .：:: 
患ほたるSZLとをやくにて.松島に年ふるあ^もなげきをどつむ」かんの君の御かへみ 

• rffiに.‘たべあまだico、ひ戀なればくゆるけぶうょ行くかたどなき」§らなる事ど冬は 
ぇ^^—上ばか^、いさ、かにて^納言-0君の中にあ6。おぼし歎く5^'4:どいみじくいひ 

力j'/.o,あはれ^思；3‘聞爻給ふふし.ぶしもあればうち歎かれ給ひぬ。姬君の御文は心殊に細や 
か-'^ちし御诞办衣ればあはれなる事多くて、.：，クを^ 

;,「，ぅら人の矣ほくむ釉に，くらべ見ょなみぢへだっる夜のミ.>ハもを」物の色し給へる3ま 
など.いと淸ちな^>。何事も.ちぅら-:5じぅ物し給ふを思ふ3-まにて、今は殊に心ぁゎた<しぅ 

ki.-f. 二1 

ザ■於_fを i'i-.i.f*-. D:%* 气 
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行きか人づらふ方^なく夫めやかに1:あるべきものをとおぼすに、いみじう口惜しうょる 
ひる而影に>•ほえ七地へ雛く思a出でられ給へば、猶忍びてや迎ベましと气ほす。又うち返 

し、：などや^ぐ浮世に罪をだに失はひとおぼせば、やがて御Sうじんにて明^•行aておは 
す0大.殿の若君の御^^-:どあるにもsとべ悲しけnど、おのづから逢a見てむ、たのもしき 

人々物し給へ文浚めたうはあらず^^ぼしなSる、は、なかなか乙の道li惑はn給は^に 
やあらむ。ま.2:とや騷しか6し程の^ぎれ(cmらしてけ6。かの伊勢の宮へも餌•&ありけ 

30かれょりiうはへ尋ね參れ淺から似fもf給へり。言の葉薪づかaなどは人 
ょ办殊になまめかしういた6深く見±y2り。r猶うつ、とは思ひ給へられぬ铜住まaをうけ 

給はるも明けかと名。fと毒月はf給はじとSt f—るに 
も罪深き身のみ乙を.又聞^SせIT.2:と^はるかなるベけれ" 

.る：V肚の有様も猶：いかに$办はつべきに.か」とおほか 
.「伊勢烏や支ほCAのか穴に^.^办VもSふかひなきは我身ならけ々」物をあはれとおほ 

>げみま、(tうちfeきう--t>炎き#き給へ.る、白きからの紙四五枚ばか々を書き綴けて^つ 
きLど見ど乙/>あら。哀に思CA-:間i-b人をひとふしうしと思ひ聞えさせし心あやま6にこ 

のみやす所本思6うんじて別れ給aにしとあぼせば、今にいとぼしう恭き毛のに思CA聞え 
給¥沂か^;の.御丈i Aあはれなれば、御疵さへひつtしうて二三日す灸させ給CAて彼處 



"•:v:‘： 

の物語などせ3せて聞しめす。若かやかに氣色あるSぶらaの人なうけかくあはれ 
な^御住まaな，れば"かやうの人も/9のづから物遠からでほの見奉る御さまかたちをいみ 

じうめでたしと淚落しけゥlo御か'へ6書ぎ給ふ言の葉思；Sやるべし〇一かく世を離るべき身 

と思；5給へらましかばおなじ5は泛穴a間免爻し毛のをなどなむ。つれづれに心ぼそきま 

...•..-■• •- •- ^ ■: 
:-伊勢人の浪のう，へ漕ぐ小舟(Cも5きめはかれでのらましネのを。 ：. 

V:あまがつむなげきの中にしほ六れてsotで須磨の浦とながめむ。聞ぇSせむ乙との 
Sつとも侍らぬ*2.を盡きせぬ心tlliし侍れ.」など^あ$ける。かやうに何處にも^束なからず 

問ぇかはし給ふ。花散里も悲しと^ほしけるま、にがき集め給aける御心々見給ふに、V卜か 
しきもめなれぬ心地していづれもうち昆つ、慰め給ひ、^かつは物思ひのもょほしぐ3なめ 

一「荒れまさる軒のしのぶをながめつ、しげくも露のか、る袖かな」と#>.るを、げに榨ょり 

外の後昆もなきさまにて.おはすらむとあぼしや办て、長雨についぢ所令崩れ1:など問き給 

へば、京のけsしの許に仰せつかはして、近き國々の御莊の者などもよほさせて仕う奉るベ 

きよしのた嗦はす。jかんの君は人ねらへにsみじう^ほしくづほるぐを&とぐいと悲しう 

尧給ふ君に1:••.せちic-宮にも申し內にも奏し給aければ、限ある女御みやす所に名^はせず 

おほやけV&まの宮仕と^ぼしなせ6。又かの!£;\か办し故乙をぃかめしき乙とも出で乙し 

泥氏物,is須磨. 0 
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か。赦され給ひて參$給ふべきにつけても猶心に^みicしZ.とのみぞあはれにおぼぇ給a 

ける.。七Jにな.CNて參6給ふ。いみじか6し御思；5の名殘なれば人のそし6も去/)し召され 

ず、例のうへに〇とSぶらはせ給；sて、ょろづにうら•みかつはあはれに契らせ給ふ。御3ま 
かたちもいとなまめかしう淸らなれど、思a出づる事のみ多かる心の內ぞかたじけなき0御 

遊のついでに「その人なき乙そいと3うざうしけれ。如何RましてS思ふ人多からむ。何^ 

にも光なき心地するかな」との^まはせて「院のあぼしのたまはせし御6を違へつるかな0 
罪うらむかし」とて淚ぐませ給ふに、ぇ念じ給はず。「世の中乙をある(Cつけてもあぢきなき 

ものな6けれと思；3知る，^\に、久しく世にあらむものとなむ更に思はぬ0さもあ6なむに 

SかgおぼSるべき。近き程の別に思；3おと3れひ乙をねたけれ。^ける世にとは、げに# 

からぬ人の言ひ置きけひ」といと懐し^御さまにて、物をま乙とにあはれと』$し人6七の 
たまはするにつけて、ほろほろと.Z:ぼれ出づれば「5“や、いづれにおつるにか」とのたまは 

す。「今までみ子逄のなき乙を3うざうしけれ、卷宮を院のの給はせし3まに思へど"ょから 
ぬ事％出でくめれば心苦しう」など世.を御心の外(Cまつ6ごちなし給ふ人々のあるに、若き 

御心の强き所なき程にていとほしとおぼ1;たる事も多か$。』須磨にはいとゞ心づくしの秋 

風に、海は少し違けれど行平の中納言の、關吹き越ゆるといひけむ浦波ょるょるは、げにい 
と近く開免て又なくあ(iれなるものはか、る所の秋なcsけ-^。御まへ(Cいと人ずくなにて 

うち休みわたれるに、一.人目をsiwして枕^|ム/はたて、四方の嵐を聞き^ふに、浪たぐ乙、 



て• 

/て 

もとic立ぢXる心地して淚落つと^おぼtwに、枕うくばかヶにな6にけり。きんを少し揺 
き鳴し給べるが我ながらい-とすごう聞ゆれば；5!5し給びて、..:::. 

T戀aわびてなく音にまがふう、bなみは思ふかたょら風や吹くらひU:と謠ひ給へるに、 

人々あどろきてめでたうおぼゆるR忍ばれてあSなう起き居つ >择を忍びやかitかみわた 
す夕げにいかに思ふらむ、我が身ひとつに|4、親はらから片時立ち離れがたく程につけつ 

、思ふらむ家を別れ”てかt惑aあへると^ぼすにsみじぐて、sとかぐ思a沈む3まを心 

細しと思ふら〇とおぼせば、#は何くれA戯事5*t>の^ま•ひ嗦ぎらはし、徙然なるまゞ^い 
るsるの紙をつぎつ、手習を患給ふ。珍しきさ爻なるからの綾などに樣々の繪どもを啓き 

すさび給べる、屛風のおもて；どもなどsとめて^ぐ見所あヶ。人A、の語6問ぇし海山の有 

欉を遙に5:ほしやを，御目に近くてはげic及ばぬ礎の^、ずまひ二なく諮き集め給へ 
う0:こ.の比の上手{Cすめ5-千免だつねの力など召してつくぅ繪を仕つらせばやと心も 

となが-CVあへ6。：懷しうめて^き御有機ic世の物思忘れて近う•柳れ仕うまつるを膳しきこ 

とにて四五人ばか6ぞつと侍WけるJP則栽の花sるい^暌き亂れおもし/)き夕茲に、海見や 
•らる、廊に出\し給ひてた、ずみ給ふ御さまのゆ > しう淸らなること，所からはtしてこの 

世のものとも見え給はず。白き綾のなよ、かなる紫苑色など奉$て乙まやかなる御Iri衣帶 
皂どけな•く.5ち亂れ給へる御••$まにて「釋迦牟尼佛弟子」と名の6てゆる、かUよみ給へ 

る、又世に知ちずき乙ゆ。沖よ6船どもの唄；5營办て漕ぎ行Xなども聞ゆ。ほのかにit小3 

源氏物龉須磨 S 
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き鳥の浮べると見やらる:-Nも心細げなるに.、雁の連ねて嗚ぐ聲梶の音にまがへるをぅちな 
•かめ給ひて、御淚の乙ぼるくをかきはらa.給へ•る御手〇き黑木の御ずCには.ぇ給へるは、故 

鄕の女戀しき人令の乙、/.皆慰みicけみ。:••:•,..二 . 
• '「は.つか；^:は戀L-,き人の〇らなれや旅の空と、ぶこAのかなしき」との給へば、良淸 

「かきつふね昔の乙と?：■•あもほゆる雁はそのょの友な^ねども」。民部太輔、 
ゾr心か^〇と乙世VJ捨てA-なくかかを雲の-1を(t名思a/けるかな」。前の右近の亟 

.••「常世出で >たびの空な名か6がねもつちくれa#ぞな、ぐさむ。友まどはIて 
かに侍らまし」と；sふ。親の：常陸になりて下丸じ^各さそはれで參れるなヶけ6。史^には 

思；s碎X-:ベかめれ^ほ'Z:りかにもてなしてつれなきさまに患ありく。月のsと花やかにS 

L出で*るに今夜は十五夜な6け6と.為ぼし出てC殿上の御遊叉ひしく、所々眺めたまふ 

ら-むか.bと思CAやら給ふに〇けて毛丹の顏のみ1k名られ給ふ。一二千里外古人心.とずし給 
へる、例の涙もとCめられず。入道の宮の「霧、や隔つる」とのたまはせしほどいばむ方なく戀 

しく、折令の事おもa--出で給ふにょ、と泣かれ输ふ。夜：也け侍6ぬと聞ゆれど猶入りた咬は 
^ ^ ^ V ^ P ^ M ^ ^ ^ ^ ^r. .0, ^ . h - * • : . . .... •乂： • 

.「見るほどぞ患ばじなrr&lfめr-力あlilr;/!の都ははるが^れどもL.V-。その夜ぅへのいと 
な0か七5昔物語な.どま給ひ1>御さまの院に似奉6輪<>ゲ 

てt恩賜の御衣は今；、{Cあかjとずし〇.y入ヶ給；sぬで御eはま、jとR身放たすか/aはら 



ic置会給へ：九，：*.ぶ备 

:::-リ「うしとの»aとへに物ばおもほえ^ 

•け^。V;かめしうるゐa'A-ぐぶすめが^ 
犮ひに逍遙じつふx-^ic外ょ6あもし/>さわ^りなれば心とまるに、大將かくておはすと 

聞けば、あいな•うすいガる若きITすめたちは、船の内斧へ耻かし5心げさうせらる。まして 
五mの君は颯手s^過ぐ名ネロをL多、tcきんの聲羅Kつきて遙R聞ゆるに、所の3兮人の 

茚fど物のねの6ほe-'s取み集：§心あるかぎ々皆泣きにけう。をち、御せうをこきZ1えた 
4。「いと遙なるほどょJ罷$上$ては^づいつしか侍びて都の御物語もと乙を思ひ給へ侍 

力0れ。思の外に•かべておはし^しける御やどかを罷ぅ過ぎ侍る、か^じけなく悲しうネ侍 
るかな。あa'^力;t:1#る入々さるべきZLれかれまで來迎aて^^た侍れは所せき？:思a給 

へ單る事ど名侍$て.-i侍らはぬ乙と、殊更(C參3侍らむ1など聞えた6。子0.筑前の守 

ど參れる>」の殿の藏人になし顧み給；5し人なれば、SともかなしSみじと思へど名又尾る 
人❖のあれば問之をお劣a<暫しも立ちと^らず>「都離れて後昔親しかAし人々あa見る 

事雛うのみな6にた:5にかくわざとAn-ちよケ物し^ると」との^^ふ。御返りも§やうに 
なむ。守なくなくかへりてぉばする御有樣語るに、をちょ6はじめ迎の人々まがまがしぅ泣 

きみちた60s節はと.かVLて聞£たう。-:vt 

:、「琴の音に以きとめらる\綱手繩为ゅ/2ふこぐ/>君しるらめゃ。すきずきし3も人なと 

-泥氏物!§:須磨 S九 
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がめを」と間えた々。ほ、えみて見給ふ。Sどはづかしげな办。 ， 
「心あ.cvて61くて.の綱の^ゆ^はYうち過ぎましや須磨のうらなみ。い36せむとは思 

はざ办しはや.，-とあ^^。うまやのを3(c句詩とらする人もあヶけるをまして落ちと甘らぬベ 
くなIfおぼえける。i都には月日過rるまvic帝を始め窣6て戀ひ問ゆる折ふし多かう。麻 

宮はまして常にあぼし出でつ、忍びて泣き給ふを"見奉る御乳母贫して命婦の将はいみじ 

う哀に見奉る。入道の宮は春宮の御事をゆVしう0みおぼし、に大將もかく 3すらべ給CA 

ぬるをSみじうあぼし歎かる。御はらからのみ子たちむつましう聞え給aし上達部など始 
•つかたはとぶらa聞t給ふなどあヶき。あはれなる文を作-^か(iし、をれにつけてもiliの中 

にのみめでられ給へば'きssの宮聞し召してsみじくの給aけ々。「おほやけのかうじな 

る人は心にまかせて乙の世のあぢはCAをだに知る事難うこをあなれ。おもしろき家居して 
世の中を誹办-^どき1:、かの鹿を馬と言aけlr人のaがめるやう(Cつ£>せうする」などあし 

き事名聞tければ、わづらはしとて絕えてせうを.乙聞免給ふ人なし。二條院の姬荇は稅經る 
^人におぼし慰1;を$なし-0來の對に侍；3し人^^皆渡々參6しはじめはなどか5しもあ 

らむ之思ひしかど、見奉6馴る、まくに懷し.うをかしき御有樣まめやかなる御心ばへも思 
•ひや6深うあはれなれば、まかでちるもなし。なべてならぬきはの人々icはほの見えなどし 

給ふn•そ乙らのなかにすぐれたる御心ざし毛乙とわ6な6けみとJT1L奉る。かの御住aには久 
し5なるま、に、え念じ過ごすまじうおぼ.t給へど*我が身だにあ5ましさ宿世と^ゆる住 



ま；Sにいかでかは打ち具してはつきなからひ§まを思ひ返し給ふ。所につけては萬の事さ 
まかは6見給へ知らぬしもびとの5-へをも、見給aならはぬ御心ちにめざましうかたじけ 

なうみづからあぼSる。煙の.Sと近く時々^ちくるを乙れや海十：の鹽燒くならむとおぼし 
心^るは、おはしますうしろの山R柴とSふ达のふすぶるならけ^^めづらかにて、 * 

•「山がつのSほ6にたける^ば乏ばもこと、CA21なIT戀ふるさと人」。冬にな6て#ふ6 
荒れたる頃、空の氣色も乙とに蓮ぐ眺め給aてきんを弾きす3び給CAて、良淸に歌う穴はせ 

大輔橫笛吹良て遊び給ふ。：心留めてあはれなる手など彈き給へるに乙ともの、聲どもはや 
めて淚をのごaあへぅ。むかし胡の國に遺しけひ女をおぼしや6てましてsかばか6な6 

けむ、乙の世に我が思ひ聞ゆる人などをSやうic放ちやらむ乙となど思ふも、あらむ事 
.のやうにゆ、しくてr霜の後の夢」とずし給ふ。月いとあかう$し入6てはかな，n旅のAt 

し所は奥までぐまなし。ゆかの上に夜深き空も見ゆ。入方の月すごく見ゆるに「唯乙れ西に 
行んなゲ」とひと九乙ち給aて>:.•，•：： ：•： . 

「いづかたの雲路-(2:われもまょCAなむ月の見るらひ乙ともはづかし」とaと6.ごち給；$ 

て例のまどろまれぬあかつきの空に千鳥いとあはれicなく？. 

「と珞千鳥？^ろご^になくあかつきはCAと6ねざめのと乙もたのもしKま^起きたる人 

もなければ返す返す61と$ごちて臥し給へ6•。夜深ス御てうづまゐ3て御念誦などし給ふ 
ネ珍'Lき乙とQや45Rめで^くのみ5:ほ^給へばえ旯奉$捨てず、家にぁからさ^に7^ぇ 
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かし給ふ事な^びなか^•好^程に人のをねみ多く.て-5せ給a(cしか*^；、この君のとまり給 
るいとめでたし。かく女は心をたかくつかふべきものな6。おのれか、るゐなかうどな6 

一とて，•气ほ■し捨てじ：：•衣^J-§a居^^.。乙のむすめ;t:rれたるか/2.t>ならねどなつかしうあて 
Uか-^心ばせあV9rsま^^どザに：やん：rとなき人に劣るまじかうける。身の有樣を口惜し 

'、きも0に思CA知々てハ^か^人はわれ何の數に 

じ、命長：くて思ふ人々,i;後れ^ばあまにもならなむ"海0底{Cも入りなむなどど思ひける。 
.父君所せ'ぐ思ひかしづきて年に，二たび住吉にまうでさせけう。神の_ 

力のみ思：s•讨.る。须磨に:{i年かへり1:日長ス:0れ_づれなるに、植焱.1>若木の楼ほのかに吹き 
^めて空*0:氣色^*;$\かなるに萬の事おぼし出<られてうち泣き給ふ折々おほかう。二月 

:,H十日あ^ヶ以.に1#京を別れし時心苦しか：^し人/>-.の 
.樱は盛に在4ぬらむ。--年の花'-0宴に院の御讨しき內のうべのい 

b くnる句VJ•すし給GAしも•思び出\しきzt--給ふ。；"..• t 

「.：「：.いつと^.を大宮人の戀il>$ 

大殿の三位中將は今li宰相にな4てAがらのいとよければ時世の.?:ほえmくて物し給へ 
.ど，ftの中；sとあはれにあぢさ：なく物の折ごと(C戀しくおぼえ給へば、又 

罪にあたる：と^^か：乂はせむと令ぼし/1$て俄にまぅで給ふ。ぅち見る|6珍しくぅ 
きKTPaとつMぞ-Z:ぼれける。.す^a給へるさま言は〇方なく唐めき^う••所の3ま繪に迸 
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きたらむや5なるに竹あめる垣矣わたして石のはし松の柱おろをかなるものからめづらか 
にを.かし。や爻がつ勿きてゆるし色0.黄がちなる(2:靑鈍の狩衣指13;、うちやつれて殊111にゐ 

なかびもてな-L給へるしもsみじう見るに^^れて淸らな$。取うつかa給へる調度もか 
め(Cして公まし所もあらはに見入れらる。#雙六のばん、調度、^ぎの具など田舍わざ 

i!:.L^-Lて、念珠0具行CA勸め給aけりと見ぇ^合。物まゐれるなど、殊更所(coけ典あ6 

てしなした6。海士^J7Pあしてかいつ物もて參れるを召し出で、御覽ず。浦に年經るさ 

まなど間(iせ給ふ4さまざま安げ^き身のうれへを申す。を.乙(iかとなくさへづるも、心の 
行くへ•は同じ離^^か衣とあ}iれに見输ふ。御^どVかづ•计させ給ふを生けるかaあ$と， 

思.N力。御馬^も近.う立'.1:、見や々なるくらか、何どなる、いねど毛取う出て、かふなどめ 

づふしう見給ふ；？あすか井少し謠ひて、月比の御物語泣きみ笑aみ若君の何とも世，2:おぼS 

て物し給ふ悲しさ女、尨と<の明茲に0けてあぼし歎くなど語>給ふに堪へ雛くおぼし穴 
ぅ。-.〇きすべベ^あらねばなか^.か片端も£•まねばず。ょもすがらまど/>まず文作り明し 

給ふ。^;いひな.がら^.物の聞ぇをつ人み-1:急.'¥かへ$給ふ。いとなかなかな御かはら 

け凌ぬhrcr醉の悲みゆ淚を、ぐ春の盃，のうちLLと^ろ聲にずし給ふ。御供の人ど％皆淚を 

一一ながす。、あP'がじ、ばつかな-:5別惜IT〆かめう。朝ぼらけの空に雁つれてわたる。あるじの 

>「ふる里をいづれの、春か行きて見むう^や^しきはかべるか3がね」。宰梠51に立ち出て 



,こ>1.あか承^^か4のと.乙^を立ち.別れ花の，みや乙に逭や蛩どはむ」。5るべき都のつとな 
どょ^あ；S.Sまにて.あ、ヶ--oあるじの君かくかたじ•けなき御送にとて黑駒舉6給ふ。•「ゆ、し 

う^ぼ^-naベ.けれど風にあ^$ては嘶-twベければ」な*^申し給ふ。世にあ6が/2げなる 

御•馬:.0.sまな4。「.形見•.に忍び給べ」とて.いみ.じき笛の名あi).けるなどばか$、人咎めつべき 

;土はかたみ.に^し給俅ず,0日やうやうさしあがりて心あわ'/2ぐんければかへうみのみし 
つ、出r(r給ふを1.見送4給ふけしきいとなかなかな.ヶ。ついつま/2だsめん給はらひとすら 

む」^*3力と省*ベてやは.乏申し給ふ5あるじ、.*.〈口 

;二1»近べ飛びかふたづ，名ム/:^>に|1ょ我は^日のくも6なき身^。か0はたのまれながら、 
かべ；な6ぬる人は昔のかし.こき人だ^はかばかしArviltic又ま•'!:らふ事難く侍うければ、何 

か都のさかaを^*見むとなIf思CA恃らぬ」などの給ふ。宰相、： - 

ぺ：「力.0かなき#井に^^うねをぞなぐ0ばさならべし友を戀ひつくノか^じけ.なく馴れ 
拙;±侍^vてSとし冬！悔し.-5思ひ給へ-.^>るA折多べjな:^、しめやかにネあら<歸4給；3ぬ 

る名殘lp:i.\:te:Lうながめ菇し給ふ。やよaのつい六ちに出V來穴る巳の日「今日なむかく 
>ぼす^^ある人はみをぎし給ふべき」となtSかしき人の聞ゆれば、海づらもゆかしくて 

出^給ふ:°^とぉ7)^かれぜんじ々ぅばか々を引令廻らして乙の國に通びける陰陽師召し 
てはふへせさせ給ふ。船にとごとしきひとが/2载せて流すを見給ふit.もよそへられて、 

• r源-Jt物^須磨/ M 
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1葵 

/V'r.-L^ざ-:^し大海のiは？btc流れきてaとかたにやはものは悲しき」とて居給へるst、s 

:3は-nic出で、言ふょし.なく故ぇ給ふ。海のおもてはぅらぅらとなぎ渡6て行くへも知ら 
w^z.しか*行べ §^おぼしつ られて：•-:::;•■:/:■•: 

一-:ウ八百ょろづ神もあはれと思ふらむをかせる罪のそれ 
吹き饨で\空^?かさ^れぬ。御はらへ^>しはてず立ち3心ぎ^^N。ひぢがさ雨とか•降6きて 

•.いとあわ-/2ぐ-Lければ皆歸A給はむとする(C笠戈と$あへ.ずr&る心もなきic萵吹きちらし 
*i^^^風な^>--.0波S2Sかめしぅ立ちきて人々の足をそらな6。海のあネてはふすまを强 

'/>穴らむや’R光滿1fて神呜$ひらめX。落ちか、る心地して辛ぅじて^ど4きて「か、る 

めは具ず.^あ^かな。風などは吹けど氣色づきて乙そあれ/あSましぅ珍らかな-^，.と惑ふ 
U,猶止まず鳴^:みちてMのあ.しあたる所通6 aベく.はらめきおつ。かくて世は盡きぬるに 

やと.心細4思；5惑ふ1C、君はのどやかに經ぅちずじておはす。暮れぬれぱ神少しな6止みて 

風ど^巧飞ふ乂-0多;<:.立てつる願の力なるべ-1,。「今しばしか又たにあらば浪に引かれて入 
贫ぬべか々け々夕高潮といH名の(Cなむと力あへず人そこなはるVとは聞けどい 

と.は交だ知^ず；：^s^あ'へn:-o曉がた皆5ち休みた々。君も聊寢入シ給ベれば^のS爻 

土名見^ぬ人含て「など宮-^6召Lあ;aicは參ぅ給はぬ」:-i--i:*たどぅあjくと見る(i:公ど/) 

き^は海の中，の4ぅ王.の•'いとい/2う物めてするもの 
J1I KフSと^のむづかし：ぅて•の住ひ塊へが/2くあぼしなぅぬ。 • 
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猶雨風止まずかみ^り表づtらで日頃にな6ぬ。いど物わびしきMJ數知らず。きしかた行く 
Sき悲しぎ御有機に心强ぅしも得ちぼしなSず。いかにせまし"か、6とて郡に歸ら-む{も 

寸だ世に許され^■•なく Vば人^らはれなS*と乙をまさらめ、猶乙れょ6深き山^笕めてや 
跡絕ぇ*.ましと¥•ほすJCも波風に騷が3れて^-ど人の言a傳へITと後のin:-までsとか/>が 

ろしき各をや流しは，てむど.おぼしみだる。御#に7PI1厨じさまなる物のみきつ、1つはし 
問ゆと免給ふ。雲間もなく明け藉るV日數にをへて京の方も$(!:•ゞ费衆なく、かくながら身 

をはふらかしつるにやと心ぼ^.ぅおぼせど、かしらsb出づベく％^•らぬ空の亂れに出で 
立ちまわる人もなし。二條院^;1どあながちにあやじき姿にてシ、ぼち參れる^0みちかびにて 

だ(C人か何^とだに御魔じねぐべぐ^•あらず。まづ追ひ拂びつべ♦き賤のをの哀にむつ^じ 
，デ£ほさる、も我な.がらかたじけなくくしにける心の一程思a-知らる。御文には「あさましく 

どやみなき頃の氣色にいと^公$へ閉づる心地して穿がめや令がた^ 
•VVうら風や：いかに吹くらむ思び、やる釉^ぢね.らし.なみt- 

•^ぎ银め铪へ^'〇ひきあぐるよ41^.とゞみぎは爻S:办ぬベくかきぐら•す心ちし給ふ0〔京に 

も乙のM-風Sと怪しき物の3としなケとて*->にんゎ:5:焱など行はるべし-^む即免侍りし。 
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うちic参ヶ鉛ふ上迷部など毛すべv道とぢて政も絕免てなむ待る」などはかばがしう毛あ 

らずかたんなしう語6なせeh-、京の方の乙と、思せばいぶかしうて御まへに召し出て、問 
はせ給ふ。.rl唯例の雨のをやみなく降うて風は時令吹き出でつ、日頃になう侍るを、例なら 

ぬ乙とに#1ぎ#るな々.°いとかくちの底通るばか3のひふ6、いかづちの^づまらぬ乙とは 
侍らざ.ヶき•などいみじき3まに驚きおぢてをる顏のSとからきにも心細5爻3$ける。か 

•<•■:しつ、世は盡きぬべきにやと思さる.、にをの又の日の曉16風Sみじう吹き潮高う滿ち 
て浪の音あらき乙.と趿ほも山も殘るまじぎ氣色夂6。神の鳴り閃くさま更にいはむかたな 

ぐて落ちか\ヶ$とおぼゆるに有るかぎ$$かしき人なし。「我はSかなる罪を犯し1:かく 
悲しきめを見るらむ。父母にもあa見ず悲しきめ乙の顔をも見て死ぬべきこと」となげく。 

君は御心を％つめて、何ばかうのあやまちにてかtの渚に命をば極めひと"强う/Tほしなせ 
どいと物さわがしければいろsろのみてrら捧げさせ給aて/「住吉の神近き境を^づめ守 

ヶ給へ。ま乙とic跡を垂れ給•ふ神ならば助け給へ」と多くの大願を立て給ふ。沦みあの自ら 
の，命ヒばさるもの{C1:かVる御身の^^なき例{C■沈み給aぬべき乙とのsみじう悲しきに 

心?:•.起.して少し物^ゆるかぎ^は「身r代へて乙の御身一つを救ひ奉らむ」ととょみて諸聲 
にほとけ神を念じ舉る。「帝王の深き宫に卷はれ給aてs/>v>ろの^のしみに驕6給ひしか 

ど深き御:5;つくしみ：大八洲に普く沈めると7pがらを乙を多くうかべ給aしか。今何のむく 
いにがこ、ら橫Sまなる波風にはおぼ、れ給はむ。天地乙とわ6給へ。罪なくて罪にあた 



oか-sくらゐを取ちれ家を離れ境を去'て明慕安き空なく歎さ給ふに、がく悲しきめを 
Sへ見、命盡きな•むどするは前の世のむくV*か、Zの世の^•かしか、神ほとけ明にましまさ 

は乙のうれへやめ給べ」とみ社の方1C向きてさまざまの願を立V、又海の中の$うわう、與 
の神たちにMたて5せ給ふにいよいよ鳴女磔含ておはしますに續き/2る廊に落ちか、1 

$。ほのほ燃ぇあがゲて廊は燒けぬ。^、ろた^^ひ^くてあ-5かき办惑ふ.0うしろの方な 
る大次でんとあぼ-Lき屋に移し奉办て上下となく立ち込みていとちうがはしく泣るとよ1; 

聲>かづちに.も劣らず。空は墨をす$犮るやう(?:て日も荔れにけ$。やうやう風なほ6雨の 
あし主め6星の光克見ゆるに乙のあtしど乙ろのいと珍ちかなるもいとかた-1:けなくて、 

趑殿こがへし侈し奉ちひとするに嬈け殘ぅたる方もうと^しげRをこらの人の蹈み練し惑 
へS.にみすなども皆吹きちらしてけ3。夜を明して乙ぞはとたどりあへるに君は御ねんず 

じ給；5て^ほしめぐらすにSと心あわたぐし。月さし出て潮の近く滿ちけるあともあらは 
1C名残猶寄せかへる浪荒きを柴の戶押しあけて詠め為はします。近き世界に物の心を知ぅ、 

•ぎB'方行ぐさきの事}ちおぼえ、とやかくや上はかばかしう悟る人もなし。あやし^海±ど 

•^などの■•■■%たかき人おはする•所とて集$參$て聞きも知4給は^事-^もを囀6あへ•るもい 
ど珍らかなれどぇ追ひも拂はず。「乙の風今暫しゃまざ>七ましかば潮のぼ4て殘る所なか 

らtし、神0叻けお/>かならざゲけう」とい•ふを聞き給ふ戈Sと心細しといへばお/>かな 

溉氏物is叫石 1一老 
祭...:二...厂/て .:■.•: ‘|'..*_. • .... , 

: •’ * • . 、 . . . ノ 
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•「#にます神のたすけにか、らずは鹽のやほあaにさすらへなまし」。aねもすにいうも 
みつる風の騷ぎに、5乙をsへ、い左うこうじ給aにければ心にもあらずうちまどろみ給ふ。 

かたじけなきおましど乙ろなればたV寄6居給へるに故院唯おはしtし、さまながら立ち 
給aて、「などかくあやしき所には物する^」とて_手を取^^て引き立て給ふ。「住吉の刺の 

薄き給ふま、icはや船出しt乙の浦を去りね」との給はす。Sと嬉しくて、「畏き御影に別れ 
奉うにし乙な/2、さまざま悲しき亊のみ多く恃れば今は乙の洛に身をや捨て侍6なまし」と 

liei:給べば、「いとある甘じきこと。乙れは暇い3‘かなるtpの、1;く sなヴ。我は位(Cあり 
し時.•過つZ:となかうしかど、おのづからをかしありければその罪を終ふる程いとまなく 

て、乙の世をかべうみざ6つれど、Sみじき憂に沈1;を41る(C堪へ難くて海に入6猪にのぼ 
6、S/2く乙うじに^れど、か、る序にだSりに奏すべき事あるにょりてなむ急ぎのぼりぬ 

を」とて立ち，去り給ひぬ。飽かず悲しくて、「御供に參6なむ」と泣き入6給ひて見上げ給へ 
れば、人もなくて、月の顏のみきらきらとして#の心地もせず。御けはひとまれる心ちして 

空の雲.あばれにたなびけ年頃夢の中にも見奉らで戀し5銳束なき御さまをほのかなれ 

どさだか(C見寧クつるのみ161影に覺え給aて、我かく悲しみを極め命つきなむとしつるを 
助けにかけう給へると哀におぼすによXぞか、るさわぎもあ$けると名殘たのもしう線し 

とおぼえ‘給ふ亊限なし。胸つとふ^が$てなかなかなる御心惑aR、現の悲しきことも打ち 
忘れて夢にも御：sらベを今少し間えずな$ぬる事といぶせさに、又や見え給ふと殊页に寢 

' 

\ • 
終 
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入6給へど更に御目もあはで11•方になうにけ々。渚にちc/iさやかなる船寄せて人二三人ば 
かヶ7一 の度の御宿6を3し1:く。何人ならむと問へば’明石の浦よ6さきの守^ほぢの御船 

よをひて參れるな6。源少納言侍a給はvたいめして事の心とゲ申さむ」と$ふ。良淸驚き 

て、「入道はかの國の得意1Cで：年比あa語らひ侍うつれど私にかあa怨むる辦侍りて 
ことなる消息をだに通はさで久しうな6侍$ぬをを"浪のまぎれにいがなる事かあらむ」と 

あぼめぐ。君の御夢などもおぼし合する事もあ6て「はや逢へ」との給へば船にいきて逢ひ 
^26。さばか6烈しかヶづる浪風に$つの間(Cか船出^つらlrと心ぇが^く思へ6。「sぬ 

るついたちの日の夢に、3ま異なる•もの、吿げ智bする事侍らしかば信じ雛き事と思ひ給 
へしかど十三日にあらたなる表るし見せひ船をよをatうけて必ず雨風やまば乙の1111に寄 

せよと、®ねて示す乙との怿うしかば試に船のよを；5をまうけて待ち侍6しに、いかめしき 
雨風Sかづちの^し侍4つれば、ひとのみかどにも麥を信じて國を助くる類多う侍うける 

を用，q 5せ給はぬまでも乙の戒めの日を過rsず乙のよしを街げ申し侍ら1;とて船いだし 

寺-CN'Oるに、怪しき風ほをう吹きて乙の浦(cつき侍ること誠に神の^るべ違はずなむ。こ、 
にも若し患ろしめず取や侍りつらむとてなむ。sとも憚$多く侍れど乙のよし巾し給べ」と 

ぃふ。良淸忍びゃかに傅へ申す。君ぉぼ1戋はすに、夢現さ爻ざま%づかならず、さとしのゃ 

うなる事どもをきし方行く末おぼし合せて、世の人の聞き傅へむ後のをし6も安からざる 
べきを憚3て、$乙と.の神の.たすけにもあらIrk背くものならば又乙れよbまさりて人笑 

诹氏物gs,明石 11六一 
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はれなるめをや尾む、現の人の心だに猶苦し、はかなき事をもか〇見つ、われより齡ま36 

もしは位高く時世のよせ今；3ときはまさる人(Cは靡き随；5て、その心IXけを/aどるべき名 
のな^^退きてとがなしとZ:を昔のさかしき人も言a置きけれ、げにかく命を極め世に又な 

きめの限を見盡しつ、更に後のあとの名をはぶくとてネ为けきtともあらじ"夢の中にも父 
芾の御敎ありつればまた河事$:か疑はむと思して御かへ$の給i。「知らぬ世界に珍しきラ 

れヘのかぎ6見つれど都の方よ6とて言問ひおとする人もなし。唯ゆくへなき空の月：11の 
光ばか6を•故鄕の友とながめ侍るに嬉しき釣船をなひ。かの浦に患づやかにかくろふべき 

限侍らなひや」との給ふ。限なぐ喜びかしこまみまうす。「ともあれがくもあれ夜の明けはて 
ぬ3ぎに御船に窣れ」とて例の親しきかぎな四五人ばか-csして窣yぬ。例の風出で來て飛ぶ 

やうに明石につき給6i$。唯はひ波る程は片時のまといへど猶怪し^■•まで見ゆる風の乙、 
.ろな6。溶のさまげにsと心異な6人患げ，見ゆるのみな1;御願aに背きける。入道のらう 

じ：患めたる所々海のつらにも山がくれにも時々につけて典を5かすべき渚の苫やノお乙な 
aをして後の世の乙とを思；sすまし0べき山水.のつらにいかめしき堂を立て、、三味行ひ 

乙の世の爻うけit秋の田の實を刈6収め殘の齡積むべき稻の倉町どもなど折A、所につけた 

る見所あゲて志あ〇めた•高潮におぢて乙の頃lrずめなどは岡邊のやどに移して住ませ 
ければ乙の濱のたちR心安くおはします。船ふダ御IP:に奉$移るほど日やうやう3しあが 

4てぼのかに見奉るよ6老7P忘れ齡のぶる心地して笑みさか免<受づ住吉の神をかつがつ 



IT 

1へ 

1 

拜み奉る。月日の光を手{C得窣うた5-心地して•いとなみ仕5まつる乙とZ:とわ6な〇。所の 

さ^をばさらic有sぼず作6なし^る心ばべ乙^ちた1:..いし前裁などの•有樣えもいはW入 
江の水-^ど输に#かば•心のい为う少からむ綿師は書き及ぶまじと見ゆ。月頃の御{1*:ひよ6 

はこよなく明になつ'かし。御しつらWなどtならずして住ひけるさまなどげに都のやむご 
となき所々に異*らず。えんにまばゆきさまはまさ6ざまにぞ見ゆる。小ノし御心しづま6て 

は京の御文ども聞え給ふ。參れ6し使は「今はSみじき道に出て立ちて悲しきめを見る」と 
泣き沈みて、あの須磨にとまるを召して身にあまれる物ども多く給aてつかはす。Vつ 

tしき御いのうの師どもさるべき所々には乙の程の御有樣委しく言aつかはすべし。入道 
”の宮ばか6にはめづらかにてよみがへれ^3爻など間え給ふ。二條院の哀なりし程の御か 

へ^Vは書きもや6铪はず"うちあきうちおき押しのごひつ、聞え給ふ御氣色なほ乙とな办。 
「かべすがへすsみじきめのかぎヶを見盡しはてつ^あなれば今は■と世を思ひ離る 

心のみまさり侍れど鏡を見ても^の給aし面影の離る、世なきを、かくおぼつかななが 

らやと、NJ、ら悲しきさまざまのうれはしSはS-L置かれV、 
はるかにも思aやるかな知らざ6し浦ようをち1Cうらづ为ひして。夢のうちなる心地 

のみ-Lて^:めはてぬほどrいかにCAがごと多からむ」とそ乙はかとなくかき亂6給へるしも 

ぞいと見まほしきをばめなるを、sと乙よなき御志の程と人々見奉る。おのおの故鄕に心細 
げなることづてすべかめケ。をやみな.•かりし空の'M色名殘なくすみわた6てあ5办Tる泥 

VV 
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士ど^ほこらしげな^〇须磨はsと心您をくて海±のsはやも稀なうし，を人しげき厭aは 
患給aしかど、乙、は又Sま異に哀なる乙と多くて萬におぼしなr:sまる％めるじの入道行 

ひ勸めたるstsみじう思ひすまし/2るをIt.このむすめ一人1-もてわ•づらa^る^色、い 
と傍Sたき爻で時々漏し愁へ冏ゆ。御心ちにもをかしとI1Bさおき給ひし人なればかくあぼ 

ぇなくてめぐ6あはしたるもさるべき契あるk•やと思しながら、猶かう身を沈めたる稅は 
お,C1なひよ6外の乙とは思はじ、都の人も^てなるよりはsひしに違ふと思3むも心恥し 

う/Vほさるれば氣色だち給ふ乙となし。事に觸れて心ばせ有樣なべてならずもあ6けるか 
なとゆかしう思され^にしもあらず。z.、(cはかし乙ま6て身づから-もを3を3參ら.ず物 

隔y2cs72るしもの屋RSぶらふ。Sるは明^見#らまほしうあかず思ひ111!ぇていか<思ふ 
心をかなへむと、ほとけ神をSよSよ念じ奉る。年は六十ばか-^になiベれどいと淸げUあ 

ら爻ほしう行ひさらぼひて、人の程のあてはかなればにやあらむ、うち僻みほれぼれしき^ 
はあれど，skしへの事をも見知$て物き7^2なからずよしづき/2る乏も^じれ、甘rihTyの物 

語などせSせて聞き給ふ(C少しつれづれの、1Hぎれな6r0年頃おほやけわたくし御いとまな 
くて.5しも聞き置き給はね世のふ>:>乙とどもぐづし出で、聞ゆ。か、る所をも人をも'iiざ 

らましかば3うざうし.くや：とtで付ふあ <=> と思す事もまじる。「かうはfilれ昍ゆれどSとけ 
だかう.心恥しき御有樣に-S乙をいaしがつ人まし3な力てわがおもふ乙とは心の爻、にも 

ぇ5ち出で聞ぇぬを、心もとなう口惜し」上母羿といひ合せてなげく0$うじみもむしな.べ 
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ての人^(cめやすきは見ぇぬ世界に*;•>世にはか、る人も坐しけ6と見奉6しにつけて身の 
ほど知らixでいと遙にど思a.聞免ける。親たちのかく思Wあつかふを聞くにも似げなき^ 

かなとSふに^ヒケるよ办は物哀な办。四月icなもぬ。衣更の御さうぞく、みちやうのか* 

びらなどよしあるS噯R^sづ。よ/)づに壮うまつh營1;をいとほしうすぐろな6とおほ 
せど、人ざまのあく嗦で思ひ^が6穴るS甘のあてなるRあぼしゆるして见給ふ。京よりも 

うち^含6たる御と.ぶら；3どもたゆみなくおほか$.°のどやかなる夕月夜に海の上^ 

なく見ぇ波れる7^住み剛れ給aし故mの池水ic思ひまがへられ給ふに、いはむ方なく戀し 
きN；とSづ•かたともなく.行くへなき心地し給Pて、唯目の前R見やらる、は淡路，^なりけ 

々。「あはとはるかに」などの給aて 
「あはと見る淡路の島の哀れさべ殘るくtなべすめ^夜の月」。久しう手も觸れ給はぬき 

んを袋よヶ取6出で給；3て、はかなく掻き鳴し給へる御3まを見泰る人もやすからず哀(C 

悲しう思；sおへう。廣陵といふ手tあるかぎ^^1:刍す唛し給へるに、かの岡邊の家も松の_ 

波の音にあCAて.心ばせある若き人は身1C忘みて思ふべかめり。何とも聞きわくまじき乙の 

珞かのもの去はぶる人ども、ずCろはしくて瀋風をaきあ$ぐ。入道もぇ堪へで、くやうほ 
ふ^ゆみて急ぎ參れ4。「更に背きにし世の中毛取6返し思CA出でぬべく侍る。後の世にM 

a恃る所のあケ樣も思う給へやちる-\世のItかな」となくなべめて問ゅ〇^力御心にも矿み、 
の御あをCX蚤の人かの人の琴笛、もしは聲の出しさま"時々に〇けて世にめでられ給aしあ 

源氏物語明石 1 
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3:*t-、みかどよ6はじめ奉り1:もてかしづきあがめられ奉ヶ給6iしを、人の上も我御身の 
有樣も^ぼし出でられて夢の心地し給ふ嗦> に、搔き鸣し給へる聲芩心すごく問ゆ。ふる人 

は淚もとめあへず。.岡邊に琵琶筝の琴取$にや$て入道琵琶の法師Rな6てsとをかしう 
めづらしうて、一つ二つ彈き出で^6。箏の御琴まゐ672れば少し彈含給ふも3まざまいみ 

じうのみ•思；S聞えた^Nv°sとさし名聞免ぬ物の音だに折からてをはまさ〇ものなるを、はる 
ばると物の滯6なきうみづらなるに、なかなか春秋の花紅葉の盛なるよりは唯そこはかと 

なう表げれる陰ど'^なまめかし含に、水雞のうちたVき/2るは誰が門さしてと哀におぼ 
ゆ。ねもSとになう出づる乙とV7Pをいと懷しう彈き嗚し^るも卿心とま.CNて「乙れは女の 

懷しき§ま(Cて患どけなく彈きたる乙そをかしけれ」と大かたにの給ふを、入道は^いなく 

うち笑みて「遊ばすよヶ懷しきS1なふはいづZのか侍らむ。なicがし延幕の御手よ61fき 
#へ^る乙と三代になむな$侍6ぬるを、かう拙き身(cてrJの世の乙とは扮て忘れ伶ヶぬ 

る5:-、物のせちにいぶせきを6を6はかき鳴し侍6ぬるを、あやしうまねぶもの>伶る乙を 
玄ねんにかのせんだs•わうの御手ic通ひて侍れ。山伏のaが耳に松風を聞きわたし恃るに 

やあらむ。sかで乙れ忍びて聞し召させてしがな1と聞ゆるま、にうちわな、きて涙落すベ 
かめ^so.君「乙とをこと、も•聞ぎ給ふ爻じか-CNけるあ^^vicね^きぬざかな」とておしや6 

給ふ。「怪しう昔よ6箏は女なむ彈きとるものな6ける〇嵯峨の御つ^へにて、女五の需、§ 
る•■xの中の上手ic物し給；5けるをその•御すぢ-itて取立て、傅ふる人なし。すべて只今世 
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に名を取れる人❖•かきなでの心や-^ばか6にのみあるを乙.vicかう彈き込め給へ6けるい 
と典あらける乙とかな。いかでかは聞くべきJとの給ふ。「聞し召slricは何のはぐか6かは 

侍らひ。御まへに召してもあきびとの中にてだに乙もふる乙と聞きはやす人は侍6けれ。 

琵琶なむま乙との手を彈き忘づむる人Sにしべ毛雛う侍6しを"をさを3滯るZとなうな 
つかしき手などすぢmとになむ。いかで*どるにか侍らむ。荒き浪の盤に爻じるは悲しうも 

思う給べられながらがきづむる物なげかしS紛る、折令も侍る」などすきゐたればV〕かし 
とおぼして箏の琴とヶかへて給はせ*6。げRいとすCして搔い邨き/2り。今の世ICIJHぇぬ 

すぢ；3きつけて手づか；5いとい^うからめきゆのねふかうすました6。价勢の海ならねど 
「•淸きなぎSに貝やCAろはむ」など聲ょき人に謠はせて、我も時々ひやうしと6て滞うちそ 

へ給ふを、琴彈sroしつ、めで聞ゆ。御くだ名の攻ど珍しきさ兮にて參らせ、人々(C酒强ひ 
をしなどしておのづから物忘れもしのべきょのな$。い六くHけ行く戋、び、松風?Mし 

うて、•月も入方になる^、に、すみまさうて靜なるほどに御物語の乙りなくIniぇて、このilli 

に主み始めし程の心づかCA後の世を〇とむるSまかきくづし聞免て1のむすめのあ6s^ 

問はずがたか(C聞ゆ。をか,tきものVSすがに哀と聞き給ふふしぶし名あ办。「いとと6中 

し雛き事なれどゎが君かラぁぼぇなき世界に假にてもぅ〇ろひぉはしましたるは蒞し尔姐 
公いぼうしの祈6中し侍る神ほとけの憐びおはしまして、#しの程御心をも惱し奉るにや 

となむ思う給ふる。をの故II住吉の神を賴み始め奉Jて乙の十八年になり恃6ぬ。めのわら 
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はのsときな5#りしよ^思ふ心侍6て、年頃の春秋ごとにかのみやし/3に參ることなむ 
侍る。aるよる：の六時の〇とめicみづからのはちTの上の願ひをばさる物にて、唯<1の人を 

高きほいかなへ給へとなむ念じ侍る。さきの世の契つたな.くて乙をかく口惜しき山がつと 
なり侍0げめ。あや^とCの位を保ち給へうき。自らかく田舍の民となりて恃り。次々さの 

み劣6まからIfii何の身にかな6侍らむと悲しく思a侍るを、乙れは生れし時よ6賴む所 

なIf侍る。sかにし1:都のたかき人に奉らむと思ふ心深きによ6、ほどほどにつけてあまた 
の人のをねみを负CA、身のためからきめを見る折々も多く侍れどHに苦みと思び給へず。命 

のPSはせぱきIIにtPはぐ、み恃りなIT。かくながら見棄て恃6なば海の巾にもまじり失せ 
ねとなむ^きて寺る」などすベVまねぶべくもあらぬ事どもを5ち泣きうちなきHsvj)。^1!も 

物をさまざまおぼし續くる$:•$からはうち涙ぐみつゞ聞しめす。「横さまの卵.Uあ^6て思 
ひがけぬ世界に漂ふも何の罪にかと覺束なく思ひつるを、Z.よひの御物語にZ:そはとあは 

れ：になむ。などかはかくさだかに思a知6給ひける乙とを今までは咨げ給はざ6つらむ。郡 
雛れし時よ1litの常なきもあ^きな5お乙なひより外の乙となくて月日を紐るに心も^く 

づほれにけ6。か、る人ものし給ふとはほの聞きながらいたづら人をばゆ、しきものに、」 
を思a捨て給ふらめと思aくしつるを、§らば薄き給ふべきにmをあなれ。心ぼをき獨寢の 

なめRも」などの給ふを•かぎヶなく嬉しと思へ^。 
,:「ひとAねは君も患かぬやつれづれとrnaあかしの浦さびし3を。まして年月思a鉛へ 
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わたるいぶせさをおしはからせ給へ」と聞ゆるけはひうちわな•、き^れど、Sすがにゆ^な 
からず。「3れど浦なれたらむ人は」とて ...., :• / 

••••..「旅衣うらかなし5にあかしかね草のtくらはゆめもむずばず」とうち亂れ給へる御さ 
まはsと？:愛敬，、つきsふょしなき御けはaなる。數知らぬ事ど名聞ぇ盡したれどうるさし 

や。；sが乙とどもにかきなしたればsとCをZLJCかた/、なしき入道の心ばへも顯れぬべか 
め4。思ふ事かつかつかなひぬる心地してす < 老う思；3居^るに、又の日の迸つ方、岡邊に 

御文〇かはす。心恥しきさまなめるもなかなかか人るもの、くまに^：思の外なる事名乙も 
るべかめると心づかCAし給；3て、乙まのくるみ色の紙にぇならず引きつくろaて、 

「をち乙ち名知らぬ^居にながめわびかすめし宿の梢をどとふ。思ふには」とばかりやあ 
みけむ。入道も人知れずまち聞ゆとてかの家に來居たyけるもしるければ、御使いと爻ばゆ 

きまで醉はす。御かべ^N sとひさし。內に入6てそ、のかせどむすめは更に_かず。いと恥 
しげなる御丈のさまに3し出でむ手つきもはづかしうつ、tしう人の御ほど我身のほど思 

ふにこょなくて、心地あしLJて寄6臥しぬ。言ひわび1:入道^かく。r sともかしZLきは田^ 
びて侍る/2もとに、つ、みあ：ま々ぬるにや"更に見給CA毛及び侍らぬかし乙3Rなむ。5る 

は、V -. ン.、. 
.V ながむらむ同じ雲居をながむるは思ひもぉなじちもひなるらひ。と江ひ見給ふる。ぃと 

すきずきしや」と問えたう。みちのくRがみにぃた5ふるめき^れど害きざまよしばみ^ 
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=4。げにrPすきた•るかなと目ざましう見給ふ。御使に、なべてならぬ玉もなどかづけ^6。 
又の日「せ/1じがきは見知らずなむ」とて:>: . : . • 

.:•:「Sぶせく名心icTPのをなやむかなやよやいか(Cと間ふ人もなみ。い；5が/2み」と乙のm 

は•いというなよびたる薄樣にいと美くしげに截含給へ若き人のめでざらむもいと餘 
6うもれsyaからむ。めてたしとは見れどなずらひ.ならぬ身のほどのいみじうかaなけれ 

•は、なかな.か世にある名のと尋ね知6給ふにつけて淚rまれ1:、更に例のどうなきをせめて 

sはれて、淺からず忘め/2る紫の紙に墨つ^濃く薄くまぎらはして、 .- 
「思ふちむ心のほどややよいかにまだ見ぬ人み聞きかなやまむ」。手のさま#きたるさt 

などやんご.とぶき人にいたう劣るtじう上ずめき/26。京の•乙とおぼえてをかしと見給へ 
ど•うち吏ぎ4て逍r&lfTP人めつ、ましければ、11三日へだてつ、3つれづれなる夕茲、もし 

は物哀なる曙な-^やうR紛らはして折々人毛同じ心R見知6ぬべき程推し最$てかきかは 
し給ふR似げなからず。心深く思CAあがる氣色も見では止まじとおぼす7^のから、良淸 

がぐbうじていひし氣色も目ざましう、年頃心づけてあらむを目の前に思；3違へ1;もいとほ 
しう思しめr>-bされて"人す、み參らば5る方にて名紛らは.してむと锻せど、女はたなかな 

か、やん，ごとなき際の人よ6も、sたう思aあが6て妬げにも.てなし聞えたれば心くらべic 
てど過ぎける。京の事をかXせき隔たぅてはいよいよ覺束なく思a聞え給ひて、いかにせ 

まし戯ぶれにく乂もあをかな、：忍びてや迎へ奉りてましと思し弱る折々あれどSCNともか 
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くてやは年V-3Tねむ、今更に人わろき事をやはと思し^づめ^6。』をの年おほやけic物の 
さとし先き^Nて物さわがしき事多かう。三月十三11神な6ひらめ^、雨風Sわがしき夜、帝 

の御#•に院：の帝おまへのみはしのもとに波らせ給ひて御氣色v>と惡しうて睨み問ぇ5せ給 
ふAO、*©まりて^はします。聞えさせ給ふ事ども多か6。源氏の御事どもな6けlrかし。いと 

、乂恐しういとほしと思して、后に聞ぇさせ給；Sければ「雨など•ふ6空亂れたる夜は、思riな 

しなる亊はさゼ恃る。か/>が/>しきやうに覺し驚くまじき事」と聞ぇ給ふ。睨み給ひしに見 
合せ給ふと見しけにや、御目煩CA給CAて堪べ難う惱み給'ふ。御つ、しみ內にも宮にも限うな 

ぐせさせ給ふ.〇おほきおどゞうせ給；3ぬ。ことわ6の御齡なれど次冷^おのづから骚しき事 
あ5-に大宮もを乙ばかとなう煩CA給；3-¢程緙れば弱り給ふやうなる"內に思し歎く事 

ざ凌なヶ。猶乙の派氏の君誠ic犯す乙となきにて、か<^づ1;ならば、必ず乙の1;く Sあ公 

なむとをひ盘ぇ給ふ。今は猶もとの位をも給ひてむと度令S:ほしの給ふを「世のもどきあは 
あはしきやうなるべし。罪に落ちて都を去6し人をみとせをだにすrsず許されむ乙とは 

世の人も.Sかく言；3傳へ侍らむ：Tな.ど后固う諫め給ふにおぼしはくかる程R月日かさな6 
て、御なやみども.3まざまに^$增らせ給ふ。」明石には例の秋は濱風の殊なるに、獨寢もま 

めやかに物侘しうて入道にも折々.語ちはせ給ふ。「とかうまぎちはして、乙ち參らせよ」との 
給aて、波ガ給はむ乙：とをばある^じう思し^るを、Sうじみは^更に思び立つべくもあら 

ず:0S.と口惜しさ際の田舍人乙そがうにくだクたる人のう^とけ事につ^vてさやうに輕ら 
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かに語.らふわざをネすなれ、人數にも^ぼされざらむものゆ焱われはいみじき物思をやを 
7}，かく及びなき6を53へる親逮も世ごもうてすぐす年月乙そあいなだのみに行く末心 

一め〆1か—11盡0と思ひて、坚の浦泛IO程斯る御文ばか 
Aを間えかばさむZ-をあ^がならね、年頃肩1Cのみ問きていつかはさる人の御有機V〕ほの 

かにも见承らむなど遙に思a間えしを、かく思びかけざ5し御住aにてまほならねどほの 
かにも見^う、よになき^のと間き傅へし御琴の音をも風につけて聞き、明恶の御有植微» 

なからでかくtて世1Cあるものと思し尋ぬ6:などZ.をか、る海士の中に朽ちぬる身にあま 
る取なnなど思ふに"sよ'sよ耻しうて蕗もけぢかき事は思ひよらず。親達は乙、らの年頃 

のいの3がなふべきを思aながら、ゆく$かに見せ奉$ておぼしかずまへざらU時いかな 
る歎をかせむと思aやるにゆ、しくて、めでたき人と聞ゆともつらういみじう名あるべき 

を目にJiLえぬほとけ神を賴み奉々て人の御心をも宿世をも知らてなどうち返し思a亂れた 

•う。君はZ.-のtrlの狼の音に「かの物の音を聞かばや。Sらずばかaなく乙を」など常はの給 
ふ。忍びてよ/)しき日見せ1:母君のとかぐ思a煩ふを問き入れず、弟子どもtどに^に知せ 

ず6一，つに^ちゐが<やくばかみ^つらひて、十三口の月の華やかにさし出でたるに唯 

「あ^ち夜の一と問免*4。君はすきの5tやと思せど御直衣舉う引きつくろal:夜ふ方し 
て出で給ふ。御車は二なぐ作办/2れど所せしとて御馬にて岀V給ふ。惟光などばかりを5ぶ 

らよせ給ふ。やvitく入る所なちけ力-;〇道のほど％よもの浦々見波し給aて思ふどち見ま 



ほしき入江の月かげ(Cも，'S:づ戀しき人の御事を思ひ出で間ぇ給ふにやがて馬CAきすぎて赴 
きぬべ.く&ぼす.0:-.•..‘.ゾ^、」;•, • 

.「秋の夜のつきげの駒よわがCふる雲居にかけれ時のまも見む」とうちaと4ごたれ給 
ふ0造れるさま木ぶかくい/2き所.^5$て見所ある住64な6。海の0らはいかめしうおもし 

/>く':」れは6ぼをくすみ*る3ま、Zゞに届て思a殘す事はあらじとすらむとおぼしやら 

る、に物哀な办。三昧觉近くv鐘の聲松の風に璣きあaてものがなしう岩に生ひたる松の 
极ざしも心ばへあるさまなう。前栽どもに蟲の驃^0ぐし/26。乙、かし乙の^^など御 

覽デ。むすめすませたる方は心^と.にみがき.て月入れたる棋の戶口、氣色ばかりおしあけ^ 
り。うちやすらa何かとの給ふにもかう爻では見ぇ奉らじと深う思ふに物欺しうて、うちと 

けぬ6ざまをZLよなうも人めいたるかな、.さしもあるまじききはの人だにかばか6いaよ 

りぬれば心强うしもあらずならa*りしを、いとかくやつ.れたるにあなづらはしきにやと 
ね*う、siwvoまに^ほし惱め办。情なう^し立たむも、Iとのさまに違べか、心くらべに負 

けむ乙を人わ-5けれ^ど亂れ怨み給ふさ爻、げに物思ひ知ら0人に乙を見せまほしけれ。近 
き儿帳の；3もに筝の琴のaき鳴されたる^けはaしどけなくうちとけながら、搔きま3 く 

ける程見えてをかし^れば「ミの聞きなら泛方るZとをさへ^」などよ/)づにの給ふ。 
「む〇ごとをか^6あはせむ人もがなうき世の夢ネなかばさむやと1ro 

「明けぬ夜にやがてtどへる心-(cliいづれを夢とわきてか/2らひ/ほのかなるけはa伊 

Ay. 
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勢,0御息所に^-^--:1:5赀ぇ；力4ぺ何心^.^メ-5^とけ1:居为:6け；^かぅ物赀1ぬ^い上 
や？龙,<ズ近か、『:.{)け石ざぅしの內取入6て、:^かで堅め^^にかい 

3>^3V^給は^*'s-d:な^。3れど^のみ兑いかでかはあちむ、人ざまいとあてic2.>*cx.iて心 

耻-L:^付はaど^力そかうあ^が*^欢6け^契-5:思す1C名淺からず哀な6。御志のちかま 
36す*-5龙るべわ。，常仳いとはし.^夜の提々も疾ぺ明けぬる心她すれば人に知ふ 

ぼす义心あわ-/2<しぅて乙兮か仏語ち3置3て：出で給；3ぬ。.御文いと忍びてどけふはあ 
る9^い浓^御心0>に汝6や％」、にもか、；事かかで漏-3じとつ、みて御使之とごとし 

く T^Tfて^々ぬを胸い六く思へ•り。か:C.1:後は忍びつ\時々おはす。程も少し離れたるにお 

のづから物sび-Sがなき梅十:0こもや立ちまじらむ*iおぼし憚，る程を、.さればよと思CA歎 
きたス/ど、げに妒か龙ら〇と入道も極樂の願aをば忘れて^乙の氣色^待つ乙とにはす。令 

Hに心七*{IL名^いといとほしげ•なA二條の君.の、風のづてに劣漏$聞き給はむ事は、戰ぶ 
れにイ7f V心の隔あ6ける::^:思ひ疎まれ奉>らむは心苦しう耻しぅおぼさる、もあながちなる 

.御志P程な々かし.〇かS5方の事を试さすが，‘に心留めて怨み給べ$し折气などてあやなき 

す5び事^つけ>cも3思はれ奉：4けむなど^6,か‘へ：5まほし-5、人の有樣を見給ふ 

ても爾13の慰むかたなければ-例よ;^.も御文てまやかにfき給aて、奥に「ま*2.とや、われ 
なが-6心よ:6外なるなほざ6/ごと(Cて練まれ奉Cしふしぶしを思61出づる3へ胸痛き1C、 

又怪し:*5物は力• ^へ泰を^を^侍0しか。かぅ聞ゆる调はずがた^N((:隔なき心の(5どよurl 
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し合せよ-*o^a.l>c-c上^」な:^普き-C「.M事,upけ:1:*^••，ハ • 

乏ほ:1.^とまづど流る、か>をめのみ.るめは鐾のす§びなれども」とある御かへり、何 

心t くらうたげ(-C将きて、ばてに「忍びかね六る御#が^6につけv..^)思a合せらる、乙と 

多かるに、•ぐ•ゥ . ... 

うらなくも思aけるかな剪4しをまつよら浪は越乏じもの？:'と.r老らかなるものから 
^5>ならずかすめ給へるを'..>いと哀にうち锻き雛く見給ひ1:、名殘久しう忍びの旅寢もし給 

はず。女思aしも疼るきt-c•、今ぞ誠R身も投げつべき心ちする。行くす^みじかげなる襯ば 

か6七/2の名しき名のにてsoの世に人なみなみになるべき身とは思はざ6しかど、嗯そ 
乙はかとなぐてすぐしつる年月は何事をか心を名なやましけIT、かういみじう物思はしき 

世にZLそありけれと、かねて推し^&思ひしよヶもよろづに悲しけれど、なだらかにもてな 
してにくから^Sま(cJiL>z.黎るn哀^は月日icそへ--cあぼし^せど、やんとなき方の^朿な 

• くて、#月をす-Vし給ふが*Cならずうち思sあこせ給ふらむがいと心苦.Lけ*nば、一人职 

しがちにて過し給ふ。输をs-tざ受かき集めて思ふ乙とゞもを常きつけ、かへりごと聞くベ 
さ，3まに去なし給へ3。觅む人の心に泛みぬべきもの、Sまなう。いかでかそらに通ふ猫心 

ならむ。二條の君も物哀に慰む方次く^え給ふ。折A、同じやうに繪をかき錕め給ひつ、やが 

てねが御有様を(Cさのや.5に#^給べ々。いかなるべき御有樣どもにかあらむ。年かは6 
ぬ〇』內ic御藥の乙とありて1H:の^:^爻ざ爻にの、しる。當代の皇子は右大臣の御ひすめ、承 
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香殿の女御の御腹に、男御子生れ給へる、二つにな6給べばいといはけなし。麻宮に乙をは 
_りliflぇ給iiめ、あほやけの御後见をし世をまつ6ごつべき人をおぼしめrらすに、/oの 

源氏のかく沈み給ふ事いとあたらしぅ、あるまじきことなれば、遂に^の御Sr」めを？p背き 
て許されぬべき定め出できぬ。去年よ6き3きも御もの、けに惱み給ひ3まざまのものV 

r&とし^き：^3わがしきを、sみじき御つ、しみどもを吏給ふ患るしにや、よ/>しぅおはし 
ましける。御目のなやみ3へ此頃JEくならせ給ひて、物心細く思されければ、七月•二十よ日 

の稆に又mねて京べ蹄6給ふべき宣旨下る。つひの事と思ひしかど、litの常なき(cつけても 
Sかになりはつべきにかと歎き給ふを、かうにはかなれば婚しきにつけても、又乙の浦を今 

はと思a離れひ^ksほし歎くに、入道Sるべき^と思CAながらうち聞くよ6胸ふたが-cn 

て^ゆれどIn心aのごと滎え給はV乙をは我が思のかなふにはあらめなど思ひなほす。をの 
•頃はよがれなくfi?fらひ給ふ。み.なつきばか- .心T!rしき氣色あ6て惱みけ6。かく別れ給 

ふべき粉なればあやにくなるにやあ4けむ、あ0しよ6も哀に思して怪しぅ物思ふべき身 
にもあ6けるかなと思し亂る。女は更にもいはず思aしづみた6。いと乙とわりや。思の外 

に悲しき逬に出で立ち給；3しかど遂には行きめr6きなひとかつはおぼし慰めき。乙の度 
はMしき方の胡出立のXやはかへりiiるべ^^と思すR^な6。侍^人々TPほどほど(Cつけ 

ては#び思ふ。京よ御迎に人ク參ぅ心地.よげなるを、あるじの入道淚にくれて月も立ち 
ぬ。程さへ哀なる空の氣色に、な^や心づから今？p昔？pすぐろなる事にて身をはふらかすら 



むとさt'ざtに®:ほし亂y。心を知れろ人々ば、あなにく例の御癖どとM取りむづかるめ 
う〇月出^〇.少人U氣色見せず時4かS1Hぎれなどし給へるつれな3を"乙の頃あやにく 

に、なかなかの人の心づぐしRと〇きじ^ふ。少納言まるべして聞ぇ出でし始の事など3、 
め含^へ6.*をたぐなら•ず思へ6。あSてばか6(cなりて例のやうicいたうもふかSで波6 

給：/ 6。さやか{Cも^•た見給は^.か^ちなど$とょし.ょし、うけだかきさまして、目ざ^し 
5かありけるかなと見捨て難く口惜しう思さる。3るべき3戋にて迎へむとおぼしなりぬ。 

さや5--にe訴らひ慰め給ふ〇男の御かたち有機はたMにもSはず、年比の御お乙なひILいた 
くおもやせ給へるしも言ふか穴なくめで^き御有梭にて心苦しげなるけしきにうち祕ぐみ 

つS、哀に深く契◊給へるはたくかばかうをSいばaicてもなどかやまざらむとtて^見 

ゆめれど、めでたき(Cしも我が身のほどを思ふにもつきせず。浪の潍秋の風(Lは猶ひぐきこ 
とな鹽燒く煙かすかに^なびきてと6あつめたる所のさまなう。 

「乙の:/2び^Jt•ち別るとももしほやくけぶうは同じか/2になびかひ」との給へば、 
•>:■.「かきつめて海±の^くもの思aにも今はかa.なきうらみだにせじ」。哀にうち泣きて乙 

とずくな、るものから、3るべきAしの御いらへなど淺からず111]ゆ。Z1の常にゆかしが6給 
ぶ物のねなどillicIIBかせ奉らざ6つるをsみじう恨み給ふ。「$らばかたみにも忍ぶばか$ 

のひと乙と^.めに」とのたまa-c-京よりもておはしたうしきんの御Z:と取うにつかはして、 
心乙となる^らべを(!■•のかに播き^らし給へ-る、深き夜のすめるは^へむ方なし。入道もえ 
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牟既」スぶぼ加:なれ給へ)るヒ今はど思ずばさもある事ぞかしなどH舉る。良淸などはお 
が如私私ぼ食なみ^;'かbど^ぐ思 

を> Mi.u*ど哀がhで口々炙ぼたれ言aあへる事どもあめ6aされど何かはとてなむ。ス 

&1今019-御まヂげ.5/ど$如めしぅ壮5>赉つれヶ〇人々下のホ签まで旅 
ぎ签^钱^つ0;^にか离^>^^ 

贫吞蘇げ含ぶ^ばず。贪乙との都、のつとに皂つべき佩贈物どもゆ承づ％七思^ 

iv:ti6;浪にたt>:-が^ 

5Tn;-加たみに^':かぶべ(かゲけを 
私— g象に^>れ.たをど^幺逍.す。^に今ひどべ^ 

H:?i;^b-:VA;a^(t^a:'(7)-fo^ 
華：^吹U乞と4*;れども令rj,の•御^ 

「ifc^^c^lら^ほじ1;、身ど^^孓なほ乙の^^ぇ^*をはなれね0心のやみ 
惑%你、ベヒ侍れ^境ま\しだに」と叫わ1:;^ 

fejば_^御级色^^ぼ秦5/みじが 

—1^ - 1 
• , k • 

f. 
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減疋物掛i：在 8 

なと言•は^かた^ぐ見T給ふ。T思，；5捨て•難きすぢ，pあめれば今いと疾く見なほし給aて 

む々唯ごのすみ•か：^:1捨てがたげれ。いか <すべき」とて、.： ——•、： 
「都出てし春のなげきにおとらめや年ふる浦をわかれぬる秋」とておしのra給へるに 

•SとS:.物おぼえず基ぼたれまさるたVIQもあSましうよ/>ぼふ。3うじみの6ちよ^ふべ 
きか^なくてかうし7P人ii:見えじと思；3泛づむれど、身のうきをもとにてわ6なき乙とな 

れどうち棄て給へる恨のやる方なきに、面影をひて忘れが/2きにたけきこと、は唯渡に沈 

めA母•君ネ慰めわびて「何にかく心づくしなる事を思ひそめけむcすべてCA•がaがしき人 
に從ひける心のを乙た$?:」といふ。「あなかま^おぼしすつまじき事も物し給ふめればS 

ヶともあぼす所あらひ。思a慰めて御湯などをだにまゐれ。あなゆ、しや」とて片卿に寄$ 

思たか。めのと母君などaがめる心を言CA合せつ、「いつしかいかで思ふ3ま{CてJ1L奉らIf 

ど^月をたのみ過し、今や思aかなふと乙そ賴み聞えつれ、心苦しきことを名物の始にJ1る 
かな」と歎くを見るにもいとほしければ、いと<ぼけられて禅；は日 一nいをのみ寢くらし夜 

はすぐよがに起き居て、「ずぐの行くへ名知らずなけ6」とて、手をおし锴$て卬ぎ居た 

レ。弟子どもにあばめられて、月夜に出で、ぎやう^うするものはやみ>づに闽11人みに 

りみ"-よしある岩のか*そば4C腰もつきそ乙なひて病み臥し^る程になむ少し物^ぎれけ 
る。』君は難波の方にわた•りて御Mへじ給ひて、住吉にも、^^らか(Cてい/>いろの願はたし 

&すべきよし御使して申3せ給ふ9俄に所せうて自らはヒの度免詣で給はず。殊なる御逍遙 
t • I •丨 J ••••••••*•• . ♦ 
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など^•くて急ぎ入り給rAぬ。二條院に^はしましつきて都の人も御供の人も^の心illして 
行き^6V>S.び，泣きネゆSしき戋で立t>!騷ぎた6。女符もかaなきもの(Cおぼし捨てつる 

命婼しうおぼさるらむかし。Sと美しげ1Cねびと、のほぅて御物思ひの稆に所せかりし御 
rしの少しへ；がれたるしもいみじうめで^きを今はかくて见るべきどかしと御心落ちゐる 

につ.げては、又がの*かず別れし人の思へ6.しrot心苦しうおぼしや>bる。猶111-と共にか、 
る方(Cて御心のいとtぞなきや。をの人の事どもなど間£出て給へ令。&ほし出でたる御氣 

.色淺からず见ゆるを、た：Vならずや見^6給ふらむ。わざとならrr身をばmはず」などほの 
めかし給入ぞ^かし-5-.らうたく思ひ聞ぇ給ふ。かつ见るにだに飽かぬ御'3爻をいか\」隔て 

つる取月7Cどあさまし^•まで^もほすに、とうかべし世の中もいとうらめしうなむ。程もな 

くもどの御位あらた"J:がてかザょ0外の權大納言になみ給ふ。〇ぎつ¥の人劣^るべき限 
は^との：つかさが’へし給ふ心111:に許3る、ほど、枯れ^りし木の春にあべる心地していとめ 

げでたな々.0めしあAてうちに参り給ふ。御前に侍a給ふにねび戋36ていかで3る物む 
つかじぎ住LAに年經給びつらむと兄來る。女房などの院の御時ょみ侍ひて老いしらへるど 

本ぱ悲しぐ1::今31に犮さ騷ぎめでIIHゆ。上もはづかしう3へあぼされて御よを6など殊に 
引さつく K?aで出でおはします。御心地例ならず：n頃經3せ給；3ければSたう•袋へ3せ給 

へる^'、〔昨日今日e少しよろしう思3れける。、御物語患めやかにありて夜に入6ぬ。十五夜 
の)月あもし/>を靜な各に背の事.か^又つしあぼし出でられて、患ほ^れSせ給ふ。物心細く 
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思§る、-4tふべし0「遊などもせず、昔開きし物の昔などもIIHかで"久しう？):6にけるかな」 

との給はずるに、V . •., 

「わ*つ^'に志^免うらぶれひるのZ1の足た、ざうし布は經にけう」とIni•之給べば、いと 
あはれに心ばづかしう思されて、 i 

••「{Kばしらめあひける時しあれば別れし班のうらみのZ:すな」。Sとなまめかしき餌 
有様な6〇”院の御ために、御八講行はるべき事まづ急がせ給ふ。潘宮を见奉6•給ふに乙よな 

くおよすげさせ給ひて珍しうあぼし悦び給へるを限なく哀と见舉り給ふ。御ざぇもこよな 
くまさらせ給aて世を保ち給はむには <かうあるまじくかしこ5'见ぇ3せ給ふ。入道の宮 

にも御心少し皂づめて御對而のほどにも哀なる事どもあらむかし。誠やかの明石にはかへ 

を波(Cづけて御文つかはす。引きかくして乙まやかに#き給ふめち「波のよるよるいかに" 
.:•「歎き〇>あかしの1111に朝ぎ6のたつやと人をおもひやるかな」。かのをちのむすめの五 

節、あsなく人知れぬ物思ひさめWる心地して、まくなぎつくらせてさし说かせけり。 
「亂磨のうvb-icv仏を!•.せし船人のやがてくたせるぞでを見せばや」0手などこよなく^S 

3{cホAと见&ほせ給aてつかはす。 
>*..「かへりてはかごとやせ^し寄せた6し名殘に秈の(>•がたか6しを」。他かずをかしと田心 

し残なれば想かされ給CAてsとC思し出づれど、乙の頃はさやうの御ふるまa更につ 
V-.み^ふめケー。花散m-などにもpi御せうそ乙ばか6にて覺mなくなかなかうらめしげな6 
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次やかに見え給aし氍の後、院の帝の御事%心にかけI1Hえ給aて"いかでかの沈み給ふらむ 
罪救a.%る乙とをせむと^ほし歎きけるを、かぐかへ6給ひ1:はをの御いをぎし給ふ。神無 

可ご丈卸八講し命ふ〇世•の人靡き仕テまつる乙と昔のやうな6。おほきさき猶御なやみmく 
お；はじtず.うv{>-も遂にごの人をtけたずなうぬる乙と、心やみおぼしけれど"帝は院の 

啷少ゐごん？:-思-a問え給ふ。物のむくいあ4ぬべく身ぼしけるをなほし立て給al:御心地 
すゞしぐなtr恐しける。時々あ.こ6惱ませ給ひし御131达さはやぎ給aぬれど"大方世にえ長 

ぐあるtじう心細きrとVのみ久しからぬ珉を思-Uつぐ常に召しありて源氏の君は參6給 
ふ。比のなかのSなども隔なくの給はせなどしつV御ほsのやうなれば大方の世の人もあ 

いなぐ橋しきこと(c喜び113えける。^6居なひの御心づかa近くなうぬるにもなSしのか 

みの心細げにill:を思a歎ぎ給へるsとあはれ(C5:ほ$*れけi。「•おとCうせ給ひ大宮もたの 

ネしげなく(7>みあつs給べるに我が他の殘り少き心地する(Cなむ、いといとほしう名殘な 
きs-tに，て.とま■//給はITとすらむ。rlh口より人には思ひおとし給へれどみづからのz、/>ざ 

しの叉なぎ赞；5に唯御事のみなむあはれにおぼえける。立ちまさる人又御ほいあ办て見給 

S 
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ぶともお7かならぬ志はし毛、なず>u-はざらむL;思ふ5へこを心茬しけれ」とてうちなき給 

CAWO女君顔はSと赤くにほ；5てこぼるばか6のあいぎやうにて；iw:もこぼれぬるを、興のP 

忘れ♦てあはれにらう^しと御^ぜらる.°「などかみこをだにもたまべるまじき。口许しうも 
あるかな。.^深き人の^めicは今;1出で給aてむと思ふ名口惜しや。かぎiめればたc Vこ 

でぞ見給はむかし」，など行く.末の事をさへのたまはするにいと恥しう7^r5ife?‘N^ 
メ銜ヵブち/Xとなまめ力しう淸らicて限なき御心ざしの年月にをふやうにもてな3せ給 

ぶに、めてたき入なれどSしも思へらざりし氣色心ばへなど物思ひ知られ給ふまVに、など 
て我が心の若ぐいはけなきに任せて>&る騷ぎを3へ引き出で、我名をば更に名いよず、、 

〇;御ためさべ^ど思し出、つるに、いとうき御身な^:N。明くる尔のき3らぎに恶常のISP-X位の 
Mとあ^V。十一にな6給へど程よ.CNおほきにちとなしう淸らにて、•唯源氏の大納言の御Mを 

IIつに5-つしたらITやうtcilえ給ふ。sとまばゆきまで光iめ；3給へ6を世の人めで方き 
ものicfiijゆれど、母宮はいみじうか^はらい^きMJicあいなく卿心をfKし給ふ〇內にで 

穴し4見奉6給ひて世のなか譲6間i:給ふべき,Jとなどなづかしう間え知らせ給LC同じ 
月の廿餘•:P•みく(c;^づうのfjと俄なればおほきさきSほしあわて^「かひなき3まなが 

らも心のどかfc御览ぜらるべき事を思ふな$」とぞ聞え慰め給CAける〇坊には患ようきやう 
殿のみ乙居給ひぬ。世の中改ま6て引きかへ今めかしき事ざ％多か源氏の大納言內大臣 

にな6給ひぬ。數定ま6てくつ/>^所7^なか6ければ加は6給ふな6けう。やがて世の政を 

ぎ—-mnmup il 
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し給ふべきなれど3やうの¥繁きをくには堝へ.ずなむとてちじの大臣攝政し給ふべきよし 
譲6問ぇ給ふを、「病によCN-1:位7p返し泰6てしを‘、Sよ^Sよ老のつも6そCAて3かしき事 

侍らじ」とうけひきホし給はず。ひとの國にも事移Q世の定らぬ折は、深き山1C跡を絕ぇ^ 

る人だにもを，3まれる世にはし/)かみを毛恥ぢず出で仕べけるを^をまことのひじうには 

去けれ。病に沈みて返し給CAける位を世の中かは}て•又改め給はむにさら1Cとがある^じ 
うあほやけ私定めらる。3石たしめもありければす^aはて給はで太政大臣にな6給ふ。御 

年ち六十三にどな6給ふ。世の中す3まじきによ$かつは淄6居給；sしを、と办かへし花や 

ぎ給へば御子どもなど沈むやうに物し給へるを背うかび給ふ。と6わきて宰相中將權中納 
言に?3:6給ふ。かの四の君め御Mの姬君十二になう給ふを、うちに參らせむとかしづき給 

ふ。かのたかr」ご謠aし嵙もかうぶ6せ3せていとおもふさまな腹々に御子どもSとあ 

ま^つ^！〇ぎに生CA出でつ、脤は、しげなるを、源氏のおと < は羨み給ふ。大殿腹の若君は 
人よう殊に•美く:-Lうて內蓊宮の殿上し給ふ。故姬君の亡せ給aしなげきを宮あと たi€ 

にあら^めておぼし歎く;-°されどおはせぬ名殘も唯乙のあとての御光(Cよろづネてなされ 
給ひて年比おぼし沈みつる名殘なきtで榮え給ふ。猶昔に御心ばへかはらず折ふしごとに 

镀う給ひなどしつ、若溫の御めのと^ち3らぬ人A、も年比の程罷り出で散らざ6けるは、 
皆roるべき事i:ふれつ、よすがつけむ事をおぼし!1きつるにSいはa人多くななぬべし〇』 

二條究にも同じごと^ち問えけ.る人をあはれなるものにおぼして年比の胸あくばかりと思 

S 
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せば、.^將:4»務やうの.人々、にはほどIsどにoけつ、情を見免給ふに、御いとまなくて外あ6 
きもま給はず、二條院のfMなる宫、院の御そうぶ/iな$しを二なくあら攻め作らせ給ふ0花 

散mなどやうの心^しき人々住ませむなどおぼしあて、〇く/>はせ給ふ。爻乙とやかの明 
石に心苦しげな6しZ:とはいかにとおぼし忘る、時なけれど、おほやけわたくしいそがし 

きまぎれにtおぼすま、にもとぶらa給はざ6け^S。やょひつsたちのほど"乙の比やとあ 
ぼしやる(C人知れずあはれにて御使あ6。士ぺ歸6參办て「十六日(Cなむ女(•(:てたaらか{C 

ものし給ふ」と^げ111-]ゆ。珍しきSまにてSへあなる1おぼすにお7>か^らず。などて京に 

迎へて.か、る取を名せさせざ◊けひと口腊しうおぼ3る。すくぇうにみ乙三人、みかど、き 
jき必ず並びて生れ給べし、中のおと6は-±政大臣にて位を極1;べしと考へ申した$し0中 

の黍と办ば，bに女は出でき給ふべしとあ6し事、さしてか-55:ふなめ大方かみなき位にの 

波$:111:を^つ-Arち給ふべき事、3ばかう賢かりしあま^の相人.^もの間ぇ集め/2るは、年 

比は世••©心づらはし3R皆おぼし消ちつ^を、當代のかく位5Cかなs输ひぬる事を思ひの 
ごと嫱しと^ほす。启>らはもてはな、れ給へ,^すぢは更苁あるまじき乙と、おぼす。あ^7^の 

みて達.0なかRす^>れて^う^きものにおぼし-^^しかど’たべ人に^ぼし^きてける御 

心を思ふにすくせ^ほか；CSけ^NO--5ちのかXておはしますをあらはに人の知^乙とならね 

ぞ、相;Aのぶ空し.かふずと心のrちに^しけ今行く末のあら.tしごとを>ぼすに、住吉0 
_*0iるべ、まこと(Cかの人も世になべて:^*らぬ宿世に•てaがa.がしき親TP.及びなき心を 

1 
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つかふにやあ6けむ。さるにてはかし乙きすぢにネなるべき人のあやしき世界に生れ^ら 
むはいとほしう忝なく名あるべきかな。乙の程すrして迎へて¥ aぼして、ひんがしの院 

急ぎ造らすべき:J:し催し仰せ給ふ。3名所にはかばかしき人もあうが*からむをあぼして、 
故院に恃aし官旨のむすめ、^內卿の宰相にてなくなうtLし人の子な6しを、母などもうせ 

てかすかなる世に經けるがはかなきさまにて子產みた6と聞しめし〇け/2るを、知る^よ 
6あうて辦のついで{Lまねび問ぇける人召Lてさるべきさまicのたまひ契る。、Kた若くて 

何心もなき人にて明^れ人茗れぬあばらやに眺ITる心ぼを§なれば深うも思ひ/2どらず、 

，しの御あたりのこと^:*ひとへ^めでたう思aきこ免て參るべき2し申させ/2う.0sとあは 
れにかつはAぼしていだし^て給ふ。物のついでにsみじう忍びまぎれてあはしtいたり。 

さは聞免-^:がらsかにせ爻し.と思ひ亂-nけ•るを，s-vかたじけな台4Cよろづ思ひ慰めて 
「た<のたまはせ1Tま、に」と仰ゆ。よろしき日なうければ急がし立て給aて「あやしう思ひ 

や6なきやうなれど、思ふ^ま乙となる事にてなむ义自らも覺ぇぬ住ひにむすぼ^れ穴りし 
ためしを思ひよをへて暫しは念じ給へ」など事の有樣委しう語らa給ふ。上の宮仕時々せし 

かば觅給ふ折名ありしをS.たう袞へRけ$.°家のさまもsひ志らずあれ惑aてSすがに大 
なる所の木立などうとま.しげにsかですrしつらITと見ゆ。人ざま若やかにをかしけnば 

御*じ放たれず。とかく戯ぶれのたまaて「取◊かへしつべき心地乙そすれ。sかに」とのた 
まふにつ.けて.も、げ.に同じ'うは御#近べも仕うまつうなればうき身も慰みな^しと見奉る0 

0§ .S S 

■ ••••• *1 - \ • **.•••■** «•. 0 



M潘場t屬并^^—叶tさ 1 

i 夭八 

「かdVしよらへだてぬ中とならはねど別は惜しきものにぞあ办ける。慕ひやせtし」との 

またへば、うはぢらひて、 . • '"バ 
「うち3 Q別V摄しひかごとにか泛Sやはせぬ」。羿て問fをぃたし 

と办r《す。311:にてど京のほどは行き離れける。Sと親しき人さしそへて、ゆめもらすまじく 

1がと^給LAてつかよす。御はかし、Sるべき^のなど、所せきまて^ぼしやらぬ.<•まなし 
めのとitももぅがたうctやかなる御いたはうの程淺.からず。入道思ひかしづ$思ふら 

む有ぷmaやるもほ、^^れ給ふ乙と多く、又あはれ1C心苦しくも叩Z:のZ.との栖V七i力 

、るも淺からぬ(C乙そは。御文にも「お/>か(Lネてなし給ふまじ」と返すがへすいましめ給 
へ *CNO • • .. . • • ^ _ 

.「いつしかも釉うちかけむをとめ子が做をへてなでむ耑のおいさき」。_の國までは船に 
て11欠-CSあな^は馬にて急ぎつきぬ。入道待ちとta-びかし乙爻6間ゆる事かぎ6なし。 

をなたに向きて拜みliaぇてあ6がたき御心ばへを思ふicいよいよい^はしう恐しきまで扭 
ふ0ちごのいとゆVしきま'てうつくしう^はする率*Cひなし。げに力し乙き銜-Lに力しつ 

き圯ぇひと^ぼしたるはうべな^^けりと見奉る{Cあやしき道に出てゴちて势のV七^しつ-6 

欠も3めにけう。いとう0くしうらう^べあぼぇてあ0かひ肌ゆ。21%ちの君も月比物をの 

Mn心ひ沈みてSとくよわれる心地に生きたらむともおぼtざりつるを、乙の御心おきての 

少し：：FS慰めらる、にどかしらもたげて御使にもになきさ^の志をつくず。とく參りな 



むと急ぎ苦しがれば思ふ事ども少し聞え續け• 
ハ「ひとヶしてなづるは軸の程なきにあほふばか-C\のかげをしぞまつ」と聞え^6。あやし 

含贫で御心にか、6ゆかしうあぼ3る。女君には殊にあらはしてをさを5聞え給はぬを聞 
き合せ給ふ事も乙ム、とおぼして、「3'*乙そあなれ。あやしうねぢけたるわざなぅや。さも^は 

.せなむと思ふあたぅにば心もとなくて思aの外に口惜しくなひ。女にてさへあなればいと 
そ冬のじけれ。尋ね知らで毛あ6ぬべきrJとなれど"さはt思CAすつまじきわざなりけ 

办〇よびにやかて見せ奉らむ。僧み給ふなよ」と聞え給へばおもてうち赤みて「あやしう常 
にかやうなるすぢのたまaつくる心の程乙を我ながらうとましけれ。ものにくみはい〇習 

ふべ含にか」と怨じ給へ；ば、いとよくうち焱みて、「をよ"誰がならばしにかあらひ。思はずに 
ぞ見え給ふや。人の心よ^•ほかなる思aやりごとして物怨じなどし給ふよ。思へば悲し」と 

てはてはては淚rみ給ふ。年比飽かず戀しと思aliBえ給aし御心の中ども折A、の御文の通 
Wなどおぼし出づるにはよろづの事•す3びに乙をあれと、思aけ/2れ給ふ。「乙の人をかう 

令で思ひや6てととふは猶思aやうの侍るぞUまださに間えばま^ひが心得給ふべければ」 
とのたまふ。「5して人がらのをかしかりしも所からにや、珍しうおぼえきかし」など語り聞 

支給ふ。あはれな$し夕の煙、，s aし乙となど^ほならねど、その夜のが^ちほの見し琴の. 
音のなまめきたりしもすベて心とまれるさまicのたまa出づるにも、われは又なくこを悲 

しと思；s歎きしか、す5びicても心を別け給aけ1;よと"たヒならず思ひ績けられてわれは 
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1jわれと.うち^•むきながめて、「あはれな合し世のあ办sまかな」とaと办ごとのやうにうぢ 

な.げきて 

| •、「思.ふどち靡くかたにはあらずともわれぞけぶ合にさきだちな^し」。1"何とかや乙、/>- 

-I •、：： •誰にょ$世をうみ山{c行きめrぅ絕えぬ涙icうきしづむ身ぞ。いVやいかVか見え奉 
|ちむ。命z.:•をかなa雛がベ.s物なめれ。はかなき乙とにて人に心おかれじと思ふも、唯aと 

一：つ故どや」とて、箏の御琴引き寄せてかぎ合せすさび給aて、を、のかし聞え給べど"かのす 

i:ぐれ^ヶけむ名ねた^.にや、手名觸れ/2まはず、sとおほどかに美しうysをやぎ給へるもの 

一から、さすがにしうねき所つきて物怨じし为まへるがなかなかあいぎやうづきて腹だちな 

rし翰ふををかしう見所あヶ•とあぼす...0五月五日にぞいかには當るレむと人知れず數へ給ひ 

一:て、：ゆかあはれにおぼしやる。何事もいかにかaあるさまにもてなし嬉しから文し、口： 

1，惜しのわざや、：さる所にしも心苦しきさまにて出で來たるょとおぼす。男君ならましかばか 
j. 4rvb-7?御6icかけ給ふまじきを、•かたじけなういとほしう我が御宿世も乙の御事icつけて 

一?:が^ほなゲけると尨ぼさ.る、。•御使出し立てらるT必ずをのH-違へず罷うつけ」とのたt 
Iへ、ば、五日にV?きつきぬ。おぼしやる乙ともあかが^5めでたき3.まにてまめtめしき御と 

I』vl'う，み松〕や時eとも.なさかげic居で何0-あやめもSかにわくらむ。心のあくがる、^で 
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なむ。猶かぐては得過rすまじきを思.CA立ち給ひね。さ-^とも後め^きことはよも」と書い 
一給^4。入遨例の喜びなきして居た$っか、る-.?:;^は生けるかひ兑作6出でたる乙とわ6な 

:” 6と見ゆ•••°乙-Vに？pよろづ所せきまで思CA設けた办けれぼ、乙の御使なくば閤の夜Rてこそ 
一驻れねベか$けれ。めのとも乙の女君のあはれに思ふやう？る^.かたらa人にて世のなぐ 

)sめにしけをSを3劣らぬ人もるゐにふれてむかへ取$てあらすれど、乙よ^く袞ベ六 
1る宮仕人などのい[iほのな^尋ぬるが落ちとまれるなど乙をあれ。乙れUZ1よなうこめき 

思CAあがれ4。冏き所ある世の物語などして、あとゞの君の御有樣世Rかしづかれ給へる御 
^*、ぼぇの程も女心地{C任せて限なく語ぅ盡せば、げにかくおぼ-Lいづばかぅの名殘とくめ 

たる身もいとたけくやうやう思aなりけ令。御文諸共に見て心のうちに、あはれかうZLそ思 
の：外にめでたき宿世はあぅけれ、/うきものは我が身ICZをらけれと思aoVけ、れど、 

irめ.0とのr>はいかに」など乙まやかにとぶらはせ給へるも.か/2-1:けなく何事も慰めけ$。 
御返*1.には、… へ 

ip**.「かずなら仪みしまがくれに嗚く犮づをけふもいかにと訪ふ人どなき。よ 
u^,ひすぼVる>あう§爻をか'ぐたまSかの御なぐ3めにかけ侍る。.命のほどもはかなくな 

If。げに後やすく思a給へEくわざもがな」とtめやかに聞えた分。5ちかへし見給ao、 
Mあはれと長やかtcaと办ごち給ふを、女君し-^めに見お乙せて、「浦i合をち(C乙r船の」と 

一忍びやかにひ土ダごちながめ給ふを"「諏Rかくまでとななしたま-ふ,']:。乙はy2cかばか6 

海*物85ハ铧锶..：. SI 
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のあはれぞや。所のさまなど3ち思aやる時々きしか^の乙と忘れ雛きaとらrとを、よう 
•rjを間きすぐい給はね」など恨み聞え給aて、うはつゞみばか6を見せ奉らぞ給ふ。手など 

の》とゆ焱づきてや/irと在き入苦しげなるを"か、ればなめ$と5:ほす。かく乙の御心と 

j給ふ程に花散mをかれはて給CAぬる乙そsとほしけれ。おほやけごとVも急げく所せき 
御身に、おぼし憚.るにをへても、珍しく御目驚く乙とのなき程思ひしづめ給ふなうけか。五 

月雨の0れづれなる乙ろ、おほやけわたくし物老づかなるにおぼし起して渡6給へう。よ 
^次がらも明茲につけてよろ、、つにおぼしや$とぶらa給ふを/2のみにてすrい給ふ所なれ 

は、今めかしう心にくきさまにをばみ恨み聞え給ふべきならねば心やすげな.CX。年.J:bにいよ 

いよ荒れますごげにておはす。女御の君R御物語聞え結；3て西の妻戶K夜ふかして立 
ち寄$給べ-^。月おぼ/)にさし入办ていとヒ克んな:5御ふるま.ひ盡きもせず見£給ふ。いと 

•Vつ、ましけれTはし近う眺め給うける-S爻ながらのどやかR.1:物し給ふけはひいとめや 

す*l>:o水鷄のいと近う鳴含穴るを、:パ：：..， • 

Tくaなだに驚かSずは$かRして荒れ^るやどic月をいれまし」。いとなつかしう言a 

'^ち給.へ5-e七ヶど^\ic捨て^/2き世かな、か、る乙をなかなか身も苦Lけれと^ぼす。 
ふ：「.おしなべて^、くく；3な1C驚かばうはの空なるつきtp乙そ$れ。後め^う，とは猶乙と 

•{'tliBえ給べど、あだあだしきすぢなど疑はしき御心ばへkはあらず。年比まち過ぐし聞え給 

ベる^更にあろかにはあぼえざ6け々。空なながめ铪ひをと*のめ聞え給；5しをうのこと 



••;售 

>"' 

弋ものたまひ出\」、、「など1:/2ぐひあらじと$みじう物を思ひ沈みけむ。うきみからは同 

•じなげかしさに乙そJとの給へるもおいらかにらうたげなう。例のいづ乙の御言の葉icかあ 

一らむ、盡きせず?:'語らひ慰め聞ぇ給ふ。かやうの序にもかの五節をおぼし忘れず、又見てし 
二がなと心にかけ給へれど、sとかたき事にて-tまぎれ給はず。女は物思a絕免ぬを親はょ/> 

づに思aハふこともあnど、世に經む乙とを思a絕ぅ。心やすき殿づくりしてはかやう 
の人つどへても®*ふさまにかしづき給ふべき人もsでものし給はCさるAの後見{Cもとお 

ぼす。かの院のつく 6ざまなかなか見所多く今めい^$。ょしあるず6やうなどを免6てあ 
てあてに崔し給ふ。ないしのがんの君を猶ぇ思ひ放ち聞ぇ給はず。乙6ずまに立ちかへる御 

ら^へも^^ど^女文うきに乙办給ひて昔のやうにもあひ老らへ聞ぇ給はず〇な力な力^せ 
う§うざうしう世の中をおぼSる。院はのどやかにおぼしな$て、時々につけてをかしき润 

遊など好ましげにおはします。女御更衣皆例のごと侍ひ給へど、春宮の御母女御のみぞと6 
"立てV時めき給ふ乙と名なく、か/iの君の御尨ぼぇにおしけy2れ給ペヶしをIかくaきたが 

:へめでたき御さいはaにて離れ出で、宮にをひ奉$給へるoz.の^とくの御とのゐどこ/) 

は昔のしげいさなも梨壺に春宮はあはしませば、ちかどな$の御心よせに何事をも-P41え通 
一一；3て宮をもうしろみ奉ふ。入道きさいの宫御位を又改め給ふべきならねば太上天皇に 

なずらへてみふ賜ば夕、£)んじともな办て、3まZ1と(?:い〇くしう、御衍ひくどくの乙とを 
常の御いとなみRて^ばします-0年比18:にはゾかりていでいうもかたべ見奉う給はぬをい 
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ぶせぐおぼしけるに#ぼす冷まR參々まかで給ふもいとめでたければ、大后は5きものよ 
世なAけ$とおぼしなげく。おと,,は事に觸れていと耻かしげに仕うまク$心よせき乙え 

給ふも、なかなかいとほしげなるを、入も安からずき乙えけう〇吳部卿のみ乙年比の卸6ば 
'へのつらくあもはずにて唯世の聞免をのみあぼし憚う給aし事を、あと<はうきものこ 

>ほしおきて、昔のやうに7Pむつび聞え給はず。なべての世には普くめで^き-^心なれど、 
乙の御あたなはなかなかなさ.け^きふしもうちまぜ給ふを、入逍の宮はいとほしうほいな 

き事H見舉“給ふ0世の中の事唯なかばを別けてあほきあとゞ乙の^とぐの御戈、な々〇權 
中納言の御むすめその年の八月ic^Qらせ給ふ〇忘ほぢおとぐゐ为ちて儀式などいとあら 

まほし。兵部卿の宮の中の君もさや5に心ざしてかしづき鈴ふ名高きを、大臣はA-よi3t:s 

公給へとしもおぼSずな〇あ$ける。いかCし給はむとすらむ。Jその秋住吉に詣で給ふ0願 
•ど7P果し給ふべければいかめしき御あ办きitて世の中ゆすうて上達部殿上人も 

と仕う奉6給ふ• :〇折しもかの明石の人年ごとの例の事にて仕うまつるを•こぞ乙としSはる 
乙とあ.CNて怠$けるかしZ.まかと々重ねて思a立ちけ办。船にてまうで^办。岸に3し^ 

くるほど'>見ればのV;し^S.て詣で給ふ人のけはひなぎ5に滿ちていつくしきかんだからを 

もて續け左み。がく人とをり‘ら3うぞくをと、のへか六ちを選び穴公。「たがまうで給へる 
を」土問ふめれば「內大臣どの、御願はたしにまうで給ふを知らぬ人もあ6けう」とてよか 

なき程のげすたk心地よげRうち笑ふ。げ{(:あSましう月日もZ:そあれ、なかなか乙のぎ 
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を遙に見奉るR-身の程口惜じう.あぼ^。5すがにかけ離れ奉らぬ宿世ながら、かくくちt 

じきき(1のをのだ(C物思CAなげにて壮うまつ5,b色ふし(t思ayaるに、何• 0罪深き身icて 

V、をかけてお；ほ〇かな5*思CA.聞えつ、が、6ける御CA''ゃきをも知らて立ち出でつ 
思ひ績く.^に、Sと悲しうてA知れずじほ^れげち松原の深綠なる中に花紅葉を乙きmら 

したるど見ゆをヲ•へのぎねの濃ぎ薄^.數知らず、六位の中にも藏人は靑色しるく見ぇて、力 
•'の贺茂の瑞垣怨みじ右近の-表もゆげひにな^-<tとごとしげなる隨身rしたる藏人な 

ヶー良淸も同じずげにて人ょゲ乙とに物思CAなぎ氣色にておどろおどろし^：あかぎぬすが 

た^ど淸げ55::办。すべて見し人々aきかへ花やかに何事思ふらむと見先てうちちうたるに" 

若やかなる上達部殿上人のわれもわれもと思a挑み馬鞍などまでかざりをとVのへみがき 
給へ石は、みじきも、のに田舍人も思八も御寧を遙に見やればなかなか心やましくて乙a 

レき御かげをもt'見奉らず々河原のあとゞの御れいをtねび1:わら-li隨身をたまはり給ひ 
ける。〆とをかしげにSうぞぎみづらゆaて紫すをごのもとゆaなまめかしうたけすがた 

と、の：；5.う0:<--しげ^て十、人さ^:-ごとに今めかしう見ゆ。大殿腹の若君限なくかし、つきた 
yl-v馬?:'aりらはのほど皆作-あはせ.，て^5:かへ、てSう^きわけ^み。雲井^にめて^く 

Eゆるにつけても若君の數なら¢3まicて物し給ふをいみじと思ふ。いよいよみやし/)の 

か穴を拜み聞ゆ。國の守參5て御ま5;け例*0大Pなどの參う給ふようは殊に-itfになく仕う 
まっれぅけむかし^ぃ：とはし^なければ立ちまじ力數ならぬ身の聊の乙とせむに神本見入 
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れかずまへ給ふべき(cもあらず。歸らむにもなか?：らな6。けふは難波に船sしとめてはら 
へをだにせむとて漕ぎ渡$ぬ。君は夢にも知6給はず、夜一夜いろいろの事をせさせ給ふ。 

誠に神の喜び給ふべき事を患つくして、きしか^の御rわんにもうちをへあ.cvがたきまで 
!遊びの、し6あかし給ふ。惟光やうの人は心のうちic神の御德を哀icめでたしと思ふ。あか 

•”ら§まに立ち出で給へるに侍aて聞ぇ出で^-CN。 
rすみよしのまつ乙そ％のは悲しけれ神代のことをかけて思へば」。げにとお•ほし出で、 

•「萊かりし浪のまよa(c住吉の神をばかけてわすれやはする。しるしあヶ」などのたま 
ふもsとめでたし。かの明石の船、乙の！|3代おSれて過ぎぬる事も聞ゆれば知らざ$けるよ 

と哀れにおぼす。神の御患るベおぼし出づるも愚ならねば聊なる御消そ乙をだに•して心慰 
めばや、^かなかに思ふらむかしとおぼす0みやし！<^2ち給ひてと乙/>どて乃に逍遙をつく 

し給ふ。難波の御はらへなど殊1Cな、瀨('Cよをほしテ仕うまつる。堀江の，Qy26を御^じ 
て「今は^同じ雛波なるjと御心に7Pあらで5ちずじ給へるを、御車のもと近き惟光うけ^ 

:まは$やしつらむ、3る召しtpやとれいにならaて懷に設けたるつか短き絍など御^と^. 
「むる所に.1:奉れみ。をかしとおぼして穴、5がみに. 

..「みをつくし戀ふる皂るしに乙、までもめ：^ゲ逢ひけるぇ((:はふかしな」とて賜へれば、 
一かしミ0心患れるしもびとしてや.6•け.^。駒なベてうち過ぎ給ふ(C:も心のみ動くに、露ばか. 

i 6なれどいとあはれにかたじけなぐおぼぇてうちなきぬ’ 



今 

「數ならでi波の乙ともかCAなきになどみをoくし思ひそめけむ」。^みの、岛にみそぎ 

仕ぅまつる御はらべのものに〇けて奉る。日荔がたにな6ゆく。夕沙滿ち來て入江の^づも 
をしまぬほどのあはれなるを办からなればにや、人めもク、まずあひ見まほしくさへお 

「つゆけさのITかしに似/2る旅衣たみの、島のなにはかくれず」。逾のま\にかaある逍 
遙遊びの、患6給/ど御心にはなほか、6てあぼしやる。あをびどVの集a參れるも上達 

部と聞ゆれ^若やかに事好ましげ71るは皆目と < め給ふべかめされどい < やをかしき 
事も物0あはれも人がら乙をあべけれ。なのめなる事をだR少しあはきか/aによりぬるは 

\oとくむる/2よ办もなきものをとあぼすに、お0-が心をや夕てよしめきあへるも疎ましぅ 

おぼしけ6。かの人ば過ぐし聞免て又の日どよ/)しか6ければみてぐら2rsる。ほど(Cつけ* 

る頭どもなどかつがつは^しける。又なかなか物思CAそは6てあけくれくちをしき身を思 
ひ次く 0今や京に公はしつくらむと思ふ日數も經ず御使あぅ。Z:のごるの程に迎へむ乙とを 

?:'の^まへる。いと/2の？PしげRかずまへのた^ふめれど、いざや又島酒ぎ闻れ中ぞらに心 

細き乙とやあらむと思aわづらふ。入道も-3て出し放^むはいと後め^う、§うとてかくう 
/、つtpれて過rslrを思はITもなかなかきしかたの年比ようも心'つくしなう。よろつにつ、 

まし5思；s立ち雛き乙とを聞ゆ。』ま乙とやかの齋宮もがは6給CAにしかばみやす所のぼ6 
給0てのちかはらぬさ1.に何事もとぶらひ阳ぇ給ふ乙とはぁ6がたきまてなさけ盡し給へ 
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ど、昔だに〇れなか6し御心ばへのなかなかならひ名殘は見じと思；S放ち給へれば、渡.CS給 
ひなどする事は殊になし。あ5:がち{Cうごかし聞ぇ給CAても我が心ながら知ム雛くとかく 

かVづらはむ御あ6ぎなど毛所せう•.おぼしな^Nii:^れば强ひ为るさまにもおはせず〇齋宮 

をぞいかにねびな6給aぬらむとゆかしう思CAき乙免給ふ。なほかの六條のふるみやをい 

とよくすりしつく^ひ^6ければみやびかにて住み給うけ60よしづき給へること^$が 
六くてよき女房など多くすいたる人のつど；3所にて物寂しきやうなれど、心やれるさまに 

て經給ふ程に、戡にあもく煩ひ給ひて物のいと心細くおぼされければ、罪深卜と乙ろに年經 
つるもいみじうおぼして尼にな6給aぬ。おとC聞き給aて、かけが^しきすぢにはあらね 

"ど猶さるかたの物をも聞ぇ合せ人に思；5聞ぇつる^、かくおぼしなヶにけるがくちをしう 
各ぼぇ給へぼ、糠きながら渡ヶ給へ6,°飽かずあはれなる御とぶ^\ひ聞ぇ給ふ。近き御枕上 

(Cあましよぞひて脇息にあしか、办て御返.cnなど聞ぇ給ふ。い/2うよわう給へるけはaな 

れば絕ぇぬ心ざしの程ぱ乞見ぇ奉らでやとぐV惜しうていみじう泣い給ふ。かくまであ^ 
，しとくめたゲけ5-を女^••よろづにあばれにおぼえ.て齋宮の御事をぞ聞ぇ給ふ。「心細くてと 

まゲ給は〇を必す事R觸れてかすまへ聞£給へ。ま/2みゆ、つる人もなく/2ぐaなき御有機 
((:なひ。かaなき身^:;•がら％今暫し世の中を思aのどITる程はとざ爻かうざまに物をあぼ 

し知るまで見舉らむと己そ思び給へつれ」とて名消ぇ入6つ、泣き給ふ。「か、る御事なく 
てだに思；3放^>••119ぇさ:f.べきに各あらぬを、まして心の：及ばむに從；5ては何事もうし/>み 
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聞えむと*む思ひ給ふる。更に後めたくな思a間え給aを」な^開え給へ.ば、r sと雛き-v誠 
{Cうち賴むべき親など1Cてみゆづる人だに女おや{C離れぬるはv>とあはれなる乙とに乙そ 

#.るめれ。免して思ほし人めか3むに0げてもあぢ¥なきがたやうち爻じ67\.1(:心も磴か 
n給はむ。うだ1;ある思aや^srとをれどかけてSやうの世づsたるすぢにお•ほしよるな。 

うき身をつみ侍るにも女ば思のほかにて物思3をそふるものになむ侍$ければいかで3る 
かたをもてはなれて見奉らITと思；s給ふる」など聞免給へば、あsなくものたまふかなと公 

ぼせど、r年比よろづ思ひ給へ患卜に^るものを、昔のすき心の名残あり顔にのたまひなす 

もほsなくなIT。よし らJとてとは暗うなヶ內は大となぶらほのかに物よ6通$ 
て見ゆるを、もしもやとおぼえてや$:ら御儿帳のほ乙ろびよ6見給べば、心もとなき程の火 

影に、御rしいとをかしげに花やかにをぎて寄办居給へる、繪に被き/2らむさましていみじ 
うあはれなダ。ちやうの取おもてにム、ひ臥し給べる2:^ならむかし。御儿帳の^どけなく引 

きやられ^るよヶ御目とVめて見通し給へれば-9らづ焱〇ざてSと物悲しとおぼいたるS 

まな6。は〇かなれ--^:いと美しげならむと見ゆ。御ぐしのか、らたる程かしら〇きけはaあ 

てにけだかきものから；3ぢVかicあs'f-やうづき給へるけはa^るく見え給へば、心もと 
なくゆかしき(-CもSばかうのたまふものをとおぼしかへす。「いと苦しさま§ら侍る。か^ 

じけなきを、はや渡らせ給aね」とてAicかきふせられ給ふ。「近く參る志るしによ/>し 
うおぼSれば嫱しかるべきを，心苦しきわざかな。sかにあぼさる、ぞ」とて覗き給ふけし 
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き:^れは、「Sと恐しげに侍るや。みだう心地のsとかく限なる折しも渡らせ給へるはま乙 
とに淺からずな0。思ひ侍るさを少し7^聞えさせつれば5うともと/2のもしくなむ」など 

問えさせ給ふ。「か、る御ゆ，Qごんの〇らにおぼしけるもいとVあはれ4Cなむ。故院のみ乙 
逄あ兮たものし输へど親しく1;0び^ぼす劣をroを3なきを、うへの同じみ^Jilのうちこ 

かずまへ即え給aしかば5乙そは刺み問爻侍らめ。少し^と攻しき程Kなる齢ながら 
あつかふ人もなければSうざうしきを」など聞えて歸6給CAぬ。御とぶらひ今少し/2ち^S 

6て^ば泛ばIHJえ給ふ。七八日あうてうせ給aic:けう。^:へなうおぼさる、に世もいとはか 
なくて物心ぼをう思されてうVへも參$給はず。とかくの御事などあさて3せ給ふ又^の 

もしき人もMとR^はせざ$け.CN。ふるき齋宮のみやづかSなど牡うまつ6111れ为るぞ{M 

R事ど咚定めける。御みづからも渡$給へ.宫に御せうを之聞t*給ふ。「何事もおぼえ侍ら 

一でなむ」と女別當して聞え給へ6。「聞tsせのたま；3置きしhjども侍うしを"今は隔なきさ 

まにおぼSれば嬉しくなむ」と聞え給aて1人々めし出てぐあるべき事ども仰せ給ふ。いと 

たのもしげ(C年比の御心ばへと6かへしつべう見ゆ。いといかめしう殿の人々數もな5*仕 

うまつらせ給べ6。あはれにうちながめ0、御5うじにてみすおろし込めて行はせ給ふ0宮 
には常にとぶらひ聞え給ふ。やうやう御心患づまり給CAてはみづからも御返办など聞え給 

ふ。つ、ましうS:ほしたれど御めのとなどかたじけなしとを、のかし聞ゆるな公け.CN。雲み 

eれかき亂れ荒る、日にいかに宵の御ありさまかすかに眺め給ふらひと思aや6問え給a 



，，て/^.韓， 
酿滅:縱切••，，’_ 

•M:*.: ご 

1 

s;:.: :- . 
_ン^;:. 

へ：':」： 
•••*•• 

写？• 

て、御使舉れ給べ6C「ロハ今の空をいか{r御覽ずらひ。 

へ，降6みだれaまなき空icなき人のあまがけるらむ宿eかなしきJ。空色の紙のくもらは 

1>;きに寄s給べ60わかき人の御目にとVまるばかうと心してつくろa給へる、いと目もあ 

やな^宫はいとfia1にく、患給べど乙れかれ人づてにてび/1なき乙と、寶め間ゆれば、に 

びsろの紙のいとかうばしうえんなるに墨つぎなどまぎらはして、 
「消tがてにふるぞ悲しきかきくらし我が身をれともあもほえぬよに」。つ、ましげなる 

誉さざまにて、いと為ほどかに御手すrれてぼあらねどらうたけにあてはかなる筋に見ゆ。 

くだり铪ひし程よシなほあかずおぼした6しを、今は心にかけてともかくも聞えよ办ぬベ 
き^かしどなぼすには例のaきがべしいどほしく乙を。故みやす所のいと後めたげR心お 

き洽aし^、乙とわななれど世の中の人もさやうに思aようぬべき事なるを、aきたがへ心 
淸ぐてfeoかび間えひ、うへの今少し物おぼし知る齡にならせ給CAなばうちずみせSせ奉 

办てさうVoうしき(Cかしづきrさに乙をとあぼしS:る。sとまめやかにねんご/)に聞え給 

aてさるべき折 <、は波$などし給ふ。「かたじけなくとも昔の御名殘におぼし/4:ずらへてけ 
どほがらずもてなさせ給は<なひ本意なる心地すべき」など聞ぇ給へどゎ6なく物はぢを 

し給ふ。，おくま6/2る人ざt.にてほのかにも御聲など聞かせ奉らむはいと世になくめづら 
かなる(1と、あぼし/2れば、人々も聞えわづらaてか、る御心ざまを憂び聞え^へみ。女別 

當內侍などいふ人々、あるは離れ舉らぬわか/1どほ$などに1:心ばせある人々多かるべし。 
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一おぼLの^まはせけ-^ 0おとCIH1各給a.て院上yみけしきあらむをひきたがへょ乙どり給 
，はむをか^じけなき事とおぼすR、.人の御有檨のいとらうたげに見放たひはまた口惜しう 

，•て入道の宫にぞ聞え給CAける。「がうかうの乙とをなむ思う給へわづらふに母みやす所いと 
あ7^お’もし 深き^まic物し侍^Vしを、あ^きなきすき心にまかせてさるまじき名をも 

:流しうきものに思algかれ侍-^1Cしをなむ世にいとほしう思aふる。乙の世にてをの恨 
.-.の^とけずii*ぎ侍-^にしを、今はとな^てのきは{C乙の齋宮の銜事をな1;物せられし力ば 

一さも間き殺き心にも殘す爻じうZLをは5すがに風置き給aけめと思a給ふるicも忍びがた 
「う：、.大方の世に〇けて^に心苦し<0乙とは見開き過ぐ5れぬわざに侍るをいかでなき办け 

一にてもかのうらみ忘るばか}と思a給ふるを'內にもSNJをおとなびさせ給CAたれどいと 
一きなき御齡に，おばしますを少し物の心知れる人は侍はれてもょくやと思a給ふるを御定に 

:なむ」と間え給へば、「いとょうおぼしょ6けるを院にもあぼ5む乙とはげにか/2じけなう 
一• Sとほしかるべけれど"かの御ゆゐごんをか乙ちて知らず顔に參らせ奉り給へかし。今は/2 

(さやうの事わ‘ざども，お.ぼし士ゞめず御行ひがち1Cなな給CAtかう間え給ふを深うしも公ぼ 
一し咎めじと思CA給ふる」、らば御氣色あ$てかずまへさせ給はC催しばか々の乙とをそ 

ふ^kなし恃らむ。とざまかうざまに思CA給へ殘す事なきにかくまてSばか6の心がまへ 
フもまねび侍るR世の人やいか1Cとこそ憚6侍れ」など聞え給aて、後Rはげ(C知らぬやう(C 

一：广て；乙、'に波し窣Aてむとあぼす。女君にも「患かなむ思ふ。語らCA聞えてすぐい給はむにい 
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とよき程なるあはaならむ」と間ぇ知らせ給へば、嬉しき事におぼして御わた$のとを急ぎ 

給ふ。入道の宮には兵部卿の宮の姬君をいつしかとかしづき3わぎ給ふめるをおとくのa 

まある中にてSか、てなし給はむと心苦しく公ぼす。權中納言の御ITすめは弘徽殿の女 

御と聞ゆ。おほい殿の御子(C1:いとよをほしうもてか.Lづき給ふ。上もよき御遊びが/2きに 

おぼい^$。宮の中の君も同じ程におはすれば、うたてひ：な遊の心ちすべきを、>となし 
き御うし/)みはsと^しかるべき事とおぼし0/2まCAてSる御氣色聞ぇ給aつ、、^と^* 

のよろづにおぼし至らぬ乙となくおほやけが^の御うしろみは更にもいはず听茲につけて 

乙凌かな^御心ばへのいとあはれに見ぇた爻ふを、/2のもしきものに思ひ聞ぇ給ひ*1:、いと 

あ〇しくのみおはしませば參りな;a:し給；sて克心やすく侍a給ふ乙ともか/2きを、少しお 

と^び-cそCA'Sぶらはむ御うし/>みはかならずあるべき乙とな$け6。 
• • • • • I ， • r • -♦•• *\• • • 

.•” •一•■!::.•.%•-**•.... • ' • - • • . * , . *•• • . • 
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もしほ/2nつ > 侘び給ひし喷ほa都にもさ兹ざ戋おぼし歎く人多が6しを、さても我が身 

•の^所あるば一方の思乙を苦しげな6しか:〇二條の上なども0.どゃかにて旅の御すみか 
をも^ぼつかなからずiiHえma給CAつ、位を去6給へるか6の御よそCAをも竹の子のill:の 

うぎふしを時々につけてあつかa聞え給ふに慰め給aけIf。なかなかその數とも人にも知 



ら11/す立ち別れ給aし程の御有樣を珞ょをの事に思ひや6給ふ人々の泛六の心碎き給ふた 
•ぐCA多か常陸e>宵の君は父み乙のうせ給atcし名殘に又思aあつかふ人もなき御身に 

て$みじう心ぼをげなりしを"思aかけぬ御事の出で來てとぶらひ聞ぇ給ふ事絕ぇざりし 
を，sかめしき御勢ic乙そこと(Cもあらずはかなき程の御情ばか$と思した6しかど、まち 

.うけ給ふ御快のせばき{Cは大空の星の光を盟の水に寫し^る心地してすぐし給aし程R 

か、る.itの騷ぎ出で來てなべてのlit憂 おぼし亂れしまぎれに、わざと深からぬかたの志 
はうち忘れ/aるやうにて遠くおはしましにし後、ふ-^はへてし•も免尋ね聞免給はず。その名 

殘に暫しはなくなく名すぐし給CAしを、年月ふるま、に哀に淋しき御有檫な办。ふるき女ば 

らなどは「いでやいと口惜しき御宿世なうけ6。おぼぇず神佛の顔れ給へらひやうなみし御 
6fへに、か、るょすがも人はSでおはするものな合•けりとありが72う見奉りしを大方の 

世の事とはいaながら又賴むかたなき御有樣乙そかなしけれjとつぶやきなげく。さる方に• 
あ6つき/20しあな为の年:^/>はいふか；3なき淋し3にめなれてすぐし給ひしを、なかな 

か少し世づきて^らaにける年月にsと鄉へが/2く思ひ歎くべし。少しも3てありWべき 

人々はおのづから參うつきてあうしを皆つぎつぎに隨ひていき散Aぬ。女ばらのいのち班 
へぬもありて月日に隨；^てかみしもの人數少くなうゆく。もとよ6荒れ^6し宫の中いと 

k狐のずみかにな6て疎ましうけどほき乙だちにふく/>うの聲をあさゆふに耳ならしつ、 
人げにrJを、Sやラの物もせかれて影隱-bけれ。乙だまなどけしからぬものども所を得てや 

源氏物語蓬生 J3S 
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うやうかたむを頭し物侘しき•乙とのみ數知らぬにまれまれ獲$て恃ふ人は「猶いとわ6な 
し。乙の頃ず6やうどものおもしろき家づくり好むがZ.の宮の乙だちを心につけて放ち給 

はせてむやとほと0につき.1:あないし中さするを§やうitせさせ給CAていとかう物恐しか 
らぬ御住aに5:ほしう〇.ろはなIT、立ちとま6恃ふ人もsと雄/雛し」など聞ゆれど"「あな 

sみじや、人の開き思はむZ:ともあ4、生ける世(Cしか名殘なきわざはsかゞせむ。かく恐 

しげに荒れはてぬれど親の御影とまう72る心地するふるきすみかと思ふに慰みて乙そあ 
れJとうち泣きつV公ほしもかけず、御調度どTPと古代になれたるが昔や•うにてうるは 

しきをなまものく故知らむと思へる人、さるものえうじてわざとその人かの人にせさせ給 
へると尋ね⑽きてあないするも^のづからか、る貧しきあ^^>と思ひあなつ6て言ひくる 

を、例の女ばら「いか.V:はせU、をこをは世の常の事」とて取うまぎ•らばしOV目に近きけふ 

あすの見^しさをつくろはむとする時もある^いみじう諫め給aて「見よと思a給aて乙 
そし^かせ給ひけめ、などてか輕々しき人の家の飾6とはな^む。なき人の御ほい違はむが 

哀なる乙士しとのたまひてさるわざはせさせ給はず〇はかなき乙とにてもとぶらひ間ゆる人 
は^き御身な☆。唯御せうとのぜAじの君ばかうぞ稀にも京に出て給ふ時はさしnliき給へ 

ど、それも世になきふるめき人にて同じき法師とSふ中(Cもたづきな.く乙の世を離れ^る 
ひじうにものし給；Sて、しげき草よもぎをだにかきはらはむ毛のと名思aよ6給はず。かゞ 

る，1H、にあSぢは庭の面？^見えずしげ^^よも.ぎは軒を爭CAて生CAのぼるむぐらはRしひん 

1 
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がしのみかどをpflぢ籠めたる^賴もしけれど、崩れが:^なるめぐ々の垣を馬牛などの蹈み 
次らし^る路にて、寒11になればは.なちかふあげまきの心さへぞめざましきではづき野分荒 

か6し年廊ども>倒れ伏し患もの屋どものは.かな：きSたぶきなしな.どは骨のみ僅に殘6 
て立ちと.まるげすだになして煙絕ぇてあはれにいみじき事多かう。ぬすびとな•どSふひたぶ 

一る心ある名のも思a.やりの寂-bければRや、ZLの宮をばふょうのものにふAすぎて寄ら來 
ざ6ければかく Sみじきのらやぶなれども3すがR寢殿の內ばか6はあ6し御皂つら；3變 

らず、つやVか.にか^はき^どする人もなし。ちぢは積nどもまぎる、乙となきうるはしき 

御すま；3にてあかし^し給ふ。はかなき古歌物語な,<i:やうのすさびごとicてZ.をつれづれ 
を爷紛らはしいか、るすiHaをも思ひ慰むるわざなめれ。roやうの：事Rも心51く物し給ふ。 

心•ざと乙の^しからねどあのづから又急rz:となき程s同じ心なる文通はしなどもうちし 
てこを若き人は木莖につけても：心を慰め給.ふべけれど、親のもてかしづき給aし御心おき 

て0ま\に世の中をつくましきものに•あぼして稀(£ネ事通a給ふべき御あ^々をも更に馴 
れ給はず。ふるめき^るみづ•しあけて、からも办、はZ.やのとじ、かぐや姬の物語の給に猎き 

为るをぞ時今•の^さr令ものにし^まス〇古歌とtもをかしきやうにえ谷出で遛をもよみ 
びとをもあらはし心得•*る乙を見所もあjけれ。うるはしきかんやがみ、みちのくRがみ 

などのふくだめるにふる乙とぐもの目馴れ^るなどはSとす3まじげeるを、せめ1:なが 
め給ふ.折❖文aきaるげ給ふ。.今のよの人のすめる經うち観み行aなどいふ•乙とは：いと耻 

谅氏物語蓬生 S 
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游氏物語蓬生 一一一c八 

しく1給^て、見舉る人もなけれどず<など取う寄せ給はず、かやうにうるはしくぞ物し給 
aける。恃從などいひし御めのとrのみ乙を年ごろあくがれ出でぬものにてさぶらaつれ 

ど、通ひ參6し齋院うせ給aなどしていと堪へ難く心ぼをきに、乙0姬君の母北の方のはら 
からiii(c^ちicれてず領の北の方icな6給へるけ^CN。!/すめどもかしづきてよろしき 

わがうどCも、ひげに知らぬ所よ.csは親ども人まうで:Iaしをと思CAてときどきmふ。乙 

の姬君はかく人うとき御癖なれば睦しくもsa通a給はず、「おのれをばあとしめ給；s vお 
もてぶせにあぼしy2$しかば姬君の御有機の心^!しげ.なるも見とぶらa聞tず」などなま 

にくげなる詞ども言；3聞かせつ、時々間ぇけ6。もとよ6あAつき^る.^やうの^み^み 

の人は、なかなかよき人のまねに心5:つくろa思；3あがるも多かるを、や/Lごとなき筋なが 
らもかうまで/JJつべきすくせあ$ければ{Cや、心少じなほなifしき御をばに^あ.CNける0 

わがかくおとりのさまにてあなづらはしく思はれ^6しを、SかでかかVる世の末に乙の 
君を我がむすめどものつかひ人Rなしてしがな、心ばせなどのふるびたるかた乙そあれ、 

Sとうしるやすきうし/>みならむと思ひてT時々乙、に渡らせ給ひて御琴のねも承はらま 
ほしがる人なむ侍る」と1111ぇけ^N。乙の侍從も常R言64もよほせど、人にいどむ心にはあら 

で唯乙ち左き御物づ、みなれば、さもむつび給はぬをね/aしとなむ思aける。か、るほどに 
かの家^るじ大It:になうぬ。むすめどもあるべきさまに見置きて、くだらなむとす。乙の君を 

猶も誘は〇の心深くてT遙にかく罷りなむとするに心細き御あ-CNSまの常にし7Pとぶらa 
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問えねど近きたのみ侍6つる程乙をあれ、いとあはれに後めたくな1;」など乙とょがるを、 
更にうけひき命(iねば、「あなにく乙とごとしや、心一つにおぼしあがるともさるやぶはら 

に年經給ふ人を大將殿もやんごとなくしも思a間え給はじ」など^んじうけaけ6。さる程 

にげに世の中に許され給CAて都にかべ6給ふと、あめのし*の悦にて立ち騷ぐ。我もいかで 
人ょ^先に深き乙、ろざLを御贸ぜられむとのみ思aきほふ。をと乙女につけて^かきを 

もくだれるをも人の心ばへを見給ふに、あはれに&ほし知る事5^ざまなう。かtフにあわ 
しき程に更に思；5出で給ふ氣色見ネで月日經ぬ。今はかぎりなりけ、リ、年比あらぬさま 

なる御さまを悲しうsみじき事を思aながらもえ出づる春icあa給はなむと念じ渡6つれ 

ど、/2びしかはらなどまで悦び思ふなる御位あら/2ま6などするをょをにのみ聞くべきな 
$け6、悲しかりし折の5れはしさは^ゞ我が身一つの^めicなれるとおぼえしかaなき 

世かなと、心碎けてつらく悲しければ、人知れずねをのみ泣き給ふ。大试の北の方、さればょ 

まさにかくた•つきなく人わろき御あヶSまをかずまへ給ふ人はあ6なむや、ほとけひじ6 
も罪堅きを乙ぞSき1くし給ふなれ、か、る御有樣にて72けく世をあぼし、宮うへなどのあ 

ませし時のtvtcならW給へる御心あごみのいとほしきZ.と、いとVを乙がましげに思a 

て、「猶も思し立ちね。世のうき時は見えね山路を乙を尋ぬなれ。田舍友どはむづかしきもの 

とおぼしやるらめどaたぶるに人わろげにはへよももてなし聞えじ」などいと事.Iくいへば、 
dげにくしにガる女ばら「さもなびき給はなむ。^けき事もあるまじき御身をいかにおぼし 

谏氏物葫：迷生！ 一一10九 
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て.かV立てたる御心ならむ」ともどきりぶやく。侍從もがの大成.の：を；5だつ人語ら；Sつきて 
•切むべくもあらざ$ければ、「心よらほかに出で立ちて見奉6置か〇がいと心苦しきを」と 

てを\0かし聞ゆれど猶かくかけ離れて久しうな$給6iぬる人^賴みをかけ給ふ御心の內 
に、さゲともあかへ1:もおぼし出づるOSてあらじやは、あはれR心深念.t>ぎ6を患給ひし 

K、我が身のうぐてかく忘&れ/2るに乙•そあれ、風のつてicても我がかくい•みじきあ$さま 
をfillき〇け給ばぐ必ずとぶらCA出で給CA1;むと年比^ぼしければ、おほか^の輒家居もあ 

へがしよ-け1Cあさましけれど、我が心もては.かなき御調度どもなども取り失riせ給はず、心 
，づよく同じs.t<kv:念じすぐし給ふな办け令。ねなきがち^いとぐあぼし沈み^るは^< 

.山人の赤ぎ乙のみWとつをがほに放たぬと見え給ふ御そばめなどはおぼろけ0人の見奉-^ 
許tべきiLもあらずがし〕。•委しくは閗tじ、いとほしう物saさがなきやうな冬にな5 

行く嗦、{!:いとずかきつかむか穴なく悲しげにながめすごし給ふ。かの殿に.は故院の御た 
めにal.八講世.の中ゆ.t:ヶてし給ふ。殊に僧などはなべてのは召Sず、ざえすぐれお乙なひに 

姜み憊きかぎ5をえもせ給CAければ乙のぜんじの.君も參6給へ6け6。かへ$ざまに立ち 

寄合給ひ1[:、「矣：が皂か權大納言殿の御八講にまゐ办て侍6つ名な办。いとかし乙う生ける 
淨土，のがざ务に劣&ずsがめしう^もしろき事どものかぎ4をな〇泛給ひつる。怫菩龅の 

::.へ./Lc^:の身R乙をそのし給ふめれ、sつ、のにごう深き世になどて生れ給aけむ」とsa 

¥やがて出で給：ひぬヂ乙とずくなに世の.人に似ぬ御あはひにてかひなき世の物語をだにえ 
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聞ぇ合せ給ばず0:さ、てもかばかぅつたなき身のあ4さまをあはれに覺來次くてすぐし給ふ一 
は&ぅの佛菩»やとつ.ら今赍ゆるを、げに限なめりとやぅやぅ思aなか給ふに、大成の祀の 

方俄^來たれ{。例5isし%むつびぬを、；Sそa立てむの乙 >ろ{£て泰るべき御さぅぞくな 

.ど\し$じvよさ車；R乘♦てお多Aち氣色ほて6かR物思aなげな.5さまし-1:ゆくりも^ 

•走多來てか^あけさするよ方人わるXSびしき事かぎぅなし。左右の戶もよろぼa倒れに 
ければ^の之ど^劭けてとかくあけさわぐ〇いづれかての淋しき宿にも必ずわけ穴る跡あ 

なる一一一つのみち上たどる。僅れみ：なみおネて-0•格子あけ穴るtic寄せ^れば、いとVはし^ 
なし^おぼ^-^2れどあstしぅす、け/2る儿帳Sし出で•、侍從出\」來た3、かたちなど衰 

へにけ4。扭ご/>sy2うつ；：S•ぇたれどなほ^の淸げによ^あるSまして、かたじけなくとも 
.か一へ〇•ベ•'くみ、ゆ。•「出で，•立 

ぬ冷^恃從の迎欠なむ參-^來た^”心:^ス思：し隔て給ひて御みづか^てそあからさ爻にも 
波ちせ給は.5^之の人をだに許させ給べとてなひ;:>などかぅあはれげなるさまには」とてぅ 

.ちも立くべ^>ぞかし。.され^行乂道に心をや^vてい七乙-\ちよげなな。「故宫おはせし時お 
V0,n:-%ば，おも-1:ぶせな^xiあぼし捨てた6しかば.うとうとしきやう4Cな公をめV.Lかど、 

年ご^：1>何かはや/Lrとなき3•まにおぼしあが3、大將殿などおはしまし通ふ御宿世の程 
を、か^;1:け^X思-;CA給へられしかばなむ、む〇び聞••£:§せむ^憚るtと多くて過ぐし恃6 

:.0-るを->.世の中の：かく3だめネなか3ければかずな^3身はなか犮か心安べ恃るものな$ 
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けCN。あょびなく見奉6し御あCNs^rのいと悲しく心苦L念を、近きほどはおのづから怠 
^を^\.^のどかに^2のもしくなむ侍6けるを、かく遙に罷うなむとすれば5-し/>めたくあ 

は.れはおぼ免給ふ」など語らへど心とけてもいらへ給はず。「いとうれしき乙となれど世に 
似ぬ：^まにて何かは.rかうながら乙そ朽ちもうせめとなむ思64侍る」とのみの給へば「げに一 

皂か:?むおぼさるべけれど、生ける身を捨て、かぐむくつけきすまaする^rひは侍らず 
やあら-〇〇大將殿のつくりみがき給は〇に乙そは引きかへ玉のうてなにもなうかへらめと： 

“•は^のも^うは侍れど、只今は兵部卿の宮の御むすめょ6ほかに心わけ給ふが/2もなか$ 
けク。昔iすきずきしき御心にてなほざ^に通ひ給aけると乙^どこ^皆あぼし離れに 

:たな. 4。ま--bて.かう物はかなきさまにて薮原にすrし給‘へる人をば、心淸く我を賴み給へる； 
•;あ6きまと尋ねき乙t給ふこといと_乂なむあるべき」など言a•知らするをげにとおぼす 

j为：い'と悲しべて0\つくと泣き給ふ。されど動べべうもあらねばょ/>づに言ひ煩ひくらし 

i V、琴らば侍從をだ^と日の^る、ま、ic急げば、心あわたVしくて泣くなく「さらばまづ 
けふ位かう貴.め給ふおばか彳に凌うで传らむ、か.の聞ぇ給ふ^乙とわ6なう。又£ほし 

煩ふ珞さる乙と-(C侍れば中(C見給ふるも心苦しくなむ」と忍びて開ゆ。乙の人さへうち捨て 

入する：$:うらめしうもあはれにもおぼせど言aとゞむべきか/2もなくてsと < ねをの 
みたけ彡之七に，てものし給ふ。かたみにそへ給ふべきみなれrろも、主ほなれたれば、年經 

;Sる毒る^見せ給ふべき^のなくて、我みrしの落ちた6けるを取う集めてかづらにし給 
一 
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へるが九3よ^かふに.-cSときよらなる^、をかしげなる箱に入れてひかしのくのえ力う 

のSとかうばしき一壺•くし1:たまふ。 
「たゆまじきすぢと賴みし玉かづらおもひの外^かけはなれぬる。乙嗦Vののた嗦ひ骰 

きし乙ともあ々しかばかaなき身なうとも見はて、Uと乙仑思ひつれ。うち捨てらる、も 

乙とわ6なれど、誰に見讓6てかとうらめしうなむ」とていみじう泣き給ふ。Z.の人も物も 

聞^やらVnTま、のゆゐごんは更にも聞えさせず、年ご/,の忍び難き世のうさをすrし侍り 

つるicかくなぼ免ねみちにS.ざなはれて遙{cまか6あくがる、Z1と1 .とて、 
「玉かづvb絕免てもや^じ行く道の^ITけの神もかけてちかはIT。いのち乙を知6侍ら 

ね-などSふに「Sづら、暗うな-^ぬ」とつ、ぶやかれて心もそらにて引き出づれば、かへ6み 
のみをられげり。年ごKわびつ、も行’離れざりつる人のかく別れぬるZ.とをいと心ぼを 

うおぼ疒^、世-(C用ゐ>bる囔じきおSびとさべ、SでやZ:とわ6ど、いかてか立ちとま合^ 

まはIf免凑もえ乙そ念じは〇まじけれと、^のが身々につけ^る^よ6ど％思a出で、と 
まるまじう思べるを人わろく聞き^はす。霜月ばかりにな6ぬれば雲霰がちにてほかには 

mゆるまもあるを、朝日夕日をふせぐょ名ぎ*1;ぐらのかげに深ぅっもぅて越の白山思ひゃ 

ら.る\雪のうちIt出で入るしもびとだになくてつれづれとながめ給ふ。はかなき事を聞't 

なぐ3め泣きみ笑CAみ^ぎらはしつる人さへなくて、夜も座がましき御帳の內もかたはら 
Eしぐ勿悲しくお•ほさる。』かの殿にはめづらし人にSとC物3ねがしき御あ6さまにてい 
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と—、—なく ■寶'aところどころ—わhとt音づれ給はず。まし—14 
だ世にやあはすもひとばか谷おぼし出づる折％あれど、尋ね給ふべき御乙、ろざしもいそ 

力てあ6乂るに、.年かは6ぬ。卯月ぼか花散Mを思a出で聞ぇ給aて忍びて彌の上こ 

••御，sとtBfl£て出で給ふ。Rrろふ々つる各殘の雨少しそ、ぎてをかしきほど{C卜3し出 

でたう。昔の御あ$きおぼし出でられて飽なる程の夕づく夜に、道のほどょろづの事あぼし 

出で-v^はするにかたもなく荒れたる家の木立しげべ淼0-や5攻るを過ぎ給ふ。大きなる 
松に藤0唆きかV公て月かげ(C靡き^る、風.Roきて3と匂ふがなつかしくそ乙はかとな 

きかをなな〇。橘にはかは$てをかしければ3し出で給べるに、柳名いたう％た6て/つい 

Sぢも3はらねば爾れふしたう。見し心地する木立かなとおぼすははやう乙の^^ならナら。 
sとあはれにてあしとゞめさせ給ぶ。例の惟光はかVる御しのCX.あうきにおくれね丈#a 

け办。召し寄せて、r乙、は故常随の宫ぞかしな1-b「患か侍ヶ」と聞ゆ。「乙、にあ办し人しま 

.だやなが.If.らむ。iぶ^ふ.ベ会をわざ七物せむもと乙ろせし〇か、るついでに入6てせう 
Z.Vこせょ；能.く尋ねょ多-.1:^うち出でょ0人違へしてはを乙ならむ达の左まふ0乙、こょハ 

とてながめま彥NJろ泛、つべづくと盒しけるKひるねの营故蓉營普ければ 

fていi殘悲しく衾して、tgれたる廂の端つかた1しのごはせて、ミかし乙 
••の^まt引含〇くろ-liせなどしつ、例ならず世づき命ひて、 

.^攻含人を戀ふる袂のaまなきに荒れ^^軒の患づくさへそふ」も心苦しき程にな〇あ 
to . . 
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め.^ナる。1光人6てめぐるめ^る、人の音する方やと見るに、い3、.か人げ毛せず。されば 

こをゆきV:'の道に見入るれど人住みげもなき^;のをと思ひてかへ6參る程に、月あ力く s 

し出でたる^.1れば、格子ふた免ばがゲあげて簾垂.動く氣色なら。僅に見つけたる心地恐し 
く Sベ5.ほゆれど寄6てZ.わづくれば、いと物ふヶたる聲itl:ま、つしはぶきをさきに立て 

、、「かル4为れぞ何人ぞ」と問ふ。名の6して、「侍從の君と聞ぇし人にたいめん給らむ」と 

•ハふTをれば外icなむ物し給ふ。されど、おぼしわくまじき•女なむ侍る」といふ聲いたうねび 
過ぎ/2nど、問きしおsびとvrxnき知うた6。內には思a寄らず狩衣姿なる男の忍びやかic 

もてなしてなごやかなれば、見ならはずな$にけるめにて、もし狐などのへんげにやと锻ゆ 
nど、近うょ6て「为しかにな’む氷らまほしき。變らぬ御有樣な.らば尋ね聞ぇさせ給ふべき 

御 >じざしも足らずなむ•&はしまずめるかし。乙ょひも行き過ぎが1:Rとまらせ^へるをい 
かゞ.間免させむ0後やすくを」とsへば女どもう•ち笑aて、「變らせ給ふ御有機ならばか、る 

あさ^が原をう〇ろひ給はでは侍Aなむや、た <推し景6て聞ぇさせ給へかし年經たる人 
の、、11(:も*raあちじとのみ珍らかなる世を乙そは見奉6過rし恃れ」とや、くつし出で 

、問はず斑ヴも皂〇べきがむつかしければ、「よし丸しまづかくなむと間えSせむ」とて參 
ゲ$--orなどがいと久し^6つる。いかに?:。昔の跡も見えぬ.遊の^げSかな」との^^へ 

l-I、iかじかなむたどりよりて侍りつる。侍從がをばの少將といひ侍力しおい人なむ、變ら 
にて寺な〇る」とちらき嗦間ゆ。sみじうあはれRか、る忘げき中に何心地してすrし 
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給ふらむ、今までとはざ办けるよと我•か御心のなさけなさもSほし知らる。「•いかCすべき。 

か\るしのびあうきも難かるべきを、か、る序ならではぇ立ち寄らじ。變ちぬあ6さtなら 
一げicさZLをあらめと推し®らる、人ざま1CなIT」とはの/2まひながら、ふと入う給は1;乙 

と猶つ、ましうおぼ^る。故ある御消を乙もSと間tまほしけれど"見給ひし程のPおそS 

もまだかはらずば御使の立ちわつらはむもいとほしうおぼ-LとVめつ。惟光も「更itぇ分け 
reせ給ふまじき蓬の露けさになむ恃る。露少し拂はせてなむ入らせ給ふべき」上間ゆれば、 

*「尋ねても我Z.をとはめ道もなく深きよもぎのもとの乙、/>を」とaとらrちて猶 

給へば御さきの露を馬のioして狒ひつ、入れ奉る。あまぞ、ぎも猶秋の時雨めき1:うちを 
、げばみかさ5ぶらふC「げにえの下Eは雨にまさうて」と間ゆ。御指mの裾はい^うそぼち 

ぬめふ。昔だにあるか友きかな6し中門などましてか^もなくな6て、入6給ふにつけ1:も 
:Sとむとくなみを立ちまじ6見る人なきぞ心安かうける。姬君はさ6ともとまちすrし給 

-へる6も患るく嬉しけれど、.Sと耻しき御ありさまにて^いめ/Lせ1;もいとつ、ましくあ 

一ぼし^6。大成の北の方の奉6撒きし御ぞどもをも心ゆかずと思されしゆかうに見入れ給 
はざ$けるを乙の人々のかうの御からびつに入れた$けるが.sとなつかしきか患たるを 

奉りければ、sか<はせむに若かべ給ひて、かの煤けたる御儿帳aきよせておはす。入6給 
ひで、「晖比の隔ても心ばからはかはらずなIT思aやりIIB免つるv」、sしも4どろかS給は 

^5-らめしさに今ま\」rJ、/)みliai'oるV4、杉tらVi木立の^るさに、ぇ過ぎでな1;まけ問 



え4Cける」とてか^びらを少しかき^6給べれば、例のv>とつ、tしげにとみRもいらへ聞 

i給はず。かくばか^Vわけ入6給、へるが淺からぬに思ひお乙し1:ぞほのかに聞え出で給ひ 
ける。「か、る草がくれ(•(:過ぐし給ひける年月のあはれもあるかならず"ま/2變らぬ心なら 

ひに人の御心のうちもたど办知らずながら、分け入办侍办つる游けさなど^いかヒおほす。 
年比の怠は^なべての世におぼし許すらむ。今よ$後の御心icかなはざらひなIfいaしに 

たがふ罪もおふべき」など"§し毛/?ぼされぬ。事もなSけなSけしう聞£なし給ふ乙とゞ 
もあめ6。立ちとCま6給はむも所のさ^よ6始めまばゆき御有樣なれば、つきづきしうの 

たまa過ぐして出で給aなむとす。aき植焱しならねど、松の乙高くな办にける年月のほど 
もあはれに^のやうなる御身のあ$さま名おぼし〇Vけらる。 ‘ 

rふぢなみのうち過ぎが72く見えつるは松Z:そ宿の^るしなりけれ。數ふれば乙よなう 
赖6ぬらむかし。都4Cかはける事の多か6けるもSまざまあはれになむ。今のどかにぞ 

3なのわかれに褎へし世の物語も聞えつくすべき。ま^年經給aつらむ蓊秋の基しが/2さ 
など名誰にかは憂へ給はむとうらネなく覺ゆるもか0はあやしうなむ」など聞え給へば、 

「年を經てまつ泛るしなき我が宿を花の*よりにすぎぬばかりか」と忍びやかにうちみ 
じろき給へるけは61ネ瑜の香7P昔よ6はねび戋さ6給へる{cや士おぼさる。月入*^方(Cな 

6て®の妻戶のあきたるよ6Sはるべき波殿だつ屋もなく軒のつまも殘なければいと花 
やかに3し入6/2ればぁ726ぁたり見ゅるに、昔に變らぬ御乏っら；3の3まなど、乏のぶ草 

1一 
そこ 
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にや〇れたる上の見るめよ$はみやびか：に見ゆるを、昔物語icだう乙ぼち穴る人もあ6け 
る^iぼしあはするに、同じSまicて年ふうRけるもあはれなう。ひたぶるに物づ、みし^. 

るけはae>さすがにあてやかなるも心にく、あぼされて、3るかたにて忘れじと6苦しく 
思aしv'_Itさまざまの物思；5にほれぼれしくて隔て〇る程つらしとmiiれつらむとい 

とほ.しくあぼす。かの花散里もあざやかR今めかしうなどは花やぎ給はぬ所にて御目.うつ 
しこよなからぬ(Cとが多う隱れにけ〇。祭ごけいなど0ほど御いそぎ•どもにZ.と-9けて人 

の恭6たるものvs/>s/^{(:.多かるを、Sるべきかぎ6御心加べ給ふ0中に7PZ.の宮には乙： 
まやかにおぼしよ$てむ0ましき人十におほせごと給ひ：、しもべどネなど遣して遂拂は？ 

めrふの見苦しきに板垣といふもの5ち堅めつくろはせ給ふ。かう尋ね出で給へ$と間き 
傅へひにづけても我が御ためめ/Lぼくなければ渡6給ふ乙となし。御文いと細やかRかき 

給sて「二條院sと近き所を造らせ給ふをを乙になむ渡し奉る♦ベさ。よ/>しき心^ば-ベなど 
求めて侍はせ給へ」など人A、の上までおぼしや4つくとぶらひ聞ぇ.給べば、かくあやしき^ 

0も：とに.は®き所なき-tで女ばらも空を仰：きてなむそな/2(¢.向きて喜び!ifi'£ける。なげe) 
御す3びにてもおしなべたるよの〇ねの人をば目とくめ見立て給はず。世に、少し乙れはと 

ふもほぇ、心に-^まるふしあ5:あ^$を尋ねよ6給ふものと人0.知る^、がく aき^が 

へ何事^なのめにだにあらぬ御有様を物めかし出で給ふはいかな.CNける御心ばかあなけ 
む、乙れも昔の契攻めもかし。今はか^,$とあなづ办ほて、3まざま^きほCA散会あがnし. 
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うへしもの人々、心れtpわれtp參ちむと爭ひ出づる人劣あみ。心ばへなどは^うも*nい^き 
までょぐ^はする御有樣k心やすくなち；sv殊なる事な^なま受領などやうの家にある人 

は、ならはずはしたなき心地する名あ'iてうち，つ^の心，みえに參6歸る.〇君はいにしへにも 

兮S6たる御いきほaの漉にて物の思6や-^も兮して添ひ給；3にければ、てまやかにおぼ 
しあきて^るににほ；^出で人宫の內やうやう人め見え’木韋の葉も^ゞすごぐあはれに見 

iな*.3れしを、や公みづか3拂a前栽のちとだちも凉しうし--^しなどして、殊なるおぼえな 
きしもげsしのぶに壮ヘまほしきは、かくみZ:、/)と'めて公ぼさる、乙となめ合と男と 

6て御氣色給は6つ、追しょうし仕•うまつる。二年ばか6乙のふる宮に詠め給ひてひんが 
しの院とsふ所になむ後には渡し幕6給队ける。/2いめんし給ふ乙となどはいと雛けれど 

7P、近きしめのほど(Cて大方にも渡公給ふにさし貺きなどし給aつ、いとあなづらはしげ 
にももてなし聞え給はず。かの大贰の北の方のぼかて驚き思、へるさま、侍從が嬉しきもの、 

今しばしまちBfiえざぅける心淺S.を恥しう思へる程などを"今少し問はず語もせまほしけ 
れど、sと頭痛ううる3くものうければ今又も序あらむ折に思^出\」、なむ聞ゆべきとぞ。 

闕.'屋V 
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伊mの介といaしは故院かくれさせ給aてまたの年常陸になうて下うしかば、かの瀋木も 
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いざなはれにけり。须磨の御^びゐも遙に聞きて人患れず思ひやク朗えぬ*icしもあらざ$ 
しかど、傅へiiyゆべきよすがだ(Cなくて筑波撤の山を吹き越す風も浮き^る心地し1:聊の 

つたへだになくて年月かさな6にけう。限れる事もなかうし御たびぬなれど京に歸$住み 

給ひて又の年の秋ぞ常陸はのぼ6ける。關入る日しも乙の殿石山に御rわんはたしにまう 

で給；5けり。京よりかの紀の守などい；3し子ど珞迎に來穴る人々「乙の殿かくまう.で給ふべ 

し」と半；一げ、れば道のほど3わがしかうなむ？pのどとてまだ曉よう急ぎけるを、をんな車多 

く所せうゆるぎくるに日たけぬ。うちいでの溶くるほどに殿は粟田山越え給aぬとてごぜ 

ん0-人々道もさ6あへずき2.みぬれば、せき山R皆^6居て乙、かし乙の杉のしたに車ど 
もかきおろし乙がくれR居かし乙ま.CNて過ぐし奉る。軍などかたべはおくらかし先•にたて 

など袤/2れど猶るゐひろく見ゆ。車十ばか6ぞ釉口物の色あa-4-ど名漏り出で、見え^る。 

田舍びずよしあうて齋宮の御く^6何ぞやうの折の物見車^ぼし出てらる。殿^■かく世に 

榮Vえ出で給ふ珍しrjic數もなきごぜんども皆目とCめた多。ながつきつごも$なれば紅葉 

のs/>s/>乙きまぜ霜がれの箪むらひらを•かしう見え渡るに、關屋よ6'さとiiづれ出でた 
る旅姿どものs/>s/)のあをのつきづきしき縫物く、6ぞ:«>のさまもSるか/2ICをかしう 

見ゆ。御朮は_垂お/)し給ひてかの昔^)小君今は右衛門の介なるを召し寄せて「今日の御關 
むかべはえ思；3すて給はじ」などの給ふ。御心の中Sとあはれにおぼし出づる{多かれど• 
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あほざうにてかaなし。女、人知れず昔の-Z1七忘れねばとり返しv物あはれな 
「行乂とく七せきとめがたき淚をや.絕えぬ淸水と人は見るらむ/え急6給はじかしとあ 

もふにいとか；3攻し。石山ょり出て給ふ御むかへ(t右衛門の介參れ办。ひとa受か々過ぎし 
"かし^ま6など申す。むかしわらはにてsとひつましうらうた^も.のにし給；sし.かば、かう 

ぶ.csなど得しまでrJの御徳R隱れ左りしを、^ぼえぬ世のさわぎあ6しころ物の聞えに憚 
りて常陸にくだ$しVJぞ少し御心なきて年比はS:ほし付れゼ色にも出し給はずC昔のやぅ 

に乙そあらねど猶親しき家人の內にはかぞへ給ひけぅ。紀の守とかひ.しも今は河內の^に 
どなぅにける。をの弟の右近のざう解けて御供(Cくだ6しをぞと6わきてなし出で給；sけ 

ればそれicぞ誰省思a知令て、などて少しも世に從ふ心欠つかaけむなど思；3出てける。介 
召し寄せて御せうぞrJあ力。今は^ぼし忘れぬべきiとを心長べも^はするか^と思ひ居 

^26。一日はちぎ今知られじをさはおぼし知ヶけ1;や。 
力くらば{C行さあふ道をたのみ-Lもなほか61なしやしほならぬ海。關守のnもうらや 

tしべ目ざまし.か，cvしかな」と^「年比のとだえもラaうaしくなぅ1Cけれど心icはs 

〇となく只今の心ちするなら；SKなIf。すきずさしうSとくまれ〇や‘•とて賜へればか 
た^けなくても.てs含て「なほ聞堯穴まへで昔には少しおぼしのく mとあらむと思CA給ふる 

H、，同じやうなる御心のなつかしさなむいとくあ办が/2含。すSび乙とぞようなき乙と、思 
へど"1こをすく^かic間えかべ'§•ね•。女にてばまけIIB1給へ.もひic罪許されぬべし」など 

_谏.氏物5S.藺房 芎 

〆、• 



奪參: 

7./7.-11 ^-*^:J31'»十3<>Jr1.2:r.v;イ rl J.•-:メ、^|••! 

源氏物Is"‘關屋へ 養 

ぃふ？今はましていと耻U-う-1:るづのAうaうaし鲁〇地すれど、めづらしきにや、え忍ば 

nざ4けむ？5S3 
.「あふr&かの關や$かなるせきなれはしげきなげきの中をわくらむ。夢のや5になむ」と 

州え/2Vあはれ^つらS7P忘れぬふじとS:ほし©かれ/2る人なれば折々はなほの^まa 
うrかしけぢ〇かVる程にての常陸の守おaのつもなにや、惱しうのみして物心ぼそか公け 

I文、.子どもに唯乙の君の御事をのみ言aEきて「よ/)づのHJy2<tの御心icのみ任せて我 

があうcvる世Rかはらで仕うまつれ」とのみあけくれいaけう。女君心うきすくせありて乙 
の人、にさへ後れてsかなるさまにはふれ惑ふべきitかあらむ>•一思ひ歎き給ふを見；に、い 

のちの限ある•ものなれば惜みと七むベさか^なし。いかでか乙の.Aの御ために殘し®くた 
1wしひ劣がな、我が子ども，の.心も知らぬをと"後めたう悲しきと(Cいa思へど心免にとCめ 

ぬも0にてうせれ、.暫し乙そさの^まひしもの.をなど次-3けつくれど、うはべ乙そあれ、つ 
•らき乙と多かう。とあるも-か:\る.も世の乙とわ6なれば、身一.つのうき乙とにてなげきあ 

かしiらす。•唯NJのか：5ち.の守のみ昔よ多すきごV/)あJて少しなSけが6ける。「あはれ 
1Cの^taおきしを數ならずともあぼし練爻てのたまはせよJ^どつゐそうしよ6•ていと 

fe-roま.Lき心の見え^れば•>うきす^•せある#(Cてかく生きとまかてはてはては珍しき事 
どもt間きそふるかなとA人泛れず思；s'知火1Cさなむとも知らせで尼にな6Rけ办。あ 

る人ヶパふか〇1なしと思61なげ<。守もい：ど0ちう「^のれを厭ひ給ふほどにの乙$の御齡 



孑：.， 

多くも，の:1>給ふふむいかでかすrし給ふべき」など？fあいなのさかしら^などど侍るめる。 

^ -vv^vv.^.^^: ^.へこぺ > 
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前の齋宮の御ま，ゐjの'Z.と中宮の御心R入れて催し聞え給ふ。tまかなる御とぶ>らひまで 
と6立て/2る御後見もなしと5:ほしやれど、大殿は院にも聞しめさむZ.とを憚り給ひて二 

條院に渡し奉らむ.こ：とを^乙の/2びはあぼしとま々て唯まらず顔にもてなし給へれど、大 
方の事どもはと^.•も‘ちて親めき聞え給ふ。院はいと口惜しくおぼしめせど、人わろければ御 

せうそ，Zな^絕えIcyaる.を”その日icなクV、えならW御ょそsども御櫛の箱うちみだ$の 
箱かうごの箱ど7PJのつね.ならずxsrsの御/2き物どもくぬ±かうま^なきさまR百ぶ 

のifかを多く過ぎ匂ふ^で心Z.とにと、のへ3せ給へう。おとゞ見給ひもせむにとかねて 

ょ6や>ぼし說けゞむ、いとわざとがましかめ6。殿も渡$給へ，るほどに1:かくなむと女別 
當御駿•ぜ..Sす。唯御櫛の箱の片つ方を見給ふK、つきせずZ.爻かになまめきてめづらしき 

§まな6。さし-Cしの箱の乙、ろぼに、：：.':*t.'、*r;-:.•ぐ 
:ゎかれぢに添へしをぐしをかごとにては^けき中と神ゃぃさめしし〇ぁとゞ乙れを御覽 

でつけVおぼしめすにVいとかた■•'!::けなぐVVとほしぐて我が御心な5のあやにくな 

名身をりみてかのくだ6給ひ^ほど御心にi名ほしけむこと"がう年經て歸6給al:ぞの 

淑.氏物語繪洽 
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游氏物狃铪合 一云E 

御志をも遂げ給ふべき程に、か、るたがaめのある$:sかにおぼすらむ、御位を去う物袤づ 

かにて、世をうらめしとやおぼすらIf、われにな令て心動くべきふしかなとおぼしつ、け給 
ふにsとほしく、何にかくあな•かちなる事を思aはじめて心苦しくおぼしなやますらひ、つ 

らしとも思ひ問•え.Lか^又懷しくあはれなる御心ばへをなど思a亂れ給ひて、とばか$う 

ち眺め給へ6。「乙の御かへ6はsかやうにか聞^させ給ふらむ、又御せうそ乙もS.かく」な 

どmえ給へど、sとかたはらいたけnば御文はえ引き出'1:ず。宮は惱しげにおぼして御返う/ 

いと物うく^給へどrliBえ給はざらひもsとなさけなくかたじけなかる.べし」と人❖を、の 

かし煩aliBゆるけはWを開き給ひ1:「いとあるまじさ御事な6。泛るしばか6開免させ給 
•へ一と冏え給ふもsとはづかしけれどsにしへおぼし出づるに、sとなまめき淸らにていみ 

じう泣き給aし御さ爻をそミはかとなく-2bはれと見奉う給aし御を^な心も只今の事とお 
ぼゆ石1(:、故みやす所の御亊などもかきっらねあはれにおぼされ.1:、た*\:かく、 

「わかるとv遙にsaしCAと乙ともかへ：^てものは今ぞかなしき」とばか6やあ◊けむ。 
御使の祿患な^なに賜はす。おとぐは御返办をいとゆかしうおぼせど聞え^まはず。院の御 

あ办さまは女にて見奉らまほしきを乙の御けはaも似げなからずsとょき御あはひなめる 
を、內はま^SとSばけなくおはしますめるに、かく引き違へ聞^るを人知れずものしとや 

あぼすらむなど、にくき事をさへおぼしや-CNて胸づ.ふれ給へど、今日にな$ておぼしとVひ 
べきZ.と-(Cしあちねば、事どもあるべ—さまRの^ま；3おきて睦しうおぼす。す办の宰相^ 



梁 

くはしうid:ラまつるベぐの*まSてうちに參ヶ給ひぬ。うけば冬親ざまRは問しめさ 
れじと院をQみ聞免給aて#とぶらaばががと見せ給へ6。よき女房^どはもとよ6多か 

るMなれば里がちな6しも參6集ひていとになくげはaあら.まほしぐ、あはれあはせまし 
かばいかにかひ^うておぼしいたづかtしと、昔の御心ざまあぼし出づるに、大方の世につ 

^•v本惜しうあ*らしか^nし人の御有樣どやa.さ乙をえあらぬものなりければよしあ6し 

'方ばmすr41て物0折rとに思alli'でiinえ給ふ。中宮もうちにどおはしましける。うへは珍 
しき人參ヶ給ふと聞しめしげn.ば、いとうつぐしう御心づかひして坐します。程よ-^はいみ 

じうざれ^となび給べう。宫には「かく耻しき人參6給ふを、御心づかびして見え奉らせ給 

/...Iと問t給aけう。人先れずあとな•は耻しうやあらむとおぼしけるをい^ 
0-ぼ6給へ5。いとつ、^しげにおほ：どかにてさ、やがにあえかなるけはひのしたまへれ 

M、sと?:,かしと為ぼしけ弘徽殿には御Iじつけ左れば睦爻しうあはれに心安くおもほ 

し、乙れは人ざまもS/2う患め6.mしげにおとV:.の御もてなしもやんごとなくよそほしけ 
ればあなづうにく >思されて、御とのゐなどはひとしくし給へどうちとけたる御わらは遊 

に染など渡らせ給ふ乙とばあなたがちにおはします。權中納言は思ふ心ありて問え給aけ 
るに、かく參6給ひて御むすめ(CきしろふSまにて侍a給ふをかたが^に安からずあぼす 

べし。院にはがの櫛の箱の御かへ6御覽ぜしにつけても御心離れ難かりけう。その頃おとV 

0.參k給へるに御物語乙まやかなケ。事の〇いでに齋宮のくだ6給ひし乙とさきざきでの 

斑氏物瞄V繪合 三S 
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たま；s出づれば、問克出で給aてS思ふ心なむあヶしなどは泛あらはし給.liず。おとVもか 
\る御氣色聞き顔にはあらて、只sかにおぼし^るとゆかしさに、とかうかの御事の/2まa 

出づる{Cあはれなる御氣色のあSはかならず見ゆればsとsとほしぐおぼす。めて^しと 

あぼし患みにける御か^ち、いかや、うなるをがしさにかとゆかしう思a聞え給へど"更にえ 
見奉ヶ給はぬをね/2うおもほす。sとおもうか{tて夢にもいはけたる御ふるまひあらば乙 

をaのづかちほの見え洽ふついでもあらめ、心にくき御けはひのみ深さまされば、見舉う給 
•ふま、に、いとあ^':ましと思a聞え給へ-cn。かくすきまなくて二所§ぷらひ給へば兵部卿の 

宮すがすがと克えSもほしたらず。：帝あとなび給aなば§らともえ.おもほし捨てpとどま 
ち過ぐし給ふOJ二所の御あぼえど^:•どぅどヶhsどみ給へ6。うべはょろづの事にすrれ 

•て、繪?:••.興あを^のに&ほし^6。立て、好ませ給へばにや、になぐ遨かせ給ふ。齋宮の女御 
v>とをがしう書かぜ給ひければ、•乙れ(C御心ラつダて渡らせ給ao、かき通はさせ給ふ。殿 

上の苦き人令も^の事まねぶ^ば御心とゞめてをがしき兔のにあ7Pほし/2れば、ましてを 

かしげなる人の心ばへ^る3まにまほならず書きすSびなまめかしうをa'ふしてとかく筆 

うちやすらひ給へる5ま、’らう*げさに御心名みて!,>いと患げう波らせ給aてあうしよ办け 
•に御思a:まされるを"權中納言聞き給641:他くまてかどかどしく今めき給へ•る御心にて、わ 

れ人に劣らなむやとおぼし勵みて、すrれだる上手どもを召し取>てぃみじうStしめて 

またなきざま^る繪どもをitなぎ紙どもに書き集めさせ給ふ。物語繪乙を心ばへに見免て 
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見所おるもの.なnどて、しるく心ばへある限をえ60乂#かせ給ふ^ 
見馴れぬさま一に言の葉を键ぎ續けて御覺ぜ3せ給ふ。わざとをかしう：乏たれば、又乙なたに 

て冬乙れを御覽ずるに心やずぐもとゲ出で給はず' いとい^ぐ秘めて乙の御方にもて渡ら 
せ紙ふを惜みらyじ給へば、あとV間き給CAV名猶櫂中納言の御心の^ 

.がたかめれ」など笑a給ふ^^ながちに隱して心安くも御覽ぜさせず惱ましiiilゆるいとめ 
ざまじや。古代の御繪どもの侍る參らぜむL-と奏し給aて、殿に舊き新しき输ども入りたる 

御厨子ども開がせ給aて、女君％と諸典に今めかしぎぼをれどれとえ6整へさせ給ふ。長恨歌 
•王昭君などやうCD-繪はおもしろぐ」あはれなれど、事の忌あるはごたみは奉らじとえ6とく 

•，め給ふ。かの旅の御氐記のぼ乙をも取y出で3せ給3て、乙のついでにど女君にも見せ舉6 

給aける。知らV今見む人だic-.少し物思CA知らひ人は淚惜むまじくあばれな咬いて忘れ 
が^く^の夜の夢を#ぼし5..ます折なき御心どもには取な返し悲しうおぼし出でらる。今 

まで見せ給はざ-^'け^うらみをぞ聞え給ひげ6*ぐぐン ..：..:、 / 
く： F一人思•て眺めしょヶはあまのすひかたを書きてぞ見5;ベか$ける。おぼつかな§ば慰 

み.なましものを」どのたまふ0• Sとあはれとおぼして、ス 
「うきめ見1>'そのを女よち7^今日はま/2過ぎにしか^{Cかへる淚か」。中宮ぼかは見 

せ奉るベぎものな4。「かたばなるまじき一でふづくさすが^^ 
^••t6誇ふ〇.い\」に^,かのあるじ?>:家居どまグ^ 

•;」袭物龉ゾ|^、^^^'\-:へ • •.1 
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繪ども集め6ると間き給ひて、權中納言いと：c Vむ?:■つくして、軸表紙びものかざういよいよ 

整へ給ふ。やよ！3の十日程なれば空も5ら.、か(Cて人の心^.延び、物おもし/>き折なるに 
うちわた6も，Sるべき節#どもの；5まなれば唯かや5••の事どもにて御かたがたくらし給ふ 

を、おなじくば御覽じ所もまSうねべくて‘奉らむの御心〇きていとわざと錐め參らせ給へ 

う。乙なたかなたとSまざま多か6。物語繪は乙まやかに懐しさまさるめるを"梅壺の御か 
たはSにしへの物語名高ぐゆ^^るかぎ6弘徽It-はをの賢ifir'.ic珍しくをかしき限を選もて 

普かせ給ベれば、うち見る目の今めかしき華やかさはいと乙よなくまされ60-うへの女房な 
どもよしあるかぎ-CN、乙れはかれはなど定めあへるを乙の頃の乙とRすめ.CN。中宮も參らせ 

給へる頃にてか/2が^御Sじて捨て難く為もぼす^となれば、御為乙なaも怠6つ、御赀、 
ず。乙の人々と6ど^NR'論ずるを聞しめして、aだ$右とかた分たせ給ふ。梅壺の御方(Cは、 

「へいないし0.すけ、侍從の內侍、少將の命婦、右には：大貳のないしのすけ"中將の命婦、矣術 
の命婦を只今は心にくきSうそくども(Cて心々にあらそふ。□:0きどもをかしと聞しめし 

てまづ物語の出で來はじめの親なる竹取の，おきなに、空穗の俊蔭を合せて爭ふ。「なよ竹の 
世4にふ6icける乙とをかしきふしもなげれど、かrや姬0.乙の世の溫にも穢れず、遙に思 

W-のぼれる契^かぐ、神世の乙となめれば^^6はかなる女め^1*ばぬならむかし」といふ。 
右は「かぐや姬の昇ゲげむ雲£)は，げに及ばぬ4となれば誰も知.^が/aし。この世の契は竹の 

中ic結びければぐだれる人の乙とVこを見ゆ36.れャsとつ家の內は1*しけめど百數のかし 



乙き御.•光にliならはずなうにけヶ。安部のおほしが千々0.Z1-がね幺棄て、火鼠の^もa片 

時に消ぇたるもいとあへなし。くら持のみ乙のまZ:との蓬萊の深き心も知りながらいつは 
Aて玉0-枝ic疵をつけ^-5.を^^:まt>..となす」。繪ば巨勢0.•あふみ、手は紀の貫之かけう。か 

んや紙に唐0.-綺をばSして赤紫の表紙紫檀©軸世の常のょぞひなみ。「俊蔭ははげしき波風 
にあぼくれ知らぬ國に放たれしかど猶さして犴きけるかたの志もかなal:遂にaとの御門 

にも我が國に•もあ6がたぎざぇの程をaろめ名を殘しけるふるき心をいふに、繪のさ爻も 

#土と0の本とを取-^ならべて公^.しAき事ども猶ならびなし」といふ。白き色紙靑き表紙 
黄なる玉の軸な-^。給はつね0-.か、「手ばAちがザなれば、今めかしうを如しげに目も輝くま 

て見ゆ。左にば2T-0.乙とわhなし。次に伊勢物語にJE-i三位を合はせてまた定めやらず。乙れ 
も右はあもし/)く脤は、しく、うちわ/2立ょみ•、はじめ近き世のあ办さtt窬きたるはをか 

しう見所る。平內侍、 . -•, 

「伊勢の海のふかき乙、ろをy2どらずてふし跡と波やけ〇べき。世の常のあだ乙と 
の；5きつくろa飾れるicおされて業平が名をやく^すべき」と爭aかねy2公。右のすけ、 

「雲の，へに思ひのぼれる乙、ろitば千sろの底もはるかにぞ見る」。兵術の大君の心高 
さはげに捨てたれど在五中將(7>名をばtcye5じとのたまはせて、宮、 

•「見るめNMVうらぶれぬkめ年經にしいせをの^まの名をや沈めひu0かやうの女ごとに 

て亂>がはしぐ爭ふに、一卷に言の棄を盡して.ぇもぃひゃらず。唯淺はかなる若人どもは患 

•海Jr:物SS.抬合,, 最外 
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にか.へうゆかしがれどうへのも宮のも片はしをだにぇ見ず、Sとい^う秘めさせ給ふ。あと 
C參6給ひてかくと6どうに爭a騷r心はへどもをかしくおぼして、同じくは御前にてか 

ちまけ定めむとのたま；5な办ぬ。かくる乙ともやとかねておぼしければ"中にも殊なるはぇ 
うとゞめ給へるに、かの須磨明石のふたまきはおぼす所あみてと6まぜ§せ給へりけ$。中 

納言もをの.心劣らず、Z1のibの世には唯かく面白き紙紿を•整ふる2:とを天の下$となみ/2 

う。今改め镀かむ乙とはほいなきtとな6。唯あ6けむ限を乙をとの^まへど、中納言は人 
にも見せで、わ6なき窓をあけて替かせ給ふめるを、院にもか、るiii間かせ給aて梅壺に御 

输どネ奉らせ給へヶ。年の內の節會ど7Pの面白く興あるを昔の上手どものとうど：^に迸け 
るに、延喜の手づから事の心铿がせ給べるに又我が御世の事も普；^せ給へる卷に、かの齋宮 

の下$給aし.日の大極殿の儀式御心に鬼みておぼし'ければ書くべきやう委しく仰せられ 
て、公茂が仕う奉れるがyisみじきを奉らせ給へK。艶に透きたるぢんの筘に冋じき乙、 

ろばの5まなどsと今めかじ。御せうをこはたN::言，葉にて、院の殿上にもさ.ぶらふ左近中將 

を御使にてあう。かの大極殿の御輿寄せたる所のかうがうしき代" 
;「身乙をかく^^•のほかなれをのか»•?):心0-うち5:-わすれしもせす」とのみあう。間ぇ給 

はざらV.もいとかたじけなければ、苦しくおぼしながら昔の.輒かんざしの端をSさ、か折 
;^9 /... A...... ^ ...... .. / :.;{.-.いへ：...•• \ ベ••.•*.、.て.• 

“v:“r^めの5:ちば昔(-Cあらね心ちして神Rの乙とも今^-乙Wしぎ」とて、は^たの密の紙に 



包みて參らせ給ふ。御使0.祿などいとなtめかし。院の帝御覽ずるに限なくあはれとあぼす 
••>にどクありし世をと^:かへ§まほしくおぼしける。^とゞをもつらしと思a'問え3せ給；3け 

むがし。過笤しかたの御報にやあ$けむ、院の御繪はき3いの宮よ$傯ぅてあの女御の御 
方にも多く參るべし。ないしのかん0'君ネ、かやうの御乙のましさは人にす^れて、をかし 

;きさまにと3なしつ >集め給ふ。』をの日と定めて俄なるやうなれどをかしきさまにはかな 
うしなしてaだぅ右の御繪ども參らせ給ふ。女房のSぶらひにおましよをはせて北み次み 

(かたが^に別れてさぶらふ。殿上人は乙ラら5殿の簧子に各心よせつ、さぶらふ。左は紫檀 
の箱に蘇芳のけそく、^.物には紫地の唐の錦、うちしきはえび染のからの綺な6。わらは六 

見ゆ0右はぢんの箱に淺香の下机、うちしきは靑地の乙まの錦、あしゆひの組けそくの乙、 

ろばへなどSといまめかし。わらはff色に柳のかざみ、山吹がさねのあ乙め着；み。皆おま 
へにかき立つ。上の女房まへしなへとさう?:き分け^办。召しあヶて內のおとゞ權.中納言參 

ぅ給ふ。をの日をちの宮名參办給へな〇いとよしあ办ておはするなかic繪をなむ^て、好み 
給へばおと < の患たにす、め給へるやうやあらむ。乙とごとしき召しicはあらで殿上にS 

ぶらa給ふを仰言あり-1:おまべに參6:給ふ。乙の判仕うま〇ふ給ふ。sみじうげに魯さ盡し 

たる繪どもあ4。更にえ定めや6給はず。例の四季の繪も古の上手どもの.而白き事どもを選 

.びつ、班とV乙ぼらず窨きながし/2るさま健へひか^なしと見るに紙繪はかぎ6ありて山 
% • . 

.源氏物SSI給合 . g 
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水0•ゆたかなる心はへをぇ見せつくSぬものなれば、唯絍のかざ6人の心に斿り立てら1 

て今のあSはかなるも昔の跡にはぢなく脤は、しぐあなおもしろと見ゆるすぢはま 
て、多くの爭ひども今日ばかたがた.に興ある事どん多か.ヶ。朝がれCAの御Sうじを祸けてP 

宮も^はします深く^/.しめし/2らむと思ふに、^とでもいというR^-ぼ免給CAて所々の 
沪ども >七もとなき折々に時々5しいらへ給ひける程あらまほし。定めかねて夜に入うぬ。左 

猶斟；3とつあるはてに須磨のまきいでき/2るに、中納言の御心さ.わぎitけんあなたこも6 
して、はての卷は心乙とitすぐれたるをぇ务置き給へるRか、るいみじきものい上手の 

のかぎ4思aすまして靜に書き給へるは譬ふべきか/2なし。みこよ6始め舉6て涙と < め 

給はず。をの世に心苦し悲しとおぼしV程よATP、^はしけむ有樣御心icおぼしけむ^ども 
只介のやうに見ゆ。所のさまおぼつかなき湳々礎の11れなく書きあらはし給へうの手 

に、力んなの所^ic#きまぜてまほの委しき日記にはあらず0あはれなる歌などもまじれる 

为ぐゥゆかしう誰也乙とごとおぼSず〇さ爻ざま，の御繪の興乙れR皆うつ$はて、、bit 

{.?おもしろし。よろづ皆あしゆづ$て左か〇になうぬ。夜明け方近くなる程に物いとあはL 
におほ，Sれて御かはらけなど爻ゐるついで.に、昔の御物語ども出で來て、「いはけなき程よ 

6學問に心を入れて侍6しに.少し7Pざえなど〇.きぬべくや御覺じけむ、院0の^まはせし 

やう、才學とsふ7Pの世に.Sとmぐするものなればにやあらむrい^う進みぬる人の命さい 
はD1'と旅びぬるはいとがたきものになひ、しな^かく生れ、3らても人^劣るまじ$程こて 

11 
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あながちに-2.の道な深く習aをと、-諫め-S-せ給aてほんざいのか/2が/2の物敎へさせ給a 
ノに、tillき乙と7Pなく交たとう立て、乙の事と心得るZ:とも恃みき。^普く乙とのみを 

なむあやしくはかなきものからいかRしてかは心行くばか$書きて見るべきと思ふをりを 
办恃6乙を、おぼ■£ぬ山がつになりてよもの海の深き心を見しに更に思aよら^隈なくい 

たられにしかど、錐の行ぐかぎ6あうて心ようは事ゆかずなむ思う，給べられしを、ついでな 
く卸竟ぜSすべきならねばかうすきずきしきやうなる後の開tやあらむ」とみ乙に申し給 

、ば「何のざぇも心よ6はなちて疵ぶべきわざならねど道<、にもの、師あ6、學び所あらむ 

は事の深さ淺Sは知らねどおのづからうつSむにあとありぬべし。筆とる遨と游うつ^と 

、ぞあやしう^2ましaの程見ゆるを、深きらうなく見ゆるおれものもさるべきにて#き打 
つ^ぐひも出で來れど、家の子の中には猶人にぬけぬる人の何事を^好み得けるとぞ見ぇ 

为る。.院の御まへicてみ.ZL.^2ち內親王^つれかはさまざt.と公ど$のざぇならはせ給はざ 
みけむ。その中にもと6立てたる御心に入れて傳へうけとらせ給べるかWあゲて、もんざん 

をばさるもの代5はず、さらぬ事の.中にはきん彈かせ給仏乙となむいちのざぇにて、次には 
潢笛琵琶罃の琴をなむつぎつfR習ひ給べ.ると、うへネおぼしの力まはせき。世の人泛か思 

a聞tV6.せたるを繪は猶辨の〇 sでにすSびさせ給ふあだごと、Z.そ思ひ給へしか。いと 
かうまさなきまで"古の.墨かきの上手とも跡をベらうなしつべかめるli•かへ6てけしから 

Wわざな6」と、うち亂れ聞え給aて、Aaなさにや、院の御事間1-.出て^*打ち^ほたれ給a 

诹氏物語紛合 00 
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«』廿餘日の月3し出て>乙なたはま^5はやかならねど大方の空をかしきほどなる(!:ふ 
儿の司の御琴めし出で、、權中納言和琴た-t(i-$給ふ。Sはいへど人にはまさ$てかき/2て 

給へ：み。みうの御琴iと <きん、楚琶は少將の命婦仕ぅまつる。うべ人の中にすぐれ2 
るを，召し\し、はWしfはす。いみじう面白し。明けはつる免Vに花の色も人の御かたちど 

も、ほのかに見えて鳥の囀るほど心地ゆきめで/2きあSぼらけな60祿ど名は、中宮の御方 
よ$賜--liす0みこは御ど又1£ねて賜ばi和ふ。をの頃の事には乙の赭の定めをし睑ふ。「かの 

滿々の卷は中宮は侍はせ給へ」と聞え3せ給aければ、乙れがはじめ又の乙ぅの卷々ゆかし 
がらせ給へど、「今つぎつぎに」と聞えさせ給ふ.05へに名御心ゆかせ給^ておぼしめした 

るを嫱しく見舉^S給ふ。はかなき事につけ•てもかうもてなし開え給へば、權中納言は猶おぼ 
免をSるべきkやと心やましう思^るべかめ^S。上;0御^、ろざレはもとよ$おぼし患み 

にければ猶乙爻やかにおぼしたるさま-5:，人知れず見奉6給61てぞ賴孓しく§$ともとあ 

ぼされける。5るべき節會どもにも乙の御時^ゲと.末の人の言ひ傳ふべき例をそへむとお 

ぼし、私ざまのか、るはかなき御遊4珍：4きt,ぢにせさせ給aていみじき盛の御世な6Ob 

と:^ぞ猶常なきものに世をあぼじて今少し^となび^はします上見奉办て猶&を背きなひ 
と深くおもほすベかめる。昔の^めしを見聞xicも、齡足らでつが3位高くのぼ6世にぬナ 

2る人の長くはえ保^ぬわざな4け办。之.の御世kは身のほどあぼえ過ぎにけら。中頃なき 
icな}て沈，みたうし:5:れへに變$て今まて戈^がらふるな4。今よ$後のSかえ次猶命う 
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しろめ^しで車づかに籠6居て後の世の事^oとめかつは齡をも延べむと?:ほして、山mの， 
長閑なるを泛めてみ堂作らせ給ふ。佛經のsとなみ添へ-1:せさせ給ふめるに、末の君たち思 

ぶ.-S^Rかじづきいだして見ぎ^ぉぼ1>:你すにぞ、疾く捨て給はむ乙とは雛げなる.。ぃかに 

あぼ.しSきつるにかとか：と去火如®作ぎV:ら 

、穿& JVマ 
CA/Lがしの院〇く 6立て\花ちる里と卯ぇしうつ^^^給ふ。西の凿渡殿などかけてまど 

乙るけSしなどあるべきさまにしおかせ給ふ。束の對は明石の御方とおぼしおきて/2う。北 
の對は殊1C廣ぐ：造らせ給aて、かても哀とfeほしで行く末かけて契ら賴め給CAし人々 

集CA住むべきSまにベだてべだてしづらはせ給へるし毛懷しう見所あ6て乙まかな-^。寢 
殿はふ/2げ給はず時々渡6給ふ御すみどころにして3る方なる御しPらaどもしおかせ給 

へ.6。明石には御せうを乙絕ぇず。今は猶上J給aaべきとをばのたまへど，、女は猶我が身の 
程を思ひ知るに?>乙ょなくやんごと«ききはの人々だにながなかさてかけはなれぬ御有檫 

のっれなきを見っ、物思ひま3ヴねべく間く.を、まして何ばかダの覺ぇな6とてか5し出 
で‘ま-1;^はむ、乙の若君の•御お名てぶせに數ならぬ身の程2.をあらはれめ、たまSかにはひ 

ゎた办給ふっぃてを待っ乙とにて人ゎらへにはしたなき事ぃかにぁらむと思ひ孤れでもま 

诹氏物|&松風：• Bs 
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ぶきいへば、「更にをの田などや，うの事はこvic知るまじ,0唯年頃のやうに思al:ものせよ 

券などは乙、{Cなむあれどすベ.1:世の.^を拾て^る身にて年頃とかくも尋ね知らぬをを 
の乙とも今委しく^^、めむ」などいふに7P、おほい殿のけはCAをかくれば、煩はしくてそ 

の後物など多く受け取ムてなむ急ぎつく$ける。かやうに思；3よるら1;とも知6給はでの 
•ほらむ事を物うがるも心得ずおぼし、若君の5てつくづくと物し給ふを後の世ic人の言a 

傅へひ、今；sときは人わ/>きにやとおもほすに、造6はて、ど然々の所ヒなひ思a出でたる 
とI1Hぇ5せける。人にまじらはむ事を苦しげにのみものするは、かく思ふな6け6と心得給： 

ふ。口惜しからぬ心の用意の程かなとおぼしな$ぬ。惟光の朝臣、例の表のぶる道はsつと； 
な.く S/)ひ仕うまつる人なれぼ遣して.Sるべきさまic此處彼處の用意などせさせ給aけ 

う。「あた$をかしうて海づらに通oi/2る所のさまになlr-侍$ける」と聞ゆれば、さやう.のす. 
まaによし/J:からず！iあ6ぬべしとおぼす。造らせ給ふ御堂は大覺寺の南に•あた{て瀧殿 

の心ばへなど劣らずおもし/>き寺な$。乙れは川づらにぇもいはぬ松かげに何のsたは-^ 
もなく逮て^る寢殿の^とそぎ^るS1Hもおのづから山里の哀を見せ^6。阿のしつら；3 

などまで5:ほしよる。親し会入々Sみじう忍びて•くだしつかはす。遁れ雛くて今はと思ふに 
年經つる浦を離れなむ乙と哀に、入道の心ぼをくて一.人と^らむ乙とを-ma-亂れてよろづ 

に^し。すべて^.どかく心/つべし{C-な^^始めけ^身.にかと露のか、らぬ類aうら^ましく 
役ゆ。親たちもか、る御迎にて上るさいは；5は年頃寢て.もさめても願ひわ/26し志のかな 



-.,:• ;• A ^ y ^.-.^. . -.. * -: ...... . -X ; -- r:..r > * . • :- • .• ^ :: •. • > t • #♦•- • •• •--♦% 
.1 . .... -... .. - . 

T. 

ハ X,.: 

诹氏物語松® 1八 

ふとSと嬉しけれどあ；3見で過ぐSむいぷせSの堪へ雛う悲しければ夜趣あぼ、れて同じ 
亊をのみ「さらば若君をば見奉らでば侍るべきが.」といふよ6外の事なく母君もいみじう哀 

なう。年頃だに同じSほう.1Cも住まずかけ離れつればまして誰icようてかはかけとでまら 
.む。唯あだkうち見る人の淺はかなる語らaにだにみなれそなれて別る、程はたてならざ 

めるをましてもて僻めたる頭つき心^きて乙を为のもしげなけれど1又さる方に：れこそ 
は世を限るべきすみかなめれと、あ$はてぬ命を限に思aて契$すぐし來つるを俄に行き 

離れなむも心細し。若き人々のsぶせう思a沈み〇るは嬉しき^のから見捨てIIき濱のS 
まを又はぇしもかへらじかしと寄する波にをへて釉ぬれがちな^S。秋の乙ろほaなれば物 

の哀れ取$mね/2る心地してその日とある曉秋風凉しくて蟲の音もとAあへぬに海の方を 
見出して届たるに.A入道例の後夜よ6深う起きて鼻す、^N.うちして行；5ゐました.CS。いみじ 

うこといみすれど誰も誰もいと忍びがたし。若君はいともsとも美くしげに、よる光3けむ 
玉の心地して一础よ$外に放ち聞ぇざぅつるを見驯れてまつはし給へる心ざまなどゆ、しき 

までかく人に違.へる身をいまい寸し,X-思aながら、片時見奉らではsかでかすrsむとす 
らITとo\みあへず〇 •、； ••. *〆 •.一 ' 

「行くさきをはるか(C祈るわかれ路(C--たへぬは老の淚なりけ6。いと名ゆ、しや」とてあ 
;しのr-ci-か"^ す.〇尼君 r: •'*. •.•'，.'..じ-*:-•:.* . • : * 

•「も/)ともに都はいできtl0.たびや6i:と6野中の道にまどはむ」とて泣き給ふさtいと 
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ことね-CNな-CN。乙、ら契りかはしてつも-ONWる年月の程を思へばかう浮きたる事を賴みて 
猞てし世にかべる1思へばはかなしや。御かた、 . ./'. 

;r生きて又あa見む乙と^sつとてかかぎ$も知らぬ世をば賴まむ。送にだに」とせち1C 

の/2まへど、かたかたにつけてぇさるまじきよし^s aつぐさすがに道のほどもいと後め 
穴き氣色な^。「世の中を捨て始めしにか、る人の國に思a下6侍6しZ.とネ唯君の御^め 

と思ふやうic明翦の御かしづきも心にかなふやうもやと思ひ給へ立ちしかど、身の拙か$ 
けるきはの思；s知らる、事多からしかば、更{t都に歸6てふるずらうの患づめる類icて、貧 

しき家の蓮#もとの有樣あらたむる亊もなきものから公私にを乙がtしき名をa/)めて、 
親の御なきがげをはづかし妁〇乙とのいみじさになむ〇やがて世を捨てつるかどでな办け 

Aと人にも知られitしををの方icつけてはよラ思a*放ちてけ-^と思a恃るR、君のやうや 
うおとなび給a物あもほし知るべきにそへてなどかう口惜しき世界にて錦をかくし聞ゆら 

むと心の1はれまなく歎含わ^-^侍らしまVに、佛神を賴み聞£てSヶともかう拙き身に 

引かれて山がつのsほクにはまじ$給はじと思ふ心一つを賴み侍6しに、思aより難くて 
0しき事どもを見奉^^そめてもなかなか身の程をとVo $かうざまid悲しう歎き恃6つれ 

ど、若君のかう出ておはしまし/2る御宿世の穴のもしさにか、る渚に月.0をすぐし給はむ 
もいとか^じけなう契乙とに!sえ給へば、見奉らざらむ心惑aは患づめ難けれどZ:の身は 

長く世を捨てし心侍6き。.君•たちは世を照し铪ふべき光患るければ暫しか、る山賤の心を 

源氏物25松風 .香一九 



节f;1ぺrj 
一^i■..-L^l-^arI».I>r--.l;:..r,-.‘i:.rfl;g,-t<，-r.•，ミ-.... ' t. . -:iB*,,、.-;. 

1-r:-l---tiH:.t:.; 常粟；一.:^— 

^ . . ••. 

^fsau • V, • • r • 

1;•’ 

.泥氏物g?f松風 s 

亂6給ふばか6の御契乙をはあ6けめ0天に生る、人のあやしき三つの途に歸るらひ、一時 
に思aなずらへて今日長く別れ奉6ね。命つきぬと間しめすとも、後の事おぼしいとなひ 

な、さらぬ別れに御心動し給ふな、ど、言ひ放クものから煙ともならひ夕までは若君の御事 
をなむ六時のつとめ^も猶心ぎ*なくうちまぜ恃6ぬべき」とて乙れにぞうちaそみぬる。 

御iirはあま^つVけむも所せくか^へ、、つ、分げむも煩はしとて、御供の人々もあ?;がちに 
かく/3へ忍ぶれば船にて忍びやかにと定め^$。辰の時に船出^給ふ。昔の人も哀といaけ 

るJillの朝霧隔为6行く坌、にいと物悲しくて、入道は心すみはつまじくあくがれて眺め居 
为う。C、ら年を經て今更に歸るも猶思ひつきせず、尼君は泣き給ふ.0- 

rかのきしに心ょうにし海士船のをむさしかたに乙ぎかへるかな」。御うた、 
「s くかへう行きかふ秋をす^^しつ、うき木にの办てわれかへるらむ」。思ふ方の風にて 

限うける日違べず入り給；：sぬ。人に見#められじの心もあれば道の程も輕らかに患なした 

家のさまもM-白うで年頃經つる海づらに敬£*れば所かへたる心地もせず、昔の乙と思 
aHi\しらKて哀なる乙と多加y。馆6をべy2るらうなど故ある^tに水の流れも^」かしう 

患なした众。まだ乙まやかなるにはあらねどすみ〇かばさてもあ.CNぬべし。親しきけいしに 

仰せ給ひて御まぅけの亊せさせ給ひけ6。波み給はむ乙とはとかぅぁぼしたばかる程に日 

頃經ぬ。なかなか物思a續けられてすてし家思も戀しう徒然なればかの御形見のきんをか 
きならすをりのSみじう忍び雛ければ、人離れ72る方(<:うちとけて少し彈くに松風はし^ 



なく^^あaた6。尼君物悲しげにてょうふし給へる、起きあがうて 
••:「身をか；へ.てひと6かへれる山--mにき\しに似^る松風ぞふく」。御かた" 

•.「故111に見し世の友を乙ひわびて囀るNMJをたれかわくらむHかやう(c物はかなくて明 
し郭す^">土ゞな，かなか車づ>心なく思さるれば人めをもぇ憚$あへ給はでわた6給ふを、 

を^な君icはかスなむと^しかに知らせ奉6給はざ办けるを、例の[11-]きもやあはせ給ふと 

てせう>NJIiaぇ給ふ。「桂に見るべき亊恃るをいざや心にもあらで稲經にけとぶらはむ 
と一:1]队し人さへ、かのわた6近く來届て.待つなれば心苦しくてなむ。蜣峨野の御觉にもかざ 

6なき佛の御とぶちひすべければ二irwは错&な0」と1],(!ぇ給ふ。娃の院といふ所俄に作ら 
せ給ふと問く■はをZ.Rす^給へる^やとおぼすに、心づきなければ「铬❷柄さへ改め跄はむ 

程や。待遠に」と心ゆ.かa御氣色な「例0比べ苦しき御心かな"いにしへの有様名殘なし 
と世の人もSふなるものを」と何やかやと御心と$給ふ程R日^けぬ。忍びやかにごぜんれ 

うときはまぜで御心づかひして渡6給；5ぬ。たをがれ時に坐しつき/2か6の御ぞicやつ 

給へ-CNしだに世に纽らぬ心地せしを、ましてSる御心してひきつくマCCA給へる御底衣姿世 
になくなtめかしうまばゆ^心地すれば®atrせびつる心のやみも1Wる、やうな珍し 

う哀1Cて若a:を見給ふもSかC淺くばおぼされむ。今まで隔てける^月^に淺ましく悔し 
きtてfeほす。おほい殿ばらの君を、美しげ.なりと世人もて騷rは猶時代によれ.ば人の見な 

すなうけり。かくこをはすぐれたる人の山口は患るかAけれとうち笑み^る顔の何心なき 

;诲苁物語.松風 11 
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が愛敬づき匂a7^る？:Sみじうらうたしとおぼす。めのとの下りし程は衰へ72ぅしか72ち 
ねび^Sうて月頃の御物語など馴れ聞ゆるを哀に3る患ほやの傍に過rしつらひZ1とをお 

ぼしのたまふ。「乙>•にもいと里離れて渡らむ乙とも難きを猶かのほいある所にうつろひ給 

へ」と0たまへど「いとうaうaしき程すぐして」と聞ゆるも乙とわ-c\な.CN。夜-^よ/)づに 
契4語らひ明し給ふ。猶ふべき所々のあづか办、今加へ^るけいしなど{C仰せら•る。桂の院 

*{c渡ぅ•給ふべしとあ6ければ近きみさうの人々參ぅ集けるも皆尋ね參6/26。前栽 
どもの折れふし-/2るなどつくろはせ給ふ。「乙、かし/sjのたて石ども、皆轉びうせたるをな 

•;,sけ^ぅて^な§ばをかしか^Nぬべき所か.^。かVる所をわざとつくろふもあい•なきわざ 
^^。5ても過ぐしはてねば立つ時物うく心とまる苦しか.CNき」などきし方の{ Vものたま 

ひ出で、泣きみ笑ひみうちとけ給へるい土めでたし〇尼君のどきて見奉る1C老も忘れ物思 
ひもはる、心地してぅち笑みぬ。朮の波殿：0下よ$出づる水の心ばへつく^はせ給ふとて 

>士な兮めかしき硅姿うちとけ—'へるをいと：Qで力う嬉しと見舉るR、閼伽の具などのあ 
.るを見給ふにおぼし出で、「尼君は乙^たにか。いと^どけなき姿な办け办や」とて御直衣 

•召.し出で人奉る。几帳の.7Pとに，よ6給aて「罪輕くおほし立て給へる人の故は御お乙なひの 

ほど^にて--^思aなし聞ゆれ。い^く思CAすまし給へもし御すみかを捨て、うき1U:に 
窗办給へる志淺からず。又^處(Cはsか(-Cとま6て思a^mせ給ふらむとさまざまになる」 

と>-^ぶつかしうの.^まふ。「捨て侍*^し世を今さらに立ち歸-CN思ひ亂る、を推しはからせ 
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給CAければ命なが3の，車るしも思.CA給へ知られぬる」とうち泣きて「あら磯かげに心苦しう 
思a聞ぇ3せ恃々し二葉の松も今は賴もしき御^CAさき」といはa聞ぇさするを「淺き根ざ 

:bゆ承やい，かぐ上か^が^心盡3れ侍る，1など聞ゆるけはひょしなからねば昔物語に御子 

の住み給ひけ:e有樣など語ちせ給ふ^つく/>はれ^る水の.音なaかごとがまし5間ゆ。 
'•H住み馴れし人はかへ：jて^どれどネ淸水ぞ宿のあるじがほなる」。わざとはなくていひ 

:け〇^^みやび：か代ょしと聞き給ふ-0: 
「いさらゐははやく，の乙とも忘れじをもとのあるじや而がはりせる」。あはれとうち眺め 

て立ち給ふ0姿にほ-W世R知らずとのみ思aきZ1ゆ。御寺に波合給aて月ごとの十四五日つ 
r.もjic行はるべ、きW賢講、阿彌陀、'-Sかの念佛の三據をばさるものにて又A、加へ行はせ給 

4ベき事定め置かせ給ふ。堂のかざ:i佛の御具^どめぐらし仰せらる。月の明きR歸$給 
ふ。あうし夜の事.^ぼし出でら-5、折す^^さずかのきんの御乙と§し出て^6。を2.{1かと 

方X物哀なるic、^忍び給はでかざならし給ふ。凌だ^らべも變らず揶きかへしをのをみ今 
*心:-|>し給；。.♦二：ぐン.•：：二• 

.ニハr契士:1>*^かほらぬmとの先らベkて絕えぬ心のほどを知6きや」C女、 
「かは:$:1:^契6し^とを^のみ^.て松のひゞきに音をそへしか^」と聞ぇかはし^る 

毛似げなかちぬZ:そは身に餘う^る有樣な.めれ。之よなうねびま3办にけるか^ちけは64 

••£おもほしすつ^--1:う若君は^〇き尧せず^もちれ給ふ。いかにせまし。かくろへ^る3ま 

—.^^1 $ S 一 
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|にて，お以出てむが心苦しう口惜しきを2|條院に渡して心の行くかぎうも.てなさば後の覺 
一えも罪免れなむかしとおもほせど又思はむ事sとほしくてえうち出で給はで淚rみて見骑. 

一ふ。幼き心地に少し耻らひた6しがやうやううち解けて物いa笑aなどしてむつれ鈴ふを 
(見る't、(c{cほaま5うてうつくし。抱きて^はするさま見るかひあ.CN1:宿世乙上なしと 

見えだ^N。•又の日は京へ蹄らせ給ふべければ、少し大殿籠A過rしてやがて乙れ出で鈴 
ふべきを桂の院に人々多く參6集；：Sてこ、にも殿上人あまた參6/2$。御さうぞくなどし 

”給.以て「いとはしたなきわざかな。かく見顯は3るべき隈にもあらぬを」とてさわがしきに. 
引かれて出で給ふ。心苦しければSりげなくまぎらはして立ちとまり給へる戶口にめのと 

若君抱さてr&し出でた哀なる御氣色にかきなて締ひて「見ではいと苦しかりぬべきこそ 
sとうぢつけなれ。sかvすべき。いと里遠しや」とのたまへば「遙R思a鉛へ^$ける年顷 

ょらも今からの御もてなしの覺衆なう传らむは心づくしにjなどI1Hゆ。^^手をさし出で、 

立ち給へるを慕ひ給へばつレ居給；：5て「怪しう物思；3絕免ぬ身(C乙をあうけれ0志ばしにて 
名苦しや。Sづら。など諸共に出で、はをしみ給はぬ、さらば乙を人心地もせめ」とのたまへ 

ばうち笑ひて、女君にかくなむと間ゅ。なかなか物思ひ亂れて臥し为ればとみにしも動かれ 

ず、あ^ダ上手めがしと思した人々も傍い^がれば、患ぶ忘ぶにゐざり出で、几帳には 
た隱れたるかたはらめSみじう^まめSてょしあ6。*をやぎたるけはひみ乙たちといは 

ひ(C:も/2かぬべし。かたびら引きや-^てこまやかに語らa出で給ふとてとばか$かへ6J01 
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給へるに§乙を患づめ0れ、見送6間ゆ"いはむ方なき盛の御か穴ちなり。$穴うをびやぎ 
給へ,:6しが少し次らあふ程になり給ひR-けヶ。御姿などかくて乙をものものしか6けれと 

御指IJtの裾までなまめかしう愛敬のZ1•ほれ出づるどあながちなる見なしなるべき。かの解 
对た6しくらうど7Pかへ6なりにけう。靱負の尉にて今年かうぷ6得てけ6。背(Lあらため 

心^よげにてみはかし取うによう來た人影を見つけてrきし方の物忘れし侍らねどかし 

Z1ければえZ:を。浦風覺え侍る曉の寢覺にも驚し間えSすべきよすが、たになくて」とけしき 
ばひをrやへ*〇山はHに鳥がくれicも劣らざらけるを松も昔のとたVJられつるに忘れぬ 

人も7Pのし給；3けるにたのもし」なゼいふ。乙よなしや、我劣思ひなきにし名あらざ办しを 

などあさましう费ゆれyr今殊31に」>-うちけざやぎて參$ぬ。いとよそほしくさし步み給 
ふ程、，かしかましう追64拂ひて御311:のま頭の^將兵術督のせ給ふ。「い乏かるがるしき 

隱れが見顯されぬる乙をね^う」とS/C!うからがら給ふ。「よべの月ic口惜しう御供に後れ 
侍りに.けると思a給へられしかば、今朝霧をわけて參6侍る山の錦はtだしう侍うけ-CN。野 

邊の色乙を盛に侍うけれ。なにがしの朝臣の小Eにか、づらひて立t>後れ侍6ぬる"いかく 
攻うぬらむ」な-^い：ふ。今日は猶桂殿fcとてをな^ざまにあはしましぬ。俄なる御あるじ^ 

騷ぎて鵜飼ども召したるに、海士のさへづ{おぼし出でらる。野にと坌6ぬる哲たち小鳥乏 
るしばかうひきつけざせ为る获のえだなどつとにして參れ6。おほみきあt/aたびずんな 

がれて，川のわ^$危げなれど1醉に紛れてあはし-tしくらしつ。おの公のぜくなど作うわ 
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たして月華やかにさし出づる程R大御遊はじま.^ていと，^めかし。ひきもの琵琶和琴ばか 
办笛ども上手のかぎりして折にあひ穴る調子吹き^つる程、川風吹き合せておもし/>きに 

月髙く Sしあが-CN、萬'0亊すめる液のや、ふくる程に殿上人四五人ばか6つれて參れ60上 

に侍'Wけるを「御遊あ6けるつSでに今日は六日の御物忌あく日にて必ず參6給ふべきを 
い，か^れば」と仰せられければNJ、icかうとまらせ給ひにけるょし即し召して御せうそ，」 

あるな4け御使は藏人の辨な$け.CN。 • 

•.「月のすむ河のをちなる里^ればかつら0-かげはのどけかるらむ。うらやましう一と•あ 

4.0、畏ま$聞ぇSせ給ふ。上の御遊ょ$も、猶所から-'0す、ご5、へ添へたる物の音をめで、 
また醉ひ加は3ぬ。乙、にはまう付の物もさぶらばざ6ければ大井に「わざとならぬまうけ 

0冬のやJと言6i遺した^N。と6あへたるに從ひて參らせたう〇絹概ふたかけにてあるを御 

使の辨はとくかべ$參れば女のSうどくかづけ給ふ。 
「久かたのひかり.ic近き名のみしてあさゆふき-CNも暗れぬ山里」。行幸まち聞え給ふ御VD 

ぼへなるべしT中ic生aたる」とうちずんじ給ふ〇*いでに、かの淡路島をあぼし出で、躬恒 

かと?.ろかもかもとおぼめさけむことなどの^まひ出でたるに、物哀なる^ひなきど％b 

.「めぐ^TOて手icとるばか^vs^けき^淡路の島のあはと見し月」〇頭中降、 

:;「う^雲に皂ばし^かひ*-1.月影のすみはつ^ょぞのどけかるべき」。右大辨す乙しおとな 
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.びて故院め御時icもむつましう仕うまつ$なれし人なりけL 

•.，「雲の上のすみかをすて、夜はの月Sづれの谷にかげかくしけむ.〇心々にあま^あめれ 
どうるさくてなむ。けぢかううち患づまる御物語少しうちみだれて、千年も見聞かまほ 

しき御有榇なれば、斧の柄も梓ちWベけれど今日さへはとて急ぎ歸り給ふ。物どな^な 

••1Cかづきて霧の絕間に立-t>まじ^Nyaるtp前栽の花ic見えまが；3/2る色あ；sなど殊にめで^ 
し。近.術づ：かさの名高き舍人、物のふしどもなどさぶらふ^、^うざ5しければをの駒など 

亂れ遊びてぬぎか付給ふ色々、秋の錦を風の吹きおほふかと見ゆ。の、しぅて蹄らせ給ふ锲 
を大井に-(i物隔て、間きて名殘Sびしう詠め給人。御せうこそをだRせ<とおと <7P御心 

にか、れ6。殿.R,^はしてとばかぅうちやすみ給ふ。山里の御物語など聞±給ぶ。「暇聞えし 
程過ぎ.-〇ればsと苦しう乙を。乙のすきものどもの尋ね來ていと痛う表；5とVめしにCAか 

されて冷朝はいとなやまし」とて大殿ごもれ6。例0心とけず昆え給へど見知ちぬやうに 

て、「なずら；3ならぬ程Viぼしくらぶるもわk：きわざなめ6。我はわれと思aなし給へ」と 
敎へ观i給ふ。Sれか、る程にうちに參6給ふにaきそばめて急ぎ#き給ふはかし乙へな 

め$。そばめこまやかに見ゆ。うち3<めきてつかはすを御達などにくみ聞ゆ。その夜は內 
にも#ひ給ふべけれど.とけざぅつる御氣色と$に夜更けぬれどまかで給ひぬ。あ$つる御 

かへ6もイ參れえaき隱し輪はで御覽ず。殊ににくかるべきんしも見えねば「乙れや6 

かく.L給.へ。む〇かしやか入る^の、ちらひも、今はつきなき程に^CNicけCN一とて御脇E 
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、明し茲すを•君も「猶かくてはぇすrさじ。かの近き所にM.CA立ちね」と勸め給へど、つら 
き所多くKみばて^も殘りなき心ちすべきをいか(Cいa-cかなどいふや5(c思a亂れ为 

う。「3らば己の若君をかくてのみはびんなきZ:-とな6。思ふ心あればかたじけなし。對に間 

きTS:きて常にゆかしがるを^ばし見ならはせて持着の乙となども人知れぬさまならず泛な 
さむとなむ思ふ」とまめやか(C語；S給ふ。さおぼすらひと思ひ渡る事なればSとC胸つぶれ 

ぬT改めてやITごとな台方icもてなされ給ふと$人の漏6聞かむZ.とはなかなかにやつく 

/>ひ雛くSほ5れむ，！とv放ち雛ぐ思aたう。「てとわ$にもあれど、うし/>安からぬ方にや 
などはな疑ひを。かし乙には年經ぬれどか、る人もなきが5うざうしく覺ゆるま、に5き 

の齋宮のおとなび物し給ふをだに乙そあながちにあつかa聞ゆめればましてかく惡み雛げ 
•なめる程をおろかにば思ひ放つま.1-き心ばへ.になひ」とをんな君の御有樣の思ふやうなる 

取%語6給ふ。げに古はいかばか6の•事iL定$給ふべきにかとつてにもほの間ぇし御心の 
名殘なく患づf給，へるは5:ほろけの御宿世にもあらず。人の御あ6さまも乙、らの御中 

にすrれ給へるicこをはと思aやられて、數ならぬ人の•ならび間ゆべ.き覺1-にもあらぬを、 
さすが1C立ち出で、人名百ざましとおぼす乙とやあ>bむ、我が身はとてもかくても同じ^、 

办ひさき遠き人の御上も、遂にはかの御心にかく.るべきに乙をあめれ。s Aとならばげにか 

う何心なき程{Cや雛ケiiflえましと思ふ。又手を放ちてうし/)めたからひと徒然も慰If方な 
く.1:はsかゞ明し恭すべから0:0何につけてかy2まさかの御立ち.よ々もあらむなどさまざ 

说氏物訝源S 



L t 4 •4 • r 螬> • J，：B^f、t•••，•，•一,.，、,： • 5.; ••.•一-二.、,、,••••••• ， 、•-.“•* • »i #' • - /% 

.■:•*••.• . • . . .....•.•••パ 

澉氏物諧逋骘 
_塞 • . 

-\-1—.—-I■■■-- .- — 

まfia亂る、にも身の憂き事かぎうなし--〇尼翁思Wや$深き人にて•「あじきなし。らざ 
hむことはsと胸いたtぬべけれど遂に乙の御ためによかるベからひ事Iいはめ。 

淺M—してのたまふ事にはあらじ。たCうち賴み聞免て渡し奉6給ひてよ。母方から乙 
を帝の御子もきはきはにおはすめれ。乙のおと < の君の世に二つなき御有泰ながら出C 

仕へ給へば故大納言の今；sときhみなみ劣合給ひて更衣腹とsはれ給；^しけぢめにfl 
はすめれ。ましてたK人はなずらふべき事にもあらず。又み乙だt>.大臣の御笈といへど 

し向a/2るあと$の、所には人も思a公iし親の御もてなしもえひとしからぬものな办〇ま 
して乙れはやぎとf御方叉出で—し給は—くけたれfき。ま 

とほぎつけて親に7PWとふしミかしづかれgる人乙零がて贬しめられSじめと^-i 
なれ。御挎着のほども、いみじき心をつくすと洛か、る深山隱にては何のはえかあら 

任せ聞え給.Sてもてなし給はむ有樣をも開き給へ」と敎ふ0「さかしき人の心のうらどもC 

も物問はせなどするにも猶渡$給aてはま3るべし」とのみいへば思aよわ^nにたら0殿も 

しか—しながら思はむ所のsとほし含强；3JIで「御11いか—P」 
とのたまへる御返-CNicr萬0か；5なき身に^ぐへ聞えてはげに怎ひ5きもいとほしかるべ 

• く變侍るを、たちまじ办ていかに人笑へにや」と聞えたるをいと哀にお•ほす。日などRら 

せ給ひて忍びやか卞3るべき事などのたまひあきてさせ給ふ。放ち聞えさせむ乙とは猶い 
と哀に^<ゆれど君の御ためによかるべき事を乙をはと念ず。めのとkもひき別れなむこと 
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明游の物あ冬はしさつれづれをも打ち語ら；sて慰めならaoるにsとcたクぎなき事を 
3へと々をへいみじぅ覺ゆべき乙と」と君も泣く。めのと％「さるべきにや覺えWSまにて 

見奉6をめて年比の御心ばへの忘れ雛ぅ戀しぅ覺え給ふべきをぅち^え聞ゆるKJとはよ7P 
侍らじ。終にはと賴みながら暫しにてもよをよをに思の外のまじらaし侍らむが、安からず 

も侍るべきかな」など、ぅち泣きつ.V-すぐす程に十二月Rも次$ぬ。雪霰がちk心細3まさ 
力て、怪しくさ爻ざまに物思ふべか-CNける身かなとぅち歎きて常よぅもrJの君を撫でつく 

/>ひつ、居/26。雪かきくらし降6積るあしたきし方行く5きの事殘らず思ひつ<けて例 
はことにはしt;かなるいで，Qなどもせぬ.を、みぎはの氷など見や.CNて白ききぬどものなよ 

、かなるあ^^着てながめたるやぅだS頭つきぅし石でなど、かぎりなき人と聞ゆともか 
ぅ乙をおはすらめと見ゆ。落つる淚$:.かいはら；5て「かやぅならむ日まして.いかに5:ほつか 

なから0,!とらぅ7^げにぅちなげきて、 
.「雲ふかき深山のみちははれずともなほふみかよへ跡/2えずして」とのたまへばめのと 

うち泣きて， .•• -...,-;, 

「ゆ—なきよしQ、也を尋ねてtPミブCの通ふ跡た免めやは」とS S慰む〇rJの雪少し 
解けて渡り給へ例は待ち聞ゆるにさならむと思ふ事によ^N-胸ぅちつぶれてaとや6な 

らず览ゆ。我が心に乙をあらめ、いなび聞えむを、恣ひてやは"あぢきなと锻ゆれどか/>かろ 
し^やぅなぅとせめて思；5かべす。いと美しげ(C:て前に居給へるを見給ふにお/>かには思 



v»^ «^3U-^.^.M.-- ^^•. ^ { ^-»^».« -<»•..-• -^- ; • <^0-.wvr y. • ^rl. y^:c :. -.-V-: ' /■ ^.: V*!*- .. —,• 

••;.—‘• ••••. . ， . •二.*• • ノ••- * . . • • 

1► • k»M.»«f i :• i • I 

I fl 

a雛か6ける人の荷111かなと^もほす。乙の春よ^^^ほす御cし尼そぎの程Rてゆらゆら 
とめでたくつらつきまみのかをれる程などいへばさらな$。よその物に思aやら〇程の心 

の間推し位か$給ふにSと心苦しければうちかへしのたま；5明す。「何かかく口惜しき身の 
程ならずだにもてなし給はぐ」とIIHゆるものから念じあへずうちなくけはa哀なり。姬君は 

何心もなくて、御lilに乘らITNJとを急ぎ給ふ。窬せたる所に、母君みづから抱き出で給へ60 

か/2乙との盤はいとうC)くしうて、袖をとらへて乘ぅ給へと引くもいみじうなぼぇて、 

「來とほき二葉の松{caき心かれいつか木^かきかげを見るべき」。兗省5aやらずSみ 
じう泣けば、56や、あなくるしとおぼして • • • 

.,rお；3そめし根も深ければ^けぐまの松R乙まつのちよをならべ1;〇長閑にを」と慰め給 
ふ。3ること、は思ひ矣づむれどぇなむ难へざ$ける。乳母少將とてあてやかなる人ばか$ 

みはかし、あ^がつやうの物取りてのる。人だま；sRiK:し刍若人わらはなど乘せて御送に 
まゐらす。道すがらとま$つる入の心苦し3をいかに罪やうら〇と^ほす。暗うおはし春き 

て御萆よするよ6花やかRけはa殊なるを田舍びたる心地どもははしたなくてやまじらは 
むと思aつれど、西お0てを殊に急つらはせ給ひて小き御il度ど珞美しげ(C整へSせ給へ 

ダ。めのとの局(Cは西の渡殿の北に當れるをせさせ給へか。若君は道にて寢給aicけぅ。抱 
きおろされて泣きなどは患給はず〇乙な^にて御ぐだものまゐクなど鬼給へどやうやう見 

廻らして母君の見ぇぬt求めてらうたげにうちaをみ給べば乳母召し出で、慰めまぎらは 



百 

し聞爻給ふ:-〇山里のつれづれまじていがにと气ほしやるはいとほしけれど明漭おぼすさま. 

にかしづきつV-見給ふは物あaたる心地し給ふらむ、いか(Cぞや、人の思ふべききずなきnj 

とはrのわ^ヶに出で >はせでと口をしぐぢぼ3る.0患ばしは人々もとめて泣きなど患給 

5しかど大方心安ぐをかし：ぎ心ざまなれば上に$どょぐつきむつび聞え給へれば5みじう 
美:<*しき物得/2^ど覺しけ6。：ぐとごとなく抱きあつかひ翫び聞え給611:乳母もおのづか 

••^近う仕う.ま〇$なれにけヶ*'°又やんごとなき人の、ちちる添ぺて參6給ふ。御袴着は何ば 

からわざとおぼし急r事li-なけれど氣色とな^Nto御^つらaayな遊の心地してをかしう 
見ゆぶ參4給へるまらうどCも唯明基のけぢめしなければあながちに目もたyさ4き。唯姬 

君のたすきaきゆひ給へる胸つ会e美しげさをaて見え給べ，る。大井にはつきせず戀しき 
にも".身のを乙^^nを歎きをへた^N。さ乙そsaじが、尼君^psとC淚も/>なれどかぐ•もて 

なしかしづかれ舱ふを問くは嬉しかうけ何事をかなかなかとぶら；5聞え給はむ"唯御方 

,の入.々に、乳母ょ6初めて世になき色あひを思：；3急ぎてど.送^:聞え給ひける。待遠ならひも 
s;とセ§ればょと思ばむ：：i sとほしげれぼ年の內ic忍びて渡^N.給へいと < 淋しきすま 

CA.に明潘、のかしづきぐs^sへ離れ聞乞て思ふ，bむふの心苦しければ御文なども絕間なく 

遣す。女君劣今は殊に為じ聞え給はず美しき人に罪免し聞え給：へヶ。年をかへ612。うら、 

かなS-空に思ふ事なき御有樣はsとvめで^く磨き改めた•る御ょもaic參夕集a給ふめる 
A-の；おとなじき程0.は七日の御悦などし給ふoaき〇れ給へヶ〇若やかなるば何ともなく >じ 

i 
谏氏物語薄雲 S 
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地ょげに見えy2が。：〇ぎつぎのA-も心の中tcは思ふ事毛や^らむ。うは^はほ乙^Vかに見ゆ 
る乙ろぼひ3:-.6かし。ひ/1-がしの院-0臺の御方7^有樣は好^しう、あらまほしき§ま{2:|#ふ 

人みわらぱべの姿などチぢどけず心づか；3しつ\-過ぐし給ふに！：近き主るしは乙ょなくて 
丧閑なる御服のaまなどにぼふとばひ，渡多^どし給へど上る立ちとまゲなどやうに心ざと 

は見え給はず。唯御心ざ爻のあいらがに^.めぎて、かば 
と思，aなしo\jあ办がた'^ま•てうしろやすく •長閑に 

ども、ベ^なたの御有梅に劣るけぢめ‘こょなかGずもてなし給-5;てあなづゲ聞ゆべう，はあら 
ねば^なじrと人tp參:/>|±う奉^.て、ベ/2うけいしど免v.事怠らず、な.かなか亂れ^る所な 

乂：めや；すき御有檨な*。.山里の徒然をも絕えず^•ほしやれば公私物骚しき程過rしt渡.on 

給.ふと：て常を^:殊.に5ちけ.さラじ^CAて櫻の御直衣i(:'えならぬ御ぞひき重ねてy2きしめ3 
をゼき給；sてt:か;^.巾し；奉給ふsrぐまなぎ夕日に■いと < しく淸らに見え給ふを、をんな 

君/{2.でならず見奉4送かIniえ給ふ。，姬君-は^はけなく御指貫の裾Rか、^て慕CA即免給ふ 
ほどにとに本出で給SぬTければ立^とまヶてSと哀とおぼLた 

かべ〕りこlr-:jど口ず3 ♦ひ.て出で給ふに、渡殿^■• 
.ぐ：R船とむるをち方A-のなぐば2.もあすが^ 

ば^とにほひや为にぼ\:象み•て、：-:：••:'/:沿•為 
..^s打会X見てあすも§•ね-2:むながながにをぢがた入は心%ぐども1To何事と名11Bきわ 
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ざれあ6き給ネ人を±は美七と見給、へば通方人の：めざまじざもこょ衣ぐあぼしゆるされに 

衣4?©かR思tA^i丈基むと我に•系 
，に入れて美1>げなる御ちをめ給；s:つで戯ぶれ居#'へ-5: 

.々は「：などが同^■<••は:^いでや」など語6ひあべ：灰。彼所*Rば^^ 

Wに住みなして家の有樣もや5--はなれて珍Lぎにみ：、つ、がらのげは 
ん-2?となき人々に劣及けぢめ乙^!ながらず0、かたぢ用意^&まほし5ねび^:„^行く0_ょ 

の：常のおぼぇにかき^ぎれたらば§:る類Sなくやはど思ふ，べき^世i£似ぬひがものなシ親 
の開之など乙を苦:1>け來、人0.程などはぎてもあべぎものをなどおぼす。はつか(2:傯かぬ程 

にのみあればにや.心のどかならず、.立ちか.へレ給ふ^*苦しぐて夢0わたかみ 

-5ち歎かれて箏の琴のあるを引.き寄せて、かの明石，にて小夜ふ，け^CNしねも列のあぼし出 
てちるれば:^超琶•をわぅなくせめ給べ♦ば？少しかき合せ^る-:%vvか•てか 

むとS:ほSる。若君の御ことなど乙まやがに語6給；3クVなはす。乙、はか、る所なれどか 
や5(C立ちとま6給ふ折々あればはかなきくだもの乙はい；5ばかぅは聞しめす時もあり近 

き御寺桂殿などHおはし唛ぎらはじつ > いとまほには亂れ給はねど又いとげざやかにはし 
为なくあbなべてのさまにはもてなし給はぬなどtぞは：いと盌わ乙とにぬ見ゆめれ。女も 

か.yる御心の程を見知今聞ぇて過ぎたゲと覺すばか点の事は患いでず。又いたぐaげせず 
などして街心^.てにもて#ふ乙となくいとめやすく^あ卜ける。^ぼ5^^;やんごとな 
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き所にてだ^、かばかゲもうち解け給ふ乙となくけだか刍御もてなしを聞ざ置き/2れば近 
き程にまじら；3てはなかなかいとめなれて人あな、、フられな5'事どもぞあらまし、たま3か 

にてかやうにふ，ヶはへ給へる乙をたけき心地すれと思ふべし。明石icもさZ.そいaしか。 

乙の御心おきてあまをゆかしが$てあぼつかなからず人は通はしつ、胸つぶる、己と 
各あ6又あもだ、しく婚しと思ぶ乙とも多く^-.むあぅける。』その比おほきおと < うせ給CA 

世のあもしとおはしつる人なればおほやけにもおぼし歎く。暫し!fg$給へグしほどをだ 
k天の下の-Sわぎな6しかばまして•悲しと思ふ人多か6。源氏のおとVも.いとprBbしう^ 

の事おし讓〇き乙えでこそ暇もあ6つるを心細ぐ事繁くもあぼされて歎きちはす0•帝は御 
年^6は乙ょな5-おとなあどなしうねびさせ給ひて世のまつうごども後めたく思a聞え袷 

ふべ：きRはあらねども又とな/2て乂御後見患給ふべき人^^きを誰(CIIIぅてか(i靜なる御 
ほ^^か^はむとおぼすにいと飽かず口^jし。後の御わざなど(Cも御子ど•もうまric過ぎ 

てなlrこtやかにとぶらa扱；3聞え給aける。ぞの：年大方世の中$わがしくておほゃけざ 
まに物のSとし繁心畏閑ならでT天〇空^p例に違べ'る月日星の光見え、雲0:た、ずまひあ 

4とのみ世の；人您t事多•:<-•で、みちみちのがんがへ；文ども奉れるにも怪しう世icなべてな 
らぬ事ど充まじ办た^>。うぢのあ£.义のみなひ、御心の中に.煩はしく覺し知らる、事あ6け 

るくA道き^.s;の‘宮、春の始ょ6惱み渡Gせ^ひて三月{Cはいと重くならせ給aぬれ提 
衣どあ4r°院に別れ舉らせ•給aし程はいど^ばけなくて物深くもあぼされざりしをいみじ 
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Sるべ：ぎ人々に問a聞き給へば親しきがぎヶ侍aてこまかに聞ゆ。月頃愤ませ命へる御6 

ちに御^乙^；3を時のまもたゆませ給ぼずせSせ給ふつも/)•のいとレいたラくづま15せ 
給へる{-Cこの頃とな$ては靴子などをだ(c觸れさせ給はずなたれば賴み所なくならせ 

給；3に/aる事と歎く人々おほかう。「院の御遺言にかな；3て、內の御後見仕うまつ6給ふ事 
年頃思ひ知$侍る部：.多かれど、何に0けてかはをの心よせ殊なる3爻をも漏し問±むとの 

へみ、長閑(C思61侍6けるを、今^IT哀に.口惜しく Jとほのかにのたまはする冬ほのぼの_ゆ 

るに御-Sらへ？PIIHぇや^N給はず泣き給ふさ^.いといみじなどがうしも心弱きさまにと人め 
を：おぼしかへ：せど古へようの御有樣を大方.の世に〇け.てもあたらしく惜しき人の^まを心 

にかな.ふわざならねばかけ^ゞめ聞免む方なくいふかaなく.為ぼさる > 事限なし。「はか 
はかしからぬ身ながら•も、昔よ-CN御後見仕うま〇るべき乙とを心の至るかぎ.CVは^/>かな 

らず思a給ふる，にあほきおとVの办くれ鈴Wぬるを^R世の中心あわ方Vしく思ひ給へら 

る、に又かくiはしませばよろづ(C心亂れ侍なて世に侍ち1;乙とも殘なき心地なむし侍 

パる」と聞ぇ給ふ程{t燈火などの消1:，入るやうkては•て給aぬればいふかひなく悲しき事を 
ムぼし^げぐ。かし2:き御身の程と聞ゆる中にも御心ば<sなどの世のためにも普く哀こあ 

ほ,1>まして、•がうけに^也よせて人の愁とある…なども^のづからうち^じるを聊名さや 

-うなる事のみだれなく,人の仕::5.まづる^とをも世のぐ^しびとあるべき事をばとVめ給 

ふ〇功德の方とて^ずふむるによみ給ひて-^いかめしう珍しう泛給ふ人^ど昔のさかしき世 
1 

1 



V. 

にも智龙6けるを、iれはさやぅな石事^乂唯も^J:l-3の^か^物、土給ふべきつかro、か 
.•;5ぶぅ〈み封の^;の.\さるべ:^か罗-^.5て、 

.何とわス会，じ>山伏次^まで：惜み聞ゆ？を^め奉るにも世の中ひぐきて悲しと思は•似-Aな 
:l;':.o殿上入^^なべてa、とり色1¢黑みわ衣4て物めは^ 

樱を■»黃pて7p花の宴の折漆^思:L35^。女今年ばか$は」とひと々ごち給64て人の見咎め 
:〇ベ：ければ御念ず堂ね雜;.!)居給a,て日/^ 

.iあ^は■§:るに#の薄く渡れ、兔かにび色な^1:何事も御-8とVまらぬ頃なれどいと物哀に 
^ .^.v. V ^ 

:;「入日さす輋に7aなび乂ぅ-t雲はもへのお>ふ釉にいろやまが^ 

CAなし。>御わざなど戈過ぎて事ど^^づま力て1帝物心ぼをVT思:Lたグ。乙の入道の宮の御 
•.母后.の御世ょ6,傳jて、御祈の師icn:侍.CAける僧都、故宮«(:もいとやArとなく親しきもの 

^^あぼし^3^を，おほやけにネ重き御.あ.，^泛-1(:ヤ、いかめ^3御ぐ^ 
かし^^聖なぅけ.る^年七.十ばか力にそ今は終の.あ多^:3をせむとて節々*るが、窝の御褂 

v::ijて出v7aるを:$$よJ召tあ：て常^3ぶ^はせ•給；*0又の：itは猶名との如く參6 

•*§ぶふはる，ベ；^よし大臣7p勸：めの/2琴へば「今は夜居などい.と堪ベ^ 
/か:L;ZBによ飞ふる^御志ををべて」とて、:3ぶふ^に、靜なる曉*(£入も近ぐ侍はずぁる.は爻 

:かて农ど-L:ぬ>0程に古代に，5:t>患はぶ^つ4:世の中.の事^も奏L給ふ序に「S七赛し雛く 

源氏物BIH5S 憂九 
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てが-へらては罪(cもや罷3あ^らむと思a給へ11:る亊多かれど、^/>しめs*れぬに罪mく 

て天のまなZ恐しく思う給へ6る、MJを心に-1;せび侍6つ、命終CN侍ぅなば何のやくかよ 

侍らむ。佛も心ぎたなしAJや思しめさむ」とばか6麥1さしてぇうち出でぬ乙とあ$。うへ 

何^ならむ、乙の世に怨殘るべベ思ふ乙とやあらIT、法師は聖といへどもあるまじき橫さま 

のをねみ深くう-/2てあなる7^.のをとおぼ;1.て，「、いはけなかヶし時よ6隔て思ふ乙となき^、 

そ乙にはかく忍び殘3れ穴る事あ6討るをなむつらく思ひぬる」との^まはすればr•あなか 
し之、更に佛のい5め守:^給ふ眞言の深き道をだに隱し留むるさなく廣め仕うまつ6侍60 

まして心にくまあるNi;i何事icか侍らむ。rJれはさし方行くさきの大事と侍る乙とを、過ぎ 

おはしましにし院き3.いの宫、只今世をまつりごち給ふ^とvの御*めすべてかへ6て善 
からぬ事にやも5出で侍ぢひ。か、るあい法師の身にはたとW憂へ侍6とも何の悔か侍ら 

む。怫天の吿げある(Cよ6て奏し侍るな-^。我が君はらまれ^はしました6し時よ^:N故宫の 

深ぐ思し歎く事あ〇て御祈仕うまつらせ給ふ故なひ侍$し。委しく法師の心にぇ悟6侍ら 

ず。事の違ひめあぅておとぐ橫Sまの罪にあた^給aし時、いよいよおぢ思しめしてmねて 

御祈ども承A侍6しをあとで••«聞しめしてなむ！？<更に事加へ.仰せられて御位に即刍おはし 
まし、爻で仕うま〇る事ども侍6し。.その承ぅし3ま.|とて委しく奏するを間し召すに、あ 

しう珍^かRて恐しうも悲しうもさ^ざ^1C御心亂れけとばか6御いらへもなけ 

れば僧都進み奏Lつるをびんなく思-Lめす(Cやとわづらはしう思sてやをら设まヴてまか 
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，ても過r*§まほしく^ひ」と語らa間.え給ふ。「いとあるまじ•き御事^6。：世の靜ならぬ事は 
必ず政の直くゆがめ^に？^よ-^侍らず。さか-1,^世にし％、なむ善から.ぬ^ども、恃6ける。 

:聖の帝の-#に劣橫ざまの亂れ出<來る'^と巌土に珞侍办け^。我が國(:も5なむ恃る。まし 
て乙とわぅの齡:^名の"時至：^ぬ：るを思し歎くべき畢にネ侍らず」などすべて多\のどと< 

?Pを聞え給ふ。片端.Sねぶ？^ SA傍；s^しや。常^^?P黑き御よ^SKやつし^爻へる御か 
穴ち.違ふ所なし■ °上も*頃御鏡1Cもおぼしよ、る事^nど聞し召心、乙との後は又こまかに 

見奉ぅ給ひつV殊にいとX哀.;R思しめ，3るれば、^ 
3すがicはした.^乂^思しぬベ：き事^ればT4右^御心地RつV.或しXふと7Pえぅち出て聞 

、え給はぬ程は唯大方の，事^もを常よJ殊(C悛し--^聞.ネ3せ給a。 
{Cてs上御氣色Z:となるを、かし乙.き人,0御目:-icは怪*bと見奉う給.へ'^:、かと•かく 3ださた 

，と聞しめし-7aらむとは>ぼ多メヵけぅ。上 
更に患，か忍.び給s妙：む事知^.にけかの，人にネ思はれ•じ<-o唯おと いかvほ*0めかし 

:問；§聞^てさ;^ざ^か〔、.る事の例はあ々けむや：と聞かむ^どあ^せど5£に序もなければい 
• ;-;Isよ御學問をせ--sせ給s:o7>s^ざ^文ど？P.を.®漦ずる 

亂--^がばi 1>き事Sと多か”クけ4。-:0の本屯は觅に御覽U得^所 
や:5'パ忍び力もむ事をばいかぞか.鄉へ知ス序:5の^らむと.す^。で1H: 

t-5\v:後に更itみミ^^^6位夂3^ 



h 

た 

..にこと4せてさもや讓6聞え.tしな^よ^づにぞおぼしける。秋の司召(C太政大臣にな$ 
給ふ：べき事うちう.ちに定め申-b給ふついでに、なむ帝おぼし3するすぢ.の事漏し聞ぇ給ひけ 

..•るを^とくいとまばゆス恐しう-^ぼして更にあ-^まじ^:J:しを.巾-'u返L給ふ。「故院の御志 
あま^の御子たちの御中1C取{わき，て.思しめしながら位を謹らせ給はひ^^怎ぼしめしよ 

らずな.ヴ1Cけ6。何かその御心改めて及ばぬきはにはのぼ力侍^:-〇、唯^との御锭のま、に 
iほやけ{C仕う^つ/^て今少しの齡かさなi侍々なば長閑なる行ひに籠6侍6なむと思ひ 

給ふる」と常の御言の葉にかはらず奏し給へば•、いと口惜しうなむおぼしける。太政大臣ic 
な.う.給ふべき定めあれ，ど暫しとおぼす所あ^て惟御位そaて-5しくる^ゆる3nて參うま 

かでし給ふを、帝飽かず辱:^もの‘に思ひ聞免給aてMみ乙にな-^給ふべきよしを5:ほしの 
:;た.まはすれY、世の中のI御後見•••b給ふべき人なし。權中納言大納言にな“て右大將かけ給へ 

るを、今ひときはあが办なむに何事飞讓6てむ:03て後にと.もかくも靜犮るさまにとぞ.あぼ 
わける。猶おぼし廻らすに故宮の御^：Q:tcもいとほし‘う.又上のか乂思し惱めるを見麥6給. 

ふ^:かたCけなきKyanかゞる事を漏し奏しけむと怪しうあぼさる"命婦は御M殿0かは 
公/2る所にうつ{て，曹凋賜は^て參::$方^。ぁと>穴ぃめ^し給ひて「この事をもし物のっ 

.Sでに露ばか多にVも掘し秦VL給ふ事やあ6し」とあな；Sし給‘へどn-Mi?かけ，て，も[13し召3 
vlfz,*^をs:みじ^事(t:^ぼ:Lめしy、か.0牯罪ぅる4にゃとぅへの御为めを 

欺き^名:L」AFlflゆ:--5にも^方な:^♦定心深く^はせし御有樣攻どつきせず戀ひ間え3せ給 

••..';•源氏物S5節.® 8 
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ふ。』齋宫の女御11あぼし、7^$<3き御後見^てや/1ごとなき御おぼ免な$。御用意有樣な 
ども思ふさまにあもまほしう見え給へれば辱なきもの{Cもてかしブき開え給へ秋の乙 

ろ二條院此まかで給へク。寢殿の御矣つらひいとぐか义やくばか$し給ひて、今はむげの親 

ざま(Cもて次してあつかひ聞え給ふ。秋の雨Sと靜に降りて、お^への前栽のSろS/)亂れ 
たる露の患げさに古への事どもかき續け5:ほし出でられて御秈ネぬれ〇乂女御の•御方Rわ 

た6給へ6。こまやかなるにび色の御直衣姿にて世の中の騷しきなど乙とつけ給aて、やが 
て御精進なればずcaきかくして御さまょくもて衣し給へる、〇きせずなまめかしr御有 

様にてみすの內に入り給Wぬ。御几帳ばか6を隔て、みづから問え給ふ0「前栽ど各乙そ殘 
6次くaもと^侍6にけれ。いと物すさ^じき年な*-5を心や彳て時知6顔なるも哀(2:こを| 

とて柱にょり居給べる夕ばえ.sとめで穴し。昔の御事どもかの野の宫に*ち煩ひし曙など 
を問え，出で給ふ。物哀とおぼした^^宮もかくればとにや少しなき鈴ふけはひいとらう 

六げにて、うちみじスき給ふ稃珞あさましくやはらかになまめきておはすベかめる。見奉ら 
ぬm二、口惜しけれと胸5ちつぶ-6入ぞうたてあるや。「過ぎRじ方殊に思a惱むべき事もな 

くて侍りVAベかりし世.0中に7P、猶心からすきずきしき事icoけて物思；3の絕えずも侍$ 

けるかな。Sるまじき事ど7Pの心苦しき，があま穴侍6し中^、遂に心もとけずむすぼ、れて 
止み，^る斟11つなむ恃;5。まづ1'つば、この^ 

てやみ給ひ(-Cしが'長き11!:の：薆はじき節と思CA給へられしをかうまでも.仕う麥6御^ぜら 



る、をなむ慰めR•思.う給、へ衣せど燃ネし煙の.ですぼ.\.れ給.CAけむは猶いi:^ 
ベらるれjとて今.一0;はの7a-ta3し〇。「中頃身の：なきに观^ 

へ-じこどか/2はしづんがな；3に/2う。ひんが‘しの院に％のする人のを乙はがとなくて心苦 

しチ覺ぇ彼6恃6じもおだし、う思びな乂にて恃心ばへの1Cくからぬなど我も人も見給 
ハへあ <〇らめでsと.こそさは.やかなれ。かく立ちかべ{公の御後見仕う^:つる喜びなどは3 

しを心に深く患t:ず、かや5..^:;るすきがましさ方はまづめ難うのみ侍るをおぼろげに思ひ 
忍びたる御後見上は5:ほし知らせ給ふ％0ひや。哀とだにの/2ま|3:せずは、いかにかひなく恃 

&む」との^まふ。0づがし5て御いらへもなければ「5ゲや、あな心う」とて異事に言ひ紛 

はし給a'o?r今(3;vlかで.のどやかに、生ける世のかぎ$思ふ乙と殘さず後の世のつ 

に任せて籠t居なlrと思a侍るを乙の世の思出に^つべきふしの侍らWとそさすがに口惜 
しテ侍ヶぬべけれ,;0數ならぬ幼き人の侍る、あ；33きsと待遠な$や.0辱ぐとも猶乙の門廣 

げさせ給ひて、侍らずな令なむ後にもがず^へさせ給べ」^ど間ぇ給ふ。御sらへ，はsとあ 

ほどかなるさまに辛うじて以どことばか力かすめ給へるけは以^いとな〇かしげなるに聞 
名つきて患め^めど茲る >まて令はす。「はかばかしき方ののぞみは5るものにて年の內ゅ 

き更ro時❖の花紅葉空の氣色につけても心の行く事も患侍ヶにしがな。春の花の林秋の野 
の：Sかみをと办ど公に人あちをひ侍$けるを.の頃のげにと心ょ.るばか$あらはなる定乙を 

侍らざなれ。*上には恋の花の錦に患くものなしとsaはべめ6。やまと言の葉には秋の哀 
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をと^立1:.入：思：へ：6;-クいづれも時令につけて見給ふに目う〇;かてt乙そ花鳥の色をもねを 
ネ辨へ：侍らね。せばき垣稂の內な.ヶともをの折4の心見患るばかグ春の花の木^yもM^わ 

九じ秋の*をも堀ヶう；(Vし，て；s^、つらなる野邊の蟲をもすませて人(C:御^ぜ.3せひと思a 

給ふるをV?づか^(cか御心ょせ#るべか >10む」と聞え給ふRいと聞えRくき事とS:ほせど 

むげre絕えて御s'らへ聞え給はざ6ひもうたてあれば、771ましていか^!思aわき侍らひ〇げ 
にいつ.となきなかにあやじと間^し夕:?1そはかなう消え給ひにし露のょすが^も思^給へ 

られぬベけれ」ど^どけなげに0たまsけ〇 
:::.「君も§.ばあはれをかほせ人知れ.ず我身に主むる秋のゆふ風。泛 

がjと聞え給ふに^づ^の御いら：へが 
てに、え籠め給ばで-mみ聞え給ふ事どもあるべし。今少しaが事も泛給a-つべけれどもいと 

う：たて：と為ぼい：たる^乙とね$に我が御心も若々しうけし：か^ 
き給へ；る§;^の物深うな^めがしき^'.心づき夂5-.ぞおぼしな$ぬる。やはらづ、ひき入6 

給aぬる氣色なれぼ「あ.3,ましうも疎ませ給aぬ'る，かな。誠に.心深き人は、かぐこそあらざ 
なれ..otじ今ょゲicぐませ給ふなiaつらからむL-.:とて渡り給aぬ > うち表めうたる御にほa 

とま女^るざへ；；う七まLく^ぼさる。人々御格子^ど參うて「己の御各 
しちぬものかなvsかでかぐ取女集め柳の枝R-S-かせたる卸^ 

へ」4•劉にわた女給：sて-とみに：も入^:-給は^^ 
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かけて近ぺ人々そふらはせ給aて物語などぜさせ給ふ？か'5.あながちな：事に胸ふたがる 

<せの猶あ$ける.よとわれな■がらお.ぼし知らる。：之れは.いと 
会方は多々逆さ々.けめど1古のすきば思CAやヶ矿々なき程のあやt:ちにYぼとけ神も免し給 

ひけIfと■&ほ:L>さ爻すも、：猶乙の道は：うしろやすく深^:方の.ま3卜け各かなど為ぼし知ら 
せ給ふ。汝御は秋のあばれ玄知うがほに.：いらへ聞ぇけるも；悔し今 

物む-9か.b'5--惱じげics:へ^給ふを、い.とす^Cよか(co 

給ふ^をん穴叙に-.-Tl女御0秋に.心をよ：せ給へがしもあはれic君の-春©; 
士わ；クに达をあれ。；時々に〇けたる木草の花によ：せでも御心とま谷ばか0の.遊び^ 

しがな。公私のSとなみ患げきみ乙をふさばしからね。いかで思ふ事してしがなと唯御ため 
•Sうざうじ.くやと思ふZ.を心茜しけれ」など語らa聞ぇ給ふ。山里の人も、いかになど絕ぇ 

ずおぼしやれど所せSのみまさる御身Rて渡$給ふ乙とsとかたし。世の中を味氣なく憂 
:b;*a-Ma知る氣色^^か.§し名思ふべ名>心やす/<:立ち出で、あほざうの住ひはせじと思 

へ^をおほ妙^し••(!:は^ぼす^のか^;sとほしく.て例の，不斷の御念佛にことづけて渡6給 
ベ々;:--〇住み馴名:-Sま-tA也ハいi心す^ 

れ^awyへ-U1::〇ま•■(.•T:見奉:-sicoけ.1:7^、つらか6ける御契の：SすがR淺がらぬを思ふに、 
なかなかにて慰め雖;^氣色なれば^こじら；へかね給ふ^9い 

げの、逍水®#ic見^まが^.もをかし。「か、るすまaic^ほじまざらましかば、珍らか(c^: 

’• .♦谜氏物*rllnn那雲' i 

(裏^^家^^^景！ 

.rv 

Iも 



144 • % » iirl#*- p ) 19m I:fl, •一 •一®L 

•上--,^ 

:、.*-.*rv:v-wr ••.て 
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;-t'^i との給ふに ノ vv*Arr • V'いゾ -S 

V,「いSぅせしかげ忘られぬか火は身のう多ふね^ 
れ恃れJとfillゆれば、；;,ブ•::.: •てン^^^ 

V「淺からぬ^/2の思ひを知らねばや猶か^う火のかげは§•わげる。たれうきもの」^ 
かべしうらみ給ふ。大か/2もの^づかにおぼさる、頃なればたふとき事どちに御心とま6 

て、例よAli日ごる經給ふic令すLじ思CAまぎれげむとぞ。. 

-.十.：り 

'槿 

齋院はr御ぶ乂にてお > 居給ひ{C.会かし。4とゞ例の^ぼしそめつる乙と絕えの御くせに 
てハ御とぶらaな:^いiしげ5聞え給ふ。宫煩はしか^omとをおぼせば御返^N%ぅちとけ 

て聞^給はず。：いと口惜し^J.おぼしわたる。九月になヶて桃園の宮に渡6給ひぬるを聞きて 
女五の宮の：そこk^ぼすればそなたの.御とぶちaにミとつけてまぅ^ 

之72ちをば心殊にやんごajなべ思a聞え給へ：及しかば今も親じく〇ぎつぎic聞え交し給ふ 
•めか巧同じ寢殿の西ひふがしにゼ住み給ひける〇程ネなぐ荒れにける心地して哀にけはひ 

じ.めやかな办。宮たいめんし給.ひ：て御物語聞え給ふ。いとふるめき犮る御けはび袤はぶきが 
ちに^:はすゾ*2.のかみにおはすれど故あほ殿の宮はあぢまほしぐふ$がた今御有樣なるを 



もてはなれ盤ふつ、かに乙ちごちしX覺•£給へるも-sるか^な6。「院のうへ^れ給ひて後. 
萬心ぼをく覺次侍りつるに年の積：ま人にいと肢がちにて過ぐしはべるを：の宮さへかく 

うちす：て給へればいよSよあるかなきか^とま4侍るをかく立ち寄りとはせ給ふ{Cなむ物 
忘れしぬべ，ぐ侍る」と1111ぇ給•ふ。かしZくもふ-^給.へるかなと思ぺ-^うち畏まJ-て「院崩れ 

給ひて後は含^ざま，につけて、同じ世のや5.に^侍らず。覺免ぬ罪にあ穴6侍6て知らぬよ 
に惑；5#ぅ.しを、た'ま*^おほやけにかずまへられ奉みては又と6みだ〇暇なくなどして 

年頃も參ぅて、古の.御物語をだに聞4承はらぬをいぶせく思a給へ渡りつくなむ」など聞ぇ 
給ふvrsと名い^もあしく何方に〇けてネ定めなき世を同：じさまにて見給へすぐす。 

命長さのうらめしき事多く侍れどかくて世に立ちかへち給へる御悅(Cなむ、ありし年頃を 
見奉うrcしてましかば、口惜しかちましと覺ぇ侍る」とうちわな、彡給；sて「いと淸らにね 

び.tさぅ給心にけるかな。わらはに物し給へ6しを見奉りをめし時世にか、る光の出であ 
はし^る乙と、您かれ恃りし5:、時令見舉る^にゆ、しく覺ぇ恃ぅてなひ0內のうへガひい 

とよく似舉らせ給へ_ると人々聞ゆるを^4^名劣り給へらひと乙そ推し量ぅはべれ」と長 
々と跗^給へ，ば、殊にかべ5し向ひて人の卷めぬわざかなとをか乙くおぼす。「山がつにな$ 

て.s'たう思aく；づほれ侍&し年頃の後こよなくおとろへにて侍るものf內の御がたちは 
古のlitにも並ぶ人なベや^义そあjlix見舉6侍れ。怪:1,会御おしはか<:\になむ」と聞ぇ給 

ふ。「時々見奉らばsと < しき命やのび侍らIT。今日は老芩忘れうき世のなげき皆Sめぬる心 



..地なむ」とても又ない給ふ「三の當ぅらやtしべSるべき御ゆか6そひて親しく見^.cv<5ふ 
を菝み侍る。Mのうせ給；3ぬる7P、SやぅにZ.そ悔い給ふ折々あしか」とのた爻ふにぞ、小\ 

し耳^まヶ給ふ。「3 7p#.aなれなましかば今R思ふ3まR恃らまし。指3し放^せ給6iて- 
■: とぅらめしげに氣色ばみ問え給ふ。あなたの御まへを見遣ぅ給べればかれがれな.る前裁の 

一心ばへ'も殊に見漉3れて、のどやかに眺め給ふらむ御有樣か/2ち％いとゆか-Lく哀にてえ 
念じ給はで「かくさぶ^aたるつsでを過rし恃らむは志なきやぅなるをあな.72の御とぶ 

らひRaゆべか6けぅ」とてやがて^子よ6渡り給ふ。暗ぅなAたる程なれど、にび色のみすに 
黑き御儿帳の遂影あはれに、追風なまめかしく吹さとほし、けは^あらまほし。^子はか^/ 

はらsたければ南の廂に入れ奉る。宣旨た.いめんして御せぅを乙きZ:ゆ。「今さらにわか心 
かしき心地する御旅の前かな。神-3びitける尔.月のらぅ數へられ侍るに今は內外も許5せ 

給aてセとぞ賴み#6ける」とて飽かずあぼしたあ6し世は皆夢Rなして今なむさめて 
はかなきにや土思a給へ.定め雛く侍るにらぅ•などは急づか{Lや定めpiBt.さすべぅ恃らむ」 

•と問え出し給.へ4•。げにこそ定め雛き世なれとrはかなき事に〇けて»ぼし〇ぐけらる。 

.< 「A^KれすiJPのゆるしを待ちし^k乙、^つれ/t^JTO世をすぐすかな。人pよ可0ハさめ，」 

•かZ:たせ給はむとすらむ.0なべて1H:に煩はしさ2:士さへ侍6し後欉令icma給へあつめし 
•，かな。sかで片端をだに」とあながちに聞え給ふ。御用意なども昔よ$も今少しなまめかし 

•(きけ3へを；s給a(cけ^S。さるはいといたぅ過r.し給へ；ど御位の程にはあiざめぅっ • 



「なべて世のあはればか6をとふからに替ひしこと、神やい5めひ」とあれば「あな乙、 

ろう、をの世の罪は皆科戶の風にたぐへてき」との給ふ。あSぎやうもZ.ょなし。「みをぎを 

神はいかC侍うけ1;」などはかなき事を間ゆるもまめやかにSと^S*し。iiiつかぬ润准樣 
は^月にをへ1:も物深くのみaき入6給ひてえ聞え給はぬを見奉办なやめ6。「すきずきし 

きやう{Cなりぬるを」など淺はかならずうち歎きて立ち給ふに「齡のつも6にはあもなく乙 
をなるわざな6•けれ。世に知らぬやつれを今ぞとだにI1B免さすべくやはもてなし給aける」 

とて出で給ふ名殘所せきまで例の聞免あへう。大方の空もをかしき程(C木の葉の音なひR 

〇けて名過ぎ(Cしもの、哀と夕返しつ、をの折❖をかしくもあはれ1Cも深く見え給aし御 

心ばへなども思61出で間えさす。心やましくて立ち出で給ひぬるはまして寢覺がちにおぼ 
し績け、る。Ireく御格子まゐらせ給ひて朝^をながめ拈れ/2る花ど％の巾に朝顔の乙れか 

れにはひまつはれてあるかなきかに咬きて匂も殊にかはれるを折らせ給aて奉れ給ふ。「け 
ざやかな6•し御もてなしに人ね/)き心地し恃$て、うし/>でもいとぐいかC御1じけむと 

ね72く。されど、 .• ... • 

見しを6の露忘られぬあ3がほの花のさか6は過ぎや^ぬらむ。年頃のつもりも哀と 

ばか$はさ6と味あぼし知るらむとなむ。かつは」など聞え給へ6。あとなび給へ.る御丈の 

心ばへに、5:ほつかなからむも見知らぬやうにやと5:ほし"人冷ネ御砚とりまかなCAてBIIゆ 
れば、 、.....••...ぐ：.：：• •. 

氏物H5I槿、 •—— • S 



!^^^^i4;.g.g$ 

V ^ I. ^ ^,i,. ^ 73^.^#,^. .1 /u^ zv^f^ .i t rvr^H* prtf .t.- ,1 l,^r f,.H r. . 11 11 ■ II :- .. . 3:^尊ま1嫌—:;1:ま本fずf ftず霧奮tiff 
■. . ••••<. .*:*.; ... . •. . ;• :.r}.., - ; .;«..*.-... ....... J. • 

”... - >••• .... . . 

诹氏物H5槿 證 

一秋はて、露のまがきRむすぼ、nあるかなきかRうつるあrcがほ。似つかはしき卸よ 
をへ{Cつけても露けX」とのみあるは何のをかしきふしもなきをいかなるにかおき難く御 

12ずめ-^。赍Rびの紙のなよびかなる墨つきはしも、をかしく見ゆめI人の御ほど替きざ 

まなどにつく/)はれ0、、をの折は罪なき乙ともつきづきしうまねびなすによ5、ゆが/ 
ミともあめればZ:を、Sかしらic:#さ紛はしつ、覺來なき事も多かぅけ立ちかへ4今3 

ら(C心かわかしき御ふみがきなども似げなき事とおぼせど猶かく昔よ$もてばなれA御氣 

色ながら、13をしくて過笤ぬるを思ひつ、えやひまじく思さるればさらがへ6て爻めやか 
に開え給ふ。；：s/iがしのtfにはなnおはして宣旨を迎へつ、語らa給ふ。さぶらふ人々の 

Sしもあらぬきはの事をだ^靡きやすなるなどは過ちもし•つべく‘めで問ゆれど宮はそのか 

みだに乙よなく设し離れ^6しを今はまして誰も思aなかるべき御齡资えにてはかなき木 
軍icoけ^る御かべ6などの折過ぐSぬもかるがるしくやと办なさるらむなど人0%(a 

VJ憚6給；30、うちとけ給ふべ^御氣色^なければ、ふ6が为く同じ3まなる御6ばへを 

世の人icかは6珍しくもね穴くも思a問え給ふ。世の中に漏6問えて、前齋院にねんごろに 
間え給べばなIT女71の宫な^によ/>しく思し^な6。「似げなからぬ御あはaならゴ」など 

sひけるをfの上は傳へ聞き鈴aてしばしはさ办ともさやうならむ乙ともあら^爵てV 

はおほしたらじ•とおぼしけれどうちつけに自留め聞え給ふに、御氣色なども例ならずあく 
かれたる名心うくまめまめしXおぼしなるらむことを、つれなく戯れにいaなし給Wけむ 



が,-:.• 

よと同じす^-icは物し給べど、^え殊(C昔よちやんrとなく問え給ふを御心などうつ.csな1一 

ばはし^なくもあべ3か犮と、年頃の御7^1:^しなどは立ち並ぶ方なく3すが{-(:な>ら；5て 
人におしけy2れひとなど人知れずSほし歎かる。かきたえ名残なきさま(Cはもてなし給は 

ずともSと物はかなき3まにて見驯れ給へる年頃のむつびあなづらはしき方に乙そはあら 

めなど樣 <、に思ひ亂れ給ふに、よ/>しき事乙をうち焱じなどにくからず冏え給へ、まめやか 
につらしと5:ほせば色にも出し給はず。端近うながめがちに、內ずみ忘げくな$、既とは御 

丈を彼-^給へばげに人の事は空しかるまじきなめ$。氣色をだにかすめ給へかしとうとま 
しくのみ思；5問え給ふ。冬つ方かんわざなどもとま办て3うざうしきに徒然とおぼしあま 

6て五の宵{(:例の近づき參う給ふ。雲うち散6•て艷なるたをがれ時に、なつかしき程になれ 

*る御7Cど冬をSよSよ^きしめ給；31:心ことにけr&うじ^し給へれば、いとぐ心弱から 

む人はいかくと見±穴う。さすがにまか6电しはた冏え給ふ。「女五の宮のなやましく志給 

ふなるを•とぶら；3問えicなむ」とてつS想給へれば見もやう給はず。若君ともてあそび紛は 
しあはするをばめの^Vならぬを「怪しく御氣色の變れる頃かな。罪もなしや。泛ほやき衣 

のあま6めなれみだてぶくおぼr&る、にや」とてとだtおくを「又いか <」など問え給へば 
「なれ行く乙をげにうき事多か^sけれ」とばか^NICてうち背きて臥し給へ名は見捨て、出て 

給ふ道物うけれど宮に御せうをZ:聞え給；Sてければ出で鈴；3ぬ。か、6ける事もあうける 
世をうらなくて過rしけるよと思a續けて臥し給へう。icび^る御どどもなれど色あalrr 
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問しめし/aらITと賴み聞免3するを世icあるものともかずまへさせ給はぬになむ。院の上 
はをばおとゞと笑はせ給Sし」など名の-6出づるにぞおぼし出づる。源內侍のすHとSCAし 

人は尼になう1:乙の宫の御弟子{Cて行ふと聞きしかど、今まであらむと？p尋ね知り給はざ 
4つるをあ3ましうなりぬ。「をの.世の事は皆昔が犮6にな办行くを遙に思a出づるも心細 

きRうれしき御掰かな。親なしにふせる旅人とはぐくみ給へかし」とて寄6居給へる御けは 
ひにSとv昔思ひ出でつ、、ふみが^くなまめかしきさまにもてなして、いたうすげみにた 

る口つき思；3やらる、乙わづか；3の流石(C患^つきにてうちざれむとは猶思へ云；5Z: 
し程になどI5Hぇか、るtばゆさょ。今しもき/2る老のやうになどほ、^まれ給ふものから 

aきかべZ:れも哀な乙のさかbicsどみし女御M衣、あるはaたすらなくな-cn給Wある 
はかaなくては.かなき世にさすらへ給ふもあべかめ^N。入道の宫などの御齢aょ、あさまし 

とのみおぼ*§るV世に、年のほど身の殘少なげさに心ばへなども物はかなく見ぇし人のs 
きとま办てのどやかに行ひをもうちして過厂しけるは猶すべて定めなき世なりとおぼす 

1C、物哀なる御氣色を心ときめきに思aてわかやr。 
「年'^れどmのちぎ6ミを/bすられね親の^やとかいaしaと，」と」と問ゆればうとま 

:Lくて.• ：：：：. • •： -: .•，. . リ 
「身をかへて後も待ち見よ乙の世にて親を忘る、例あみやと。たの名し蟲ぞや。今のど 

かにぞ問免rofべき」とて•立ち給aぬ。西お毛てには御格子參れどMW間えがほならむ 

诹氏物®,槿 0 
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宅いかVとて.一ま二まはあ乃さず、月sし出で、薄らかに積れる雲の光にあaてなかなか 
sと面白き夜のさ爻なCNOあ6つる老らくの心げ35もよからぬもの、世のたとaとかH 

きしとあぼし出でられてをかしくなむ。今宵はいと^めやかに聞免給a1:「aと乙とにくし 
なども人つてならでのた^はせむ-.^思ひたゆるふしにもせひ」とおぅ立ちてせめ間乏給、 

ど、昔われも人も若やかに罪免された6し1H:にだに故宮などの心よせおぼした纟しを、猶あ 
るまじくはづかしと思；5聞えてやみ(cしを、世のす^にSだすぎ、つきなきほどにて 一aも 

いとまばゆからむとおぼして、更に動きなき御心なれば、あさましうつらしと思ひ诩え給 

ふ0流石にはしたなぐさし放ちてなどはあらの人づての御返6なとぞ心やましき爷。夜もい 
•^2う更け行くに風のけ[ia烈しくて誠(Cいと物心ほをく^ゆればSサよき程ici-しのごa 

ff6iて、 ノ *: '• 

1つれなSを昔に乙りぬ心乙を人のつらさにをへてつらけれ0心づから」との給CAすさぶ 
るを、げに傍sたしと人❖例の間ゆ，• 

「あらためて何かは見免む人のうへにか、6と聞きし心がはみを。昔に變る事は習よず」 

と間え給べSふかCAなくてsと^めやかに承じ聞えて出で給ふもいと若令しきVじ地し 
給へば〔Sと•力くlitのためしiLな-ON^べき有樣漏し給ふなよ。ゆめゆめい3ら川など％な 

れなれしや」とて切にうちさ、めき語らa給へど何事にがあらむ。人々も「あなかたじけな。 
あな力ちになさけ後れてももてなし聞え給ふらむかるらかにおし立ちてなどは見え給|^ぬ 
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細氣色を、心苦しう」とSふ。げに人の程のをかしきにも哀にもおぼし知らぬにはあらねど、 
物思a知るSまに見え奉るとて、^しなべての111:の人のめで聞ゆら1;つらにや思aなされ 

む。か〇はかるがるしき心の程も見知$給ひのべく、耻しげなめる御有樣をとSほせば、恨 
しからむな3けもsとであsなし。ょをの御返$などうち絕えて^mなかるまじき程に間 

£給ふ。人傳の御sらへはしたなからで過rしてむ、年頃患づみつる罪失ふばかり、御お，j 

なひをとはおぼし立てど"俄にか、る御亊をしも"もてはなれ顔にあらむもなかなか今めか 
しきやうに見え聞えて人のと6なさじやはと世の人の！11さがな3をおぼし知6にしかばか 

つはさぶらふ人にもうちとけ給はず。いた5御心づかaし給；30、やうやう御行aをのみ 
し給ふ。御はらからのきん達あま/2名のし給へど、ひと*0御腹ならねばいとうとうとしく宮 

の內いとかすかになうゆくま、にさばか$めで/2き人のねんごろに御心を■し聞え給へば 
皆人心をょせ聞ゆるも61と〇心と見ゆ。おと < はあながちにおぼしSらるくにしもあらね 

ど、つれなき御氣色のうれ^き(Cまけて止みなむも口惜しくげには^人の御有樣世のあぼ 
え殊にあらまほしく物を深くおぼし知-cv世の人のとあるか、るけぢめもIU1き集め給aて昔 

よ$7Pあま^經まroりておぼさ石れば今Sらの御あだげもかつは世のもどき^毛5:ほしな 
がら、むなしか，b*ひはい1Sよ人笑へなるべし、Sかにせむと御心11きて1一條院に夜がれ3¢ 

ね給ふをVJんな君は"戯ぶれにく、のみおぼす。忍び給へど• sかくうちこぼる、折もなか 
らむ。「怪しく例なら似御氣色こそ心得が/2けれ_一とてみrしをかきやうつ、いとほしとあ 

K氏吻H5莖. iAI 
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ぼし^る3まも繪に#かまほしき御あはaな6。「宮うせ給CAて後上のいとS*うざうしげ(C 
のみ^!をおぼしたるも心^しう見奉る。おほきおと物し給はて、見ゆづる人なき事芝げ 

さになひ。こe).程の絕問などを見習はぬ乙と(Cおぼすらむも乙と心りに哀なnど、卜よさ办 
と7P心のどか{C5:ほせ。おと^'び給ひ/2めれどまだいと思aや.なく人の心毛見知らぬ 

さ兮に物し給ふ乙をらう^けれ」などtるかれたる御aた；5髮aきつく/>a給へどいょい 
ょ背きて物7PR3え給はず。「いとS/2く若び給へるはたがならはし問えたる^」とて常なき 

世にかくまで心おかるゞも味氣なのわざやとかつはうちながめ給ふ。「齋院にはかなしごと 
110ゆるや。もし思し僻ひるかたある、をれはいともてはなれ^る乙とぞょ。おのづ•から見給 

aてむ。背ょ办乙ょなうけどほき御心ばへなるを3うざうしきrf々た^•ならで間えなやt 
すに、彼處も徒然に物し給ふ所なればたま5かの御いらへなどし給へどまめまめしきさ爻 

にもあらぬをかくなむあるとし名うれへ問ゆべき事にやは。後めたうはあらじとをmaな 
ほし給へ」など日一日慰め111]え給ふ。雲の痛う降6積り-7(!る上に今も散6つ、松と竹とのけ 

ぢめをかしう見ゆる夕恶ic人の御か/aちも光まて見ゆ。「時々につけても人の心をうつ 

すめる花紅葉のさか6ょ6も冬の夜のすめる月に雲の光6あひ^る空乙そ怪しう色なきも 
の、身{c^みてfJの世の外の事^で思；3流3れ而白S7P哀S7P殘らぬを6なれ。すさまじ 

き/2めしに言；5镫きけむ人の心あょ」とてみす卷きあげさせ給ふ。月は隈なく Sし出で 
VSとつ色に見え渡され/2るに去をれたる前裁のかげ心苦しう遣水もいと0うむせびて?lli 
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の氷もえもいはずすごきに、わらはべお/>して雪爻ろばしせ3せ給ふ、をかしげなる姿かし 
らつきど7P月にはえて大きやかになれ^るがさ爻ざまの祐亂れ着、帶急どけなき宿砘姿な 

曾めい^るに、乙ょなう餘れる髮の末、白き庭にはましてもてはやし^るいとけざやかな 
60小きはわらはげて喜びはしるに扁なども落してうちとけ顔をかしげな6。い七多う^ろ 

ばさむとふくつけがれどえも押し動かSVわぶめり。かy2へはmのつ^などに出で居て心 
名と7Cげに笑ふ。r {とせ中常の御まへにi?の山造られた6し世icふ6た：る乙となれど猶珍 

しくもはかなき事を志なし給へ6しかな。何の折々につけてそ口惜しう飽かず％あるかな。 

Sとけどほくネてなし給aてくはしき御有樣を見ならし舉$しことはなかうしかど御まじ 
ら；sのrnに後やすきものには^ほした6きかし。うち賴み間えてとある事か、る折につけ 

て何^も聞え通ひしに、もて出で、らうらうしき事も見え給はざうしかど、いふかaあ.^て 
思^さま(Cはかなき^^ざをも泛なし給aしはや。世R又さはか-^の*ぐひあ*^な1;や〇や 

はらかにおびれたるものから深う由づきたる所の並びなく物し給aしを君乙をはSいへど 
紫のゆ^こょなからず物し給ふめれど少し煩はしきけをひてかどかどし3のす、み給へる 

や^しからむ。前齋院の御心ばへは又さ、-3:乙とに^見ゆる。Sうざうしき1C•何とかはなく 

とも111-]え八nせわれも心づかaせらるべき御あ^.CN唯NJのaと、Z./)や世(C殘6精へらむ」 
とのた爻ふ。「ないしのかみ乙そはらうらうしくゆ^ゆ^しき方は人R爻さ^〇4?へれ。^は 

かなるすぢなどもてはなれ給べ-CVける人の御心を怪しぐ％あ.CNける亊どちかな」との^爻 

淞Jt物gi稅 1 
Me 
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は」との給ふに、驚きて5みじく口惜しく胸のおき所なく^わげば、あさべて诞^>流^出 
てにけう。今もSみじくねらしをへ給ふ。^んな君、いかなる乙とにかとおぼすに、うちもみ 

じろかで臥し給へ•九 二• vn,:;ン 
「とげて寢ぬねざめさびしき冬の夜Rむすぼ、れつる夢のみじか3」なかなか飽かず悲 

しとおほすに、疾く起き給ひて3とはなぐて所々^御ず避などせ3せ給ふ。苦しきめ見せ合 
ふと恨み給へるもさぞあぼさるら1;かし。あMが；3を^給ひ萬に罪か/>げなうし御有樣な 

力らCのaとつ乙とRて?:'乙の世の濁をす、ぎ給はざらむと、物の心を深くおぼしたどる 

にいみじく悲• Lければ何わざをして急るベなき世界Rあはすらむを士ぶらCA間えicまう 
で、罪にもかはえばやなどつくづくとおぼす。かの御ためにと$立て、何わざをもし 

給は1;は人とがめ11}]えつべし。內にも御心の|に、、思す所やあらむとおぼしつ、レ5ど 

に、阿彌陀ほとけを心にかけて念じ^6給ふ。「おなじはちすにと2:をは、 
なき人を袤たふ心にまかせてネがげ見ぬ水の瀨にやまどばむ|とおぼすぞうか$ける 

とや0 • 

.•:. •‘•••.：••：：• •- ..... . •••• •‘ 

::少 女;：':..•.'.•..心 

.. .• /• -•• 

年かは-Vて宮の御はても過ぎぬれば、世の中色あら/2ま6てころ名がへのほどなども今め 

源氏物gs少女 
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かしきを，まして祭の顷は大か^0*空の敖色心ちょげなるに前齋院はつれづれと眺め給ふ。 
なまへなる挫の下風悛しきに〇.けても苦き人々は思a出づる«どもあるを、大殿ょ6御禊 

の：！！はsかにのどか(CおぼSるらむととぶら.CAI1Hえさせ鈴へ6。「今日は、 
かけきやii川鄕の波も^ちかへ^?君がみん、ぎのふ^のやつれkj。紫の紙/2て*^みすく 

ょかに藤の部icつけ給へ6。折のあはれなれば御かへりあ-^ 

「ふぢ衣きしば昨日と思ふtに今日はみをfの瀬にかはる世を。はかなく」とばか6ある 
を例の御目と'Vめ給；3て見あばす。御ぶくなほしの程などにも、せんじのもとic所せき^で 

办ぼしやれる事どもあるを院は見苦しき乙とにおもほしのyaまべどをかしやかに氣色ばめ 
る御文などのあ•&ばZ1そとかくも閲免かへさめ、年比もおほやけ^まの折々の御と♦ふらび 

などは!iaえならはし給aていとまめやかなれば$かゞは冏えも紛はすべからむと名て煩ふ 
べし。女五の宫の御方にもかやぅに折過rsず問え給べ^T sと哀にZの君の昨日今日のち 

ごと思aしをかくおとなびてとぶらa給ふ、と、かたちのsとも淸らなるicそへて心3へ乙 

を人には乙とにあひ出V給へれ」と#め聞え給ふを若き人々は笑a[i!r]ゆ。乙な^Rも^いめ 
皂給ふ折は、「CのおとCのかくねんごろに聞え給ふめるをなにか、今始めたる御志にもあ 

らず、故宮もすぢ乙とにな^n鈴aてえ見舉$給はぬ歎をし給CAては思ひ立ちし乙とをあな 
がちにもてはなれ鈴aし事などのy2tひ出でつ、、悔しげicz.そおぼし/2$し折々あ办し 

か。3れど故大殿の姬君物せらし限は三の宮の思び給はむZ.-とのsとほしSにとかく2.と 



を<[19ゆる事もなか6しな.CS。今はそのや/LごとなXえさらぬ筋にて物せらnし人3へな 
一くなられJCしか^げになyてがはSやう1Cてあはせましも惡しからましと5ち'!E兗寺るに 

7PSらがへぅ1:かくねんごろicInlえ給ふも、きるべきにもあらむとなむ思a侍る」など、い 
と古代icssえ給ふを心、つ^なしと^;ぼし1:「故宮に名^か心ごはき名のに思はit黎Aて^ 

ぎ侍6にしを今Hに又111:に靡き侍らむもいとつきなき事になむ」と閲え給aてMしげなる 
御氣色なれば强ひてもえpiBえあもむけ給はず。宮人もかみしも皆心かけ開え^れば世の中 

いと後めたくのみおぼSるれど、かの御自らは我が心をつくし、哀を見え間えて人の御氣色 

のぅちもゆるが七程を乙そ待ちわ^6給へ。5やぅkあながちなるSまに•御心破聞えむ 
などはおぼ^^るべし。大殿ばらの若若の御元服のことおぼし急ぐを二條院にてとおぼせ 

ど大宮のsとゆかしげにおぼし力るもこと心ぅに心苦しければ猶やがてかの殿にてせさせ 
豕6給ふ。右大將殿をばじめ問えて御を^の殿ばら皆上達部のやんごとなき御^え乙とR 

てのみ物し給へばあるじ方に7P心れもわれもとさるべき事ども"とぅど〇に仕ぅまつぅ給 
ふ。大かた世ゆすぅて所せき御いをぎのいきほひな-CN。四位になしてむとおぼし、111:の人も 

さぞあらむと思へるを、まだsときびはな-a.•程を、我が心(C任せ/2る世にて、患かゆく $か 
なからひも"なかなかめなれたる事なぅとおぼし留めつ。淺黃にて殿上に還$給ふを、大宫 

は傰かずあ5まし刍乙と、おぼしたるど.乙とわぅにいとほしか办ける。御たいめんあ办て 
この^P3え給ふに「只今かぅ强ちにし％ま^きに追ひつかすまじぅ侍れど思ふやぅ寺ぅて、 

•脚氏^II辟少女*：. S 
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で’ 

冒 

大學の道(Cしばしな；はさむのほS侍るによA今二三年を徒らの年に思びなしておのづか 
らおほやけにも仕うまつ$ぬべき程にもならば今ひと、なう侍6なむ。みづからは九觅の 

內に生a出で恃$て世の中の有様も^6侍らず、よるaる御まへにさぶらひて僅tc-^むは 

かなき文なども潛ひ恃6し。^Y提き御手よ$傅へ侍6し.^に何事も廣き心を知らぬ程は 

もんざsまねぶ(.!:も琴笛のしらべ(!:もね/2らず及ばぬ所の多くな1;侍うける。はかなき親 
に贤き子の優るためしはいと雛き乙と(Cなlr侍れば、まして次々傳は$つ、隔たりゆかむ 

ほどの行くさきsと後めた^kようなむあもう給へあきて侍る。^かき家の子として、つか 
Sかうふり心にかなa、世の中盛ic騎うならaぬれば學問などに身を苦め〇乙とはsと遠 

くなむ迸ゆべかめる。.たはぶれ遊を好みて、心の1なる官じやくic上$)«れば時ic隨ふ世 
の人の^^にliはなまじろきV3しつ、つゐせうし氣色と6つ、隨ふほどは、おのづから人 

と^ぇてやんごとなきやうなれど時移ク3名べき人に立ち後れて世衰ふる末には人にかる 
めあなづらる、にか、〇所なき乙とになむ恃る。猶ざiを本として乙そ大和魂の世*ic用ゐ 

らる、方もつよラ侍らめ。さしあたみては心tpとなきやうic侍.^ともつaの世の^もしと 

な-.-5べき心あきてをならひなば、侍らずな6なむ後名後安かるべきicよ6なIT、只今ははる 
ばるしからずながらもかく.-Cはr、み侍らばせま公たる大學の衆とて笑Diあなづる人もよ 

も侍らじと思う給ふる」など|1}1ぇ知らせ給へ；ば"うち歎き給.CAてTげにかべもあぼしよるべ 
か6,けるを、乙の大將などもあ^.csaき違べ^'る御事なりと傾き侍る■めるを、乙の幼心地に 
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ieK:-物35少女 

>焱みなどしつ-\か、る方ざまをあぼし奸みて：心ざし鈴ふがめでたきMJと限なく思ひ聞え 
給へ-^.?聊か物い、ふ.をも制す.*.0なめげな6とて7P咎ひ。かしかましう詈y居る顔ども、夜(C 

入女てはなかなか今少しけちえんなる火影に猿がうがましく侘しげに人わろげなるなど3 
IHVtllwRげにSとなべ•てならずさま異なるわざな-^け6。おと^は「いどあざれかたくな、 

る身にて、け5 5う：しまどはSれな〇」との給ひてみすの內に隱れてど御覽じける。數定まれ 

る，座に着きあま务て歸女まかづる大學の：衆どもあるを聞3めして釣殿の方に召し留めて殊 
に物など賜はせけA。事はで：人、まかづる博十：才人どもめして又々丈作らせ給ふ。上達部殿上 

人もべき限^ば皆とKめさぶらはせ給*。i#I]rの.人々ば四韻、^Cの人は大臣をはじめ 

奉^NV'ぜぐ作女給ふb典ある題の^?じえ6Vもんさヲ傅士舉る.:-〇短き乙^の夜なれば明けは 
て、^ぞ講ずる。左中辨講じ仕ケまつ：急がた-f).S.と淸げなる人のこわづかCAも 

んさびV讀みあげたる程V?と而白む:〇おぼえ.心乙となる博士なりけ6。かVる/2かき家?C生 
抒給stc..>世界、の榮花にのみ/2•はぶれ給.ふ••ベ、ぎ御身を%*ちて.窓の螢をひつび^ 

1>給ふ志のすぐれたるSまを萬の事ic上^へ.なずらへiて心々^作ぅ集め；たる、句ごとに而 

白又唐土に4もて渡ケ傳べまほしげなる，世0:文ど.もな.ケとなひを0.乙ろ世に 
•け：る發£，ゞの御は.更な々"親めき哀な^事爸 

**©え知ら^事まねぶはき^友をと-5:,たてあれば漏し•つ。,"う、ち-P: 
.させ給：WIC-やがrc.^の院の內に御曹子作4てtめやかにざt深き師にあづけ聞え給うてど 

3i 
:.,_r i 
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，學問せ-3せ奉.•/;-給びけK>?大宮の御許に7Pを3をS*參うて給ばず、：ょる；5るう〇くしみて、 
猶ちご0.やケにのみもてなじ聞え給へ•れば彼處にては乞物習a-給はじとて靜なる所に籠め 

泰k給/へ•各なヶけy<0月ic一二度ばが$?:.參-^給ぺ-とe許--L•聞え給aけ 
ぶせぎま^•に殿を〇をく^あは-じ^すが^r'->か•<;.苦しからで.も高き位にのぼ318:に用£) 

哲5!及人ばなくやばあみと思ひ問え給べど大方の人がら爻めやかRあだめき/2る所なくお 

はすれば5と能く念じて(yがてさるべ.き文ど7p疾ん讀みは，て.Vまじら6iもし世にも出てた 

らむと思ひで唯四五月の中に史記など：.；S:ふぶみは讀みは、て給aてけう。.今は寮試うけさせ 
むどで爻づ我が御ま人«0.て心みせ.5せ給ぷ:-0,例の大將左大辨式部の大輔左中妒などばか$ 

じ^御師の*fe記を召.Lて史記のか/aき卷令れうじ受けむに博士の.かへ3うべ^節今を 
き出でAv:aとわたぅ讀まぜ奉6給ふ1C至らぬ隈なくかたがた(C通はし讀み給へる5爻つま 

乜备し殘らずあ3:ましきまであ力が左ければさるべきR.iそおはしけれど誰も誰も淚落し 
給^。大將は女して，：い「故大臣おはせtしがば」と聞#出で^泣ぎ給ふ。殿もえ心強うもてな 

じ給はず.「• Aの上(c^:1:.力*^^^^->-4と見聞^\j 侍^'し^^•のるic親の立ちかは^c\^ 
れ行ぐ乙^は幾何なもぬ齡ながら•か\.る世に：乙を侍々けれ」：などの給aておしのごひ險ふ 

を見る御師の心ち嬉し々め；いぼべあ々と思ぺ夕。大將盃5し給：へば、V? 
顔つ^V?とやせやせ5々。也のD1が名のR.セ.ざえの程^ 

芩なむあ^•け^を御覽じう:5所あ.'^てかV：と力；0^召-L寄せ^る^方け.CN。身k除るまで 
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御かへiみを給は^;てこの君の•御徳に^ちまちR身を^>へ；/2ると思へ，.ばまし1:行CSきは 
並ぶベ备人な令御覺えぞあらむか;b。大學4C參$給ぶ日は；寮門に上達部の御車ど％數患ら 

ず橥aぬ也::,?大方世に殘A/2る人あらじと見えたる：Rベ又なん^ 
給へ：るぐわざの：君の御樣げにかぐ、る交ら以.には斑^ 

の立ちtじ令つi來居たる座の末をかちじと思すぞ/sととか令なるや'.?乙、にても又おろ 
¥.の^:、し*5:$のど7¢^^卜てめざま私けれ尽少し各臆せず讀みばて給^:^^ 

榮ゆる頃なればかみなかじもの人我兔我^とこの道に志t集まればい.よいよ世の中(Cざえ 
あ^ばかばかb:^.-人多.<•なUあ：かけ>0?.も/^に/tぎ55:などいぶなる事ど7PI-CSぅちはじ 

め-'%す：がず•かじが奏は、て給へnば偏に心に入れ1:師も弟子もSとV勵まし給ふ。殿にも文作 
☆皂げぐ博^才iALど名所えた々。；すべて.何事につ^て；^:道^o' 

あがけふ^かや:01:3き居給ふべ：きを齋宮の女御乞^をは母君も御後見上ゆづ$聞え給；5 
^がばとおと:^も^;とづけ給>。源氏の5ぢ皂ぎゲ后に居給はむ乙と世の人免し聞えず0弘 

徽殿の爻づ人よヶ先に參ヶ給aにじ^いか令.など.5.t>:ぅちに此方彼方に•心よせ聞ゆる人々 
覺東rがy聞15).:0宾部卿の宮と聞免し今は式部卿にて-2:の御時Rはましてやんごとなさ御 

覺爻哎てあはする御〇-す办ほあダて參ゲ給ベすC同じごど王女御にセ 

Bぐは御母かたに^親3ぐおばすべ^に^:^4母ぎ3きの4ば.1>^^ 
、ど5!ど!•*•せf似^かは1>-:か石ベぐtどかどす：に，^ぼU 
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はCA-0*/■•<引^か'へ勝れ給へ.:6.ける，をft;0A驚き聞ゆ。 

將^大-£虹^:6-，給ひの。世の中の事'^ネ兮づ>ごち給ふ^ 
ょか代^ち^:^.-1>ズて&^玉ゐなど劣畏义'#し給ろ 

セは負ガ給以'1>か^ノ公事にかルて><なむ。腹：々{.2:御子ども十餘人おとなびつ、物し铪ふも 
次々に^6也でつ：;\/劣::?>す榮ぇた名御家の；'5ち犷ふ。ひすめは女御と今一所となひちはし 

け石。，わかんどほ6腹にてあてなるす^は劣るま1>けれどをの母君あぜちの大納言の北の 

方に^4て§:1>询ひ左る子ど^の數多ぐ^>てそれに任せて後の親に讓らむバいとあいな 
し七て上>放ち開ぇ給ひヤ大宮にぞ預け聞ぇ給へヶける0女御に；は\〇と乙ょなく思ひおと 

七--^.t給べ/れ、i人が-^か^ち女どv>と美し：ATVeあはし^る--Vスわざの君一ら(C1:生a出で 

給；SLか--^各十に餘涔給al:後はt御方乙'土にて睦爻-1>刍人なれ！、をの乙子には5ちとぐ 

汶じ名ものな功A父^士--v:開••:t給；S.1:、け名ほべな^:Kた名を、幼心地1C思ふ事なき(Cしあ 
••^ねばはかな^花紅葉KつけXも、、*GAAな遊のつゐせ-5をもねんごるにまつはれあヶきて、 

志.5:見•£聞;i給：へばいみ;yク思CAがはして付ざやがicは今％耻ぢ聞ぇ給はず。御後見ど7P 

八、何かU若^御心どちな*nば年頃見なち.a給べ：名御あはびを俄^ネいかゞは冬て^ 

し^:^め聞えむ七見るに、：^んな君^-そ何.心^又をSな:c^はすれどをAJnJは3 NJそ物げ 
龙き程と見聞ゆれ。^ほけ次ベがかなる御なからひにかあみけむ、よをよをになケては:2.れ 

をセ靜心衣く思ふべ:^”まだ片3なる、手の^.CA 
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•0心をr&なXVあのづか;6落ち散，る折あ石を'->御方の人は‘ほのぼの知れるもあうけれど何 
かはかく上^^誰に戈聞えむ"：見か乂しつ\あるべ.1.。所々のだいきやうど％、はて>世の 

中の御••v'をぎもな乂のどやかにな^ぬる頃時雨うちし•て荻の5は風もたゞならぬ夕菘に大 
宮'-^御方ica-:0令とゞ參4給aて姬君わ六し聞え給；5て御琴など彈かせ奉う給ふ〇宫は萬 

の物0土手に^はすれば，Stつれ>p.傅へ.：奉6給ふ。•「琵琶.こそをんなのまたるRにくきやうな 
れぞ^う^.5じ^名のに侍れ。今の坻にま乙と4う傳へたる人を5を5侍らずな$にた3」 

何のみこくれの源^など數ベ給a•て.rtんなの中比はお-ifき、あとSC.0山里に乙め®き給へ 
^人乙をい^上手と聞^侍れ〇:物の止手の後^は侍れど末^犮^て山賤にて年經穴る人い 

かず3し4引^勝れけ^、かのあとメ、いと心Zとに：を思Wての^まふ折々はべれ、■異事ょ 

6は^女びめ•方、.のさえは猶aス•-$あはせ彼此^通はし侍る之そかし乙けれ。以とうごと{?: 

て±手とな4け^z:^珍し^.Z:'となれ」などの^まCAて営にそ':^•のかし聞え給へばrぢう3 

す:2:，と^a;5ひ：しく^^rc妙•うや」士のた戈へ：，ど>^しろう彈き給ふ。「幸にうち添へて猶 
•.11し5めで^か合け^人な，Jや..'-〇を；a;0世-{C冬/2ま.へらぬを.んなご：を設けさせ奉6て身に 

添.へーズ戈やづt届た^ず*:〇やんごとなさに讓れる心：あきて.事もなかるべき人な6ie.聞き 
恃る」贫どかつ御物語聞^給ふ^をんなはm心ばせょ^-^を、世に用ゐらる.V7Pのに恃かけ 

れ」及ど人のiの：たま;a出でA'r女御をけし:5はあらず何事も人に劣ヶ：て 
と思a給；3:1.かど"思低ぬ火に.あ岧れぬ^宿世比なむ世は患の外衣：る本のと思；^:^^^^ 



^:. 

.ミの君を^に：s:か1:思.ふsまに見なし.侍らIf。春営の御元服只今の乙とitなヶぬるをと、人 
友れず思a給へ：心ざ：gる^:、かうSHs.rw 

ち出で給べ%••むば、まじできしるふ•入あ^が^-<•や」と,.5ぢ歎き給へ^ 

む。乏の家にさるすぢ.の人SV物U給は^、止むや5あらじと故大臣のおもひ給W1:女御の 
御事1::もゐたち急ぎ給a•しも；のをおはせ交しかば、'かて僻Uる事もなからまし」など、 

乙0-御事1Cて•#尨ほき^と<?:•怨めしげにss聞え給へる？姬君の御さまのsと 
美しうて箏の御琴师^-給ふを御rしのさ•か$ば、かんざしなどのあてになまめかしきをう 

ち^も6給：へば耻ぢらaて少し^ばめ給へる、傍め〇-もつぎ美しげにでと办ゆの手つきい 

みじうつく 6たるもの:^心^する乞宮も限なぐ：悲しと^•ぼby26。搔き合せなど彈きすさ 

び給びて押しや功給ひつ。おどヒ和琴ひ^寄せ給ひでヶちの1>-らべのなかなか今めきたる 

.をさを上手びみだれでか.い5!!iき給へ、るいと^もし/)し。あまへの梢ほろ 
.御連.SどこV---かしての御IL-帳の後ti:頭をつどへ穴—。「風の力盖し募し」と5ちずじ給CAて 

一：きんの手な：ちね•ど怪しぐ物^はれな：る夕かな。猶あそばさひやしと<秋風樂にかき合せて 
さう歌患給べる聲sどおもじ/>ければ、皆3:まざまおと^をもいとうつくしと思ひ聞免給 

Aに、い•とゞ•そべむと(Cやあらむ、くわざの君參ゲ給べす。「こなた 
奉，9給へi,9「をru^s對而冬之給ぼらぬかな、などかぐtの御學問のあながちならむ。ざえ 

の程^•よ6除-eN^る7Pあ^^^.^わざと^とゞ•も>ぼし、知れ5:乙となるを、かく^きて聞 
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ぇ給ふやう^らひとは思$:給ぺながち、か'5-籠-cv^はずる'^とな0心苦しう侍'みと間ぇ除 
ひて「時々はミとわざし給へ。笛の音ic劣ふ•るZとは傳はる^の^:ダ」とて御笛舉6^ 

と若うをかしげなる音に吹き力て、：いみじ5あ名し•ろければ御琴どもをば泛ばしとゞめて 
あとゞははうしあどるあど^しがらずダぢ鳴らし給aて萩が花ず令などうたw^まふ，「大， 

殿もかや5の御遊に心とVめ給aていぞがtぎ御政ども5:-ば遊れ給ふな$け公。げにあぢ 

きなき世R心の行ぐわざをし.て乙をすぐし侍ふなまほしけれ」などのたまひで1御かはらけ 

參6給ふに暗5なればお'ほどなぶらまね^N、御湯漬ぐだも：の$:-ど誰各誰も聞しめす。姬君は. 

あな^に渡し奉-^\給ひ09强；^てけどほぐ'^てなし給ひ御琴の音ばか6をも聞かせ奉らじ 
と今は乙ょなく：へだて聞ts給ふを「S、，とほ七き事あ々ぬべき世な；^に、乙そ」と近う仕うまつ. 

5-大宮の御方のねび人どもめぎげ*^。i^JT\r:出で給aぬるやうにて忍びて人に物の/2 

まふとて立ち給へyけるを、：や^らかsほを办-1:出で給ふ道{Cか\るS Vめ 
に怪bうなヶ給aで御耳とため給へ〕ばわが御上をぞいふ。•「か^^ 

:©づ.ガらをれ/aるz.-^.2:*を出でくべかめれ。子.1:知るはといふfi空言なめ*CVI'など?：つきじ 

ろふ。あ*}しぐ-^^•るかな4在ればよ，思び4らぬ乙と^はあらねどいはけなきほどに5 
ちたゆみ：て、世ば，^省の，にもあぅ•け：るかな•と氣色を〇ぶ.つぶと心^給；へ；ど >音もせで出で 

給aぬ。御さ；さ，お：ぶ聲のIAがめ.じきにぞ'rl殿は今^そ出 
しまし0&む。今^:へ「か>;^ 
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じき香の5:?>:^--x;め^出^つ•るは.ぐ办ざの君の#は.じまし.oると乙そ思ひりれ;• °あなV 

クげや。^^5;ごとやぼ：の陬し，召^<?6む？煩はじき御心を」とわ.び 
ぼt-ic->v>..とロゼじん惡し令乙とにliおらねど3珍しげな^あはsに世の人も思Wいふべき： 

乙と、おど••V:;の强aて女御^おし基づめ給ふもつらきは 
•，ご^思W9:れ、"妬ぐもあるがなとおぼず--o殿•の御中の大か犮Rは昔も今もいとょくおばじな 

•か右かや51の方にては挑み聞£■給CAじ名殘も^ほし出で、心うければ寢覺がちicて明し給 
ふ。，•大宮も'さやデの氣色は御寛ず，e>む7Pのを世にs:<-悲しう患給，ふ•御うま2TR1:任せて見 

給^-^:^むと:,--1ゝ人；令の；いひ；^氣色^めざまし5妬1>と思すに御心動含て少-^^ 
やぎたる御心にii鎭め^たじ-0：一，日ぼか6あ6て參6輪^ 

V!と御心ゆき嬉じ-^もの.に^•ばsた>-:°御尼び.たa引き0く/)a夕るばしき御小桂など奉 
ヶをへそ、；乙なが、ら兑耻か.しげにあばす..6-;5とざまなればまほならず?:見ぇ奉う給ふぺおと 

V御けしき惡しくて「ZVRSぶらH劣けしたなC入々Sか(c^f侍6むと心お^^ 

はかばかしざ身に传kねど世ic侍らむかぎ々御めかれず御寛ぜられ覺束次彡へ"た1:なくと 
乙も思S給ふれ。善からぬ^:の：Vう；へKて；怨めしと思ひ聞えSせつべ含乙との出でま 

來犮るをかうも思う給べPとかつは思う給ふれど猶患づめ難ぐ覺え侍4てなむ」と淚おし 
のr:s給ふ(C宫けさ：'5じ給"N5*御顏の色たがaて御目もお-ほきになち'^。rlいかやラなる^ 

にてが、今更の.*-1はaの末に心あきてはおぼさるらむ：|と聞兔給ふも3すが；にぃと 
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ど「Itちしき御かげに幼きものを奉々おき.て自らはなかなが幼:<;ょ$見給へもつかず、まづ： 

めに近きま：：J-&ひなどはかばかしからぬを見鈴へ歎きいとなみ〇、さ6とも人となさせ給一 

6iてむと賴みわ^-c\恃ヶ〇るに思はずなるrとの恃ヶければいと口惜しうなlroM(c天0 

下なレぶ人な^有職には物せらるめれど^^しきほどにか、るは人の間き思ふ听もあはつ 

けきや5になひ。何ばかなの程icもあらぬなか>baにだtcし侍るをかの人の御ためにもい 

とかたはなぶ乙となう。5しばなれきらきらしう珍しげあるあ72.0に今めがしうもてな3 

る\乙ををかしけれ〇ゆかダむつび锁けがましきさまRでおとVも聞きおぼす所彔6なむ0 

SるにてもかV'-る事なむと知らせ給；5て殊更にもてなし少しゆかしげある事をまぜて之そ！ 

侍らめ。幼きX令の心に任せて御覽じ放ちけるを心う<:思う給ふる」と聞t給ふも夢にも知 

6給はぬrとなれば淺文しうあぼしズ)「げRか,の*まふ省-Zとわ々，なれどかけてもこの一 

人十のし^の心なむ知か侍^ざダける〇げ(c^..土 口惜しき乙とば、.乙.V 

1侍れ。諸共に罪をあぼせ給ふは恨めしき：乙とに，なむ。見奉力しょヶ心殊に思；5恃うてそ乙： 

にあぼじ至らatとをも：す：^れ/2る3まRも1:なさむと乙を人知れず思ひ侍れ0物げなき~ 

程を心の間に惑ひて急ぎ物せむとは'思CAょら)Q.乙とになむ。さても誰かはか、る事は聞ぇ一 

けむ〇善からぬ人の事に〇きてきはだけぐ5:ほしのたまふもあぢきなぐ空しき2:とRて人•• 

の御名や'穢れひJ，と0'たまへ嗔何のうきたる-z::とicか侍らむ0、さぶらふ.める人々もかつは； 

皆もど^u笑ふべかめるも0*を，.いと口惜しぐ安からず思ひ給べらる、や」とて立ち洽ひぬ0&一 
、 一 
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知れる人はsみじ$.s.とほしぐ思H。二夜の烏yぅごとの^令は爻して心地も違aて 
か：Aる：む〇.物語をしけむと思a嘆きあへゲ。,：姬君は何心もなぐてあはするにさし覗き給へ 

ればSとら5たげなる御さまを哀に見奉か.給ふ'-〇「若き人といCA5:'がら心幼く物し給ひける 

を知らていとかん人なみなみにど思Sける我Z:をまさ.ヶV-はかなか$けれ」とて御めのと 
ど^を3.Sなみ給ふに聞,flp方なし。rかや5.の事は限^き帝の御いつきひすめもおのづか 

らあやまつ^めし昔物語itもあめれど氣色：を患ら®ぶる人s'るべ^-ひまにて，乙をあらめ。 

これは肌^立ぢまじゲ給CAて年頃^ばじましつる：5:-何かは，sわけな 
しよ^しすrして％隔てT4]:'£3せむと今ちとけて過Cし聞ぇ〇るを、：一昨年ばか6ょ，cx 

はけざやかなる御も.1:なしに.なかにて侍るめroに若きAとてもぅちまぎればみ、いかにぞ 

や、世づ^たる.人劣おはすべかめるを夢に亂れたる所おはじま3/:>めれば更に思ひょらざ 

6ける/〇と」とおの•かどち3:げく--〇「ょし夫ばしか、各事漏3じ"隱れあるまじ含2.となれど 

心をや合て.あらぬ亊とだに.いひなされょ。今かし，乙に渡じ奉りてむ宮の御心のいとつらき 
なヶ己たちはsiとも、；C-•とか、れとし7P思はれざjけむ」とのたまへばいとほしき中 

にも嬉しくのたまふと思aて「あないみじや、大納言殿に聞え給はむ；乙とを3へ思ひ侍れ 
ば"めでたきにてもたC人のすぢは、何の珍しきkか思う給：へ：：かけむ」と聞ゆ。姬君はsと幼 

げなる御さまにて萬に申し給へどもかひぁるべきに名ぁらねば1ち泣き給ひて、「ぃかに皂 

てかv>^づ>b:にな力給ネ爻じきわざはすべかもむ」と忍.びて3るべ3どち^ 
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をのみ恨み聞え給ふ..〇宫はV?とS•とほし：と、あぼす中にも；、をと乙君の御かなしさ；はすrれ僉 

ふにやあらむ、か\^:心0あヶけるも'5:つぐ.-1:う思5る、；に.、なさけなく/〇上なき事のやラ 
に^ほし：のたまへるをrなどかさしもあるべき、もどよ-ilh、^う思ひつき給ふJなくて..^か 

ぐまでかしづかむともあぼした、ざ方^をわがかぐもてなしをめ^れば乙を春宮の御事を 

もおぼしかけためれ、と办はづして/2ゞ人の宿世あらばハ乙の君よ々外に1るべき人やは、 
かたち有樣よ$はじめて、等しきAあるべきかは.、•之れよよびなからむざはicもとこを 

居べと我志(7)-まS.ればRや、おとゞをう:^めし'5*思ひ聞£:給ふ御6の中を見せ^うたら^ 

まして/いかに恨み聞免給は1;。かく5わがる;^むと4知らでぐわざの君參6給べか。.ーゼも 
人目^げ5:て思ふこと5:-もえ聞克ずなヶicしかば常よう名哀に^え給aければ夕つ方あは 

したるなるべし。宮例It:いa知らずうちAみて待ち喜び給ふを、咬めだちて物語など聞±給 

ふついでに一(御乙とに1か內の：あと\:.'の^/1^て物し給びにしかばいとなむいとほしき？ゆ 
力しげなき乙とをし！思；3そめ給；5て人に物思はせ給aつ/ベきが心苦しき{かうも聞えじ 

と思へどSる心龙知龙給はでやと思へばなむ」と聞-i:給べば^^•か、れる乙とのすぢなれ 

ばふと思ひよりぬヂ•為飞て赤みvr何事{Cか侍ちむ-:0靜衣る所に籠$侍.CVRし後と名かくも 

人1Cまじる折なければ怨み給ふべき乙と侍*^^^なむ思う給ふる〕とていと耻かしと思べ 

る氣色i及に心Cるし;5て「上.し今よゲだに用意患給.へ•じとばか$にて異事に0;5なし給ひ 

つ^S、と^文なども通はむZ-'との難さ^め(かと思ふに，いと嘆かし*.〇物まゐ4などし給べど更 
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に兔Q0で寢給aぬるやう^れど；心^を^•にrc人^づまるほどになかさラじを；sけど"例 

は^とにすじ固^:次ど%•せねをりと冬匕て人の•音もせず^ 

办办Ivr^-•でg铪へ：.るK5:;•んな君本目をさtじ.風の音の竹に待ちとられて，うぢぞょめぐR 
Mの嗚きわたる聲のほの^k聞ゆるに幼き心地t'c^とが^•おぼし亂る\tcや、「雲井の•雁も 

办がごとや」、とひと力ごぢ給ふけぼ61若うら^たげな4/0いみじ、う心もとなけれ.ば「乙れあ 
呔ふせ給：〕へ^0小侍從令3ぶらふJとの^凌；へ名}lm^'.せずC御乳母ごな女 

aけ：^はづかじ.5--てあS良$御顔引き入れ給へを哀は知らぬ杖しも•あら^ぞRくさや。 
办のどたちなど近X;臥じで5ちみじみぐ^苦し^ればか^みに音もせず？V,:.ご7•..二；.； 

俊，r 3夜中IC-交呼び：わ^在かAがねttうP 
思；3績けで宮の，御亂にかへ、ヶて.歎きがちな：る劣御自覺め.てや聞かせ給ふら0と.つ、まし.く 

みじ75き臥じ給へ:6,?あいなぐ物はづか.1>5て我が御方に疾く出で、御文かき給べれど、小 
侍從忆ネ乞逢ひ給はず、かの御方ざまに^^'い：かず胸潰れそ覺ぇ給ぶ。女はたさわがれ給び 

b-事の：みはづがし*5:.て^我が身やいか'あらむ:-;?人やいかゞ思はひとも深くおぼし入れず、 
をがしうらうたげ1Cて打ち語らふさまなどを：ぃ疎ま.じど'—思a離れ給はざ力け6。又かXS 

^•かるべき事と%'5:ほ§.-*^ぅけ^を御後見.2:--^..\ぃ 

給はず^お：となびだ.る人やSる.ベ^aまを^造;6:出づちむ。をと乙君杳今少し物はかなき年 
©見{C.て唯^£.口惜.L;5:のみ思HO知とゞはそのま-vic參义，給はず^ 
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源氏物S5少女 i 

をのみ恨み聞t給'ふ-。宫はS,といとほ.Uとおぼす中にも‘をとこ君の御かなしさばすrれ洽 

ぷにやあらむ、か、-5-心のあダけるつくし'5思Sるv(c、なSけなく NJよなき事のや5 

にあぼしのたまへるを、などかさ:Lも：あるべき、もどよ^い、た5思ひつき給ふMJなくて.%か 
ぐまでかしづかむともおぼした、ざ6しをわがかくもてなしをめたれば乙を春宫の御事を 

もあぼしかけ^.めれ、と4はづして/2ゞ人の宿世あらば、乙の君よ<:>外に優るべき人やは、 
かたち有樣よ$はじめて、等しき人あるべきかば、-.乙れよ.CN^よびなからむきはにもと乙を 

思べと我志のまさればにや％おと<をうちめしう思a間t-'給ふ御心の中を見せ舉6たらば 
ましていかに恨み聞£•給はむ。かくさめがるAlfとも知らでぐ>bざの君參办給べ4。.一^も 

人目乏げ7て思ふ乙とを7P£聞ぇずなかにしかば常よA7P哀R覺ぇ給；5ければ夕つ方おは 
したるなるべし。宫例1¢:いa知ら：すうち^みて待ち喜び給ふを、^めだちて物語など聞ぇ給 

ふつ.Sでic「®ことによ6內のあと\::，の產んじて物し給；3にしかばいとなむいとほしき。ゆ 

かじげなきtとをしも思；sそめ給Sて人に物思はせ給sつべきが心苦しき左かうも聞iじ 
と思へど-Sる心7?知A給はでやと思べばなむ」^開^給へば心にか、れる乙とのすぢなれ 

ばふと思CAよ力a;°おiて赤みて「何事にか侍ら6*i°靜なる所に籠6恃$にし後ともかくも 
人にまじる折なければ怨み給ふべきZと侍--^じとなむ思う給ふる」とて：いと耻かCと思へ 

る氣色を哀に心rるしうて「i--し今よケだに用意^給へ，」とばか.csにて異事に，いaなし給a- 

つ。Sと/\r丈なども通はむ乙との雛^なめ：.^と思ふにいと嘆かし。物まゐ&などし給べど更 
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Rまゐ^て疲給ひぬるや5なれど心^そ^にて人患づまるほどKなかさ^^ 

は乙と1¢さじ_めなど令せゆを：つ.^§•して人の•音もせず;^si 

-^か-\:^、で居給へ(る妃をんな君;^目を3ま.1>-1:-風の音の竹に待ちとられてぅちをょめく12: 
Mの鳴きわた-5聲のほの.かに聞ゆるに幼き心地に^とかぐ為ぼし亂る\にや、「雲井の雁も 

bがご•とや」：とaと6ど^給ふけはCA若}らうたげな6。いみじ5心吒となければ一.2:れあ 

げ3せ給べ;6小侍從やさぶらふJとのた奪へど音*^せずぶ御乳母ごな^、ひとりご^を聞き給 
aける^はづかし5てあsなぐ御顏引き;Aれ給へ'ど哀は知らぬ•{•!:しもあらぬ?:にくきや。 

めのとたち^:ど近ぐ臥じてぅちみじるく^苦しければか^みtc音もせず。、 
每rns..楚中it友呼び.わ^.る，か1がねにぅ^で吹きそふ获の今 

思；S績けて宫の、御前にかへiて歎:^がちなる.％御自覺め^や聞かせ給ふらむとつ、ましべ 
みじろき臥じ給へ-あ$なぐ物|1づか-1;-5-て我が御方に疾く出で、御文かき給へれ-^小 

侍從Itもぇ逢ひ給はず，かの御方ざまに.冬免いかず胸潰れて覺ぇ給ふ-〇女はたさわがれ給a 

じ事の：みはづがしうて”我が身やい：かべあ^:むぺ人やいかゞ思はむとも深くあぼし入れず 
をかしうちぅたげに•.て打ち語らふさま^どをX揀ま.じ^--^思a離れ給はざ6けり。又か <5 

わがるべき事ど^おぼ3*\:ヶけ冬を御後見どt-\い、みじぅあばめ聞ゆればぇことも通は-L 

給liずS，となびだる人やさる•ベ妾a•まを^造々出づ^ 

の程にて唯^^口惜^ぅのみ思ふ*:0^どゞはそのま^に參^.給はず、^ 
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聞^給ふ:'〇北の方icは斯る事なIfi氣色も見せ奉6給はず、唯大方5とむづかしき御氣色に 
.て「：中宮のょをほ^乙とにて參う給べるに女御の世の中思び辱め〇て物し給ふを心苦しう 

胸；s'たさ{C•、まかv,.r&せ奉りて心やすぐうち休ませ奉らむ。3すがic上に〇と3ぶらはせ給 
5^:ょるひるあばしますめればある人々も心ゆるびせず苦し5-の.みわぶめるに」とのたま 

ひ‘で俄に-t.かでさせ奉-^給ふ':.0御暇名許されがた刍を、うちむつかう給うて、上は皂ぶ袤ぶ 

に取ぼしめ-Ly2るを患rAv御むか：へし給ふ。「つれづれにあぼSれむを姬君わたして諸共に 

あをCXなどじ給への宫にあづけ奉うた^後やすけれbj、いとSXじ$おょすけたる人立ちま 
じ令て^のtつかちけぢかさもあいな^.程{.Cな^Nにければなむ」と聞え給W1:俄1C渡し谢え 

給ふ-〇宫^どあ：へ；：なし，とおぼ'Lて，「CAと6物せちれし女^^ 

しん心ぼそか：&!];に嬉じう乙の君をtて生ける限のかしづ刍劣のと思aて明涟又つけて老 

のむつかしさ也慰めむと乙そ思；50,れ0思の外；にへだ、てあ^\て^ぼしなす7^つちべな1;」と 
聞え給^は一うぢ畏^ヶて「乙\'-ろに飽かず思う給べ|'^る'て士は^かな1;思う給へらる\: 

どばか$聞えさせしになむ0深ぐ、へだて•思う給ふ乙とはいか\しが恃らむ。內Rさぶらふが世 
の中斤ちめじげにて乙の頃まかではべ名にいと徒然仏思ひて^:〇^侍れば心苦しう見給う 

るを諸共icあ^びわざをも.1>て慰め2と思ひ給^てな0。ぃあがら5ま((:物し侍るとてはぐ 

\1み人とな3せ^へるをあろかRばょも思a聞^させじ」と申し給へぼ、かうS:ほし立ちに 

■/2れば留.め^-でえ給ふともi-ぼしかべすべ^0御心ならぬに^いと飽かず口措しうおぼ51 
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'IGfl人の心Xそ-5きもの.はあれ。とかvrを3なき心•ど省に！われに隔て、陳ましか6ける之 

と呔>.0又^劣^全はあふめ。あとゞの物の心を深5知力給ひながち我を承んじてかくゐ1:渡 

■1>給^事、、かL二tc-1:乙れスう後安念；乙^もあ^じ」と打-t>泣^0.Vの^まふ。折しもくわ 
ざ:0君參々給へ；汝。もし：，い5\かのa^<4やとZ:の頃は^げうほの.めき給ふな6け^N。內0- 

火•••E.o御摩0.あればで心の為^くはしたなくて今をらかぐれて我が御方に入.cs居給へ6。內 

の太殿0.会^だち(左の少將、少納言ハ兵衞佐、侍從、：大夫などいふ^皆て、^ 
s:*nどtみすの^はゆる：し給はず。左衛門督權中納言衣ゼ省異御腹なれど故殿の御もてな 

しの受ivに今^參6仕うまつA铪ふ事ねんご/>なれば、をの御子ども' 5まざま參6給へ. 

どM0'君に似るにほひなん見ゆ。大宫の御志もなずらaなxfi:ほしたるを、唯Z.の姬君を?: 
けぢか^^-^.た^^のにあぼしかしづきて御かたはら避けずうつくしき达のにおぼした々 

0:-5を.、，が*<'•て渡^給Sなむがいと-S-5ざうLきこ七を覺す。殿は「今の程にうちに參ク恃 
4て夕〇.方迎へ.に參*^恃ちむ」士て出で給ひa-.ovs:ふかaなさ 

名^患やあら爻しと.覺せ^猶いと心やましければ、人の御程の、少しものものしくな办なむ 
:.Rかたはなもず見な：ay?いをのほど志の深3淺Sのおもむきをも見定めてゆるすと^殊更 

在^や$:に龙,1:なしてZそあらめ1制し諫むと.7P一所にてはを3なき >0のま、に見苦しう 
#七あ^め•宮も，よ^あながちに制しの/2まふ乙とあらじと气ほせばハ女御の御徒然にこと 

0;けて-;义^%か*.1>-;2:ヒ兑ぁぃらか^ぃ^なして渡'1;給ふな名け$。宮の御ふみ纪 

课及物語'.少女 
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is氏物S少女 四8 

ej,又，こそ恨み毛泛給はめ.-〇君はさヶと名志のほ^も患-〇給ぶちむ。渡みて見え給へ」.と聞え 
儉へれば一ぃ^をかしげに引，き耩^て渡{給へ4--0十四になむあはしけ:5.?かたなぅに見え給 

をどいと{めかしう產めやか(C美X.しき冷ま泛給へ力。「傍避け奉ちず明藉のもてあそび物 
U思CA聞李つ.るを、Sうざうし々もあくべ'$かな;*o殘6す••<•••なき齡の程Kて御有様を見はつ 

まじき1士八命を乙を思びり」れ。今3らに見捨て八移ろ61.給ふや，いづちなちむと思べばい 
と2そ哀衣れ」''iて泣き給ふ。姬君は耻し1.とを，おぼせば顔も名たげ給はで唯なきにのみ 

.泣き給ふ夕士とZ'君の御めの^宰相の君出で來て11同じ君2こそ賴み問えさせつれ。口をし 
弋渡4せ給ふ：と殿はこ：^ざまにあぼしなる乙とおは^ますと^Sやうにおぼし靡かせ給 

ふな£1:など^\あ鱼聞ゅれば、.^未 
♦ 乂4な聞£^れそ:-0人の御す，く^す:<-:せ_の.いと定め難4」との^まふ。「いでやものげなしと 

あ-^づ1開^Sせ給ふに侍石め^:か-t-;-0違と^げ 
乜：めSあはせ$ J止な嗦心キ凌^斧*^^^^ 

:^洛奶}Q3-:.l>-^時e之そ苦しか6けれ:0'い4心細ぐ^ 
$御乳母か洛心若;'uう見て宵に土かX聞•名たぼか少て，>夕まぐれ^^ 

せ含せ給>ゲ？於た^.に物耻か;1>べ朐っぶれて物冬ぃ：はで泣^給ふ^0大臣の御心 
ふけ取ぼ4:sばれ周CA止^..^1/と思^^戀*1>*夺為はせ^- 

以兮あ}^均べ*•'，ぶつ§頃汰ぞに•隔てつちIfL-.'*とめ*:まふさま^^ 

:,-V-.* 



•>; 

、rsz:^*-li^^め」：^•〇力^ふ9-1戀し上は-^ぼし^セや」とのたまへば、少しうなづき給ふ 

^^.%:^:§念ザ々 r^:'o>ほ^なぶ^^や6Mまか:<#ふけは-64 

3*0聲に^々「を\や」.3:^公^3わぜばいと恐し-^>ほしてわな、さ給ふ。男は5も3め 
が，れば:^:aたぶ---5セ許し聞-t給はず。御乳母參jて求.勿奉るに策^^ 

げに宮戈ちせ'給は似乙とにはあ^ぶ6け:6と思ふにいとつらく「$でやうか6ける世か^。 
搬'0^ほしの:^^:^乙とは更に:^-|1?]^ず、大銷言殿に^^かに間.かせ給はむ。め\し^くとも 

物の初の六位すべ.せょ」-^0ぶやく>^ほのき^ゆ？啦乙の据風のうし^に尋:^きて歎くな6 

•好夕。^^乙君.ノ我^ば位玄七とて，はし^^セ.る';^うけ^とおぼす(?:、世の中うらめしけれ 
;g-^7p.少し；§:{J-:5沁ちして妁ざまし？「かれ間^給；へ。• 

く:n>J:力の狼に深^軸9色^淺綠とやsひ泛をる-べき。はづか七」之のた^へば、 
•「やろい/)^:#のうきほどの知$る、はいかに染めけ*3中の衣ど 

•殿;A::&給べ'1-()。わりなくて.®う給似^。^と乙耔拟立ちとま^7a;>ル地もいと人ね 

*が：^V.我が御か力にふ七給:CAぬ。.御®一一つば.か4にて忍びやかに急ぎ出て給ふ 
r4]、屯泛づ心^け:^ば宮の御祛へ:^::^參^输へと^れ：^寢 

便^みとVまら^ば嘆^あかして:lfの > と白きに急ぎ出で猗 
む^は’、つか:-:L,^ic宮は-^於-L令〇はすべかめれ^ 

う-〇道のほ.•^••Aや-6ならy心細く思*al!く^に空の氣色名：S-/2う^6て文 

**.{泜氏物gl.:〔少女…、丨• •••• '••••••;>•1.«メ % §01 
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.:「霜氷う穴て1;すべる明くれの.空かきくらし降るなみだかな」。』おほい殿には今年五節 
奉6たまふ。何ばかうの御やそぎなちねどわらはべめさラ衆なぶ近うなうぬとて急ぎせさ 

せ給ふ。aんがしの院には參りの夜の人々.s:5束せさせ給ふ。殿には大方のことゞも中宮よ 
らもわらはしもづかへのれうまでえならで窣れ給べ6。過ぎにし年五節などと^6しが3 

うざうしか-CNしっ7P-CXも取-CN添へ人の心地も常ようも」花やかに！ふべかめる年なれば、所 

々syみてSといみじX萬を盡1給ふ問免あ^。あぜちの大納言、左術門の督、うへの五節 
には良淸今は近江■の守にて左中辨なるなむ舉$ける。皆と < め3せ給ひて宮づかへすべく 

仰言：となる年なればむすめを各奉6給ふ。殿の舞姬は惟光の朝臣の津のかみ^て左京の 

大夫かけ/2るむすめかたち:^どS.上をかしげな；間えあるを召す。からS乙とに思aたれ 
ど「大納言の外ばちのむ'tめを奉^るなるに、朝臣のいっき娘出したてたらむ、何のはぢか 

あるべき」とさいなめば侘びて同じくは宮づかへやが-てせさすべく思aおきて^6。舞なら 
はしなぞは、さ^にてい^よう泛犮て，、かしづきなど^たしう身にそふべきはいみじうえ 

ら盤、ふの日の夕つけて參らせた令。殿に7P御かたがy2のわらはしもづかへのすrれた 
るをと御货じくらべえう出で^る乂心地どもはほどほどにつけていとあ珞だ乂しげなう。 

.<ぜん^召;1..て御劈ぜむ-.5^な^し^お^へ:?:渡らせ.-1:と定め給ふ。捨0べうも^らずと 
Jど1ぶるわ^はべのや乃:^sか力ちをおぼし煩.aて「今一所の料を乙れよ6奉らばや」な 

ど笑ひ輪ふ。为ゞもて^'1,用:^北よ办て.ぞえらびに入6ける。大がくの君胸のみ.ふ^が&て 



物などもみsれ>bnずくつしv>/2くて文も讀まで眺めふし給へるを、心もやなrsひと立 
ち出て、紛れあうき給ふ。さまか允ちはめで穴くをかしげにて患づやかになまめい給へれ 

ば若き女房などはい^をかしと見奉る。うへの御方{Cはみすの前にだに物近うももてなし 

給はず我が御心ならa、いかにあぼすにかあみけむ、うとうとしければ御達などもけどほき 
を今日は物のtぎれ(C入6立ち給へ•るなめ舞姬かしづきあ乃して、妻戶のまに屛風など 

立てV、か6をめの^つらaなる{Cやをら寄-〇て驭き給へばなやましげにてそひ臥したう〇 

雕かの人の御程と见ぇて今少し仑びやかに、やうだいなどのミと3らびをかしき所は優6 
て3へ見ゆ。暗ければZ.まやか4Cは見4iねど程のいとよく思a出でらるV3まR心移ると 

はなけれどた<にもあらできぬの裙を引きならし給ふ。何心もなくあやしと忍ふに、 
「あめに^すとよをかaめの宫人もわが心ざすしめをわするな。みづがきの」との給ふ 

ど、うちつけな办け:-5。若うをかしき聲なれど誰ともぇ思ひな5れず、な爻むつかしきにけ 

さうじ^ふとて騷ぎつる後見ど％近うよりて、人騷がしうなればいと口惜しうて立ち去$ 

給ひ5。あ-3ぎの心や^しければ內へ參6給ふ乙ともせず、ものうが6給ふを五節に乙とづ 
けて直衣などさま變れる色ゆるされて參う給ふ。きびはに淸らなるものからまだきにおよ 

すけvざれあ6き給ふ。帝^*^はじめ舉6ておぼしたるさまなべてならず世に珍しき御あ 
ぼtな4。五節の.まゐる.儀式はsづれともなく心令に二なくし給へるを舞姬の如たち大殿 

のと大納言殿のとli勝れた6とめでの、しる。げにいとをかしげなれど乙、しう美しげな 

^51— - V# r 



る乙^は猶大搬icli及-i:まじか6けう。物淸げに今め3てをのものとも見ゆまじう患穴て 

./2.るやうだい^どのあぅ♦かたうをか.Lげなるをかう春めらる人なめ.C。例の舞姬ど％よ$ 

は、省，少しおとなびりくげに心乙となる年なぅ。殿參6給ひて御覽ずるに昔御目とまぅ給a 

しを^め：の姿を.お货しいづ。たつの日の茲つかたつかはす。御文のうち！ひやるべし。 

「をとめ子ネ神Sびぬらし天律-1]ふるき*1itの友よはCA經ぬれば」。•部月のつを數へ 
て、うちあぼしける^、のあはれ女忍び給は沿-Z:とのをかしう费ゆる名はかなしや。 

「かけてSへば今日のZ1と、ぞ思ほ吵る•日かげの霜の棚にとけし7P」。淸摺の紙よくと4 

あへてまぎらはし勘いたるZ1墨、薄墨、萆がちにうちまぜ亂れた石も人の程につけてはをか 
しと御赀ず。<ゎざの君も人の目土まるにつけて冬人知れず思以あ6き給べどあたぅ近く 

■だによせずsとけ、しうもてな^^れば物つ、ましき程の心icは歎しうて止みぬ。かたち 

はしもsと心につきてつちき人のなぐさめにも！る/bざしてむやと思ふ。やがて皆留め5 
せ給a1:{'s仕すべき御氣色あ6けれどZ1の.度はまかで3せて近江のは辛崎の祓钳のかみは 

攻には4いどみ■てまかでぬ。大納言名殊更ic參らすべきよし葵せ5せ給ふ。左術P1]瞥をの人 
tらぬLうてとがめあ-csけれどをれもと < めさせ給ふ。津のかみは、ないしのすけあ^^ 

石に^-r-IJさせ^れば、ぶ？pやい/2は:^^しと大殿もおぼSU72るを、かの人は間き^まaてい 
A Pをし--^思ふ。我が部のほ-^位^.^かペ物げなか^ずば乞；5見て^しものをr思ふ心あ.cn 

と^iRまられでやみなIT.こと、わざ士の乙，とにはあらねどうちそへて涙ぐまる、折々あ 
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6。せうとの：m殿上する常^ミの.巷に參6仕うまつるを例よ.懷し5-fbDi沿うて「五節 

はいつ.^うちへは參るL-と問a給ふT今年と乙をは問き侍れ」とiiaゆ。「顔のいとよかりしか 
ばす<ろ^乙を戀しけれ。ましが常に見るらむも5らやましきを又觅せてむや」とのたまへ 

ば「い力てか3は'#らむ。心に任せても得見f#*らず、;^の乙はらからとて近くもよせ侍らね 
はましていか\」か霜達には御1Sぜさせむ」と冏ゆ。「3らば丈をだに」とて賜へう。5きざき 

かやうの乙とはいふものをと哉しけれどせめて給へばいとほしうてもていぬ。年の程よ公 
はざ^てやありけひ、をかしと見けう。綠の薄樣の乙の^:しぎか3ねなるic平はまだいと我 

けれど生ひさき見ぇていどをかしげに、 
一口かげ{Cも志るか-^けめやをとめ子が，あ.y:のは釉にかけし6よ〇ふた.〇見るほど(c父 

ぬしふとよ办來たら、恐しうあきれてi-引&隱3ず「なぞの文ぞ」とて取るRおもて赤み1: 

•た6。よからぬわざ急け6とにくめば、せうど逃げてS くを呼びよせて「たがど」と問へば. 
「殿のくわざの君の:^か^かのたtaてたまへる」といへば名殘なくうち笑みて•「いかにう 

つ;<■しき君の御ざれ心な6。きんちらは同じ年なれどsふかaなくはかなかめ〇」へなど#め 
て*0:君(c名見す• °この君遜の少し人かずにおぼしぬベからましかばおほざうの窝壮よ6は 

庫6てまし。殿の御::^おきてを兑るにみそめ給びてむ人を御心とは忘れ給ふまじきに乙を 

Sと顧もしけれ。明石の入道のためしにや^••らまし」などいへど皆f:ぎ立ちにけかの人 
は丈をだに£:や6給ばず立ぢまさ3*-方のことし心にか、ぅて程ふる免、にり6,なく戀しき 

~ つ|■■に、-^ _ rryn I-.T:—. -'n •」- IN- - J-^lr - fr.il I ^ ' r J-1 ni]3T. ^ - -c- ■ ^ ^ 



丽かげに又^.a兇でやと田心ふよ合外の乙となし。宫の御もとへも、あいなく心うくて參り給 
よずおはせしか穴年頃遊び驯れし所のみ思ひ出でらる、乙とまされば1]13へうく资1給ひ 

つ、また龍$居給へ办。殿は乙の西の蓊にぞ昍ぇあづけ奉6給ひける。「大宮の御世の殘$ 

少げなる^あはさずな6なむ後も、かく幼き程よ6見ならはして後見お，ほせと」開ぇ給へば 
浪のたまんま、の御心にて懷しラ哀に思ひあつかひ奉6給ふ。ほのかになど見奉るにもか 

たちのまほならずもおはしけるかな、か、る人をも人は思a捨て給はざ6け6などわがあ 

•ながちにつらき人の御かたちを心1Cかけて戀しと思ふもあぢきなしや。心ばへのかやうに 
やは>b.かならむ人を乙をあひ思はめと思ふ。又向CAて見るかひなからむもいとほしげな6。 

かくて年緻給ひにけれど殿のさやうなる御か/2ち御心とみ給う1:ばまゆふばか办のへだ〆し 

さしがくし〇、何くれともてなし紛はし給ふめるもうべなりけ6とMふ心のうちぞ耻しか 
うける？大宮のかたち乙とにあはしませどまだいと淸ら•におはしこ、icもかし乙に本人は 

かたぢよきものとのみめなれ給べるをもとよ6勝れざ会ける御か*ちのや、3だ過ぎ^る 
心t>-してや亡やせに御rしすくな、るなどがかくをしらはしき-なりけ合。年の游にはl;o 

きの卸ざうぞくなど{呂はたゞ乙の君一所の御乙とをまじるZ:となう急ぎ給ふ。あ爻たくだ 
ヶぃと#?らRky2て給へるを見る戈物うくのみ^ゆれば「朔口などには必ずしも內へ參る 

tじう思ひ铪ふるに何にかく急がせ給ふらIf」と聞ぇ給へば「などてかSもあらむ。老いく 
グらa人のやう1Cものたまふかな」との^まへば「老いねどくづほれ*る心地ぞする 
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1巧 

や」とひと6ごちて打ち淚ぐみて居給：へ.CN。かの事を思ふならむといと心苦しうて宮もうち 

游み給aval。「男は口惜しきき1^の人^に心をたかう乙を〇かうなれ？あま6皂めやかRか 
くな物し給af〇何かかラ眺めがちに思a入れ給ふべきcゆ、しう」との^まふ。「何かは。 

六位など人のあなづ$侍るめればWしの事とは思う給うれどうちへ參る毛物憂くてなむ。 

故大臣あはしまさましかばたはふれにてもAic:はあなづられ侍らさらまし。物隔てぬ親R 

あばすれどsとけぐしうSし放ちておぼsたればおはしますあ^办に为やすくも參6なれ 
•侍らず。aんがしの院にてのみな1;あまへ近く侍る。.對0.御方乙を哀{c物し給へ。おや今一 

所おばじまさましかば何事を思a恃らまし」とて涙の落つるを紛ばし給へる氣色いみじう 

哀なるk宫ぱv>とぐぼ/>ほ/>'と泣き給a-'てr母に後る、人は程々(coけて§のみ乙を哀な 

•れどおのづからすぐせすぐぜR人と成ゲ六ちぬればおろかic思ふ人もなきわざなるを思；3 
入れのSまにてを物し給へ0故^と.VT0-今%はしだに物し給へかし0限なきかげには同じ乙 

どV®み間ゆれど思ふにかなはぬ乙との多かるかな。內のおと< の心.ば：へもなベての\こ 

はあらずと世の，人もめてsふなれば昔に變ることのみまさ办ゆくR命長S7Pうらめしきic 

生ひr6き遠き人さへかくいS\かにてTpiii:を思a志めA給へればsとなむょろづうらめし 
き世^る」とてなぎお：はし^す。つい^ち12:名大殿は御あうきしなければのどやかにておl-j: 

します。良房0iおとvと開えける古の例になずらへて白馬aぎ節會の日はうちの儀式をう 

らして昔のた.めしょ力1ことをへていつかしき御有樣な60二月の廿H餘朱雀院に行幸あ 
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「いにじへtふき〇たべたる笛竹にSへづる鳥の音SへかはらぬSあざやか(c奏しなし 

一給べる用^乙とにめてた^0取らせ給；5て、：：' . 

; 「う'ヶ；3すの昔|:'、乙；5て3べづるは木傳ふ花の色やあせたる」との^まはする御有拔乙 
|ょなぐゆ^ゆ^しく^はし^す。Mnば輒ねたくしざまに$ちうちのZLとなればあまたに 

:も流れ«ヤな6にけひ、又かぎ落しでけるにやあらむ、樂所遠くて赀衆^'ければお前に御琴 
|どもめ^。兵部卿宮琵琶、內のあと^和琴、箏の御琴院の御前にまゐ$て、きんは例の办ほき 

;おとv穴まばか給ふ。Sる.いみ1:;き上手0:勝れ/2る御手づ.かaどもの盡し給へるねはMへ 
一むかた也し。3う歌の殿上人あま^3ぶらふ。あな为うとあそびて次{2:さくら人、月攏に3 

一し出でくをがしきほどに中鳥のわたゲに乙Vかし乙雜火.ど％燈しておほみあをびはやみ 
一构。夜近け构れどか>るつ..いでに、>ほきさいの宮おはします方をょぎてとぶらひ聞ぇ3せ 

一給ぬざもIT%';な3げなければかべざに波^.せ給ふ。大臣も諸:11:ハにさぶら；3給ふ。后待ちょ/y 

一とび給aて御^s めんあヶO s‘と S*う^.•だずぎ給aic^s_H*i^a(i:7p^-^^^;3m1: 
jIrr]免給tsてかぐ長ぐw{i-.します^ra'TP^liしける7pのをと口借しう^名ほすO「今はかく 

.ふケぬる齡(C薇の事】j心ら'れ恃ケにける^、ぃと辱く渡ゲぁはしまぃ^るになむ5|1に昔の御 
|视の事怨ひ出てられ侍^'」とぅち泣き給ネ。「$るべき御かげど爷にぉくれ侍$て後、恶のけ 

jぢめも思う給へ，わかれぬを今日なむMめ俾'かぬる。又々^」と間±給ふ。あとく名5るべき 
さまic問ぎて「殊^にさぶら^:^:しなど聞ぇ給ふ〇のどゃかならで歸らせ給ふひゞきにも后 

I 
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の擗胸うちさわぎてSかにお•ほし出づらむ。世をたもち給ふべき御宿世は付たれぬものに 
，てをといにしへ^•悔いおぼす。ないしのかんの君ものどやかに5:ほじ出づる1C哀なる乙と 

多か会。今もさるべきをう風のつてに名ほのめき給ふ乙と絕えざるべし〇后はおほやけに奏， 

せさせ給ふ乙とある時々ぞ御六うば6のつかさかうふ6何くれのことにふれつ、御心にか 
なはね時ど命^くてかぐる世の末を見る乙とV取6かへさまほしう興を5:ほしむつか6け 

る。老いがておはするま、にS-がなさもまて院もくらべ苦しう堪へがたくど思a聞え 

、給aける。かくて大學の君をの日の丈う〇くしうつく6給aて進十：icなり給aぬ。年積れ 
るかし乙き渚どもをえらせ給ひしかども及第の人僅に三人なむあ$ける。秋の司召にかう 

ふヶ±て侍從に成办給aぬ。がの人の御こと忘る、世なけれど^とゞのせち(-Cま7P6聞え 

給ふもつらければわみなくてなどもたい故んし給はず、御せうを乙ばかうS办ぬべき便に 

問え給ひtか^み(C心苦しき御，中な6。』•おほs殿患づかなる御住ひを同じくは廣く見所あ 
ゲて乙Vかし之にて猓>11?;き山m人など^•も集へす、'3:せ1;の御心にて六條京極わ^$k中 

営のふるき営の•ぼと办を四まちを患めて造^••■せ給ふ。式部卿宮明けむ年ぞ五十にな6給CA 

げ5'を御贺の乙^對.の上^ぼし嗦うくるに^とゞ^:げに過ぐし難き乙と<もなうとあぼし 
て3:-やう0'御い^ぎも同じくli-珍しからむ御家ゐ(<:てといそがせ給ふ。年かへ.〇,てはまし 

ぞ乙0:御いぞぎ9:事御としみ0.，ミと樂人舞人の3.だめなどを御心に入れて發み給 
法取，の一H/0:3.5--'^ぐ敵ども^どを^-:む5'へは急がせ給；sける。ひんがしの院にもわけて志 



_ 

.給ふZ:とvt私々0御なか>bCAましてSどみやびかに聞ぇかはしてな1;過ぐし給；3ける0世 

め中魏ぎゆずれる御い^ぎなるを式部斷の宮にも聞しめして年頃世の中にはあまねき御心 
なれどZL:の^たな^ばおやに<,'に^5けなく事にふれてはしたなめ宮人を％御用意なくう| 

れは：しき^:と；のみ多かるにつらしと思a置き給ふ乙と乙をはありけめとsとほしくもから 
ぐ1>,なぼしけざピかくあまたか>づらひ給へる人4多かる中に取6わきたる御思；5すぐれ 

ノて世に心にくVめでたき乙とに思认かしづかれ給べる御宿世をぞ我家まではにほひ乙ねど 

め，s(£くに^ぼt.-lc、x-かく NJの世にあまるま\」ひ^*かしいとなみ給ふは资ぇぬ齡の末の 
盛に^;あるべきがなとょろ>0び給ふを北の方は心ゆかず7^のしとのみおぼし穴5。女御の 

御1:じ>ba;の程などにもおどての御用意なきやうなるをいょいょうらめしと思a患み給へ 
るな.るべし。八月にば六條の院造-CNli-て、わた6給ふ。未申の町は中宮の御ふるみやなれば 

やがてAはしまt;べし。辰巳には殿のあはすべき町な4。丑资はひんがしの院に住み給ふ茶 
.の御方、戌亥の町は明石の御方と5:ほしあざてさせ給へ令。も，とあ$ける池山をもびんなき 

所なるをばぐづしかへて水0'^もむき山のおきてをあら/2'めて、3まざまに御方々の御ね 

がaの心ばTを造らせ給へ6.°南；Sんがしは山高く春の花の木數をつくしてう焱池のSま 
おもし4く勝れて冬まへ.近き前栽に五葉、紅梅、櫻、藤、山吹、岩つ、じぶどやうの表のもて 

あそびをわざとは植焱て秋の前栽をばむらむらほのか.にまぜたら。中宮の御町をば免との 

.山に紅葉.の色r:かるべき植木どもを植爻泉の水とほくすまし遺水の音優ろべき岩をたて加 

琴.'' 
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へ澈多どして秋の野を遙につく 6たる、ぞのt/)に.あaて盛にさき亂れた 

ねた6の野山むどぐにけおされだる秋な？)-;。北のaんがしは凉しげなる泉あ$て51のかげ 

に,3::れう。御まへ近き前齋吳竹下風す<しか^べく木だかき森のやうなる木ども木ぷかく 

Wもしろぐ山退めぎて、卯の花がきね乙とSらにしわたして昔5:*ほゆる花橘、揋麥、さうび、 

ぐだになどやうの花のくさくさをう最て、春秋の木草をの中にうちまぜ^り。Sんがしおも 

fば分きて5-ま礙のおとぐ〇く办埒ゆal:五月の御遊所にて水のほと合にさうぶうA乏げ 
^せて、むかaicみまやし•て世になきじやうめど7pをと、のへ^てさせ給へ西の町は、 

tおもて〇きわけて、みくら町なヶ。へだての垣に松の木泛げく鍵をネてあをばむ*ょりに 

ょせたヶ。冬のはじめ朝霜のむすぶべき菊の免がきわれはがほなる祚原、を3をS名も患ら 

‘a深111:木ど％の木深きなどをうつし植焱たヶ。彼岸の乙ろほCA渡y給ふ。一度にと定めroせ 

給ひしかどさわがしきやうな$とて中宮は"少しのベr&せ給ふ。例0,あsらかに氣色ばまぬ 
花ちるillぞその夜そ；3てVNOみび給ふ。春の御急つらびは乙の頃にあはねどSと心乙とな 

ye御艰十五御前四位五®:がちにて六位の。殿上人などはざるべき限をぇらせ給へ-^乙ちた 

き程にぬあ^ず世のをしヶも4>;と将ぎ給へれば何事も公どろAZ/>しういかめしき乙とは 
なし？<3方の御氣色もをさをrsあとじ給はで{#:從吵苕そひてをなたは毛てかしづき給へ 

ばげにかうもあるべき事なrけyと見ぇたヶ。.女房の错司t.ちどもあてあてのこ爻げど大 
方のととItも^でたかドけ^•。五六日過ぎて中宮まかでSせ給ふ。乙の御儀式はたさはい 



vv 

へ.ど，Sと所せし。御； 5,乜；3*-0すぐれ給へぅ#名をば3るものにて、御有樣の心((:く、おも 

3かにおはしtせば世に}siベ思はれ給.へる事すrれてなひおは*Lましけ^。乙の^ちtち 
，の中のへだてには塀:^もらうなどをとかべゆ含かょはしてけぢかくをかしきあはaに泛な 

し給へ.^^^月-Rなれば紅葉1;ちひち色づきて宫の御1へぇもいはずあもし/>し。風うち吹 
^犮石夕茲{C御箱S盥にs、/)s7,.の•花訊葉を乙きまぜてz:-^たに奉らせ給へぅ。あほきや 

か-^:るわ、bはの、濃き柏、、紫苑の織•物かさ^て赤朽葉のうす名の、かざみ、いとい*う^れ 
:て、^う渡殿のそ6は:L--?:渡6て嗳ゐ名.'0う^は--Lき儀式なれどわらはのをかしきをなむぇ 

あぼし猞てざ沁讨石。さる所に侍ひ衣れ穴れぼもてなし有樣外には似ず乙のましうをかし0 
御せうそこには、 .' -.. :•パ.，. 

「乙、•ろから:#まつそのはわがやどの紅葉を風のつてにだに見ょ」0若き人々、御つかひ 
もてはやすさまど7pをかし。御かへ^sは乙の御箱の蓋にZ.け敷きいはほなどの6ばへして 

五葉の枝に、. . • •. 

VV;「風に散る紅葉はが/>し春の色を岩ねの松icかけて乙を見め」。乙の岩极の松も，Jまかに 
見れ"ff^^らぬづくJご 

どを、をかしべ御^;/Lずで御前^る'人^^めてあへ4あ 

たげなめち^---o浙;f?^にNめ御v^•へ也Irrl^鈴へ。Zの煩41葉をヤs*c-*'/2さむは立田姬 
め思はpス^弋^9をぶ>^ぞ^':^花::0'feに立ち滕れ 

1,麥 S 
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給ふもsと若やかにつきせぬ御有樣の見所^ほかるにいと^思.ふやうなる御すまaR-cln! 

ぇかよはし給ふ。大井の御方はかう方々の御うつ/)ひ定6て數ならぬ人はいつとなく紛は 
さむとおぼして神無月icなむ渡6給ひける？御泛つらCAZ:との有樣劣らずして镀し挛6給 

ふ。姬君の御/2めを為ぼせば、大方の作法もけぢめ乙よなからずSとものものしくもてなさ 

せ給へら。/: •::*:♦*..•'.*. • • • 

•••••;•. 

玉•，髮 

年月へだ、Jぬれど飽かざりし夕顔をつゆ忘れ給はず、心々なる人の有樣どもを見給afl 

ぬるにつけてもあらましかばとあはれJCくちをしくのみお•ほし出づ。右近は何の人數なら 
ねど衣ほそのかたみと見給CAてらうたきもの(Cあぼし^れば、ふる人の數に仕う爻つり驯 

れたり。須磨の御うつ/)ひの程にたVの上の御方に皆人々!iniわたし給CAしほどよりをな 
犮に侍ふ。心，よくかsひをめ穴るも.のに女哲も5:ほしたれど"心のうちicは故君ものし給は 

ましかば明石の御方ばか$のfe•ほぇには劣6給はざらまし"Sしも深き御心ざしなか$け 
るを^におとしあふさず取6患た、め給ふ御心なが§'な6ければ、まいてやんごとなきつ 

ちにZ.をあらざらめ、Zの御殿うつ6の數の..中にはまじらa、給aなましと思ふに飽かず悲 
しくなむ思ひげ:6。かの西の京にとま6し若君をだにゆくへも知らずひとへに物を思；5つ 



:べV: 

、み「:.x今更-.kかひ^き.乙^:.icよ^x^か^もちすな」と口固め給aしを憚う間えて尋ねて" 

•'多^つ^;聞:^ざ^し^ど:^、その御;^:0とのをと乙少^;になうていきけ4 

かの若君の泅.つにな、る年.ぞ筑紫へはい.きける。母君の御ゆくへ.^|知らひとよろづの神怫に 

串-:tて‘よるaる泣令戀aてSるべ^と乙ス•••^乙.るを尋ね聞えげれど遂にえ聞き出でず0さ 
らばいか:'\rはせむ、若君をだにM.そは御かたみに見奉らめ、あやしき身に添へ舉$て遙なる 

';ほどに>はせゼスとの悲しさ乙とな£をハ乂君にほのめか3むと思ひけれ.ど^3るべき六よ 
67p-^さうち.(C母君のおはしけ-〇か^も去らず尋ぬ問a給はといかCき乙えむ〇又よくも 

見ぶれ給はぬに幼き人をとV.め泰6給は^p後めたかるべし。知みながらは^、ゐてくだ6 

ねと前し給ふべき((:ネあらず」-^どあのが^ゞ語ら；5あはせて、いとう0くしう只今からけ 
萵X淸らな*5御roまを"そとなる泛つも-aなき船に載せて漕ぎ出ゴるほどはいとあはnC 

な沿おぼえける。幼き心ちに母君を忘れずをうを6にr母の御許へいくか」と問a給ふにつ 
け.て淚Mゆる時^くむずめ^^乂思；s乙がる、をTふなみちゆ、し」とかつは諫めけ办〇 > 

一も-:L/)きとミスど；^^見O'A心^かうあはせしtPのを、か、る道をも見せ^る-ものにも 
•か々、おはせましかば我等は下らざら^^と京の方を思ひやらる、に、かへる波も羡しべ心 

1ぼ>きに、船子-:>:^の荒々しき掰(Cて「うらがなしべも遠く來icけるかな」と謠ふを間くま 
一、に、•二人5し向琴泣;^讨^。‘5メ 

一一：船-A-.%誰を乙ふとか^ほ島のうらがなしげic聲の聞^る」。 
• • * . I ‘ • 
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r來七方もゆべへ^知ちぬ沖に出でAあはれい•づべに君を戀ふらひ」0鄙の別におのが玄 
マ6をやぅてい；5け;3。金の^崎を過ぎて我はわすれずなど夜と、もの乙とぐさにな6て 

.か’しZに至^着^ては，^sて.遙^る程.を思aやらて戀ひ泣きVZ19 
て朋し翁す^ダtど^siた^：§加に，見免铪；诗なども^同じさまなる女など添a給ぅ 

て見i給へば名殘心弛惡しく惱みぶど袤けれ.ば.猶世Jcなくな々給aに讨名1めなと思aな 
名7fいみ^.1:ベの-A•なむ。小ノ成任は--l:人のぼ•うなむとする{C遙けきほ-^に殊なる勢なき•人は 

たゆたa.つ•、すが:tがしべ飞池で立％ぬ程にmき娲1て死なむ•とする心地にネ乙の黹 
をば加^に^衣-^給へる姿^の‘ゆ、し^^で^かむげ:^^を見舉6て「我さへぅち捨て舉 

Sか^るSまにはふれ輪は••orv:tら:〇。-*や-bき'-/rrにあひ出で給ふ戈か*じけなく思 
::a聞ゆれ:^:、仂つ七かも京にぬて奉$て^;べき火々にも如らせ舉らむにも、娜は廣き所 

なればS上心安か^べし^思ひ急ぎ:〇•名を"乙、ながら命mへずな$ぬる乙と」と箱め/2が 
る。をの乙^二人あるに「唯；の姬君笼^*9ズ舉飞べき斟を思へ。我が身のけぅをばな思 

•a^J:i:な.1;言ひ说きけ、る。を.の人0:#+:^:は^ちの入にも知らせず、たゞ「ぅまrのか•しづ 
*.くべき.ゆ^あ，一：iぞ•v'saし.ければ，A:(c見せず限な <かしづ•き開ゆ^程R•俄にぅせぬれ 

ぼあはれに>$彌ベ.て：唯京の..いでた^をすれゼノ乙の沙诫の中！^ 

し':1:;1-^ま.かうざ^に>^#ぅ^我に^あらで年を過ぐすに、乙の君ねび整:^給ふま、に 
母.君^4も.ま5^て淸-^^(次^么'V:のす^:$へ如はれは^^50.!»^^^美しけな^^。心^せ-^ 



•rほど*かicあちまほしう物し給ふ。問きついつ、すいたる田舍人ど名心がけせうを2:がるい 

.、と多かか。ゆ、しくめざtしく恐ゆれば雜も誰.も間き入れず〇「か^ちなどは5て名あ$« 

、•ベけれどいみじきかたはのあれば人に7P.見せて尼になして我が世の限はも^らむ」といひ 
'•;.散し^れば「故小ノ成のう^ごはか^はなむあなる、あたちものをjといふc聞くもゆ、しく 

へ.「Sがさまにして都に&て奉$て.父^とCに知らせ舉らむ。いときなき程をいとらうたしと 

，•急a間ぇ給へiしかばSうとtpおろかには思び捨て聞免給はじ」などいa^:げく a佛fl>こ顔 

を立て\なむ念じける。むすめども〜をの/〇ども、所につけy2るょすがども出で來てすみ 
6き^け"。心のうち^乙を急ぎ思へど京の事はいや遠ざかるやう{2:隔た6ゆく。物おぼし 

•知るま、{(:世をいと憂きものに^ぼしてね3うなどし給ふ〇はたちばか办になう給ふまゞ 
にお61と、のほ^N1:いとあたらし•くめて穴し。乙の住む所(i*肥前の國とぞいびける。そのわ 

*うicもSS、かょしある人はまづ乙の少威のう、-S:ごのあみSまを聞き傅へてなほ絕ぇず 
音づれくるもいといみじう耳かしがましき^でな〇〇大夫のげんとて肥後の國にぞう廣く 

•.て..かし1R>>けては覺念あ办勢5かめしきつは名.のあ办けう。むくつけき心のなかに聊す 
き??る心のまじみてか/2ちある女を集めて見むと思aける。乙の姬君5TI13きつけて「いみじ 

.••きかたはあ办とも我は見かくしてもたらひ」といとねんごろにいaかくるをいとひくつけ 

• く思CAてハ「S.かでか、るZ.とを間かで尼にな^sなむとす」と言はせた6ければ•いよいよあ 
vや^が多ておして乙の國に越£來g。乙のをのこどもを呼びと6.て語らふ乙とは「迅ムさま 

液氏物S53?越 
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一rに•な^•:なば同じ心に勢をかはすべき事」など語らふに二人は赴きにけり。「名ばし乙を似げ. 

Iなく：fcはれと思；s間ぇけれ。/9の為の我が身のよるべと賴まむにいとたのもしき人な6>°J 

.:れに惡しくせられては、乙の近き世界にはめぐらaなむや。よき人の御すぢといふとも親に 

:...;數まへられ奉らず世に知られでは何のか〇1かはあらむ。こ0人のかくねんご/>に思；3間泛 
•給へる乙そ今は御3いはひなれ。Sるべきにて乙そはか、る世界にもおはしましけめ0逃げ 

V隱れ給ふとも何の为けき事かはあらむ。まけじだましひに怒6なばせぬ乙と<も、态てむ」 
:とsaあどせばいといみじと問きて中の乙のかみなるぶrの介•なむ「猶sとたs^sしく 

■あ/2らしき乙とな-CN。故少成のの^^CAし事もあ^c\、とかくかtへて京にあげ泰^cnてIT」と 

M Wふ。娘ど毛、泣き惑；3て母君のかひなくて3すらへ給SてゆXへをだに知らぬかは办に 
二人なみなみicて見奉らむと乙そ思ふにさるものくなかにまじ6游ひな^$と思ひ歎くを％ 

:1知らで、我はいとおぼぇ高き身と思aて文など書きておZ1す。手などきたなげなう畨きてか 

;一らのしきしかうばしきかうに入れ患めつ、をかしく#き^6と思a/2る乙とばどいとだみ 

11たかける。みづからもZ:の家の次郞?:■加^らひとうてうちつれて來7^う。年三十ばかうなる 
一jをの乙のたけ高くもがものしくふとうて穢げなけれど、思aなじ疎ましく荒らかなるふる 

一；ま；3見各もゆ、しくあぼゆ。色あ；S心ちよげに聲Sたう枯れてSへづ6居/26。け3う人は 
1一夜に隱れ犮るを乙をよばひとはSCAけれ0さまかへたる春の夕恶なう。秋^らねどもあやし 

jjか^:けかと見ゆ。心.を破らじとてをW:おとC出であふ。「故少贰のSとなSけびきらきらし 



 一 

マ 

，物し•給a-Lをいかでかあa語らa申さむと思ひ給へしかどきる心ざしをも 汔 

一侍女しほfsと悲しくて隱れ給Kしを、—かはうにゐくtに仕iつるべ<Iなむ 
、磬しをはげまして今日はSと；3V2ぶるit袤61—ぶらWつる。rJの含しますらIf女& 

一けほ^^^けけはればいとか为じけなし〇唯なにがしらが龙の君と思ひ中していた！ Tなむf奉る、へき‘とVIぶSはしげmf IIも 
一61^办て侍るを聞しめし疎むなょ。管.ともすやつばらをひとしなみにはま侍办なむや。 

。心か荇をばきSきの位におとし奉らじものをや」などいとょげにいCAつC く。「いかCま、か 
f,<—まふをsと3 sはaあ々と思a給ふるを、すくせつたなき人Rや恃らむ、®a眾るさ 

1ていかてか人益—られひと人知れず歎—るめれば—しう見給へ煩る 
|いふ°*°「31になおぼし惯6そ。天下に目つぶれ足をれ給へ6ともなにがしは仕うまつ6や6 

てむ.國のうちの佛神は、おのれicなむ靡き給へる」などほこ{居た办。「をの日ばか6一とい 
ふに^この月はきのはてな6」など田舍び为ることをいひのがる。あ3ていくきはに 

爻ほしか：CSければ、や、久しう思ひめぐらして、 〜h 

1:.「君に洛しこ、る奈はt松浦—かCみの神をかけて霞む。乙の和歌は壮I? 

Jとうち笑み—贫世づかずう；3うSしや。あれに—らねば返しす 
h;>. Jはねど、心すめど為ょ—れど「—iして物— fす」とViればいと 
久しき101Sけis、• 、 
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> r*:-^經ていのる心のたがひなばかてみの神V〕つらしとや見む」とわな、かし出でたる 
を、-)いでやZ:はいかic^ぼさる、」とゆく Aかによ6來/2るけはatc^cxぇてs>とV色も 

vv^xな{卩。むすめたちはさはいべど.心強く笑aて「乙の人のさま乙とに物し給ふをaきた 
がへ寺らばつらく思はれITを、なほぼけぼけしき人のかみかけて開ぇa•かめ給ふなめ6や」 

Uととき诏かす*01,公s、sう3り」とうなづきて「をかしき御口〇きかな。なにがしら田舍びた 
.iといふ名てを侍れ、口惜しき民には侍らず。都の人とても何ばか々かあらむ、皆知うて侍 

夂なお.ぼしあなづりを」とて又よまむと思ベれども堪へずやあ6けむいぬめ办。次郞が語 

.らひとられたるもいと恐しく心憂くて乙の盟後の介をせむれば、_い力ゞは仕うまつるへ力 

らむ。舐らひ合すべき人もなし。tれまれのはらからはIIのげんに伺じ心ならずとて中たが 
'Sに^办。乙のげんにあたまれてはいさ、かの身じろきせひも所せくなむあるべき。なかな 

ぺかなるめをや見む」と思ひ烦ひにたれど、姬君の人知れずおぼいたる5まのいと心苦しくて 
S、含^ら乜と思a沈み給へる、Cと/t>$とおぼゆればいみじき^を思a#へて出て立つ。妹 

72ち'%年比經ぬるよるべを捨て、Z.の御供に出で立つ。あてきといひしは今は兵部の君と 
いふSSKよる逃げ出て船に乘ふける。大夫Qげんは肥後にかへ么きて5月の廿日 

'のほどに、日ど4て來むとするほどに：かくて逃ぐるな办け6。姉あもとはるゐ廣くな办てぇ 
出で立^•ず。か^みにわかれをしみて^a見むZ:とのか^きを思ふに年經つる故鄕とて殊 

•こ見捨て：かたき乙ともなし。たゞ松浦の宫の前の漭と、かの姉あ％との別る、をなV力へ^ 



一iみぜられて悲しか々ける。 
I 「浮岛を漕ぎ離れても行く方や•いづぐとまゲと知らずもあるかな」。 

「行くさきも見えa波路に船出して風icまかする身乙そうきたれ」。いとあとはかなき心. 
一地してうつぶし給へかく逃げぬるよしあのづから言a出でつたへばまけじだまし；3に. 

:て追；3きなむと思ふに、心も惑；3て早船とSひてさま乙ど(Cなむ構へた.CNければ思ふ方の 
I風さへ進みて危きまで走うのぼうぬ。aCきの灘もなだらかに過ぎぬ。派Mの船(Uやあら 

一IT、ち；3Sき船の飛i:やうにてくるなどいふ7PのあCN。海賊のa7c!ぶるならひよ.〇もかの恐. 

;しき人の追a來るにやと思ふにせむかたなし。 
「憂きCとに胸のみ騷ぐひビきにはひ、>-きの灘もさはらざ6.けら」。川尻といふ所近づき 

ぬとS•ふic?f少し息出づる心地する。例の船子どもIからどま6よ6川尻あすほどは|と謠 
ふ猓のなSけなきもあはれに間ゆ。豐後の介あはれに懷しく謠ひすさびて「いと悲しきめ乙 

豸忘れぬjとて思へばげkぞ皆うち捨て、ける、いかCなみ$らむ、はかばかしく身の^すけ 
と思ふ郞第どもは皆ゐて來にけ办、われをあしと思；sて追atどはしていかCしなすらむ 

と思ふに、心をさなく毛かへ6みせ\し出でにけるかなと、少し心のどま$て?:あさましき>^ 

とを思びつV くるに心弱くうち泣かれぬ。「胡の地のせsじをば空しく.すてすてつ」とずす 
るを兵部の君IIHきて"げに怪しのわざや、年比從ひ來つる人の心にも俄にたがひて逃げ出て 

にしをsかに思ふらむと§まざま思；3つCけ、る。かへるかたとてもをの所といきつくベ 

源氏物S5II:.玉餸 • § 
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き故鄕名な^、知れる人といひょるべき为のもしき人もおぼ兗ず。^义ひと所の御^めにょ 
AM、らの年月住みなれつる世界を放れて浮べる波風に漂；5て思；5めrらすかたなし。乙 

の人を？p sかに泛なし奉らIJ*とする^とあきれてあぼゆれどいかCはせ〇とて急ぎ入.^ 
$。九條に昔知れうける人の殘办为-csけるをとぶらひ出で、そのやどうを^めあきて都の 

うちといへどもはかばかしき人の住み*るわ^-CNRT^あらず。あやしきいちめあきびとの 

なかにていぶせく世の中を思aoゞ秋^もな$行くま、にきし方行く5き悲しき事多か 
• 6。璺後の介とsふたのもし人もたk水鳥の かに惑へる心地してつれづれにならはぬあ 

6樣の允つきなきを思ふに、歸らむにもはしたなく心をさなく出で立ちにけるを思ふに、從 
ひ來六6しものど名\るゐにふれて逃げ去办名との國に歸$散$ぬ。住みつくべきやうも 

なきを母公と<あけくれ歎きいとほしがれば、「何かZ.の身はいと安く侍6•、人ひとうの御 
身にかへ奉4てSづちもSづち7P罷$5せなl;icとがあるまじ。我等いみじき勢(Lな.CSて 

もわが君をさ3*もの、なかにはふらかし奉うては何心ちかせまし」と語らa慰めて「神佛乙 
をは3るべき方にネ谿き奉6給はめ。近き程kやは^の宮と申すはかし乙に.1:も參6祈う 

申し給aし松浦箱崎同じ}Itな60かの國を離れ給ふとても多くの願立て中し給aき。今都に 
かへみてかべなむ御患るしを.ぇてまか办上う^ると早く申し給へ」とてやはたに^うでS 

せ奉る。そのわたう知れる人にsa尋ねてrしどて早く親の語らひしだいと乙の殘れるを 
呼びとうてまうで.3せ舉る。うちつぎてはr佛の御なかには、はつせなむ日の本のうちにょ、 



E» ,.• 

あらたなる袤るしMはし給ふと^k：乙しにだに!JHえあなる、まして我國のうちに乙を遠き 

國05かひ-,1て^尔經給aoればわが君をばまして惠み給；3てむ」とて出し奉る0殊更にか 
ちよりと定め.た；^。ならはぬ心地にいと侘しく苦しけれど人のいふま、R物名おぼえで步 

み給ふ。「いかなる罪深き身に，てか、る世に^すらふらむ。我が親世になくな6給へ6とも 
我をあはれと^:SばちはすらIf所Rさをa給へ■ Qもし世にあはせば御顔見せ給へ」と佛を± 

•Cつ、あうけむSまをだ{.cおぼえねば唯親為はせましかばとばかうの悲しさを歎きわたう 

給べ:-5ic力く，さ.Lあ^6て身の06なきま、にと6かへしいみじく^ぼえつ、辛うじて 
つばいちといふ所に四日といふ巳の時ばか6に生ける心地もせでいきつき輪へ6〇步むと 

ちなくとかくつくろ；3たれど足のうら動かれず侘しければせむ方なくて休み給ふ。乙のた 
のもし人なるすけ、弓矢持ち^る人二人、Sては^7Pなるものわらはなどみ^$よiv$、女 

ばらあるかぎ1二人、つぼ3うゼくして；5すましめく 7Pのふるきげす女ふたうばか办とぞ 
ある、いとかすかに忍び^30あほみあかしの乙となど乙、icて^くはへなどするまどR日 

茲れぬ。家あるじの法師「人やどし奉らひとする所(C何人の物し給ふぞ。怪しき女ど名の6 
k任せて」とむづかるをめざましく問くほどにげに人々來ぬ〇乙れもかちよ$なめ办〇よろ 

しき女二人^%人ど^ぞをと乙女かず多かめる。馬四つ五つaかせていみじく忍びやつし 
たれど淸げなる男どもなど7Pあ60法師はせめて乙、に宿さ^ほしべして、かし^•かきあう 

.く。Sとほ*Lけれど又宿$かへむ名あ5ま^く煩はむけれぼ人々は奧に入办とにかくしな 
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.どしtか^へは片つ方によりぬ。ぜじやうなどaき隔て、おはします。Z1の•くるAも耻し 
げtpなし。Sy2うかひaをめてかたみに心づかひし^60ヤuるはかの夜と共に戀ひなく右近 

なりナCNO舡『に添べてはし^なきまじらaのつきなくな6行く身を思a惱みて、乙の御寺 

になむ度 <、まうてける。れいならひにければかやすく權へ^りけれどかちよ6步み堪へが 
穴くてよみふし^るに、Z.の婴後の介、隣のぜじやうのもとic寄り來て、參夕ものなるべし、 

をしき手づから取◊て*.Cれはおまへに參らせ給へ。御だいなどうちあは<い^か^はらい 
たしや」といふをlllflくに、我がなみの人にはあらじと思ひて物のはざまよう龊けばこの男の 

rl見し心ちす。誰とは-t避ぇず"sと若かりしほどを見しに、ふと6黑みてやつれたれは多 

くの年經たるめには：ふとしも見わかぬな6け6。「三條乙、に召す」と呼びよする^を見れ 
ばま^見し人な^N。故御かたに、毒も人なれど久しく仕うまつうなれてかの隱れ給へ$し铜、 

すみか^であ^Vしものなりけうと見なしてsみPく夢のやうなう。しゆうと思しき人は"い 

とゆかしけれど見ゆべくもかまへず。思a>DびてZ:の女に問はむ、兵藤太といひし人も、乙 
1乂乙をあらめ、姬君の^はするにやと思aよるに、いと心もとなくて乙のなかへだてなる 

三晓をよばすれどくaものに心Aれてとみにもこぬ、いとにくしとお•ほゆる毛うちつけな 
$や。辛うじてきてrあぼえず乙を侍れ？筑紫の國には/2とせばか4經に犮るげすの身を知 

らせ給ふべき京人ょ。人^がべにゃ恃らむ」とて寄办來为办。田舍び/2るかぃね$にきぬな 
ど^てSとぃ^ぅふと^^にけ^^。我がょはひ％ぃと'^^ぼぇ1:51しけれど「なほさしのぞけ 



一一我をば見知^^うや」とて顔をさし出で^公。乙の女手を打ちて「あがお毛とR乙そおはし 
二tしけれ。あなうれしともうれし。sづぐよ6參6給a/2る??Aうへはs>>liしますや」といと 

おどろおどろしくな•く。わかtPのRて見なれし世を思ci出づるに'隔てきii:ける年月數へら 
れていとあはれな^N。「まづおとCはおはすや。若君はいかてなう給aにし。あてきと開ぇし 

は」とて霜の御乙とははかなき世を思ふにあへなくもやいはむとてかけむもゆ、しくて言 
a出でず。「皆おはします。姬君珞おとなに成うてあはします。まづおとゞにかくなむと聞免 

ひIとて入6ぬ。皆驚；roて、「夢の心地；^するかな。^とつら-く sはむかたなく思a聞ゆる人 
にたsめんしaべきことよ」とてZ:のへだて^よ5き/2办。けどほくへだてつる屛風だつも 

の名殘なく^しあけて^づい：ひやるべきかたなく泣きかはす。おいびとは^七我が君はs 

”か<な6給；：5にし。乙、らの年比麥にてもあはしまさむ所を見むと大願を立つれど遙なる 
111*界にて風の音にてもぇIrrlき傅へ奉らぬをsみじく悲しと思ふに、老の身の殘ヶとゞま6 

/2る？p sと心憂けれどうち捨て奉6給べる若君のらう^ぐあはれRて^はしますをよみtr 

のほだしにもて煩；3聞ぇてなむまた、き侍る」とい61つ<くれば、昔をのを办いふかひなか 
うし乙とよ67psらへむか^衣く煩はしと思へどネ「sでや間えてネかaなし。御か^は早 

ううせ給；Sにき」といふま^.に三人ながらむせかべ6ぃとむっかしくせ^かね/2$。日恶れ 
ぬと急ぎたちてみあかしのZLとCもした、め出で、急がせば、なかなかいと心^わ^ぐし 

く立ちわかる。「もろともにや」とSへどかたみにともの人のあやしと思ふべければこの介 
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{cも事のSまた^SCA^らせあへず我名人7PZ:とR恥しくは^らで皆おA/2ちぬ。右i£丈 

人袤れず目とKめて見るに中k美しげなるうしろて0-いといたうやつれてうづき0Wと、 
めく 7PのきNJめ給へる髮のすきかげいとあたらしくめでたく見ゆC心苦しう悲しと見奉る。 

少し足^れ为る人はとくみ堂につきRけう〇乙の君を名て煩ひ聞±つ、そや行ふほどにe 

のぼA給へる。いと3わがしく人まうで乙み，ての、しる。右近が局は佛の右の方に近きま 
に奉た合OAJの御師はまだ深からねばにや西のま(C遠かうけるを、「なほ乙、(Lあはしませ」 

と尋ねかはしてsひたれば男ど名をばとWめて介にかうかうといa合せて乙なたに移し舉 
る0「力くあやしき身なれど只今の大殿になむ侍CA侍ればかくかすかなる道にてもらうがょ 

しtとは侍らじと賴み侍る。田舍びたる人をばかやラの所には善からぬなまものどもの 
あなづらはしうするもかたじけなき乙とな^^とて物語いとせまほしけれどあどろおどろ 

Lき/ャ乙なaのまぎれに騷しきにもょほ3れて佛を拜み港る。右近は.心のうちに「乙の人を 

い力て尋ね|13ぇむと申し渡6つるにか0がつかくて見奉れば今は思ひのごとおと„の君の 
尋ね奉らむの街志深かめるk知らせ奉，リて3いはaあ>b.せ奉6給へ」など申しける。國々彳 

4田舍人多くまうでた合け办。1の國の守の北の方もまうで/2$けう0いかめじくいきほ61 

たるをうらやみて义の三條がいふやう「大2含は乙とこと^じ。あが姬君大貳の北の 
方ならずぱたうごくのずみやうの北の方になし奉らひ。三條らも隨分に榮ぇてかへ$中し 

，は仕うまつらひ」と額に手をあてV念じ入$て^■■ヶ。右近いとゆ、しくもいふかなと招き 



sssa 

，:Jijj て、「いとやたくこを田：舍びにけれな。中將殿ば昔の御あぼえだRいかぐおはしまし、〇爻 
して今は天の下を御心にかけ給へる大臣にV S.かばか6いつかしき御なかに、御かたしも 

ずふやうの，め^て品定^N1:おはしま3むょ」といへ•ば、「あなかま为まへ。大臣^ちも暫しま 
V、大成のみ^ちのう.へ.の^水の御寺の觀世音寺に參6給aしいきほaは帝のみゆき(cや 

は劣れる。あなむく〇けや」とて猶更に手をaき放/2ず拜み入{て居6。筑紫人は三日籠ら 
むと志し給へ.CS。右、近は3'LTP思はざ6けれどか、るついでにのどかに聞えむとて籠るベ 

>きょし大德呼びてい.ふ。御あかし文など#き^る心ばへなどSやうの人はくだくだしう辨 
へければ常のことにて例の藤原の瑠璃君といふが御ために舉る「能く祈6申し給へ。をの人 

.Z1の頃なむ見奉-^出てたる。をのrわんもは/2し奉るべし」といふ、問ぐもあはれなう。法師 

「い上かしZ.き*^とかな。たゆみなく祈$申し侍るしるしに乙^侍れ」といふ。いと騷しう夜 
VI夜行ふなり。明けぬれば。知れる大德の坊1CおJぬ。物語心やすくとなるべし。姬卷のいた‘ 

、くやつれ給へる、恥しげにおぼし^る3まいとめで^く見ゆ。「5:ほえぬ^かきまじらaを 
して多くの人をなむ見あつむれど、殿のうへの御かたち1C似る人あはせじとなむ年比見奉 

…るを、又あひ出で給ふ姬君の御さまいとCとわうicめてyaくあはします。かしづき奉6給ム 
st<7pならびなかめるにかラやつれ給へる3まの劣り給ふまじく見t給ふはあ.CSが;2うな 

む。おと <の君、父帝の御時•よ办そ乙らの女御后をれょ6しもはの乙$なく見奉ぅ集め給べ 
る御めにも、たうだいの御母后と間*:±し^乙の姬君の御かたちとをなむよき人とは乙れを 

源氏物is玉裳/: 5一1七 
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-Sふにやあらむとおぼゆると聞え給ふ。見奉◊ならぶるにかの后の宮をば患みきzltず、姬 
君は淸らにおはしませど^:だかたな-CSにてお；3Sきぞ推しはかられ給ふ。うへの御かたち 

はなほ誰かならび給はむとなひ見給ふ。殿もすrれた6とおぼしためるを乙とに出で〜は 

二何かは數へ.のうちには聞え給はむ。われ(Cなら6V鈴へるこそ君は^ほけなけれとなIf戯れ 

1一間t給ふ。見舉るに命のぶる御あ65tどもを又さるたr.ひおはしましなむやとなむ思；5 
二侍るを「いづくか劣$給はむ。物は限ある7^のなればすぐれ締へ6と\しい穴！>!きを離れ^る 

一光•やはおはする。唯これをすぐれ/26とは聞ゆべきなめヶかし」とうち笑みて見舉ればおs 

びともうれしと思ふ。「か、る御さまをほどほどあやしぎ所に^づめ奉うぬべからしに、あ 
iたらしく悲しうてsへかまどをも捨てをと乙女の賴むべき子どもにTpaき別れてなむ、か 

へ$て知らぬ世の心ちする京にtうで乙し。あが^もと、はやよき3爻に群き間え給へ。商 
き宮仕し給ふ人は^のづからゆきまじ〇允る^よ-CNものし給ふら1;『父おと！^聞しめされ 

一：かずまへられ給ふべきy2ばか6おぼし拂へよ」といふ。恥しうお•ほいて後むき給へう。「いで 
1:”や身乙そ數ならねど殿もおまへ5£く召しつかはせ給へば物のを办ごとに、いか1Cならせ給 

二aにけむと聞え出づるを聞しめし]S:きて"我sかで尋ねI1Hえlrと思ふをI1Hき出で奉^n左ら 
:ばとなむの給はする」といへば公と <の君はめて^2くおはし^すとも*，3るやんごとなき御、 

:;めどもおはします.な々。1Wづーゴことの親とAはするあとci:を知らせ奉う給へ一などいふ 
i“に、あ$しrotなど語6出.で、、「世に忘れ雞く悲しき乙とになむおぼして、かの御かは6に 
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;i見奉石む、’子も少きがさうざラしきtc我が子を尋ね出でたると人には知らせてと、をのかみ. 
，ぃ14のたまふな.6。心の幼か6け,az:とはよろづに物つ、ましか6しほど1Cて念尋ね毛聞 

i,で過ぐむVほどに、；少cになり給へるよしは御名にて知うにき。まかう申しに殿に參6給 
.CAし日ほの見奉6しかど名免：間ぇて止みにき。*36とも姬君をばかのあ6し夕颜の五條に 

とゞめ給へらむとど思CAし。あな$みじや。.田舍人にて^はしましよ」などうちかたら 
•>びつsnl1.日昔物語ね/Lずなどしつ乂、參5つどふ人のあみさまども見く^さる、かたな 

前行く水をば初瀬川と‘Sふなうけら。右近、 . 
「ふた本との杉のたちどを尋ねずばふるかはのべにきみを見ましや。嬉しき瀬にも」とき 

••■:tゆ,0.: 

.—1初瀬川はやくの乙とは知らねどもけふの3iふ瀬に身3へ流れぬ」とうち泣きておはす 
;•••;名;3まいとめ.やすし。か穴ちはいと} くめでたく淸げながら田舍び乙ちごちしうおはせま 

■1>かばい.かに玉のきずならまし、^」あはれ、いかでかく公ひ出で給aけIfとおとてを嬉し 
:XMふ。母君は^セいと葙やかにおほどかにてやはやはとどたをやぎ給へらし。乙れはけ高 

，乂もセなしなど恥しげによしめき給べ筑紫を心にく、思a/J:すに、みな見し人は里び1C 

•冷るを.心得がたくなむ。落るれば御堂にのぼうてまたのBも行ひ茲し給ふ。秋風谷よ6遙に 
吹きの•まらていとはだ浆きに、ものいとあはれなる心どもにはよろづ思Wつくけられて人 

、.な，み^みならむ乙ともあ-^がy2きZ1と人思ひ沈みつるを、乙の人の物語のつい.でにおとく 
V- 

0 

IT 

-« /r *«• 4*\|1 !,!ま，^M 
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の何と1るまじき御子——めかしなし？給ふを聞け 
rlfプ？しく If f f。出づと——fひかはし 

一)^^ q はしtむ時と危く思ひけ之』右近が家は六條院近—た46てば 

一 ss 隸^免。■ 

な1网0や^め人の—奈へ—がへるやIfぶし—し—なIあ名 
•一、バ：^ 力fはふれごと—。？かで、七日に過ぎ侍名れどを 

一II/事^{ぅ力/2くなむ。山ふみし侍办てあはれなる人をなむ見奉办つけ々办し 

一一^^^^^出Mもまだぅへに聞かせ奉らでと公f中しfむIちに開 
;てMrて4ぇtるとや盔さむなど思以亂れて「今聞ぇSせ侍らむ」とて人々参1文溻 

一“パ^l2u“などr?て5ちとけな含ぉはし享。御有fもぃと見“t ン—w 廿七ノ{な办IPWSらむかし。盛に淸らにねびまさり給へ办。少しまど送 

一1し,V見奉.^—.思Sなしにやなほ乙ょなき—いはひ—!なきとへだ—るべき 
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; 

て\:.*: 

一一わざかなと見合せらる。大殿ごもるとて右近を御あしまゐ办にめす。「若き人は苦しとてむ 
一つかるめなほ年經ぬるどちZ:を心かはしてむつびょかうけれ」との^まへば人々忍び 

1一て笑ふ。「さ办や。允れかをの使a馴a給はむをばむつからむ。うるさき^はぶれごといaか 
一、6給ふ^煩はしきに」などいaあへ公。うへも「年經ぬるどちうちとけ過ぎば、はたひつか 

•:$給はむとや」。「さるまじき心と見ねばあやふし」など右近に語らひて笑CA給ふ。sとあい. 

!ぎやうづきをかしきけSへ添a給へ公。今はおほやけに仕へいをがしき御有梭にもあら^ 
御身にて.世の中のどやかに?:ほさる、まvtc唯はかなき御戯ふれごと5:の給ひ、を加しく 

人の心を見給ふあま$にか、るふる人をさへぞ穴はぶれ給ふ。「かの尋ね出て/2$けむや" 
:何ざまの入ぞ。たふときすぎやうざ語らひてゐて來たるか」と問ひ給へば、「あな見ぐるし 

や.。はかなく消ぇ給aにし夕顔の篇の御ゆからをなむ—給へつけ/2会し」と聞ゆ。rげにあは 
一れな<=nける乙とかな。年比はいづくicか」との給へば、あ办のま、(Cは聞ぇ{Cく、て「あやし 

二き山m.lcなむ。昔人もか^へは變らで恃6ければ、をの世の物語し出で恃$て雄へ難く思う 
....V給へヶし」など§ぇ居穴4「ょし、心知赢はぬ御ぁ^うに」とかくし聞免給へば、うへ「ぁ 

なめづらはし。ねぶ^きに問き入るべくもあらぬものを」とて御釉して御耳ふ^ぎ給ひつ。 
「か/2ちなどはかの昔の夕颜と劣らじや」などの穴ま.へば、「必ずさしもいかでか物し給はむ 

」と思ひ給べりしを、乙ょなぅ乙そぉひま5-クて見ぇ給ひしか」と聞ゅれば、「をかしの乙と 

一一や，。^ればかダとかおぼゆ。Z:の君」との穴まへば、「いかてかさまでは」と冏ゆれば、「皂穴6 

琢氏物©':玉® 1 

•-[-. 

.♦rvw^ 沈り^-や，ぺ■•w?1*科?«；，力な，. 
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.:顏に；ぞ思ふべけれ。われに似たらばしもうし^やすしかし」と親めきての/2まふ。かくl]B 

、.•会そめ^後はめしはなちつ\「3らば•かの人このわy26に波ぃ窣らむ。年J:b物のついで殊 
^{ち惜しう惑はしつる^とを思ひ出でつる((:、いと娘しく即き出でながら今まで^ぼつ 

.かなきtpかaなき乙と(cなむ。ち、おと < には何か知られIT。いとあま^もて3わがるめる 

;kかずならでいまはじめ立ちtじらむがなかなかなることこをあらめ。われはさうざ 

5し会k.あぼ免ぬ所ょ6尋ね出し^るともいはむかし。すきものどもの心クくさす‘るく 5 

:::はa、にてS.とsたうもてなSむ」など語ら.ひ給べば、かつが〇.sと嬉しく思aつ、、「巧 
广心杧次む。おとVに知らせ舉らむとも誰かは#へほのめかし給はひズたづらにすぎ物し給 

KCAしかは6には、ともかく名ひき助けさせ給は1;乙とZ.をは罪かるませ給はめ」と聞ゆ。「い 
人力.う^か/〇ちなすかな」とほ、^みながら淚rみ給へ6。「あはれにはかなかうける契とな 

::,む年比思a、わたる。加く•てつどへたるかたがたのなかに、かのをうの2:、ろざしばか$思a 

..••ixむる人忠が3しを、命長くて我が心ながさをも見はつるたra多かめるなかにいふか 

::aなくrcをZ.-ばか々を，か/2みに見るは口惜しく^ひ。思a忘る、時なきにさてものし給は 
..yいとてを@$'かなふ心地すべけれ」とて御せうを乙奉う給ふ。かの末摘范のいふかひなか| 

、r:-^しをおぼ,1>出づれば，Sやう(c沈みて為a出でたらむ人のあうrcまうしろめたくて"まづ一 

ふみのけしきゆかしう•おぼさるVなグけみ。'ものまめやかにあるべかしく锻き給ひてはし 

:*te:か 乂聞ゆるを". , 

一一你 
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♦ V:「「志らずとも尋ねて患らむみし交えに生ふるみく$のすぢは絕免じを」となひあ$ける。 
御ふみみづか名t--かで>のた爻ふ^ま^'^：き乙ゆ。御さう？:く人々のれ5.などsfざまあ 

•:6.;0うへに1語らひ聞え給へ'るなるべし。みくじげどのなどにもま5けの物召し集めて色あ 

S鬼ざまなど異なるをど-iらせ給へればT田舍びたる：めど毛にはまして珍しきまでなむ思 
aけ；。r&うじみはた >がごとばか-CNRて：も爻乙との親め御けはaならば己を嫱しからめ、 

いかでか知らぬ人の御あだう{2:は.まじらはむとお名むけて苦しげにおぼし/2れど、あるべ 
ぎさま4:-右近聞え知らせ、人々も、「おのづがらさて人だち給aなばおとCの君も尋ね聞え 

給aなむ。親子の御契は絕えX止まぬ名のな省*•!£が數にも侍ちずSかて•か御覽じ〇けら 
れむと思5.給へ：心だ.(.C*、佛神の御導ぎ侍らざかけうや。まして誰も誰もた；sらかにおはしま 

Sば」と皆間えなC3む。51气つ御返し.^::とせめでか」せ奉：.0S上こょなく田舍び 
ものをと恥かしくあぼ、いた^。がらの紙のv>-とかうばしき脱}出で、書かせ舉•る？^^^^^^^ 

• ,:,_1「數な{0;^み:<*-、令何のすぢなればうきにしもか 
手U-はかなだちてょろぼばじけれど、feてiiかicてくち惜しからねば御心おちゐにけ办。S 

.み給ふべき御かた御览ず各に、南の町1Cは、い^づらなるた$•<!:毛などもなし。いきほa乙と 
(Cすみみち給へればけせ：ぅに人患げくも^•るべ、し、•「中 

みぬべぐのどやか^:-nど"r&.て侍ふ-Aの〇ちicや聞きなS.むとおぼして、少しう本れ^れど 
丑寅の町の西0.對ふど0.icてある^.•乙と加^•へ.移してとおぼす。.あひずみ达忍びやかk心 

源氏物S2 :玉50 
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き{Cぞ波6給ふ。^と<a/Lがしの御が/2R聞免奉ヶ給ふ。「あ-linと思；5し人の物うんじ 

患てはか^き山Mに隱れ居にけるを、、.を3なき人のあ多しが年比も人知れず尋ね侍$しか 
ども交聞き出で < なむ女になる^て過ぎにけるを、おぼえぬか/2よ6なむ聞きつけたる時 

にだにとてうつ/>はし侍るな办。母もなくなうにけう。中將を聞免〇け72る^惡しくやは 
ある。同じごとうしろみ給へ。山がつめきておひ出でたればびをびたること多からむOSるべ 

ぐZとに觸れて敎へ給へL.Tといとr:まやかに聞え給ふ。「げ(CかVる人のおはしけるを知$ 
開えざクけるX。姬君の一所ものし給ふが5うざ5しきに、善き乙どかな」とおいらかにの 

•*まふ。「かの親な6し人は心なむあ6が/2きまでよか6し。御心もうし/>■安く思a聞ゆれ 
ば」などのたまふ。「つきづきしぐうし/>見1;人なども事^:ほからでつれづれに侍るを墙し 

かるべき乙とicなむ」との^まふ。殿のうちの人は、御ITすめと各知らて、「何人をま为尋ね 

出て給へるなら1;。むつかしきふるものあつかひかな」といひけ$。御車三つばか6して人 

のすが^ど名など右近あれば田舍びずした殿よ6ど綾何Xれと奉6給へる。をの夜やが 
ておとゞの君渡6給へ^N。昔光源氏などsふ名は聞き渡$奉らしかど年比のうaうaしS 

にさし名思；3間えざ-CNけるを、ほのかなるあぼとなぶらにみ儿帳のほ乙/)びよ6はつかに 
見奉るCSとC恐しく 3へ?:'覺ゆるや。渡り給ふかたの戸を右近かいはなでば、「この戸口に 

入るべき人は心mとに乙を」とうち笑a給ひてWSしなるあましにつゐ居給aて、「火乙を 
いとけさうびたる心地すれ。親の顔はゆかしきものとZ.そ聞け-o'さ名あぼさぬか」とて几帳 

课氏物語玉2® 
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小ノし抓し逍$給ふ。ね^>なく耻しければをばみておはするやう^いなど、い上めやすく見ゆ 

.れば、嬉しくて、•「今少し光見せむや。あま$心にくし」とのたまへば、右近か、げて少しょ 
す。「あもなの人や」と少-L笑a給ふ〇げにと5:ほゆる御まみの耻しげ§なち。いさ、かも乙 

と人とへだてあるさまにネの^ま6iなSず。いみじく親めきて「年比御ゆくへも知らで心に 

かけぬひ1wなく歎き侍るを、かシて見奉るにつげても夢の心ちして過ぎにしかたの事ども 
取う添へ忍びが/2きに、えなむ問免られV06ける」.とて御目^しのごひ給ふ。铖に悲しうあ 

ぼし出でらる。御年のほどかどへ給ひて「親子の中のかく年經たるたぐaあらじものを契つ 
らくもあ6けるかな。今はものうCAうaしく若び給ふべき御程にもあらじを年比の御物語 

など7P聞えまほしきに、などか资束なぐは」と恨み給ふに聞i'む乙^もなく耻しげれば、「足 
立たず患づみそめ侍办にける•後何事もあるかなきかになひ」とほのか1C聞え給ふ聲ぞ-#A 

にいとょくあぼ'£て若びた公ける。ほ乂焱みて^患づみ給へ6けるをあはれとも今はまた 

誰かは」上1:心ばへいふかaなくはあらぬ御いらベとあぼす。右近にあるべき事のたまは 
せてわ^う給ひぬヂめやすぐ•ものし給ふを嬉しくあぼしてうへ1C本語$聞え給ふ。「3る山 

が0のなかに年經^れば~ぃか^いとほしげならむとあなづ$し：を、かへ6て心耻しきまで 
なむ見ゆる:'0かくるネのあなとSかて人ic知らせて、兵部卿の宮などの乙のtがきのうちこ 

のましう^給ふ心みだyにしがな？すきネのどものsとうるはしだちて0み乙のわ^6に 

見ゆるもかVる^の、くSはaのなきぼどな^1夕S/2うもてなしてしがな。猶うちあら.W人 



通 

の氣色見集めむ」との^为へ.ば、「あやしの人の親や。まづ人の心Ml3むこ七をおぼすよ。け 
しか^ず」との^まふ。，「誠ic君を乙を今の心なら^しかばさやうにもてなして見つベかう 

けれ。：むじんに主なしてしわざぞかし•」とて笑a給ふにあもて赤みてAは•する"sと若 
ぐをかじげなM0硯ひきよせ給aて手な令aに〇 3:;.:..'^ 

こ—I戀aわた石身はをれなれど玉かづらV?かなるすぢ:$:尋ね來つらひ」Tあはれ」と麵てひ 
と冬ごち給へばげに深くおぼしける.人の名殘なめ.6と見铪ふ。申將の君にも「わVる人を尋 

ね出で/2るを、用意してむつび：とぶらへ」とのた爻aければ乙な^にまうで給ひて、「人數な 
らずと名が、る..iのSぶらふと、寸づ召し寄すべくなむ侍$ける。御わ/2$みほどにも參り 

仕5-まつらざうける乙と，Iといと1めまめしう聞i鈴へば、か^はらい穴き1w<心知れる人 

は思ふ,0心のか^6盡したなし御す^ひな灸しがどあさ玄しう田舍び^$しもたとしへな 
ぐぞ思；5くぢべらる、や。御患つら3よ$始め今めかしうけだかくて親はらからとむつび 

聞免給ふ。御さまか-y2ちよみはじめめもあや1Cあぼゆる(C今ぞ三條も大贰をあなづらはし 
く思；3ける。ましてげんがいきざしけはひ思；3出づるもゆ、しき乙とかぎ6なし。豐後の介 

の•心ばへをあkがたきものに君もあぼし知う、右近も思aいふ。おほざうなるはZ.とも怠6 
ぬべしとて乏なたの家司ども定めあるべき事どもおきてさせ給ふ。璺後の介名なうぬ。年比 

田舍び沈み•た；^し心地俄に各殘なく、いかでか假にても立ち出で見るべき，よすがなくおぼ 
ぇし大敗の內を朝夕に.いで入ならし、人を乏犮が.へ亊行ふ身となれるは、いみじきめいぼく 
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と思aけ-^。^とての君の御心おきてのZ.まか1Cあ6が^うおはしますさいとか^じけな 
し。年の^に御^つらaのZ.と人々のをう？:'くなどやんごとなき御つらkあぼしおきてた 

办〇か、6とも田舍び为る乙とやと山がつのか^にあなづ办推しはか.CS聞え給ひて、てうじ 

たる裳舉$給ふついでに、織物どものわれもわれもと手ヒ盡しておムつ、もて參れる，細長 
小鞋のS/DS/^Sまざ甘なるを御^ずるic、rsと多か6けるものどもかなっか^が/2に^ 

みなくCをものすベかうけれ」とうへに聞え給へば、御匝殿ic仕う奉れるも乙な/2にせさせ 
給へるも皆とうでさせ給へか、るすぢは^いとすぐれて世になき色あひにほ；3を染め 

つけ給へば、あ6がたしと思a聞え給ふ。乙、かし2:のうちどのょう參れる物ども御覽じく 
らべて濃き赤きなど3爻ざまをえらせ給；30、みをびつ乙ろもば乙どもに入れさせ給；5て 

為となび犮る上脆ども侍；Sて乙れは彼はと取しつ、-Aる。うへも見給ひて、「Sづれあ 
と-CNまSるけぢめも見tぬものどもなめるを、着給はむ人の御かたちに思ひょをへつ、奉 

れ給へ•かし。着たるもの、人のさまに似ぬはCAがaがしくもあ$かし」との穴まへば、あと 
ゞうち笑ひて、「つれなベて人のか^ちあしはからむの御心なめ6な。3てSづれをとかあ 

ぼす」土聞え給へば、「それも鏡にてはいかでか」とさすがに耻らひてあはす。紅梅のいと紋 
浮きたるえび染の御乙うちき、今やう色のいとすぐれたるとは乙の御料。櫻のほをながにつ 

や>かなるかい練と6添へては姬君の御料な-^。あさはなだのかいふの織物織$ざまなま 
めき^れど匂ひやかならぬにS,と濃きかS練具して夏の御かたに、暴$なく赤きに山吹の 



花のほそながはかの西の對-ic奉れ給ふを、ぅへは見ぬやぅ^て5:ほしあはす。內のあとCの 
はなやかにあな淸げ-^*li見免ながらなまめかしう見ぇたるかた‘のまじらぬ(Z:似たるなめ.办 

とげに推し罱らる乂を、色には出し給はぬど、殿見や$給へるに^<ならず。「Sで乙のかた 
ちのよを；へは人{iらだち^ベ^乙とな-CN。よしとて7^物の色はかぎ办あ6、人のか^ちは^ 

くれ^るも又猶を乙aあるものを」とてかの末摘花の御料に柳の織物のよしあるからく S 

をみだれ織れるもsとなまめき^れば人知れずほ、^まれ給ふ。梅の折枝蝶鳥飛びちがひ 
からめSたる白き小鞋に濃きがつや、かなるmねて明石の御方に。思；3や6けだかきをぅ 

へは目ざ噠しと見給ふ。ぅつせみの尼君にあをにびの織物いと心ばせあるを見つけ給ひて 

御料にあるくちなしの御ぞゆるし色なる添へ給；3て同じ日着給ふべき御せぅそ乙問ぇめ 
rらし給ふ。げに似げ0い穴るども見むの御心な6け$。皆御かへ$どもた<ならず"御使 

の祿乙、7>ご、ろなるに末摘花策の院におはすれば今少し5しはなれぇんなるべきを麗し 
くものし給ふ人にて、あるべき乙とは/2がへ給はず。山吹の桂の軸口 Sたくす、け^るをぅ 

〇ほにてぅちかけ給へ办。御文にはかとかぅばしきみちのくkがみの少しとしへ厚きが黄 
ばみ^るに「Sでやy2まへるはなかなか(C乙を。 

きて見ればうらみられけAから衣かへしや-CNてむ111をぬらして」。御丰のすぢこと(Cあ 
ふよ-^に^各。い；とい^くほ、^み給aてとみに？^うち^き給はねば、うべ何事ならむと見 

おこせ給へ令。御使にかづけたる；7Pのをいとわびしく傍いたしとおぼしてみけしきあしけ 

诹氏物25玉^ Si一：九 
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ればすべ办まかでぬ。Sみじくおの>のはS、め：き笑CAけ办。かやう(Cわう^うふるめかし 

う檢S/2き所のつき給へる3かしらにもて煩ひぬべくおぼす。恥かしきまみなみ。「古代の 
歌よみは、•から衣、袂ぬる乂かごと之をはなれねto.tZTPをのつらどかし。更にaとすぢに 

ま〇はれて今めきたる乙との葉にゆるぎ給はぬ乙をねたき乙とはあれ。人のなかなる乙と 
をを6ふし公まへ'などのわざとある歌よみのなかにてはまと，Qはなれ«みもじぞかし。普 

のけSうのをかしきSどみにはあだ人といふSつネじをやすめどこ/>にうちおきて言の葉 
の0<きたよりある心地すべ：かめ^」な.^笑ひ給ふ。「よろづの草子歌爻くらよくあない威 

$見つぐし.てものうちの詞を取6出づる^?よみつぎたるすぢ乙をは0ようけ變^ざるべ 

けれ。常陸のみN1の書き置き給へ-^けるかうや紙の草子を乙を見よとてお乙せ給へゲしが" 

和歌の髓腦sと所せう病ざるYき所あ：ほかりしかば、もとよ6あくれ穴る方のいとYなか 
なか動きすべくも見ぇざA'Lかば、ITづかしXVかべしてき。能くあな.い矣$給へる人の口 

〇きにてはめなれて乙をあれ一とVをかしべおぼS/2る3贫ぞv>とほしきや。うへSとまめ 

やかにて、「な^てかへし給t>げひ。書きとCめて姬君にも見せ奉6給ふべか$けるものを。 
こ\-にも物のなかな4b:ネ蟲皆をこなaてければ見s人はた心乙とにこそはとほか合け 

れ」とのだまふ。「姬君の御學問にいとようなからむ。すべて女はたてV好める乙と設けて乏 

一j}みぬるはさまよ^.tw乙と.な立。何事もいとつき^から1;はくち惜しから1;。た<心のすぢ 
を*—は:Lかふずtて先づめお含てなだらかならO0-みなむめやすかるべからける」な 



n 
.が - 

f 

どのたまrAて御返事はおぼし珞かけね嘆返しゃ}ズ」むとあめ；に"「乙れより押し返し給 
はざらむ太ひがひがレからむ」と^->のかし聞ぇ給ふ。な5け捨て)»御心にて#き铪ふ0ぃ 

と心やすげな办°,ぐ：.•••'\ン：ノ 

「かへさむといふにつけてもか^しきの夜の衣を思CAこをやれ。乙とわりや」とどあめる。 
:.11.. 

•，こ*、V ン • • • I . * 一 -‘、ノ •••••ぐ、 •， • . -. • 
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年立ちかへるあ^为の.空の氣色名殘なぐ暴らぬうら\かげ3には、數ならぬ垣根の內だ^ 

雪間の草若やかに色づきをめ、いづしかと氣色だつ霞に木のめ毛うちけぶう、あのづから人 
の心ものびらかにぞ見ゆるかじ。ましてSと<玉を敷けるおまへは庭ょ6始め見所おほく、 

みがさまし給べる御かたがたの有樣、まねび^て〇も‘言の葉たるまじくなむ。寒のあと、の 
おまへ.取办分きて梅の香も御簾の內のRほaに吹きまがaて生ける佛の御國とおぼゆ。3 

すが{C打ち解げ1:やt'らかに住みなし給へ侍ふ人々も若やかにすぐれたるを姬君の御 
方にとi;らせ給；3て、少し^となびたるかぎ合なかなかょしなし、くさう束有樣ょ办はじ 

めてめやすくもてつけてV此處彼處にむれ居つ.Vはがためのsはaして、？pちa鏡をさへ取 
ゲ夂せて千^のかげに患るき年の內の祝事どもし.てをぼれあへるに、おとゞの君さしのど 

ぎ給へiltばふと乙/>てaきなほしつく •、「いとはしたなきわざかな」とわびあへ60「いとし 
• • • N - • 

^ 0j£9 Jt 
Kl. 

►-で 
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六、かなをみづから0-祝事どもかな。皆各々思ふことの道々あら1;かし。少し間かせよや。 

われZ.とぶきせむ」とうち笑；3給へる御有檫を年のはじめの3かえに見奉る。われはと思a 
あがれる中將の君ぞ「かねてど見ゆるなどこを鏡の影にも語らひ侍うつれ。私のいの6は何 

td:か-^の^とをか」^とIUJゆる。あし^のほどは人々參6乙みて物騷力しか6けるを夕つ 
方御か^が/2の參座果給はむとて心Z.とR引30く^ひけSうじ給ふ御蔭Z.そげic見るか 

aあめれ。「今朝この人々の戯ぶれかはしつるいと羨ましう見えつるを、うへにはわれ見せ 
奉らむ」とて亂れ六る事ども少しうちまぜつ、視ひ聞え六まふ。 

、「うす氷とけぬる池のかぐみにli世にたraなきかげ?:ならべるJ。げにめでた令御あは 

Sどもなヶ。 、V . ••: •.••.，•二… • •： ， 

「く 7P.Oなき池の鏡によろづ代をす〇べきかげぞ泛るく見えける」。何事1Cつけても末遠 

き御契をあらまほしく聞えかはし給ふ。今日は子の日なAけげに千年の衮をかけて祝は 
むRZ:とわ6なる日な6。姬君の御方1C渡-^給へれば、わらはし名づかへなど^まへの山の 

小松CAき遊ぶ。若き人々の心地ども置き所なく見ゆ。北のAとくよ$、わざとがましく患銥 
め*るひげ乙ども；5t)6ごなど奉れ給べえならぬ五葉の枝icうつれる:fも思ふ心あら 

セかし。、：.• ： • 

-;-;「年月を松にaかれてふる人にけふうraすの初音きかせよ。音せぬSとの」と聞え給へ 

る^、げにあはれと5:ほし知る。乙といみもtし給はぬ氣色な$。「21の御かへ6はみづから 

% 翁 
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i)： 
問え力^•へ。初音惜み給ふべき方にもあらずかし，.とて御砚取6まかなひ窬かせ窣らせたま 

ふ0 5とうつくしげにて明菸見奉る人だ1C餾かず思ひ問ゆる御有樣を、今嗦で赍束次き年月 

のへ，だ、办けるも罪えがまし乂心苦しとおぼす。 
•Taぎわかれ年はふれども鷲のすだちしまつのねをわすれめや」。幼き御心に爻かせてく 

♦たくだしくぞあめる。夏の御すまWを見給ぺば、時ならぬけにやいと^づかに見えてわざと 
好ましき乙ともなく、あてやかに住みな•し給へるけはひ見えわ穴る。年月に添へて御心のへ 

だてもなく、あはれなる御なからaなう。今はあながちに近やかなる御有^ももてなし問え 

給はざりけか。いと睦しくあ$がたからむsもせの契ばかり聞免かはし給ふ。御几帳隔てた 
れど少し押し遺ら給へばまたさておはす。はなだはげににほa多からぬあはaにて、御rし 

などもいたく盛過ぎにけ4。やさしき方にあらねどえびかづらして?:'〇くろa給ふべき、わ 
れ^らざらひ人はみざfe-し^べき御有樣をかくて見る乙をisしくほSあれ、か/.き人の〇 

らにて我にそむき給aなましかばなど、御對面の折A、には嗦づ我が御心のながSも人の御 

心のi£きを^1嫱し弋思ふやうな$とおrしけ“。乙爻やか(Cふる年の御物語などなつかし 
く間え給ひて西の對へ渡み給ふ。兔たい穴くも住み馴れ給はぬ程よ6はけはaをかしく患 

なして、をかしげなるわらはベの姿なまめかしく、人かげのあ^穴して御まつもびあるべき 

限なれども、：乙まやかなる御調度はS:七しも整へ給はぬをさる方に物淸げに住みなし給へ 
るOSうじみtあなをかしげiふと見-tて、山吹にもてはやし給へる御か^ちなどsと花や 

•诼氏物語初音 四S 
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谏氏物费：初苷 s 

かにこ、に曇れると見ゆる所なく、隈なくにほひきらきらしく見まほしきさまぞし給へる。 

•物思ひに沈み給へる程の患わざにや，髮の裾少しほを-^てさばらかにか、れるしもいとも 

の淸げに、出處彼處SとけざやかなるSまし給へるを、かくて見ざらましかばとおもほすに 
つけてはえしも見すrし給ふまじくや。かく sと隔なく見奉$なれ給へど、なほ^もふ(Cへ 

6多く怪しきがう〇、の心地もじ給はねば、まほならずもてなし給.へるもいとをかし。 
「年頃にな$ぬる心i&して見奉るも心安くほいかなひぬるをつVみなくもてなし給aて、あ 

なy2などにも渡ゲ給へ如し。sはけなきうa琴なちふ人もあめるを諸典(C間きならし給へ。 

後め/2くあはつけき心も^る人なき所な6 Jと聞免給へは、「の^まはむま、にtそは」と 
聞え給ふ。さもあるtとどかし。暮方になる‘程(C明石の御方に渡う給ふ。近き渡殿の戶押し 

あくるよ.〇御簾の內の追風なまめかしく吹き匂はして、物よ$殊にけだかくおぼSる。Sう 

じみは見えず。Sづらと見まはし給ふに、硯のあた6脤は、しく草子ども取ら散らしたるを 
仅$つ、見^ふ。菅のとうぎやうきの乙士ごとしをはしさし^る^とねにをかしげなるき 

んうぢおき、わざとめきよしある火桶に侍從t 乂ゆらかして物ごとに吏めたるに、えびかう 

のかの1がへ各.ぃと免んな$.•〇手習ども0.亂れうち解け^るもすぢかはヶゆ么ある#きざ 
まな乂。乙どごどしくさうがちなどにもざ^がらずめやすく書きす5び^6。小松の御返し 

^めづらしと見け石ま入：にパあはれなるふる乙とゞも番き爻ぜて、 
■-•「めづらしや花のねぐらに木づ穴ひてたにのふるmを^'•ベる鷲 



あ力。「咬ける^がr<:ic家しあれば」などaき返し慰め/2るすぢなどかきまぜつ、あるを、 
取6.X見給ao\ほ\袅み給へ"る、恥しげな$。筆:§しねらして書きす^み給ふ程にゐざ$ 

出で、/'Sすがに：みづ：か6の多て：：なしはかし乙^6おきてめやすき用意なるを"猶人ょ$ 

は殊な6とあぼすVO白きitけざやかな：各髮のか.、ダの^.少 
もいとS:*なまめかし3添ひてなつかレければ"新しぎ年の御さわがれもやとつ、^しけれ 

ど己な^にとま^:給ひ)»,*0:猶おぼぇ乙とな6かしと，か^がたに心おきておぼす。南のおと 

vitは^.し1:めざ：fwしがる人❖あヶ。まだ曙の程R渡A給aかぅしもあるまじき夜深 
さぞかし七思ふR、名殘も^ゞならずあ伎れ1C思ふ。待ちと$給へるはたな^けやけしとあ 

ぼすべかめる心の中はかられ給ひて^怪しき5た\ねをして若々しかなけるいぎたなさを 
3しも驚か'D給はて^と御氣色と々給ふネを办じ5見#。殊なる御v>ちへもなければ、わづ 

らはしべてそらねをし.つ、日高く大殿ご.も令おき^办。今日は臨時客の事に^ぎらはして 
ぞお，PがVし給ふ。土達部みこ達などT例の殘ゲなく參ぅ給べ-^。御遊あ^Vて.。引出物祿な 

•■^になし。ぞ乙ら集CA給へるが我も•劣らじと1てなし給へる中icも、少しなづシひなるだに 
見え給はぬものかな。とうはなちては一Sうをく多く物し給ふ乙ろなれど、御前にてはけおさ 

れ給ふわるしかじ'0何の數ならぬ下部どもなどだに、乙の院に參るicは心づかひ乙とな6け 
-CV0.まして若やか衣る.上達部などは思ふ心など物し給；3て、す.< ろに心げさうし給aつ、常 

の年よ$も殊な^^•花のか謗ふ夕風長閑に打ち吹き/2るに、お前の梅や5やうCAもときてあ 

海氏物語'初？！日、： 1 
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源氏物舐‘初音 四S六 

れは誰どきなるに、物の急らベど7P Aもし/Dく乙のとのうち出で/2る柏子S.と華やかなぅ0 
あとvも時々聲うち添べ給へ；るさぎべ.5の末つか/2、いと懷しうめで穴く聞ゆ。何事も5し 

Sちへし給ふ御光にはやされて、色をも香をもますけぢめ'2:と1Cなlrわかれける。かくの、 
じ“る馬車の音をも物隔て、聞き給ふ御方々は、はちすの中の世界icまだ開けざらひ心地も 

かくやと心やましげな.CNOまして；3んがしの院に離れ給へる御方 <、は年月{C添へ•てつれづ 
れの數のみまされ；のうきめ見ぇぬ山路に思aなずらへて、つれなき人の御心をば何と 

かは見奉3咎めひ。をの外の心冬となく寂しき乙とはたなければ、お乙なひの方の人はをの 
まぎれなべつとめ7かなの萬の草紙の學問心に入れ給はむ人はま穴そ0願aに從a•、物まめ 

やかRはかばかし含あきvにも唯心の願aに從aにたる住aな々〇騷しき日ご/)過して渡 
$給へ常陸の宮の御方は人のほどあれば心苦しぐおぼして人目のかざぅばか$はv>と 

ょ乂 7Pて.なし問走給ふ。いicしへ盛と見ぇじ御若髮も、年ごるに衰へゆき、まして瀧のょど 
、み恥しげ^る御か/aはらめなどをいとほしと尨ぼせば、まほR7P向ひ給はず。柳はげK乙そ 

すSまじれ办けれと見ゆるもきなし，給べる人がらなるべしr°光もなく黑きかいね办のSい 
ざいしくは6たるaとかさね、さる織物の桂を着給へるsと寒げic心苦し。かさねめ桂など 

はいかtc:L.なLyaるJCかあらむ。御鼻0色ばか{、霞^もまぎる^じく■花やかなる(t御心に 

もぁちず打ち歎かれ給aて、殊更に御儿帳引きC)くろs隔て給ふ。なかなか女は名しもおぼ 
したらず、今はかぐあはれに長き御心のほどをあだしきものにうちとけMみ聞：t給へる御 



I 
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さまあはれなか。.が、る方にも為,l>なべての人ならずsとほしく悲しき人の御さまとおぼ 
せば^Qばれ(t^れだに乙^はと御心と々め給へV-5Vも^-^が^^?fかし。御聲など名いと寒 

げ{C打ちね^：、きつ >謙らCA聞t給ふ。見煩64綠Wて「御?:'ど毛の乙と後見聞ゆる人は侍る 
や0かぐ心やすき御佐aは唯sと打ち解げ/2'るS.まにふくみなえたる乙.そょけれ。うはべば 

か^soへぐ^;3たる御1--.をaばあsなぐなひ」ど聞え給へば、乙t>:ごちしく3すがic笑a給 
01て、「醍醐0*阿閣梨の君の御あつかaし侍るとて、きぬども、え縫a侍ら•てなむ、かはぎぬ 

を§•:•へとらnにじ後寒く侍る」と聞え給ふは$と鼻赤き御せうとな6け6。心うつくしとい 
W:ながらあ免ktT:ち解け過ぎた^nとおぼせど、此處にて(iいとまめ(Cきすく人にておはす。 

「かはぎ從ばいとょし。山伏のみのしろごろもに讓办給ひてあえなむ。3て乙のいたは办な 

き白妙の衣は、なyへにもなどか重ね給はざらむ。さるべき折々は打ち忘れたらむこともM 

し給へかし。もとi':办5:れをれしく穴ゆき心のを乙/2$に、嗦して方々のまぎらはしききほ 
aにもあのづからなひ」とのたまaて、防aの院の一みくらあけさせて絹綾など奉らせ給ふ。 

荒れたる所7pなけn':ど、住み給はぬ所のけはCAば患づかにて御まへの木立ばか$ぞいとお 
もし/>くV紅梅の暌き出でたるにほaなど見はやす人もなきを、見わ^し給ひて、 

.「ふるSとの春の木末(Cたつねきて世のつねならぬ花を見るかな」。ひと办ごち徐へどlln 

き知ケ給はvt/yけIf.かし。空蟬のあま衣(Cもさし(?)'•?:き給へう。うけばう/2るさまにはあら 

ずかごやかにクぼね住みに主なして？怫ばか$に所えさせ奉うて行a-勸めける3まあはれ 

•1 

虹匿^^^^ rrr 
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源氏物雜.初音 s< 

に見ぇて、經佛のがvtli-ばがなく^なし^るあかの具などもをかしげicなt•めかしく、猶心 
ばせあ^•:と見ゆる人のけはaなゲ。あi:.{cびの儿帳、心はベをかしぎにい^く居隱れて釉口 

ばか-^ど色異なるしも懷しければ、淚rみ給aて松が浦島を遙に思CA1:ぞ止みぬべか$け 
るor昔より心憂か令ける御契かな.。Sすがにかばか$の00びは穴ゆまじかうけるよ」など 

のたまふ。尼君^:物あはれ^-る^.-(talcて、「か、る方(C賴み聞ぇさするしもなひ淺く^あ 
らず思；3給へ知られ待りける」と間ゆ。「常に^会^办重ねて心惑はし給へし，世の報などを 

佛にかし乙ま-^聞ゆる乙そ苦しけれ、^ぼし知るや、かくいとすなほにしもあらぬものを 
と、思aあli:せ給ふ亊屯冬bじやばとなむ思ふ」とのたまふ〇かのあSましか-^し世のふる 

:乙とど聞き置き給へる釔め$とはづかしぐ、「か、る有樣を御1じはてらる、よ6外の報は 
卜づ：(Cか#-らむ」どてMicうち位きvi,oいにしへよりも物深ぐ恥しげさまさりて、かくも 

て雕れ々る如ぐあ^:すしも見放ち雛くおぼSるれどはかなき事をの^1WCAかくべくもあら 

ず〇大方0昔今0:物語をし給aて，かばかなのいふかひだにあれかしとあなたを見遣り給 

$かやうに，ても御蔭it隱れたる人々多かん皆さし覗き渡し給aて•「覺束なき日數積る折 
ケあれど^の中は*もず^ひ。唯限あ-5:道の別のみ乙を後めた忖れ、命ぞ知らぬ」などなつ 

加し<-の^免ふ。ぃづれ5:も程々ico-' 

卜御身0;程なn--ど。§.しも乙とごt:-じぐもて^し給IIず、所tcoけ人の程につけつ)あまね 
ぐ窠し<-5sli-じまぜば、#がばかヶの御心1CかVゲてなむ多くの人々年月を經ける。』今年 



1**,•: 

Ji男踏歌^•う^よJ朱雀院に參jて次^tミの院{cまゐる。道の程遠くて夜の明方にな6 
••icけ々。.^の暴:^なくすみま^うて薄奪少し降れ一る庭のぇならぬち殿上人など名ものん上 

手多かるVスほaにて、笛の音も5，•とあもし7>ベ吹^立て、、この為まべは殊に心づかaし 
た6。餌方々物見ic渡$給ふべくかねて御せうそ乙どもあ6ければ、左右の對、渡殿など、」 

網つぼねし、つVあはす。西の對の姬君は寢殿の南の御方に渡6給ひて、乙な/2の姬君に御た 

いめ/1あ6けう。上もaと.、乙/>にあはしませば御几帳ばか.〇隔て、問え合ふ。朱雀完、き 
4かの{Sの御方^：mめ:r6:^る辟に夜-.^やうやう明け行けば、みづうまやにてことをがせ 

べき七：：.例^るZとよ;$外にr&^z^に乙と加へていみじくもてはやさせ給釤す 
:3まじき曉消液(C,雪はやうやう降^積む。松風木高く吹きお^し物すSまじくもあ6ぬべ 

き程に、背Sの衣r:iばめ:5:(cしらが3ぬの色ぁ.-CA何の紅ざ6かは見ゆる。かざしの綿は匂も 

^凄もめ'-^れど、所か$にや、もし/>バ心ゆき命のぶるほど攻6。殿の中將の君內の大殿の 
^ん^^^疋ふ-(c:-tずれてめやす；く華や.か^兔ほのぼの上明け行く(C雪や\激うてそr 

ろ寒きに、竹川謠av,かよれるすが^身つかしき聲々のrMKも帯きとめ雛からIr乙そ口惜 

付れ1御方々^づれ^'>づ^:^^^ 
名曙の空J寒の^立，t>:aiてにけ^摄のう^かと見渡Sる.。怪しく心ゆく^物'{Cぞあ^c\ける。 

> 石'liか^j し^:'i:ばなれ:^•之4 
:.LでVLしパ;LAなし.穴ス、龙办衣か何议かAのあも上ろかるべき拍子名聞免nそのを、例の 

源氏物K:初}}日 

墨—#^^^^ 
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綿かづき度クてまかで0:。夜明けはて、ぬれば御方々歸6褴-:^給ひ似。ぁ专の君少し大殿ご 
も$て日たかく起き給へり。「中將の聲は辨の少將に•をSをS劣ちざめ*.5は。怪しくレ•うそ 

くどもS出づ巻るほひに飞1れ。いにし会：人|に賢き方やす^れ穴る事|か 

くし！ほやけ人iif i。咱急—れば矣る矣くなしさ 

丈もて太なれよと思；3しかど"猶离穴Rは^'0すき力るすぢの心をZ是上<1;「ベかめれ。も 

て志づめ、すくよかなるうはべばか,1)は、う1^Sかめ功」などい.とうつ:<しとおほし^6。ば 
んすらく御qずro.びにの力ま琴、「人名/」な方につHひ給‘へる序にいかでもの、•音試み 

•てし：^な、私のご免んあるべしJとの給aて、御琴どものうるはし3•袋どもして、aめII力せ 
給へ•し、砦引き4て\狎しの、Ha Vゆるべる1と乂のへさせ給aなどす。御かたがた心づ力 

ひいたくしつ人，心げ;-5うを盡し給ふ^む办-1.。 
r • . • - : ♦ - • - ♦ 

. •.-.... .•:. : r . / \ - •, : • . . ..:. - 

• 4 4 • • :• ••、 ： •’ •••：• •'.一 ••- •.••••• • . 一 •• ••• 

,0<ょSの二十Hぁま-^の乙ろほS春2まへの有欉、常より殊につくして匂ふ。花の色鳥の 

聲ほかの里RI*たふ▲にやと珍心う，見ぇ間ゆ。山の乙だち、中島のわ意^の、 
氣色麥若皂人々のは：つ，かに心逢なベ思ふべかめるに、唐め笑 急 



ぎ^:'5ぞかせ給；Sて、お/>し始め--5せ給ユHはう^づかsの*A召--'Lて船のがくせらる。み乙 
力、ち上達部^どあ^穴參う給へ3。中宮之の頃里にあはし^す。かの春まつをの次とはげま 

.L聞^給へ;6.L御かへ^もこの頃や^お被ル、:^とゞ;0君もいかで乙:〇花の：？:6御覽ぜS 

せむ^>ぼ-Lの^まべど、〇心でなくてかるらかにはaわた6花をもてあそび給ふべきな 
もねば、若き女房達の物めで.しぬべき女船K乘せ給うて、南乃池は乙なた^とほし通はしな 

させ給：へ.石を、小S^--IIIを/へ•たての調••tc見せ^れXV、をの山の^きょ-CNIVJf^wてひん•かし 
の釣殿にこ衣./2の若き人 <、集あ-:§せ給ふ。龍顶鹆首をからのょを；SR乙とrとしう泛つら 

ひてゝ舱^邛禅^すわらはべ皆みつらゆひて唐土だ八せてさる大きなる池の中^さし出て 
^ればハ^•iとの知らぬ國に來^らむ心^:^て^はれ衣^もし^く見ならはぬ女房^どは 

思；。r-fl岛.0入江の岩かげ:{(:^1寄せて見れば1は办なき石の^.\ずまひも唯繪に書いたら 
むやうな为。^龙/aかな*霞みあひy2る梢ど^錦を引^わ^せ^に、おまへの方は遙+と見 

やられて、色をま-Lたる柳、枝を垂れ/a:a花もぇもいはぬにほaをちら.L^ほかは盛過 
!/2る樱も今3か$にほx^み、廊をめrれる藤の色も乙まやかに開けゆきけ^V。まして池 

の水に影をづc>した.る山吹輋よ-cnこぼれyjwみじき盛^CNj水鳥どもの〇がaを離れず遊 
びつA"細3枝ど^をくひて飛びちがふ、鴛鴦の波の-Micもん:^交へ^るなど物の繪やうに 

名誉:^とちま炫しき•誠(C斧の柄名く^いつベう思aつ-V日をくちす。 
「風吹けば浪の花Sへい/)見えて乙や名ic*^てる山^きの5き」、 

源氏物語胡蝶 尝一 
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课氏物IS5•.刻蝶 
1. -- _■■ ■ - ■•- : 

「春の池や井手のか位せにかょ•ふちむ岸の山吹を>もにほへる」、 
二龜の上の山も犮づねじ船のうち杧老いせ，ぬ名t>•ば乙、kのiセ」 

「f日fらVIして行く船—づくfうけU垄言のは事 

ど1 我が心is—しっ、、行くかf歸ら心里—れぬべ^若き人；^心 

にことわ—る水の而になむ。S.か、'るほどにねうじやうとX力1 
こ、6こもあらず釣殿に3し寄せられV ぬ〇乙、の茗つらaいと乙とをき穴る3咬;:な」 

まめnハ1人重Iじ—したく y 
る錦に劣らず見—六る。fめなれず珍らか！がべども仕うまっま^^.パし 

U選ばせ給；SV人の御6ゆくべき手の限を盡させ給ふ〇一夜に入り沿4试妒と4力ぬ‘ナ 

含 Iと—う—く入1— 

おのいの彈物吹物：^!名參冷•もの、師专殊に4 ナ 

るか^tと、何—ゃt f Sづ—.も 

讨ぬ。朝ぼらけ0鳥の>へづ^女中宮说物隔て入ね衣う聞しめr•けAいっ冬審.光. 



給べ'るおほ殿なnど、•心を.つべ:5ょすが.のまたなきを飽かぬ乙とにおぼす人Aiありける 
に"西の對の：姬君乙ともな含御有様、^とvの君もわざとおぼしあがめ聞ぇ給ふ御氣色など 

皆世に聞ぇ出でAあぼしAも^るXV心なびかし給ふ人多かるべし0我が身Sばか6と思ひ 
あが6給ふ^はの入乙そたょ1^つけつ、けしきばみ言に出で間ぇ給ふもあ办けれ0ぇし 

戈：5ち出でぬ中の思ひにも免ねべきわか^c>iだちなど7pあるべし。そのうちに之とのこ、 
，ろを知らで內のおほい^の、中將な：yはすぎぬべかめ^N。兵部卿の宮は^年頃3>はしける 

北の方もうせ給；5てiのみとせばか6獨住みにて^び給へば、うけばぅて今は氣色ばみ洽 

ふ。今朝もSど，い为うそらみだれ*1.て藤の，花をかざしてなょび3うどき給べる御3爻いと 
をかし。あと.^もあぼし\さ兮かなふと泛たにはおぼせど、せめて离らず顏^つく6給ふ0 

御かはらけの.〇いでにいみ:1:う名て惱み給うて、「思ふ心侍らずは罷6逃げなまし。いと沾 

へが/2:^や」とすまひ給ふ0 .';.'.ン-ジ 
>，•“「むらさきのゆ^に，心を泛め^2れば淵に身なげむ名やはをしけき」とておとでの君に「あ 

なじかざしを」と1:奉れ給ふ。いといたうほ、焱みたまaて、 

「淵に身を投ザc>•ベLやとZの春は花のあた3を立ぢさら<見よ」とせちRとVめ鈴へ 
ば、え立ちあがれ給はで今朝の御あそびましていとお％''L/)し。今日は中宮のみど經のはじ 

めな；6け九やがて，まかで給はでやすみ所と6つ、日の御よそひにかへ給ふ人々^多かち 
さは6,あるは^かでな^^^給ふ。午の時ばか^vic皆あなたに參6給ふ‘と < の君を初め 

源氏物15胡蝶 S 
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奉りて皆着きね穴4ふ—上人—蟲なく參る。多くは—ぐの御、いき^^バ 
rlr-給aて$んごとなくいつぐしき御有樣な6。春のうへの御心ざしに佛に才奉らせもふ 

鳥蝶icsうぞきわけ*るわらはベ八人か^ちなど殊に整へさせraて鳥にはし/力ね^ 

花瓶に楼—し、蝶は乙がねの瓶に山吹を同じき花—かめしう、世3 

させ給へ南のあまへの山ぎはょう漕ぎ出で、お^へに出づるほど風吹きて瓶—パ 
うち^り兔かふ。いとうも、かに晴れて、霞の間i立ち出でたるはいとあはれになまめき 

て見ゆ。わざとCAらばヶなどもうつされず、あまへに渡れる廊をがく屋のさまにして力61 

あCらどもをめし穴-。わらはベども御階のもとに寄6て花ども奉る。ぎやうがうの人々と 
名1に加へ—給ふ。御せう—殿の中將の君して聞4へら。、」、 

「花—、—ふ—へやし六草1むしはうとく見るらむ」宮力の紅—— 
v 6な6ナ6とほ、Aみて御寛ず。昨日の女房達も「げに春の色は£おと3せ給ふまじ力$ 

ナ办」と—をれつ、聞ぇあへ.らiのうtかなる音に鳥のがべはなやかに問きわたされ 

.•て也の水鳥—乙はかとなく囀^Q穴るに、急になうはつるほど飽かずfしろし。蝶はま 
し口はか1に飛び立—、山吹1iき——花— 

宫のすけをAじめてさるべきうへ人ども祿と"^できてわらはへに穴ぶ。鳥には^'の奢長 
警主山吹樊兮はる。かねてしも取々あへたるやうなう。もの、師どもにはfn 

l中紫1のほ1へ'女の奪fかづけ給ふ 



御かへ么「昨日はねになきぬベ <之をはバ. 〆 

7て.ふにもs.^.はれなまし心あ6て八ffi山ぶきをへだてざ.〇せば」とぞあ力ける。すr 
*れたる御ちうどもにかやうの事は堪へぬにやありけIf〇思ふやうに乙ム、尾免ぬ御くちつき 

ど.^なめれ。まてとやかのみものぐ女房達宫のには皆けし-^ある膾物どもせさせ給うけ60 

き，や.う.の事ぐはしければむつかし。明.慕につけてもかやうのはかなき御遊^げぐ、心を逍6 
•て過ぐし給へば、侍ふ人も备のづから物思ひなき心ちしてなむ、乙な/2かな^に访聞免かは 

:し給ふい』西の對の御方はかの踏歌の折の御對而の後は乙な^に名間ぇかはし給ふ。深き御 
*もちゐや、淺くもいかに-^あらひ0氣色い士らうあ$、懷しき心ばへと見ぇて、人の6へだ 

づべくも物し給はぬ人のさまなれば、Sづか穴に7P皆心上せ聞ぇ給へ6。聞1給ふ人いとあ 

ま^もの-L給ふ。Sれ，どあと• ぼスけにあぼし定むべべネあらず。我が御心にもすくょか 
kあやが6はつ凌.1:き御心やをふらむ。父おとVにも知らせやして•ましなどおぼしょる折 

•々名あ^-.。殿の中、將は少しけぢか乂みすの-^となど^<:もょ办て御いらへみづから聞堯給ひ 
などする.7^女は0、まし5おぼせど、3各べき程と人々％知ゲ間ぇ^2れば中將はすぐすぐ 

しくて思a名よらず。內刃^ほいどの：入君達はtの君に引かれてよろづに氣色ばみわびあ 
jくをハを.のか^•のあはれにはあらで患たに：心苦しうなむotzlとの親にさも^られ舉6に. 

しがなと人患れず心にかけ給/へれど、5ゃ5-;に％漏らし聞ぇ給はず。ひとへにぅちとけたの 

.み聞^給ふ心むけなどらう^げに若やがな九似るとは^けれど猶S君のけば；5にいとV 

椒莰物語如^ S 

fnlHi^^HIx^llifllronlr-u1515一. ^ ^ !^- 
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能く.あぼ免：て：、これはかどめ；い/2る所添s/aる。：•乙るもがへ^ 

の氣色など3:へあやし3.を：はかとなくをかしきをのどやかに^はしませば莴の御遊にこ 

過くし給ふに、對の御方に人々の御文^げぐな$行ぐを、^ぼし、乙と、をかしうおぼいて 

;iもすれば渡办給ひ？>御覺じ、さるべきicは御かへ64/V.のかし聞え給aなどするを、う 
ち解けず苦し：SZどにおぼsた々。兵部卿の宮の.程なく sられがましきわびごと < もを被 

き集め給へる御ふみを御赀じつけてこまやかに笑a給ふ。「早うょ6隔つる乙となうあまた 

の；み乙達の御中に’乙の君をなむか穴みにと$別き1:思ひしに、唯かやうのすぢの乙となむ 

いみじう隔て思、ひ給ひてやみにし：を、世の末にかくす.^給へる心ばへを見るがをかしうあ 

はれRも^.ぼゆる，かな。猶御かへヶなど聞え給へ'.〇少し^ゆ^あらむ女のかのみ乙ょ6ほか 

1C又言の葉をがはすべぎ人：そ世icおぼえね。Sと氣色ある人の御Sま；Vや」と若き人まあ 
で給；3ぬべ <聞え知もせ給へぞ，0\ましくのみあぼいた办〇「右大將.のいと爻めやかにこ 

とごとしきS.まし^る人の、てひの山にはくじのたふれ^ねびつべき氣色に憂へ/2るもさ 

る方にをかし」と皆見、ぐ6べ給ふ中に：、唐のは.なだの紙のいとなつかしう患み深うにほへる 
を、^とほぞくち；35ぐ結びたるあダ。？れはいかなればかく'ITすぼ、れたる(Cか」とて引 

きあけ給へ4手いと^かしうて、：：:::.k 

P思ふとも君は患らUなわきかへ-〇岩名る水ic色し見えねば」。書ぎざま今めがしうをぼ 

れた-^I-ZれはSかなるぞJと問a聞え給へど、はかばかしう物も聞え給はず。右近召し：g 



で\:/「かや-5-に音づれ聞えむ人をば人えゲし.ていらへなどはせさせょ。すきずきしうあざ 
.れが戈じぎ今やうのてとのびんないふ^いでなどする、をの乙のとがにしもあらぬ乙とな 

ヶ0われにて思61,しに、あななさけな、うらめしうもと、その折^こそむじんなるにや。もし一 
はめざ凌しかるべききは.Vけやけうな•どもあぼえけれ。わ.ざと深からで花蝶につけたる/2^ 

ょ办ごとは心ね/2、うも.てない犮る、.なかなか心だつやうにもあ办。又さて忘れぬるは何のと； 
がかはあら*1;-0物の^2ダばか6のなほざ{ごとに口とう心£^2るも3ら\しあ6ぬべか6 

ける後のなんとあ6ぬべきわざな-CS。すべて女の物つVみせず、心のまVに物の哀も知6顏 
つく6をかしき事を7P見知ちむなひをの.<>も6あぢきなかるべきを、宮、大將はおほなおほ 

ななほざ$ごとをうち出\」給ふべきにもあらず、：又あま6物の程知らぬやうならむも御有 

樣に違へそのきはょ-^患もは心ざしのおもITきに隨6てあはれをもわき給へ。らうをも 
數へ铪へ」など聞£•給、ば•君！iうぢ背きて^:}iするをばめV?とをかしげな6。な\」し乙の 

細長にこの頃の花の色なる御乙うちきあはひけぢかう今めきて、もてなし3:*ども5はいべ 
ど田舍び給へ-^し.名殘乙を唯あ$に為ほどかなるかたにのみは見え給ひけれ。人の有樣を 

見泛ヴ給ふま、^い.と5ま'1うなょびか^付さうなども心してもて0け給べれば、いと< 

飽かぬ所なX華：やかに美しげな乙：とaと、見な§むはい：とくち惜しかるべうおぼさる。 
右近名5ち^みつ、見奉6て"親^聞えむには似げなう若くおはしますめ^S、さしならび給 

へもむはし^は；3め\」为しかpと思；3居/2jn「SIに人の御せうを乙などは聞走傅ふる事 



逛氏物語胡蝶 要八 

侍らず。roきざ耷ネ衰るしめし御覽じ六る三〇四つは引きかへしはしたなめ聞之ひもいか 
でとて御ふみばか6取6入れ^どし侍るめれど、御かへ$はMに間えさせ•給ふ折ばか6な 

む。をれをだに苦しいさにおぼい^る」と聞ゆ。「さてZ.の若やかRむすぼ、れ*るは*が 
ぞ〇いとSたうかSたる氣色かな」とほ、焱みて御贺ずれば、「かれはしふねくとCめて煺う 

にけるにZLを。內のおほSどの、中將の、乙の侍ふみる子を名とょ6見知6給へうける海 
へにて恃6ける。又見いる、人も侍らざ^XしRこそ」と問ゆれば、「いとらう^きことかな。 

下煎な6ともかのぬし^ちをばいか^いと^ははしたなめむ〇公卿といへど乙の人のあぼ 

えR必ずしも並ぶまじき乙そ多かれ。Sる中icTP Sと先づま6/2る人な6。おのづから思^ 
合する世も乙をあれ。けちえ/Lkはあらで乙を言ひまぎらはSめ。見所あるふみかきかな」 

などとみに％うち置き給はず。「かう何やかやと聞ゆるをもおぼす所やあらむとや、ましき 
を、かのおと <に知られ奉6給はIXZ1ともまだかう若冷しう何となさほどに乙、ら年經給 

へる御中に、さし出て給はひZとはsかゞと思；3めrらし侍る。猶世の人のあめるかたに定 
$て乙をは人々しう^るべき0いで冬ものし給はめと思ふを、宫はひと6物し給ふやうな 

れど人がらsとSたう：あだめいてJta給ふ所あま72聞え、めし.うど、か(Cくげなる名のり 
す^人ど7Pなむ數あまた聞ゆる。.，sやうならむことはにくげなyて見なほい^^む人ょい 

と:Xうなだ>bかicもてけちVむ。小ノし心にくせあ-^ては、人にあかnぬべき^なむおのづか 
A出で來ぬべきを、その御心づかSなむあるべき。大將は年經穴る人のい^うねびすぎ^る 



を厭aがてらに求むなれど、をれも人々煩はしがるなあべい乙となればさまざまに 
なむ人，泛れず思a定めかね侍る？かうざまの乙とは親などに7PSわや.かに我が思ふSまと 

て語6出て難きZとなれど、Sばか4の御齡にもあらず。今はなどか何事をも御心(Lはわい 
給はざらむ。まろを昔ざ^比なずらへて母君と思CAない給へ。御心に飽かざらむMとは心苦 

じく jなどいと^めやかRて聞'1給へば、苦しうて御sらへ聞えむともおぼ免給はず。いと 
若冷しきもう^て殺免1:•「何事も思；3患-0侍らざ6ける程ょヶ親などは.見ぬネのに^ひ恃 

$てノ上もかぐも思5給べられずな0」と聞え給ふさまのいとおいらかなれば、げにと气ほ 
いて、「5らば世の^とびののちの親ををれとおぼいて、あろかならぬ心ざしのほども見顯 

しはて給ひてむやjなどうち語らa給ふ。おぼすさ爻の，Z:とはまばゆければえうち出で給は 
ず。氣色ある.m七ば、時々まぜ給へど見泛らぬ3まなれば、す</>にうち歎かれて渡6給 

ふ。.あまへ近き吳竹の.Sと若やか(C生61たちて打ち靡くSま懷しきに、立ちとまり給ひて、 
rませのうちに根深くう焱し竹の.このおのが世々にや生；3わかるべき。思へばうらめし 

かべSZ:と?:'かし」とみすを引き上げて聞え給べば、わざ6 sで、、 
「今5ら^ぃかならむ世かゎか竹のぁひはじめけむ根をば尋ねむ。なかなかに乙を侍る 

らめJと間え給ふを、いとあはれとおぼしけるは心のうちにはSも思はずかし、いかな 
らむ折聞t出でむとすらむと心7Pとなぐあはれなれど、乙のおとぐの御心ばへのいとあ.CN 

が^きを、親と聞ゆとも？^と見馴れ給はぬは免かうし7P細やかならずやと、昔物K7Vを見 

谏氏物fs胡蝶 0 
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奉らむてとはかたかるべうおぼす。殿はSと、Vらうたしと思；3間t給ふ。う.へicも語ぅ申し 

給ふ。「あやしう懷L令人の有檨にも•あるかな。かのSにしへのはあまぅはるけ所なく？：あ 
6しC乙の:?1-は物の有樣も見知ヶぬべく、けぢかき心ざまをひてうしろめ^からず乙そ見 

ゆれ」など#め給ふ^ifにしもあぼすまじき御心ざまを見知6給へればおぼしょ6て、「物 
の心えつべベは物し給ふめるをうらなくしも5ちとけ賴み聞'i給ふらむ乙そ心苦しけれ」 

土のたまへ.ば、.「な；\1たの7fしげな：くやはあるべ'き」と問え給へば、rいでやれれにて名又忍 
びが/2•う、物思はしき折；々あ6し御心ざまの思a出でらる、ふしぶしなくやは〗とほ、^み 

て聞え給へば、あな心•どとおぼいて、「うたてもおぼしょるかな。いと見知らずしもあらじ」 
-v-c傾はしければの/2ま以'3し,1:ノ心の.うちに人のかう推しはか-cn鈴ふにもいかゞはある 

ベからむとあ•ほじ亂れ•.•'%かつはaが；3がし;5け七からぬ我が心の程名思a^られ給aけ 
心にか\-れるま'に泛ば离.は渡う給ひつ、見奉6鈴：ふ。雨の.うち降々たる名殘のいと物表 

めやかなる夕つかた、御まへ.0わかへへで、柏木などの靑やかに繁ぅあひたるが何となく心 

•ちよ讨な'5空を見5だし給ひ<、「和;1.て又淸し」とずじ給；3て、まづての姬君の御さまのに 
ほCAやかげ.さをS:ほt出で^れて••'>例の忍びやかに渡り給へ手習などしてうちとけ給へ 

力けるV:%起が4給61:1:耻ちひ給へる顔の色あひいとをかし。なごやかなるけはひのふ 
七昔おぼし出.でふ石；>v{c%忍CXが^くて^見^妁奉ヶしはいとかうしもおぼえ給はずとM3 



巧 

aしV%あやし/-っ唯をれかと思，CA-^rがべちるへ折々z^あれ。あはれなるわざな-csけ^:：s.°中 
將の5らに昔ざ^.のにほひ：に％見1*なら^にさ：しも似ぬ^の.と思ふ^か、る人ネ物し输 

.5-けるよ」とて淚*<;み給へ：$。箱の盏なる御スだもの人なかに橘のあるを兮3ぐ$て" 

•二「橘のかをAし；釉R2そ.ふればかばれる身ともあもほえねかな。世とともの心にかけて 
忘れ雛きに慰む^とな.く.て過ぎつる年頃を、かくて見奉るは夢Rやとのみ思；5なすを、猶え 

乙そ忍ぶまじけれ05:ほし疎む^ょ；Jiて御手を執へ給へれば”女かや-.5にもなら；5給はざ 
$つるをSと-5'/2てあぼゆれど，おほどかなるさ嗦にてものし給ふ。 

「軸の香をょそふるか^'(C橘のみさへはか^くなヴ7P^をすれ」。〇つかしと思.aてう〇 

ぶし給べるSま：S.みじ-5.懷しう手りきのつぶつぶと肥^給へ^身な6。肌〇きのZまやか 

に美しげなるになかなかなる物思aぞふ.心:t>し給a:て、今日(i少し思ふ事聞え^らせ給；s 

ける。女は心う<s、かにせむと>ほえ•てわな、かるV氣色も乏--6けれどr「何かかくう^^ 

しとはあぼい穴る.0いと1く名て.か：べムて人((:咎めら.-5べくもあらぬ心のほどどょ。さ-^げ 
なくてあa思a給へ。淺く，^思CA聞え:-Sせぬ心ざ•しに叉をふべけれ^世 

き心地な1;するを、乙の唐づれ冏ゆる人々Rは思しお;tTベくやはある。sとかう深き心あ 
る人は世にあ$が/2かるべきわざなれば後め*くのみこを」との：/2まふ。いとさかしらなる 

御親心な$かし--0雨はゃみて風の竹になるほど華ゃか代さし.出<为る月影をかしき夜のさ 
ま-^泛めゃかなるに、人令はこまゃかなる御物語に畏ま3^^.てけ近くも侍はず。常に見奉 

源政物鉼胡蝶 四六一, 
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う給ふ御中なれど、かくよき折しもあ6雛ければ"之とに出で給へるついでの御a力ぶる心 
にや、悛しきほどなる御ぞどものけは；3はSAJ.ようまぎらはしすべし給aて近やかに臥し 

給へば、S.と心うく人の思はむ事^珍らかRいみじうおぼゆ。ま*Zとの親の御あた6犮ら 
ましかば、おろかには見放ち給ふと見かくざまの憂き事はあらましやと悲しきに、0、むと 

すれどZ:ぼれ出てつ、sと心苦しき御氣色なれば、、.「かうおぼすZ.をつら-けn。もてはなれ 
知らぬ人だR世のZ:とわりRて皆ゆるすわざなめるを、かく年經.^るむつまし-3にかばか 

$見え奉るや何のうとtしかるべA0ぞ。，乙れようあながちなる心はよも見せ奉らじ。あぼろ 

けに忍ぶるRあまる程を慰むるぞやJ七てあはれげR懷しう聞え給ふ事多かましてかや 
.うなるけはaは唯昔の心ちしてS.みじうあはれ^4。我が御心ながらもゆく 6かRあはつ 

けきととおぼし知らるれば、いと能く>ぼしかへしつ、人ネあやしと思ふべければい^う 

夜もふかさで出で給；SS。「思a疎み給はゞsと心う.く乙そあ；ベ；けれ。よその人はかうほ 
れぼれしくはあらぬものど.よ。かぎな力底a'^らぬ心ざしなれば人の咎むべき§まにはよ 

Iあらじ。•唯昔戀しきなぐ§めにはか犮さ事も聞ネむ。同じ心化いらへなどし給へ」といと 

乙まやか(t聞え給へ.ど、我にもあらぬさましていとC憂しと^ぼいたれば、「sと:3ばか办 
には見奉らぬ御心ばべ.をいとてよ^く％.惽み給ふべかめる•か^」と歎^給；31:、rゆめ氣色 

なくを」とて出で給aね。女君も御年：をすrし給aに^る程なれ。世の中を知り給仗ぬ中 

•にも少し.う，ち世なれたる：人の有樣tだに見知为給はねば、/SJれよ6け近きさま{Cもおぼし 



よ*^ず。思の外にもあヴける世かなと歎かしきに^と氣色もあしければ、人A、「御心ち惱 
げに見免給ふ」ともてさわぎ聞ゆ。-|殿の御氣色の^まやか^:か/2じけなくもあはし嗦すか 

な〇ま乙との御親と問ゆとtP更.Rかばか6おぼしよらぬ*2.となくはもてなし聞免給はじ」な 

ど兵部なども忍びて聞ゆるにつけて、：Sとゞ思はずに心づきなき御心の有樣をぅとましぅ 
思aはて給ふにも身ぞ心ぅか$ける。ま^のあし穴御文とくあ惱*tがぅ1:臥し給へれど 

人冷御硯などまゐ6て、「御返り疾々」と聞ゆれば泛ぶしぶに見給ふ。^ろき紙のぅ.はべはあ 
いらか(Cすくすくしき{Cいとめで^ぅ書い給へ60「^ca^:か6し御氣色乙をつらきし 

忘れが穴ぅ、Sかに人見奉りけむ。: : : . • • • . • 
うちとけてねも見Wものをめか草の乙とあり顏にむすぼ、るらむ。をさなくZ:を物し 

給aけれ」とSすがに親が6/2る御z:tばもいとRくしと見給aて、御かへぅご^聞ぇざら 
むも人めあやしければ、ふくよかなるみちのくに紙に、たC「ぅけ給は$ぬ。みだ$心地のあ 

しぅはべれば、聞ぇ3せぬ」とのみあるに、かやぅのけしきはさすがにすくよかな6とほ、 
焱み1!ぅらみ所ある心地し給ふもぅ^てある御心かな。色に出だし給；3て後は、おほ^の松 

のと思はせ^るえと^.く、.0.0かしく聞え給ふ；と多かれば、Sとゞ所せき心ちしてあき所 
なき物思ひっ会てぃとなゃ^しぅ5,へし給ふ。かくて事の心患る人はす^:犮ぅて、疎きも親 

しきもむげのぉゃざまに思ひ間ぇた石を、かぅゃぅの氣色の漏>$でばぃみじ5:人ゎちは 

れにう刍名に？fあ.--5べきかな、父おと*vrな.どの尋ね患6給ふにても1まめまめしき御心ばへ 

源氏物語胡蝶 
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ic.TPあらざちむものから•ま.し<Sとあはつけう待ちき、-^ぼ-31;乙と、萬にやすげなう 
.おぼしみだる。宫、大將な•'(?:は殿の御氣色もてはなnぬ3まに傳へ聞き給aてsとね/1ごろ 

に間え給ふ。乙のsは？^る中將もおと'V:の御ゆるし^見1:乙を、か^よ^^(Cほの聞きて誠の 
すぢ七ば表らず、唯aとへに嬉しくて公6たち恨み聞え惑aあ$ くめう。 
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今はかぐ公もあもしきほどに：よ/>づのどゃ.かにあぼし靜め力る御荷樣泫れば、.賴み聞え3 

せ給へる人❖さ^ざ.tにつけて皆思：ふ^まに定まり^-:S:よはしからてあらまほしくて過r 

し給ふ。對の姬君こそい上ほしく思の外なるおもCAそsていかにせひとおぼし亂るめれ。か 
のげ/Lが憂かヶしさまにはなずらふべきけばaならねど、か、るすぢkかけても人の思a 

よ6聞ゆべ含事ならねば心一：つ(Cおぼしつ乂 S爻乙とic疎ましと思aき乙え給ふ。何事を 
名おぼし知ヶたる御齡なればとざまかうざま.におぼし集め0、、母君のおはせずな6にけ. 

るス乇惜しさ^'.叉rMjかべし借.しく悲しく5:ほゆ。お^^もうち出てそめ給sてはなかな 
か苦しくおぼぜ^人めを憚ヶ給；3;つ>はかなき事をもえ聞免給ばず。苦しくも>ぼさる、 

ま入ic繁乂渡$給；5つV、あまへめ人遠ぐのどやかなる折は^,V:ならずけしきばみ間え給 

ふご^Jtc、朐mnc^、けざ.ゃかicはし^^泫ぐ聞ゆ：べきKはあらねば"唯見知らね•s^tcもて 
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君な疋:^人のいらへ.聞ぇむ乙4もおぼぇず、耻かしくズ居^るを「う^れ穴$」とひきつみ 
.給/ばいどねjな4。夕間過ぎ--.t:おぼつかな含空の氣色の曇らはしきに、打ち衰めう/2る宮 

の御けは；s%sとぇんな々。內ょヶほのめく通風もsとh七:^御，匂の立ち添ay2ればいと 
深べか^^滿ちて、かねてあぼしAょ$もをかし:^御けはaを心^'V:め給aけ3。うち出で 

、思ふ心:{7)程をのた^a續けたる言の葉 >とな> と^しく、a-^ぶるictきずきしくはあ 

らで$とけは，；$•殊龙う。おとc Sとをかしとほの聞きあはす。姬君は}1Cおもてにsき入6て 
大殿籠41Cけるを、宰相の君の御せうをこ傅へk:ゐざ办入3穴るにつけ-1:「いとあま^あつ 

か！^^*:き御もイ;?:tな萬の事ざ^1C隨ひイ乙を勿やす付れ:-:;.°;5たぶるに若び給ふべき5 

，ま''R.もあ:^ず.:〇乙、の{呂達:.$:^へさし放ちた|0人づてに開.ぇ給ふ嗦じき乙^な6かし。御谶乙 
そ#、給％1^少しけ:^人た：に^:.^..1など諫め開ぇ給へ：ど:-:%いと'わ6なくて、ことつけても 

はS入：4^似^べ.夕御心;^へなれば、1ざ^かうざ-^に俺 

は边石御几帳の•.も爻れか六は:^仏:;t給へう。--Hベれ.と第長 

しや：す^:ふ^廣4輪arc•-御义賴のふ 
めい:^を x^^^:ffiv‘/2るか土 あ,^:n/24*:-°#をう;t:^^^y24cp;0 

，令v^-^つ^み隱し給.へ乂け:^^、:s3げ屬くとかべひき〇く/)^ゃぅ-^ィ 
.ぇん•に光れるに；^^5ましんて扇をさ:^隱:^•，瀚:^るか及はぶ 

^•ろ^^^見:--±::ば^も观^給ひな^^ 
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:i聞^#ろす^す^*Lき^5*なれば‘居赭び、^ぁか^で^ 
ず漸ひ^偫^•^ぞ;^ず耵^鵰^讨むか:1,9ぅ；さければ爻支 
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君など；も人のsらへ聞ぇむZ1-ともおぼ;tず、'耻かしくて居y2るを「う^れ穴办」と；3きつみ， 

.給fばか^•心^.省it。夕間過ぎてあぼつかな含空の氣色の.辱bはしき沘、打ち泛める宫 
の御けはaも > とぇんなう。內ょ：cvほのめべ追風もs AJY'L:^御匂の立ち添aたnばsと 

深べかを4滿ちて、かねて^ぼし\ょ-'/)^をかしき御けはaを心^ゞめ始aけJ。うち出で 
^思ふ心の程をの穴まひ績けたる言の葉あとなおと在しく、64^ぶるにすきずきしくはぁ 

らてい七け，はひ殊:^3。おと<いとをかしとほの聞きあはす。姬君は來あもて.にひき入办て 
大殿葡;^化^るを、宰相の君の御せうを^傳へ：に：ゐざ：^入办^るにつけ-1:「5とあま^あつ 

かはル$御もイな办〇萬の事^^R隨ひyz..そ尨;^:tけ；れ^ 

^■'艽4あらず-;0乙の：^達:$::5〈さし放ち为各人づて1C簡ぇ給ふまじき乙^な3かし。御聲乙 
^;惜み給:^^^小ノしけ近べだ：に义;^-1—^ど諌め聞ぇ給へ:>:、.いと心6^べて、2.とつけてネ 

はひ久;^與$ぬ：、<4御心试.<:なれば、土 
は攻る•■卿丸顧01か*はぶ4ル給へ.ぅ。%:..<.n4第浪^^ 

ル^:'すち％私、寄;^給aV御^帳のか方^ 
:0ハ'^そ.を^•••ル出<穴る；か士、あ^れた^。，螢^うオ^か/20' 

^て光::5:つAみ[IIし給へ-^け；^ノザ^くとかく^令つく^ふ^^.にV 
ノ.-£::^に光れ名'^1あさましんて扇^:5:1.隱'.1.給べ.るか^狀^々 

•^ろ如^光見^ば^名^ぎ給ひな::〇い我がセす^^^ほす诚 
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.す4愈^a4^:沁惑拟5セ4構.へあ：^き始ふ^6对义贫1^ 

晚廢:^#は編t::57^v^る:»心^..^:^-^-;°乙とか'*.や 
セ^A^^^lis^程^议かぅ^推• Lはか-'-'^給ユが、少し•けぢ 

せ4れ|^て:1な^ぬ--5すもの;*\かたび:^ガ 

:^'5¢灌ル*かべ、ぼ戈^き光の• 5ちほ;0片ベ^ 
か;;<ルっ。含れ;^^の^ 

'かicIaル，今;^っるやう;^;^0;?:かしふ 
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,:..「ネバ番.^聞^ぬ蟲.の:^^,Sだ(C'Aの^つに^きゆ^ 

泌給必か.々3の«遜し•••$:思--a^は^むもね^け*/2れば、-^令-frt^ 
•V.へc「趣说せイ身を：'0み^ 

X御みづか糸夕ひ：^>^給^权讨れ诚^^ 

.聞^#ふ。，す^ず^-*Lき々*5-なれば居輪a、あか^て 
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.C艰君尨，か/气か夕る御けし.A^哦がみづかV0 
の^名々农石:5^^て办や,5な石心ば〈表^ま.-;1.か议、^.どいと似げな>>,もぁらまし、人に 

他9«道':z^遂來世が.y2$:icやなち:irとあ多ふしあぼ；t^:やむづきる-は誠にゆか 
•••■ば:^來：は•-^Hlしは1:じ上.あとゞ私 

?s;Ji:^:;<^は嗯*;a_聞え給へる。てと R:觸:^つ-A 

;;な:--^夕9^び^;5::^煩.«しべイお>立,'?>あらは^聞^給は.^ 

^近べ今％1力^に^0づから思；s忍CA-難^rを4をぅ人見奉々〇付ば凝aおawべき御 
もて^备，ど^^まじ:*5わざな办ポあ^がたくおぼ1返1づ\穿 

!;:0农はぅt壤のおとくに出で給aけるつsでic渡ぅ給へ合。「s•かに?:や、宮は夜やふか 
丄輪1;a:L-^力べ^な^^调え^V煩はしさ#女队給：^^^^^^ 

ちすま.:u今久尨か力".-<ミそあ4けれ」^ど 

痛ザ:R選え：輪ふ'0つ^^色^乙被る^^ 

『ヤ:^上來^は>1^淸^^かあ^ひ、^^ 
.^め-^<13^0せ珍^かicをか.し:^おぼ.ゆる;-:°か^/^^ 

如舊分冰と施君你>ぼ才》言;:1^獅文ぁ久点^锁樣にィ御手乜ぃ^-ょ1ぁ3< 
••;L輪^^.*^程<-2.^.^か丄か:^#れ、逢-^び雄づれば ， 

:::*7:2^;0、多〈余^^^^攻^みがス嗽代 
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出てつべ^根此結び*0け輪へ：れば、今日の御返6などそ、の.かし#きて出\」給5$。^^ 
れも-7々ほ」••■•i.llflゆれ-E御心に飞-い.か"^おぼし付む(公 

:H.「あらは，れ>^‘;iv.淺く名見ゆ，るか^あ，やめもね 
か-^ほのかに?.-ああ'6。手^今少しゆ^づけ^らば^、宮は好^しき御心^獅飽かぬ乙と、 

見給び^^かしf'-oベす玉な^免农^ぬさま:(Cて所々よ-CS多かふ。おぼし沈みつ；年ごろの名 
獲な^御有樣にV,心.ゆ^び給ふこと^多かる'((:•>同じ-^は人の傷つぐばかうのZとなくて 

.戈*ihみに-Lがなといが;^>:ぼ5>らむ。殿は東の御か 

の-〇か^の手つ♦か.aのつ：いでにを0'でネ引^〇 
給，へ>-• -〇兮だ^>か多程把き^^ものぞ〇あやじ乂乙\:^ 

之*^の聞聲Pけ^とぶらS:もの..L給へばつ40づから乙とごとしくなひあるを、用意し給 
:•へrlなど聞ぇ給ふ}0^■ま堪のお:^yは*Zな^の廊よ$見とほすぼと遠からず。「若き人々^ 

力*<|:-*(7)、^あけ:C物見よやで左のつかs.icsとよじある官人多かる頃な6、せうせうの殿上 

<に劣るま^」との为凌<ぱ、物見む之とをいとをかしと思；へ，う。たいの御方よ17^わらは 
ベ衣ど物見.(C渡6來弋、廊の戶口R•みす靑やかに懸*^渡して令め^/2るすそごの御几帳ど 

兑立:11ゎ为^(ゎ^は^ネづかへ、など3まょふ。5ぅぶが^ねのぁこめふ^ぁゐのぅす名の 
W汗衫着%る^ちはべぞ西の對の•なめる。.Mのましくなれ^るかぎ6四人、患冬 

ち：のすをどの裳4なでし乙の若葉の色-1>た各から¥ぬ今日のょそびどもな办。乙なたのは 

so/勿钱さ 
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濃き單がさね(<:衣VしZLが3ねの汗衫などお^どかに.てあのあのSどみ顏なる劣てなし見 
所あ若やかなる殿上人な^はめを/2てCVVけしきばむ。ひつじの時ばか办に、馬堤の為 

とゞに出で給a.て、げにみ：为ちおはしつどa^力。てつが.aのあほやけごとには3ま變ぅ 
ズすけ^ちかきつれ參:^:v、r&まZ•上ic今めかし.C遊び练し給ふ•.〇女は何のあやめも知ら^ 

こ^なれ^、舍人ど^:§へ免ん^る'••§う?：>r^つべして、身をなげたる手惑はしなどを見る 
ぞをかしか6け^。；南の、町ネとほむ^は--5ばるとあれば、あな^に^かやぅの若き人どもは 

見け^\:';°/2ぎうら、z1'%ち^;そ/1など遊びてかちまけのらんざぅど7PのVしるも、夜U入办は 
て-\何事:^見えず^4はてぬ。.舍人,(!:^の祿品々たまはる。いた.く更けて人❖皆あがれ給 

aね。おと's:lirsた.ic御殿籠4$。物語など聞'i給aて"「兵部卿の宮の、人よ6はこよな 
く物し給ふかな。か^ぢな，どはすrれねど用意けじきなどいとよしあみ、あいぎやぅづきた 

る君な^>0忍びて見給ひつや。よしといへ'^.なほ|0をあれ」とのたまふ-0「御弟に乙をものし 
給へ^jぬび^§3,1:ぞ見え給aける:〇年ご^かべを6過ぐさず渡3む〇び聞え給ふと聞き 

侍れど、昔のぅ^わ^4にてほの.み奉6し後おぼつかなしかし。一いとよ乂乙そか^ちなどね 
びまr&e給aicけれ。'そ't>'0み"Zよべ物じ給ふめれど.けは--a劣务て大君の氣色にぞものし 

給ぴける」との/2章へば”ふと見知4給ひ1?:け6とぁぼせどほ、焱みて、なほぁるをば善し. 
とネ溫:.1,どもか付給はず-\>><の上^なむっけ^と七めざまの乙とぃふ人をばぃとほしきも 

のに心給へば、右大將などをだ代心に><き人にすめ名を何ばか$がはぁ:-5。近きょすがにて 

1. r::y::v 



I見むは飽かW事：にやあ^むと見給、へど、：乙とにあらはしてもの^まはず。今はft大か*の御 
;むつびにてお^むなども乙土乙とにて太殿ごもる:〇^^ 

iしが^給^。大かたなにやかやともをK-み聞え給はで、年頃かく折ふしに〇.けたる御遊ども， 
1を:^づてに：のみ聞.き給ひけるに、今日珍^か6つる：乙とばか々をぞ、乙の町のおぼえきらき 

一:6し上^ぼ--L'^2る.;0が" 
| > •:「をの；^致7p--t;.-sめ^草と名(C/2てる汀の-^やめ今日や；5 Sつる」と^ほどか1C聞-i給 

;ふ？な'1C.ばが公0--tと•にもあらねどあば.れと气ほしたぅ 

一 >「にほ^力-(Cかげをなちぶる若駒は•、い〇かあやめ(caき別5:べき」。あいたちなき御事ど 
一も^3々••*0「朝夕の隔-^るや5なれど、*ぐ'1:見奉るは心安く.乙をあれ」とたはぶれごとなれ- 

.どの,^やかkあはす^人ざ戋攻れば靜ま力て聞し耠ふ。ゆかをば譲4聞え給ひて御几 
i帳引き隔て-\大殿ご名る。^ぢかくなどあらむすぢをばいと似げなかるべき乙とに思ひ離 

:',n聞免輸ふべければあながちにも聞え給はず。』長雨例の年よ^ntpsたくしで晴るく方なく 
一つ、れづれなれば、御か^がた繪物語な^jのすさびに•て明し恶し給ふ。明石の御方はさやぅの 

IZとそ:^よしあケ.て泛なし給-*-^*1:、姬君の、御方に舉$給ふ。西の對にはまして珍しくぉぼぇ 
;給ふ.二とのすぢなれば明暮書き讀みsとなみおはす。〇きなからぬわかうどあま/2あ^s。S 

一沒方^/に珍らかなる人Q:5へなどを、ま之とにやいつは$にや言a銥めたる中にも、我が有 
一樣の.：や-^なるは^か$け\と見給ふ。住吉の姬君の§しあ^^Sけむ折はさるものにて、今の 

«氏物SS袋•■' £七| • 



、續のおぼ免も猶心乙となめるに、かぞへ，のかみはほとほとしか^,けむなどゼかのげんがゆ 

••'_しざ^Jあぼしなぞらへ給ふ。殿 

ばTあなむつかし。女乙仑物うる:3:が.〇せず人ic欺かれむとうまれたるネのなれ。乙、らの 

中に誠はいと少からむを、か◊患る患るか、るすV/)どと(C心を移しはかられ給；3て、あつ 
かはしきSみだれ髮の亂るも知らでかき給ふよjとて笑a給ふものから"又「か、る世のふ 

る：てとならではげic何をかまぎる、乙となきo'れづれを慰めまし。$■ても/〇のいつは$ど 

ネの中にげに^%あら^とあはれを見せ，0きづきしうつゞけたるはた、はかなしごと、知 
りながら徒らに心動き、らう^げなる姬君の物思へる見るにかた心〇くかし。又いとあるま 

じき乙とか^と見^^*-5おど/>おど/>しぐと力なしげるが、目驚きて靜に又聞くたびぞ(C 
くけれど、ふとをかじざふしあらはなるなどもあるべし。；の頃幼き人の女房などに時A、l 

まする起たち聞げば、物よぐいふものV世(Cあべ•きかな。をらごとをよくしなれたる口つき 
よ6ぞ言；3出すらlrと^ぼゆれどさじfあらじや」とのたまへば、rげに僞りなれたる人や 

,3まざまにさもく：み侍らむ。唯いと誠の事どこを思；5給へられけれ」とて硯をおしや6給へ 
，ば、「Zちなくも聞*t^としてけるかなk.o神代よ“世にある乙とを記し置きけるなな.CNO日本 

*杳どは唯か^そばぞ加しotれらに乙そみちみちしべぐはしき乙とはあらめ」とて笑a給一 

ふ1;〇r^-の人の上とて^•^の^\に言^出づる乙と乙をなけれ、善き%-惡しき7^世にふ5:人 
0有榛の見るに冬飽：gず聞くに■もあま.る乙とを、，後の世(C:も言a傅べSせまほしきふし^ 



VK 

.し-:?:心^nl兌難べて言；s置き始めた^なヶ。ょきさまに言ふとてはょき乙との限をぇ弋出 
V、人にしたがはむとては又悪bきさまの珍しきことを取y集め^る、皆か*がたにつけた 

る乙の世の外0'乙|右ずか-.1;。人の灰かどのざぇ〇くヶや5かはれる、同じやまとの國の 
乙Aなれば#n今の^變るべ，し*--〇深ぎ事淺き事のけぢめ乙をあらめ、a^i:るにをらrと、言 

CAはてむネ;^との.心違ひ^なむあ^.:ける。佛のいと5るはしき心1Cて說き爾 

も方便とSふことあ^^て、さ七^:なきものは乙、かし乙穴がふ疑；2を置きつべぐなむ方等 
經.の中に多かれど、いa戈て行けば一つ胸に當ヴて、'菩提と煩腦との隔た6なむ乙の人の善 

き惡しさばか3の：と.は變办ける。なくsへばすベて何事も空しからずな6ぬや」と物語5: 

、い:^わVtrどのとicのたまaなし0。「さてか、るふる事のなかに、爻/>、かやぅにじほぅなる 
表れも¢0入物語はあ6や。いみじ--5けどほ^tの、姬君も、御心のや5につれなくをらあぼ 

めき^为名は世仅あら'0:な。い.ざ^;^^なき物語にして世に傳へ^せ1;」と5しょ$て聞ぇ 
給.へば，顏をaき入れて、「さらず^も1かぐ珍kかなる乙どは世語{Cこそはな6侍なぬベ 

かめれの力まへば、「珍らかにやあぼぇ鈴ふ。げ4-CZ.そ爻犮なき心地すれ」とてょ$届給 
へる^^_ ざれガ为o' 

;(：.h思ひれ^4昔の^とを尋ぬれど親Rそむける^ 
もいみ.•!>4乙そい以为れ」*^の力^へど、顏もも方好給はねば、：み,しをかきゃ6っ、ぃみ 

じう恨み給'<」ば劣ちぅ--1:$、ン、$^^^ 

源氏物SS遊 ,s 



離：.'.. 

tiK0ie 

一 - -,- - 一 一—!T..: . ^ ^ ^ 

、：ほ^^力う名どげになかの世にそる親の心は一と聞ぇ給ムも心はづ 

バIいといたくも亂れ給はず。か土ていかなる.べき御有樣ならひ。I!紫の上b姬晋 
の街4Sへ.：に又とつけて物語は捨て難く散しf。.—の、物語の繪にて—を，「いと 

IJ--<lf繪かな」とて御蹵ず。ち—'婁f何fなぐてf 4.へる所を、昔— 
Jほし出，バ、女君は見給ふ。.「か、名らは書迄いかにざれfけ'患—猶た 

め:Lに去>ベ心のぞけ3は人に似ざ冬けれJと聞ぇ出で給へ6。げにたrs多からぬ^ど 
讀給へ：各むかし。「Iの，御f—の世劇れ交物—— 

f心すI、をかしとに—、る—1-け多 
4VE_れrはむそゆ、しきや」士のたまふも己よなしと、對の御か^聞き給はぶ置き 

• くな^3へ「心淺ザ次-5人まねど^は見るに劣かたはちい力く乙そ。空穂の藤原の君 
0J 4、い之にはかばf文に—やま—かめれど、すく.よか 

14も女しき所なかfぞひとや—めるJiのたまへば、「ぅつ、の人も——く 

i力めとがとtバ•衣て方--5あ劣むき：とドて善き程に搆ヘぬや。•よしなからぬ親の6と. 

iv力^つ.きしをと:f>親の^わざS.へ思aやらるV乙そいとほしけれ。げに3いベど、を© 
OA1•は"Sよるはかひあ4 

泛夕Vプるわ25出で为る么との中((:,げにと费聞ゅる乙となき 

rKBH 



衣4:--°すべ;1::ょか6^人にいかて人ほめさせじ」など”唯义の姬君の點つかれ給ふ^じくと 
1/>づにおぼ.しの^^•ふパま、はA.の腹茗力なる昔物語*%多かる*？:、心見えに心づきなしと 

あぼせば” Sみじ'••■<;え60、VなIT書き整へさせ繪などic名#かせ給ひ好 

な^1Cはけどほべ.Kなし聞泛給へれど•;>.姬君の御かたRは.Sし放..?>聞免給はずならはし 
給ふ。「我が世のほどはとて？^かくても同じごとなれど、次からむ世を思ひや石(C猶みつき 

思ひ^みぬ名事ども乙そ取合わきて：は&ほゆべけれ」とて、南 >ネての御簾の內は許し給へ. 

4r.?だいばん所の女房の中は許し給はず。あま穴あはせぬ御なから以にて、いとやむごとな 
ぐかしづき聞え給へ6。大方の心もち，Qなど劣いとものものし乂 "まめやか1C物し給ふ君な 

れば、.うJbろ安くおぼし1¢)づれヶ。ま^s!sけ^るa八な 
人の諸共に遊びて過-rし >年月のまづ思ひ出でらるれば7.ひ:\なの殿の宮づかへいとょく 

し給aて折>icうちしほ^れ給ひけう9 3もあらぬべきあ^力(2:ははか^•しごと名の^爻 

aふるVはあま/2あれど、賴みかくべくも患な5ず。13る方になどかは見ざちひと、心と爻 

各ぬべきをi患；3_て、なほざ^^乙‘とに茗なして、猶かの綠の軸を見えなほしてしがなと、思ふ 

心のみぞやんごとなきふしにはとまりける。あな♦かちになどか-Vづらひ惑はゞ倒る、方ic 
許し給；57pしつべかめれど、.，voらしと思aし折令いかで人にもことわらせ奉らむ•と思CA置 

きし事忘れが^くて、Sうじみばか6にはぁスかならぬぁはれをっくし見せて.、大か穴には 
かられ思べ：^ず。せう上の君達などもなまね^しなどのみ思ふ乙と多かケ,對の姬君の御有 

;■.,源&物語彼；. 
)•••••'•••••••♦•/• • •,. 

i 
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樣を、右の中將ばいと深ぐ思；3しみてsa*]:るたょ6 7PSとはかなければ、，Mの君をぞか乙 
ちょ6付れど、「人の上にてはもどかしき心ざ次$けヶJとつれなく Sらベてぞ物し給ひけ 

*•6。昔の父あとVたちの御なからGAに似た內のあとゞは御子ども腹々いと多かるに、を 
の生a出で/2る覺••£人がらに從ひつ、心に任せ^るやうな、るおぼぇsきほ；3{cて又なく^ 

*て給ふ0女^あま/2毛あはせぬを、女御名かく£ほしぐことのと < 乙ほり給；^姬君7Pか 

く事/2がふさまにても，のし給へ.ば、Sと口惜しとおぼす。かのなでし乙を忘れ給はず物の折 
に冰語ヴ出で給aし乙となればT.Sかになりにけむ"物はかなか办ける親の心にaかれて、 

ふう^げ汝りじ人をゆくへ知らずicな穴る乙とVすべて女子といは〇ものなむ、いか 

にもsかに劣目放つまじかみける。Sかじらに我が子とs'aて、あやしきさまにてはふれや 
すらむ。とて：7Pかく •，てネ聞ぇ出でMば^あはれにあぼしわ^る。君達icも、！，若しSやうなる 

名のCNする人あらば耳とCめ^。心のすSび.ic任せてs:sまじき亊も多か.CNし中に、乙れ 

は、si:'患が^LなべてのきはR•は思はざAしAの、はか^き物うんじをして.、かく少か6 
けるもの\ん:§ばa一つを失a^2る事の口惜しきZLと」と常にの/2ま；5出づ。中ご/>などは 

s:bもあらず打ち忘れ給aけ：るを、人のSまざまにつけて女子一かしづ•さ給べるたrひども 

に*--\我が身名ほずにしもかなはねがいと心憂くほい^くおぼすな々け夢見たまひていと 
能^あはす':5/もの沼して合せ給ひけ名^、「.も^年ご/>御心に飞知られ給はぬ御子を人のも 

のに;^じ:1:-閗しめし出づ^乙七や」土間泛^4ければ、「女子の人の子^なる乙とはをさを 
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さぶ^。；いか:-^石史土に_かあ,^心」^^ミの读ぞ>ぼしの.た^ふべかめ^。へ^ 

■ ..J* ^ ^ i ^ ，- . V..,-— -:,- - • -..-- •... - 
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5,:;iあ:?き^ぬ％が^の、釣锻に出で給aて凉，み給ふ。中將，の君も侍-a給ふ-^親しき殿上人 
冰爻た侍^て、、西洲ょ々舉れ‘る观い 

け^9大»の：常,'サ將の御逢 
屬べも：の^始へ坤かな」-Nvs役み4汶ゐ办、ひみづ•め.して一す 

どき'つ^\く.ふ？M^vl'i•べ狄け^^旧の Y 
^$..七苦^げに洲ゆれ试、「氷,0上むとべ^る今日のあり咖竑し3かな。むち；3の罪は許$ 

れ.^むや」とv^6臥-L給ス^。「$とか>る上ろは遊びなぞ^すSまじべ、:§すがに暮し雛 
4乙を苦七け4。宮せする若^人々堪•へがた.からIfな•.° 

だ'.(2:ぅ-t>亂办、こ;9項世1:あ^む:^七の少し.めづち-Lく啪ぶ^3'醒めぬベ 
て即>せ給八'。何4なくなぶに力:-S心地七-1: 

恭し^rJ;i-A.1:〔う-.:t>:ffiで聞え^彻語も费えねば-'か 
篇■にせ:5:か押しo,\-#CA給土「.ぃ，かで聞さんことど泞0ぁとメのほか过らの^ 

•也:<_八かしづき給ふ^^ぬぶ人な;0ぁ^;1.。誠にゃ」と辦の少將に問；5給へば£^とごとし 
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源苁物释：常芟 

うさまで$ひなすべ名事にも侍らざ令け^'0乙の春の頃ほa夢がた办し給wけるをほク知 

き傅入け.る女の1•我なむか乙つべき乙上tと名の备ではべぅけるを、中將の朝臣な1 
き〇^け1:-:、誠にさやうにもふればびねべき患るしやあると尋ねとぶらひ恃办ける。くは0 

Iよ免ず•侍らず。げにNJの頃珍し4世語になむ人々もし侍る—。かやう;0乙と乙をス 

のだめ^づからけをんなるわざに待ぅけれ」吆聞ゆ。誠な6けうと思して「いと|“め 
る。？bt離れて後る、f矣SSね給ふら茗ふ、つけ'きかし。いとともし—^§ 

ゃぅなら〇!.、. く ia見出でSしけれど、名のう毒f 4と^^f ^ 
-fき乙免仏oruても戈てはなれ^る事1Cはあらじ.-〇らうがは1 くと力く紛れ給ふめ办し程 

こ、底iくすまぬ水に宿れそ月は晏-^衣きやうの•v'かてか^らIT」とほ、系み.l:の給ふ。中 
將の君も委しく聞集へ/3乙i褒ばぇしもま袭、ずノ少將4釋從とはぃとからルQ 

S:ひた4。1^百や、3やうの落葉をだに-c>?へ:0 
.ざし^て亂めむに、なVう 

ベよ•い上よき^-;中の昔よ办5す：か，に；び^あ:^对るにハ^;^:.1:冲將^^大くはし允なあてわ 
— Sせ^'^〇らさを^ぼしあまらて、なまね/2しとも漏令聞き給へかしと覺すな6け办力 

ぅ聞き險ふにつけXも、對の姬君を見せたらひ時"又あなづらはしからぬ方にてももてなさ 

れむ主や、いと物きらきらしくかaある所つき給へる人にて、善き惡しきけぢめもけざや力* 

戈，aはや4い受芬ち輕劣喳iぃ董茂呈ベ裘ば、ぃか戈のしと—すJ 
0•: 
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•^廣爻ぬ:^ま7icて/zの君^さ 
な；b-:、:1:セ;:^，媒^。夕つ.#^::-<風^ 

:,5lt>解对休み凉-^むや。^ぅや-,?:^やぅ^ 

と'V、.西の對ぶ渡3給へば1君達省御送に參4給^ベたをが-ix時^ 
X:^:^龙れば-.Mとも辨へ::.^>れ $R^^.ヌ4 

などゐ:rc.^:;-5y來力4。Sと，かけ：^乙'tほ-Lげに思べ.る^中將の、い 
:こ.ぬいひ七んなめらかし。：Zの.人A、•は喈思ふ心な会な^^。なほ^衩し刍きはをだに窓の內 

なるほぞは货ど他aて吵、か^.ベ^ゆべかめ•^•zrviれば，义の家の5: 
だべ^し^程44は如4世^邋^;1:乙4:2:'^しぅな^いひ思ひなすべか妁る。か^がた毛 

めすめれ？が-ic人のす^ごと.saょらむ，R cvきなしかし;70かべて物し給へばsかでか 
3今^ならむ人の氣色の深さ淺さを味見む衣:^、さぅざうし^まAに願CA思tAしを、ほいな 

む办^^心地し^-;5」などさ八め^'脚ぇ輪ふ。ぁまへに.讯^か^しき前栽^ども植袅3せ 
給はず”な^^^孓の&^とゞ^へた^い唐の倭^フませ^土なづかしくゆひなしてへ暌 

れ^;^ふば：へ、，ぃと>み:-1::ぅ見吵。^立ち 
入やすら^。「有職ど:^衣うな。心调ゐぶど^;^うど令にc>けてミそめ、や^ 

ばましv少-L患づ爻-^ズ、心恥しげは^さケて、5，かれぞ音づれ聞ゆや、はした55:-くもな3 

1放Mt>給..aを」衣;^の^まふ: 1°中典の君はかくよき中にも勝れてをかしげ-ic-^まめき.給へ 
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次？.す本浓て4次:::<攻江1ぶゃ」.^の'給へば、^^ 

ふ0力い，でその御てはやされむさまは願はしからず。唯そ3なさどち結びIIきけ{/ 

沁4澥呶ず一年けへだて給ふ心むけのつら^な^。まだ下脑枣ぅ、世〇き、み、輕しと思は 
••^:滅^^--^^,^^:て;:\に任せ給へ^むに、後め:^ぅは^6なましゃ」などぅめき給ふ95は 

か;:A:;肩心-..0隔ぁ^御冲な.3付^-;v_3-#ふにも，韻に知ら^ 

滚卞:^>いぶぜメ4お«オ。月もなき頃な凇ば^^ 
が，.:*0;冰は七々;*°薄火ミをょけれ4と-1:人召 
池ぶ:^わ^-/1のぁ:^5:ひきユ龙瀚；^搞さ鳴ふし給八^ 

. 4%4:J:;.<■'噙れ放>し..611給61て^^ 

七vpa-tける力^一秋,〇夜'• 0沿^？-'L:^屑*;ぃ..と奥深く，はあら 
^^-»-«-^^-:.^ホし s^'o.-\一者^ 

の：さ;*?方ザ：まバの遊び7^、-^ 

邋ゆメ。■疋が*:(i;^r^々め一て^のな:^^ 

か，戌^# 如^^-同.l:',tがづ 



ぼれ」と語令給べ：ば、ほの•ほの'心-i衣 

.•^筇«べ.含御遊の折な^に聞き恃ザ違むや。へ怪じき山煅衣どの中^4戋ねぶものあま为侍 
る乙I方ればおしなべH心安々やと^.を思ひ給^ 

>?」とゆかしげ{Cせち.¢0入れV思.ひ給^ 

やぅAn^、>承へ，の御あそびR义-^づぷ 

足れ^物の親と泛たるに乙をあめれ0をの中；{(:龙、親と1づべ)き御手1*かひき2:':$給へらむ 

•U心殊攻ぅなむか^〇:こ，ふになどもSるべから0折には物し給aな 

まずなどノめきちか：R:播き鳴し給はひ乙とやかたがら^。物のJi手ばいづれの道も心安がら 
ずのみぞあめる，。)^•3と，も遂には開さ始ぶてむかし11:とて:^ 

びぅそめかしぅをか:1;:.0これに省ま:3-5.音や出づ6ひとパ親の御ゆかし5の立ち添；5て乙の 
事にて:^へSかならむ世に3て打't)解ザWき給はむを聞かIT2::ど思c/i居た^， 

はの%^の，やはち力」などいとなつ；が^ぅ謠ひ給ふ。親さくるつまは1少しぅち笑ひつ\り 
3と尨な<掻き鳴^#.へ.るすが>きの程^ひ知らず；岛 

はARな:^耻ぢ^わざなふピぅぶれんぱが4乙^かの中に思びて紛ばす人^あヶけめ::°お 

もな\て、被此:icsき合せ.为るなきj:どせ:iJ 

ぶ京人と^の^け-6^多大君女の敖べ.開卷ければいaが^ 

給はず：0嘴-UAS^給は^^聞苓取：る：乙Aもや奉 
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にか、づらはむす^にては何の恐えかば^けからむハ.異な名乙となきなうごんのきはの二 
一•心なぐて思はひには、劣6ぬべき-Z.-とぞとr自らS:ほし泛る(Cいと.いとほしうて宮大將など 

にや許してまし、3てもてはなれいざなCA取.cnては思；5絕えなむや、いふがCAな含にてもさ 

，名tてむ七おぼ1T折名あ6。3-れ：渡女給；5て御かたちを見給；5、今は挪琴敎へ給ふ((:'5へ 

乙と0けて近やかにfllれょぅ給ふ。姬君-^:初^そむぐ〇けぐぅ*,^X:劣覺え給Sしか、かく 
てもなだらかに後め/2き御心はなが^:け^..とrやぅやぅめなれてい 

3るべき御sちへ：もなれなれしから^程に聞えかはじなどし給aて、見るま*V-にv>とあか 

Jやぅづきかを4まさ^s給へnば猶•§•てもえ過rすまじぐおぼしかべ5る0さばま/25て1 

乙.\龙がらかしづきす焱1:さるべ.き折令.にはかな.<-$ち忍び物をも聞泛て慰みなむや、か 
ぐ又世'11れぬ程の煩は-D次之を心苦し.ぅはあヶけれ、おのづがG關守强ぐとも物の心を知 

めいとほしき思ciなぐて我が心^思aい^cvなば繁ベともさばらじがし、と覺しょる^: 

いとけし•か4ぬ御心な^：や。；s :1s上心安からず思a渡らむ.も苦しがらむrなのめ 
ぐさむことの、とざまが-5'-ざまにか^さぞ世づがずむ〇かしき御か穴ら；sな6ける-.'0內のあ 

ほいとのは、Z:の今の御むすめの乙とを•、殿の人も許さず輕めv>a世にもほき^る乙と-Vを 

し々sふと聞き給ふに、少將の乙との〇:いてに^ほ令おの3る乙とや.i問ひ給ひし事 

語^.聞えければ、笑W絡a-c-rsかしriv-tにこVI年頃音にも聞えぬ山賤の子迎へ取Aて物 
めか七^つれ。^Sを;?-人の上^.どき給はw^ど乂のでのわだ^Nの^は耳と.父めTI-ぞおと 
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.1>め給ふや:>%:•れにe覺ぇ'ある(心地1>ける」tのたま 

乙ど本衣洽けはWJI'吵るなIT侍る'-10英部獅の宫などい•たj心ど^•めてe>-た 

噯©频ユと^〇炎ぼスげぢは於らじふ衣^A-々1し#ヶ#る^る」ど电し徐へr 

はかの.お之,.Vのパ御娘^思ふばか办0禮:^のWどいみ.U盔 
めれ。必ず§^も勝れ給は^、人^しき程な^ば年頃間ぇなまし。あたらぉ^^の塵本つ 

ず.乙の世{C過^給<sる御身の登1あ久さま^&も.だ^:し&-はらに娘がしづきて 

なかもむと思aやルめ\した％か物*L給はぬは/,^大方の子のすくな••<:て心も^な含ぶめろか 
し.\0^;^:*;腹なめれど 

5あ;^むとfi-ゆかし々をの今姬君ばょ^せずは^ちの御子it*省あちじか 

芭ある所o$給へる人Rrc-冷てな^給ふなら,*」といCA^: 
なる、み^.乙；をtoはし•£給ばuo^^i:^取ヶわきて御中も,):し人•から劣きや*53くな^ 

御あはsなちひかし踅の：給a'1:はf猶姬君の御tと飽A•ずa惜しく^^ 

なしてハ：^か^し.な5むと安か4ず：&ぶか忆がらせまし岑のをぉねたければハ位5ばがんと 
見ざちむか¥^は許し難くぉぼすな女杖ガ。今;^、>^ね/1ごろ 

备はま乂るや•ぅ-Rても靡かめとおぼすを;r七と乙がi於更Kいちh 

〇- .0とかん^•ほ U め:(#*:^>す1w:A;{tゆく^も食か^ちかicはa液 

力給ふ••■•〇姬君ば班寢-1;給へ、ふ程なす。^^ 
, •.一 * . — % 
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Aベ®.見ciず5r と^1^敁比3^;ゃ^诸3?^令給 
手つ扇±洗給へ：仑け•^ぶが:^如ひ龙七枕に：て15ふ^ちれ力方みで.11>ゆ^ 

力ys洗ふ漱劣か>iをか：L^:^す焱っ落^ 
ぶ^^あ:5:石.v>輪は.® 扇^—X#へハれa何04^^^ 

名ク名'0#め^^親の御目せは^;土美^:-5»ゅ。「>^ふ染 
物越か^^-.Sま^yは大殿猶巧好免.A1^ネ班;,<侍^ 

1ゴ穿^^-:^む在で:):か^ベ為落安;•<>!%捨、v%^々^に‘もぶ'^V 

3嗟.-^2ズい^5かじべ身か为め^木働の庇1尼*:-1み 
::^め^に_^あま^け遠べ物隔 V が^；b^.'^:灰 

わ^な^巧ネほ治：あネゞ:0.后がね.の•姬君^ちは 
か^かぶし，名ゆ^7^つけ^3为どぬ;^じ^為彼めぺ事飞あ 

給 H^:n:?»{t為ネあ；^士なれ^'r>人^し^^ 
あ-5系のなれ议>a出V給ふrv^.あ^ITがし^こ:0君の人と^- 

の、氣色么そs暴か&けれ」英どの*章『思^や^.{£:見奉Aむ^思；CA;t 

にな^:^たる御身^れ^^かで人笑ばれ^らず泛匁^奉ちむ七欢む^ 
る^拙 X ご^^思;a亂れ侍る:;'〇心^^^に^^ 

a七？息ふ3戈侍“るJ^¥s;*2:^*5^2し^思^^'間全給ふ^ 
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なか衣か^しあ力31:.い4ほしか6し事の，3わ>にもおも，なべて見兗奉4ける;1と今ぞ思 
ひ出づるも朐ふたが41:;いみ,1;ぅ恥しき'0大宮ょヶも常に覺衆な令事を恨み聞ぇ铪へど、 

か乂の^^ふるがつ\ま'L:5てi:渡$見奉4給はず。あとゞこの北の對-(7)'今君をいかにせ 
•o、sか.Lらに迎へゐてきて人かぅそし^土て返し送ちむもい 

^やぅな办。：かくて.籠め；fき六れば誠にかしづくべ-^心あるかと：人の.い、ひなす：.な:5もね^ 

■u-'o女御の御方などRまじらはせて^るをZの^のR患な，いて^"久のいとか^はなる本の 
•にか以あ士すなるか穴ちは^$上5いふば.か女^やはあるなど為ぼ 

人參らせpf:見苦^'かちむミ^な^牡おS <らへる女房 
御•«せょ;0若，きA々の；ミ4で3セはな笑仗：せ給^士,°^^ 

し\.聞ぇ給ふ？「な^か^と-:3殊の外仅は待ふむ^-:0^ 

士.に堪へず七Sふばかヶに：：を传;.^>妁、：•かメQ給ひ騷ぐ.をはし力なく®^ 

ほかkやかしきにや」士 >:^恥しげ,^て聞ぇ輪ふ。Zの御Sま*li乙^>*.Rをか丄 
•か^あ1'1Cすみた^^%へ：懷-1,きさ^>:ひ)1:。お 

•^Hのて^怎ほ冰或^MHへ^^ 
Aど.心若き炎£:/)の:tベ^3ぶ：C^^^^L 瀚仏 

%:の御方；'0穴苁佇みあは:--bv贶3給‘へnばすだnf 4ふ^^ 
^る若人のあ^^すrろべ^^*まふ-••:〇手をいとせちic杏七*^み1:、「せぅ多いせ§さい」^ 
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is•ふ聲ぞい4:.:泛たど今！やであな5.^て;(*:おぼして.御供の人の、さきあふ^も、手 
v「：撒妻戸のほをめなる^力-3うじの•あきあひたるを見ぃ，.れ給ふ;-°;め^^^^^ 

る、r御返U;や御返しや、」とどうをびね4つ:Vとみにネ打ち出Vず。中に思ひはあヶ4すらIT 

^とあ5--ぇたる5まど名した-^-70かた^はびぢべかに4すが{2:愛敬づ^たる方^て 
.t>-^ひみかろげなるを、&/2ひのSと近やかなると聲のあはつけさとに^乙なはれ^るなめ 

み。取らたて\:，ょ:Uとは3:--けれど乙七人とあらが^ベふもあちず。鏡に思CA合せ;&れ給ふK 
い^す'.<;せ心づぎなじ。；「か又てもの：し給ふばつ—なぐう-a«5ひしべなどやある。事繁くの 

みあうて，乞とぶらaまうでずやのたまべ.ば、例qsと泛为fにて、rかくてf#へ；ば何の物 
思aが侍^む。、年頃あぼつかSく.ゆか:6う思ひ間ぇ3-せし御顔、常(Cぇ見奉らぬばか$乙^ 

手ラたぬ心地-b侍れ」と聞泛鈴ふ。「.げR身に，近う〇かふ人7pをSをさ龙き:lc、--sやうにVも 
見^Kbb奉ちひどがねvは思ひしかど、,tさしネあるまじ^ねVoな6け办。なべての仕うま 

つ办人乙：ム••%とある7pか、る龙為のづか{立ち交らa.て、人の耳を^目^も必ずし！^jめぬ 
名のなれば心安かべかめれ。そnだにその人の〇すめか：の'A^^n 

ば、：親ばちか^のあもでぶせ^る類a多かめう。まして」との給へ"3しの'a御氣色の恥しき 
本知^累何かをはて;irAb乂思W給へ' てまじらCA侍ちば:Z:を所せからめ。おほみあ4Sつ 

•ほと々，に杏仕ヶ：まつケなむjと聞え給へば、：え念じ給はてラ：玉笑U給ひて、「似つ加は^ 
ぬ役な^:—'〇か^^まさか：にあ；へVる親H.け5ぜむの心あふ^ 
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•めで聞かせ給べ-,0^5ば命ネ延び夺む 
ぶ^皂为©本性に乙をは侍ジめi-oをさ^心侍^^蹄だ(C-故母*6常;(t苦-Uか:^獒 

法券のベ^:5iだ.い上孓のぅぶや^ 

ご^募^ど^や：め侍もひ」と思64名わ^^^もいと^うや(5 

の氣近•<*入かた^•た^.•けむ大と其^ぞぁ^令^か々付れ5唯^の罪.:0報な.へ3-^° 
ゃもitぞだ.v>.:ぞぅ謗.ゲ左る罪ic飞數^ 

石御3まに、見ぇ奉•右；むこを恥し杖れr-°vか(C定め.て，か乂怪しけli-:64 
むと為ぼしパ火：女—おまた見：つぎいひち^^むて七ゞ思^返^給ふも^か 

〇-じ給^現時^あ^-^參女^パ人の有様など-^見なれ^-へ^^-^〇た-^な^乙^^き人もあの 
づがら人に爻:1:ら办5.る方になれば：さて7^あ汝ぬかし。さ；心し-1:見ぇ舉4給^な^や」と 

の給べば，と嬉じ乙IJ上にこそ侍る^れ。•唯いが<乇$かて名御方々Rかず 
ら.Ift1と?:•なで？寐て本覺め\じ兑年頃何事を思；5給，へ0るに^あちず、御ゆ；-5允に帋^ 

水'を'汲み？、S我Kきrc名仕うま〇ヶな；む」ネ^ 
•ほじてパ.TIい^奏か餐々たち：て薪拾a給ばずとも參6給-W 

ヶの師だ{C4jほ;<;ば」と^..乙ごとにのだ^-以なす^.も知レず？同じ令大臣と聞ゆる中に戈い 

と淸げに^0-ものし；^華やかな:6含£私て：：：あぼ 

「5.¢い0か女御殿；へlr參：^侍ら.1/jと開ゆれば、fr^/>--Lき日などや•いふべからひ？ょし己と • • • , • ••»秦••••«♦•-••-• _% 
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.艺と七くは何かは.•、，；■§■もぶ思.はれぼ今-0比:1:^」との^^ 

たぢの：い0^聞.ぇ-1:.5-ちみじスざ鞭ふ 
表な^で^の我が御争や\~:0:か$ 

•たまべ.ばrI節rあ-t'-i():て：^ご44^恥^げ1Cぞ 

安尋ね出^られ給技ま乜」古い：ふ名ゎ:.6:衣しや<^例：の 
^^今は^^〇:く^れ詞な爻ぜちれぞ〇:あるや 

ほやろaげ近5愛敬づ态て、打;t>解けをぼれ/2るは,5--石汸にをかi>^ 
び龙びあやし名泛も人の、ホK.^s出で給rfs:Hば物.$ふさ受，も知^ず.r魏攻石故な 

のどやか;te為-L主づめACG.S出じ/2るは打ち聞べ耳異，症fs^かしからぬ歌が^^ 

^*冬之わつか^つ^^;^じ乂て、殘もばせ^-^す^惜みy2<る^ 
きずぢ费汔ぬ程の打ち聞きにはをか*1>か在^:七耳にとまるが,1>-9.心深ぐょしあ 

居^令^冬-i^しき心，あちむと^聞ゆべ、乂飞あらず;0あは〇 

る^:^はてはご«^¥詞だみて我が^-\に誇^'ならひ^るめの去の：^と^ 

^icr-«>-%^L>:いと怪じき^^〇^.、なゲけ-^.''〇い-^v>ふか-a^ぐはあらず三十文字あ^^If 

本末あはぬ歌口疾ぐ、5.frMけなどし鈴ふ^さて女御殿に參れ荟の^ま；グ 
^^なちば^'0©ぅ^:ミ冬思せ:;〇ょ為力^ぅでむ:<>^ 

ずげ衣,5src^'D給.はむ^••は说殿0.#icは於ズ 

•..■.••I'* , :.:- - '. .*:>〆_’ . • 
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，や。.、まづ御文奉れ、給ふ。「芾垣のま近き程には侍ひながら今まV影ふむばか$の泛るしも 
侍らWは勿來の關をやす<>3せ給；5つらむとなむ。知らねども武藏野とSへば、かし乙けれ 

^戈、—かしZやあ^かし乙や」と點がちにて、うらには「誠にや菇に名參办乙むと思a給 
•へ*つはsとふにばゆるにや。sでやsでや怪しきはみなせ川(Cを」とて、又は*Lにかくぞ. 

:「草わかみひたちの海.のsかC§きいか•<あa見むたごの浦浪。火川水の」と靑き色紙；3 
とかさねに、ヾいと5うがちにいかれ名手のそのすぢとも見ぇず/2ゞよひたる普きざまも、し 

もC-SがにわJなくよしばめ多。，くだヶの程はしざま(Cすぢかひて^ふれぬべく！ゆるを" 
打ち^みつ、見て、さすがにいと.細く小く卷含結び1:罌麥の花につけた会。；3すましわらは 

、し名いと馴れてきよげな石今まぬAなヶけ6。女御の御方の臺盤所によ$て、「乙れ參ら 
せ給へ」上Sふ。袤もづかべ見知-\て，北の對に侍らふわらはなJけ夕上て御文取らい；。た 

Sふの君と，$ふ人^て參4てaきときて御覽ぜさす◊女御ほ、焱みて打ち置かせ給へるを、， 
中納言の君-•之sふいと近う#a'rcfば.そば見け5。-!.い上今めかしき御丈の氣色に飞侍る 

か^J-Mゆ•かしげに思ay2れば、「3う0文字はぇ見知らねばにやあらIT。本末.5:くも見ゆる 
かな」名.1:給へ^。「返事？かくゆ^^承しかちずば輕-Lとや思a:おと--3れなむや」とて，「菩^ 

^給へ.」と讓1給ふ。；%て出てCこそれらね、若き人々は：^のをか:uうて皆うち笑aw。御返 
j乞へ：ば、「をかしきこ士のすぢに：のみ^つばれて侍るめ,nぼ間ぇ.させにく、Zを。^^ 

がきめ'き1:ば、• s上ほし，かも，む」と-1:《暇御文めきてかべ。「近き鸟 
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:ぐ御4知もせけ^。；に;<--3御心:^:を：そ61^れどさ64て御心の爻 
Vfな-l>給從ずsと々深^御心の；み^3ヶ給へば、.や.うやう懷L>う打ち解け問*t給ふ。秋に 

氹犮办ぬ。初風凉しべ.吹き出で•入せ：^か衣もうらさ.びしき心地•し給ふに、忍びかねつ、いと 
老ば基ば渡力給al:.^はしま^し1、御琴な:^'^ならはし聞;t給ふ。五日六日み夕月夜は 

^乂入^て2讯:1.ズ毖れる氣色1蘇の音%や，5や^\ぁはれな；程((:なうにけ4.0御琴を枕に 
^:諸共{C添:a臥;1>給.'へ^JOか\る，;*'caぁち.1;やとうち歎きが^に:1:夜ふかし給ふも、人の 

とがめ舉^む,1^をおぼせば’«^給ひ衣む2て^^へ：の雜火少.し：消 
る右近の大夫を召してともしつけさせ給ふ。いと凉しげなる*it7JCのほとりに氣色ことにa 

^ごうたるまゆみの木の下に、うちまつあど/)ちどろしからぬ程にお$てさし皂ぞきてと 
もしたれば、御前の方はいと密じくをかしき程なる光に、女の御5ま見る^?かひありてみぐ 

>,u:.0,手^^:：^^どい^..aや-Vがにあy.はか〔夕る心地して、うVとけぬSまに物をつ、まし 
七^松し^^氣色 s と^-15:/2好^:1。，か<>: 

.419:け:>|:。贺の月ぶ-3ほ:^は應の光匁ぎ'か^7Pめむ*oか'L-<;■ 
i;>f^^l私に:^玉^ 

ふ:t-ぶる^;^で:^苦4^袤た兑兔な^け♦」と聞^給ふU女君ハ怪1 
r行“へ^^空に付名江4か^-^火の衣4,仏力:Cふ 

ちむ>&と^び給へば^くはや」とで出で給ふに、ひんがしの對の方におもし/>き笛の音箏 





る黑木赤木のませをゆatぜつ-\、同じき花の枝ざし、すがた、朝.露の光も世の常ならず、玉 
かと輝きて、造6波せる野邊の色を見るにはた春の山7P忘られて、凉しうおもし/0く心のあ 

くがるV4うな春秋のあらそひic昔よ.〇,秋{C心よする人は數增6けるを、名だ、る麻の 

お前の花園に心よせし人A、又；3きかへしうつ/>ふ氣色、世の有樣に似た^NcrJれを御*じつ 
き1:里居し給ふほど御遊^.どもあち^•ほしけれど、八月は故前坊の御き月なればVひもとな 

くXほしつ、明け菇る、に、乙の花の色まさる氮色ど冬を御覽ずるに、のゎき例の年よ办も 
おど/>おどろしく空の色發tて吹き出1。牴どもの^？:.る、を(いとSしも思a患まぬ人だ 

にあなわ6なと思aさ^かる、を、まじて叢の露の玉0.維亂ん、に、御心惑aもしぬベ 

く:&ぼし^$。おほふばか$の111は漱の空にし7PNJを:(5'しげな.0',:-けれ。暮れ行く に物も 
見ぇず吹き迷はしていLでくつけVれば、御格王なL#ま，qうぬるに、1妁ぬくいみじと花) 

うへをおぼし歎べ。1の.あとYに7p肅栽つゞるはぞ給队ける抓にし7^かぐ吹き出て;.も士 
•fcらの小获はし*なX待ちぇ:^る.mの氣色な^。をれかへ6露^と^るまじう吹きm.すを 

少しはし近<て見—ふ。Aとゞは姬君0御方に為+します程に、中將の君參て輪；5て束の渡 
骤の小;sうじのかみよ3妻戸Qあき•た-5ひまを、何心ネなく見入れ給べるに、女房數多見^ 

れば立ちと^6て音^せで見る。御屏風も風-0いた:5吹きければ押し邀みよせた.るに、みと 
ほしあらはなる賄のあま'Lに居給^Nを人、物に紛るべぐ克あらず〇氣高く淸らにさと5ちり 



: •. 

ぶ心ちし1:1春の曙の霞のまょ々おもしろきがば樱の暌き•亂れた各を見る心ぢす〇•あぢさな 
ベ見奉る。-我が顔に^移うX•るや51C愛敬は匂；3たLVO又なくめづぢし.き人0.御樣なヶ。み 

すの吹き上げらる--Vを人ヂ4さへて、；い、かに^*るにかあ&ひ^ 

•5見ゆ。花どもを心苦しが >て支見捨て\入6給はず^ま^Nなる人‘.もさまざt:に物淸げ 

なる姿どもは見渡さ名れ•ど目うつ名べ<<••'もあちず。おど^のいとけ遠ぐ遙に劣てなL給べ 
るはかく見る人た^には汔思ふまじき御有樣を、いたら深^;御心^1:-、若しか、る乙と劣や 

とあぼすな-CS付6^.思ふに1げはひ.恐し-<;て立ぢさる((1ぞ、西の御方14うちの御障子ひき 

開けて渡ら給ふ。「いとうたてあ：Qたヒしき風なめゲ。御格子お/>してょ;0^:の：乙ど劣あるら 
むを、あらはに劣てそあれ」と間ぇ給ふを、又よ^^見取ば、物聞±ておと'\:'もほ\^みてぞ 

見奉6給ふ。親と*%覺ぇず若く淸らになまめきていみPき御か^ちのさが力な女もねび 

と、のa、飽かぬ事犮き御5汶^毛な石を見^R身に志むば.かK覺ゆれど、この渡殿の}Kの 
格子名吹き放ちて1立てる所のあらはになれば恐-1,くて立’ちのきぬ。今參るやうにう：ち乙わ 

づく办てすの乙の方に歩み出て給へれば、「さればょ、あ:^はなヶつらむ」とて「，かの妻戸の 

あきた办けるよ」AJ<rど見•#め給ふ。年頃が、る■どの露なか办つるをノ風乙をげに巖も.吹き 

上げつべきものな6けれ15ばかcvの御心ど.7PV5:わがして珍しく嬉し含めを見つ.るかな 

と迸ゆ。人々ま£)力て、rいとv>かめしう吹きa<ぎ風にば侍50うしとらの方よy吹ぎ.侍 
ればこのおまへはのぞけさな$。>うま壊のおと <、南の釣殿などは危げになひ」とてとかん 

源-J1:物骈•野分 I 

n-卜に^^v:h6じン•.匕 r卜 v,ll-:.••!:• .い r 卜^-しトト.：I: n,,^rh^tbrlt ‘.レi r.f 
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Ife氏物gnftli;分 
s 

• * . 一 • • I 

事珩ひの、し^T中將は何處ょ4ものしつるぞJT三條の宮i.c侍ヶつ各を、風い/2ぐ吹きぬ 
べ^^人々の申じつれば、覺朿な^-になむ參立し、侍介0る？かじ之にはまして心ぼをべ風の 

•者を^今はかへ3て若き子のや5に^ぢ給ふめれば、心苦し^icまかで侍ぅなむ」と申し給 

へ：ば•「げK1はや•ま-$て給-6iね。老い^でい；きて又わか^<なる乙と世にあるまじきtとなれ 
ど、け{CSの.み乙务あれ」念£哀が女開「&gav、「か：5騷じげ 

ば->ば心-;61給へ讓^て」^ど御せ;5ムも聞ぇ給ふ.*.9道すがらい$も 
し•給ふ君に.てr三條の宮生ハ條院とに.參力て御覽ぜられ給^^日なb-ro5-ちの御物忌な^ 

得去らずifll久和ふべき日ょ6外は、':いそがしき公事節會などの 
はせ.ても，まづ乙の院に參6宮ょJ-ぞ出で給W-ければ、まして今日か\..る空の氣色ぅ風 

•Q'sさKあべがれあ{き給ふtp哀にJlゆr°寅いと嬉し‘やたのもしと待ち受け給^\てバ 
6の齡Kまだかく騷しき野分(cz;^あはざ <：>つれJと唯わなCさ給ふ？大きなる木0.枝など 

0折-5、音名.siうたてあAおとVの宠さべ殘るまじ*5 

へ；る-^上」とか〇は0給：ふ:〇.を乙ら所せか6-t御勢Wのまづま女て：•ぐ 
ぼし：^^「常な会世な3^「劣大方の餐ぼ象 

御けは^はなかなか少し練^:どあ女ける^〇中將よもずがら荒ぎ風の晉に^ずゞろに物^丈 
れなえ、.心にか妓で戀むと思ふ人の御事ぱ吝じあかれて'%あ々つ：を御 

はSかに避ゆP.心ぞ：あ•るまじき思a%こを添$ 



乙と事に思ひ移れど猶ふと赀えつ、きしかた行くす^あうがたうも物し給aけみかな。か 
•かる御なから；3に，Sかで；3んがしの御方3るもの、かずにて立ち並び給；3つらむ、*とし 

ベなか$けりや、あなSとほしと覺ゆ。おとCの御心ばへをあ6がたしと思；3知6給ふ。人 
がらのsとまめやかなればにげなSを思aよらねど"Sやうならむ人を乙そ同じうは見て 

明し恶Sめ、限あらむ命の程も今少しは必ず延びなむかしと思a績けらる。曉が泞{C風少し 
泛め$て村雨のやうに降$出づ。六條院には離れたる屋ども倒れた$など人々申す。風の吹 

き$ふほど廣くをZ.ら高き心地する院に人々li7^^はします。おと^*のあ穴办に乙を繁け 
れ、a/Lがしの町などは人ずくなRおぼ3れつらむとmき給CAてま^ほのぼのとする(C參 

3給ふ。道の程橫ざt雨sと冷やかに吹き入る。空の氣色もすごきに怪しくあくがれたる心 
地して、何事？:や又我心に思a加はれるよと思a出づれど"sとにげなき事なうけあな 

ものぐるほしと、とざまがうざtに思ao、Wんがしの御方にtづまうで給へれば、おぢ乙 
うじて^はしけるicとかく聞え慰めて、人召して所令繕はすべきよしなどいaおきて南の 

おとCに參ゥ給へれば、まだみ格子も參らず。おはしますにあたれる高欄に尨しか、$て見 
渡せば、山の木ども、吹き靡かして枝ども多く折れ伏し^$。草むらは-Hにもいはず、aは 

だ"%、所々の立都、すsがsなどやうのもの亂0がばし。日の僅にさし出で^るに、うれへ 
がほなる庭の露きらきらとして空はsとすごうき6渡れるに、そZ.はかとなく淚の落つる 

をあしのごa隱して打ち^はぶき給へればr中將の乙わづくるにぞあなる。夜はまだ深から 

源氏物Kl野分 S • 
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«氏物•語野分 
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むば」とて趣き給ふな4。何事icか.あらむ聞，ぇ給ふ聲はせで、あと^，打ち笑ひ給ひて「古だこ 

知らせ奉らずなクにしeiのわかれよ、今ならa給はむ(C心苦しからむ」とて、とばか.cn语ら 
ひDilぇ給ふけはCAどもsとをかし。女の御sらへは聞ぇねどほのぼのかやうに聞え戯れ命 

ふ言の葉の趣にゆるびなき御なからひかなと間き居給べ6。み格子を御手づからaきあけ 

給へばけ^力き^S^-SR立ちのきて侍a給ふ。「いか(Cぞ。よべ、宫はまち喜CX.給ひきや」、- 
一泛か，はか.^:き乙とに〇.けても淚TP/^kTPのし給へばいとふびんに乙を侍れ」と申し給へ 

は、笑a給aて「今いくばくもおばせじ0まめやかに仕う爻06見ぇ窣れ0內のあと<は、乙 
まかにしもあるまじうと乙を憂へ給；5しか。人がらあやしう華やかに雄々しき方1Cよ$て、 

親などの御けうをもいかめし^かたざtをば^てV人^も見驚かSむの心あう:0誠に^み 
て深き所はなき人になむものせられけ石。さるは心のXま多くいと贤き人の末の出^bま 

るまでざえ/2raなくうるさながら、.人と心てかく難なき乙とは雛か6ける」などの給ち 

一Vとおど/>おど^しかレつる風に、中宮にはかばか--Lきみやづかさなど侍ひつらむや」と 

て乙の笤して御せうもこ即ぇ給ふ。「よるの風の音はいか<問し召しづらむ9吹きみだ.0^ 

みしにお乙女^a侍^N.1:..5と班へが/2き{Cためらa侍る程にをむ」と聞え給ふ〇中將あうて 
なかの廊の戶上4通ヶて參CNた坌ふ。朝ぼらけのか^ち.いとめでたくをかしげなうOWんが 

じの對の南の仝ばK立ちて御前の方を見遣6給べばみ格子ふたまばかうあげてほのかなる 
朝ぼらけの程に御簾卷きあげて人々居^令。高欄にもおしか >6て若やかなるかぎ6あま 



J、-r: 

た見ゆ。打ち解けたるはSか^;あらむ、さやかならぬ明けrれのほどい/>いろなる姿はいづ 
れとなくをかし。わもはベおろさ•せ給aて蟲のてどもに•露かはせ給ふなうけ紫苑褪麥の 

濃き薄き拍どもに女郎花のかざみなどやうの時に逢a力るさまにて四五人ばか$つれて乙 
、かしZ.の草むらによう1:s/>5/>のこ-'^もをも1:3^:よa、■麥省どのいと哀げなる枝 

ど名取$もて參る露の^よひはsと艶に?f見£け‘る。吹さくる追風は^をに乙とrとに匂 
ふ空も、香のかを6もふればa給へ石御けはa'-icやとsと思aや6めで^く"心げ3うせら 

れて立ち出てにくけれど、忍びやかにうちおとなひて步み出で給へ^に、人々けざやかに驚 
きrli!:はあらねど皆すベ6入力ぬ。御ま»3のほどなど^らはに1:入う立ち1れ聞±給へ 

れば、女房など名いとけうとくはあらず。御せうをZ.啓せ-3せ給aて、宰相の君內侍などの 
けはひすれば私事も忍びやかに語らCA給ふ。.之れは^さいへど氣髙く住み^るけはaあ々 

さまを見るに？pさtざま物思a出てちる。南のおと> にはみ格子まゐ6渡してよべ見捨て 
雛かりし花ど名の、行くへ^知らぬや-5に1:萎れ伏し^るを見給aけ公。中將みはしに居給 

aて御かへ6間ぇ給ふ。.「荒き風をもふせがせ給ふべくやと若A、しく心ぼをく覺ぇ侍るを、 
今なむ慰み侍6ぬる」と•聞え給へれば、r怪しぐあえかにおはする宮な6*0女どちは物恐しく 

5:ほしぬベか$つる夜のさまなれば、げにお/)かな6とも&ほぃっらむ」とてゃがて參6給 

ふ。御直衣など奉るとて御簾ひきあげて入6給ふに、短き御几帳aきよせてはつかに見ゆる 
御釉口は？Sに乙をあらめと思ふR胸つぶつぶとなる心地するもう/2てあればほかざまに 

课氏物語赃分 四交 
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見やCNつ.-o殿銜鏡など見給ひて、忍びて「中將の朝けの姿はきよげな◊な。It今はきびはな5 
べき程をかたくなしからずと見ゆるも心のやみにやあらむ」とて我が御顔はふ6が々くよ 

しと見輪ふべかめCN。いとい/2く心げさうし給aて、「宮に見え奉るは恥しう乙をあれ。吋ば 
力りあらはなるゆ^ゆ焱しさも見え給はぬ人のおくゆかしく心づかaせられ潴ふぞかし。 

いと^ほど力に女しきものから氣色づきてぞおはするや」とて出で給ふ((:、中將ながめ入$ 
てとみにも驚くまじき氣色にて居給へるを、心とき人の御目にはいかV兑給aけむ、立ちか 

ベ6女卷に「昨日の風のまぎれ(C中將は見奉-csやしけIroかの戶のあきた6しによ一との^ 

まへば‘もてうち赤めて「いかでかさはあらむ。渡殿の方には人の音もせざ$しものを」と 
沿え給ふ。猶「怪し」とひと-Nr-ちて渡り給aぬ。御簾の內に入乂給ひぬれば中將渡殿の戸口 

に人々のけはaするにようて物などSW/2はぶるれど、思ふ事のすぢすぢなげかしくて例 
よ$も泛めうて居給へ乙なたよ$やがて北に通うて明石の御方を見遺う給へば、はか^ 

かしきけいしだつ人など，p見えず、馴れy2る下仕どもe草の中にまじうてあ$ く。わらよベ 
などのをかしきあ/〇め姿うちとけて心とヒめ取う分きう焱給；龍膽朝顏のはaまじれるま 

せも皆散り亂れたるを、とかうaき出で尋ぬるなるべし。物の哀(C覺えけるま、に第の琴 

を力^vまさく 60、はし近く居給へるに、銜5き^ふ聲のしければ打ち解けなえばめる姿 
に小控aきおとしてけぢめ見せ穴るいといたし。はしの方につい居鈴ひて風のSわぎずか 

$をとぶらa給aてつれなく立ち歸6給ふも6やましげな60 



Tおほかたit荻の葉すrる風の音もうき身Wとつに^む心ちして」とひと$ごちけ西 

の對には恐しと思a明し給aける名殘に寢すrして、今e鏡など見給，aける。「乙とごとし 
く r&きなおひを」との給へば、殊に音もせで入う給ふ。屛風など本赀#みよせて物^どけな. 

く患なし^るに日の華やかにさし出でたる程、けざけざと物淸げなるさまして居給へ$0近 
ぐ居給aて例の風{Cつけても同じすぢにひづかしう間え戯れ給へば、堪へずう^てと思a 

てrかう心憂ければこを今宵の風にもあくがれなまほしく恃6つれ」とむづか6給へば、い 
とよくうち笑；3給；5て「風につきてあくがれ給はむやか/>が/)しからむ。さりともとまる方 

あ6なむかし0や5やうか、る御心むけ乙そ添；5に^れ。乙とわ6や」との給へば"げにうち 
思ふ^、に間えてけるかなとあぼして自らもうち^み給へる、いとをかしき色あ；5つらつ 

きな6。ほ、づきとかsふめるやうにふくらかにて髮のか、れるひまat美しう^ゆ。ま 
みのいとあま办わら、かなるぞsとしも品高く見tざ办ける。をの外はつゆMつくべく名 

あらず。中將、いと細やかに問え給ふ^いかで乙の御か*ち見てしがなと思ひ渡る心地に 
て、隅のまの御簾の儿帳は添；：sながら患どけなきをやをらaきあげて見るに紛る、ものど 

7p、取$やら^ればsとよく見ゆ。かく戯れ給ふ氣色の^るきを、あやしのわざや、親と問 
えながらかくふと乙ろはなれず物近かるべき程かはと目とま6ぬ。見やつけ給はひと恐し 

けれど怪しきに心も骼きてなほ見れば、柱がくれR少しをばみ給へ6つるを引きよせ給へ 
るにみCしのなみよ6てはらはらと乙ぼれかる秸女いとIfつかしく苦しと思a給へ 

源氏物Si野分 . ：. § 



t 源氏物訪野分 • 握 _ 

る氣色ながら、5すがにいとなごやかなるさましてようか、う給へるは1:と、なれなれ〆 

き{C乙をあめれ、sであなう^て、いかなるにかあらむ、思ひよらぬ脫なくおはしける卸5 

にてもとよ6見馴れあふしたて給はねはか、る御思ひも添ひ給へるなめ6、うべな$け$ 

や。あなうとましと思ふ心もはづかし。女の御さ爻げにはらからといふとも少し立ちのきて 

•ことはらぞかしなど思はむは、などか心あやまちもせざらむと^ゆ。昨日見し御ナよaにi 

けおと-CSたれど见るに^まる、S爻炊立ちもならびぬべく見ゆ。八重山吹の睽き亂れたる 

3力6に露か、れる夕ばtぞふと思；3出でらる、。折にあはぬよをへなれど猶うち燈ゆる 

やうよ。花は限6乙をあれ、をくけ^る^ベなどもうちまじるかし。人の御か^ちのよきは 

铿へむ方なき名のな$け4。おまへR人も出て來ずいと乙まや•かに打ちさ、めき语ら 

え給ふに、いかCあらひ、まめ♦たちてぞ立ち給ふ。女君、 .• I 

「吹き亂る風のけしきkをみなへし患をれしぬべき心ち乙をすれ」。委しくも铟えぬこ， 

うちずじ給ふをほの間ふ、にく iでをかしければ、置はてIしけれど、近かりナ 

6と見え奉らじと思ひて、立ち去6ぬ。御かへし’ 

「泛穴つゆに靡かましかば女郎花あらき風>は患をれざ，Uまし。なよ竹を見給べAごな 
どひがみ、にやあ-Nけむ問きよくもあらずぞ。ひんがしの御方へ乙れよ办ぞ16給ふ。け5, 

の朝寒なるラち解けわざにや、物たちなどするねびごたぢ、御前にあまたして細櫃めくもの 

に綿；Sき力けてまさくる若人ども、あ合。•いと淸らなる朽葉のうすものいまやう色0こな 



:••• 
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.く打^た^犮-^ひきちらし給べり^中將の下襲かゝ御前の壺前栽の宴もと爻りぬらひかし。 

かべ吹'^傲らし1:むtcは何事かせられむ。すさ^じか：べき秋なめなどの^まひて、何 
kかあち^榇々な，るもの、色ど毛のSと淸>:bなれぼ、かやうなる方は南の上に味劣らずか 

し^>ぼす。御直衣けもんれうを乙.0頃摘み出し^る花し.てはかなう染め出で給へる$と 
，あらまほし^色した$or中將ic乙そかやうicては着せ鈴はめ。若き人のにてめやすかめ6」 

.な^やうの事を問ぇ給びて渡6給aぬ。むづかし念方冷めぐ6給ふ御供にありきて中將は 
な^心■やましく禅か^ほしき文など-H*けぬるを思ひつ、姬君の御方に參6鈴へ「まだ 

.あなたはなむおはします。風kおぢさせ給ひて今朝は■£起きあが6給はざ6つる，」と御めの 
とぞ冏ゆ石。「もの.騷..1..げな$しかば宿庇も仕うまつ、らむと思ひ給へしを、肖のいと心苻し 

•う务ぼい力$しかばなむ。ひ、なの殿はいか.ゞもはすらむ」と問ひ給べば、人々笑；3て「塌の 

風だにま*9ればSみじき乙とにあぼS/2るを、ほとほとしくこを吹き亂6恃りにしか。この 
-御殿あつ.か；Sに、わびにて恃など.A/2る。「t七ごとし加らぬ紙や恃る〇御つぼねの硯」と 

乞a輪へば、み厨.子1Cょ{て紙aと^き御砚の蓋に取-^あとして奉れば「Sな、これはか/2 
はらSy2し」との^まへ•ど、北のおとCのあぼえを思ふに小ノしなのめな^心地して書き^ま 

ふ•.°紫の薄^うな6け*CN。墨,^心とVめてあしす-C\錐のさきうちみつ、Z:まやか(C誉きやす 

名ひ給べるstsとよし。されどあやしく定ダてにくき御口つきこをものし給へ。 
;••/*..:「風Sわぎむら雲ま-'J;ふ夕に^わする、まなくわすられぬきみ一吹き亂6/2る^营に〇 

谋氏物龉•野分 .S 
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け給べれば人A、「交野の少將は、紙の色に乙をと、のへ恃$けれ」と跗ゆ。「5ばか6のも 
思5わかざ6け4。いづくの野邊のほと.OSの花よ」などか—の人々にも乙とず— 

H くべく tて—ず、いとすくすくしくけ•たかし。—い給へI益へ 
れはをかしきわらは又いと驯れ7?る御隨身などにぅち3、めきて取らするを、苦き人み、た 

,Iらずゆかしがる。渡らせ給ふとて人言ちそよめき、御几帳ひき直しなどす。見つ 

のかほどそ思；5くらべ達しくて、例は物ゆかしか—心地に—1戸の御膝を 
ひき > て几帳のほ乙ろびよ6見れば、物のをばよ6唯はa渡6給ふほどぞふとぅち見ぇた 

る。人の繁くまがへば何のあやめも見ぇぬほどに0と心もとなし。薄色の御—たた 
けにははつれy2る末の、；5き廣げたるやぅにていと細くちaさぎやぅf (らぅ^げこvr>c 

4し^^JVしばかぅはたまさか(Cもほのみ攀らしに、又乙よなく生^ま3合給へるな6办 

力し"まして盛いかならひかしと思ふ。かの見つるさきざきの、樱山吹といは <、こ1土藤の 
花とやいふへからむ。乙だかき木よ办睽きか、$て風に靡きたるkほCAまかく 

と思aよそへもる。か、る人々を心に任せて明卷見奉らばや、芯もあ6ぬべき程ながらへど 
てへだVのけざやかなる乙を〇らけれなど思ふに、まめ心もあくがる、心地す。をば宮の御 

許J參办輪へればのどや力(C御^21なCA^給ふ。よ/)しき若人などは乙、^も寺へど、％ 
てなしけはCAさう?fくど冬、盛なるあ7^2は似るべく毛あらず。か/2ちよき^君だちの 

1に.やつれffかなかか、る所kつけては—かたにて哀f。內Sと^;も參6 
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給へ：るにおほとなぷらなどま，Q$てのどやかに.御物語聞え給ふ？「姬君を久しく見奉らぬ 

があさましき乙と」とてたY泣きに泣き給ふ。「今乙のrろの程に參らせむ。心づから物思は 

七げに<-口惜しく衰へてなひ侍るめる。を/1なご乙そょくいは<名ち侍るまじきものな办 

けれ。とあ^1Cつけても心のみなむ盡Sれ侍6ける」など猶心解けず思；3おきたる氣色にて 

のた$<ば、心憂くてせちにも聞免給はず。そのづいでにも「いとふでうなるむすめまうけ 
侍公て、もて煩DI侍りぬ」とうれ.へ間え給；3て笑a給ふ。宫「いであなあやし、むすめといふ 

名はして、^がなかるやうやある」とのたまへば「をれな1;見苦しき乙とicなU侍る。いかで 

御覽ぜさせひjと聞え給ふとや。 
• •,•♦••*«• •- , • I 

• • • • • • .• •• • .一 • - : :• • - • : 

'..'V.行幸.• 
••'.*” w..i-:::.:- ••,*:•••• - ••-.. 、..*• . 

か^^し至らぬ事なくいかV善からむことはと覺し扱a給へど、乙の音無の瀧Z.そう^て 
sとほしX南の上の御おしはか6ごとに適aてかる♦かるしかるべき御名なれ、かのおとC 

何事に付けてもきはきはしく、少しも片は.なるさまの事を覺し忍ばず/Xど物し給ふ御心ざ 
まを、さて思ひぐ嗦なくけざやかなる御もてなしなどの有らlrにつけてはを乙がましうも 

やなど^しかへ§ふ。その^はすic大原野の行幸と1:ili:(c残る人なく見騷Cを六條院よ6 

羌御方々引き出でつ、見給ふ◦卯の時に出で給aて"すざくより五條の大路を西ざま(C折れ 

谅氏物gn<l行幸 五g 
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Mur、 一て物見苦！し。行幸と—うしも—ぬを今日はみi上 J.Hことに御ivj整へ隨身う—Uのかたちたけf 、 
か.右の大臣、內大臣、—ょ色もはた况し—らず仕うまIんへyレ 

の-の令ぬえび染の下襲を殿上人五位六位まで着た4。雪唯聊 へ 

11飼どもは况してf目なS摺rf I—つ、氣~ことf。かふ 
建とにH出でで—人と！ く幽—るあし弱き取1 輪を押しaしがむな 

もとなとにも好まし51—ょ61多.^。西の對の—も立ち出 
r/うtはく ^と—し給へる人の御か——に、帝のの 

Mgしなr御か—ら目にf5問ゆべき人なし。我が父おと$人知れパ目！;, 
一げ本-c^.へれときらきらしう物淸げに、盛には物し給へれど限あぶし。いと人にすr 

jhプ•る为、人と見支て；御輿の內ょ合外に目移るべくもあらず〇况してかたちあ4、を 
1•達の消—ぅ心移す。.中—何くれの殿上人—の人は何に—らずt— 

諸11し$fけ40源氏のtぶ御顔ざ！乙と！とtえ 系—爱遺なしの今パノしいつくしう曝くめで营な合〇-令ぶかるか 歪、 

れ1!.>を•出できえ土 Vの力穴はな^(CやあらK同:1:目总とも見免ず、—しくぞt 
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れ犮るや。兵部卿の宮あはす。右大將のsばかみあもうかic由めくも今日のよを；3いとな 
まめきてやなぐ64など負ひy仕うまつ6給へ-CVO色黑く髭がちic見えていと心づきなし。い 

がてかは女の_ひ立V/2る顔の色あaには似^らむ。sとわ6なきとを若き御心地には見 
.あとし給a.てけぅ。^とCの君の^しよちての給ふ事をいかvはあらひ、宮仕は心に珞あら 

で見苦しき有樣にやと思ひ包み給ふ^、馴 <、しき筋^どをばもて離れて大方に仕うまつ-CN 

御覽ぜられひ•はをかしうも有5なむかしと？T思a寄6給aける。斯くて野にあはしまし着 

きて御輿どV:.め上達部のひらば$にもの參$御Sう^くども.なほし、狩の御よをaなどに 
改め給ふ程に、六倐院よダ御みき御くだ省のなど奉らせ給へ今日は仕うまつらせ給•ふべ 

くかねては御氣色ありけれど、御物忌の由を奏せさせ給へるなぅけヶ。藏人の左衛門の尉を 
御使にて雜子1枝奉らせ給ふ。仰言には何とかや。さやうの折の事まねぶに煩はしくなむ0 

2「雪深き小鹽の山に立つ雉の古き跡をも今日は尋ねよ」。太政大臣の、か、る野の行幸に 
仕うま〇6給へ、る^めしなどやあ$けむ。大臣御使を畏ま办もてなSせ鈴ふ。 

，「をしほ山みゆき積れる松原{L今日ばか-onなる跡やなから〇」とをの頃ほaEaきしこと 

のそばをば思ひ出で.らる、Ji僻事icやあらむ。ま^の日おとC西の對に「昨日うへは見奉ら 
せ給.aきや。かの乙とは役し靡きぬらむや」と聞免給へう。白き色紙にいと打ちとけたる文 

•，Jまやかに氣色ばみて本あらぬがをかしきを見給aて、「あいなの乙とや」と笑a給ふもの 

から、；よXも推しi:らせ給ふものかなと公ぼす。御返Jic「昨日は. 
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打ちきらし朝逛りせしみゆきにはSやか^空の光やは見し。覺來なき御事ど^pi!:なIf」 

とあるを上7P見給ふ。「患か表かの事をを、のかし、かど、中宮かくておはすればこ、なが 

らの^えにはびんなかるべし。かのAとぐR知られても女御かくて又侍ひ給へばなど思；5 
亂るめりし筋なう。若人の5r馴れ仕うまつらむに憚る思なからひは、上をほの見舉6て、 

え懸け離れて思ふはあらじ」との/2まべば、「あなうたて。めでたしと見奉ると7P心もて宫づ 
かへ思；3た、むNM、いとさし過ぎたる心ならめjとて笑W給ふ。rsで、をこにしtpぞめで聞 

え給はむ」などの穴まCAて、又御返う" •- 

.•「あかねさす光は空に逸らぬをなどてみゆきに目をきらしけむ。猶资したて」など絕えず 
進め給ふ。とて名かうても爻づ御裳着の事乙そはと赍して、その御設けの御調度の乙まかな 

る淸らども加へ3せ給ふ。何くれの儀式を御心にはいとも思ほさぬ事をだにおのづから世 
だけべいかめしくなるを、ましてうちのおとCに枣やがて乙の序(Cや知らせ奉.CNてましと 

役し寄れば"sとめでたう所せきまでなむ。：年かへ6て二月にとおぼす。女は間え高く名隱 
し給ふ.べき程ならぬも、人の御1;すめとて籠$あはする程は、必ずしも氏神の御勸めなどあ 

らはならぬ程なれば乙を年月は紛れすrし給へ、乙のもし^し寄る事もあらIricは春口の 
神の御心^がaぬべきも、終には隱れて止ひまじきものから、あぢきなくわざとがましき後 

の名までう*、あるべし、なほなほしき人のきは乙を今やうとては打ち改むる事のたはや 
すきもあれなど费し廻らすに、親子の御契絕ゆべきやうなし。同じくは我が心許してを知ら 



せ奉らむなど覺し定めて、乙の御腰ゆ；3にはかのおと'V:をなむ御せうZ.£間え給aければ、 
大宮去年の冬つかたよ6惱み給ふ事Mにお*2:た，う給はねばか、る{(:合せてびんなかるべき 

由聞え給へ々。中將の.君もよる；3る三條に添CA侍；3給；Sて心の空なく物し給aて折惡しき 
ヒいかにせましと^す。世もSと定めなく宮もうせ3せ給は<御ぶくあるべきを知ら^^ 

にてものし給はむ"罪深きZ1と多からむ、あはする世に、乙の事顯はしてむと覺し取りて、三 
條の宮に御とぶらひがても渡$給ふ。今は况して忍びやかに振舞a給へどみゆきに劣らず 

よをほしくいよいよ光をのみ添へ給ふ。御かたちなどの乙の世ic見えぬ心地して珍しう見 

奉6給ふには、Sと御心地の惱しSも取6捨てらる、心ちして起き居給へ-CS。御けう息Rか 
かりて弱げなれど物などSと能く間え給ふ。「けしうはおはしまs •けるをなにがしの朝 

臣の心惑はしておど/)おど/>しう歎き!ia免3すめれば、：いかやうに物Sせ給ふにかとな1; 

錄束ながえさせつる。內などにも，乙となる序なき限は參らず、おほやけに仕ふる人と7P 

なくて籠う侍れば萬うaうaしう世だけくな$にて侍る。齡などniれよ6增る人"腰堪へ^ 

までかCまりあ$ くためし昔も今も侍るめnど、あやしくおれおれしき本性に添ふ物憂S 
になむ侍るべき」など聞免給ふ。「年の積6の惱みと思う給へつ、月頃にな-CNぬるを今年と 

:^-csては賴み少きやうに覺え侍ればr今一度^にかく見奉6聞えさする；こともな乂てやと 

心細べ思う給へクるを、今日乙を又少し延びぬる心地し恃れ。今は惜みとむべき程Rも侍ら 
ず、Sべき人々にtp立ち後れ世の末に殘$とまれる類；3を、人の上にていと6づきなしと見 

源氏物15行幸 0 
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侍6しかば、出で立ち急ぎをなむ思a催5れ侍るに、乙の中將のいと哀(£:あやしきま\」思；3 
扱a心を骚がs給ふを見侍る{Cなむさまざまicかけ•と < められて今まで14{びき侍-CS」と唯 

泣きに泣きて御聲のわな、くもをrJがましけれどさる事どもなればS上哀な6。御物語ど 
も昔今の取り錐め聞ぇ給ふ序に「內のおとゞは日隔てず參办鈴ふこ^繁からむを、か、る序 

に對而のあらばいかR嬉しからむ。いかて聞ぇ知らせむと思ふ乙との侍るを、roるべき序て 
なくてば對面もあ$がたければ役柬なくてなむ」と聞ぇ給ふ。「おほやけごとの繁きにや、私 

の志の深からぬ(Cや"さし％とぶらひものし侍らず、の^まはすべからむ乙とは.何さまの 
事にかは。中將の恨め^げに思はれたる事も侍るを、始の事は知ハbねど今はけにく、もてな 

すにつけて立ち初めにし名の取办返さる.、ものにもあらず、を乙がましきやうに却$ては 
世の人名言；5漏すなるをなど物し侍れど、立て^る所昔ょう解け難き人の本性Rて心 

将ずなむ見給ふる」とこの中將.の御事と覺しての給へば、打ち笑CA鉛aて「言ふかひなきR 
許して捨て給ふ事もやと聞き侍$て、乙、に3へなむかすめ伟すやうあ6しかどいと嚴し 

く諫め給ふ由を見侍りし後、何Rさまで'Z1とをもまぜ恃6けむ^、人わ/>う悔い思う給へて 
なむ。萬の事につけ'て淸めiいふ事侍れば、$かぐはさも取$返しす、い給はざらむとは思 

W給へながら、か-5-口をしき濁の末に待ち取6、深く澄むべき、水乙を出でき雖かべい世な 
れ。何事に〇けて^末に^れば落ち行ぺけぢめ乙を易く侍るめれ。いとほしく聞き給ふる」 

など申し給aて「さるはかの知6給ふべき人をtひ思aまがふる事侍うて不意に尋ね取り 
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免洽ふ。宮「いかにいかに恃$ける事にか。かし乙には樣々1(:斯かる名の6する人を厭ふ亊 

なく抢ひ集めらる、に、いかなる心に1:斯く引き/2がへ唧ち聞えらるら1;。乙の年頃承うて 
な6ぬるにや」と聞え給へば、「Sるやう侍る事な会。委しきさまはかのおと< もあのづから 

震聞き給aてむ。くだくだしきなほ人の中らaic似/2る事に侍れば明さむにつけてもら 
うがはしう人言a傳へ悔らむを、中將の朝臣にだにまだ辨へ知らせ侍らず、Aにも漏3せ給 

ふまじ」と御口かため聞え給ふ〇內のおほs殿にも斯く三條の宫におほき公とぐ渡りおはし 
1hし^る由間き給びて、「いかに寂しげに1:いつくしき御3まを、待ち受け開え給ふらむ。ご 

ぜんなどももてはやし、おまし引き籍ふ人もはかばかしうあらrかし。中將は御供R乙を物 
せられつらめ」など驚き給；3て、「御子どもの君達睦しうSるべきまうち.^み達奉れ給ふ。御 

菜もの御みきなどさりぬべくま£)らせ•ょ。自らも參るべきを、却うて物騷しきやうならむ」 
衣どの給ふ程に大宮の御文あ6。「六條のおとCの訪らひに波6給へるを物寂しげに侍れば 

人ESとほしうも辱う毛あるを•、乙とrとしう5rrう聞え^るやうRはあらで渡J給ひなむ 
や〇對面に問えま欲しげなる事もあな$」と聞え給へ6。何事に：かはあらむ、乙の姬若の御事 

中將の愁{Cやと覺しまはすに、宮もかう御世殘6少なげにてZ.の事とせちにの給ひ、あとゞ 
も惽からぬ樣に一言うち出で恨み給はむに、とかく申し返さふ事もえあらじかし、つれなく 

て思はれぬを見るに(1安からず、さ^べき序であらば人の御言R靡き颜にて許して1;と覺 
す。卸心をし合せての給はむ事と思a寄$給ふにSとV Sなび所なからむが又などかS 
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しもあらむど休らはる'\:、.いとけしからぬ鲰あやにぐ心な$かし。されど宫斯ぐの給ひおと 

:乂ぁ對面すべ：ぐ待ち坐するRや、方4k恭げtし。參$てこそば御氣色に隨はめなど覺しな 
方で御35:ex,心殊ic引^〇繕aて.，ごぜん3:-ども乙とごとしきSまicはあらで渡^^ふ。君 

達.いと夥:#引ぎ連れて參卜給ふS-坌7SPの1のしう賴もしげな办〇たけだぢぞy/>かに^Pの 
じ檢ふに太S.も合；SHいと^5'^德に面^pち步ま；Sなど、大臣と言はひに足らひ給べ.CS。免び 

染0'-:»棍貫櫻の下嬰いど長ヶ尻引き1:、ゆるゆると殊:^び^る御名てなしあなきらきらし 
と苑文-^ベ、るに、：六條殿ば櫻0唐0きの御直衣今樣色の御ぞ引き1;ねて患どけなきおほ会 

一^廣如ょ^ょ醫へむも.•のなし。、光こぞ優ヴ給へ。斯う患た、'か(2:引き繕a給へる御有樣にな 

ず^び^1見ぇ給ばざゲけ4。君達次々に、いともの澈げなふ御中ら^にてつどひ給へ<^ 
藤太納11Di春宮大夫など今は亂ゆる御子ども、皆なシ出で〇Sものし給ふ:0おのづからわざ 

と如な^に锻ぇ髙ぐやんrとなき殿上人藏人頭五位の藏人近衛の中少將辨官など、人がら 

華やか{C有るベかじき十餘人集；5給へれば、いかめしう"次々のたネびとも多くて-かはらけ 
あまた度流れ皆^aicな-CNV、あのあの斯5SいはCAびとに勝れ給へる御有樣を、物語に患 

た^--。：おとゞは珍しき御對面に昔の银覺し出でられて、ょ仑ょをにて乙^はかなき亊にりけ 
て：Sど^しき御心を添ふべかめれ。さし向ひ聞ぇ給61てはか^みKいと哀なる事の數々覺 

.し；33で0\例のへだてなく昔今の事ど名年頃の御物語に日暮れ行；ぐ。御かはらけなど進め 
參6給ふ。「侍はVは惡しか々ねべか女けるを召しtきに憚办て"承う過ぐしてましか^® 

-.■•••."-•'/•... • * • • • •. :. ■ • •.-. 
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かうじや添はまし」と中し給ふに「勘當はNJな^ざ'1になむかうしど思ふ事多く侍る」など 
氣色ばみ給ふR、rの事{Cやと赀せば煩はしうて畏まる-3ま1Cて物し給ふ。「昔よ6あ 

ほやけ私の事Rつけて心の隔てなく大小の事聞ぇ承は6羽根を雙ぶるやうicて、おほやけ 
の御後見をも仕うまつらむとなむ思-5給べしを、末の‘世と^6てをのかみ思；3給へしほS 

なきやうなる事うちまじう侍れど內々の私ごとにZ:をは大方の志は页R移ろふ斟なくなむ 
何ともなくて積4侍る。年よはaに添べてsにしへの事なむ戀しか6け；を、對面鈴はる事 

もいと稀にのみ侍れば、事限あ6て世だけぎ御振舞とは思；s給へながら、親しき程にはをの 

御sきほaをも引き靜め給ひて乙をはとぶら61物し給ばめとなむ恨めしき折々侍る」と聞 
公給べば「いにしへ‘はげに而馴れてあやしくたいだいしきまで剛れ恃ひ心に隔つる事なく 

御覽ぜられしを、i>ほやけに仕:5まつりしきはは羽根を雙べ为る數K•嬉しき御領みをこそ。 
はかばかしからぬ身にてか、る位(c及び恃4ておほやけに仕うtつり侍る事R添へても思 

a給へ.知らぬには侍らぬを"齡の積りには、•げにあのづからうちゆるぶ事のみなむ多く侍-^ 
ける」など畏t3申し給ふ。をの序にほのめかし出で給；3にけう。あと\'「5と哀：に珍らかな 

る事に各侍々けるかなj-oまづうぢ泣き給；3て、「をのかみsかはなうにけ〇と尋ね思ひ 
給へし3まは何の序にか侍办けむ、愁R堪へず漏し聞し召Sせし心地なむ患侍るMr少し人 

數に.^>な6侍るに付けては、はかばか-.Uからぬも0.どもの方々icつけてSまよひ侍るをか 
/2くなしぐ見苦しと見侍るにつげても、文さるさまにて數々に連ねて‘は哀に思a給へ.らる 
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人折に添へても、まづなむと思w給へ出でらる、」•とのたまふ序に、かのいにしへの雨萣の 
物語に色々^$し御睦言の.定めを^し出で、泣き’み笑；5み皆うち亂れ給；$ね。夜いたう更 

けて、>■のおのあがれ給ふ。「斯ぐ參-cn來合ひて更に久しくな&ぬる世のふる事思a給へ出 
でられて戀しき事の忍び難き^立ち出でむ心地もL侍らず」とて、をSを3心弱くおはしま 

さぬ六條殿名承ひなき讧や对ち患ほたn給ふ。宮はた况いて姬君の御事を避し出づるに、在 
みしに優る御有樣Sきほ；Sを見奉$給ふに飽かず悲しべとCめ雖く袤ほ袤ほと泣き給ろ 

あまごろもはげに心乙とななけ.CS。斯序なれど中將の御事をばうち出で給はずな^^0 

一ふし用意なしと赍しおきてければ□入れむ事系人わろく覺しと-V:め、かのおと'S:'は^人の 

御氣色なきicr&'L過ぐし難くて3すがに結ぼ、；れたる心地し給；3け「今夜も御供に寺ふ 
ベき5:うちつけに騷がしくもやとてなむ。今日の畏ま$は殊更になむ參るベく侍る」と申し 

給へば、一.さらばこの御惱みも.宜しう尾え^.ふを、必ず聞えし日違べさせ給はず渡$浍ふべ 

き」よし聞え契i和，ふ。御氣色どもよう1:おのおの出で給ふ。響いといかめし.。きみ達の御典 
の人々も^:寧あ-^つるならひ、珍しき御對面icいと御氣色よげな^Nつるは、叉いかなる御讓 

办あるへきfcかなどaが心得をしつ >、斯かる筋とは思a寄らざ，^け$0ぉとVうt>-c>けこ 
Sと訝かしう心もと無う趨え.給へど，ふと袤かうけと.CN親がちむもび/itからむ、尋ね得給 

へら0始を思ふ^、定めて心淸ぅ見放ち給はじ、ゃんごとなき方冷を憚6てぅけば$てをの 

きはUは劣.てなさず、Sすがに煩はしう物の：聞tを思Wて斯く明し給ふなめ力と覺すはa 

海氏物15行幸 
S 
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惜しけれど、それを班とすべき事かは、殊更^名かの御あ六6ふれば、せむR衣どか覺 
ぇの劣らひ1宫仕へ，ざまにも赴き給へらば女御などの赀さむ乙ともあぢきなしと5:ほせど、 

ともかべも思a寄ぅの/2まliひ徒を違ふべき^かはと萬(C.«JL5£しけぅ。斯くのたまふはJ一 
月つ：い为ち頃な-^け々。十六日彼岸の始にてSとよき日なりけ近ぅ又よき日衣しとか 

AOがへ申しける內に、{且じぅ^はしませば急ぎ立ち給；3て、例の渡り給CAておと.V:に申しあ 
ら{i-し'^まなど.Sと細かにあべき事ども敎へ初±給へば、哀なる御心は親と聞ぇながら 

ネ有ヶが^かちむを士锻す：名のからごい^^秘塘&かりける。斯くて後は中將の君.Rも忍び 
て斯かる事の心をの^まa知らせv妨^^為冷の：事ど^や、ぅべなダけりと思ひ合する事 

ど兑.Vあるに、かのつれなき人の御有樣i,^松猶^®らず思ひ出てられて、思a寄らざヶけ 
る事よA患れじれしき心地す。Sれど有 >6ね^け^^べき程な6け6と.思a返す事 

NJそは有々がたきまめまめしさ犮めれ々斯<^てぞの日にな-cxて=條の宮よ6忍びやかに御 
'使あ女。御:Cじの箱など俄なれど、事ども10と淸らにし給CAて「聞ぇむにもsまsましき有 

樣を、：今日ば忍び籠め侍れが、Sる方icv^-長き/aめしばかiを覺し許すベ.ぅやとてなむ。 
哀に承ちあきらめた石すぢをかけ聞免ざらひ^sかV御氣色に隨aてなひ。;*.，.：.•： 

.../•:二方{C言aもて行けば玉匣我が身離naM子なうけぅ」.といとふるめかしうわな、き 
迸い給へ.るを、殿も^なたitおばしまして事ども御覽じ定ひる程なれば、見給5て「古代なる 

•御文がぎなれど、いたしや乙の御手^。昔は上手に物し給ひけるを、年に添へてあやしぐ老い 
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:「我が身乙を恨みられけれ唐衣君が袂Jc馴れず上思へば」。御手は昔だtcあ.CNしを、いと 
わ办な，う急ゞかみ承か深う强う固う書き給へ.CN。おと^.にくき名の、をかしSをばえ念じ 

給はで「乙の歌詠み〇らむ程rJを。况して今は力なくて所せか-^つらむ」といとほしがら給 
ふ0「いで乙の返事は騷がしくとも我れせむ」との^まひて、「あやしう人の思a寄るまじき 

御心ば：へこ^さらでも有办aべき事なれ」とicくさに書き給aて、 ： 
，一，「唐衣また康衣唐衣返す返すも唐私なる」とていとまめやかに「かの人の立て、好むすぢ 

なれば、物して侍るなり」とて見せ奉a給へば、君いと匂ひやかに笑a給aてrあないとほ. 
し〇哧じたるやうに％侍るかな」と苦しがみ給ふ。由無しごといと多か$や。內のあとVは3 

し名急がれ給ふま•じき御心なれど？珍らかに聞き給aし後はい〇しかと御6に懸か^N^n 

ば叛ス參6給ぺ,^.。儀式などあべv'限ic又過ぎて珍しさr&iwi'c^なSせ給へ$9げにわざと 
御心とぐめ給aける事と見給ふも辱きものからやう變ヶて盘Sる〇亥の時にぞ內{£入れ奉 

#給ふ。例の御設けをばSるものにて、內のあましいと(Cなぐ^<>らはせ給ひて御肴參らせ 
給ふ。御となぶら例のか、る所:1ゲは少し光見せてをかしき程にもてなし聞え給へ6。いみ 

:uうゆか.Uう思s聞え給べど今夜はsとゆぐ6かなるベければ、引き結び給ふ程え忍び洽 
はぬ氣色な点。あるじの•あとゞ「今夜は古へざまの乙とはかけ侍らねば、何のあやめも分か 

せ給ふまじくなむ。心知らぬ人目を飾$て猶世の常の作法に」と聞え給ふ。rげに更に聞えS 
せ遺^べき方侍らずなむH御かはらけ參る程(C「限か畏まAをば、世にためし無き事と谢*£ 

••，し—-VlV11" :フ Vi^VTTへ11 \J ’七'ぐ，F；7,•’ 
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させながら、今まで斯ぐ忍び籠め5せ給ひけ3恨もいかぐ添へ侍らざら1;」と聞乞給ふ。 
'.:「恨めしや沖つ玉藻をかづくまで磯隱れける糖の心よ」とて猶包みあへず患ほたれ給ふ。 

姬君I1V:--ど耻か，しぎ御有樣どものさしづど；5つ、ましさ(ct聞ぇ給はねば、殿 
「寄5.邊なみが.Vる渚R打ち寄せて海士t尋ねぬmMとぞ見し。Sとわ-^なき御うちつけ、 

ご，とになむ」と聞£給へば、「Sと乙とわ6になむ」と聞tやる方^くて出で給；3ぬ。み子達 
次々、人❖.殘なく集a給/う。御けさう人も夥多まじう給へれば乙のあとC斯く入6おはし 

て程經る$:••いかある事にかと疑a給へ；^。かの殿の.君逡、中將、辨の君ばかりぞほの知6給 
へ-CNける。人知れず思aし事をからう？P德し57P思CAな6給ふ。辨は「能くぞうち出でVt/CNけ 

る」とさべめぎてrsま異なるおとぐの御好みどもなめ々。中.宮の御類ひ{C仕立て給はむとや 
费すら〇」などおのあの言ふ由を聞き給へど「猶暫しは御心遣ひし給；5て世に誹み次きさ咬 

に^てな3せ給へ0何事も心安き程の人Z.そ亂$がはしうともかく 7P侍るベかめれ。乙な^ 
をも^なたをも樣4の人の聞ぇ惱3む。fならむようはあぢきなきをなだらかにやうやう 

人自を各馴らすなむよき事に侍るべき」とH1し給へ唯御ネてなしになむ隨ひ侍るべき〇斯 
うまで御覽ぜられ有うがたき•御はぐVみに臌ろへ恃6ける7PSきの低の契あろかならじ」 

と申し鈴ふ。御贈物など更にも言はず、凡べて引出物祿どネ品々につけて例ある事限あれど 
又乙と加へ'二なベせさせ給へみ〇大宫の御惱にZLとつけ給aし名殘も^..れぼ乙とごとしき 

御遊などはなし。兵部卿宮「今はZ:とつけや乂給ふべき滯ケもなきを」とあ6立ち間え給へ 
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、ど「內ょ々御氣色ある事.をがへ§:;3奏し又々仰に隨；3てなむ異ざまの事はと名斯くも思ひ 
定Pべき」>.ぞ聞え3せ給ひげる、父あと、ばほのかなゲしさまを、いかで3や(C又見む、な 

まかたifなる事見え給はv斯うまでMとごとしiTPてなし覺Sじなど中々6名となう靜3し 
う思a聞え給ふ。今^か.の御夢も誠に错し合せける。女御ばかはさ^かなる事のSま聞 

堯給aけ6。世の人ぎ、に暫し乙の事出さじとせちにZ:め給へど，口さがなきものは比の、 
なうけう。じね乂に言a漏しつ >やうやう聞え出でく5*を乙のさがな者の^*聞きて、女御の 

御前に中將少將侍；$給ふに出で來て「殿は御ひすめ設け給へるなあなめで*や。いかな 
る人ふ.^かたit:もてなSるらむ。聞けばかれ兑劣6ばら^^N1-とあうなげにの給へば女御傍 

痛しと^しre物ネのたまはず。中將「泛かかしづかるべき故乙そ物し給ふらめ〇さても誰が 

言GAし事を斯くゆく 6なくうち出で給ふぞ。物言ひ啻ならぬ女房など名乙そ耳とVむじ,と 
■0た^ヘ^rfe.なかま、皆問きて恃か。^.いしのかみになるベかな^N。宮仕Rと急ぎ出で立ち 

侍办し事は、- 3や5の.御顧み^やとて己をなべての女房達だに仕う1つらぬ事までおみ1C 

ち仕ラ^--0れ。御前の0らく^はしますな〇」と恨みかくればハ皆ほ、笑みて「ないしのかみ 
あかばな(cがし等乙そ望t.l/と思ふを、非道に名覺しがけ、るかな」とのたまふに、踅立ち 

て「めV,*さ御中•(!:數^-らぬ人は交る^じかケける。中將の君ぞつらくあはする。Sか^ら 

に迎へ'給sて輕め嘲ゲ給ふ。；少冷の人は免た•てるまじき殿の內かな。あな畏乙あな畏乙-と 
患^へざまに：ゐ芝ど^て見お.tせ給ふ。.Rくげもなけれどいと腹惡しげにまじり引き 

• - V :. 



^げた众。中將は期く言ふに：つけてもげにし誤3たる事と思べば爻めやかにて物し給ふ。 
少將はg斯かる方にて名、：類；3なき御有樣をお：/)かにはょも赍Sじ。；御心を靜め給うてこ： 

をは堅き媵ほも沬雪((:なb給•ふべき御氣色なれば、今ょ.5思aかなa—ふ時もあ$なひ」と： 
ほ\焱みて-lrひ居給ぺ力。中將も「天の岩門さし籠1給ひなむや。目安く」と.1:-立ち給ひぬれ 

ば”ほ/)^ろと泣きて「この君達Sへ•皆すげ無*5-し給ふ(<:唯御前の御心の哀におはしませば-..:... 

§:ぶら^な力」とていとかやすくいをしぐ、下鹿わらはベ*どの仕3まつ-CN/2へ^ざふ役を 

も立ち走：^やすく惑aあ6きつ、志を盡して宮仕しあ$きてrないしのかみに己れを巾し 

なし給へ：iと责妁聞•ゆれば、あさ^しういかに思ひていふ事次らむとおぼすに物も言はn給 
はず。あと <乙の望を開き給ひていと雖やかにうち笑ひ給61て、女御の御方に參6給へる序 

はt,s.づら、乙の^ふみの君。てな*k」と召せを」とsとけざやかに問免て出で來穴办。 
「.い.と仕：：へy2る御'けはひ^ほ.や讨人にてげにいかKあayaらむ。ないしのかみの乙とはな 

yかおのれに疾ぐは物せざ-A心」とsと'tめや：かにてのたまへば、_s A 

御氣色給はち^欲じう侍うしか^-乙の女御殿などおのづから傳へ聞ぇSせ給aてむと賴み： 
ふくれてなむ侍aつるを"なるべき人ものし給ふやうに開き給ふれば夢にとみし^る心地： 

じ侍3てなa胸に手を置きたるやう1C侍る」と申:L給ふ舌ぶういと物爽かなみ〇笑み給a、 
ぬべ；きを念じでCS■とあやしう逛束な3御癖な；や。Sも恐しの給は^しかばまづ人のさき一 

に奏してまし。おほきおとゞの御娘やんごとなくとも、Z:、Rせちに申Sむ事は聞し召さぬ ： 
•- - • • • : •• • . I • • • I • 
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源氏物gou膝祷， 吞三 

やうあらVoらまし。今tcても申文を取.〇綴りて、び < しう#^.出だ3れよ。長歌などの6文 
へあらむを御覽ぜむには捨てさせ給はじ。上はをの內に情捨てずあはしtせば」などいと善 

5すかし給ふ。人のおやげなくかたはな办やT大和歌はあやしくも績け侍办なむ。むねむね 
しき方の^は*殿よ6申させ給はV、つ^ご^のやう(Cて御德を7P蒙6侍らむ」とて、手を 

おし摺ヶて間ぇ居給へな。御几帳の後などにて聞く女房死ぬべく^ゆ。物笑aに湛へぬはす 
ベヶ出で、なむ慰めける。女御も御あもて赤みてわ^なう見苦しと盌し72$。殿も「物むづ 

かしき折はあふみの君見る2.を萬紛るれ」とて唯笑ar-§につく 6給へど世の人は「阯ぢが 
•てらはしたなめ給•ふ」などSまざま言ひけう。 

...:、 .二.' 二•.マ.• • .：、.;.. . , 
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內のかみ、の御宮仕の事を、誰冬誰もを、.のかし給ふ名いかならむ"親と思；SBHゆる人の御心 
光にヶぢとくまじき世な4好れば、况してr&や.うの交らaR-oけて心よ6外icびんなき事 

jあ^ば、中宮も女御も方々につけて.心'あき給は'はしたながらむに、わが身は斯ぐはか 

4々汶爻にていづ方にも深ぐ思3留めちれ窣る程本なく、淺き覺ぇにて赞ならず思ひ言；5、 
ザかて人笑べ衣-5'r&1wR見聞きなき：むとうけび給ふ入々も多く、とかくにつけて安からの 

事.のみあう^ベ含を、物赀し知ろ^じき程にしあらねば^まざtに思ほし亂11、人知れず物 

%膝^^^® 
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攻げかし。さ^とて，か：Vる有樣劣惡しき事はなけれど、乙のおとi/の御心ばへ.のむづかし乂 
•心つきな^も、Sかなる序icがはも1:離れて人の推し盘るべかめるすぢを心淸◊もあ6杲 

:〇べき。：誠の父ちと\:-もこの殿の覺slf所を憚ヶ铪ひて、うけばヶて取ぅ放ちけざやぎ^ふ 
べき事に兑あらねば、猶と、て％かくても見苦しうかけがけしき有樣Rて心を惱爻し人に冬 

•て騷がるべき身なめなと、中々この親尋ねliB.t-.-給；Sて後は殊に揮-cn給ふ氣色もなきあとV 

の君の御もてなしを取ヶ加へつ'人知れず^む歎かしか^Sける。思ふ事をまほならずとも 
片はしにてもうちかすめつべき女親もAはせず，Sづ方もSづ方も/Sと耻しげにSと麗は 

しき御さま.^もには何事をかは、さなひ斯くなむとも聞ぇ分き給はむ。世の人に似ぬ身の有 
橙を今ちながめCVV夕菡の空の哀げなる氣色をばし近くて見出し給へるさまSとを於し0 

薄きicび色の御ど懷かしき程((:や〇れて例に變$*る色合にしも形はいと華やかにもては 
やされてお-liするを、御前なる人々は打ち笑みて.見奉る1C、宰相の中^!^じ色の今少しこ 

まやかな石直衣姿Rて纓桊き鈴へるしも、又いとなまめかしく淸らicてあはし^$。始ょ6 

物貪めやかに心寄せ問え給へば名て離れてうとうとしきさまにはもてなし給はざ6し皙；S 

iT今あらざヴけゲとててよ省く變らむもう^てあれば猶みすに几帳添へたる御對而は人 
づてならであ6け6。殿の御せうを乙にて內よ6仰言ある3まやがてこ(7)'-君の承6給へる 

ならけ彡。御返ケおほど加なる物からいと目やすく聞免なし給ふけはaのらうらうし/、懷 

かしきicつけて^かの野分のあしたの御朝顏は、心にか、$て戀しきをう^てあるすぢic 

»/:•么.,-•:• ン^^^^^ 

is丘物SSK骑 
/ , •% •;-•.•, 

... --• :... : • 

r.-Kl^ilFr.き 

SH 



•V * 

一r 

c*. • 

Hv'.. 

r.:- 
.v.v:-.•. 

c • 

.ぐ. 

e 

K 

^.**•1 
w..: 

1 f^ 
心^:•>; 

is氏物語藤狗 
ss 

• # -si - ■ .- I --- 
• J 、 - . :J - : I 

.思；3Lを、卽き明沭めて後(tは猶ネあちぬ心地添wて.ハこ0.宮tfrk大方にしも覺し放たじ 
かし;%さばがゲ見處ある御あはaどもにてをかしきさまなる事の煩はしきは^必ず出で筘 

なITかしA思ふに、tならず胸ふ^がる心地すれ^.、つれなくす:ci*か(Cて「人に間かすま 
じ為ることを聞ぇS•せむRいか乂侍るべき」と氣色立てば-近く侍ふ人も少し退きつ、御 

㉚.^のう^/>な^Jに^ばみあへ>CN-'oをらせうを2:をつきづきしう取合續けて乙まやかに射 

t給ふ-〇上の御氣色の管なら«す^をさる御心し給へ^どやぅのすな々。ぃらべ拾よ1;系 

^な^うち歎き給へる程忍びや方{C美-<:し，い一と懷かしきに、猶ぇ忍ぶまじく「御服7^乙の 
月{Cは脫がせ給ふべぎを日序でなむ梵しがらざ.CNける::?•十三aic河原へ出で5せ命ふべき 

由の給はせつ。な(cがしも御供に侍ふべくなt>思；3給ふる」と聞±給へば「たぐひ給はむも 
乙とごとしさやうicや侍らむ。忍びやかにて乙をよぐ侍らめ」との給ふ.0乙の御ぶくな^の. 

委しき3まを人R普ね々知>bせじとおもむけ給へる氣色いとらうあ^:中將「洩らSじとa 

ませ給ふら.lr乙を心憂けれ。忍び雛く思；3給へちる、形見なれば、脫ぎ捨て寺らむ事をいと 

物憂べ侍:5ものを、9て兑あやし5もて離れぬ事の又心得雛きにごを侍れ£の御あらはし 

:^乃戈の色な乂ばぇ^!在給へ分く玄むか$けれ¥の給へ珲何亊も思；3分か；1心には 
况:L>-rcと冬かく兑思う給べたどられ侍らねどr斯かる色；そ怪しく物哀なる業に寺力け 

れJ:とて例-よ^省主め多たる御氣色Sとら-うたげkをかし。か-Vる序でにとや思a寄ぅけ 
lp;vち(Cの,^の：い/とおもじ/>きをネ給へ'Aけるをみすの 
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ずべ^故は有ケけ-rJとて，とみ{c名ゆるsv、立^琴へれば3 ■つ^へR 
給ふ御釉を引き動かし^ヶ。.つ..-.---'ゾ^ 

V?：同じ野の露にやつる、藤袴哀れはかけよかご^aか$も。みちのはV.衣*5と，かや」。い 

と心づぎ無んう^1:な6ぬれど(見知らぬ-3-ま^^^.ら引き入$て.ノへ：>: 

::「尋ぬるに遙けき野邊の露ならば薄紫やかご^^らまし。かや5に聞ゆるよ^深き故は 

sか^」どの給べば、少しうち笑aて「淺き'^谦き％覺b分く方は恃6なむと思ひ鈴ふる。ま 

めやかにはsと辱きすぢを思a知うな56>ち:^ぇ靜め侍らぬ心の中をいかV患^しめさるベ 

き0中^资し踩、まむが倚しSにいみじぐ，Z;めf#.るを、今は^同じと思a 
將の氣色ば御览じ知$きや;〇人の上(£など思a侍yけむ。身•にて;tをいとを乙がましくかつ 

は思ひ給へ知られけれ。中令かの君は思び5.まして終に御あ^ft離るまじき賴みR思a慰 
め^各氣色な^見侍る^いと羡ましく妬きに、哀とぎに覺L置けよ」など乙まやかに聞ぇ知 

らせ給ふ事多かれど，.傍ら痛ければ翦かぬな6。.かんの君やうや5引き入うつ、むつかしと 

赍し^れぼ「心憂S御氣色かな。過ちすまじき心の程はおのづから御覽じ知らる、やうも侍 

らむものを」とてか、る序でに今少しも漏stほしけれど「あやしく惱兮しく次む」とて入 

ず果.て铪びぬればぃと痛くぅち歎きて立ぢ給ひぬ。中今にも.ぅぢ出で、けるかなと口惜し 

きにクけても:•■>がの今少し身に糸みて斑えじ御けはひをかばか力の^^しにても"仄かに御 

盤をだに、Sがならむ序でにが開かむと安か李思ひつVあ 
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御返—ど聞蟲ふ。「乙の宮仕塵If思a給へれ。{_どのれんじ給へる人こて" 

と心深き哀を盡し言a惱まし給uic、心やしみ給ふらむ士思ふRなむ心苦しき。3れど大原 
野の行幸k上を見奉$給ひてはいとめで^くおはしけ$と思5給へ若き、丈Kかこも 

見奉$てぇしも宮仕のすぢ、もて離れ；jと思びてなむこの事名斯くもの^し」などの給へば 

【3て名人5Wは孰方に〇けてかは類3て物し給ふらひ。中宮斯く»びなきすぢにて怎ょし. 
まし、又弘徽殿やきとなくf殊に—のし給へば.いみじき御§あilち雙び雜 

ふ^與く乙を^らめ。宮はsとねんごろにfcぼし*^るを心ざと^るすぢの御宮仕こもあ 

らぬもの力ら弓きたがべたらむさま(C御心置き給はむ&3る御中らひRてはいといとほ 
しくなむ聞き給ふる」とおとなおとなしく申し給ふ*o「難しや。我•が心 一•つなる人のう、(Cも 

あらぬを、大將さへ我れを乙そ恨むなれ0凡べてかゞる事の心苦しSを見過rsで、あや^iき 
人の恨み負ふ、却ぅてはかるがるしき龙な办け办。かの母君の哀に言Sきし事の忘れざ6 

1かは心細き山里^な{/と聞きしを、がのおと>はた聞き入れ給ふべくもあらずと愁へし 
にい^ほしXて斯く渡し始めたるな$。乙、に斯く物めかす^てかのあとCも人めかV給 

ふなめも」^つきづきしくの給aなす。「人がちは宮の御人Rていと善かるべし。今めかし5 ( 
と衣tめ含^るさましてさすがに賢く過ちすまじくな^して、あはWは目安から.^OSて31 

\呂仕R省.Sとょく足ら；Sy2らむかし。かたちょくらうA,うしき物の^ほやけごとなどにもb 

ぼめかし，か、bず、はかばかしく v上の常に願一一せ給ふ御心欠は違ふま七き」などq給ふ氣色 



の見爻欲しければ「年頃か<••てはみ間免給CAける御志を心がざまに2:そ人は申すなれ。 
かのおど < もさやうになむお劣Ifけて大將のあなたざまの便ヶに氣色ばみ，た办けるにもい 

らへ敞ひける」とriaえ給へば、うち笑al:---「かたがたいと似げなき事かな。猶宫仕をも何事を 
も御心許して斯くなむと思sn-ひ3まice從ふべき。女ば三に從ふものに乙そあなれど、序 

でを^がべてAのが心に任せむ乙とli-有るまじき事なとの給ふ。「內々にやんごとなき 
此れ彼れ年頃經て名のし給へば-.,>免其のすぢの人數Itは物し給はで、すてがてらに斯く讓6 

づけおほざうの宫仕のすぢにらう/>うせむと覺し置き〇る、いとかし乙くかどある事な^' 
とな〇喜び中されけると、/2しかに人の語ヶ律し侍yしな办」といどうるはしきさまic語办 

申し給へば"げにSは思a铪ふらむかじとおぼすに、，Sとほしくて「いとまがまがしきすぢ 
にも思aより給aけるかな。s/2-^深き御心ならaならむかし。今おのづからいづかたicつ 

けてもあらはなら6乙とあ$なむ。思aぐまなしや」と笑a給ふ。御氣色はけざやかなれど 
猶疑ひは多かる、おとても、36や、かく人の推し#,るあんにおつるiもあらましかばいと口 

をしくねt;けたらまし、か0-おと < に‘sかでかく心淸きさまを主らせ奉らむとおぼすにど。 

げに宫仕のすぢにてけざやかなるまじくまぎれ.たるおぼえを、かし乙•<も思CAより給aけ 
るかなとむくつげく5:ほさる。かくて御ぶくなど脫ぎ給aて、月立たば猶參り給はIf乙とい 

みあるべし、十月ばか6にとおぼしのたまふ$:.、內•にも心もとなく聞しめし聞え給ふ人令は、 
誰も誰もWと口措しくてこの御まゐ3のSきにと、心よせのよすがにせめ俺び給へ^Jr吉野 
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の瀧をせかIrよ4も雛き乙となればsどわ6なし」と谷いらふ。中將もなかながなる事をう 

ち出で、Sかにあほすらむと苦しき^、にかけ.CVあ6きて、いとねんご/)に大方の御後見 

を超aあつかaたるさまにてつゐまようしあ々さ給ふ。たはやすくがるらかにうち出でV 

は!][Iえう給はず、めやすくもて患づめ給べう。誠の御はらからの君達はえよう己ず宮づ 

がへの程の御後見をとおの^の心もとな.くど思aける。頭中將心を盡しわ•びし乙とはかき 

为えに*る^、うちつけなる御心がなと人令はをかしがる^、殿の御つが61にて為はしたち 
猶もてsでず忍びやかに御せ7ぞ乙なども聞えかはし給61げれば、月0.あがき夜眭のかげ 

に^れてものし鈴へ〇。見聞き入るベぐもあ^••ざ6しを各殘なく南の/>すの前にす^奉る。 

みづから阳ぇ給I1IT事li-しも猶っ、ましければ宰相の君していらへ聞え給ふ。「なにがしを 

選びて奉ヶ給へるは人づてならぬ御せうそこに己そ侍らめtかく物遠くてはいかC诏え3 

すへからむ。みづから乙を數にも•侍らねど絕えぬたとaも恃るなるをvいかにどやピだい 
(7>乙となれど犮のもしくぞ思ひ給へけ5;」とて、.ものしと思ひ給へう。「げに年頃.0'つも办も 

取な添へ1問えまほじげれど、日頃あやしく惱まし5:侍れば起き上かなどもえ^侍らでな 

む力くまて咎-'^給ふも^••かtかうと5:とし^-:心地な1;しf#*うける.一といと^めだちて聞え 

;:ui41〈う。「なやましく.Xほざみらむ御瓜帳のもとをば許させ給ふ^^^ 

に間爻さす5も心地なかゲけヶ」とて^とぐの御ぜうを^ど%-;忍びや.が^ 

ど人(Cは劣う給はず.いどめやすし。「參ゲ給ばひ称0-おない委しき$:まもえ開がぬを->.デち 



XJ 力 がちにの*^はむなひ-;1からむ。何事：も'人めic憚^てえ參 > こず聞えぬ事をなむなかな 

いぶせべあぼし^る」など語ヶ聞え給ふ〇Sでに、17 Sでや、を乙が爻しきNJと7Pえぞ聞え3 

せぬや。Sづかた(Cつ.けて•も哀をば御寶じ過ぐすべぐやはあ-CNけると、：いよいよゲらめし3 
もをa侍るかな。.まづは今夜などの御毛てなしよ。北あも1:だ〇か/2(c召し入れて君達乙 

をめざましぺもあぼLめさめ"下仕などやうの人々とだにうち語らはCや。又か、る令うよ 

あぢじかじ。Sまざまに珍しき世な々かし」とうち傾きつV恨み績けたるもをかしけnば、 

かぐなむとき-2.ゆ。「げR人ぎ、をうちつけなるやうicやと單办侍5-ほどに、年頃のうもi 

い/23を！あきらめ侍らねはいと‘なかなかなる事多くなむ」：と唯すくよかに聞えなし給ふ 

: - - V 

,:;rv>もせ山深き道をば尋ねずてをだえの橋にふみまi:; 

らず。.':v:;♦ • 

、：rtどCAけ：る道をば^らで妹背山たどたどしくぞ誰もふみ見し。sづかたの故となひえ 
おぼしわかざめ6し。何事もわヶなきまで大方の世を憚らせ給ふ.めれば‘聞えさせ給はね 

itなむ。-^のづからかぐのみも侍らじ」と聞ゆるも5る乙となれば「よし’長居し侍らひも 

すSまじき程な^N。やうやうらうつ%;なて乙/そはかくごんを^:-」どて立ち給ふ..°月隈なくさ 
，しあが•ヶて空の氣色も絶なvoicvsとあてやか1C淸げなるかたちして御直衣0-すが/2好ま 

，じ*5,-華やがにてS.とをかし。「宰相の中將のけはaあ-CNSまにはえならび給はねど、：乙nも 

1 
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をかしかめるは、•$かでかぐる御^;からaな，cnけむ」と若き人令は例のさ-5';まじき2:とをも 
と女たてV•めであべ-CN。大將は>の中將は同じ右のずけなれば常によびと力つ、ねんごろ 

{C力^らひいあとゞicも申Sせ給a*け-CV。人がら7Pいとよく•あほやけ，の御後見どなるベかめ 

る^^か^なる^、.などかはあらむとあぼじながら、かのおとfのかく患給へる•乙とをいか 

vii-聞ぇかへすべか>b.l;1r&るやチある乙とに乙そと、；心得給へるすぢSへ‘1):れ立まかせ诏 

ぇ給へ3。この大將は春宮の女御の'御はらからに?:'おはしける。おとCたちを置き奉办てS 

しづぎの御^ほ气いとやんごとなき君な^年卅二三の程にものし給ふ。北の方は紫e>Jl 

の御姉?:'かi>。式部卿の宮の御おほいきみ1。年のほど三つ四〇か乙のかみば、乙となるか 

犮はU各あらぬを、人柄やいがぐ^はしましけひ、あうなとつけて心にも入れずいかで背き 
な1;と思へioそのすぢに，よ.ヶ、六條のおとゞは大將の御事は”似げなくいどほしからむと 

尨ぼじたるなめ4。色めがし.ぐうち亂れたる所なきさまながら、いみじくぞ心をつくしあ6 

含鈴aけ•る。かの^とゞ' もて：はなれて•も^ぼしたらざな.^。女は宮仕をものうげ(Cあぼ 

Sたな令と、5ち5Vのけb-^.名-§.>0委^-きたよ、しあれば洩4聞きて、唯大殿の御おも〇 
けの乙士なるHIぞはあなれ、ま己^jの親の御心だに違はずばど3之の辨の御もとRもせめ 

給ふ<-°九;!に^^力^*'〇初霜むすぼ^れ飽な^あ-1.^^,例のと<^ど力なる御後見ど^0引 

きそばみつ'V•もて兮ゐる御文どもを、見給ふ事もなぐてMみ聞ゆるばかヶを聞き'命ふ。大將 

殿のisはrl猶賴み乙しも過^ゆ.X-空のけし^'乙^心づくしk、3 f;^ 



露 ;，v數なちばs:と.aもせ^し長：;!1C命をがぐ石程ぞはかなき。月y2:vば」とあるs•た 
能べ.聞^給ふ;J:め3。兵部卿の，宮ぼ「'ぬふか；sな^世は聞ぇむかたなきを、^• 

ぺ朝日.々す光を見ても玉笹Q.葉分め霜を^龙ず:.^>あらぶP。费しだに急らば 

一 W ベv<-^^义てい:^かル#^:5下^れの、^ 
^々。、:^部测-〇言め左兵衛瞥は皇め土め御はらからぞかし〇親しく參办など志給ふ君なれ 

ポ:>の：、つ、か;^s::<!:ょく：%のあ.？S も問;^;;rcいみ 

、ふ，r2:心^ 
•るにほaも3まざまなるを、人々も皆「おぼし'絕£'-^、へかめみ乙をさうざうしけれ」などい 

ふ〇宮の御かへ.<^ぞいがVおぼすらむ。たV:-:いS:ゞがにて、て•：ぺ.乂 
「心もて日かげにひかふあふひ^に朝^く霜をあのれやはホつ.」とほのかなるをいとめ 

づらしと見給ふ^.、みづからは哀を知6ぬべぎ御けしきにかけ給へ.れば、露ばか$なれどい 
とうれしか6け.CV。•かやうic何となけれど5まざまなる人々の御わび乙ともおほかう。女0 

御心ばへに、乙の君^」なむほんにすべきとあ上<たち定め聞克給ひけ.〇0 • 

• . . * . * * » - > • - • * 

^ ^ - V- - - ■- - :V • * ^ : . ... ^ - V -/• / V - • * . • V 

一「內に間し，め3む/siともかし乙し。暫し人.^あまね乂漏Sじ」と諫め聞え給へどSしtPえつ 

源氏物語：：E木柱， 11 
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:vみあへ給はず。程ふれどいs>かうちとけたる御氣色もなく、思はずicうき宿世なうけう 

とma入6給へる-3まの^ゆみなき5:いみじう〇らしと思へど、^ぼ/)げならぬ契の程K 
にうれしく思ひ見るま、に、めてたく思ふ5まなる御か/2ちあ6さ坌をょをのものに見は 

て、止みなましょと思ふだに胸つ、ぶれて、石山の佛ヒも辨の3>もとをもならベ.てい/2ゞか 
まほしく思へど、女君の深くものし七おぼし踝み{Cければ±交ちはで■うゐにけ¢0デ(Cそ 

乙ら心茜しげなるaf,どもをとみどうに見し如ど心淺き人.の左め苁ぞ券のげも顯れけむ0 
おど<も心ゆがず口惜しうおぼせ！VJ、い：ふかaなき乙とにて誰も誰もかく許しぞめ給へる 

乙となれば、引き返じ許さぬ氣色を見せびも人のためいとほし5-あいなしとおぼして、茂式 

いとに^.くもてかしづき給ふ。いつしかとわが殿に避し舉らひ>とを思ひ急ぎ給へど、かる 

がる-L-くふとう^\とけ渡う給はlrにかし乙にt.ぢと^，てょくしも思ふまじ春人のものし給 

A3:各がSとほし3にことつ^給认て「猶心めどかにぶだらかなる3まにてあとなく、'.l 

方に1^のを?办恨ぶ.か^べ/1もてなし給へ」とぞ聞ぇ給>0父おどゞはなかなかめゃす 
^■•■〇「殊に乙ま>なる後見な.^人0^まほのす如六る宮壮に出で立ち:1:苦し^にやあら 

む-^ぞ後め为か/>。志はあ6ぶが^女御か/て物1給ふをおきて、いか.べ^てな5爻し」 

.#ど忍びての給ひけ-^。ザ代みかどAH.ゆと.省入に.あぼおとPはかなき程に見ぇ奉り給 

a.て、もの%•'のしく名もてなし給U-ずばあは0;けきや5にもあべ.か力げ.ヶ。三日の夜の^せ 



うを^ども即免.かは七給ひける氣色を傳べ聞き給3てな1;"乙のおと<の君の御心を哀4 
辱んあダが^しと.は思CA問え給aけ：る。かう忍び給ふ御なから；3のiなれど、おのづから人 

のをかしき/〇.とR語6傅へつ.'iつぎ：つぎ{CBBきm^o、あかが^き世が^-CSRぞS、めき 

ける。うちに名聞しめ.して-H-「口惜しぅ宿世殊な6け-〇人なれど"Sおぼし、ほSもある 
を宮仕などかけかけしきすぢならば:z:^思.a絕え給はめ」などのたまはせけり。霜月になぅ 

ぬ。神めざな-^:患げく •內待所にも事多か^頃にて女官ど7P內侍ども參$つ、今めかしぅ人 
騷.がし♦きに、大將殿迸もいとかぐKVへたる3まにもてなして籠$坐するをSと心づきなく 

か/Lの君は為ぼし付宫などは.まsv:.sみじ5 口惜しと5:ほす。丘ハ術の督は妹の北の方の 
御事をさへ人わらへに思ひ_きて上办かさね物办もほしけれど、をこがましぅ恨みょ<-ノて 

7f今IIか；sなしと思aかべす。.大將は名に立てる^め人の、年頃s 3、か亂れたるふるまひ 
なくて過ぐし給へる名殘なく、•心ゆきてあらざ-CVしさまに好ましうWあがつきのぅち忍び 

給へる出入：も艶に患なU給へるをtか^と人々見奉る。女はわら、か(Lにぎは、しく名て 
なし給ふ本性ももてがぐして‘sとい^ぅ思S1;すぼ、れ、心もてあらぬSまは袤るきこと 

なれぞ、ぉと<-'0ぁ.ぼすちむ事宫の御心ざまの心深ぅなさけな5けしぅぉはせしなどを思 
a出で給ふに、1(11:じう口惜し.々のみおもほすに物心つきなき御氣色絕えず。殿もいとほし 

う、人々^思；5疑sけるすぢを.心淸くあらはし給ひて、我が心ながらうちつけにねぢけたる 
事は好まずかしと、昔よ:6-の事もおぼし出で、紫の上にも「おぼし疑aたうしよ」などきZ1 

泥氏物.語：》木柱： 暮一 
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!給ふ。今更に人.0心rせもこそとあぼしながら物の苦しうおぼされし時.さてもをと39ぼ 

しよIsし—なればf •ほしI参、大將の—せ1っかi—へぇ女fゃ 

し.うM^-t,Lげにのみ7^てない給ひてすくよかなる折名なく^をれ給へるを、.かく度6給へ 
れば少し起きあが$給ひて御儿帳(Cはた隱れておはす〇殿も用葸乙とに少しけ、しき3ま 

にもてない給aて大方の事どもなど聞ぇ給ふ？すくよかなる世の常0人にならひてitし 

セいふかたなき御けはaあ^さまを見袤6給ふにも、思の外なる身0-骰き所なくよづかし 
きにも淚ぞ乙ぼれける。やう々-^こまやかなる御物語にな6て近き御協息によヴかくうて 

斤ノ--Lのぞきつ、問免給ふ。い上:$:かしげkあもやせ給へるSまの見^ほしうらう2 (との 

添CA給べるRつけ--c毛、よをに見放〇もあま.6なる心のすさびぞかしと、•くちをし0 
一.お办たちてくみは見ねどもわたぅ川人のせとは^契らざ合し^0思の外な$や-とてみ 

うちかみ給^付はひなつかしう哀な存。女は顏かくして、 バI 

ベ;*nみ〇せP波らSさ^に‘いかで^ほ淚のみをの泡と消^なむ10「VD幼なの御き免所や。 

さてもかの瀬はよきみち無がなるを、御手の各きばがダはa合たすけ聞乏てむや」とほ、^ 
み給ひて一まめやかには/气ほし知るfもあ^Ifかし。世—iれ玄Jitしf又5しろ？ 

すさもこの世にたでWな^程を、さ6ともとなむ賴兑しき」と聞ぇ铪ふを、いと心合なうH 
I-^苦しど覺い、农れぼ，いどほしさふQ給ひ紛はムっ、、「內にの給はする事なむいとほしきを 

猶あかふ3まに參らせ奉らむ。、為のが名のiゲやうじはてA- 
•■- - • __ 、 

0:......,- 

1 



線 で げなめるょなめ^?思；sぞめ亂乞し心ぼ違ぶさまなめれど、•二條のおと--\:は心ゆき給ふなれ 

ば、心やず■<••.なむA&:ど•乙^かに聞免給ふ。哀に名はへ、つか，し 
まつはれておはす^0いどかぅ^ぼし^るs^の心苦しければ^ぼす^ま1C' 

あるべきやぅ御心づかa怒敎へ聞ぇ給ふ:0•か-1>Z;に渡ぅ給はひ:^とをとみに^ゆるし間ぇ 
給ふ^じき御氣色なヶ。內べ參6給味ひことを安如らぬ事に大將.おぼせど、をの0いでにや 

が1:まかでさせ窣ら1;の御心0^:給ひ^^唯あからさまの程を免し聞^給ぶ。かぐ忍びかく 

ろひ給ふ御ふるまひ^ならa絡はぬ心に苦しければ、•わが殿の內す力し^つらa.て、年頃は 
あらしぅづもれ、打ち捨て給へへ务クる御^つらa萬の儀式を改め急ぎ給ふ。北の方のおぼし 

嘆くらむ御心劣^々給はずT悲し；ぅ患給ふ君達を^目にも'*Hめ給はず、なょびかicなさけな 

さけしき心打ち^:じり*る人乙务とざまかうMrまにづけて.，も人の.y2めはぢがましから1;亊 

をば推し景1思ふ所もあ^けれ。&犮お劣むきに進み給べる御心にて：人の御心動さぬべき 
事多がみ。女君人1¢劣6給ふべき事なしV人の御ほどネ、3石やんごとなき父みZの.Sみじ 

うかしづき奉1給へるおぼt世に輕が必ず：:>御か^ちなどもいと上ろおはしける5:怪しぅ、 

篆今ねき御^のべけに煩a給6rcr■乙.の年*人にも似給はずうつし心なき折今多く物し給 
ひて御中ネあくがれで程經にけれ^、や/iごと-^-きも0とは又並i:人なく思び_え給へる 

を、珍^ぅ御心移るか为の攻のめにだ比ぁ^ずハ人にすぐれ給へ：る御有檨ょ^^かの疑ひぁ 
きて、、皆人のSしはか-=>じ乙と§:へ：心淸;<'てすガぃ給；5.け名な^を1ぁ1か^ぅ哀と思ひ爻 

源氏物25&木柱 雲 
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式部卿—聞しめし1—か今めかしき人をわたしても 
バ^^ 力I人わfla物し給はむ—ぎ、fしかるべし。方のがあら 

yJ»qブはsと人笑へ.11か，1物し給—む て _ん 

㈣マひて渡し.奉ちむと—じの給ふ。親の御ぁ？と“ひ卜 

sばr1!ぇf 1、§亂れ給古、ぃと^*御心！ゃま4ぅ Mi如ふ。本性：いとし‘づかに心f、Jf給へる人 6 力 

じ‘I。I 意怪し if 2 
: 0うもれいブく名てなし給へるを，玉を磨ける目うつし•に6もとまらねど、U1JIの^ 

10ねば心にばいとf思af給ふ。「昨日今日のいと—はか^^人W 1力；3たf •ょ/し—はfれば昔思ひのどむItてこ 

装と_わ^を、だ——、 

ひ—‘Ifしき。誠に—しIfやあらむiしかうじ^^べ^こ 
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やあちむ」と打ち笑Wての給へるいどねだげに心やまし。御めしぅどだちて仕ぅまつりな作 
たるもくの君、中將の >もとなどがふ人々だに.程^つけつ->安からずつらしと思ひ聞ぇ^ 

るを、北'0方はう〇し心もの’し給ふ程にて：いと懷しぅ打ち泣きて居給へ$。「みづからをぼ 

け^6aが；3がしどの給；3はぢしむるは乙とわ6なるZ.'とになひ。宫の御事をSへと6ま 

ぜのたまふど、漏か聞き給ぼむはsとほしぅ、憂き身のゆか6かるがるしきやうなる耳なれ 

にて侍れば今始めていかにも物を思ひ侍らず」と1:ぅち背き給へ•るらう^げな$。いと3> 

やかなる人の常の御なやみに瘠せ衰ベ、CAわづにて髮いとけうらにて長か$けるが、分けと 
6たるやうにおちほを办てけづるぶもをさを5患給はず、淚Rま/>かれ^るはいと哀な办0 

こまかに匂へる所はなくて父宮に、似奉cvてなまめいたるかたちし給へるを、もてやつし給 

へれば;^sづ乙の華やかなる^はa.かあらひ。「{呂の御事をか/>くはいかV聞ゆる。おを/>し 

ぅ人き、かたはになのたまaなしを」と乙しらへて「かの通ひ侍る所のsとまばゆき玉の祭 
Hうaう；sし5きすくなるrot-Rて出て入る程も、か^か/2に人めだつらむとかたはらい 

たければ心やすくぅつ/>はしてむと思a侍るな^N。あほきあとvのさるIH;に^rひなき卸 
おぼえをば更にも聞えず、心はづかし5いた$深うおはすめる御あ*今{cicくげなる事漏 

6聞えばsとなITsとほ-Lうかだじけなかるべき。衣だらかにて御中よくて名のし給へ〇宮 
に渡り給へ$と7P:忘るくことは侍らじ。とてもかうても今さらi:志の隔たるとはある^じ 

けれど、世のきtえ人笑べ(Cへま/>がためにネかるがるしうなむ侍るべきを年頃の契穴がへ 

澉氏物訝选木柱 S 
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源氏物語_眞木往 

ずかたみicうしろ見むと^ぼせ」ど2.-しらへ聞t-給.へば「人の御〇らさはともかくも知6I1H 

£ず、世の人^^;似ぬ身のうきをなむ宮にもあぼじ歎きて今3らに人笑へなる{と御心を 
亂う鈴ふなれば"いとぼしういかでか見え奉らむとな1;思ふ？大殿の北の方と間ゆるもこと 

人にやは物じ給ふ。かれは患らぬさまにてお：；3出で給へる人の、末の世(Cかく人の親だちも 
てなS給ふつら5をなむ尨もほしのたまふなれど、z:\icはどもかくも思*{iずや。もてなS 

給はむさ贪を見るばか^」とのたまへ-ば、•いどI1-うの給ふを、例の师心たがaにや苦しさ/〇 
とも出で乙む。「大殿の北の方の乏ゲ給ふ事に兑侍らず。.いつきむすめのやう1Cて物し鈴べ 

ばがく思s'あと3れたる人の上までは主ら給ひなひや。Aの御あやげなく乙を物し給ふべ 
かめれ。かVる事の聞えあらば：いと苦しかべき，：など、：日，r日入6居て語らひ申し給ふ。雜れ 

ぬれば心も空に5¥y2ちて.、：いかで出でなむとおぼず(C雪かきたれてふる。か\る空に降う 
出でむも人目：いどほじう、Z1の御氣色名(Cくげ(Cふすベ恨みなどし給はて、なかなか乙とつ 

けで我^.むかa火つくんてあ各べぎを、:.'sとおsらかicoれな5もてなし給べるさまのs 
4心苦1;ければ、Sが(Cせ：む苳思CA亂れつ,\ 

給へi。北の方氣色釔見で「あやに^なめる雪をいがて分け給はむとすらむ。夜も更けぬめ 
6や」とを入のがし給ふ.Mrは限^•と^^むど省ど思6ia6-C'らし鈴^ 

义るにはいかてが」との給ふものから猶r'^:のご六ばかL心の程を皂らで、とかぐ人のs s 
'なし？為と ち专6i•た•女右(t聞ぎおぼ-Sむ事を憚‘ヴVなむ".とだえあらひばいと 



hHH . 

f... 1p. 
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思ひ羞づめて猶見は.1;給ぺ。乙、：になど渡しては心安く侍女次む。かく世の常なる御氣色見 

乞給ふ.時は、ほかざまにわぐる心も兮せでなむ哀に思s間ゆ^」など語らs給へば「立ぢ 
どまy給びて名御心のほかならむはなか^か苦しうミそあるべけれ。よをicても思；5だic 

おZLせ給はV袖の永^解けなむかしJな.どなごやかにいCA居給べヶ。御火とヶめしてSよい 
よたき泛めざせ奉6給ふ。.みづがらは^'£^る御ぞど本に、うちとけたる御姿いと<細うか 

よわげなう。患め々1:おばずるいと心r,るし。御目のいたう泣きMれたるぞ少しものしけれ 

ど、.い•と哀と見るときは、罪なうおぼして、Sかで過Cしつる年月?5-ど名殘なう移ろふ6の 
輕き？:やとはおもふfeも：ふ猶心げさ5,ばすVみてをちなげ$を5ちしつ、猶5う束し給ひ 

で1ぢSさぎ火と-^取ゲ•よせて軸ic引^入れV急めゐ給へガ。なつ，かしき程になぇたる御S 

'束icか/2ちもが.のならびなき御光にこを^S•るれど、S••とあざやかにを^：しぎさまして 
たV人と見ぇず心恥しげな水.:?5ぶふひ(C人々.聲bv「雪す乙,LS金あ々。夜は更けぬらむ 

がしL-:'-などさすがに嗦ほic1はお、ら<そ-v:のがじ聞1で、，こ^づぐうあへ4。中將もくなど「あ 

.、はれの世や」などうt>:歎きつ、語ら64て臥u/aるにィさ:5:じみは.いみじう思S.患づめてらう 
^げに寄ぅ臥し給べかど見る程杞ッ俄^起きぁが-^てぉ炫きなる乙の不なかっる火取を取 

$寄せて殿の後にキケてざと^かげ給ふほど、」人の：やV見あふ各 
きれてものじ給ふ。さ各：Mまかな各灰の自鼻にも入-cvtお•ぼVれて物も覺えず「拂ひすて給 

へ〕と立ちみちたれば、御eどもぬぎ給Wつ。うつし心にて、がぐじ铪ふ 

:. V, -. ...• SS 1-,:..,^ • M- 
•.*• • * • • _ ■ 攀•••#,•• • • •••••._%•#: •• / • •秦， 
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蒙議^鬏 ^8^^:、ぐ•一に 
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みすべぐもあらず。あ$ましけれど例の御もの、けの人に練ませむどするわざとおまへな 
る人々もsとほしう見奉る。立ち騷ぎて御Fども奉々かぺなどすれどを乙らの灰の御びん 

のわ.たなにも立ちのぼ6萬の所it滿ちたる心地すれば、淸らを盡し給ふ^^4{CS'7J:がら 
ま-5:'で給ふへきに-^あらず。心たがaとはいひながら猶珍しう見^らぬ人の御有樣な$や 

とつまはじきせられ踩ましうな6て哀と思；5つる心も殘らねど、Z:の頃あちだて、iハグ 

じき事出て來なむとAぼし患づめて..>夜中Rな-CNぬれ^そうなど召して加持tゐ 
上ばひの、し6給ぶ聲など思；3うとみ給はむR-Z:とわうなう〇夜一夜うたnひかれ立き惑 

ひ明し給ひて少しうち体み給へる程に、•かし乙へ御丈奉れ給ふ*o.「よべにはか(C消免いる人 
の侍6しicよ<TN、i雪のけしきもふ.CN出でが^ぐやすら*a侍りしに、身さへaえてなむ。卸6 

をばSるものにて、人いか(Cと^;なし侍CSけむ」ときすくに書き給へ.う。 

.T心さへそらkみだれし雪もよにaと4さえつるかたしきの釉C堪へがたく乙を」と乏ろ 

きうすえふ(Cづしやかic書い給；へれど殊にをかしき所吒なし。手はいと淸げな1ざiかし 

こぐなどe物し給aける。か/Lの君よがれ'を何と兔おぼされぬに、かく心時めき泛給へるを 

見も入れ給はねば御かへ.cnなし。をと乙胸つi:れてaaくらし給ふ。北り方よfいと：^しデ 

にし給へ，：ば御ず法など始め——ふ.。心のうち—「乙の頃ばかんたに乙；^ くうMし5 

にあらせ給へ」と念じ給ふ。ま乙との心ばへの哀なる見患ちずは、かうまで思a過rすべ 
うもな41けうとさかな4思；5ゐ給へ：夂恶るれば例の急ぎ出で給ひて御55柬の事なども 

f 

-*r% 



1:' 

葛. 

一 
-，/.'.へ： 

K: 

テV:, 

办やす/患なし給はず、世1C怪しううちあはぬまicのみむつか6給ふを、鮮かなる御直 

衣なども£•と^,•あへ給はでs:と見ぐるし。よべのは燒けとほ$て疎ましげに焦れ^る匂a 

などもことや5な3。御?:ど劣に移4香もしみた$。ふすべられける程あらはに、人もうん 

•1;給；5ぬべ.ければぬぎかへて"御湯殿などSと5つく/>ひ給ふ。木エの君御穴きもの裹つ、 

TV;「ひと$居て.Z.がる、胸の苦し^に：思aあまれるほのほとぞ見し0名殘なさ御もてなし 

は、見奉る人•たにたでにやはjと口ちほaて居たる"まみいといたし。されどいかなる心にて 
かやうの人ic物をいaけむなどのみぞ覺免給aける？なさげな♦き乙とよ。 ： 

ウ「うきてとを思ひ5わげば5まざまに<、ゆる煙ぞいどヒ立ちぞふ。いと乙との外なる事 
どもの、もし冏えあらばちうげんにな6ぬべき身なめヶ」とうち歎きて出で給ひぬ。一夜ば 

が4の隔てだに又珍しうをかしSまさ令て覺£•給ふ有樣RいとV心を心ぐべく珞あらず覺 
えセ.、心今ければ久しうnil力居給へ^N。修法など患騷げど御もの\けこち/2くお乙令ての、 

じふを間き給へば、あるまじききずもつきはぢがまLき事必ずあぅなむと恐しうてよ.〇つ 

き鈴はず。殿に渡6給ふ時も-乙と方に離れ思給；3て、君逄ばか6をぞ呼.びはなちて見舉6.給 
ふ。女aと所十二三ばがてまたつぎ〇ぎ男二人なひ^はじける。近き年頃となうては御 

中名へだA.飞かちに.て習はし給へれどや/tごどなう.立ちなら•ふ方なくてならs絡へれば" 
今は限6と見給ふに侍ふ入々'4ぃみじぅ悲しと思ふ。父宮聞き給びて「今ぼ忘かかけはなれ 

«5^!?ぺ' rr .H轉策周 
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てもて出で給ふAE、きて心強く劣のし給ふs 士 |な$人笑へなることな^^e).がち 

も%ctの限$は另ぶるd'などか隨づほれ給はどと聞え給sて俄に御むかへあ 
々i方掏心地少し例—多て世の中をあ—し—ぎ給ふに、tと間え給へれば 

患；3て立--?>とま4てハ人の絕之'はてひさまを見はて\.思ひとぢめむも今少し人笑へこ乙を 

^2^めなどおぼしたつ。御せぅとの君達、兵衛督は上達部におばすれば、ことごとしとて、 

將卜從1民部大輒など、御車三クばか力し1:-おはした6。さ乙^はあべかめれとかねて思ぇ 
f事なれど、Sしあた4今日を限と思.へ.ば侍ふ人—ほろほろと泣きあへ々；^^^ 

ちS給は農住みにせばくはしたなくてはいかでかあ蓋は至らはひ.、かたへはおのお 

ひffや亂れ散るべし〇;御調度ど—るべI重たぶ—などす—、こ 
ivb毒き騷ぎfは5どゆ、しく見ゆ。，君達は何心—くてあ—給ふを.母—呼の 

す焱給aTCrみづか右はか <心ぅき宿世今は見はてつればこのf:(t跡とむべきにもあら 

へ名。生吴とfiすがにtぼW給はむ有樣どもの悲しぅ— ，へ，；s•'力な'姬君はとなるともかうなるともおのれに添a給へ*;oなかなかをとこばえ3ら 

fま—通1え.奉ら技人の心—め給ふべくもあらず、はした^うて乙そ1よ—0 
宮のおはせむ•程かたのや，{Cまじらaをすとも：.かのあとAたぢの御，L>R:か、れる^Lて 

皆心？ベ；—た.各—すがに主られてズに—力立たむ—難，し。fとてJ4心や 
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Bksき入6つ >まじち1;てど後の1!1:爻でいみじぎ乙としと泣き給ふ^、皆深き心は思ひわ 
かねど、.う?>>ひ'ぞみ：て泣ぎあはさ5:;ず。「昔物释交ど?::見るに^ょ0-常の志ふ 

にうつろa人に患た•かへば：あみか心 

に名殘なき御心ぼか、々所^Vて^もてない，給ばじ」と御めのtど%:.§し集ひてのたtwa 

^-げぐ。0%:潘れ雪降ぅWベき空e)'氣色も心ぼぞう見ゆる夕^6TV>:た5^)-れ侍りなひ。比 
やと御迎の君達をV.のかしrxllt'て御目おしのごao^^-#^)^{i 

5-.主奉か給ふならaに見黎，b'ではいかでがあ^む。今など劣聞てま^あひ見ぬ.やうも乙 
^あれとおぼすにうづぶしふして1-波るまじと^ぼしたる，を、「かく^ぼし7^るな1;5と心 

うき：jなど乙年.bへBBぇ給ふ。只今も渡ヶ給はなむと#'*•ち聞ぇ給へど、•かくくれなむに"爻 
含'に動5給CAな〇や。常にょり居給ふa/iがしあ％.ての柱を人に讓る.心地し鈴ふも哀にて、 

姬君a;ぼ♦た色の紙のが3ね唯いさくかにがきて柱の；5われたるはざまに笄のききして.あし 

。•「今はど.てやどかれWともなれ來つる一まきの柱は我れ？:忘.るなU。之も書きやらでなき給 
ふ。#君S.でやとて、::< •• 

1,‘なれきとは思ひぃづと^何にょ，6立ちとまるべきまきの柱ど」。御前なる人<、もさまざ 
爻に悲し'<:、さ:1.兑思はぬ木草のもと3へ.戀しからひこと、目と5>*めて#す、ぅぁへ6。も 

ぐの君は殿の•御方の人にてとゞまる.に、中將のあもとr •てJ 
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、、：「あr&けれ•ど.む間の水はすみはて、：やどもる君やかけはなるべき。思ひかけざみし乙 
どな^。かべて別れ奉らひ事よ」と.いへば、4く、/ 、.••ど#':••レム. 

一ともかく名いは間の水のむすぼVれかげとむべくもお％ほぇぬ世を〇いでP一とてぅち 

なく:0御事'a*き出で、打ちかへりみるもま/2はいかでかは見むとはかなき心地すr•梢を$目 
と^めて隱る、までぞ顧み給aける。君がすむゆ^にはあらで乙、ら年經給へる御すみか 

のいかでか忍び所なくはあらむ。宮には待ちと$いみじぅ覺し^6C母北の方泣き騷ぎ給a 

.て「おほ含あ七:'V:をめで^きよすがと思a聞ぇ給へれど、いがばかりの昔の仇かたきにか』 

はしけむと乙をは思ほゆれ。女御を名事にふれはし.^なく名てなし給aしかどそAよ御中 

•0恨解けざヶし程思CA^れとRZをはあjけめとおぼしの.たまa世の人もいCAなしVだこ 
猶さやはあるべき？人aと6を思aかしづき給はむゆ^はほと3までも^ほふためし乙をあ 

れと心捋ざ々しを，ましてかくす焱にすゞ/)なる^.V乙かしづきをして、おのてふるし給、 

るsとほしみに家ばふなる人のゆるぎ所あるまじきをと.て取ヶよせもてかしづき給ふまい 

か>*つらからぬ」と言；5績けのVし5給へば宮は「あな聞きにrや、世ic難つけられ給よnr 
おと：:.V:?:.口に任せrc-な贬しめ給aを。賢き人は思びあきか：、5:報もがなと思ふ乙と乙そli- 

物せられけめ9さ思は，る人我が身の木幸なる((:.乙そばぁらめ。っれなぅて皆がの^づみ給び 

•1>世のむくぃはぅかべ：苯づめぃと賢く乙をは思^^ 

ゆか6と思aて乙そは >4年もさる世のaゞぎ(C家よ$餘る事ど珞又'あ:6;しか、をれを乙の 



.J If: 

.V.. 

世のめいぼぐ(cてJfcみぬべ含なめ-cvjとの^まふに、いょいょ腹立ちてまがまがしき/Kjとな 
どを.言；3ちらし給ふ。ミの大北の方ぞさがな笔のな6ける。大將の君"かく渡.cn給aにける 

を聞きて、怪しう若々しきなからaのやうにふすベ顔にてものし給sけるかな、さうじみは 
乏かCAき人6にきはきはし含心もな含ものを宮のかくかるがる^う^はす-5と思aて、君 

だちもあ6人めもいとほしきに思a亂れて、かんの君に、「かく怪しきiなひ恃るなる。なか 
なか心やすくは思W給へなせと、さて片すみにかくろへてもあ6ぬべき人の心安Sを、おだ 

しう思a給べ〇るk、俄にかの宫の物し給ふならむ人の聞き見る事もな5けなきを打ち(2: 

の.めきて參6きな.1;.」とて出で給ふ。，ょ^3への御ど、柳の下襲、靑にびの綺の指贯着給；5て 
引きつくろ；s給べ：るいとものものし。などかは似げな.からむと人々は見奉るを、か/Iの君は 

か、る事ど，7Pを聞き給ふにつけても、身の心づきなぅおぼし知^るれば見もや.〇給はず〇宮 
にう.らみ聞ぇむとてまうで給ふま、に.、女づ殿におはしたればもくの君など出できてあら 

しさま語1きこゆ。姬君の御有樣聞き給；5.て、を\しく念じ給へどほ/)ほろとこぼる、御氣 
色いと哀な-^TSても世の人(C似ず怪しき事どもを見すrす乙、ら年頃の志を見^$鈴は 

ず.もあ6けるがな：0Sと思Sの儘ならむ人は今^でも立ちとまるべくや；ある。よしかの5 
うじみば.とてもかくてもいたづら人と見え給べばIniじ{な^N。を5なき人々もいかやう{C 

もてなし給はひとすらむ」と打ち歎きつVかのまき柱を見給ふに、御手もをさなけれど心ば 
ベの哀ic戀しき：ま、に、道すがら渡ぉしのご；ひっ：、まぅで給へれば對面患給ふ，、/くもぁら 

源^物ftlls.:^沐柱‘ 
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給,aR^なA。^のづ..か^人のなから.a;は忍ぶる^七 
，^ベ^罪戈^；u^^lr思a侍透^の*まふ-。，か 

;s;:;iはれ^-S令を1火將哆 
•ぇ^*-nH^ま./2げ聞立、つ：；を、3為に咚なめべ心あ^さ^.に聞:Lめし、入々もあぼす所あ 

**:む：^货^け人;?:賴みたる人は攻^やは^ 
踏歌ぁ3付取ぱゃ，がてそ..の：港k(儀* 

，力ち;?^大锵の御勢CAさ•へ^ムあひハ宰相沣將ねんごろに、心泛^ひ聞±給ふ。せぅとの君途 
,:^か^-S祈にとMs.、;o--'£)患^:5-1-よ^ 

I 1>面R.御局^^fN-〇西£呂の女御林おばしけれ.ば 
次隔た；奸IT•かtf.御方々WづれAなXいどみかは;U給^ 

》ほ；双_?殊戈みだ^がはし，^更衣犮^ぁまた戈侍ひ給はず中宮弘徽殿0^ 

女御ハ左の次mの女御な^侍a.給^。多^は：中納窨、.宰相-0娘U 

•歌社汸务祁里久参^一名^殊^脤は^ん^見物なれば誰^誰^^ 
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所せしとはぶき給ふ。朱雀院ょゲ歸力fて、春宮の御方々にめぐる程に夜明 
："ぬ^:のほ'のと裏しき朝ぼらけに笑く§亂れftwして、竹河謠sける程を見1 

?f0MH豐人ばt、殿上人の中基すぐれかf fげにて打ち績き給M 
うて大將^の太-^^L八^!はむかひばらにていみじうかしづ—ふ♦か、いと美くし 大將殿之4と1荽—、か4の——人と見給はねば御目とfナ〜 

^1^Lj11れ給へる御方t—、忌駕の軸rち大方のけはa今めかしう、 
5^^、色#|4れど物ょ*^と篇.やか|。|じ會女房—— 

パ^しはtと思ひあ？。皆同じご|づけわ1に、綿の 
d篇うしう參い給；3て、.乙—づ4やfけれどけはひ—は 

ゴし一うして、限あるみあるじなどのH、_る！殊に用意tてな 
30せ、給ける〇殿居所！給ひて日一晶暴し、給ふiは、「夜fまかて 

せ^^ついでにとむ。御宮仕さやすか—」とのみ同じ事を M聞え給へ!御力へ—し。1ら文々ぞ「Iの心、あわ$しきほどfでfの 

，〜、御Hせfばかfれfてをまかで4給へと聞え專給3し 

びが!:がしうや」とftをいとつらしと思ひて、—か4Uしも 
逢益—とbちf居給へえ兵部卿S御前の遊篇；$铪びて患 つ>1 くこ—た—られ給へば、ねんじあま名聞え給へう。大—つtの御 

マ薇^^^?薇^g9PW»»«gw>«mM^ 匕*g^^Jauw^vttg; 



1 I 

w子にぞおuしける。をれよみとて取6入れたれば、急ぶ裏ぶに見給ム。 
「深山木にはねうちかはしゐる鳥のまたなくねy2き春にもあるかな。嚼る聲も耳とぐめ 

られてなひ」とあ6。いとほしうおもて赤みて聞ぇむ方^<思ひ居給へるに、上わたらせ給 
ふ。月のあかき{C御かたちはS.ふよしなく淸らにて、唯かの^とVの御けはひに違ふ所なく 

あはします。か、る人は又もあはしましけ-CNと見奉り給ふ。かの御心ばへはあ5からぬもう 
たて物思a加はらしを、乙れはなどかはさしも覺ぇさせ給はむ、sとなつかしげ1:思aし事 

の違ひ/2る恨をの給はす，るicおもておかむ方なぐぞ覺ぇ給ふや。顏を毛てかくして御いら 
へも聞ぇ給はねば、「あやしうあぼ0かなきわざかな。よス：びなども思ひ泛6給ふらむと 

思ふ事あるを、聞き入れ給は^y&まicのみあるはかVる御ぐせな-CNけ.CN」との給よせて、 
「などてかくは、；3あ；3が^き紫を心ic深く思；3そめけむ。こくな.cnはつまじきUや」と仰 

せらる、いと若く淸らにはづかしきを"違ひ給へる所やはあると思a慰めて聞ぇ給ふ。 
宮仕のらうもなくて今年加階したtへる心にや". 

「いかならひ色とも患らW紫を心して乙を人はそめけれ。今よ$なIT思うたまへ乏るべ 
.き」と聞え給へ.ば、うち焱みて「をの今ようそめ給はむこをかa^かべい乙となれ、憂ふべき 

人foらば乙とわ^N聞かまほしくなひ」とS/2う恨みさせ給ふ。御氣色のまめやかに煩はしけ 
ればい.とうたてもあるかなと覺えて、をかしき3爻を毛見え奉らじ"む〇かしき1H:の癖な.〇 

けりと思ふicまめだちて侍ひ給へ：ば£思すstなる亂れごともうち出で3せ給iでやうを 

.«氏物15眞木柱 茜九 



組 

うこを.はめなれめLあぼじけA;o大將はがく渡らせ給べるを聞き給私ていとえ^^ 

れ：ば急ぎ惑はしたま.ふ。みづからも似げなき左も出で來gベ5身な4けヶ^6ぅき^ぇの 

どめ給はずまかでさぜ給ふYきさま、-9きづきしきことつけどt作方出で\ハ1おとVなど 
賢べ^ば方^,給a.‘てなむ御暇許された^aける0「さちば^p0r;^^1:-^^Jlp^u^1:wA 

名ど，ある0Vいと乙をからけれ。人ょ6先に進み.にt-志の、人ic後れて氣色とか泛穴がふょ。昔 
の•なにがしがためし今引:^(出で〇ベf心.地なむする」とて 

た九聞しめじVR劣乙よなさちがま3$をい始ょ沴ざ名御心なからむド 

| くすまじき乓ts:て、いとね左ぅ•飽かず>ぼさる。されどaたぶ•るR淺き方ic思ひ疎まれし 

| iて：い•みじろ>蘿き益ま六•ま；5契ダてなつけ給^^が，^じけなぅ、われ^Qげと母ふ 
「名のをとおぼす。御手車よせてとなた彼方のかしづき人ども.心もとながみ、大將も：いと11T 

つか.1>ろ立ちそび騷ぎ給ふまでぇ争はしまし離れず、かぅ.い 
つ力bけれ.U:C'R. くませ給ふ。••ざ 

.(こ贞重icかすみべだ：て.ば梅の花た^かばか5各匂a乙じとや」0里^^^ 

も御あ3さ爻けは以奁見奉_る程はをかしく^やあなけひ。「野をな0かしみあかいクべ.きぞ 

を惜むベかめる人も、身をづ，みて心苦じ*5;なむ.9;,いがてか聞ゆべ，き」とおぼ 

かたじけな•しと1奉る0 V" 

かばかぉは風：に：もつてょ花のギじ立ちな与ふべき匂びなぐどもしゴすがにかけ 

----- - • ■ - - _一_r 



のボば^i*技€^'ぽレつ^ii:みがちにて漉>b'せ給ひぬ？や 
けたる^Aかねでit記さ.れ扣ゲ1,'じきに.义^ 

き，ビ心安き所{.Cテち休が侍•らIf..ほど，よもよ^:に 
申しな^給aてやがて渡し奉ゲ給ふ。父^とS:*俄なる^.■儀式なきやうにやと^ぼ 

にさばかんの：事ピ：いひ妨げひ冬人の^尨ぐべじと灸ぼせ 
人の御.事なれば」どぞ聞£••給ひける。六條殿ぞいとゆぐyなくほ意なしとおぼせどなど 

か，roは^>b---u:で^も鹽やぐ煙の靡きけ：方^:あさましと^ぼせど、盜みもてSぎたらましと 
おぼしなず$へ<1:..(、い^デれしぐ心V-、おぢW似..〇かの入6-:ゐさせ給へ6し乙とをいみじう^ 

んじ聞ぇS:せ输ふ私心づき^ぐ-,1.なほなほレぎ心地して'世Rは心とけぬ御珞てなしSよS 

よ氣色あし:〇:か0:宮にも§-2.;.1たげ5::の^まひしか、いみじうおぼし侘ぶれど絕ぇてぉとづ 
れ•す、思ふ事がなびn;.る御かしづぎに明華sとrみて過rし输ふ。』二月.にもな大殿ぱ 
さても0-れなざわざなゲ.や$どかラ，きはぎ(1しチとじも思は\」^ゆめられ龙るねたさを、 

人わ/),く"すべ1:;御心ic^vVGぬ折^ぐ1戀しう'思ひ出vレれ給ふ。宿世などいふものあ/3 

かぞしぬと^れどゎがぁまケなる心に1:;か<::人^;^;なら$物は思ふぞかしと、ぉぎふし而 
影に^見え給ぶ。大將0-をかしやかにれら > かな、るげ^;なぎ.人に^;5居たらUH、はかなき 

为はぶれ事^;<>.tまし、テ^;sなく气ほ各れてねんじ給ふを”雨Sy2う降办ていとのどやか 
な：頃かやう：のつれづれも紛比し听に渡狖給びて語らひ給びしさまなどのぐぃみじぅ戀し 

®氏物^」一«木法•— 
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源氏物65||1木桂 
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1思遺すもかつは思はひ事怎ぼすに、何事もぇつ 

め by 以^^^ 
奉れば.ぅtしわが心るf Cで^;と1まに忍びて見せ 

iイ：SむTゾ患當裏ミげシ^^は心れ"ドね几ブ 

しヽ續くれど右近はほのけしiけミいかfけ—^^今^?渔d 

1玉水|ぼるネぅにおぼ！、を、人 ^^^^^へ-^屋ろ 

■“P4 

す詩 



穴らば哀すぐずまじき御さ^なうちにもほのか(c御覽ぜし御かたち有樣を御心にかけ 
*まCAてへ赤裳^れ引さいicしすが^をと、icくげなるふる乙となれど御njとくさにな6て 

，なむながめさせ鈴CAける。御文は忍び^のび1Cあ6け4。身を憂きものに思CA乏み給ひvか 
.やうのすさびどをもあいなくあぼしければ、心とけ/aる御いらへも聞免給はず、猶かのあ.cn 

がた’かぅし御心あきてをかたがたにつけて思a患み給へる御事ど忘られざぅける。三月に 
•な^vて、六條殿の御前の•藤山吹のおもし/)き夕ばへを見給‘ふ(Cつけても、まづ見るか；5あ6 

v居給へ$し御さ爻のみ枭ぼし出てらるれば、春のおまへをうちすて乙なたに渡6て御 
覽ず。與竹のませ{Cわざとなう暌きかく 6たる{Cほひ、いと而白し。「色に衣を」などのたま 

ひて、V V.. :...r\^;:.. 

「思はずにゐでのなか道へだつともSはでど乙ふる山吹の花。かほに見えつ、Jなどのた 
まふも聞く人なし。かくさすがにもてはなれたる事は.2:の度どおぼしける。げにあやしき御 

心のす5ひな6や。か6の子のいと多か^るを御覽じてかんじ橘などやう{C紛らはしてわ 
ざとならず奉6給ふ。御文はあま$人もぞめだ〇るなどあぼしてすくょかにて、「覺來なき 

月日も重ぅぬるを、思はず江る御もてなしな6と恨み聞ゆるも御心aとつにのみはあるま 
じう聞き侍れば、乙となる序なちでは對面の雛からむを.口惜しく思CA給ふる」など親めきか 

き給ひて、 •:..へこ:^ 
「おなじ巢にかへ6しかひの見克ぬかないかなる人か手ににぎるら1/。などかさしもな 

身, 
I ••い1:!-. 
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はなむ」fある、—雪て、「女は翁との親の御ぁ¥ {名たはやすくうち渡.〇見免奉办給はむく序なくてあ て 

K3の折laは—ず怨—ばしfとつぶfiにくし 

「け力くれて數kもあらぬか—子をいづ方にかはとよくすべき。ょろし f 

きずきしゃヒと聞—へう。「i大將のか、るは—しごといひたる 

れ し4i.alws—けしれて 

ィゴり合、ヽ*^殿「大、方のとふらa何事—委しうおぼしfて、君達をばかはらず思ひか 
スれcrムへば，名力け離れ給はず、まめやかなる方のたのみは同じごとにてなひI」な) 

へ！f f ず。わか^^^ 

G 達は常——れつ、.かA—の御有sfiのづ^^ふh 

:.J^。.：う力やうにても安ぢかに>.るまふ身ならざ石けむを嘆き給ふ。あやしうを 之女1けつ、人に物を思はす裏んの.君にぞあはし.ける。その ，」(とを 

し—i —抱—vf s、大將—文やう£|し查てかい—^^^^ 
I - ■ • I  % 

:癍 
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ヶ. 

なし？ぞの程のあ玄は、.いぱずと^思ひやyつべき事ぞかしパ又^^ 
や、5;^る御宿世とあぼじたヴ。わざとかしづき給ふ君達にも御かたちなどは劣6給はずげ頭 

中將もざのかんの君を：いとな：つかしきは^からにてむ〇,び聞1給ふものがら、-さすがなる 
御氣色ぅちまぜ?:^、宮仕にか^あダて物し給ば 

て：も今ま^御子：^ちの^11せ^嘆きを見%るに^かにめいぼぐあら^しとあま$NJとを；、v 

思avo.給ふ！公ごと^:^^:<<きさ戈 
み^ベ：かめざてもあガW;べき。^^^ 

U、のかみの^^し君％，sv左もの.V脾なnば 
队給、^女御もダびにおはあ比しき事乙の君^61^^ 

一あとゞの「今はな交らひそ」と、制しの給ふfたic聞き入れず交らa出で、物し給ふ。いかな 
る折にかあ6けむ、殿上人あま72おぼぇ殊なるかぎ$乙の女御の御方“參$て物のねなど 

矣らべ懷かしきほどの拍子ぅち加へて遊ぶ。秋の夕のたゞならぬに、宰相中將もょ$あはし 
て例ならず亂れて物な^Jのたまふを、人々めづらしがぅ，て「猶人ょ6Z:とにも」とめづるに、 

乙のぁふみ0倉人：令、の中をぉし分け1:出で居給ぶ^ぁな;5'たて^ 
どS•とさがなげ^，にらみては办ゐ为ればわづらはしぐ•て*•>あぶなきZ.とやのたまひ出で1; 

とつきかはす^^^;の世にめなれぬまめ人をしも、「乙れぞなてれ?:な」とめで\さ\めき:3 

りじ聲いと患：るし。人，ケv>*と苦しと思ふte聲sとさわやがにてク ン 

诼氏物阢ブ&求往 髪： 

gr»r>d•も 一 一泛ート 
^•^^4务it. 1だ、4 IP.屋 4名 ec 漘 i-J rn? 



一琢氏物雜‘梅铗•-.. 
i 

r.あきつ船よるべ浪路にたCよは^,棹さしよらむとま4をしへよ。^な、し小船漕ぎか 

< 6おなじ人をtあなわるや」といふを、いとあやLうての御方(Cはかう用意なきこと聞 
ぇぬものをと思ひまはす^、乙の聞く人な$け^0とて、をかし5て、 

-よるべなみ風の3わがすふな人もあもはぬかたに磁づ穴ひせず一とてはし穴なか 
とや。 ''*..“’ ’ ：. - .•. 

- • * * * • . • : •. ’ . 
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御もぎの乙とおぼし急r御心おきて世のつねならず〇春宮もおなじ二月R御かうぶ$の事 
あるべけれはやがて御まゐ6もうち續くべきicや。正月のつごも$なれば公私のどやか1 

る乙/)ほひicたきもの合せ給ふ。大成の奉れる香ども御覽ずるに、猶いにしへのには劣りて 

やあらひとおぼしてJ二條院の御倉あけ3せ給びて唐の物ど名取$渡5せ給うて御覽じく 
らぶる(c「錦綾なども猶ふるきもの乙を懷しうこまやかにはあ$けれ」とて、近き御患つら 

CAのものほ；5敷物擦な-^のはしどもに故院の御世の始〇かた、乙爻うどの奉れうける 

あや緋ごんきど％など今の世のもの{C似ず、猶Sまざま御覽じあてつ、ぞSせ铪6iて、乙の 

度の綾5すも.^M^はA々に賜はす。香どもは昔今の取6¢らべ3せ給；3て、御方々R配$ 
奉らせ給ふ。•「一Tさづ、合せr&せ給へL-と聞え3せ給べケ。贈6物上達部の祿など世になき 



さまに內にも，とにも繁くいとなみ給ふ(Cそへて、かた♦かたにえ.6整へて、かなうすの音耳か. 

しがましき頃なう。あとVは寢殿に離れおはしまして"そう2の御いましめの二つのt?うを 

$かでか御耳にけ傅へ給ひけ1;、心に患めて合せ給ふ。うべはひ/1がしの中のはなちいでに 
御患つもa殊に深う：患なさせ給うて、八條の式部卿の御はうを傳へてかたみにsどみあは 

せ給ふ程"sみじう秘し給へば「にほWの深さ淺3もかちま付のさだめあるべし」とaとぐ 

一の給ふ。人の御親げなき御'あらをa心なぅ。sづ方にもお前に侍ふ人あまたならず、御調度 
ども、そ乙らの淸らを盡し給へる中にも、かう，乙の御箱ど劣のやう、壺のすが^火取の心ば 

へもめなれぬ‘さまに今めかしうやうかへSせ給へる5I所々の心を盡し給へらむ匂aども 
の勝れ^らむどもを、かきあはせて入れむとあぼすな-^け力。二月の十日雨少しふ6てお前 

近き紅梅§かぅに色ネ香も似るものなさ程に、兵部卿の宮わた：^給へ6。御いをぎの今日明 
日にな${cける乙ととぶらCA聞克鈴ふ。昔ょ6取6わきたる御中なれば、へだてなくその事 

かの事となく聞え合せ給aて、花をめてつ >あはするほどに、前齋院ょぅとて散$すぎ为る 

梅の枝につけたる御文名て參れ6。宫聞しめす事もあれ^TSかなる御せうを乙のす、み參 
れるにか」上て.-'.%をかしと覺したれば"ほ、^みて「Sとなれなれしき^^えつげたりしを" 

.まめやか{C急ぎ物-L給へるなめ4 jとて御文は引きかくし給61つ。ぢんの箱に瑠璃のつき二 
つす焱て.おほき{c1w/>かしづV入れ給べ-CN。乙>/>ば、乙んるらicは五葉の枝、白きには梅 

をえ令て同じくa:き結びた^棘のさま％なょびかになまめかしうぞ忘給へる。「艶なるもの 
* . 

ベ.—^，！II. .-11. 這. 
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t—か蓉と—目：—給，f 

“ “^:4^^1舍ずじ給ふ.。-宰相の中將、御聾ね——せ給Sていた！Sし 
著—細fへf女——Xかづけf。御返——色の紙にてあ^へ 

II苦しけれ」—1らK.ベ—i 

嚷 麗：！ 
口げ—ぼべ1 y r、i;—ナギ•{.*、べてな0」なと聞克給ふ4あえ戈の系げに.^^^^ 

杉ベ申装—ぎの序—方—あはせ給資もIのあの御使して？ 

そ——給〕—御——劣召して試—給ふ。「I人に—らず 

■11. .. • ■ .1■1-sfss^s■: _ I : ! 
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V'. 

.y • - V. 

可： 
••::::で.) 

\,r • 
rr'vv;. 

b'、.‘、 

.-r.Y : • 

• • • • 

せ給^...9右近の陣-0みかは水の邊tcなず右へて西の漉殿の表たょ6出づる汀近う埋ませ給 
./へ，る；を、.惟光0;宰:«の字0矣衡の尉ほ.：^ 

苦し^は；/1ざに％あ•た方て.侍名か次。，sとけぶたしや」.となやみ給ふ。おなじほふ二 
>づギに孓散^.!9'%ひろごるべかめるを、人々の心々((:合せ給ひつる深3淺3をかぎあはせ 

給へ15---に-Sとけうあ5;事多か4ぺ更にいづれと：もな令中に齋院の.御くろばう、3いへど^心 
にく；cv'^;づやかな^匂W-殊な•侍從はあとゞの御は勝れ1:なまめがし*5-なつかしきかな 

'令と定め給HT對の±の御はみくさある中に、梅花はなやかに今めかしう少しはやき心まら 
aVJそへて珍らし.^かをク加はれ：：？^之の頃の風に.たぐへ」ひ^^ 

:^じ，とめで給ふ。夏の御方には，人 <、のかう心々にいどみ給ふなる中に、かずかずにも立ち 
出すやと、煙.へ，思CA消i給へ；る御心ic;.1:唯#葉を一く§<口せ給べ省 

かな，るか^h哀Rなつかし？冬.の御方•にも、時々にょれるにほaの定まれるにけたれむもあ. 

Sなしと避しrG-く9'ぇかうの(il勝れy2るは:' 
臣.os^ic撰，び仕うまつれAし百ぶ0方など思Wぇて世に似ずな噠めかじS•を取，ヶ獾め^〃 

る心4含て，す^れ沒孰れをもむt:<:令-bず定め給ふt「•心ぎ^なき判老^-め6Jとき 

:ち.3給ふ-,-.0-^さし出\ぶぬれば大みきな^參々給ひ，て昔の物語衣どし給ふ。かすめる月のかげ 
:.心に..ぺ^を、1の名殘の風少し吹きて花の香なつ；かしき^:.^灸^<のあ^>いひ去ちず^^ 

滿ちて人の砷6地/い：ぞ次んな4-:°藏人所e>-方に^明日の御あをびの;5ちならしに御琴--^も 

.s 

fli!l11l#-«al^^.•«，t#«f tj if I i S<T— — * tm T f ^ ^ • it ^ - n» fit t <IJ ■ 4^i 
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のさうぞくなどし.て殿上人などあまた參办てをかしき笛の音ども聞ゆ。內'のおほいとの、 

頭中將辨少將など名けざんばか$にてまかづるをとVめSせ.給aて御ことCもめす。宮の 
御浪に琵琶^?とぐに筆の御^.參うて、頭中將和琴たま^^て華^.かに播^^てたる栗ぃと 

おもしろく聞ゆ。宰相の中將橫笛ふき給ふ、折にあひ为る調子雲井とほるばかム次きたてた 

ぇ辨少將柏子と4梅が免いだしたる程Sとをかし。わらはにて韻ふ—の折—うたW 
し君な6。宫もあと<も5しいらへ患給aて、乙とごとしがらぬ名のからをかしき夜の御あ 

をびな-CNO御かはらけまゐる(C、宮、：.： .. ：• • 

「Iの乙XにやS-とVあくがれむ心患めつる花のあた6に。千代も經ぬべし•とさ，」ぇ險 

• - ...S* ^ -• -V / • • • \ .* - 

パ「色も香もう.つるばか$icこの春は花5ベ宿をかれずもあらなむ」。頭 

と--て宰相中將に3す。.く，,..，.£ 
「:tのねぐちの枝^なびくまでなほふきとほせよはの笛たけ〇宰电中穿V 

;•>「心あヶて風のよく.める花の木にとうあへねまで吹きやよ各べき^ 

ち笑6i給ふ。辨少將、.へ.％:...へ^ 
;■•&たに月と花とを..へ.た，てずばねCらの鳥^:，ほ乙ろび.なまし」〇爻乙とに明けがたにな^^ 

てぞ宮か；へ：^給ふ!;o御贈物にみづ：か>b0御料の御It-衣の御よを；5一べだ，^、手ふれ給は 

き-;%の.二壺务へて御ip:(c奉らせ^まふ9宮、\ご：.^^ 

■ 

物 



‘「花の香を免な>bw軸^移し？pてZ.とあや攻^^とい？pやとがめむ」とあれば•「.いとくし 
たらや」と笑a給ふ。御車かくるほどに追sて、 

.「めづら-Lと故鄕人も待ちぞ見む花のにしきを着てかへるきみ。又なき乙と、あぼさる 
らむ」とあればsとsとうからがり給ふ。次々の君だちにも乙とごとしからぬStに細長小 

桂などかづけさせたまふ。かくて西のaと <に戌の時にわた6給ふ。宫のおはしまオ西のは 
なちいでを患つら；3て、み"くし1げの內侍などもやがて乙なたに參れ6。うへも乙の序に中 

宫{C御對而あ御方々の女房なしあはせたる數患らず見えた6。子の時に御裳奉る。あほ 
となぶらほのかなれど御けはひいとめで/2しと宮は見奉れ給ふ。おと<「覺しすつまじきを 

たのみにてなめげなる姿を進み御覽ぜられ侍るな後の世のためしにやと心せばく忍び 
思a給ふる」など聞え給ふ。{qotいかなるべさ事とも思う給へねき侍らざう〇るを、かう乙と 

ごとしくとりなさせ給ふicなむなかなか心おかれぬべく」との为爻ひけつ程の御けはひ、い 

と若く愛ぎやうづきたるに、おとおぼす.§まkをかし■き御けは；3どものSしつどa給 
へるをあは；3めで^くおぼさる。母君のかVる折だにえ：見奉らぬをsみじと思へうし心苦 

しヲてまうのぼらせやせましとおぼせ：^人の物いひをつ\みて過ぐし給ひ.つ。か、る所の 
儀式はょ/)しきにだにいと事多乂うる3含をい片はしばか6例の患どげなくまねばむもな 

かなかにやとて乙まかに嘗かず。』蒞宮の御元服は廿餘Pの程になむあJける。sとおとな 
しくあはしませば人のむすめど^刍ほひ參らすべき乙^を心ざしあぼすなれど、乙の殿の 

► 雖 • 
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おぼしきざす5;.と殊なれば、なかなかにてやまじらはむと、左のあと 择ども 

あ1と——るを聞しめし•て「いとた.いだ：いし—iな多。宫仕のすぢ 

に少しのけ1をいどまむ1ならめ。そ1やf響逮の— :められ 
なば世に、は走あらじ」との六ま；3て.御參^のびぬ。つぎつぎにもと秦づめ給ひけるを、 

るよし所冷に聞き鈴；5て左大臣殿の三.の君參.う給61ぬ。麗最殿と聞ゆ。乙の御かたは^の$ 

とのゐ所^げを改め患つら；：Sて御參ゲの.びぬるを，宮にもVじ％とながらせ給へ^、固弓 

にと定め卷給ふ。御調度fvもとあるょうも整へて、_§からも物S落た^;う 
次どを兑御熥じ入れ-o\'すぐれたる^々の上手ど％召し餡めてこまかに磨き整へSせ给 

ふ0—しの箱fに入る•ベi,roどものやがて本にちtふべき——給ふ。いこ; 
ベ0かみなききはの御手ども•の世に名を殘し給.へるたぐaの 多く の事 

Iはff—く！行4のす翁れど、空——琴—はrとrは;；0M 

3穴る。ふるき刺は定戋れるやうれあれどひろき心ゆ^かならずJすぢに通D1てなITあう 

:.»so^,へ.{Cをかしき乙とはとよ^？そ■き出づ石人A、あうけれど、女でをVD(C入れて習 
-aquかうic-zlともなき手本iほべ銥べ穴りし中に、.中宮の母御息所の心k入れず走6琺 

s系へ：〇し一'くだうはか名ぎなら？免てきは乙とにfしはや。.さて—まじき卸 
名もたて間iてしぞかし。悔しき事1ひ—給へとかどさしもあらfけぇ宮泛<? 

後見仕參つ—、.心詈5芒かばな慕影に.^晏ほし給ふらむ。客御手は基 



1. 
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かにをかしげなれどかどや後れ^らむ」とうちさ、めきて聞之給ふ。「故入道の宫の御手は 
いとげしき深うなまめき/2るすぢはあ6しかど、弱き所あ6て句；5ぞすくなかりし。院のな 

Sしのかみ乙そ今の世の上手におはすれどあまゲそぼれてくせどをCAためる。sliあうと 
もかの君と前齋院と乙、にと乙そは#き給はめ」と許し聞±鈴へば「乙の數にはまばゆく 

や」と問え給へば「い为うなす•くし給CAそ。ttごやかなる方の懷かし5は乙となる物を"まん 
なのす、み*るほどにかんなは泛どけなき文字乙をまじるめれ」とて凌だ書かぬ草子ど珞 

〇く6 くはへ、衷紙紐などいみじうせSせ給ふ。「兵部卿の宮左衛門督などに7力のせむ。みづ 

からひとょろひはかくべし。氣色ばみSますか-^ともえ#きならベじや」とわれぼめを^給 
ふ。墨维ならびなくえ.cn出で、例のとZ1ろど乙ろに/2<ならぬ御せうを乙あれば、人々難き 

乙とtc^-ぼして、あるはかへsa中し給ふもあればまめやか(C間え給ふ。高麗の紙の薄葉♦た 
ちたる•がせめてなまめかしきを、乙の物好みする若き人A、試みむとて宰相中將、式部卿の宫 

の丘ハ術督うちの大殿の頭中將などに「あしでう/2表.ヒ思ひ思aic書けJとのたまへば皆心々 

にsどむベかめり。例の寢殿に離れおはしまして迸き給ふ。花盛過ぎて淺綠なる空うら、か 
なるに、ふるき事どもなど思ひす^し給ひて御心の行く限ぅ3ぅ.のも72<のも女でをぃみ. 

じう#きつくし給人。お1hへに人矣げからず女房二三人ばか$墨などすらせ給aて、ゆ^あ 

る古き雒の歌などr sかにぞや」など免う出で給ふに、口をしからぬ限うさぶらふ。みす上げ 
り*して脇息の上に革子-5ちおき、はし近くうち亂れて筆の^4 くはベて思.aめぐらし給 

源氏物S5梅枝 i 

• * < « * . • 0 • 



源氏物趼梅枝 _ _ i 

• I - 丨 

へる3まあく世なくめで六し。白き赤きなどけちえんなるaらは、筆と办なほし.用意し命へ 
る3まさへ見患らむ人はげにめでぬべき御有樣な6。兵部卿宮渡う給ふと111]ゆれば、おどろ 

きて御ift衣奉う御しとねま！Q 6添へさせ給；3.1:、やがて待ちと6入れ奉A給ふ。乙の宮もい 
と滞げ(Lてみ13;しさtょく步みのぼ6給ふほど、うちにも人 <、の？:••きて見奉る。うちかし乙• 

ま6て力^^^Eはしたち給へるもいと淸らな*^。「つれづれ(cnfi6侍るも苦しきまで思 
う給へらる、頃ののどけきに折ょく渡らせ給へる」と喜び間え給ふ。かの御草子もたせて渡 

う給へ•るなうけ0。やがて御览ずればすrれてしもあらぬ御手をたCかたかどにいとい^ 

う维すみたる氣色あう1:#きなし給へ6。歌も乙とさらめきをばみy2るんる事どもをえ.cn 

て唯三ぐた6ばかりに文字ずくなic好ましくどかき給べる。おとぐ御览じおど/>きぬ。「か 
うまでは思ひ給へずNJそあ$つれ。更に筆なげ猞つべしや」とね^かう給ふ。「か、る御中ic 

おもなくくだす箔の程、§うともとなむ思う給ふる」在ど戯ぶれ給ふ。#き給へる草子ど7P 

、隱し給ふべきならねばとうで給；3てかたみに御覽デ〇唐の紙のいとすくみたるにさうに 
かき給へるすぐれてめ\し方しと見給ふに、乙まの紙の肌乙まかになご5なつかしきが、色な 

どは華やかならでなtめき/2るicおほどかなる女手の麗はしう心留めて#き給へる、磐ふ 
べきか^なし。見給ふ人の淚Sへ水莖(C流れをふ心ちして飽く世あるまじきに、又こ、のか 

んやの^きしの色あa華やかなるに亂れたるSうの歌を筆に任せて亂れかき鈴へる3ま見 
所かぎ6なし。衰どろもど/>に愛ぎやう、つき見まほしければ更{?:の乙6ど名に目毛見や6 



給はず。左衛門fのは乙とごとしうかし之げなるすぢ$:のみ好みてsIたれど筆のおきて 
すまぬ心地していたはう加へた5.氣色なA。歌なども殊さらめきてえ6截きた6。女のはt 

ほにもとみ出で給はず、齋院のなどはましてとうで給はざ-CNけ-CS。「あしての革子どもぞ心 

々(Cはかな-5をか-Uさ^〇#和中將のは水の$きほaゆy2かRかきなしそ、け^るrllr尸の生；5 
ざまなど’雛波の沛にか夂びて乙な六かな六ゆきまじりてい为うすみ为る所あう〇又いとい 

かめしうひきかべて、文字やう、石などの/2、ずまひ乙のみかき給へるひらもあめ-0\。目も 
及ばす、乙れはSとまS6ぬべき物かな」とけラじめで給ふ。何事も物ごのみしえんが6あ 

はする御子にてsとsみじうめで聞免給ふ。今日は又、手の事どもをのたまaくらしてさま 
ざまのつぎ紙の本どもえ6出だSせ給へる序に御子の侍從して{i(c侍ふ本どもとうに遣は 

す。峻峨のみかどの古萬葉集を撰び#かせ給へる四卷、延喜の帝の古今和歌集を辟の淺はな 
だの紙をつぎておなじ色の^きもんの0?のきの表紙feなじき玉のi!;2/L0-か>b'くみのMな 

ど、^まめかしうて.卷-rと(C御手のす^V」かへ〇vv>^じ5#き盡3せ給へる、^ほと^ic 
らみじかv參办て御贸ずるに「つきせぬものかな0乙の顷の人は唯片をばを氣色ばむに乙を 

あ6けれ」などめで給ふ。やがて乙れはとCめ奉う給ふ。「女ごなど^•もて侍らtしUだに、 
をr&をさ見はやすまじき(Cは傳ふまじきを、まして朽ちぬべきを」など問£-て奉れ鈴ふ。恃 

從に旃の本などのSとわざとがましきぢんの筘に入れてSみじき高麗笛そへて奉れ給ふ0 
又.Z.の頃は唯かんなの3だめ?:.^鈴ひて世の中icてかくと^之/2るかみなかしもの人 <、に 

.11源氏物 gs 梅枝■!!: _ • • . - i ~~^~ 
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名1へ—のど—ぼしはから；5て尋ね—かせ給ふ。—御箱には立•ちくだれるを— 

4給はず。々—人QSIか—;5で—1皆tせf、海—らかな—;If{ 
^のとも、；3とのみか—でt髮げf中にピ—ど—む—しとf 

tに多tける。御繪fと、のへさせ給ふ中装の霧の0記は末にも傳へ知らせひと 
あほせど今少しflしfなぎと—しかへして又と—で給はず。內SとCょ 

Iの細Sをぎを人の上にて間き給ふもいみじう心^pとなく含うざうしと备す姬 
け极赞と、の；5てあfしう美くしげな.^。つれづれとう1管給へる程いyじきt 

歎きrraなるに、かの人の御氣色はた同じやうになだらかなれば、心搦く述みょら^ n 
はれに人のねんごbcfし參みに靡きなましか1など人泛れず备し歎—M 

Hおほせ給はず。かく少し^はみ給へる御氣色を宰相の君は間き給へど、■し？ 
^•心基しと思へばつflてなし气つめマ—がにt—心はつかふべくもち 

ほえす。心、つから戯ぶれにくき折多かれどあさみど$間えごちし御めのとどもに、なうrん 
に•のぼ名見えむの御心深かるべし。おとCはあやしく浮き/a—まかなと段し惱みて. 

，のqたうi思a絕えにたらば、右のおと，、、中務の宮などの氣色ばみいはせ铪ふめるをい 
つ々13定められょ」との为$へど物名聞え給はず、疫爻6たる5まにて恃ひ給 

うのwはかしmき御敎にだに隨ふべくもしかば乙とまぜまうけれどち、今思Wあ 
はするkはかの御敎i長美めしにはあ6けれ。つれづれとものすれば思古あるにや 
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ど世の人も推し景るらひを、宿世の；3:ぐ方に：てなほなほしき亊にあ1ありてなびく'-\5と急 

女びに人わろぎ乙とぞや。S.みじヲ思“の•ほれど心itしもかなはず、限あるものからすきず 
含しき心〇がはるな。sは：け：なくよ^n宮の內生a'出で、身を心にも任せず所せベ、聊の 

事のあやま67pあらばか^が/>しきをしらをや負はむと-9、みしだに、猶すきずきしきと 
がを負び1::世にはじ^なめられき。位あ3ぐ何となき身の程、うちとけ心のま、なるふるま 

ひなどものせらるな。心おのづからあご-^ぬれば、思ひまrつむべきくさはaなき時女のZ:と 
にでなむr賢^人むか：t;^亂石、*めしあ6ける。さる^じき事iL心をつけて人の名をも* 

てみづからも恨をあふなIfつ：sのほだしとな力ける。とりあや^りつく見む人のねが心に 
かなはず忍ばむ事難きふしあ^-上名猶思CAかへ5-1;心をならひ1:、もしは親の心1(:讓$、も 

'しは親なぐて世の中かたぼにあらとも、人がら心苦しくなどあらむ人をば、をれを片かど1C 
Jせ 見給へ;;0わが^め人の穴め遂によかるべき心ぞ深う•あるべき」^ 

7つれな.る折はかVる心づか：sをのみ敎へ給ふ。かや5なる御いさめに0きて、たはぶnに 
龙ほがざまの：心を思ひか-Vるは.哀に人やうならず覺ぇ給ふ。女も常よ“殊icおとS:*の思以 

歎き給べる御氣色にはづかし5うき身とA'ぼU.%つめど、うへはつれな ほどかにてな 
がめ■す^し鈴^。御文は思ひあまう雖ふ：折々哀に心深き冷^に聞i給ふ。だがま义とをかと 

思aな•かち世ぶれ^2る人乙そあながちに人の心をtp疑ふなれM及と見給.ふふし多かり。「中 
務の宫なむ大殴に名御け心き給は办ズさもやとおぼし，かはし：たなる」と人の聞念けnは、お 
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a”返r御。胸ふたfべし。「忍びて！乙とをt!しか。！け！人の御6 

ド言入れ給ひしにf怒！」とて引美•かへ給ふなVベけ。 

以居給へる程に御丈あさすがにぞ見給ふ。こまやかにて、■ 

、.一^1はi世の常にf行くを忘れぬ人Sと泛となる」とt。氣sfも 力すめぬ〇れなさょと、思CA績け給ふばぅけれど、 

t「はHiれがf—る、もこや世に—xftひ」と—を、あやしとぅち 
怎力nずrぶきつ、見居給へると 

VI. , . 
.,. .:. . 
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ぁ宰相の—がめが吾てほれぼれしき心地す！、Sはあやしく 

こ以心なパ羞5fハut、—がち岔ぅ思ふ—ば關守fちもねぬべき氣色 {思S志矣11f、同じくば人驾1赛見は5と念ず—苦し 

rxy »，》tr广 r.'nf--' 'rvoww»*Mnp <*，卞v-*%、，乂' 
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乂思a亂れ給ふu女君もあとてのかすめ給；sし乙とのすぢを、若しさもあらば何の名殘かは 

とmかしう1:、怪しくそむきそ1;$にさすがなる御も/>戀ひな<=\。^とゞも5^そ>じづよが 

6給ひしかど/2けからぬJi:^ぼし煩；5て、かの宫^もさやう^思ひたちはて給ひなば又と 

かく改め思Sか、づらはむ程、人のためも苦しく、我が御方ざまにも人笑はれにちのづから 

か/>が/>し^V事やまじらむ、忍ぶとすれどうちうちのZ1とあやま-CN7P、世ic漏-〇に^るべ 

し、とかべまぎらはして猶まけぬべきなめ$とおぼしな-CNぬ。うへはつれなくて恨み解けぬ 

御中なればゆく 6なく Sひよらむ名いかぐとあぼし憚办て、2:とごとしくもてなさむも人 

の思はむ所をこなう、Sかなる〇いでしてかはほのめかすべきなどおぼす1C、三月二十日お 

ほい殿0大宮の御忌日にて極樂#にまうで給べ君達皆aきつれ勢aあらまほしく上達 

部などもあまた參6集ひ給へるに、宰相の中將をSをさけは；3劣らずよをほしくて、かたち 

など只今、Sみじき盛う{Cねび行きて、取6集めめで/2き人の御有様な^N。Z:のおと< をばつ 

右しと思；5問ぇ給へ-Lよ$見ぇ舉る7p心づかaせられて、いといとう用意しもて靜めても 

のし給ふをおと:\:も常よりは目とVめ給ふ。御ず經などは六條院よCXもせSせ給へ$。宰相 

の君はましてよ/)づをとA7Pち.て哀{C營み仕うまつ6給ふ。夕かけて皆歸6-給ふほど花は 

皆散:7;みだれ霞たど^どしきに、1とくむかしおぼし出で、なまめ^.し5.うを♦ふきながめ 

給ふ々宰相も哀なる.夕の氣色icsとゞう.ち^め$て、「あまげな^N」と人々の騷CR猶ながめ 

入办て居給へり？心ときめきに見給ふMJやありけむ、秈をひきよせて「などいと2:よなくは 

诹氏物25銶级菜 i 
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かうじ泛給へる。今日の御の6の^をも尋ねおぼさば罪を許し給へてよや。の乙$少くな6 

行く末の世に思S检て給へる7Pぅらみ問ゆべく」などの^Wへば、ぅちかし^,ま^,て「過ぎ 
にし餌^もITけ咚、賴み聞えさすべきさまicうけ鈴は.CN^くこと#办しかど、許しなき御m 

色に禪6つ、」など聞え給ふ。•心あわ^Cしきあま風ic皆ち$ぢぅにきほひかへ4給ひ3。 
君.sかに思aて例なちず氣色ばみ鈴ao.らむなど、世と典亿心をかけy2る御あ^64-nば 

はかなき乙となれど耳とま々てとやかうやと思a明し給ふ〇乙、らのとし頃の思のしるし 
にや、かの^とても名殘なく^ぼしよわ.CSつぐ、はかなき序のわざとはなく Sすが(Cつきづ 

きしから〇をおぼす((:、四月の〇い/aちご/>おまへの藤の花いとおもし/>う啶き亂れてlit 

の常の色ならず、^Vに見過ぐV乙と惜しき盛$なる(-C•あ仝びなどし給；3て、怒れ行くほ 
どのいとf色まされる(C頭中將して御せぅそ乙あ6。「一口の花のかげの對而、傰かず恐± 

贫办しを、御いとまあらば立ちよ6給；3なむや」と^'み。御文には、 
:/心が箝の藤の色乙き^そがれ{C尋ねやはこぬ^のなごぅを」。げにいとおもし/>き枝こ 

〇け給へ、ぅ。待ちつけ給へるも心時めきせられて、かしZ:ま.CSI19え給ふ.0. 
.;，「なかなかにを6やまどは1;藤の花たをがれ時のたど*どしくば」とpinえて「口辟しくC 

を臆し{Cけれ。取ヶなほし給へよ」と聞え給ふ。「御供に乙そ」との力ま、へば「頌しき隨身はい 

な」とてか，へじ給ふ。おとVのおまべにて「かむ」とて御Iせ5せ給ふor思ふやうあ6て 
物し給へ；るにや、あらむ。37p進み物し給はd/は過ぎにし方のけラなか$しmも捽Jめ」 
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との^まふ。•御心あごよなうね力げなATSしも侍らじ0對の前の藤常よ6もおもUK: 
く暌きて侍るなるを、靜交る乙ろほaなれば遊せひなどにや侍らITJと申し給ふc「わざと(!£. 

さ、れたみげるを早う物し給へ」と許し給ふ。いかならむと泛たには苦しくたぐならず。「庇 
衣乙そあま6濃くてかるびためれ。非參議のほど何となき转人乙をふた藍はよけれ。ひきつ 

く/>はむや」とてわが御れ5:の心乙となる1C.免なら^御ぞども具して御供にも*せて奉n 

給ふ。我が御方にて心遺ひいみじくけ5うしてたをがれも過ぎ心やましき程に爻うで給へ 
う〇あるじの君達中將をはじめて七八人うぢ〇れて迎へ入れ奉る。いづれともなくをかしき 

か穴ちどもなれど、なほ人にすぐれてあざやかR淸らなるものから、懷しうよしづき恥しげ 
なう。おとゞあまし61き繕ばせなどし給ふ御用意あみかならず0御がうぶ6などし給ひて出 

で給；とて北の方の若き女房など(L「のぞきて見給へ。v>.とか5ざくRねび^3る人な 
用意など、Sと靜かに名の^:のしや。あざやかにぬけ出であよすげたる方は父おと<にも優 

うざま^乙そあめれ。かれは唯いとせちになまめかしう愛ぎやうづきて、見るに^^しぐ世 
の中忘る、心地ぞし鈴ふ。あほやけざまは少七たはれてあざれ^る方な6し、乙とわ.CS?:か 

し。乙れはざぇのきはもま3办、心用ゐを、しくすくょかにた^>.ひたらと、世に^免ためケー 

などのたまaてCAきつく/>ひてぞ對面し給ふ、。物まめやかにうベうべしき御物語は少しば 
か^••にて花のけうに移6給びぬ。「春の花いづれとなく皆開け出づる色ごとic目驚かぬはな 

きを、心短くうち捨てV散^Nぬるが恨めしうおぼゆる^/>ほひ、乙0.花のひと$たちたくれ 

_源氏物語 S菜 、 ，• . ，. . / 1 
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て芨に咬きかゞる程なむ怪しく心^く、哀におぼぇ侍る。色もはた懷かしきゆか6、にも^ 

つ< L」とてうちほ、^み給へる、けしきあうて匂ひきよげ^う。月は3し出でぬnど花0 

名■かに1為程fをもてtぶに、心をよせて大みき—备あそびし命ふ。おと 

、は程なくをら^4をし給ひてみだうがはしく皂ひ焱はし給ふを3る心していたうす爻ひ 
佗め3「君は末の1!1にはあまるまで天の下のいうム、くに名のし給ふめるを、よよひ<6ぬ 

る人思じ捨て給ふなむつらか.CNける。文籍(C名家禮といふZ:とあるべくや。なにがしのをし 
ノへもよくSし知るらむと思ひ給ふるをいたう心なやまし給ふと饭み聞ゆべくなむ」など0 

たまひてASなきにやをかしき程に氣色ばみ給ふC「いかでか昔を思W給へ出づる御かよ6 

どもには身を捨つる3文にもとMそ思S給へ知り侍るを、いかに御赀じなす乙とにかは恃 
もとよ点—か—心の—fに—」とf办問泛給ふ。御とf くfど— 

Wのうら葉.-0Jとうちずんじ給へる御氣色をたまは6て、頭中將花の，色濃く殊に蒡畏きを 
わ々てまちうどの御盃にくはふ。とうて名てなやむに、おとビ、 

し紫ほ、HけSの花？ょ參ぎ！れたけれども」。宰相f持ちながら營 
は^拜し窣6給ふさま、いとよしあCN。 . 

•_いくか.へ办露けき春をすぐしきて花のひもとくを办にあふらむ」。頭卜將こた爻へば、 

• FたをやめQwkまがへる藤の花見る；Sとからや色もま3らど。つぎつぎに皆ずんなが 
るめれど、^；:S0まぎれにはかばかしからで乙れよ$まさらず0七日の夕月夜かげほのかな 
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i • るに池の鏡のどかにかすみ渡れヶ。げにまだほのかなる木ず^どものさぅざぅしき頃次る 
に、Sといたぅ氣色ばみ橫たはれたる松の木高き程にはあらぬにか、れる花のSま、litの常 

ならずお名し/>し。例の辨の少將聲いと懷かしくてあ1がきをぅたふ。おとヒ「いとけやけ 
ぅ7P仕ぅまつるかな」とぅち亂れ給；5て「年經にけるZ.の家の」とぅちくはへ給へる御聲い 

と為7Pし/)し。をかしき程に亂$がはしき御遊にて物思ひ殘らずな$ぬめ6。やぅやぅ夜更 
け行く程にS/2ぅそらなやみをして「みだ-CN心地いと堪へが/2ぅてまかでむ空もほどほど 

しく乙そ恃$ぬべけれ0とのゐ所讓6給；3てむや」と中將“憂へ給ふ。おとゞ「あそんや、御 
休所もとめょ。おきないた進みてひらいなればまかり入6W」とsa捨て、入り給a 

ぬ。中將「花のかげの旅寢ょ。Sかにぞや苦しき先るべにぞ侍るや」とSへば「松R契れるは 
あだなる花かは。ゆVしや」と責め給ふ。中將は心のぅちにねたのわざやと思ふ所あれど、人 

ざまの思ふにめで：T/Cきに、かう名あぅはてなむと心かけわたる乙となれば、ぅしろやす 
く势きつ。男若は夢かと逛±給.ふに名我が身$とc Sつかしぅぞ覺ぇ鈴ひけむかし。女はS 

と恥かしと思ひ^みて物し給ふも"ねびIwsnる御有樣いとゞあかぬ所なくめやすし。「世 
のためしにもな6Wベかう〇る身を心もて.2:をかくまでもおぼし許3るめれ。哀を知6給 

はぬ7PSま乙となる.わざかな」と恨み聞免給ふ。r少將の進み出しつるあしがきのおもむき 
は耳とVめ給；3つや。Sy2きぬしかな、^河口のと乙をSしsらへまほしか6つれ」との为 

まへば、女いと聞きitくしとあぼして、 

源氏物訝藤興菜 S 
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ノあS刍名をsひながしける河ぐちはいかてもらし、關のあらがき0あしIとのたま 
ふさまいと乙めきた-CV。少しうち笑CAて、 •• 

.•「もうにけるくきだの關を河口のあさきにのみはおほせざらなむ。年月のつも6もいと 
わ々なく惱ましきに物おぼえず」と^aにか乙ちて苦しげに.もてなして明くるも知らずが 

ほな办。人々|10えわづらふを、おとゞ「患/2办顏なるあさいかな」と咎め給ふ。されど明しは 
て、ぞ出で鈴ふ。ねくたれの朝顔見るかaあ6かし。御文はなほ忍びた$つるSまの心づか 

ひに-1:あるを、なかなか今日はえ聞え給はぬを物いaSがなき御達つきじ/>ふR、おとレ波 
3て見鈴ふどいとわ.cnなきや。「盡せざ^.つる御氣色になかなかいとC思a知らる、身の室 

•を、たへぬ心に又開えぬべきも、 ••：■• :•- 
vパ「咎むなよ忍びに^ぼるても^ゆみけふあらはる、柳の急づくを」などいとなnがほな 

.办〇うち^みて「手をいみじく毛嘗きなられにけるかな」などの^まふも昔のなご々なし0 

御返しsとsできが/2げなれば、見^しやとてさも思し渾^:\ぬべきことなればわた.cs給a 

¢0御使の祿なべ.てならぬさま((:賜へ点？中將をか:1>き3まにもてなし給ふ。常に；5きかく 
しつ.V隱ろへ•あ^きし御使、今日はおもVちなど人❖しくふるまふめ^S。右近の^ようなる 

人の睦tしくおぼしつかa給ふな“け$;''o六條の.おとてもかくど聞し召してけ60宰相常よ 
々も光をCXて參J給へれば、5ちまも$給ひ，て「今朝はいか(C文などものしつや0 5かしき 

人名女のすぢには亂る、ためしある：を，人ね/>うか、づらひ心いられせで過rされ^るな 
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•、梳などよ*(>.名華やかにめで^くあらまほしければ、北の方さぶらふ人*^どは6よから 

-ずma•いふ7^あれど、何の苦しき{かあらむ。あぜちの北の方など毛か、る方に£5§しと思 
ひIIH1給ひけぇ』•かくて六條院の御いをぎは廿餘日の程なうけう。對の上みあれにまうて 

給ふ士て崁の^方 <、いざ^a聞免給へど•中々さしもCAきつゞきて心やましきを^して、11 

も雜もとま-^給；3て乙とごとしき程にもあらず。御車二十ばか$にて御ぜん；^どもく•たく 
だしき人數多く^あ>-bず事そぎ7^るしもけはaぶな60祭の日曉にまうで給aてか、よこ 

は物御览ずべき御さじさにおはし文す御方々の女房おのあの車ひきつ <きて御まへ沂々患 

め^る程s力めしう、かれはそれととほめよ$おどろあどろしき御勢aな6。あとS:次中宮 

の御母1|{2;の2|2狎し避けられ鈴へ.うし折の事あぼし出*て、「膊^よる心おご办して、さや 

うなるZとなむな3好なき乙とな办ける0>1なべ思ひけち2^.し人も歎き負ふやうにて 

なくな-〇にき」Lをのgはのたまaけちて「殘うとまれる人々も中將はかく左ゞ人にて僅に 

な:^のぼるめ10宫は並びなきす；〇にておはするも、思へばいと乙を哀なれ。すべていとt 

•^含.111-オればこを何亊も思ふま、にて生ける限$の世を過^^さまほしけれど、殘$洽よげ 

末の11Lなどの^としへな^^上/)へなどをさへ思aはゞからるれば」と打ち語らa給aて、 

上達部などt御さじきに參6集ひ給へればそな穴に出で給ひぬ。近衛づ扣Sの使は頭中啓 

な6けヶ.*の大殿にて出で立つ所よ6e人々は參<?給aける。とうないしのすけも赶な6 
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け令。^ぼネ^と，.^て內春宮ょ4始め奉;^て六條院など1,^^御とぶらひども所せざまで 
御心はせいLめで.力し々宰相の中將.い.V 
一±如位し輪^御井^ればソみx^A-r'とな^ホ^だ^ 

*.:s之咖々今V0 

一^.;^;^邊ズ1 T都 w ぬ议；^^をぶ^ 
^ ^ . n v.^/.......... -....... - * £ ^ .0 ^ 4 .... ;.- ^^ ^ ¥<.. ........ V. »• 
| ;ネ!-|>1 ^ルV、 

.全力，Mは けれぼぬ力孕In次a 
*功べ^^かバ--1:,參^卞は北‘の方4ひ愈 

:j:.ovv:{cかの御後見を^添へましとあぼす。'上もつa.-tcあるべき'^ 
し瀚；女かの人も名のも^思ひ漱かるち^、^の御心祝？p今はやうや1:5覺束なi及ii:-^ほ 

'し知4.^irかた♦かた々 

fへ’。；戍方と.飞えか 
Iのと^^衣^名見及ぶ■乂泛^$s 

;程ぅ上7>ゃすかるべク」と聞:£給へば，^^ 
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にも龉らaのたまびければ、いみじく嬉しく思ふ事かなひ侍る心地して、人のさうぞくなに 
はの乙と7P、やんごとな^御^:^に劣るまじくい2.t/2つ。尼君なむ猶乙の御心ひさき見奉 

らひの心深か^nける。今一度見舉る世もやと命を3へ^うね40なしてtじけるをいかにし 
てかはと思ふも悲し。をの夜は上そaて參6給へ夂御てrるまにも立ちくだ6うち步みな 

•ど人心ろかるべきをわが^めは思；3憚らず、唯かく磨き奉公給ふ玉の^すにて、わがかくな 
がらふるをかつはいみじう心苦しう思ふ。御まゐうの儀式人の目驚くばかふの乙とはせじ 

とおぼXつ、めど‘のづから世の常のさまにどあらぬや。限もなくかしづきす^奉6命ひ 

•て〈上は誠に哀にうつくしと思ひ聞ぇ給ふ:Rつけても、;A--(c讓るまじう誠(Cか、る事もあら 
ましかばとおぼす。おとyp宰相の君も唯乙の事一つをな1;飽かva乙とかなと衣けあぼし 

.ける。一一raすrしてぞうへはまかでさせ給ふ。/2ちかは$て參6給ふ夜御對面あう。「かくあ 

-Vなび給ふけぢめになむ年月の程も知られ侍れば、うとうとしきベだては殘るまじうや」と 

なつ加しうのたtaて物語などし給ふ〇乙れもうち解けぬるはじめなめ-CS。ものなどうち言 
CAたる^はCAなど、うべ乙をはとめざましう見給ふ。又いと氣高う3か.c\なる御氣色をか^ 

みRめてたしと見て、を乙らの中にもすrれたる御志に1:旅び••なき■§まic定ま^N給CAける 
も^A>21とわJと思a知らる、に、加うtで立^なtび聞ゆる契>/>かな.〇やは^j思ふ劣 

のからハ出で給ふ儀式のいと乙と^ょそほしく御VJrるまなど許され給CAて女御の御有^ 
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で. 

Rこと^ちぬを思CAくらぶるに、sずがなる身の程な60いと美しげica、なのやうなる御 

有樣を#:?>心地:1>て見奉るも、淚のみとyまらWはaとつネ-0とぞ見えざ^sける。年^よ/) 

つ{C歎きし罪s-^vo-tう夕身と思aくし〇る命7^延べまほしうは^^れしき^つナてま乙 
と(C住吉の神もあ/)かならず思ひ知らる。思ふ3ま(Cかしづき聞えて心およばぬ事はたを 

さを3なき人のちうちうしSなれば、.大，かたのよせi&ぼ免よ6始め、なべてなちぬ御有樣か 

为ちなるを、宮本若含御心地.に、sと心乙とic思a聞え給べいどみ給へへる御かたが 

などは、ミの母君のかべてさぶらa給ふをfeに.いCAな:LなどすれどそれRけたるべくもあ 
らずf-^u•今めかし\_ら.：びな^^とをば更にもいはず、心.{Cぐ^ 

:を代つ：けて冬あ4まほし.ベもて次も聞.泛給へれば、殿上人など，^珍しきいどみ所にてと 
6ど.CN(cs;i:^ふ人々今心をかけyaるに、女房の用意有檨さ.へいみじくと、のへなし給へ 

30う.へ夂さるべ^^ふしには參$給ふ。御なからaあらまifしく.うち解け行くにさ4と 

てさしす't戈のなれず、あなづ•らはしかるべき名てなしは/20ゆなく，怪し.うあらまほしき 

人の御有樣心ばへなケ。あ•とメも長からずのみあぼSる、御世の乙なたにとお•ほしつる御 
爻ゐ3のか；sある3まに見奉$なし給aて，心からなれど世に浮きたるやうにて見苦しか 

ケつる宰相の君7P、、思；sなくめやずきさまに靜t6給awれば御心おちゐはて給aて今は 
ほ窓ル遂げなむとおぼしなる。.對の上の御有樣のみ捨.て雛き(Cも中宮^はしませばあ/)か 

诹代物K藤與菜 35九 
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な右S御•心tせなが'.:Pごの御方(Cも世に知られ；たる，親ざまにはまづ思3聞't給ふべければ、 
3ヶど岑おほじゆづ^Sけヶ。夏の御方の時々にはなやぎ給ふまじきち、宰相のものじ給へば 

と皆とふゼみにうしろめ穴からず覺じな〇行^^明けむ年よ仑ぢになぅ給ふべければ御贺 
.0ミ是をおほやけよ6,はじめ奉ぅておほきなる世の.いをぎ杳をの秋太上天皇Rなず>*.b 

ふる御位得給；Sてみふ/<は、iつか5かうぶぅなど皆添；5輪ふ。か、ちでも世の御心にか 

なはぬ.乙と^付れど"猶珍しか：つる昔の例を改めで院つかさどもなどなぅ。^まいつくし 

くな6添ひ•給人、ぼ、內に參方給ふべ：きて土難か^ベ：さをぞ 
かず帝は，あぼし^世の中を憚$て位を讓$聞•£給ばぬ^'そなむ朝夕の御衣げきr-3な6け 

る>'*o•肉大臣^が6給ひて宰相中將フ中納言にな“給^ね。御喜に出て給.ふ.°ひか>$と.\:ま 
S3給，へ，る'3戈、^たちよ4始めて飽かぬことなきを、、&るじのaとV%なかなか人に為5 

れす3まじ^宮仕：へ.よ*^は^あぼしなほる。女君の大夫のめのと六位すrせとつぶやき.1> 

ゐのtとものの折.令に5:ほし出でければr菊の•いとし/>乂てう〇7>aたるを^まはせ 

6 ;lr^*1み^3わか葉の菊を〇:ゆにてTPfJき紫の：色^かけきや-'o-からか6しを々のひと孓 

七ば之そ忘^れねJ4$:*t匂びやか^ほ'\灸みて賜.へ6C恥かしうほしきものかちうd 

乂し5見奉々^,’K:‘c' 



ぎ： 

•ふ力葉，J々なだ,^^^の；入%なればあさ^色 

^•ヤ^本かじiか.i刷*nKC苦:b 

:^^办ぬ。吵七^;n水^^をい,^:^でた::xすうしな:L 

^て也み給^省ぉぼ茇ズ滾に^ふ3^なる御.住^心な-^。翁栽:^も^ 

»r^ML絮3藤士ネ^.ひ-^むら薄ネ心に浚冰せイ亂办た.^对る。.づ 
み草4搔3改奶て..い泌必砂A力る策色な^女かしタタ雜の漉を 

ま,'L加^,-L:1y:の御をさ犮:§の物語など：t論ふにハ戀-Lきこ2も多メ人の思''CAけむ乙ともは 

づふしう女赶は1ぼ..L:a5づ。ふる人^J;^のまかでちらずざ-.5しざうしにSぶふwける.?ど 

ま••?のぼ6集兮^,てふ4售し土涊:61^へ九男-^、0し 
.::|^取(1そ乜岩!^る:^る:1:^^ 

•:.::「•なき人；^かげ光に見£ず*〇れ攻べイ-^女やれるいSらゐの氷」^ 

と < 內^う-tかで給ひけるを'、紅葉の色1C驚されて波$給べう。昔あばしまいし御有様にも 
を1を3變る7とな/、ぁ次4為刀6ぃと>となしくすまひ給へる3ま、華ゃかなるを見給 

ふに0ガ<飞ぃと物哀^ぁ衩さる。ヰ納言毛氣色こ^に顔少し#みて.ぃと<离づ爻6ても 
めし給^。あ^^ほ'Lべ荬5しげなる御あばひ次れど、女は-Xか、るか/2ちのたrひもなど 

方^か^む^.見堯輪べ.々。.男はきは7P.^X淸らにぉはす？ふ石人£も、御まへに所之て»5 

S. s.i -^1j~]JI :••.—— ： .•, .. _ • . ... /■• 1一 
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び^-6事ど名聞走出づ。あうつる御手贺どちの散6たるを御蹵じつけて5ち^をれ給ふ。 
「乙の水の心尋ねまほしけれどあきなは乙といみして1とのたま^〇 

••1をのかみの公い：木はうべも朽ちぬらむう焱し小松も苔生ひにけ办」。男君の宰相のめの 
A":oらかJし御心も忘れねば茗7^2うがほに、 

-rn;^つれを名か^と^たの*.1;二^ょ-^ねざしかはせる松のす^ず^」。あい人ども、かや 
うのすぶRfHぇあつめたるを中納言はをかしと办ぼす〇女君はあいなくおもて赤みて苦し 

と間き給ふ.ば榊無月の二十日あま6の程に六條院に行库あ办。紅葉の盛りにてけうあるべ 
^^び'-0みゆき^^に、すざべ揭にも御せうそ乙あ6て、院さへ渡6おはしますべければ、世 

ぶ珍ノしべあJがた*；^乙とにて世の人も心をおどろかす。あるじの•院が/2も御6をつくしめ 
メあ々なる御心:^名け^せさせ給ふ。巳の時に行幸あ$てまづ--5ま場の殿に左右のつか3 

の御馬^きな^べ^ゝ左右の近衡立ち添ひたる作法’五月のせちにあやめわかれず通ひ^办〇 
未くだるほどにfeの寢殿に移'A方：^します。道の恶を$はし渡殿Rは錦を敷きあらはなる 

ベ：4所セ伸せ：丄やJを.つくしう患な4せ紿人 

鵜廟の^g院0赖飼七召Jなもべて猶をあ乃させ給へ^S。ち认3き鮒どもくひた.^わざ 
土め御覺-Vは杳け^0、過令Sせ給；！の興ばか.CXRなむ。山の紅葉はいづ方も劣らねど西 

の御tへ社心：士玄石を、中の廊の壁tべづ 

職？ 



給メ.°街座ふたつよ2.W61てあるじの御座はくだれるを宣旨あ.cnてなほさせ給ふ程めでたく 
JU泛たれどみかどはなほ限あるゐやゐやしさを〇くして見せ舉办給はぬ之とをなIfあぞ 

1ける'*;0^の傲を左の少將と$、藏人所の溉飼の北野にか$仕うま0れる鳥ひとつがひを右 

のす々摊u.#て濃gL-'のSんが-3よ-へに出で、みはしのひ^^右に膝をっ3て奏す。も 
ほきあと一/仰一一！；；1給；5 y韻じて銜^jのにまゐ石〇み乙達上達部などの御まうけも珍しきさま 

に<-vlvの乙と をかへて仕うまつらせ給へ60•皆御^ひにな$て慕れか、る程icがくその 
人召す。わざとのおほがくにはあらず。なまめかしきほど代殿上のわらはベ舞ひ仕うまつ 

る。朱雀院の紅潔の贺の例の>る事あぼし出てらる。賀王恩と.いふを奏するほ^Jにあほきお 

とCの御をとこのとをばか.CNなるせちにあもしろう舞ん。うちのみかど御ぞぬぎてたまふ0 

おほきおとゞお-CNて舞蹈したまふ。ホるじのゐんきくを折らせたまひて脔海波のを$おr 

しいづ。• - 

「色ま.3るまが夕の菊も折々に湖うちかけし秋を戀ふらし」0おと*.そのを々は同じ舞 

立ちならび問ぇ給；：vしを、力れも人にはすrれ給へる身ながら、猶乙のきは、乙よなか6•け 
る秸おぼし知らる。時雨をA知-ONがほな.CN。： . ： . • ！ • 

「紫の忠に1wがへるきくの花にr办なき世のほしかとど見る。時乙をあ々けれ」と珣ぇ除 

メタM吹きしく紅葉のい/>い/>濃きr#き錦を敷き/aる渡殿の上見ぇまがふ。庭の面にか丨2 

源氏物駱膝迸^I 
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ちをかしきわらはベのやんごとなき家の小供などicて、rfき赤き^らクるばみ蘇芳えび染 
など常のづと例のみづらにaたCAばかぅの氣色を見せて、短きものど^pをほのかに舞64つ 

、紅薬の影に歸6入るほど、日の慕る、もいとほしげながくをなどおどろあど/>しくは 
せず。うへの銜遊はじま^Tsa*ふんのつかSの御Zとども召す。物の典^ちなるぼどR御前こ 

皆御乙とど7Pまゐれ6。宇陀の法師のかはらぬ聲も、朱雀院はいとめづらしくあはれic聞し 

召す。-.., .-\ 
i秋をへて時雨ふみぬる里人もかVるもみ^の折をこを見ね」。うらめしげにe為ぼし^ 

るや0みかど•.• ':;::':,ぃ * .: 

「世のつねの.紅葉とや見るv'にしへの^めしにaけるEの錦を」と聞え知らせ給ふ。御か 
たちsょsょねびと、のほA給；sて唯aと〇•ものと見えさせ給ふを、中納言の§'ぶらa給 

ふが-Z.とrとなら^こをめざましか^れ。あてにめて^きけは；5や思ひなし(C劣かまさら 
む。あざやかに^はし含所は添；3てSへ見ゆ。笛仕うまつうたまふいとあもし^し。3うが 

の殿上人みはしにさぶらふ屮^辨の少將の聲す：^れた力〇猶さるべきに乙そと見えたる御 
な扣ち3なめ九し： .：. 
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